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●タナトスの一族〜カニバリズム、人身御供、アトランティス王国、最終戦争ラグナロク、タ

ングート、西夏、アサシン教団、狼男、チャガタイ・ハン国、タウングー朝、ズールー帝国、ア

フリカ独立運動、ボコ・ハラム

●ダーナ神族（ダナオス）の一族〜ディオニュソス、デニエン人、猿田彦、契丹、デーン人、鬼

、酒呑童子、ハーバード大学、ジョージ・ワシントン大統領、アメリカ連合国、統一イタリア

王国、カナダ、ニュージーランド、阿含宗

●アブラハム（ヴァイシュラーヴァナ）の一族〜シュメール文明、エフライム族、バアル、アフ

ラマズダー、ゾロアスター教、マケドニア王国、聖徳太子、ピサ共和国、奥州藤原氏、フランシ

スコ・ピサロ、ヴァーサ朝、フィンランド共和国

●預言者ナタンの一族〜ラピタ文化、ダン族、ソロモン王、ミディアン人、ストーンヘンジ、

アテーナイ王国、ヒクソス、アマルナ宗教改革、ケント王国、最澄、空海、源氏・平氏、マ

フディー国家

●アッシュール・ダン１世（魔神アスラ）の一族〜魔神アスラ、北イスラエル王国、アルメニア

王国、グノーシス主義、非カルケドン派正教会、聖コルンバ、アルシング議会、千家家・北島家

、オルデンブルグ伯爵、アイスランド共和国

●ガリアのドルイド司祭（東本願寺）の一族〜アテネ民主制、ローマ執政官、ソピテース、デ

マゴーグ、ヘロデ大王、ローマ帝国、フィリキ・エテリア、青年トルコ革命、アルメニア人大

虐殺、クルディスタン労働者党

●聖ドナトゥスの一族〜渤海王、ブワイ朝、テンプル騎士団、ジンバブエ王国、ダホメー王国、

ハイチ帝国、黒人地位向上協会、バハーイー教

●ローマ教皇レオ１世の一族〜ランゴバルト王国、メロヴィング朝、マズダク教、ウイグル可汗

、浄土教、曹洞宗、ノルマン人、カルマル同盟、出雲大社、コーザ・ノストラ、オーストラリア

、バチカン市国委員会

●ローマ教皇アレクサンドル３世の一族〜メリナ王国、カンボジア王国、カリブ族、四季協会、

ゴーストダンス、マウマウ団、ドラヴィダ進歩党、カーゴカルト、パプアニューギニア、クメ



ール・ルージュ

●ローマ教皇インノケンティウス３世の一族〜ドイツ騎士団、白蓮教、小西行長と弥助、マラッ

カ王国、ブルネイ帝国、ベネズエラ共和国、リンガトゥ教、呪術師スビキロ、バラク・オバマ、

フアン・グアイド

●親鸞の一族〜浄土真宗、時宗、一向宗、世界初の精神病院ベドラム、ブルゴーニュ朝・アヴィ

ス朝ポルトガル王国、コンキスタドール、メキシコ帝国

●如信の一族〜魔女狩り解禁、異端審問、伊勢大社、カペー朝フランス王、ボルボン朝スペイ

ン王、スペイン共和国

●覚如の一族〜紅巾の乱、華僑、百年戦争、殺人集団タギー、琉球王国、アチェ王国、黎朝ベト

ナム帝国、白蓮教、シンガポール、日清食品、社会民主党、全能神

●善如の一族〜倭寇、恭愍王、足利義満、日野富子、三浦倭館、東林党、魏忠賢、フランシス・

ドレイク、バッカニア海賊、カタール首長

●綽如の一族〜ヴァロワ＝ブルゴーニュ公、ブルボン公、能登守、ハプスブルグ朝スペイン王国

、デュポン財閥、ケベック解放戦線

●巧如の一族〜ジル・ド・レ、ヴァロワ朝フランス、マルタ騎士団、マラーター族、アフガニス

タン王国、オマーン王国、ザンジバル帝国、ソコト帝国、マルタ共和国

●存如の一族〜応仁の乱、アラゴン王国、アヴィス朝・ブラガンサ朝ポルトガル王国、ポルトガ

ル共和国、アルバニア共和国、マザー・テレサ、神の愛の宣教者会

●蓮如の一族〜スイス連邦参事会、魔女狩り、パッツィ家、ロレーヌ公、一向一揆、秘密委員会

、ベルギー王国

●実如の一族〜毛利元就、オルデンブルク朝デンマーク、モロッコ王国、フランコ将軍、パレス

チナ解放機構、トントンマクート、岸信介、佐藤栄作、安倍晋三、統一協会

●証如の一族〜明智光秀、魔女狩り、戦国時代、オランダ王国、近衛家、クウェート王国、イギ

リス東インド会社、南アフリカ連邦、ジャム・カシミールのムジャヒディーン、湾岸戦争

●顕如の一族〜万暦の三征、魔女狩り、オランダ東インド会社、スチュアート朝、老論派、バ

プティスト教会、メソジスト教会、ヴァンダービルト財閥、パール・ジャム、KORN
●教如の一族〜織田信雄、東山天皇、仁孝天皇、孝明天皇、カメハメハ大王、ハワイ王国、トン

ガ王国、サモア独立国、フィジー共和国、エチオピア連邦民主共和国

●宣如の一族〜ハプスブルグ家、ブルボン家、プファルツ朝スウェーデン王、フルベ聖戦、フラ

ンス共和国、イスラーム・マグリブ諸国のアル＝カーイダ機構

●琢如の一族〜英蘭戦争、マラーター王国、ベンガル太守、アワミ連盟、バングラデシュ、タ

ミル・イーラム解放の虎、ジャマート＝ウル＝ムジャーヒディーン

●常如の一族〜後金時代、李氏朝鮮末期、琉球第二尚氏王統、東学党、ゴ・ディン・ジエム、大

韓民団、戸塚ヨットスクール、ベトナム社会主義共和国、国民民主党、自由朝鮮

●一如の一族〜名誉革命、ジャコバイト、オラニエ＝ナッサウ王家、南アフリカ連邦、オレンジ

革命

●真如の一族〜イエズス会弾圧、ムガール皇帝、マラーター同盟、ニザーム藩王国、タタ財閥、



デカン・ムジャヒディーン

●従如の一族〜田沼意次、徳川家重、松平定信、井伊直弼、水野忠邦、徳川慶喜、静岡県知事

●乗如の一族〜フランス革命、ベトナム植民地、ブラジル帝国、ＹＭＣＡ、セブンスデー・アド

ベンチスト教会、国際赤十字社、花粉症、ＡＩＤＳ

●達如の一族〜復古神道、尊皇攘夷、天理教、金光教、神社本庁、日本社会党、講談社、日本

会議、ヒカルランド

●大谷光勝の一族〜興宣大院君、明治天皇、ビアフラ共和国、ソンミ村虐殺、コリン・パウエル

、コンドリーザ・ライス、トニー・ブレア

●大谷光榮の一族〜大谷大学、大正天皇、昭和天皇、ハインリヒ・ヒムラー、軍産複合体、パフ

ラヴィー朝皇帝、アウグスト・ピノチェト、細川護煕、小泉純一郎、立憲民主党、れいわ新撰組

●大谷光演の一族〜重慶爆撃、ＣＴスキャン、ダライ・ラマ１４世、ディズニー・カンパニー、

スティーブン・スピルバーグ、ジャニーズ、タイム・ワーナー社、ＹＯＵＴＵＢＥ

●大谷光暢の一族〜ラビア・カーディル、ブルース・リー親子暗殺、地下鉄サリン事件、天安門

事件、オウム地下鉄サリン事件、酒鬼薔薇聖斗、雨傘革命

●大谷暢顕の一族〜TV局アナウンサー、宮崎勤事件、足利事件、オウム真理教、神戸連続児童殺
傷事件、学級崩壊、大阪池田小児童殺害事件、てるくはのる事件、SEALDｓ
●大谷暢裕の一族〜「集団ストーカー問題を克服する」、２０１４香港反中デモ、２０１４香港

反政府デモ、新幹線殺傷事件、２０１９逃亡犯条例改正案撤回デモ
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◆まえがき　悪の足跡の追求

 
筆者が発明した「名前を知って歴史を知る方法」は無敵だと信じていた。名前だけですべての謎

が解けると考えていた。だが、それでもキッシンジャーの正体は分からなかった。そこでピンと

きたのが「顔」である。前からラビア・カーディル、田北俊などの悪党は顔が似ているなと考え

ていた。ただ、それ以上踏み込むことはなかった。

しかし、今年の９月になり、ふと「悪党はみな東西本願寺の一族の子供ではないのか？」という

考えに取り付かれた。宇宙人（科学の種族トバルカイン、詳しくは別著「帝王の一族」を参照い

ただきたい）が直接大脳に何かをダウンロードしたようだ。で、筆者はあわてて東西本願寺の一

族の顔を精査した。するとどうだろう。名前ではわからなかった悪党たちの正体がすべて見えた

。

 
筆者は武蔵野美術大学造形学部油絵学科を出たが、クロッキーが得意であった。クロッキーとは

スケッチやデッサンとは違い、完成された作品とは異なる。作品を作る前の段階で行われる材料

集めのようなものである。カメラが無かった頃は、画家はみなクロッキーを山のようにした。さ

まざまな角度から対象を捉え、何枚も何枚も記録する。そしてそれを材料に絵画制作を行うのだ

。

良い絵画を完成させるには対象の印象を的確に捉えたクロッキーがたくさん必要である。筆者は

クロッキーが非常に得意で教授にも褒められたものだ。そういうわけで顔を一瞥し、共通する印

象を見抜く眼力には自信がある。その結果がこの写真集である（当然、写真はネットから拾った

ものである）。

 
東西本願寺の一族は、子供たちを世界中の権威の席に送り込んでいた。世界中の権威が東西本願

寺の一族の子孫であるため、誰も正しいことを言わない。国連機関、マスコミ、医師会、政府、

宗教などがすべて東西本願寺の一族の顔をもつ人々で埋め尽くされている。悪を淘汰するには、

今いる東西本願寺の一族の子孫を皆殺しにし、更にこれ以上、子孫を増やさないことだ。そのた

めに優性遺伝子ブリーダーの行動を把握する必要もある。

東西本願寺の一族は、優性遺伝子ブリーダーを使っている。１日に３人のタナトスの女を妊娠さ

せるとして、単純計算で年に１０００匹、いや、１０００人の悪党が生まれているわけだ。代表

的な９人の大谷門主だけじゃなく、今までに生まれた東西本願寺の一族の子孫（バラモン、クシ



ャトリヤ、ヴァイシャ）も毎年子供を生んでいるだろう。これすべてをあわせると毎年東西本願

寺の一族の子が世界中に数万人は生まれている計算になる。

その毎年数万の東西本願寺の一族から、ブッシュ政権、クリントン政権、オバマ政権、安倍政権

みたいに政治でリーダーになるような人材（不正選挙に頼りきりだが）、宗教界、マスメディア

界で頭角を現す人材はほんの数人だ。だが、残りは警察、役場に勤務する地方公務員、電力会社

などのインフラ業務に就く。それさえ不可能な個体は、三下から凶悪なヤツまで、残らず有害な

犯罪者になる。

その犯罪者の中でも凶悪、異常、かつ強力なのがペドロ・ロペス、張永明などの人喰い連続殺人

鬼やバーコウィッツなどのシリアルキラーである。連続殺人鬼はほぼ東西本願寺の一族のできそ

こないである。ただ、表に出る犯人は少数で、ほとんどは冤罪だ。

テッド・バンディの事件なんかの真犯人はジョージ・Ｗ・ブッシュである。前途洋洋の将来が待

っていたバンディは突如として逮捕され、冤罪で処刑された。リチャード・ラミレスも、あの捨

て台詞を聞くまでは真犯人だと思っていたが違っていた。ラミレスは冤罪のようだ。この区別が

難しいところだ。

 
 
●優性遺伝子ブリーダーとは

 
悪の種の輸出の際、新機軸として優性遺伝子ブリーダーが徴用された。彼らは、伊賀忍者、甲賀

忍者を前身とし、江戸時代にはお庭番として大奥を管理した陰謀と工作のマスターだ。そして何

よりも、政治的信条を持たないことをポリシーとした秘密結社である。金次第。そんな日本発の

秘密組織、優性遺伝子ブリーダーを使うことにより「名前が異なる」子供が大量に生産されるこ

とになった。これは、悪にとって最大の利点である。

 
支配層に属する人々、全員が同じ名前なら、それは誰が見ても封建主義だ。だが、支配層に属す

る人々の名前が全員、異なるなら「封建主義ではない」とうそぶくことが可能になる。

尤も、それ以前にタナトスはできそこないである。できそこないは嫌われ者である。そのため誰

にも相手にされない。仲間ができない。頼りになるのは家族だけだ。安倍政権や日本会議も、思

想に賛同した人々が集まり、団結しているように見えるが、アレは単に全員が「東西本願寺の

一族」という血筋を隠している「家族」である。

安倍政権、そして日本会議。それは、家族しか頼ることができない嫌われ者たちが寄り集まって

いるゴミ集団に過ぎない。そんな集団にいったい何を期待することができるだろうか？とにかく

、彼らが「家族」であるという事実が知られない間は安倍政権も機能するだろう。

 
 



●悪の種

 
海上交通、陸上交通など、世界的な交通手段の発達により、東西本願寺の一族は「悪の種」の輸

出を開始した。更に、飛行機が登場すると悪の種の輸出は拍車を増した。東西本願寺の一族によ

る悪の種の輸出は、世界中のタナトス一族からの要請でもあった。凶悪な人喰い人種であったタ

ナトス一族も、現生人類との混血により、悪の才能が枯渇の様相を呈していた。

世界中のタナトスの一族はこれに対して頭を抱えていた。そこで彼らが思いついたのが、邪教・

浄土真宗により日本を完全な支配下に置いている東西本願寺の一族の血の導入だ。東西本願寺の

一族は、世界中の滅び行くタナトスの一族から一目置かれていた。偉大なタナトスの奥義を継承

している唯一の悪の家族と認識され、畏怖、賛美されていたようだ。

 
第二次世界大戦は日本（西本願寺門主広如の子孫）、ナチス・ドイツ（西本願寺門主寂如の

子孫）、イタリア（西本願寺門主大谷光尊の子孫）による善に対する蜂起だったが、正しい人々

が勝利し、第二次大戦後はタナトスは見る影もなかった。ただ、ルーズベルト大統領がロックオ

ンしておきながら、暗殺されてしまったために、連合軍は東西本願寺の一族の存在を見逃して

しまっていた。これが戦後、すべての悪夢の元凶となった。

顔の査定により、現在、プーチン大統領、習国家主席、トランプ大統領などを攻撃する者はみな

東西本願寺の一族の家系であることがわかった。安部晋三だけでなく、安倍政権のメンバーもほ

とんどが東西本願寺の一族の血筋である。同族会社だ。名前が違うなら封建制度には見えないと

いうに過ぎない。

世界は東西本願寺帝国になりかけていた。それを阻止するのがプーチン大統領、習国家主席、ト

ランプ大統領であるし、これを応援しているのがロウハニ大統領、朴大統領、金委員長、マクロ

ン大統領他、同盟者などである。もちろん宇宙人（科学の種族トバルカイン）もそうだ。みんな

イヤなやつが嫌いなのだ。 
 
 



大谷光勝の一族の特徴は、きつい眉とだぼついた顔である。光勝のあとを継いだ吉田茂は、世界

中に悪の種をまき続けた。吉田茂のときに上からつぶされたような人相が遺伝子に加えられた。

主にリベリア、アンゴラ、ナイジェリア、ハイチなどの黒人諸国に手を伸ばしている。コリン・

パウエルなどの黒人ダン族の有力者や南部バプティスト会議によってアメリカ合衆国を支配して

いる一族だ。

 

大谷光榮の一族の特徴は、垂れた目じりと眉、長い鼻の下、重そうな鼻と突き出たおでこと顎が

無い感じである。軍産複合体の父ヴァネヴァー・ブッシュ、ナチス高官ハインリヒ・ヒムラーを

生み、大正天皇、昭和天皇を生んだ一族である。日本ではジ●ニーズ事務所、サ●ミュージック

、ホ●プロなどの大手芸能事務所を生み、芸能人を支配下に置いている一族だ。

 

大谷光演の一族の特徴は、寄った目、狭い顔幅、薄い眉、長い鼻である。日本ではＡＣジ●パン

、読●グループを筆頭に日本テ●ビ、テ●ビ朝日、Ｔ●Ｓ、フジテ●ビ、Ｎ●Ｋを支配し、海外



ではデ●ズニー社、タイム・ワ●ナー社などを支配しているメディア一族だ。石原慎太郎、スピ

ルバーグなど、芸能界を牽引する立役者も生まれている。多国籍スパイであるキッシンジャーも

大谷光演の息子だ。

 

ヘンリー・キッシンジャーの一族の特徴は、長い鼻、垂れた眉と目尻である。クロード・ユン

ケル、フランソワ・オランド、トーマス・イルヴェスに至っては、そっくりを超えてクローンの

ようだ（影武者か？）。大量殺戮者エフード・オルメルトやシリアルキラーのゾディアック（

デヴィッド・バーコウィッツ）、ジェフリー・ダーマー、ニコライ・ズマガリエフなどを生んだ

一族だ。イギリス、フランス、リトアニア、ＥＵなど、主にヨーロッパを支配下に置いている。

 

大谷光暢の一族の特徴は、中央アジア人のような大きくカーブした眉、重そうな鼻、だらしなく

垂れた目じり、顎が無い感じである。ウイグル、香港、法輪功などに子供が配置されている。中

国を狙う一族だ。

 

大谷暢顕の一族の特徴は、飛び出た耳、醤油顔である。このすっきりした醤油顔は母方である香



淳皇后の妹・智子の影響だろう。

 

広如（大谷光澤）の一族の特徴は、自分の遺伝子に取り入れた新見家のすっきりとした綺麗な顔

立ちと飛び出た耳である。一族の中にはきれいな顔立ちの持ち主もいるが、内面に抱える暗黒面

の導きにより、だんだんと朽ち果てていくようだ。ベトナム、タイ王国などの東南アジア諸国に

手を伸ばし、老論派の遺伝子により朝鮮半島にも手をかけている。アメリカにはデヴィッド・ロ

ックフェラー、ジョージ・ソロス、ＣＮＮのテッド・ターナーなどを配している。ロックフェラ

ーの子供たちはモンサント社ＣＥＯや民主党員としてアメリカ合衆国を支配している。

 

大谷光尊の一族の特徴は、寄った大きな目、濃い眉毛、長い顔である。盛才世の時に丸顔の遺伝

子が加わった。イギリス王室、ロスチャイルド家、テロ組織など、子孫は多岐に渡っている。盛

世才の影響で、パキスタン、イラクなど、イスラム圏を支配下に置いている一族だ。

 



大谷光瑞の一族の特徴は、垂れた眉、だらしなく垂れた目じり、スッとした鼻筋である。赤崎勇

のときに丸顔の遺伝子が加えられた。ジョージ・Ｈ・Ｗ・ブッシュ、ミハイル・ゴルバチョフを

生み、冷戦終結を演じさせた。日本会議をはじめとし、バスク祖国と自由、ＩＲＡ、シナロア・

カルテル、法輪功など、犯罪的なテロ組織を運営、組織している一族だ。

 

大谷光照の一族の特徴は、大きく飛び出た耳、長い鼻の下、重そうな鼻、丸い頭部である。ジ

ョン・E・フランツのときに小さい鼻、丸顔の遺伝子が加えられた。光照は、宇宙人（科学の種族
）とタナトス系シベリア人の混血（ユダヤ人）の女に遺伝子を求められた。これにより、宇宙人

の科学力とタナトスの悪の血を引くジョン・Ｅ・フランツが除草剤を開発し、ラウターバーとマ

ンスフィールドの異母兄弟がＭＲＩなどを開発した。また、最悪の殺人鬼ジョージ・Ｗ・ブッシ

ュ（バンディ事件、リッジウェイ事件、９１１、イラク戦争の真犯人）が生まれている。トラン

プ大統領に敗北した負け犬ジョン・ポデスタとバラク・オバマの一族だ。

 

大谷光真の一族の特徴は、ひっぱったような鼻である。マイクロソフト社、グーグル社、２ちゃ

んねるというインターネット時代を牽引した人脈が生まれた。人間を発狂させるため、タイ王国

に遺伝子組み換えのコーンとライスを開発した悪魔ビル・ゲイツを生んだ一族だ。

 



 



新まえがき　２０１９.１１.２６付

新・まえがき（ディオーネーとクリュテイオスの違い）

 
 
以前から「タナトス」は、「神統記」にも登場する神々ディオーネーとクリュテイオスの合体部

族だと説いてきた。ディオーネー＋クリュテイオス＝ディオネテイオス＝テオネテオス＝タナト

スとなる。だが、研究している内に、彼らはどうやら途中でディオーネーとクリュテイオスにそ

れぞれ分かれ、基本的には単独で、そして時にはタナトスの一族として協力し合いながら、悪の

活動に従事しているようだ。

 
今回、タナトス（東本願寺）の血筋はディオーネーの一族と規定し、ティールタンカラ（西本

願寺）の血筋はクリュテイオスの一族と規定し、分けて考えることにした。ディオーネーの血筋

タナトスの一族は「ダニ」「ダーナ」「デニエン」「ダン」「デーン」など基本的に「ディオ

ーネー」が変化した名前を持つ特徴がある。

一方、クリュテイオスの血筋ティールタンカラの一族はディオーネーの名が変化した「タナ」な

どの名はほとんど使用しない。これは「ディオーネーの一族ではないこと。クリュテイオスの一

族であること」のアピールだ。代わりに、クリュテイオスの一族はディオーネーの一族ではない

ことのアピールとしてＴＡＮＡＴＯＳを反対にしてＳＯＴＡＮＡＴに因んで名前を考えたりして

いる。例としてサトゥルヌス（ＳＯＴＡ＋ウラヌス）の名前がある。

また、クリュテイオスの一族は、クリュテイオスの名に因んだデウスなどを名乗るようになった

。クロノス、カルヌーテース、クリュニーなどの名もクリュテイオスに因んでいる。タナトスと

ひとことで言っても、名前から彼らがディオーネーの一族か、クリュテイオスの一族なのかとい

うことが分かる仕組みになっている。

 
ディオーネーのタナトスは基本的に魔女狩りの種族であり、クリュテイオスのタナトスは人身御

供の種族である。タナトスは死神の一族である。そのため、ディオーネーのタナトスもクリュテ

イオスのタナトスも由緒ある死神の一族として基本的に羞恥心・罪悪感を極度に欠き、性格的に

は非常に冷酷・残酷である。

両者とも平気でウソをつき、無慈悲な拷問を行い、丸で余暇の趣味のように人を殺す。そして最

大のポイントは、人肉を食べるという特徴がある。死神とは人喰い人種なのだ。現代文明はタナ

トスの一族に、つまり、人喰い人種が作り上げた偽者の常識・ルールに支配されているが、我々

には彼らは見えない。なぜなら、彼らは人喰い人種に見えない装いを常に心掛けているからだ。

 
ディオーネーのタナトスは魔女狩り、異端審問を通して拷問を文化にまで高めた。一方、クリュ

テイオスのタナトスはディオーネーのタナトスとは異なり、人身御供を文化にまで高めた。どち

らも、人肉を得るために拷問、人身御供を行い、人間を狩る人喰い人種である。我々がたまのご



馳走としてステーキを食べたり、刺身を食べるのと同様に、彼らは子供の肉をたまのご馳走とし

て考えている。

「敵（善）に出来ないことが我々にはできる」として「自分たちは特別だ」という暗示を得るた

めに、彼らは拉致して集めた子供を殺人儀式で殺す。彼らは、子供を笑いながら引き裂き、最終

的には食べてしまうという恐ろしい人々だ。その中でも特に恐ろしい人々がマヤの人身御供、ア

ステカの人身御供の神官たちである。彼らはみなクリュテイオスのタナトスに属している。

一瞥していただければわかることだが、ディオーネーのタナトスにも、クリュテイオスのタナト

スにも、これでもかというほど恐ろしい人々が並んでいる。錚々たる悪い顔が並んでいる。特に

、陰謀論者が好むナチス、ブッシュとディープステート、そして、ユダヤ、イルミナティ、ロ

スチャイルド、ロックフェラーはみなクリュテイオスのタナトスである。

 
また、「日本」の名はクリュテイオスのタナトスに属するサトゥルヌスの一族アッティラが命名

したと考えられる。まず日本は最初にニホンではなく、イルポンと呼ばれた。イルポンの由来

はアッティラとフンの組み合わせである。アッティラ＋フン＝イラフン＝イルポンとなる。そ

の後、朝鮮語イルポンに「日本」と漢字が当て字された。そういうわけで、日本はサタンの国な

のだ。

 
 
 



タナトスの解説（集団ストーカーの指揮者、対人恐怖を作る人々）

◆新しい解説２０１９.１０.２０
 
 
①弱い人間の価値（タナトスの力＝数の力）

 
集団ストーカーというものは、浄土真宗＆曹洞宗信者をフル動員（日本全国の信者数、併せて２

０００万人）することで可能になる。集団ストーカーは、信者が大勢いることでタナトスが振る

う基本的な数の力のひとつである。本願寺の人々とは弱い人間の価値に気付いた人々である。弱

い人間の価値とは、弱い人間は脅せば何でも言うことを聞くこと、弱い人間は自分の生活と生命

が最優先事項であること、そして非常に数が多いことである。この弱い人間の価値が、そのまま

集団ストーカーに活かされている。

 
ちょっと考えれば分かると思うが、集団ストーカーのような非人道な行為、個人に対する人権蹂

躙を指令する人間は、集団ストーカー加害者の人権さえ何とも思わないものだ。つまり、集団

ストーカー加害者に対する金銭の授与はありえない。良く言ってボランティア、悪く言って奴隷

である。なぜ金ももらわずに他人に嫌がらせが出来るのか？なぜ浄土真宗＆曹洞宗信者が集団

ストーカーを行うのか？その答えは彼らが弱いからだ。そして本願寺が怖いからだ。本願寺の命

令を聞かなければ、逆に自分が集団ストーカーされる。今、目の前で自分が赤の他人にしたこと

をもし自分がされたら？そう思うと怖くて怖くて仕方ないのだ。つまり、彼らは集団ストーカー

の命令を無視することはない。これも弱い人間の価値である。人類の発展には全く寄与していな

いが、すべては、弱い人間に利用価値があることを認めた本願寺の先見の明だといえよう（バカ

とハサミは使いようの語源）。

 
集団ストーカーとは、量ＶＳ質の戦いでもある。どんなにバカでも、どんなに弱くても、そんな

できそこないがたくさん集まるだけで優れた人間、強い人間にも勝てる。この発想が集団スト

ーカーの根幹にある。一向一揆も同様である。一揆とは、大勢の農民を訓練された武士にぶつけ

ることである。この場合、武士一人につき、１０人ほどの武装した農民を相手にしなければなら

なくなる。数で圧倒することで、武士の厳しい鍛錬、高い戦闘技術を反故にするのだ。ウソもひ

とりでつけばただのウソでしかないが、大勢でウソをつけばそれは真実となる。量で圧倒するこ

とが、できそこないであるタナトスの一族の勝利の法則だ。また、弱い人間は口も堅い。強いか

ら口が堅いのではなく、弱いから口が堅いのだ。斯様に、タナトスの一族が編み出したすべての

手法に、弱い人間の価値が息づいている。

 
東西本願寺の正体は死神タナトスであるが、タナトスは史上初の人喰い人種であり、すべての悪

の父である。歴史上、すべての悪党はタナトスに通ずる。現代では、すべての悪党は本願寺に通

ずるのだ。タナトスはおよそ３０万年前に生まれたが、彼らは極度に罪悪感が欠如した状態で生



まれるため、平気でウソをつき、笑いながら人を殺し、喜んで幼児を陵辱・殺害し、嬉々として

人肉を食べるという異常な本能を得た。我々とは似て非なる、異なる人類だと言っても過言では

ない。ディープステート、安倍総統や怪物モンサントもタナトスの一族である。彼らは名前の違

う家族を動員して秘密結社を作る。安倍政権も日本会議もできそこない家族の寄り合いでしか

ない。安倍総統は日本では敵なしだが、外国では総スカンを喰らっている。家の中では無敵だが

、外に出たらみそっかすでしかない。丸でひきこもりと同じだ。その安倍政権が先だってのフェ

イクニュース（ひきこもりの通り魔事件）で散々「ひきこもりは悪だ」と、ひきこもりの印象の

悪化に務めていたが、これは最早お笑いだとしかいいようがない。

 
ところで、集団ストーカーとひとことで言ってもやり方は被害者の数だけある。また、生活環境

、立地条件の数だけあるといっても過言ではない。集団ストーカーとは、基本的には日常の所作

、音を武器化することである。日常の所作、音を武器化するには最先端機器による被害者の完全

監視が必須だ。この完全監視が欠けていたなら、日常の所作、音を武器化することはできない。

自殺が毎年３万人を超えるようになった１９９８年頃から、本願寺は家族である三菱重工が製作

したスーパーコンピューター、人工衛星、光通信システム、レーザー透視装置、レーザー盗聴機

、レーザーセンサーを連携させ、新しい技術を導入した集団ストーカーを始めた（毎年３万人の

自殺はこれが原因だ）。

 
筆者の例をひとつ挙げるが、例えばウチの台所は隣家の駐車場に隣接している。本願寺（ウチの

地元は曹洞宗の縄張りだが）はこの立地条件を活かし、おれが台所に立つと隣家の住人が偶然を

模して車で帰宅し、思い切り車のドアを閉めるということを繰り返させている。俺の動きに合わ

せて音を出すことは、上記の最先端技術システムにより可能である。更に、第三者からみれば住

人が車で帰宅したに過ぎない。これが日常の所作、音の武器化の利点であり、集団ストーカーの

醍醐味（？）である。

見える部分での認識は、「住人が帰宅した」というに過ぎない。が、集団ストーカー的な視点で

見れば、見えていない部分が非常に重要となる（見えていないからこそ加害者は容易に否定がで

きる）。台所に立つ時間は限られているわけだが、その時間帯になると隣家の住人はイチイチ車

でウチの近辺に待機し、ＡＩが「あいつが台所に立った」ということをレーザー骨伝導音声送信

で住人に伝えることで住人はそそくさと帰宅し、台所にいる俺に対する威嚇として思いきり車の

ドアを閉めるわけだ。

非常にくだらないことだが、これを毎日、毎回繰り返すことによりドアの音を武器化するのだ。

被害者も人によってはブチきれて近隣住民（邪教信者）に襲い掛かり、一方的に悪者扱いされて

警察（仏教の用心棒）に逮捕されたり、精神病院に収容されることもある（それがタナトスの目

的である。陰謀の特徴、それは「結果がじつは目的だった」ということだ）。たまに子どもの騒

音にキレて事件を起こす人がいるが、彼らも本願寺の悪意の被害者である。

通常の人なら「イチイチ待機するやつなんているわけない」となるが、邪教信者にとってこの世

で一番怖いのは本願寺である。そういうわけで、待機することは苦ではないのだ（実質、奴隷と



呼ばれていないだけの奴隷だから、顔を見ると辛そうな顔をしていることもあるがｗ）。集団

ストーカー要員の最大待機時間は３０分ほどだろう。ただ、それでも苦痛なようで、丸でなかな

か来ないバスを待つ人のような顔、校長先生のつまらない話を聞いている中学生のような顔をし

た集団ストーカー要員を良く見かける。

集団ストーカーを否定する者（おおかた本願寺の者だが）は東西本願寺に悪意がないことを証明

しなければならない。個人を完全に監視する技術はあるのだから技術面の否定は不可能である。

 
弱い人間Ｑ＆Ａ

 
Ｑ　イヤガラセのために待機するようなそんな暇なやついないと思うが

Ａ　弱い人間は人生通してほぼヒマだが、もしヒマがなくても弱い人間は怖い人間に脅されれば

無理してでもヒマを作る。

 
Ｑ　他人に嫌がらせしろと言われてイヤガラセをする人間なんかいるわけない

Ａ　弱い人間は、相手が怖い人間であれば何でも命令を聞く。生活の安定と保障を求めて悪に服

従するのだ。

 
Ｑ　金ももらわずにそんなことするやついるわけない

Ａ　弱い人間は、相手が怖い人間なら何ももらわなくても何でもやる。逆に、怖い人間に全財産

をくれてやることもある（お布施）。

 
②対人恐怖の解説（人類にとって有益な人間の人工淘汰）

 
タナトスの一族は、極度に罪悪感を欠いた状態で生まれる。これは、誰にも好かれない彼らが、

性欲処理のためだけに家族と近親相姦を１０００年間続けたために生じた。３０万年前のことで

ある。罪悪感を欠いた人間はどのように人類独特の知能を用いてきただろうか？その詳細は、「

悪い顔」を見てもらうとして、ここではタナトスの秘儀、対人恐怖作戦（強い敵の弱体化）につ

いて考えたい。タナトスは、我々人類と同じ姿をしていながら、丸で我々とは異なる人類のよ

うに、さも、昆虫や動物を観察するように我々人類を研究した。この観察によりタナトスは、ど

んなに強い人間だろうと心を攻めればその強い人間を弱体化できること、そして、罪悪感が強け

れば強いほど、強い敵を思い通りに操作できることを覚えた。過去には、預言者ナタンがダヴィ

デ王に強い罪悪感を植え付けて思い通りに操作した。できそこないが真の王を操作するのだ。こ

れは極めて反自然的な事象である。

 
これは人類で最初にナタンがやったことだが、人為的に罪悪感を育てるには、まず、敵を悪者扱

いすることである。敵を暴力行為や破壊行為に導くこと。この誤誘導には、そのときと場合によ

っていろいろな方法が考えられる。そして、作られた罪を不特定多数で責め続けること（信者が

多ければ容易なことだ）。これにより、敵は何もしなくても「あ、すいません、すいません」と



謝るようになる。日本ではこのような状態を対人恐怖と呼ぶ。何もしていないのに謝るのは、罪

悪感が大きい証拠である。どんな強い人間も対人恐怖になると、思い通りに操ることができる。

タナトスはそれを知った。タナトスは見えない心を知覚するということを人類で最初に成し遂げ

た一族だが、その発想から得られたすべての成果は悪用されている。ダヴィデ王も対人恐怖だっ

たわけだ。

 
対人恐怖を分かりやすく説明するために、犬嫌いの例を挙げたい。まず、犬嫌いというものは、

概して犬に噛まれることで生じる。これにより、被害者は犬嫌いになることが多い。しかし、注

目したいことがある。それは、噛んだ犬、或いは噛んだ犬種のみを嫌いになるのなら納得できる

。だが、犬嫌いはすべての犬を嫌いになる。子犬も例外ではない。これはなぜだろう？結局、犬

嫌いとは意志の問題ではなく、本能の領域の問題なのだ。犬に噛まれれば、「犬は危険だ」とい

う経験に基づく認識が本能に刻まれる。その結果、犬であればなんでも嫌悪を抱くようになる

のだ。本能の領域で設定された認識は一旦生まれれば覆すことは出来ない。タナトスは本能の持

つメカニズムを悪用しているのかもしれない。対人恐怖は、いうなれば人間に傷つけられたこ

とで、人間は危険だという認識が本能の領域で生じた結果である。

 
この対人恐怖にはタナトスにとって大きな利点がある。タナトスの敵である強い人物、優れた人

物がどんなに人に好かれていても、対人恐怖になれば、その強い人物は自らが人を遠ざけようと

する。或いは人から遠ざかろうとする。つまり、タナトスは強い敵に近づいてくる人間をいちい

ち排除する必要がない。つまり、対人恐怖は魅力的な人間、才能がある人間、優れた人間に限定

される。それ以外の人間（魅力のない人間、優れていない人間）が対人恐怖になることは決して

ない。優れた人間は、できそこないの王タナトスの永遠の敵なのだ。

 
とにかく、罪悪感は哺乳類ならどんな動物でも持っている。犬どころか、猫でさえ罪悪感はある

。ネットを検索していると、猫が大好物を盗み食いしようとして奮闘している動画をみつけた。

当初、猫は飼い主が隠し撮りしていることを知らずにいたが、ふと隠し撮りに気付くと振り向き

ざま、凝固してしまう。そして全身で「ご、ごめんなさい」と謝意を表している。猫が固まった

のは罪悪感がある証拠に他ならない。そして、猫よりも高等な犬も当然のように罪悪感がある。

間違えて俺に吠えた犬は、「あ、すいません」という顔で申し訳なさそうにすることがある。こ

れも罪悪感がある証拠だ。犬や猫でさえ罪悪感はあるのに、タナトスの一族には丸で罪悪感が

ない。この事実はどういう風に解釈すればよいだろう？すべては愛のない性欲処理目的の近親相

姦に通じる。

 
どんな動物（特に哺乳類）も、近親相姦は是が非でも避けようとする。それは、動物たちが本能

の領域で、罪悪感を持たない個体の誕生が悲壮な結末をもたらすことを知っているからではない

だろうか？罪悪感を持たない個体は、種（しゅ）を絶滅に導くのだ。人類の場合、種（しゅ）を

絶滅に導くものがタナトスなのだ。タナトスを生まないためには、愛のない快楽が目的のセック



スは厳禁とすることだ。一番良いのは女性がセックスの主導権を握ることだ。女性が喜ぶセック

スはすべて正解である。一方、男が主導するセックスはすべてではないが、不正解が多い。

 
③なぜタナトスは生まれたか？（滅ぶべき人類　既に３０万年前に審判は下っている）

 
タナトスの誕生。それは、地球が人類に対して「最後の審判」を下したイベントだったというこ

とができる。タナトスが極度に罪悪感を欠き、人肉を食べるのは、人類の天敵として地球に選ば

れたからだ。なぜなら、この時点で人類の個体数は飽和状態に達していたのだ。壊れた自然界の

バランスを補正するには個体数の減少しかありえない。人類に天敵が必要になった。それがタナ

トスだった。知能が発達した人類の天敵は、同じ人類以外ありえなかったのだ。このタナトスの

誕生は最初の「最後の審判」だった。しかし、地球の思惑をよそに、知能を持った人類は簡単に

は滅ぶことはなかった。通常、知能を持たない動物の場合、できそこないは自然に滅びる。これ

を淘汰と呼ぶが、人類の場合は、知能によって人工的に淘汰を免れるのだ。人類に於いては自然

淘汰の機能が無効化されているのだ（特にタナトスの場合）。

人類は１０００万年前〜４００万年まで水棲霊長類として生きた。その後、３０万年前に最初

の「最後の審判」となるタナトスが生まれる。タナトスが生まれるまでの９７０万年間は、人類

にとって真に幸福な時代だったといえる。それ以後人類が不幸なのは、人類が既に地球によって

最後の審判を下されている滅ぶべき種（しゅ）からだ。

タナトスの次に登場したのが宇宙人（科学の種族トバルカイン）である。宇宙人が第２の「最後

の審判」である。彼らはその優れた知能により、科学の道に邁進し、すべての物質を分子の次元

で操る技術を開発した。UFO、テレポーテーションなどもこの技術に関連して生まれたと考えら
れる。それ以前に、約２万年前に宇宙人は核兵器を開発しているが、これが第２の「最後の審判

」だったということができる。核兵器は地球の意志で生まれたのだ。核兵器の発想が宇宙人の脳

内で生まれたということは、その時点で人類は滅びなければならなかった。聖書の発想は、でき

そこないは滅びなければならないという発想の途上で生まれた。

 
タナトスが出現した時代、地球上の人口は数百万ほどだったと考えられる。たった数百万人でさ

え地球上に於いては人類は飽和状態であり、人類は滅ぶべきだと地球は判断したのだ。トバルカ

インが出現した時も数千万程度だったと考えられる。タナトスとトバルカインの誕生した際には

、地球は人類を殺すことで人口を減らそうと試みていた。だが、俺が生まれた時代は人類は３０

億を超えていた。このような状況に至るにあたり、地球は人類を殺すのではなく、子供を生ませ

ないことで人類を減らそうという発想にスイッチしたようだ。

 
人類は年中発情している。子供を生むための性を快楽として捉えている。これは人類が滅ぶべき

種だという証拠である。虚言、殺人、犯罪、同性愛、強姦、近親相姦、幼児性的虐待。これらの

現象も、人類が滅ぶべき種族である印である。正しい人口にまで減少すれば、人類は一年中発情

することもなく、人類の歴史から虚言、殺人、同性愛、強姦、近親相姦、幼児性的虐待、そして

タナトスなどの自然に反するモノはすべて消えてなくなる。全地球で数千万〜１億人ほどにまで



減ればOKだろうか？そこらへんは不明である。
 
④数の力（集団ストーカーは白血球）

 
仏教がでかい動物なら、オレは動物の身体に侵入したウィルスで、集団ストーカーに従事する信

者たちは白血球だと仮定することが出来る。どうりで死ぬことも厭わない。なんつっても白血球

だからなｗ　

９月６日現在、香港ではまだデモをやっているという。「無能なヤツばかりなのに、人が多いだ

けでここまで出来るんだ」と、アニキたちは驚いていることだろう。香港デモは中米移民キャラ

バン、一向一揆、十字軍、ケルト人の聖なる移住と同じだ。数で優れた人々を圧倒し、数で優れ

た頭脳、数で強い力、数で鍛えられた精神を反故にする。そのための大量の人員である。修練と

鍛錬の毎日に明け暮れる百戦錬磨の宮本武蔵でさえ、力も勇気も知恵もない農民が１００人がか

りで襲ってくれば鍛えた技のひとつも披露することが出来ず、戦う前に殺されてしまう。いや、

武蔵ほどの豪傑なら農民の１０人くらいは斬るだろう。だが、あとは残りの９０人にやられてし

まう。ただ、武蔵が負けるのは弱いからではない。単なる物理の法則が機能しているに過ぎない

。しかし、死が負けであるなら間違いなく負けなのだろう。

 
今、香港で起きていることはまさにそれだ。いにしえの聖なる移住（ウェルサクレム）、十字軍

、一向一揆の再来だ。数で圧倒する際の信者たちの特徴として２点を挙げたい。ひとつは、信者

たちがばらばらだということだ。香港デモに参加している法輪功信者たちをよく観察すると、休

憩中は信者たちひとりひとりが距離をとり離れ離れになって、芝生などに座り込んでいる。まる

で花火大会の観客だ（しかもひとりで見に来ている童貞が多い花火大会）。これは法輪功が信者

の団結を防止するために信者ひとりひとりに「信者同士仲良くするな」と脅しをかけているの

だ。浄土真宗でも同じことをしている。まったく矛盾している風景だ。あんなにたくさんの人々

が同じ志の下に集まっているはずなのに、お互いはすべからく赤の他人でしかなく、完全に孤立

している。

 
ふたつめは、信者たちが誰も警察を恐れていないことである。一向一揆でも無知で勇気も力もな

い農民たちが、日本刀を手にした戦い慣れた武士たちに向かっていった。聖なる移住では、ケル

ト人の農民がローマ軍の大部隊に向かっていったし、キャラバンでも中米の民衆が近代的装備を

したアメリカ軍を恐れずに行動している。別の例では、カペー朝ルイ７世の一族に属する神官が

北アメリカではウォヴォカと称し、スー族に「ゴースト・シャツ」なるものを手渡し、「これを

着ていれば弾丸を通さない」とウソをつき、無理にアメリカ軍と戦わせた。同様に、ングワレを

称したジョンはタンザニアでも同じようにマトゥンビ族をだました。彼らは、ただの水を持ち出

してきて「この薬用の水（マジ）を飲めば撃たれても死なない」とウソをつき、タンザニア人を

だまして近代装備で固めたドイツ陸軍と戦わせた。ニュージーランドではマオリ族を指揮し「

ハパ、ハパ、パイマリレ、ハウ」と叫びながら大英帝国陸軍に突進させた。彼らは手を高く上げ

、手のひらを前に向けて前進した。そうすれば銃弾を避けられると教えられたのだ。しかし、そ



れは「ゴーストシャツ」や「マジ（薬用の水）」同様、ただのウソである。

 
このように、香港デモ、キャラバン、一向一揆、聖なる移住同様、ゴーストダンス、マジマジ、

パイマリレのいずれの事例でも信者たちは自分よりも強い武装した敵を恐れていない。これはつ

まり、弱い人間（農民、民衆）と怖い人間（タナトス）の組み合わせが何をもたらしているのか

。それを考えることが最大のポイントである。弱い人間たちはタナトスに逆らえば生きたまま引

き裂かれることを恐れている。弱い人間たちはタナトスが虐殺を楽しむ人々だということを知っ

ているのだ。だが、ダヴィデの一族はタナトスのことを知らない。それならばタナトスの命令を

聞かないのは損ではないか？ということだ（タナトスは強い人間の前では猫を被り、弱い人間の

前では安心して残忍な正体を見せる）。強い王はタナトスよりも強い、しかも理由も泣く人を殺

すことはない。しかし、タナトスは強い王よりも弱いが、すぐに人を殺す。楽しんで人を殺す。

そういうわけで、弱い人間はすぐに殺さない強い王よりも、すぐに殺す残忍な犯罪者の方に耳を

貸すのだ。その弱さゆえに。

 
また、タナトスは直接手を下すことをせず、たくさんの信者（民衆）に離反者を無視するように

脅すことがある。結局、タナトスの命令を聞いてレベルは低くても安泰に暮らすか、それとも、

タナトスに逆らって友人に無視されて野垂れ死にするかという選択を、誰にも見られないところ

で弱い人間は迫られている。そして弱い人間は、生きたまま引き裂かれたり、友人に無視されて

孤独死するよりも、警官や軍隊と戦う方を選ぶのだ。このような心情は強い人間には分からない

。黒澤明、橋本忍が述べているように他人の気持ちを知るには他人の立場を考えるべきなのだ。

黒澤、橋本は映画「悪いやつほどよく眠る」の中で「悪を憎むのは難しいよ。憎しみを掻き立て

て自分自身があくにならないといけない」と述べている。タナトスは人権、民主主義を悪用し、

「おれたちにはフェイクメディアがついているので中国政府がお前らを殺すことはない。安心し

て暴れろ。もし何かされたら民主主義を守れ、暴力反対と叫べ」と、指導しているのだ。そう指

揮することにより、困ったことに、デモ参加者は実際には、単に犯罪者の脅しに屈服している無

力な人間にもかかわらず、第三者的な目線では、デモに参加している信者たちは暴力を恐れない

勇敢な人々に見えてしまう（タナトスは常に第三者の目を意識している）。さらに、タナトスは

敵の罪悪感を刺激することに長けている。さらに、タナトスは「警察が強制的に排除しようとし

たらいじめられているふりをして泣け、触ろうとしたらイヤな顔をして叫べ。そうすればやつら

はひるむ」と指導している。そう。タナトスは人類史上初の罪悪感を発見した人々であり、罪悪

感が人生の足かせであることを見抜いた。そしてその発見を悪用し、敵をひるませるために使用

しているわけだ。

 
香港デモは、実質的には東西本願寺による香港侵略の試みである。中国は、「法輪功が中国侵略

を目的に大量の信者を脅して操っている。背けば友人、家族、同僚に無視されるのだ。邪教から

信者たちを救うために法輪功の李氏を逮捕し、法輪功から大量の信者を貸与してもらっているウ

ソつきの民主デモ指導者も全員逮捕する」ということにして、ディープステートみたいにすぐに



皆殺しにすべきだ。指導者が皆殺しになれば、信者たちはウソのように動かなくなる。頭を失っ

た体が動かないのと同じだ。勇猛果敢、稀代なる英雄織田信長さえも、こんな簡単なことがわか

らなかった。デモに参加している信者たちは民主運動なんかどうでもいいと思っている。ただ、

本願寺に逆らうと友達がいなくなるので、民主派が正義で中国は悪だと信じている芝居をしてい

るに過ぎない。ロシアやベネズエラでも民衆のデモは起きたが、数が少ないので何とかなった。

しかし、そこはさすが人口が世界最大の国。いくらでも人が出てくる。いくらでもデモ要員を補

充できる。この数の恐ろしさ。恐怖を感じるほどの人の多さだ。それが本願寺の狙いだ。プーチ

ン大統領、トランプ大統領などの優れた人々にはこんなこけおどしは全く必要ないが、できそこ

ないのタナトスの血を引く香港民主派の連中は、こけおどしが必要だ。そのために大勢の奴隷を

引き連れている。そうでないと見栄えさえ悪いものだ。できそこないのタナトスにとって、数は

威嚇だ。多ければ多いほど強いし、だが少なければ少ないほど弱くなる。タナトスとはそういう

不思議な生き物なのだ。

 
ひょっとして中国政府に裏切り者がいるから、法輪功みたいな正義を気取った無法集団が好き勝

手できるのかもしれない。或いは隠れ法輪功信者が政府内にいる。奇妙なことに日本の陰謀論者

には中国政府が中国児童の誘拐に手を染めていると述べる人がたまにいるのだが、そんなわけ

ない。やっているのは法輪功、ウイグル、チベット仏教だ。早く本願寺門主を殺せばいいのに。

９/５の電車事故で示された暗号によればもう死んでるかもしれないけどｗ　断言は出来ない。ヌ
カ悦びはダメージ強いからな。死んだと思ってたのに、じつは生きてると知ってこんなにがっか

りするやつらいないよｗ

 
⑤陰謀の一族タナトス（敵を作れ、悪を作れ）

 
タナトスは悪を欲する。しかしタナトス以上の悪はいない。であるから悪は作らねばならない。

温暖化は悪を作る装置である。宗教の自由によって異端という発想が消滅し、冷戦終結によって

共産主義という敵が消滅した今、新たな敵を作るためにタナトスは温暖化という敵を作る装置の

製作に着手した。ちょうど冷戦終結の翌年、１９９２年である。タナトスは温暖化問題などに興

味はないし、環境を保護しなくてもいいことを知っている。その上でウソをついているのだ。敵

に「ウソつくな！」といってほしいのだ。かつての十字軍、異端審問（魔女狩り）がそうであっ

たように。要は、タナトスが所持している世界中の大量の信者（数億人）を脅して自分たちのウ

ソを信じるフリをさせる。それだけで「温暖化は正しい」という印象・常識が完成する。これに

より、温暖化問題を改善しようとするタナトスは善となる。少なくとも頭の弱い連中にはそう見

える。それが最大の問題点なのだが。そうなれば、温暖化に反対を唱える者を悪に変えることが

出来るのだ。十字軍・異端審問（魔女狩り）の頃は、キリスト教に反対する者を異端としてすぐ

に殺したし、共産主義を敵に規定していた時代もアメリカでは赤狩りが起きたが、今では殺さず

にフェイクメディアを用いて社会的地位を貶めるに留まっている。

 
とはいえ、温暖化十字軍という敵を作る装置は主としてメディア、企業、消費者を標的にしてい



る装置であり、支配層・国家間で幅を利かせている敵を作る最大の装置はやはり民主主義である

。アメリカ民主党（damnocrudz）みたいなバカの集団があからさまに凶悪犯罪に手を染めながら
民主主義、民主主義とバカの一つ覚えのようにわめくのは自分たちこそが民主主義の番人だとい

う印象がほしいからだ。尤も、彼らが民主主義の番人に見えるのであればそれは頭が悪い証拠で

しかない。それでも民主党が民主主義、民主主義を繰り返すのは数の力（全世界で信者数億人）

を信じているからだ。それだけだ。あのようなできそこないにはそれ以外ない。彼らは、全世界

数億人の信者を所持している。その事実のみを盾に民主主義の砦を演じ、例えばトランプ大統領

が民主党を批判した場合「大統領は我々民主党を批判しているのではなく民主主義を否定して

いる！」として攻撃するわけだ。要は世界はバカが多い。そのバカどもがフェイクメディアを通

じて「自分たちのウソを信じれば勝つ」ということだ。

 
しかし、最近は全世界的に温暖化に疑念を持つ人が増え、その対策に耳を傾ける人が減少してい

るため、タナトスは新たにプラスチックゴミ問題を取り上げている。例えば、死んだ鯨の胃から

大量のプラスチックが見つかったetc。バカか。鯨は哺乳類だから人や犬と同様に異物が口に入れ
ば吐くだろ。その鯨は死ぬまでプラスチックを食い続けたのか？このようにプラスチック問題は

あからさまなウソでしかない。要は、プラスチックゴミ問題は温暖化と同じで敵を作る装置な

のだ。プラスチック問題に取り組めば善であり、「そんなのはウソっぱちだ」と言えば悪となる

。プラスチック問題も温暖化と同様にタナトスを善に規定し、敵（悪）を作るための装置でしか

ない。しかし、そのプラスチックゴミは温暖化に比べてセンセーショナルな響きに欠け、話題性

に乏しいためか、タナトスは想いを新たにグレタという将来有望な嘘つきを先頭に立たせて温暖

化問題の復活に再起をかけている。タナトスを善に変え、敵を悪に規定する装置の復活をかけて

！

 
このように、タナトスは所持している大量の信者（世界で約数億人）を脅すことで、悪も善も作

ることが出来る。みそっかすも人気者も作ることが出来る。香港デモも、自分たちのウソを正し

く見せるために大量の信者が動員されている。数が多い＝正しい。つまりタナトスが支配する世

の中では、数が少ない方が正しいということになる。香港デモに参加している信者たちは、香港

人ではなく、隣のシンセン市からやってきている。シンセンの法輪功信者である。シンセン市長

がどうも法輪功信者、或いはタナトスであるため、法輪功の指示に従っているようだ。しかも、

香港政府長官もタナトスの可能性がある（正体は台湾の総統か？）。彼女が香港政府を敗北に導

いているため、デモ隊に勝てない。敵が味方であるならどんな局面でも負けることはないという

ことだ。日本でも自民党よりも、野党のほうがタナトスの比率は高い。立憲民主党、国民民主党

、共産党、社会民主党、れいわ新撰組も党首はみなタナトスだ。イギリス野党の首領コービン氏

もタナトスの可能性が高い。猿芝居なのだ。セルフ猿回しなのだ。猿が自分で自分を回すのだ。

これなら、例え自民党が全員知恵遅れでも野党に負けるわけがない。敵が負けてくれるのだから

。中国には古来から仏教信者（タナトスの家畜）が多い。そのため、数が多ければ勝つという法

則に乗っ取って考えるタナトスは「自分たちが負けることはない」と考えているようだ。



 
⑥虚言の一族タナトス（気持ちいいウソ）

 
気持ちいいウソはタナトスの最大の武器だ。タナトスには罪悪感がない。つまり、ウソをつく時

もトーンにブレがないし、気持ちにも一切の揺るぎがない。聞く相手は気持ちいいのだ。まさか

ウソをついているなどとはついぞ思わないのだ。普通の人間ならウソをつく時、トーンはブレま

くり、気持ちは地震のように揺らぎ、視線は泳ぎまくる。タナトスにそんなことはない。タナト

スがウソをつく時、人々は母親の子守唄を聞く如き心地よさに酔いしれる。タナトスのウソは悪

魔の甘い囁きと呼んでよかろう。頭の悪い人間なら、イチコロでタナトスに騙されること請け合

いだ。タナトスのウソを信じる人々はタナトスがウソをついているとは思わないし、タナトスの

ウソを批判するものを敵視するという弊害も生む（バカであることも悪なワケだ）。ただ、タナ

トスのウソも、悪魔の甘い囁きなどではなく、安倍総統のように単なる精神病にしか見えないこ

とがある。あからさまなでたらめを、さも道案内をする親切な人のように、一点の曇りもない顔

で自信満々で述べることから、精神病に見えるというわけだ。

 
そう、タナトスの一族はみな、基本的には精神病だ。世間話をするようにウソをつき、笑いなが

ら人を殺すことが出来るからだ。すべては罪悪感の欠如に起因している。罪悪感がない人間に罪

を認めさせ、反省させることは不可能だ。狼や虎に殺すことは悪いことだと説き伏せることが出

来ないのと同様である。罪悪感がない彼らが生む悪は本能だ。彼らを止めるには命を奪うこと。

首を獲ること。絶命させること。タマとること。殺すしかない。

 
結局、タナトスは足が生えたゴミであり、自分の足でゴミ捨て場には行かず、逆にゴミ捨て場か

ら逃走することしかできない。タナトスにとっての足は逃げるため足だ。罪悪感がないという利

点（普通の人々っては悪徳）だけで頭の弱い人間を丸め込み、人喰い人種であることを盾に脅し

をかけて力の弱い人間をラジコンのように操ることしかできない。バカだから弱い人間しか操れ

ない。プーチン大統領、トランプ大統領のような英雄、ジョン・レノン、アントニオーニ、小津

、黒澤のような優れた芸術家、そしてオレのような世界最高の顔を持つ男や超科学の番人である

宇宙人（トバルカイン）を操れるようになったら褒めてやる。それこそがおまえらにとっての進

化であるべきだ。だが、いつまでたってもできそこないにはそれができない。死ぬまで好きなだ

けたくさんのバカを操ってゴキゲンでいればいいじゃないか。

 
⑦カースト制度の一族タナトス（独自の階級制度 カースト制度）

 
カースト制度はタナトスの一族の中で機能しているヒエラルキーシステムである。最高位がバラ

モン（僧侶）であり、その次の高位がクシャトリヤ（貴族）、その下にヴァイシャ（平民）が

いる。タナトスの一族はここまでである。ヴァイシャ以下のスードラ（奴隷）はタナトスの一族

以外の人々（邪教信者）であり、バリア（不可触卑民）は集団ストーカー被害者のように優れた

資質を持つ者である。優れている者は少ない。つまり、数で勝る劣っている者を邪教の信者とし



て指揮し、集団で優れた者を無視すれば優れた者に勝てる。これが集団ストーカーの機能・本質

である。つまり、タナトスにとっての異分子排除が集団ストーカー指揮の目的・動機である。集

団ストーカーの指揮権はバラモンだけが有するのであり、それ以下の階級では扱うことは許され

ない。そのため、安倍（クシャトリヤ）がどんなに嫌がっていても俺の声は常に（生放送中）彼

に聞こえている。ＴＶ局ディレクター（ヴァイシャ）も俺の声を停止する権限はない。俺の声を

聴くことを停止する権限は本願寺門主だけが有しているのだ。

 
分かりやすく説明すると、並み居る悪徳バラモンの中でもバラモンの王と呼べるのは唯一東西本

願寺門主だけである。現在のタナトスの王は大谷暢裕先生、大谷光淳先生である。この事実につ

いては世界中のタナトス一族に異論はない。クシャトリヤは分かりやすく言えば貴族、王族、政

治家である。しかし先進国に於いては現在、王室はタナトスの巣でしかなく、それほど強い権限

はないようだ。ただ、カタール、オマーン、クウェート、バーレーン、モロッコ、ブルネイ、

タイ、カンボジアなどの王国では王族が強い力を持つというケースもある。大統領、首相級の元

首から、果ては各企業のＣＥＯ、エリート官僚（警視総監、最高裁判官など）、各種権威（教授

、専門家）、高級医療従事者までがクシャトリヤとなる。主なクシャトリヤにはキッシンジャー

、ヒトラー、安倍総統、ポロシェンコ、そしてブッシュ、クリントン、オバマなどのディープ

ステートが含まれる。ヴァイシャは平民であるが信者を指揮する権限はない。だが、バラモンの

命によって大量の信者たちに守られている。２ちゃんの西村博之、カンニング竹山、バナナマン

などが代表的なヴァイシャの指導者だ。また、ヴァイシャは地域規模ながら、世界中で頭領のよ

うに振舞っていることがある。役所職員、警察官、消防員、電気会社職員などもタナトスの平民

、ヴァイシャである。香港デモの場合、現場で信者たちを直接監視・指揮しているのもヴァイシ

ャである。クシャトリヤ以上の階級が現場に赴くことはない。カーストは厳しいものだ。

 
集団ストーカーに従事するのはスードラ（邪教信者）である。スードラはもともと奴隷の意味

だが、その通り、集団ストーカー加害者は間違いなく奴隷である。ただ、俺に言わせてもらえば

、現在の信者は骨伝導音声送信技術、レーザーセンサー、人工衛星、ＡＩの技術向上により、も

はや奴隷というよりは道具（ラジコン）にまで堕ちている。どんな奴隷でも一応は人間だからな

。あいつらはもはや人間でさえない。スードラはバラモン、クシャトリヤのためなら何でもする

。このスードラが集団ストーカーで現場に従事し、過去には魔女狩り、異端審問で大きな役割を

果たしてきた。無能な安倍政権支持も、消しゴムみたいなグレタ・トゥーンベリの支持も、通り

すがりゲイ人の人気爆発も、資源の無駄でしかないベストセラーもスードラの存在があってこ

そだ。スードラがいなければタナトスには何も成し遂げることは出来ない。大量のスードラがバ

ラモンのたわごとを脳に記憶し、自身の発言や行動として何度も反復させることで、タナトスは

ウソを真実に変えてきた。真実を作ってきた。そう。真実とは、人気者であれ、敵であれ、常識

であれ、歴史であれ、すべて作られてきたものだ。タナトスにとって信者の数は発言力の強度で

ある。信者の減少は発言力の無力化を示す。しかしタナトスはそこのところは心配していない。

信者は弱い人間だからだ。信者は、弱いからこそ完全に服従し、弱いからこそ裏切らない。檻の



扉が開いていたら犬でも猫でもゴキブリでも逃げるがそれでも信者は逃げない。まさに理想的な

僕（しもべ）だ。弱い人間には、善悪の判断基準は装備されていない。そこにあるのは怖いか？

怖くないか？今死ぬのか？後で死ぬのか？という弱い人間特有の判断基準である。信者に自身の

意志はない。

 
集団ストーカー被害者はバリヤ（不可触卑民）に規定されるが、実際には人生に於いての勝利者

である。あらゆる面で優れているからだ。だがタナトスは、その勝利者を多数の信者（スードラ

）を用いて無視し、敗北者であるというウソを強制的に規定することで、タナトスが作り上げて

きた社会システムから排除する。優れたものが排除されることで、できそこないであるタナト

スに、大統領からＴＶの人気者まで、あらゆる席が用意されることになるのだ。優れている人

間は、他者に優れていると認定される必要はない。誰にも認められなくとも優れている事実は揺

らぐことはないのだ。だが、できそこないは常に他者に優れていると認定されることが不可欠で

ある。そうしなければ優れていることが誰にも分からないのだ。と、いうことは優れていないの

だがｗ

 
 
 
 
 
 



悪の巣〜タナトスは王族に巣を作る

◆悪の巣（タナトスは王族、貴族に巣を作る）

 
 
●タナトスの一族〜ズールー帝国の王族

●ダーナ神族（ダナオス）の一族〜サヴォイアの王族

●アブラハム（ヴァイシュラーヴァナ）の一族〜会津松平家、フィンランド大統領の一族

●預言者ナタンの一族〜ブガンダ王国の王族

●アッシュール・ダン１世（魔神アスラ）の一族〜オルデンブルグ伯爵、アイスランド大統領の

一族

●ガリアのドルイド司祭（東本願寺）の一族〜ヴェッティン家、ザクセン＝コーブルク＝ゴータ

家の一族

●聖ドナトゥスの一族〜ハイチ帝国の王族、リベリア大統領の一族

●ローマ教皇レオ１世の一族〜シチリア王国の王族、マフィアの一族

●ローマ教皇アレクサンドル３世の一族〜カンボジア王国の王族

●ローマ教皇インノケンティウス３世の一族〜ブルネイ帝国の王族

●親鸞の一族〜スペイン・アプスブルゴ家、スペイン・ボルボーン家の一族

●如信の一族〜ボルボーン朝スペイン王の一族

●覚如の一族〜黎朝ベトナム帝国の王族

●善如の一族〜カタール首長の一族

●綽如の一族〜ケベック・カナダ総督の一族、デュポン財閥の一族

●巧如の一族〜アフガニスタン王国、オマーン王国の王族

●存如の一族〜ブラガンサ朝ポルトガル王国の王族

●蓮如の一族〜ベルギー王国の王族

●実如の一族〜モロッコ王国の王族、統一協会の一族

●証如の一族〜クウェート王国の王族

●顕如の一族〜ラッセル伯爵の一族、ヴァンダービルト財閥の一族

●教如の一族〜ハワイ王国、トンガ王国の王族

●宣如の一族〜ブルボン朝ルイ１７世の一族、フランス大統領の一族

●琢如の一族〜ベンガル太守の一族、バングラデシュ大統領ムジブル・ラフマンの一族

●常如の一族〜琉球第二尚氏王統の一族、李氏朝鮮の王族

●一如の一族〜オラニエ＝ナッサウ王家

●真如の一族〜ムガール皇帝の一族

●従如の一族〜徳川慶喜の一族

●乗如の一族〜ブラジル皇帝の一族

●達如の一族〜賀陽宮邦憲王の一族



●大谷光勝の一族〜興宣大院君の一族、明治天皇の一族

●大谷光榮の一族〜大正天皇、昭和天皇の一族

●大谷光演の一族〜ディズニーファミリーの一族

●大谷光暢の一族〜十一代市川團十郎の一族、榊原病院の一族

●大谷暢顕の一族〜大谷光演、大谷光暢の一族

●大谷暢裕の一族〜リチャード・ロックフェラーの一族

 
●ティールタンカラ（仏陀）の一族〜ルクセンブルク、リヒテンシュタイン、モナコの王族

●デウスの一族〜マッラ朝ネパール王、ジョグジャカルタ・スルターンの一族

●サトゥルヌスの一族〜住友家、三井家、クウェーカーの一族

●大宛のドルイド司祭（西本願寺）の一族〜林本源の一族、ジョホールの王族

●クリュニー大主教ベルノの一族〜ルワンダ王国の王族

●クリュニー大主教アイマールの一族〜聖フランチェスコ会の一族、イタリア首相の一族

●王安石の一族〜総持寺祖院初代門主の一族、ブルンジ王国、バーレーン王国、イエメンの王族

●今川国氏の一族〜モルダヴィア公の王族

●准如の一族〜ベルナドッテ朝スウェーデン王の一族

●良如の一族〜保科正之の一族、前田吉徳（徳川吉宗）の一族、オックスフォード＝アスキス伯

爵の一族

●寂如の一族〜ロシア大公の一族、バイエルン・ギリシアの王族

●住如の一族〜黒住教、ビン＝ラディン・グループの一族

●湛如の一族〜チャックリー王家、ネパールの王族

●法如の一族〜ロスチャイルド財閥の一族、ロックフェラー財閥の一族

●文如の一族〜九条道前の一族、ソールズベリー侯爵の一族

●本如の一族〜セルビア公・ユーゴスラビアの王族、ムスリム同胞団の一族

●広如の一族〜長州藩藩主毛利斉元の一族

●ネルソン・ロックフェラーの一族〜ロスチャイルド・パリ家の一族

●デヴィッド・ロックフェラーの一族

●大谷光尊の一族〜ウィンザー朝イギリス王室の一族

●大谷光瑞の一族〜マンチェスター侯爵、アスター財閥の一族

●大谷光照の一族〜第３代サウジアラビア王ファイサルの一族

●大谷光真の一族〜リヒテンシュタイン公フランツ・ヨーゼフ２世の一族

●大谷光淳の一族〜リヒテンシュタイン公ハンス・アダム２世の一族

●ユダヤ人（１７３１）の一族〜ハザール帝国、バイエルン公、ザクセン王の一族

●ユダヤ人（１９０８）の一族〜ガージャール朝の王族

 
 
 



真日本正史〜日本はサタンの国

真日本正史〜日本はサタンの国

 
 
日本の国土はＢＣ３５世紀頃に初めてタナトスに侵された。それ以来、日本の歴史はタナトスの

一族が作ってきた。イスラエル王国時代（縄文時代後期）、古墳時代、大和時代、飛鳥時代、奈

良時代、平安時代、鎌倉時代、室町時代、どの時代もその例に漏れない。天皇もほぼタナトスの

一族が即位してきた。だが、戦国時代にオスマン・トルコ皇帝スレイマン１世が来訪し、宇佐美

定満に変身して織田信長、豊臣秀吉、徳川家康を生み、タナトスとの死闘が繰り広げられた。そ

れが戦国時代の正体である。

 
スレイマン１世の一族は善戦し、天下統一を果たした。だが、残念ながら、彼らはおおまかに「

仏教は邪教だ」という認識くらいしかなく、敵が誰なのかハッキリとは認識できなかった。タナ

トスの存在を知らなかったし、本願寺門主がタナトスの王だということも知らなかった。そうい

うわけで、江戸時代も徳川家光以降の将軍職は暗躍していた東西本願寺門主（顕如、良如、従如

）の一族によってすべてタナトスに簒奪され、見せ掛けの平和の下で正しい心を持つ民は苦しい

生活を余儀なくされた（タナトスに服従していた人々は優遇された）。

しかし、徳川家光の子孫である愛新覚羅の一族は度あるごとに清を発進して日本に侵入し、苦し

む善良な日本人を解放するべく、天皇を仮想敵に見立て、天皇制の破壊などを試みていた。清の

皇帝である乾隆帝は竹内敬持に変身し、子の嘉慶帝は竹内主計に変身して「宝暦事件」などを起

こした。

 
その結果、愛新覚羅の一族は戦国時代以来となる悪との戦いとして、「明治維新」を準備する。

吉田松陰、大久保利通、勝海舟、西郷隆盛、木戸孝允、福沢諭吉、坂本龍馬、岡田以蔵、高杉

晋作、出口なお、出口王仁三郎などの人々はみな道光帝の一族であり、愛新覚羅の一族である。

だが、彼らは敵の正体を知らなかった。あまつさえ、同盟者として敵である本願寺の一族と組む

始末である（山県有朋、大隈重信、伊藤博文、板垣退助、明治天皇など）。

また、逆に本願寺の一族は愛新覚羅の一族の正体を知っていた。全てを見抜かれていた愛新覚羅

の一族は本願寺の一族に明治維新のお株を簒奪された。浄土真宗を弾圧するにっくき敵、薩摩藩

討伐のために、長州藩（本願寺門主実如の一族、西本願寺門主広如の一族）が仕組んだ薩長同盟

もその一環だ。

吉田松陰も、坂本龍馬も、西郷隆盛も本願寺の一族に殺されてしまった。そのため、明治時代も

大正時代も、昭和も戦前まではタナトスに掌握され続けた。ただ第二次大戦後、連合軍のおか

げで、戦後は愛新覚羅の一族が政治家、芸術家、エンターテイナー（小説、映画、漫画、音楽、

格闘技）として正しい日本人のために尽力することができた。みなさんが好きな日本とはこの時

代の日本のことだろう。



 
戦後すぐも、吉田茂や岸信介、佐藤栄作などのタナトスが首相に就任しているものの、愛新覚羅

の一族からは鳩山一郎、田中角栄などが輩出され、正しい日本人のために働いた。しかし、角栄

はキッシンジャー（西本願寺門主法如の一族、ネルソン・ロックフェラーの一族）の陰謀によっ

てつぶされ、細川護煕（東本願寺門主大谷光榮の一族）と村山富市（東本願寺門主達如の一族）

などのタナトスのあとに首相に就任した小渕、橋本などの正しい首相は殺された。

鳩山一郎の周囲も東西本願寺の一族で固められていた。鳩山威一郎（西本願寺門主広如の一族）

、鳩山安子・鳩山由紀夫・鳩山邦夫（西本願寺門主湛如の一族、ネパール王の一族）である。橋

本以降の森首相（東本願寺門主大谷光演の一族）から安倍首相（本願寺門主実如の一族、モロッ

コ王の一族）に至るまでの内閣総理大臣は、不幸なことに全員が漏れなくタナトスの一族である

。

 
まず、「日本」の名は５世紀頃、クリュテイオスのタナトスに属するサトゥルヌスの一族アッテ

ィラが命名したと考えられる。まず日本は最初にニホンではなく、朝鮮語で「イルポン」と呼ば

れた。イルポンの由来はアッティラとフンの組み合わせである。アッティラ＋フン＝イラフン＝

イルポンとなる。その後、朝鮮語イルポンに「日本」と漢字が当て字された。そういうわけで、

日本はサタンの国なのだ。

 
 
ＢＣ３５世紀頃　能登（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※日本にタナトスの一族が始めて上陸した。現在、能登に住む人間はほぼ預言者ナタンの子孫だ

と考えられる。

 
ＢＣ１３９年頃　ミシャグチ（ディオーネーのタナトス　ダーナ神族の一族）

 
ＢＣ３８年　高句麗瑠璃明王、百済温祚王（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※高句麗王、百済王が日本に神道、神社、鳥居をもたらした。弱い人間を脅して邪教信者として

所有し、異分子排除、性奴隷、人肉供給を目的に人身御供を主催した。鳥居、神社があるところ

はＢＣ３８年当時から人身御供の儀式が秘密裏に催されている。

 
４世紀頃　百済契王（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※百済王が日本に狐様、稲荷神社をもたらした。シベリア系で目が細い彼らは日本人に狐と呼

ばれ、子女をさらって性奴隷にしたり食べたりしていた。いなりずしは生贄（人肉）の名残りで

ある。



 
５世紀頃　鬼（ディオーネーのタナトス　ダーナ神族の一族）

 
※西アフリカ人の姿をした鬼（イフェの神官オニ）は、５世紀頃から平安時代に至るまで、日本

人を狩り、食べていた。

 
４０６年　百済毘有王、アッティラ（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※百済王（アッティラ）が「日本」の名前を初めて日本の国土にもたらした。

 
４５０年　継体天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
※天皇は１万２千年前に獣人の一族たちが中国大陸で設けた王位だが、権威が必要なタナトスは

天皇の皇位を簒奪し、日本に天皇制をもたらした。

 
５０６年　蘇我稲目（ディオーネーのタナトス　アブラハムの一族）

 
※蘇我稲目が日本に邪教仏教をもたらした。

 
５０９年　欽明天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
５３８年　敏達天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
５７４年　聖徳太子（ディオーネーのタナトス　アブラハムの一族）

 
※聖徳太子は日本に邪教仏教を根付かせた。これにより、日本人は従順な家畜として飼われるこ

とになった。

 
６１４年　中臣鎌足、蘇我入鹿（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
６２６年　天智天皇、中大兄皇子（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
６５９年　藤原不比等、太安万侶、大生部多、大伴安麻呂、草壁皇子、大伴旅人（クリュテイオ

スのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
※藤原不比等の子たちは富士山付近で「常世の神」なる芋虫を祀るカルトを設け、人々から金品

を巻き上げていた。だが、常世の神は秦河勝によって皆殺しにされた。



 
７２７年　坂上苅田麻呂（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※日本に人身御供の儀式を強要し、九頭龍崇拝をもたらした。苅田麻呂の子たちは芦ノ湖で人身

御供を主催していたが、修験者「万巻」によって皆殺しにされた。

 
７３７年　桓武天皇（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
７５８年　坂上田村麻呂、藤原内麻呂（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※藤原内麻呂（坂上田村麻呂）の子たちはマヤに移住し、人身御供の神官として多くのマヤ人を

殺害した。

 
７６６年　最澄（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※最澄の正体は桓武天皇の娘多治比真宗だった。最澄は日本に天台宗・天台密教をもたらした。

 
７７４年　空海（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※空海の正体は桓武天皇の子平城天皇だった。彼は日本に真言宗・真言密教をもたらした。

 
７８８年　藤原愛発、坂上広野、アテルイ（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※坂上田村麻呂（藤原内麻呂）の子がアテルイに変身し、弟のモレと共に蝦夷を支配した。

 
７９２年　藤原大津、坂上正野、モレ（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
８０４年　平高棟（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※平氏の祖。

 
８２３年　源融（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※源氏の祖。

 
９６６年　藤原道長、花山天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 



※平安時代の王、藤原道長の正体は花山天皇だった。

 
ＡＤ１０世紀　千家孝宗、北島貞孝（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※出雲国造を設けた。

 
１０５３年　白河天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
１０５６年　藤原清衡（ディオーネーのタナトス　アブラハムの一族）

 
※奥州藤原氏の祖。

 
１１０３年　鳥羽天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
１１２５年　後白河天皇（クリュテイオスのタナトス　ティールタンカラの一族）

 
１１３８年　北条時政（クリュテイオスのタナトス　クリュニー大主教アイマールの一族）

 
１２世紀　土肥実平（クリュテイオスのタナトス　クリュニー大主教ベルノの一族）

 
１１４９年　源頼朝、比企能員、梶原景時（ディオーネーのタナトス　預言者ナタンの一族）

 
※頼朝は、土肥実平などの力を借りて鎌倉幕府を開いた。比企能員、梶原景時の正体は頼朝だ

った。

 
１１５７年　北条政子（クリュテイオスのタナトス　クリュニー大主教アイマールの一族）

 
※源頼朝を討ち、鎌倉幕府を簒奪した。

 
１１５９年　源義経（ディオーネーのタナトス　アブラハムの一族）

 
※頼朝は、義経の正体を奥州藤原氏（アブラハムの一族）と知っていたので敵対していた。

 
１１７０年　長宗我部能俊（クリュテイオスのタナトス　クリュニー大主教ベルノの一族）

 
１１７３年　親鸞（ディオーネーのタナトス　親鸞の一族）

 



※親鸞は日本に邪教の中の邪教浄土真宗をもたらした。

 
１２００年　道元（クリュテイオスのタナトス　王安石の一族）

 
※道元は日本に曹洞宗をもたらした。

 
１２３５年　如信（ディオーネーのタナトス　如信の一族）

 
１２４３年　今川国氏（クリュテイオスのタナトス　王安石の一族）

 
１２７０年　覚如（ディオーネーのタナトス　覚如の一族）

 
１２８８年　後醍醐天皇（クリュテイオスのタナトス　デウスの一族）

 
１３０５年　足利尊氏（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※室町幕府を開いた。

 
１３３３年　善如（ディオーネーのタナトス　善如の一族）

 
１３５０年　綽如（ディオーネーのタナトス　綽如の一族）

 
１３５８年　足利義満（ディオーネーのタナトス　善如の一族）

 
１３６３年　尼子高久（クリュテイオスのタナトス　今川国氏の一族）

 
１３７６年　巧如（ディオーネーのタナトス　巧如の一族）

 
１３９６年　存如（ディオーネーのタナトス　存如の一族）

 
１４１５年　蓮如（ディオーネーのタナトス　蓮如の一族）

 
１４３２年　北条早雲（クリュテイオスのタナトス　今川国氏の一族）

 
※北条早雲の正体は串刺し公ヴラド・ツェペシュだった。

 
１４５８年　実如（ディオーネーのタナトス　実如の一族）



 
１４９７年　毛利元就（ディオーネーのタナトス　実如の一族）

 
１５世紀頃　村上備中入道（クリュテイオスのタナトス　デウスの一族）

 
※村上水軍の祖。

 
１５１３年　今川氏輝、北条氏康、尼子晴久（クリュテイオスのタナトス　今川国氏の一族）

 
１５１６年　証如（ディオーネーのタナトス　証如の一族）

 
１５１９年　今川義元、象耳泉奘（クリュテイオスのタナトス　今川国氏の一族）

 
１５２１年　武田信玄（ディオーネーのタナトス　証如の一族）

 
１５２８年　明智光秀（ディオーネーのタナトス　証如の一族）

 
１５３９年　長宗我部元親（クリュテイオスのタナトス　クリュニー大主教ベルノの一族）

 
１５４３年　顕如（ディオーネーのタナトス　顕如の一族）

 
１５４６年　李鏻、李元翼、三井高俊（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※三井財閥の祖。

 
１５５８年　小西行長、弥助（ディオーネーのタナトス　ローマ教皇インノケンティウス３世の

一族）

 
１５５８年　教如、織田信雄（ディオーネーのタナトス　教如の一族）

 
※教如は、織田信長包囲網の要として信長の子信雄に変身して至近距離から信長を監視して

いた。 
 
１５６５年　本多正純（ディオーネーのタナトス　顕如の一族）

 
※本多は言いがかりでしかない「国家安泰」の言葉を口実に豊臣家を悪者扱いし、滅亡させた。

 



１５７７年　准如（クリュテイオスのタナトス　准如の一族）

 
１５７８年　後桃園天皇（ディオーネーのタナトス　教如の一族）

 
※後桃園天皇は、カメハメハ大王に変身してキャプテン・クックを惨殺した。

 
１５７９年　徳川秀忠（ディオーネーのタナトス　顕如の一族）

 
１５８２年　小早川秀秋（クリュテイオスのタナトス　准如の一族）

 
※関が原の合戦では西軍を裏切り、壊滅に追い込んだ。

 
１５８５年　住友政友（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※住友財閥の祖。

 
１６０２年　宣如（ディオーネーのタナトス　宣如の一族）

 
１６１２年　良如、保科正之（クリュテイオスのタナトス　良如の一族）

 
※西本願寺の一族は家老として江戸時代を仕切った。

 
１６２２年　真如（ディオーネーのタナトス　真如の一族）

 
１６２５年　琢如（ディオーネーのタナトス　琢如の一族）

 
１６３３年　中山勘解由（クリュテイオスのタナトス　良如の一族）

 
※火付け盗賊改めとして善人やつわものに濡れ衣を着せて排除するために尽力した。

 
１６４１年　常如（ディオーネーのタナトス　常如の一族）

 
１６４６年　徳川綱吉、隆光（クリュテイオスのタナトス　良如の一族）

 
※悪法の極みつけ「生類憐みの令」を設けて、善人やつわものに濡れ衣を着せて排除した。

 
１６４９年　一如（ディオーネーのタナトス　一如の一族）



 
１６５１年　寂如（クリュテイオスのタナトス　寂如の一族）

 
１６７３年　住如（クリュテイオスのタナトス　住如の一族）

 
１６８４年　徳川吉宗（クリュテイオスのタナトス　良如の一族）

 
１７０７年　法如（クリュテイオスのタナトス　法如の一族）

 
１７１６年　湛如（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
１７２０年　従如、田沼意次（ディオーネーのタナトス　従如の一族）

 
※本願寺は、安倍政権下の現在のように、奴隷である日本人の管理のために、弱体化を推し進め

ることがある。田沼意次も安倍と同じことを江戸末期に実行した。

 
１７２８年　平賀源内（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１７３３年　杉田玄白（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１７４４年　乗如（ディオーネーのタナトス　乗如の一族）

 
１７４４年　文如（クリュテイオスのタナトス　文如の一族）

 
１７７８年　本如（クリュテイオスのタナトス　本如の一族）

 
１７８０年　黒住宗忠（クリュテイオスのタナトス　住如の一族）

 
※黒住教を設けた。

 
１７８０年　達如、平田篤胤（ディオーネーのタナトス　達如の一族）

 
※古神道を体系化し、「日本会議」の礎を築いた。

 
１７９３年　渡辺崋山（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１７９８年　広如（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）



 
１８０４年　高野長英（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１８１７年　大谷光勝（ディオーネーのタナトス　大谷光勝の一族）

 
１８３１年　孝明天皇（ディオーネーのタナトス　教如の一族）

 
１８３５年　土方歳三（ディオーネーのタナトス　アブラハムの一族）

 
１８３５年　岩崎弥太郎、後藤象二郎、井上馨、松方正義（クリュテイオスのタナトス　クリ

ュニー大主教ベルノの一族）

 
※三菱財閥の祖。

 
１８３７年　徳川慶喜（ディオーネーのタナトス　従如の一族）

 
１８３７年　板垣退助（ディオーネーのタナトス　常如の一族）

 
※明治維新のお株を愛新覚羅の一族から奪った。

 
１８３８年　島地黙雷、大隈重信、山縣有朋、三条実美、赤松連城、伊藤博文（クリュテイオス

のタナトス　広如の一族）

 
※明治維新のお株を愛新覚羅の一族から奪った。

 
１８５０年　大谷光尊（クリュテイオスのタナトス　大谷光尊の一族）

 
１８５２年　明治天皇（ディオーネーのタナトス　大谷光勝の一族）

 
※明治維新のお株を愛新覚羅の一族から奪った。

 
１８５２年　大谷光榮（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
１８６２年　新渡戸稲造（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
１８７１年　御木徳一、中野與之助（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 



※御木はパーフェクトリバティー教団を設立、中野は三五教を設立した。

 
１８７５年　大谷光演（ディオーネーのタナトス　大谷光演の一族）

 
１８７６年　大谷光瑞（クリュテイオスのタナトス　大谷光瑞の一族）

 
１８７８年　吉田茂（ディオーネーのタナトス　大谷光勝の一族）

 
１８７９年　大正天皇（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
１８８２年　岡田茂吉（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
１８８４年　東条英機、汪兆銘（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
１８８７年　中野友禮（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１８８９年　井上成美（ディオーネーのタナトス　大谷光演の一族）

 
※重慶爆撃を実行した大量殺人犯。

 
１８９１年　近衛文麿（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
※国民総動員法施行を隠すために津山３０人殺しを指揮した。

 
１８９２年　石井四郎（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
※７３１部隊を率いてロシア人、アメリカ人捕虜や中国人、朝鮮人の民間人をさらい、人体実験

で惨殺した。

 
１８９２年　久保角太郎（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
※タイ王国の王族である久保は、日本に霊友会を設立した。

 
１８９４年　篠田鐐、北野政次、大塚武三郎、石原広一郎（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ

人１７３１の一族）

 
※登戸研究所、大塚製薬、石原産業は家族である。



 
１８９６年　岸信介（ディオーネーのタナトス　実如の一族）

 
１８９７年　岩畔豪雄（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１７３１の一族）

 
１９００年　佐原忠次郎、岡野正道、戸田城聖（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
※戸田は牧口の殺害に加担し、創価学会の簒奪を試みた。

 
１９０１年　岡田光玉（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
※崇教真光を設立。

 
１９０１年　昭和天皇（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
※昭和天皇の影武者はハインリヒ・ヒムラーだった。

 
１９０１年　佐藤栄作（ディオーネーのタナトス　実如の一族）

 
１９０２年　白洲次郎（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
※悪魔デビッド・ロックフェラーの遺伝学上の父親であり、ジョージ・ソロスの祖父である。

 
１９０３年　大谷光暢、市川團十郎（ディオーネーのタナトス　大谷光暢の一族）

 
１９０６年　紅林麻雄（ディオーネーのタナトス　従如の一族）

 
１９０６年　庭野日敬（ディオーネーのタナトス　達如の一族）

 
※立正佼成会を設立した。

 
１９０７年　三木武夫（クリュテイオスのタナトス　デウスの一族）

 
１９１０年　安藤百福（ディオーネーのタナトス　覚如の一族）

 
１９１１年　大谷光照（クリュテイオスのタナトス　大谷光照の一族）

 



１９１６年　盛厚王、谷口清超、村山富市（ディオーネーのタナトス　達如の一族）

 
１９１８年　中曽根康弘（クリュテイオスのタナトス　大谷光照の一族）

 
※三島由紀夫を殺し、特殊部隊に命じて日航機墜落事故の生き残りの乗客を焼き、それを目撃し

た自衛隊員をも焼き殺したという。

 
１９１９年　佐治敬三（ディオーネーのタナトス　大谷光演の一族）

 
※デタラメな常識の流布を目的としてＡＣジャパンを設立した。

 
１９２１年　塩川正十郎（ディオーネーのタナトス　大谷光暢の一族）

 
１９２２年　日顕（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
１９２７年　高橋信次（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
※ＧＬＡ総合本部の教祖。

 
１９２８年　土井たか子（ディオーネーのタナトス　覚如の一族）

 
１９２９年　赤崎勇（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１９０８の一族）

 
１９３０年　大谷暢顕（ディオーネーのタナトス　大谷暢顕の一族）

 
１９３７年　森喜朗（ディオーネーのタナトス　大谷光演の一族）

 
※庶民的という言葉と俗物という言葉を同じものだと思っている。

 
１９３７年　石原慎太郎（ディオーネーのタナトス　大谷光演の一族）

 
１９３８年　細川護煕（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
１９３９年　二階俊博（クリュテイオスのタナトス　大宛のドルイド司祭の一族）

 
※二階先生は、いつも財布を落としている顔をして敵を油断させるというワザを持つ。二階先生

の正体はジョホール王である。



 
１９４０年　麻生太郎（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
１９４２年　小泉純一郎、浅川嘉富（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
１９４３年　住友芳夫、鄭明析、川勝平太（クリュテイオスのタナトス　サトゥルヌスの一族）

 
※川勝氏と鄭は住友芳夫の影武者である。くりそつだ。川勝氏は筆者を騙すために味方のフリを

していた。筆者が彼をタナトスだと断じると、川勝氏はすぐに豚インフル対策のためにワクチン

を打つと宣言した。この豚インフルワクチンにより豚肉を食べると手足の自由が利かなくなるよ

うだ。

 
１９４５年　大谷光真（クリュテイオスのタナトス　大谷光真の一族）

 
１９４５年　櫻井よしこ（ディオーネーのタナトス　大谷暢顕の一族）

 
１９４６年　馬渕睦夫（ディオーネーのタナトス　大谷光暢の一族）

 
※馬渕先生は正しい歴史を隠し、間違った歴史を広めるためにネットでニセの歴史を説いている

。馬渕先生はあっというまに人気が出たが、実際には見ていないところで大量の信者を脅してい

るに過ぎない。弱い人間を脅し、心にも無いおべっかを使わせることでタナトスはすぐに人気者

になることができる。

 
１９４６年　菅直人（ディオーネーのタナトス　大谷光暢の一族）

 
※完は筆者を騙すために味方のフリをしていた。完の役割は自民党に負けることである。それが

自民党が常に野党に勝っていた秘訣である。

 
１９４７年　鳩山由紀夫（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
※鳩山は筆者を騙すために味方のフリをしていた。鳩山の役割は自民党に負けることである。そ

れが自民党が常に野党に勝っていた秘訣である。

 
１９４８年　菅義偉、テイン・セイン（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
１９５１年　大谷暢裕（ディオーネーのタナトス　大谷暢裕の一族）

 



１９５１年　李洪志、竹中平蔵、瀬戸弘幸（クリュテイオスのタナトス　大谷光瑞の一族）

 
１９５２年　山口那津男（クリュテイオスのタナトス　広如の一族）

 
１９５３年　岡田克也（クリュテイオスのタナトス　湛如の一族）

 
１９５３年　西川廣人、河野克俊、柵山正樹（クリュテイオスのタナトス　大谷光瑞の一族）

 
１９５４年　安倍晋三（ディオーネーのタナトス　実如の一族）

 
１９５４年　志位和夫（クリュテイオスのタナトス　大宛のドルイド司祭の一族）

 
※志位の役割は自民党に負けることである。それが自民党が常に野党に勝っていた秘訣である。

 
１９６０年　小池晃（クリュテイオスのタナトス　大宛のドルイド司祭の一族）

 
１９６０年　天野浩（クリュテイオスのタナトス　ユダヤ人１９０８の一族）

 
１９６２年　上祐史裕、佐藤正久（クリュテイオスのタナトス　大谷光真の一族）

 
１９６４年　枝野幸男（ディオーネーのタナトス　大谷光榮の一族）

 
※枝野の役割は自民党に負けることである。それが自民党が常に野党に勝っていた秘訣である。

 
１９７２年　堀江隆文（クリュテイオスのタナトス　王安石の一族）

 
１９７７年　大谷光淳（クリュテイオスのタナトス　大谷光淳の一族）

 
 
 



タナトスの一族〜カニバリズム、人身御供、アトランティス王国、最終戦争ラグナロク
、タングート、西夏、アサシン教団、狼男、チャガタイ・ハン国、タウングー朝、ズ
ールー帝国、アフリカ独立運動、ボコ・ハラム

タナトスの歴史

 
 
※人名が太文字の場合は本体を指しています。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
クリュテイオス（４５万年前）

 
※「タナトス」は、ディオーネーとクリュテイオスのできそこないが連合して生まれた合体部族

である。そのタナトスの片割れであるクリュテイオスは、オリジナル人類ヴィディエ、クウォス

、そして獣人アグリオス（オリジナル人類チュクウとルハンガ、クウォスの連合部族）による合

体部族である。アグリオス＋ヴィディエ＋クウォス＝グリオディエォス＝クリュテイオスとなる

。彼らは古代の中国で生まれた。クリュテイオスは「神統記」にも記載されている神の部族だが

、下層で蠢いていたできそこないが反自然の種族タナトスを生むことになる。

 
ディオーネー（３０万年前）

 
※「タナトス」は、ディオーネーとクリュテイオスのできそこないが連合して生まれた合体部族

である。そのタナトスの片割れであるディオーネーは、オリジナル人類ヴィディエとウラニア

ー（ウラノス）の合体部族である。ヴィディエ＋ウラニアー＝ディエニアー＝ディオーネーと

なる。彼らは古代オーストラリア大陸で生まれた。ディオーネーは「神統記」にも記載されてい

る神の部族だが、下層で蠢いていたできそこないが反自然の種族タナトスを生むことになる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

タナトス（３０万年前）

 



※タナトスはオーストラリアで生まれたので、最初はアボリジニに似た姿だったと考えられる。

ディオーネーと獣人クリュテイオスの両部族に属するできそこないが寄り集まって人喰い人種タ

ナトスが生まれた。タナトスの名の由来はディオーネーとクリュテイオスの組み合わせである。

ディオーネー＋クリュテイオス＝ディオネテイオス＝テオネテオス＝タナトスとなる。彼らは古

代のオーストラリア大陸で生まれた。

 
タナトスが生まれた当時、人類の総人口は数百万人ほどだったと考えられる。だが、それだけで

も人類は既に自然のバランスを崩すほど飽和状態を来たしていた。そこに、飽和状態に油を注ぐ

ような事態が発生した。オリジナル人類による大混血時代である。中でも、誰にも相手にされな

いできそこないたちが近親相姦を数千年繰り返すことにより、罪悪感を大幅に欠いた個体がたく

さん生まれた。これがタナトスである。

タナトスが生まれた要因。永年の近親相姦の繰り返しは、滅ぶべき種（しゅ）の証しである。こ

れは人類を滅ぼそうと考えた地球の意志によるものだった。自然界のバランスを修復するには人

類を滅ぼすしかない。しかし、知能をもった人類の天敵は人類でしかありえない。そういうわけ

でタナトスは人喰い人種として地上に生み落とされたのだ。タナトスは最初の「最後の審判の

一族」である。

当初、タナトスはオリジナル人類や混血人類とは隔絶した地に住み、人類の天敵として遠出をし

て人類を狩り、食べていた。しかし、罪悪感を欠いた彼らは知能を悪に用いることをはじめた。

自分たちが人類の王に成り代わり、全人類を奴隷化することを考えたのだ。人類の天敵として生

まれた彼らは、だが、この時から自然界の天敵、地球の天敵となった。この後、タナトスの天敵

として、新しい「最後の審判の一族」として科学の種族トバルカイン（善神デーヴァ、ダヴィ

デ王、天狗、宇宙人）が４万年前に生まれるのだが、詳細は「ダヴィデの一族」を参照いただき

たい。

真の宗教とは、知恵ある者が知恵なき者を導き、力ある者が力なき者を救うことを意味する。そ

の見返りに知恵なき、力なき者は知恵ある、力ある者に感謝する。そして、知恵ある、力ある者

はそれをみて喜ぶのだ。つまり真の宗教とは、人類は平等ではないことを認識した上での、強者

と弱者の理想的な共存でなければならない。これが宗教の正しい型である。

知恵なき者、力なき者が宗教を始めることは禁忌である。ところが、オリジナル人類クウォスの

一族カオスらが弱者に感謝されている様子をはたから見ていたタナトスたちは、この宗教の様式

を悪用することを思いついた。ということで、知恵なき、力なきタナトスらはウソをつくことを

始めた。知恵なき、力なき彼らは、まず「自分たちこそが最大の知恵者であり、世の中を統べる

べき強者である」とウソをつき始めた。

彼らは、このウソを信じ、または信じるフリをする者を保護し、信じない、または信じるフリを

しない者は殺して排除した。タナトスらは、大量の信者を獲得すると、全員でウソをついた。数

で圧倒する多数派のタナトスらは、自分たちの「虚言」が絶対的な「真実」であると、少数派の



敵（カオスら）に迫り、認めさせようとした。もちろん、知恵者であり真の勇者であるカオス、

ガイア、タルタロス、エロスが、タナトスの戯言を認めることはなかった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

最高神タネ（３０万年前）

 
※タナトスが最初に創始した邪教がタネ崇拝である。タネの名の由来はディオーネーである。デ

ィオーネー＝テオネー＝タネとなる。弱いものにしか勝てないタナトスは、怒りに燃えた力ある

者たちカオス、ガイア、タルタロス、エロスの猛攻に四散し、皆殺しにされた。残った者はオー

ストラリアから追放され、オセアニア、メラネシアの島々に散って行った。タナトスは、「タン

ナ島」に居を得た。カオスたちが君臨しているため、怖くてオーストラリアに上陸できないタナ

トスは、メラネシアに散った兄弟（ニュクスの子）を襲って食べ始めた。

しかし、ただ襲撃していると反撃されて、こちらがダメージを受けることがある。それに気付い

たタナトスは襲撃しないことを決めた。襲撃せずに襲撃する、殺さずに殺すのである。どういう

ことかといえば、襲撃したり殺すのは肉を得るためである。だが、もし他の方法で肉を得ること

ができれば襲撃したり殺す必要は無い。それが襲撃せずに襲撃する、殺さずに殺すということで

ある。どうしたかといえば、タナトスは「最高神タネ」を祀り、食肉用の家畜を得るために宗教

を用いたのだ。タネの名の由来はタナトスである。彼らは、神に生贄を捧げると言う儀式を考

案し、神の名の下に殺人を正当化し、食肉用の人肉を得た。こうして、誰も殺していないタナト

スは、敵に反撃されなくなった。

次に、タナトスはメラネシアで得た「最高神タネ崇拝」の信者を大量にオーストラリアに侵入さ

せた。そして、カオスらの「虹蛇信仰」の信者を簒奪した。まず、たくさんのいち個人に「信者

にならないと殺す」と脅した。次に、仲間や家族を入信させることを信者に命令する。「タナト

スは命令を聞かないとすぐに人を殺す人喰い人種だ」ということに触れると信者の仲間、家族は

殺害を恐れて次々に「タネ崇拝」の教団に入信した。

 



弱者は、強い王よりも残酷な犯罪者を恐れる。王は犯罪者よりも強い、だが、王は弱者を無意味

に殺さない。逆に、残酷な犯罪者は王よりも弱いが、すぐに人を殺す。こうして、殺されたくな

い一心の大勢の弱者は、すぐに殺さない王よりも、すぐに殺す犯罪者を選び、従うのである。

中には、力、人望があり、かつ勇敢な者が入信を拒否した。だが、彼/彼女は既に入信した仲間や
家族、更におおぜいの信者に無視され、孤独に陥った。特に、信じていた仲間の裏切りほど、人

の内面に精神的なダメージを残すものはないだろう。どんなに力がある人物でも、他人とつなが

ることが出来なければ、彼/彼女の力は無効化されるのだ。浄土真宗の十八番、いわゆる「村八分
」の骨子が既に３０万年前に開発されていたのだ。現在に於いてもそうであるが、特に当時に於

いては、孤独は、そのまま「死」を意味した。これは、タナトスによる「殺さずに殺す」の

別ヴァージョンである。こうしてカオス、ガイア、タルタロス、エロスは無力化した。例え敵地

であれ、そこにタナトスの信者がいれば、そこはタナトスの領土なのだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

「ガイアが邪教の首領タナトスを惨殺」（２０万年前）

 
※タナトスは、獲得してきた反自然由来の秘儀の数々によって大きな勢力と化した。罪悪感が欠

如した状態で生まれることで、禁じ手の封印を解いた彼らは、タンナ島からオーストラリアに

渡り、「カオス」「ガイア」「タルタロス」「エロス」の集団に侵入して最下層にいる人々を「

最高神タネ」を祀る宗教団体に参加させた。

知的な人物はタナトスを相手にしないが、知的な面で劣る人々はタナトスを信じた。しかし、そ

れで良いのだ。なぜなら知的な人間よりも知的に劣る人間の方が圧倒的に多いからだ。つまり、

劣る者が知性を圧倒する唯一の方法、量ＶＳ質を成立させるのが、信者の大量確保の目的だ。こ

れによって、タナトスの発言力は増大した。つまり、タナトスが自由自在にウソをつく環境が整

えられつつあった。

部族の多数派である最下層の集団を乗っ取ったタナトスは、これで「カオス」「ガイア」「タル

タロス」「エロス」に勝ったも同然だと喜んだ。タナトスは大量の信者たちに、首長たちに対し

て挑戦的な態度をとることを命じた（さもなければ仲間に無視される）。

首長たちは、無力であるはずの最下層の者の挑戦的な態度を見て、自分を恐れないことに非常に

驚いた。だが、いつの時代の弱者（信者）も、常に、寛大な王よりも残酷な人殺しに恐怖を覚え

るものだ、タナトスは信者にウソ・暴力・陰謀を強要し、そのために、平和だったオーストラリ

アは、精神的な荒廃を余儀なくされた。

これを見かねた獣人アルキュオネウスの種族「ガイア」が立ち上がり、「カオス」「タルタロス

」「エロス」の首長たちをまとめ、問答無用でタナトスを狩った。タナトスは、ウソが通じる相

手には強いが、ウソが通じない相手には全く無力なのだ。彼らは「ガイア」たちの猛攻に四散し

、捕らえられたタナトスは遠方に流されることになった。この連行役は「ガイア」が引き受けた



。

 
 ーーーーーーーーーーーーーーーーー

「ガイアの大移動時代」（２０万年前）

 
※邪教タネ崇拝によって賢者の宗教「虹蛇」に挑戦したタナトスの一族だが、怒ったアルキュオ

ネウスの種族（ガイア、ウラヌス）によって退治され、ガイアによってオーストラリアから中央

アジアに流された。

 
 ーーーーーーーーーーーーーーーーー
 

・クロノス（２０万年前）

・ダナオス（２０万年前）※画像なし

・サトゥルヌス（２０万年前）

 
※中央アジアに放置されたタナトスは、自力で西方に進出し、オケアーニス大洋の娘たちや河川

の娘たちが暮らす古代ヨーロッパにまで達した。この時にタナトスは「クロノス」「ダナオス

」「サトゥルヌス」など複数の名前で呼ばれた。クロノスの由来はクリュテイオスとウラヌスの

組み合わせであり、ダナオスの由来はディオーネーとクリュテイオスの組み合わせであり、サト

ゥルヌスの由来はＴＡＮＡＴＯＳの反対ＳＯＴＡＮＡＴとウラヌスの組み合わせである。

ディオーネーはもともとヴィディエとウラニアー（ウラヌス）の合体部族であり、クリュテイオ

スはアグリオスとヴィディエとクウォスの合体部族であり、アグリオスはチュクウとルハンガ

とヴィディエとクウォスの合体部族である。この６部族が一旦タナトスを解散し、再結成したの

が「クロノス」「ダナオス」「サトゥルヌス」である。その名から、ダナオスはディオーネーが

主導し、クロノスはクリュテイオスが主導し、サトゥルヌスはクウォスが主導していたことがわ

かる。



クリュテイオス＋ウラヌス＝クリュヌス＝クロノスとなり、ディオーネー＋クリュテイオス＝デ

ィオネオス＝ダナオスとなり、ＳＯＴＡＮＡＴ＋ウラヌス＝ＳＯＴＡラヌス＝サトゥルヌスと

なる。これらのタナトスの新部族の遺骸は、人類学者によって「ネアンデルタール」と命名さ

れた。

ネアンデルタール人は、アボリジニに似た姿だったと考えられる。名前から察するに、クロノス

は現ドイツ・ケルン辺りに拠点を持ち、ダナオスは黒海北部現ドン川流域（タナイス）〜現ドナ

ウ川流域にかけて拠点を持ち、サトゥルヌスは現イタリアに拠点を持っていた。この時代、タナ

トスは人喰い人種の本領を発揮し、平和に暮らしていたオケアーニスたちを狩って食べた。タナ

トスは善を装い、隠れて狩りを行った。人喰いの濡れ衣は現在と同じように、部族のみそっかす

、或いは敵に着せた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
「ネアンデルタールの遺跡から、切断されて焼かれた骨を発掘される」（２０万年前）

 
「ネアンデルタールが焼いた、ホモ・サピエンスの骨８００片がクロアチアで発掘される」（１

３万年前）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

・「頭骨崇拝」（１０万年前）

・「葬送儀礼」（１０万年前）

 
※イラクのシャニダール、フランスのラシャペルオーサン、ラフェラシー、イスラエルのアム

ッド、ケバラ、シリアのデデリエなどで、ネアンデルタールが死者を埋葬して花を手向けた遺跡



が発掘されている。人類学者は、人喰いであるネアンデルタールについて、愚鈍で凶暴なイメー

ジを抱いていた。だが、これらの遺跡を発掘したおかげで「ネアンデルタールは、じつは仲間の

死を悼み、花を手向けて埋葬するという優しさを持ち合わせている」「高等な精神性を有して

いる」という結論に至り、学者たちは感動したのだ。しかし、どの種も葬送儀礼を行わない。と

いうことは葬送儀礼は不要であるが、人類に於いて、さも人類の進化の証のように賛美されるの

は不条理なことだ。タナトスはこの人生に不要な儀式を強制し、弱い人々に大きな見返りを求

めた。これに抵抗する者には、天罰という名のタナトスによる制裁が下った。

更に、実際の真相は異なる。ネアンデルタールらは、一方では人喰い人種でありながら（この事

実はオケアーニスの間では隠されていた）、一方では神官の衣装を装い、必要のない埋葬儀礼、

葬送儀礼をオケアーニスに強いて、見返りを求めていたのだ。つまり、現在の日本仏教、キリス

ト教のやっていることと変わりはない。葬式をするために人は死なねばならない。治療するため

に人は病気を患わなければならない。当時から、死を司る医者、神官はタナトスの系譜で固めら

れていたのだ。タナトス（ネアンデルタール）は、頭数で勝るオケアーニスを管理するために、

「頭骨崇拝」などの宗教を築き、大量の信者を得て当時のインフラ全般を掌握していたのだ。

人喰い人種ならではのネーミングセンスで、「終活」という不気味な言葉を生んだ「イズモ葬祭

」などは、当時のネアンデルタールと同じことを繰り返しているに過ぎない。葬儀会社を営む人

々は非常に仕事熱心である。仕事をしたくて仕方がない。しかし、そのために、人は死なねばな

らない。医師会と葬儀会社は、タナトス（死）という祖を同じくする不可分の存在である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

・ゴルゴン（７万年前）

・メドゥーサ（７万年前）

 
※金髪・碧眼・白人の姿をしたオケアーニスに属するケルケイース、メティスの都市が黒海に隣

接して栄えていた。タナトスは、ヨーロッパで得た大量の頭骨崇拝の信者を各都市のインフラ部

門に侵入させ、これを掌握させた。これにより、タナトスに服従しない者を容易に排除できた。



タナトスが支配したメティスの国は「メドゥーサ」と呼ばれ、ケルケイースの国は「ゴルゴン」

と呼ばれて恐れられ、嫌悪された。ヘシオドスによって凶悪な怪物として「神統記」に著された

メドゥーサとゴルゴンであるが、メドゥーサとゴルゴンが、どれほどイヤな国だったかが伺い知

れるだろう。

メドゥーサの名の由来はメーティスとクリュテイオスの組み合わせであり、ゴルゴンの名の由来

はケルケイーストディオーネーの組み合わせである。メーティス＋クリュテイオス＝メーティオ

ス＝メディオス＝メドゥーサとなり、ケルケイース＋ディオーネー＝ケルケオーネー＝ケルケオ

ン＝ゴルゴンとなる。つまり、名前からメドゥーサはクリュテイオスが主導し、ゴルゴンはデ

ィオーネーが主導していたことが分かる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・クリュサオル（７万年前）

・ペガサス（７万年前）

 
※「アルゴス号の大航海時代」に参加し、コルキスに到着した英雄ペルセウスは、怪物メドゥー

サを討ち取り、その時に、メドゥーサの首から、「クリュサオル」と「ペガサス」が生まれた。

これは、ペルセウスの力によってタナトスの都市メドゥーサとゴルゴンが滅び、タナトスが逃亡

したことを示している。

タナトスの一族は「ペガサス」と呼ばれていた古代のニューギニアに逃げ、「ダニ族」となった

。そのため、彼らは「神統記」では「ペガサス」と記された。ペガサスの名の由来は、パプア人

の祖となったアブクとムシシの組み合わせである。アブク＋ムシシ＝ブクシシ＝プグシシ＝ペガ

サスとなる。

もうひとつのタナトスの一族は、同じように古代ニューギニアに落ち延び、３０万年前からニュ

ーギニアに住んでいたオケアーニス大洋の娘たちに属するガラクサウラーの子孫「カウレ族」「

サウル族」に習合した。そのため、彼らは「神統記」では「クリュサオル」と呼ばれた。クリュ

サオルの由来はケルケイース（ゴルゴン）の別部族ガラクサウラーである。ガラクサウラー＝ガ

ラサウラ＝クリュサオルとなる。

 



ダニ族（７万年前）

 
※魔神クロノスの末裔ダニ族。ダニ族の顔の特徴が現東西本願寺大谷家の遺伝子に取り込まれて

いる。特に重そうな鼻。長い顔とそのシルエットも大谷の一族に継承されている。ニューギニア

に入植したタナトスは、「ダニ族」を称した。ダニの名の由来はディオーネーである。ディオ

ーネー＝ディオニ＝ダニとなる。クロノスが支配していた時代のヨーロッパでは、ダニ族のよう

な生活様式が定番だっただろう。今日のダニ族の戦い方で、オリンポス神族とティタン神族は戦

ったのだ。

ＡＤ１９６４年、本多勝一がニューギニア・ウギンバ部落にあるダニ族の集落を来訪している。

実際に、ダニ族の村で生活を共にした本多勝一の報告は、興味深い。本多一行は、排他主義的な

ダニ族に比べて愛嬌があるモニ族の村に滞在していたが、曰く「モニ族は質問にすぐ答えるがダ

ニ族となると９割は名前はないと言って平然としている。三度聞けば三度違う名前を言う」と報

告している。このような対応は単なる気まぐれというよりは、徹底した秘密主義と、それに根ざ

した徹底である。陰謀に頼る現代タナトスの一族にも共通している事柄だ。

また「ダニ族のミミリンガは常に憂鬱な顔をして畑仕事にも出ない」という記述がある。このミ

ミリンガは常に本多一行のそばにいたらしいが、これにはスパイ活動の原型を見る思いである。

本多氏は、ダニ族を単なる原始人だと認識していたため、ミミリンガなる人物がスパイをしてい

るなどとは夢にも思わなかっただろう。

また、「男子は三歳で母親に捨てられて男の家に放り込まれる、父親は我が子に父親らしい態度

を取らずに無視している」という。これには、タナトス一族に共通する強大な征服本能、強い復

讐心の生成過程、その原風景を見る。また、「食事中にひとりだけ食べさせてもらえない者が

おり、全員の食事後に残飯をむさぼる」「ダニ族の首長は力があり、単なる実力者以上の権限

を持っている」にはカースト制度の原型を、「誰かが死ぬと魔術が原因だとして戦争が起きるこ

とがある」には、魔女狩りの発想の原型、敵を悪者扱いしてから攻撃するというタナトス一族に

共通する本能を見る。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
「アトランティス王国」（４万年前）

 
※魔神クロノスに敗北したオリンポス神族は、地中海を発ち、大西洋を北上し、当時の北極圏だ

ったブリテン島、南北アメリカ大陸、南極大陸を経てオーストラリア大陸南西部に到達した。ダ

ニ族はクロノスとは家族であるが、それを知らないオリンポス神族はオーストラリアに進出して

いたダニ族と連合し「アトランティス人」を生んだ。

アトランティスの名の由来はアトラスとタナトスの組み合わせである。アトラス＋タナトス＝ア

トラナトス＝アトランティスとなる。つまり、アトランティス人は、オリンポス神族と死の種族

タナトスの合体部族だった。因みに、巨大な砂漠地帯が横たわっていることから、アトランティ

ス王国は現オーストラリア大陸南西部に位置していたと考えられる。

 
・戦いの女神アテーナイ（４万年前）

・演劇の神ディオニュソス（４万年前）

 
※オリンポス神族がダニ族と共に古代オーストラリア大陸にアトランティス王国を築くと、ダニ

族は独自にアテーナイ、ディオニュソスを儲け、オリンポス神族に仲間入りした。アテーナイの

由来はタナトスの反対ＳＯＴＡＮＡＴのＯＴＡＮＡであり、ディオニュソスの由来はディオーネ

ーとゼウスの組み合わせである。ＯＴＡＮＡ＝オータナイ＝アテーナイとなり、ディオーネー＋

ゼウス＝ディオネゼウス＝ディオニュソスとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・ティタノマキア（４万年前）

・ギガントマキア（４万年前）

 
※ユーラシア大陸の支配者クロノスは、アトランティス王国から来たオリンポス神族とティタノ

マキア、ギガントマキアを戦い、敗北する。ティタン神族とギガースはクロノスの邪教信者と

なり、手足のように思い通りに動いた。だが、ゼウスは躊躇することなくティタン神族、ギガー

スたちを皆殺しにし、信者を減らすことでクロノスを追い詰めた。タナトスは、信者が多ければ

多いほど強くなり、信者が減れば減るほど弱くなる性質がある。この後、クロノスはニューギニ

アに落ち延び、ダニ族に習合した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 



・ロキ（３万年前）

・ニドボグ（３万年前）※画像なし

・ニダヴェリール（３万年前）※画像なし

・宇宙樹ユグドラシル（セコイア）

 
※古代アメリカ大陸には、北からミドガルド（現カリフォルニア〜ネバダ）、常世国（現ユタ）

、ヴァルハラ（現北メキシコ）、アースガルド（現マヤ）などの古代王国が存在した。なぜアメ

リカ大陸にあった王国が北方にあったと考えられたのか？それはアメリカ大陸からやって来る旅

人は、大西洋を横断するのではなく、アメリカ大陸東岸を北上し、グリーンランド・アイスラン

ド〜アイルランド経由という北極圏から南下する航路でやってきたからだ。ヨーロッパの古代

人は、アメリカから来た人々が北から来たように見えたのだ。

アトランティス人は、古代アメリカ大陸に繁栄する諸王国に魅せられ、これらを征服するべく、

まず、アースガルド王国（現マヤ）に侵入し、「悪神ロキ」を生んだ。ロキの名の由来はユミル

とクリュテイオスの組み合わせである。ユミル＋クリュテイオス＝ミルク＝ロキとなる。この組

み合わせは、アモレク族、モレク、メルクリウスの由来でもある。

その後、敵を間近で観察し、管理するべく、アース神族に参加した。また、アトランティス人

はピュグマエイ（ユミル）と組んで「ニドボグ」を、マハラエルと組んで「ニドヴェリール」を

生んだ。ニドボグの名の由来はタナトスとピュグマエイの組み合わせであり、ニダヴェリールの

名の由来はタナトスとマハラエルの組み合わせである。タナトス＋ピュグマエイ＝ナトピュグ＝

ニドボグとなり、タナトス＋マハラエル＝ナトハラエル＝ニダヴェリールとなる。

 



ヴァン神族（３万年前）

 
※アトランティス人はマハラエルと共にヴァルハラ王国（北メキシコ）に移り、そこからミドガ

ルド王国（現カリフォルニア〜ネバダ）に入植すると「ヴァン神族」を生んだ。ヴァンの名の由

来はワルムベ（マハラエル）とダニの組み合わせである。ムベ＋ダニ＝ベニ＝ヴェニ＝ヴァンと

なる。

また、マハラエルは、単独でヴァン神族に属する「フレイ」「フレイヤ」を生んだ。フレイ、フ

レイヤの名の由来はマハラエルである。マハラエル＝マフレイエル＝フレイヤ＝フレイとなる。

ヴァン神族はインチキ宗教により、ミドガルド王国の国民を完全な支配下に置き、ヴァルハラ王

国やアースガルド王国に侵攻させた。

 

・ヘル（３万年前）

・フェンリル（３万年前）



・ヨルムンガンド（３万年前）

 
※マハラエルは、アトランティス人と組んで更に「ヘル」「フェンリル」を生み、ヴァルハラ王

国に侵攻した。ヘルの名の由来はマハラエルであり、フェンリルの名の由来はヴァンとマハラエ

ルの組み合わせである。マハラエル＝マヘルエル＝ヘルとなり、ヴァン＋マハラエル＝ヴァンラ

エル＝フェンリルとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
「最終戦争ラグナロク」（２万年前）

 
※ミドガルド王国、ヴァルハラ王国の国民は、ヴァン神族（アトランティス人）の神官に生活イ

ンフラを掌握され、そのため、生活の保障を求めて進んで悪に服従した。自分の本能、感情、意

志を放棄して悪を身体に宿す人々に対して激怒した科学の種族トナルカインは、開発したばかり

の核兵器を用いてヴァン神族（アトランティス人）に支配された国々を攻撃した。これが「最終

戦争ラグナロク」である。

核攻撃が原因により、現カリフォルニア〜ネバダが、そして現テキサス〜北部メキシコにかけて

広大な一帯が砂漠と化した。しかし、この大規模な核攻撃により、多くの邪教信者と共にヴァン

神族（アトランティス人）の神官たちは息の根を止められた。北アメリカに於いてはタナトスは

根絶やしになった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
●死神タナトスにとっての地獄　閻魔大王の裁きの時代

 

※写真は宇宙人（科学の種族トバルカイン）が搭乗する白銀色に光るフェイクプレーン（輪郭は

なぜかぼやけており、双眼鏡で見てもはっきりしない）。南極大陸はムー帝国（モホス文明）の

植民地だったが、そこに科学の種族（トバルカイン、エラド、マハラエル）が住みつき、核

兵器、UFOなどを開発した。南極は、「五岳神（ウーユエ）」の国と呼ばれた。
五岳とは、中国の道教に登場する、南北中東西に位置する聖山のことである。それらは、じつは

南極の山々を指していた。東岳泰山は３６８０ｍのペンサコラ山、南岳衡山は４５２８ｍのカー



クパトリック山、４３５０ｍのマークハム山、中岳嵩山は５１４０ｍのマッシフ山、西岳崋山は

４１８７ｍのシドリー山、北岳恒山は４１９１ｍのプラトー山のことである。東岳大帝とは、冥

府の王のことだが、ヴィディエは、南極の王として東岳大帝と呼ばれた。 
 

※写真は火星の火山オリンポス（標高２万７千ｍ）と職務中の閻魔大王。科学の種族は、知能を

悪に用いる者をできそこないと認定し、UFOで火星送りにしていた。 冥界の巨山と呼ばれた「羅
ホウ山」とは、火星の火山であり、太陽系でもっとも巨大な火山、２万７千ｍのオリンポス山の

ことを指している。中国神話で冥界の神々と呼ばれた人々は、できそこないを裁いていた種族の

ことであり、「十王」 と呼ばれた。
地球上の、タナトス（できそこない）を嫌う、世界中の優れた王族が団結し、「十王」を結成し

ていた。秦広王、楚江王、宋帝王、五官王、閻羅王、変成王、太山王、平等王、都市王、五道転

輪王である。閻魔大王（ヤマ）は太陽神シャマシュのことであり、ホウ都大帝はルハンガとヴ

ィディエ、太乙救苦天尊はヴィディエとチュクウのことである。

安倍総理と仲間たちのように平気でウソをつき、テッド・バンディ事件の真犯人ブッシュ元大

統領、狂気の怪物モンサント社のように子どもを笑いながら殺すような反自然的な人々は、みな

火星で裁かれ、死ぬまで強制労働を課せられた。 ただ、優れた人々は罪悪感が強い。そのため、
精神的な健康を理由に、火星の強制労働施設は長らく閉鎖されているようだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
「アトランティス王国滅亡」（１万３千年前）

 
※タナトスのアトランティス人はアトラスの王族を追放し、アトランティス王国を掌握した。ア

トランティス王国全盛の時代、アトランティス人は１７世紀〜１８世紀のヨーロッパ程度の技術

水準に達していたと考えられる。タナトスの指揮によって悪の帝国と化したアトランティスは、

白人列強時代の大英帝国よろしく世界征服に乗り出した。

世界中の弱者は、生活の保障を得るためにアトランティス人に服従していたが、ゼウス、プロメ

テウスなどの優れた王族は、タナトスを非常に嫌悪していた。ゼウスらは五岳神国（南極）に

赴き、科学の種族にタナトスを核兵器で絶滅させることを依頼した。



科学の種族トバルカインは、「最終戦争ラグナロク」の時代にたくさんの人間を核兵器で焼き殺

したことがトラウマとなっていたが、彼らは今回も大量の核兵器を用い、高熱と爆風、放射能

によってアトランティスを砂漠地帯に変えた。オーストラリア北部のタナミ砂漠、グレートサ

ンディー砂漠、中部のギブソン砂漠、南部のグレートビクトリア砂漠は、科学の種族による、非

常な怒りの痕跡である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

タンナ島（１万３千年前）

 
※アトランティス王国が滅亡すると、アトランティス人の残党はタンナ島に落ち延びた。タンナ

の由来はタナトスである。

 
タンヌ・オーラ（７世紀頃）

 
※東南アジア、メラネシア、オセアニアを勢力圏にしていた鬼（黒人ダン族）は、タンナ島に

赴き、タンナ人と親交を暖めた。タンナ人は鬼に伴われて平安時代の日本にも上陸していたが、

修験者であった百地氏（桃太郎）に成敗されると鬼と共にモンゴルに渡った。この時、タンナ人

は反自然の種族アンドロクタシア（殺人）、ゲラス（老齢）を伴っていた。

その後、タンナ人はアンドロクタシア、ゲラスと共にチベットに残り、「タングート」を築いた

。タングートの名の由来はタンナ、アンドロクタシアの組み合わせである。タンナ＋アンドロク

タシア＝タンクタ＝タングートとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・李思恭（？〜８８６）　タングート首長、唐将軍

・リ・デミン（？〜？）　初代タングート首長

 
リ・ユアンハオ（？〜？）　第２代タングート首長

李元昊（１００３〜１０４８）　西夏初代皇帝　在位１０３８〜１０４８

 



毅宗（１０４７〜１０６８）　西夏第２代皇帝　在位１０４８〜１０６８※画像なし

Hassan-i Sabbah（１０５０〜１１２４）　アサシン教団首領
 
※西夏の軍を率いた皇帝毅宗がアサシン教団を創設した。彼らはダヴィデの一族に属するアッバ

ース朝、セルジューク朝、十字軍の要人を暗殺して行った。

 
仁宗（１１２４〜１１９３）　西夏第５代皇帝　在位１１３０〜１１９３

ラシード・ウッディーン・スィナーン（１１２５〜１１９２）　アサシン教団首領

 

献宗（１１８１〜１２２６）　西夏第９代皇帝　在位１２２３〜１２２６※画像なし

Hassan III of Alamut（１１８７〜１２２１）　アサシン教団首領※画像なし
チャガタイ（１１８３〜１２４２）　チャガタイ家初代君主※画像なし

シーインタラーティット（１１８８〜１２７０）　スコータイ朝初代王　在位１２２０〜１２３

８

 



※じつはチャガタイの千人隊がアサシン教団に変身し、西夏、アサシン教団、チャガタイ・ハ

ン国、スコータイ朝を同時に支配していた。スコータイの由来はチャガタイである。チャガタイ

＝シャカタイ＝シャカータイ＝スコータイとなる。アサシン教団に伝わる伝説の秘密の園はタイ

王国の可能性がある。

 
末主（？〜１２２７）　西夏第１０代皇帝　在位１２２６〜１２２７

Rukn al-Din Khurshah（１２３０？〜１２５６）　アサシン教団首領
カラ・フレグ（？〜１２５２）　チャガタイ家２代君主

 
※フレグの征西でアサシン教団は１２６０年頃に制圧されたとされている。それと同時に教団の

残党はチャガタイ・ハン国、スコータイ朝に移った。チャガタイ・ハン国がやがて東西モグーリ

スタン国に変わると、王族はモグーリスタンを拠点に西ヨーロッパを訪れ「狼男」の伝説の礎を

築いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
バヤン・クィリ（？〜１３５８）　西チャガタイ・ハン国初代ハーン　在位１３４８〜１３５８

テインカバー（？〜１３５８）　初代タウングー王　在位１３４７〜１３５８

 
Pantaung（？〜１４２０）　タウングー王　在位１４１９〜１４２０
Lukeni lua Nimi（１３８０〜１４２０）　コンゴ王国初代君主
 
マフムード・ハーン（？〜１５０８）　西モグーリスタン第２代ハーン　在位１４８７〜１５０

８

ミンチーニョ（１４５９〜１５３０）　第４代タウングー王　在位１５１０〜１５３０

 
※西チャガタイ・ハーン、バヤンはビルマに進出して「タウングー朝」を開いた。タウングーの

名の由来はタングートである。タングート＝タウングート＝タウングーとなる。一方、彼らはビ

ルマにカニバリズムをもたらした。ビルマ人を狩っていた彼らは、現地人に「タウ（狼人間）」

と呼ばれた。タウの名の由来はタウングーである。この狼男の正体は、タウングー王朝の王だ

った。

１９６０年、動物園経営者ハロルド・ヤングは、タイとビルマの国境でタウと出くわした。叫び

声が聞こえたので、彼は声が聞こえた小屋に乗り込んだ。すると、タウが死にかけている女の首

を噛み砕いていた。彼は発砲し、銃弾はタウの腹部に命中したが、タウはジャングルに逃げ込

んだ。翌朝、タウが残した血痕を辿ると彼らは村に戻ってしまった。血痕は、とある小屋の前ま

で続いていた。彼らが小屋を覗くと、そこには腹部に銃弾を受けた男が倒れていたという。彼の

正体は、タウングー朝の一員だと考えられる。



１５５１年に即位したバインナウンはモン族、シャン族を制圧してミャンマーの大半を掌握した

。１５４８年、第一次緬泰戦争ではアユタヤ朝に侵攻し、１５５８年にラーンナー王国を占領し

、第二次緬泰戦争、第三次緬泰戦争ではアユタヤを属国化した。その後、ペグー朝や明と交戦す

るが、１７５２年に滅びている。この時、タウングー朝の残党は東南アジアを脱し、アフリカ大

陸に逃れた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スルタン・サイイド・ハーン（１４８７〜１５３３）　西モグーリスタン第３代ハーン　在位１

５１４〜１５３３

ビュルゴ（？〜？）　フランス人農夫

 
マンスール・ハーン（１４８２〜１５４３）　東モグーリスタン第５代ハーン　在位１５０３〜

１５４３

ヴェルダン（？〜？）　フランス人農夫

 

※１５２１年、ビュルゴとヴェルダンというフランス人農夫が、永い間殺人を重ね、人肉を食べ

ていたとして逮捕され、裁判にかけられた。２人は魔法使い集団の一味でもあった。２人は逮捕

されるまで残虐な所業を重ねたが、なぜか、彼らの肖像画がドミニコ会の修道院に飾られている

という。実際は、狼男として捕らえられたこの２人の農夫の正体は、東西モグーリスタン王だっ

たと考えられる。

 
アブドゥル・カリーム・ハーン（１５２９〜１５９１）　西モグーリスタン第５代ハーン　在位

１５６０〜１５９１

ペーター・スタンプ（？〜１５８９）

 
※西モグーリスタン最後の王アブドゥル・カリーム・ハーンもヨーロッパに出かけて人間を襲い

食べていた。だが、逮捕され、処刑された。王を失ったためか、奇しくも、東西モグーリスタン



王国もスタンプの処刑と同時に滅亡している。狼男は主にフランスで人間を狩り、イギリス、ド

イツにも仲間を送り込んでいた。特に、フランスでは１５２０年代から１６３０年代にかけて、

３万件もの狼男に関連した猟奇殺人事件、喰人事件が起きている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アナウッペルン（１５７８〜１６２８）　第６代タウングー王　在位１６０５〜１６２８

 

※トンガ族の首長の図。トンガ族（太平洋のトンガとは異なり、タウングーが由来）は、１６３

０年頃にジンバブエに出現した謎の民族である。彼らの正体はタウングー朝のアナウペッルン王

の一族である。彼の時代は、父王が復興させたタウングー朝再興の時代であった。彼はその時代

にアフリカ侵略を思いついたのかもしれない。

 
ピエ・ミン（１６１９〜１６７２）　第１０代タウングー王　在位１６６１〜１６７２

チャンガミレ・ドンボ（？〜？）　初代チャンガミレ王　在位１６６０〜１６９５

アントニオ１世（？〜１６６５）　コンゴ王　在位１６６０〜１６６５

 
※ピエ・ミンは本格的にジンバブエに進出し、チャンガミレ族の王としてロズウィ帝国を築いた

。ジンバブエとミャンマー、そしてコンゴ王国を同時に統治した。

 



ダニエル１世（？〜１６７８）　コンゴ王　在位１６７４〜１６７８※画像無し

ガンガ・ズンバ（１６３０〜１６７８）　キロンボ・ドス・パルマーレス初代指導者

 
※ダニエル１世は、コンゴに来ていたポルトガル人からブラジルの事を聞き、ポルトガル植民地

のブラジルにまで渡り、奴隷を率いてポルトガル人の撃退を図った。

 

ナラワラ（１６５０〜１６７３）　第１１代タウングー王　在位１６７２〜１６７３※画像無し

カムグン・ドンボ（？〜？）　第２代チャンガミレ王　在位？※画像無し

アルヴァーロ１０世（？〜１６９５）　コンゴ王　在位１６８８〜１６９５※画像無し

ズンビ・ドス・パルマーレス（１６５５〜１６９５）　キロンボ・ドス・パルマーレス第２代指

導者

 
※タウングー王ナラワラは、２３歳で死んだことにしてコンゴに渡り、アルヴァーロ１０世とし

て王国を統治した。だが、ダニエル１世の後を追ってアルヴァーロ１０世はブラジルにまで到

達し、キロンボ・ドス・パルマーレスを支配した。

 



Mahadhammaraza Dipadi（１７１４〜１７５４）　タウングー朝最後の王※画像無し
アラウンパヤー（１７１４〜１７６０）　コンバウン朝初代王

 

・タンゲール族（１７５２）※画像なし

・獅子人間（１７５２）

 
※タウングー朝滅亡後、ビルマ人に「タウ（狼人間）」と呼ばれていたタウングーの残党は、イ

ンド洋を横断してジンバブエに上陸した。彼らは、タンザニア・ケニア方面に移って狼男の変形

型である「獅子人間（ライオン人間）」を形成し、アフリカ人を狩っては食べていた。一方、タ

ウングー朝の残党は「タンゲール人」を築いた。タンゲールの名の由来はタンナとゲラスの組み

合わせである。タンナ＋ゲラス＝タンゲラ＝タンゲールとなる。

彼らは「虎人間」などの組織も形成した。だが、何も知らない白人行政官は「なぜアフリカで虎

なのか？」といぶかしがった。しかし、彼らはビルマから来たので虎を知っていても不思議では

ない。つまり、これがアフリカの動物人間の秘密結社が、ミャンマーから来た証である。

 



・鰐人間（１７５２）

・豹の部族（１７５２）

・蛇人間（１７５２）※画像なし

 
※一方、狼男の連合体は、ジンバブエから中央アフリカに至り、西アフリカにまで勢力を拡大

した。彼らは、狼男を深化させた「鰐人間」をコンゴに、「蛇人間」をギニアに、「豹の部族」

をシェラ・レオネ、リベリア、カメルーン、中央アフリカ、アンゴラに設けた。

彼らはそれらの小型の喰人秘密結社を形成し、アフリカ人を狩って食べていた。１９５４年、ひ

とりを殺害した豹人間が逮捕され、１９５６年には一連の不審死事件の容疑者として蛇に変身し

た７人の呪術師が逮捕されている。また、コンゴでは、トカゲの皮で作ったワニのコスチューム

を着た５人の鰐男が人々を襲撃して食べていた。

 

ターヤーワディー（１７８７〜１８４６）　コンバウン朝ビルマ王　在位１８３７〜１８４６※



画像無し

シャカ（１７８７〜１８２８）　ズールー王国初代王　在位１８１６〜１８２８

 
※コンバウン朝の王ターヤーワディは、ミャンマーを離れて白人列強が闊歩する南アフリカに

渡り、シャカを称してズールー帝国を築いた。シャカの由来は釈迦だと考えられる。つまり仏教

国から来たことを示している。

 

・ンガリゴ族（１８８５）

・カウラ族（１８８５）

 
１８８９年　探検家カルル・リュムホルツがオーストラリア北東部に侵入した。この時、カルル

は人喰い人種に接触した。人喰い人種の正体はアボリジニに同化したンガリゴ族、或いはカウラ

族だろう。曰く「男たちはアフリカの黒人よりもひょろ長く、筋肉質でもない。口は桁外れに大

きく、歯は多少出っ歯である。鼻はぺちゃんこで鼻腔はほとんど水平。目は眉弓に深く落ち窪み

、まぶたはたるんで垂れ下がっている。その顔はどこでも見られないようなぞっとした形相で

ある」。彼らは、呪いによって敵部族の中に死を撒き散らすことが出来ると信じているため、出

来る限り敵を殺そうとする。曰く「彼らの、最も強力な行動原理は人肉である。人肉を得るため

だけに、わざわざ遠征隊を組織する。彼らは３、４人の集団に分散し、子供を含めて５、６人の

小さな家族を真夜中に襲撃する」。マルタン・モネスティエ著「食人全書」より

 
※コンゴがベルギー王国領となると、動物人間の集団は中央アフリカを脱出し、インド洋を横断

して故地タンナ島に近いオーストラリアに逃げ込んだ。ニューサウスウェールズ州に上陸した彼

らは現地のアボリジニと混合し、「ンガリゴ族」「カウラ族」を形成した。

ンガリゴとカウラの名の由来はタンゲールである。タンゲールゴ（タンゲールの人）＝ンゲール

ゴ＝ンガリゴとなり、タンゲール＝タンゲウル＝カウラとなる。ンガリゴ族は、動物人間時代の

名残りを残しており、２人１組の少数集団で人間狩りに出かけた。また、ンガリゴ族は侮辱する

叫びを上げながら殺した敵の手足を食べ、嘲りの態度を示したという。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー



 
ズールー王Phumuzuzulu kaDinuzuluの子
 

Phumuzuzulu kaDinuzuluの子※画像なし
ムインガ（１９０４〜１９５４）　豹人間の呪術師※画像なし

フェリックス・ウフェ＝ボワニ（１９０５〜１９９３）　コートジボワール初代大統領　任期１

９６０〜１９９３

レオポール・セダール・サンゴール（１９０６〜２００１）　セネガル初代大統領

レオン・ムバ（１９０２〜１９６７）　ガボン初代大統領

 
※１９５４年、コンゴの首都ブラザビルで呪術師ムインガと弟子のディジョウマとムエニがイボ

ニという青年を殺して食べた。呪術師ムインガはボワニ大統領の可能性がある。同じ年、フラン

ス領ギニアで豹人間の呪術師が夫婦喧嘩に悩む夫婦に「問題を解決するために娘を食べなさい」

と助言した。この呪術師もボワニ大統領の可能性がある。

翌年の１９５５年、シエラレオネの首都から８０キロ離れたモヤンバで喰人グループのメンバー

４人が逮捕された。呪術師の指示に従って腰の所を斬って上半身だけ食べていた。この呪術師も

ボワニ大統領の可能性がある。

１９５６年、ブラザビルから７００キロ離れた中部コンゴで呪術師が率いる喰人会のメンバーが

逮捕された。犠牲者は１２人以上。彼らは呪術師の指示に従い、自分の家族をメニューとして提

供していた。この呪術師もボワニ大統領の可能性がある。１９５４年から１９５６年まで精力的

に活動したこの謎の呪術師は、ボワニが１９６０年にコートジボワール初代大統領になってから

姿を消した。

 



Phumuzuzulu kaDinuzuluの子※画像なし
ジョセフ・カサブブ（１９１０〜１９６９）　コンゴ民主共和国初代大統領　任期１９６０〜１

９６５

モディボ・ケイタ（１９１５〜１９７７）　マリ共和国初代国家元首

ユベール・マガ（１９１６〜２０００）　ダオメー共和国初代大統領

 



Cyprian Bhekuzulu kaSolomon（１９２４〜１９６８）　ズールー王
セク・トゥーレ（１９２２〜１９８４）　ギニア共和国初代大統領

アゴスティニョ・ネト（１９２２〜１９７９）　アンゴラ人民共和国初代大統領

アマドゥ・アヒジョ（１９２４〜１９８９）　カメルーン初代大統領

シェフ・シャガリ（１９２５〜２０１８）　第６代ナイジェリア大統領

アリスティデス・ペレイラ（１９２２〜２０１１）　カーボベルデ初代大統領

ダウダ・ジャワラ（１９２４〜２０１９）　ガンビア初代大統領

モーリス・ヤメオゴ（１９２１〜１９９３）　ブルキナファソ初代大統領

 

Phumuzuzulu kaDinuzuluの子※画像なし
サモラ・マシェル（１９３３）　モザンビーク初代大統領

ポール・ビヤ（１９３３）　カメルーン第２代大統領

イグナティウス・アチャンポン（１９３１〜１９７９）　ガーナ第６代国家元首※画像無し



マチュー・ケレク（１９３３〜２０１５）　ベナン共和国初代、第３代大統領

ルイス・カブラル（１９３１〜２００９）　ギニアビサウ共和国初代大統領

 

Phumuzuzulu kaDinuzuluの子※画像なし
ランサナ・コンテ（１９３４〜２００８）　ギニア共和国第２代大統領

コナン・ベディエ（１９３４）　コートジボワール第２代大統領

 
※１９９５年、ギニア人デンバ・アブーが若い女性を串焼きにして食べる事件が発生した。アブ

ーはコンテの子と考えられる。コンテは下のベディエ、マシェルとは異母兄弟の可能性がある。

同じ１９９５年、３５人の人間を食べていた呪術師の集団が逮捕された（禁固３年！）。ヤウア

・ミゼ、カフィムル・フィエ、ヤウア・コッシア。この呪術師たちは、ベディエ大統領の家族と

考えられる。１９９７年、コート・ジボアールで３人の呪術師が３５人の人間を食べて禁固３年

となる。この３人の呪術師の１人がベディエだった可能性がある。

  



Phumuzuzulu kaDinuzuluの子※画像なし
オマール・ボンゴ・オンディンバ（１９３５〜２００９）　ガボン第２代大統領

エッソノ・ムバ・フィロメノ（？〜？）　大呪術師※画像なし

ニャシンベ・エヤデマ（１９３５〜２００５）　トーゴ共和国第３代大統領

ジョアン・ヴィエイラ（１９３９〜２００９）　ギニアビサウ共和国第２代大統領

 
テオフィル・ムバ・ヌテム（？〜？）　人喰いカルト教団教祖※オンディンバ大統領の子？

 
１９９８年、カルト集団「アラン・ムオエニング」の首領テオフィルが逮捕された。テオフィ

ルは、自分がルシフェルの化身であり、信者にも、彼らが自然の過ちから生まれたものと教えて

いた。このカルト集団は６人を殺して食べた。彼らは死体を聖なる池に浸した後、胃、肝臓、

心臓、肺を取り出し、野菜と煮てスープを作った。信者たちは、神の加護や力、義務の免除を得

られるとしてがつがつ食べたという、裁判所はテオフィルに死刑の判決を下し、料理の支度をし

たテオフィルの妻に５年間の強制労働、会食に参加した信者には執行猶予付きの軽い刑を課した

。マルタン・モネスティエ著「食人全書」より

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ズールー王Cyprian Bhekuzulu kaPhumuzuzuluの子
 



Goodwill Zwelithini kaBhekuzulu（１９４８）　ズールー王
アラサン・ワタラ（１９４２）　コートジボワール第５代大統領

ナナ・アクフォ＝アド（１９４４）　ガーナ第５代大統領

ムハンマド・ブハリ（１９４２）　ナイジェリア第１５代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Goodwill Zwelithini kaBhekuzuluの子
 

Goodwill Zwelithini kaBhekuzuluの子※画像無し
マッキー・サル（１９６１）　セネガル第４代大統領

アリー・ボンゴ・オンディンバ（１９５９）　ガボン第３代大統領



ジョゼ・マリオ・ヴァス（１９５７）　ギニアビサウ共和国第５代大統領

 

Prince Lethukuthula Zulu（１９７０）※画像無し
モハメド・ユセフ（１９７０〜２００９）　ボコ・ハラム指導者

ミシェル・オバマ（１９６４）　性転換者

 
※ユセフにはズールー王族の血が流れていると考えられるが、彼らは豹人間たちを統率し、「

ボコ・ハラム」を結成したと考えられる。ボコ・ハラムの由来はペグーとビルマの組み合わせで

ある。ペグー＋ビルマ＝ペグ・ヒルマ＝ボコ・ハラムとなる。つまり、ミャンマーから来ている

ことが分かる。

 

Princess Nombuso Zulu（１９７３）※画像無し
アヤンナ・プレスリー（１９７４）　民主党

 
※まず、プレスリーに謝れ。兄弟はみなボコ・ハラムのメンバーだと考えられる。

 



Prince Misuzulu Zulu（１９７４）※画像無し
アブバカル・シェカウ（１９７５）　ボコ・ハラム指導者

 
※２０１４年、彼らはキリスト教徒の村を襲って１００人を殺害している。また、同じ年に学生

寮を襲撃して女子生徒２４０人を拉致し、翌年には少女を使って自爆テロを行っている。２０１

５年にはバガ郊外の多国籍軍基地を奪取し、２０００人もの住民を大量に虐殺している。

 
 
 



ダーナ神族の一族〜ディオニュソス、デニエン人、猿田彦、契丹、デーン人、鬼、酒呑
童子、ハーバード大学、ジョージ・ワシントン大統領、アメリカ連合国、統一イタリア
王国、カナダ、ニュージーランド、阿含宗

・司神タナトス/冥府の王ハデス（２万年前）
・魔犬ケルベロス（２万年前）

・悪鬼ケール（２万年前）

・復讐の女神エリニュス（２万年前）

 
※「最終戦争ラグナロク」が発生すると、一部ダニ族は、島の北半分が氷河の下に眠っていたブ

リテン島南部に移住して「司神タナトス」を称し、「魔犬ケルベロス」「悪鬼ケール」「復讐の

女神エリニュス」を生んだ。司神タナトスは、先住者ハデス、プルートー、ペルセポネ、ヘカテ

らを配下に置き、冥府の王ハデスを名乗った。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
「ネアンデルタールが切断して焼いた骨がフランス・シャラント県で発掘される」（ＢＣ７千年

）

 
「ネアンデルタールが３６人の子女を食べた痕跡がドイツ・バンベルク洞窟で発掘される」（Ｂ

Ｃ６千年）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 

ダーナ神族（１万年前）

ディネ族（１万年前）※画像なし

 



※バベルの塔の図

 
※司神タナトスは、大地殻変動後のヨーロッパと北アメリカ大陸を支配していた。彼らはヨーロ

ッパでは「ダーナ神族」、アメリカでは「ディネ」を称した。ディネとダーナの名の由来はデ

ィオーネーである。ディオーネー＝ディオニュ＝ディネとなり、ディオーネー＝デオーネ＝ダー

ナとなる。

ダーナ神族はイングランドとヨーロッパを掌握していたが、アイルランド、スコットランドには

科学の種族エラド、マハラエル、トバルカインが住んでいた。比類なき科学を誇ってはいても、

科学の種族も人間である。つまり、心がある。ダーナ神族は彼らの心を傷つけることを考えた。

科学の種族が共存しているアイルランド人、スコットランド人を邪教の信者として確保すれば、

科学の種族にイヤガラセができる。そうすれば、悪者扱いして退けたり、強い罪悪感を植えつけ

て科学の種族の操作も可能となる。ダーナ神族はそう考えた。

これにより、「トロイア戦争」「マー・トゥーレスの戦い」が起きた。トロイア戦争は現アイル

ランド北部のデリーで起き、マー・トゥーレスの戦いは現フランスのツールで起きた。科学の種

族に敗北したダーナ神族は、ヨーロッパからメソポタミアに移り、現人民を支配するためにバベ

ルの塔を建設させた。

 

ディオニュソス（ＢＣ５千年）

 
※科学の種族トバルカインの核攻撃でバベルの塔とバビロニア全域が壊滅し、荒廃すると、ダー



ナ神族は現サハラ砂漠（当時は深緑豊かな土地だった）に向かった。そこには科学の種族の国テ

ーバイ王国が存在した。この時に「ディオニュソス」が生まれた。

バベルの塔時代、スーサに根城があったダーナ神族は、ディオーネーとスーサを組み合わせた。

ディオーネー＋スーサ＝ディオネスーサ＝ディオニュソスとなる。ディオニュソスはぶどうの木

を盗み、テーバイ王国のぶどう栽培技術とワイン製造技術を権益化し、法整備も行った。この

ため、テーバイ王国はディオニュソスの許可なしにぶどうを栽培し、ワインを作ることができな

くなった。

一方、ディオニュソスは邪教を作り、多くの女性信者を集めた。これは現代で言うところのフェ

ミニズム、性差別反対であり、目的は家族の破壊である。女たちをディオニュソスに取られた男

たち（幼子、息子、夫、父）は困惑した。そして、これに異議を唱えると家族の女性に殺害され

、信者の集団に八つ裂きにされた。

ソドムとゴモラの時、テーバイ王国は大量の核兵器により壊滅し、サハラ砂漠と化したが、この

時にディオニュソスと邪教も一時的に消滅した。しかし、生き残った残党が再度、インダス流域

に移った第二テーバイ王国にも出現した。これが「ディオニュソスは二度生まれた」という説話

の真意である。

テーバイ王国は古代ギリシアにはなかった。テーバイ王国とは、サハラ砂漠とインダス流域に存

在した、科学の種族トバルカイン（善神デーヴァ）の国である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 

・デニエン人（ＢＣ１２世紀）

・シェルデン人（ＢＣ１２世紀）

 
※ディネ族はアラスカを発つと、北極圏を通過して大西洋側に出、アイスランド、アイルランド

を経由して地中海に帰還した。ディネ族はイタリア半島に上陸し、「ティニア」という神を祀

った。ティニアの名の由来はディネである。ディネ＝ディニア＝ティニアとなる。サルディーニ

ャ島に拠点を得た彼らはデニエン人、シェルデン人を称した。デニエン人は、シェルデン人と共

に悪の「海の民」として地中海を荒らした。

 
・ムワタリ１世（生没年不詳）　ヒッタイト王　在位不明ＢＣ１４３０頃



・アルヌワンダ１世（？〜ＢＣ１３７５）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１４００〜ＢＣ１３７５

・トゥドハリヤ２世（？〜ＢＣ１３５５）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１３７５〜ＢＣ１３５５

・ハットゥシリ２世（生没年不詳）　ヒッタイト王　在位不明

・トゥドハリヤ３世（？〜ＢＣ１３４４）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１３６０〜ＢＣ１３４４

・シュッピルリウマ１世（？〜ＢＣ１３２２）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１３４４〜ＢＣ１３２

２

・ムルシリ２世（？〜ＢＣ１２９５）　在位ＢＣ１３２１〜ＢＣ１２９５

・ムワタリ２世（？〜ＢＣ１２７２）　在位ＢＣ１２９５〜ＢＣ１２７２

・ムルシリ３世（？〜ＢＣ１２６７）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１２７２〜ＢＣ１２６７

・クルンタ（生没年不詳）　ヒッタイト王　在位不明

・シュッピルリウマ２世（？〜ＢＣ１１７８）　ヒッタイト王　在位ＢＣ１２０７〜ＢＣ１１７

８

 
※デニエン人はヒッタイト帝国の王位を簒奪し、正統なヒッタイトの系譜と対立しながら何度

かヒッタイト王の座に就いている。シュッピルリウマ２世の治世に、王は家族である海の民（デ

ニエン人、シェルデン人）を導きいれ、ヒッタイト帝国を滅ぼした。シュッピルリウマ２世は内

から、デニエン人は外からヒッタイト帝国を攻撃した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
■スキタイ人の王

 
ザントス（？〜？）　テーバイ第１６代王　在位ＢＣ１１２６〜１０８９頃

鬻熊（？〜？）　初代楚王　在位１０９９〜１０５０

 
成王（？〜ＢＣ６２６）　楚王　在位ＢＣ６７１〜ＢＣ６２６

プロトテュエス（ＢＣ７世紀）　スキタイ王

 
武王（？〜ＢＣ６９０）　第２１代楚王　在位ＢＣ７４１〜ＢＣ６９０

スパルガペイテス（ＢＣ７世紀）　スキタイ王

 
共王（ＢＣ６００〜ＢＣ５６０）　第２７代楚王　在位ＢＣ５９１〜ＢＣ５６０

イダンテュルソス（ＢＣ６世紀）　スキタイ王

 
恵王（？〜ＢＣ４３２）　第３４代楚王　在位ＢＣ４８９〜ＢＣ４３２

アリアペイテス（ＢＣ５世紀）　スキタイ王

 



簡王（？〜ＢＣ４０８）　第３５代楚王　在位ＢＣ４３１〜ＢＣ４０８

スキュレス（ＢＣ５世紀）　スキタイ王

 
※デニエン人（シェルデン人）は、ギリシアのテーバイとメッシニアに拠点を築いた。テーバイ

人がスキタイ人となり、メッシニア人がマッサゲタイ人となった。スキタイの由来はアッティカ

とボイオーティアの組み合わせである。アッティカ＋ボイオーティア＝ティカティア＝シカティ

ア＝スキタイとなる。そして、マッサゲタイの由来はメッシニアとスキタイの組み合わせである

。メッシニア＋スキタイ＝メッシキタイ＝マッサゲタイとなる。

また、スキタイ人は長江流域に国家を築いていた。楚（シュ）である。楚（シュ）の由来はスキ

タイである。スキタイ＝シュキタイ＝楚（しゅ）となる。楚王はスキタイ人の王を兼ねていた。

歴史ではスキタイ人が喰人を行っていたとされているが、タナトス一族の血を引いているならそ

れも合点がいく。マッサゲタイ人も喰人を行っていたとされている。彼らは、非常な高齢に達し

た者を殺して煮て食べたという。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 

猿田彦（ＢＣ９４５）

 
※「アメン神官団の大航海時代」の東方組に参加したシェルデン人はモレヤ族と共に日本に上陸

した。モレヤ族は諏訪国に移住して現地人の混合し、「守屋氏」を称して「洩矢信仰」を興した

。シェルデン人は伊勢国に赴いて「五十鈴川」を拠点に「猿田彦」を称した。シェルデン＝シェ

ルテ＝猿田となり、イシス＝イシズ＝五十鈴となる。

 
田和（？〜ＢＣ３８５）　田斉初代王　在位ＢＣ３８６〜ＢＣ３８５

悼王（？〜ＢＣ３８１）　第３７代楚王　在位ＢＣ４０２〜ＢＣ３８１



 
田横（？〜ＢＣ２０２）　田斉第１６代王　在位ＢＣ２０３〜ＢＣ２０２※最後の王

懐王（？〜ＢＣ２０６）　第４８代楚王　在位ＢＣ２０８〜ＢＣ２０６※最後の王

 
※猿田彦は日本から中国に渡り、田和として斉を簒奪し初代王に即位した。また、楚王悼王も演

じた。田（ティエン）の由来はデニエンである。彼らは春秋戦国時代に打って出た。しかしＢＣ

２８４年、中国人に嫌われていた田氏は、燕・秦・趙・魏・韓の連合軍により大敗を喫する。
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ヴィリアトス（？〜ＢＣ１３９）　ルシタニア首長

 
※楚、田斉が滅ぶと、王族は地中海に帰還し、イベリア半島に入植した。この時にルシタニア人

が生まれた。ルシタニアの由来はサテュロスとデニエンの組み合わせである。サテュロス＋デニ

エン＝ロスデニエン＝ルシタニアとなる。ルシタニア戦争（ＢＣ１５５〜ＢＣ１３９）でローマ

に対して蜂起するも、イベリア半島が属領と化すと、ルシタニア人はイベリア半島を脱出する。

 

ミシャグチ（ＢＣ１３９）

 
※日本に帰還したルシタニア人は守屋氏がいる諏訪国に移り、「洩矢神」「建御名方神」を簒奪

して自身の神である「ミシャグチ」を祀った。ミシャグチの名の由来はマッサゲタイである。マ

ッサゲタイ＝マサゲチャイ＝ミシャグチとなる。その後、諏訪氏が「中先代の乱」を起こすと、

ミシャグチは諏訪国を出て日本各地に移り、「溝口氏」を称した。溝口の名の由来はミシャグチ

である。この系統からは映画監督溝口健二が輩出されている。

 
高階師尚（８６４〜９１６）　信濃守

 
※９３９年の天慶の乱などの発生によって地方武士が台頭を始めると、一部ミシャグチは諏訪国

を発ち、インドを目指した。日本人の顔をした彼らはヒンドゥー教・シヴァ派を学び、「シャ

クティ派」を形成した。シャクティの名の由来はマッサゲタイ、或いはスキタイである。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
■伝説のガーナ王国の王

 
段日陸眷（生没年不詳）　初代大人　在位不明

段乞珍（生没年不詳）　第２代大人　在位不明

段務勿塵（？〜３１１）　第３代大人　在位？〜３１１

段疾陸眷（？〜３１８）　第４代大人　在位３１１〜３１８

段渉復辰（？〜３１８）　第５代大人　在位３１８

段末波（？〜３２５）　第６代大人　在位３１８〜３２５

段牙（生没年不詳）　第７代大人　在位３２５〜？

段遼（？〜３３８）　第８代大人　在位？〜３３８

段蘭（生没年不詳）　第９代大人　在位３３８〜？

段龕（？〜３５７）　第５代大人　在位？〜３５７

 
※諏訪でミシャグチを祀るルシタニア人はモンゴルで段部（ドゥアン）を生んだ。同時に、段部

は西アフリカに入植すると「ダン族」を称した。ガーナ王の系譜は不明だとされているが、段部

の大人がガーナ王国の王を兼任していたと考えられる。一方、黒人ダン族は人喰いとして有名だ

った。

 
・ガーナパトヤ派（４世紀頃）

・ジャラワ族（４世紀頃）

 
※段部（黒人ダン族）は、アンダマン諸島にカニバリスムを伝えた。この時にジャラワ族が生ま

れた。ジャラワの名の由来はニジェールである。ニジェール＝ニジェラワ＝ジャラワとなる。

更に、インド本土に足を伸ばし、ヒンドゥー教・シヴァ派に接触した。彼らは、「ガーナパト

ヤ派」を形成した。ガーナパトヤの名の由来はガーナとシヴァの妻パールヴァティーの組み合わ

せである。ガーナ＋パールヴァティー＝ガーナヴァティー＝ガーナパトヤとなる。 
 



求那跋陀羅（３９４〜４６８）

 
※段部（黒人ダン族）は、インドを北上して西域に入った。彼らは大宛を目指した。段部（黒人

ダン族）は、大宛の別称「フェルガーナ」の名を生んだ。フェルガーナの名の由来はバアルとガ

ーナの組み合わせである。西アフリカから来た鬼は、ガーナ王国の威光を借りんとガーナの名を

持ち出した。バアル＋ガーナ＝バアルガーナ＝フェルガーナとなる。

一方、段部（黒人ダン族）は大宛に「求那氏（グーナ）」を生んだ。求那の名の由来はガーナで

ある。大宛に集合したタナトスの末裔たちは、ＡＤ６世紀頃に仏教を用いてアジアを征服する計

画を立てた。求那氏からは、求那跋摩、求那跋陀羅が出て「菩薩善戒経」「雑阿含」などを著

した。求那氏は仏教経典を著しながら、インド洋に出て人間狩りを行い、人肉を食べていた。

 

カナク族（４世紀頃）

 
※現ミンダナオ島に上陸した段部（黒人ダン族）はニューカレドニアに赴いて人食い人種として

知られる「カナク族」を生んだ。カナクの由来はガーナキ（ガーナの人）である。ミンダナオの

名の由来はアンダマンとダナーンの組み合わせである。アンダマン＋ダナーン＝マンダナーン＝



ミンダナオとなる。この時、アフリカ各地と同様にフィリピンにもカニバリズムが伝えられた。

現在でも、カニバリスムに根ざした犯罪が時折フィリピンで発覚している。

 

サアロア族（４世紀頃）

 
※段部（黒人ダン族）はミンダナオの次に台湾に上陸した。この時にサアロア族が生まれた。サ

アロアの名の由来はジャラワである。ジャラワ＝サアラワ＝サアロアとなる。サアロア族には首

狩りの風習があった。

 

チャルーア族（４世紀頃）

 
※太平洋を越えた段部（黒人ダン族）は南アメリカに上陸した。この時にチャルーア族が生ま

れた。チャルーアの名の由来はサアロアである。サアロア＝チャロア＝チャルーアとなる。チ

ャルーア族は喰人行為を行っていた。
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■鬼の正体（契丹王）

 
・何辰（生没年不詳）　契丹首長　在位４７０頃

・勿于（生没年不詳）　契丹首長　在位４７９頃

 
多彌可汗（生没年不詳）　契丹首長　在位５８５頃

フグレイク（？〜？）　デンマーク王　在位５１５頃

 
・咄羅（？〜６２７）　契丹王　在位６１９〜６２７

・摩会（？〜６４４）　契丹王　在位６２７〜６４４

・窟哥（？〜６５８）　契丹王　在位６４４〜６５８

・阿不固（？〜６６０）　契丹王　在位６５３〜６６０

・李盡忠（？〜６９６）　契丹王　在位６７５〜６９６

・孫萬榮（？〜６９７）　契丹王　在位６９６〜６９７

 
李失活（？〜７１８）　契丹王　在位６９７〜７１８

アンガンチュール（？〜７１０）　デンマーク王　在位７１０

 
・李娑固（？〜７２０）　契丹王　在位７１８〜７２０

・李鬱干（？〜７２４）　契丹王　在位７２０〜７２４

・李吐干（？〜７２５）　契丹王　在位７２２〜７２５

・李邵固（？〜７３０）　契丹王　在位７２５〜７３０

 
・屈列（？〜７３４）　契丹王　在位７３０〜７３４

・過折（？〜７３５）　契丹王　在位７３５

・李懷節（？〜７４５）　契丹王　在位７３５〜７４５

・楷落（？〜７８８）　契丹王　在位７４６〜７８８

 
蘇可汗（？〜７９４）　契丹王　在位７８８〜８００

シーフレズ（？〜７９０）　デンマーク王　在位７７０〜７９０

 
・巴刺可汗（？〜８２０）　契丹王　在位８００〜８２０

・昭古可汗（？〜８４２）　契丹王　在位８２０〜８４２

・屈戌（？〜８６０）　契丹王　在位８４２〜８６０

・習爾（？〜８８２）　契丹王　在位８６０〜８８２

・欽德（？〜９０６）　契丹王　在位８８２〜９０６

 



※イフェ王国の神官は「オニ」と呼ばれたが、この「オニ」の地位を持つ黒人ダン族が日本に上

陸した。日本人を狩って食べていた黒人ダン族は「イフェの神官」を意味する「オニ」を自称し

たため、日本人に「鬼」と呼ばれた。阿用、大江山など鬼の巣として知られる地名はナイジェリ

アの地名「オヨ」から来ている。じつは、この日本人を食べる「鬼」の正体は契丹の王族だった

。

契丹（キタイ）の由来はスキタイである。契丹の王族はモンゴルとバルト海を往来し、デンマー

クの王族としてデンマークを治めていた。デンマークの王族はデーン人である。デーンの由来は

ダンである。そして、デンマークの由来はダンとモレクの組み合わせである。ダン＋モレク＝ダ

ンモレク＝デンマークとなる。

山奥などに村を作って拠点としていた契丹は、里に降りて子女を誘拐し、食べたり、後継者を得

るために子を生ませていた。というわけで、鬼が人間を食べたり拉致する説話が「出雲国風土記

」「日本霊異記」「今昔物語」「伊勢物語」などに数多く残されている。日本各地に残る鬼の伝

説から、平安時代を訪れた契丹（人喰い人種「黒人ダン族」）の生活を垣間見ることができる。

鬼の子として生まれた「小綱」の話は有名だが、成人した彼は人を食べたくなったので自殺した

と言われている。

 

鮮質可汗（？〜８８２）　契丹王　在位８６０〜８８２

ハーフダン（？〜８７７）　デンマーク王　在位８７１〜８７７

 
※８４０年にウイグル王国が滅亡すると、黒人ダン族は正統なウイグル人、ナイマン人と共にモ

ンゴルを後にし、北極海ルートを辿ってバルト海に現れた。黒人ダン族はここに「デーン人」を

称した。また、ウイグル人は「ヴァイキング」を称し、ナイマン人は「ノルマン人」と呼ばれた

。ヴァイキング時代の幕開けである。それぞれの名前の由来は不明とされ、全員が一緒くたにさ

れることもあるが、実際にはヴァイキングやノルマン人は、ウソつきで非情なデーン人を忌み

嫌い、別行動を取り、またあからさまに対立することがあった。

デーン人がダブリンに侵攻した際には「黒い異邦人」と呼ばれている。しかし、モンゴル人に混

合しつつ、黒人ダン族の面影を残したデーン人が、ヨーロッパ人から「黒い異邦人」と呼ばれた

としてもおかしくはない。



 
ハーデクヌーズ１世（？〜９４０）　デンマーク王　在位９３６〜９４０

耶律堯骨（９０２〜９４７）　契丹第２代皇帝　在位９２７〜９４７

段思平（８９４〜９４４）　大理国初代王　在位９３７〜９４４

 
※この当時のダーナ神族はデンマーク、契丹、大理を支配していた。

 

ゴーム老王（９０８〜９５８）　デンマーク王　在位９３６〜９５８

段思良（？〜９５１）　大理国第３代王　在位９４５〜９５１※画像なし

耶律阮（９１９〜９５１）　契丹第３代皇帝　在位９４７〜９５１※画像なし

 
※フランク王国の王座を狙っていたデーン人の首領ビヨルンは、ヴァイキング・ノルマン人の連

合と対立していた。この時、残虐なデーン人の侵攻に困っていたシャルル２世がヴァイキングの

首領ヴィーラントにデーン人退治を要請した。

ヴァイキングに敗北したデーン人はフランク王国征服を断念し、イングランドに移った。これ

以降、デーン人は大陸に出没することはなくなったが、イースト・アングリアに足場を得ると、

現ヨークシャーを拠点にスコットランドとの境からロンドン近辺にまで至る広大な植民地を得た

。デーンローである。

黒人、日本人、モンゴル人の特徴を持つデーン人はイギリス人と混合し、金髪・碧眼の白人の容

貌を得た。しかし、ウェセックス王国のアルフレッド大王がデーンローを侵食しながら領土を拡

大すると、ＡＤ９１０年、デーンローはウェセックス王国に飲み込まれて消滅した。

 



ハーラル１世（９２５〜９８５）　デンマーク王　在位９５８〜９８５

段素順（？〜９８６）　大理国第５代王　在位９６９〜９８６※画像なし

先皇帝（９２４〜９７９）　丁朝初代ベトナム皇帝　在位９６６〜９７６※画像なし

耶律璟（９３１〜９６９）　契丹第４代皇帝　在位９５１〜９６９※画像なし

耶律賢（９４８〜９８２）　契丹第５代皇帝　在位９６９〜９８２※画像なし

 
※この当時のダーナ神族は、デンマーク王国、大理国（雲南）、ベトナム帝国、契丹（モンゴル

）に渡る広範囲を支配していた。

 

ハーラル２世（９８９〜１０１８）　在位１０１４〜１０１８

段素廉（？〜１０２２）　大理国第７代王　在位１００９〜１０２２※画像なし

廃帝（９７４〜１００１）　丁朝第２代ベトナム皇帝　在位９７９〜９８０※画像なし

ラージャラージャ・チョーラ１世（９４７〜１０１４）　チョーラ朝第９代王　在位９８５〜１

０１４

酒呑童子（？〜？）

 
※デーンローを失ったデーン人は、イングランドを後にした。彼らは日本を目指し、紅海、イン



ド洋を越えてベトナムに上陸した（一部は、アフリカ大陸周航ルートとシルクロードを経由して

日本に帰還した）。彼らは「鬼」を復活させた。「酒呑童子」の誕生である。アフリカ周航ルー

トを採った人々は「酒呑童子」「茨木童子」「葛城童子」「八瀬童子」を称し、シルクロード組

は「熊童子」を称した。酒呑の名の由来はサクソンとブリテンの組み合わせで、茨木の名の由来

はイベリア人、葛城の名の由来はカスティーリャで、八瀬の名の由来はヘスス（イエス）、そし

て熊の名の由来はクマン族である。

サクソン＋ブリテン＝サク（酒）＋テン（呑）＝酒呑（しゅてん）、イベリアキ（イベリア人）

＝イバラキ＝茨木、カスティーリャ＝カツリャ＝葛城、ヘスス＝ハチセ＝八瀬となる。つまり、

酒呑の名には、ウェセックス王国のアルフレッド大王にデーンローを奪われた悔しさが込められ

、残りの何は通過した土地の名を由来にしていることがわかる。

また、海路組と陸路組は連合して「星熊童子」「虎熊童子」「金熊童子」を儲けている。星熊の

名の由来はアッバースとクマンの組み合わせ、虎熊の名の由来はトルコとクマンの組み合わせ、

金熊の名の由来はガーナとクマンの組み合わせである。海路組が通過して印象的だった土地（ア

ッバース朝、セルジューク・トルコ帝国、ガーナ王国）とクマンの名が組み合わせられているの

がわかる。

 

ダンカン１世（１００１〜１０４０）　ダンケルド朝スコットランド王　在位１０３４〜１０４

０

段素真（？〜１０４１）　大理国第９代王　在位１０２６〜１０４１※画像なし

 
※ダーナ神族は、新たにスコットランドを植民地に加えた。奈良時代・平安時代前期に鬼として

日本人を震え上がらせたデーン人は、ヴァイキング時代を挟み、再度、日本に返り咲いて鬼の世

を謳歌していた。しかし、酒呑童子が渡辺綱（９５３〜１０２５）に成敗されると、それを機に

童子一行は日本を逃げ出して、はるばるブリテン島にまで帰還した。

時期的には１０００年前後のことと考えられる。イングランドではなく、スコットランドに拠点

を構えた彼らはマルカム２世の子息に接近し、マルカム２世の孫を称した。これが「ダンケル

ド家」の祖ダンカン１世である。ダンケルドの名の由来はデーンとカレドニアの組み合わせで

ある。デーン＋カレドニア＝デンカレド＝ダンケルドとなる。



 

スヴェン２世エストリズセン（？〜１０７４）　デンマーク王　在位１０４７〜１０７４

段思廉（？〜１０７５）　大理国第１０代王　在位１０４４〜１０７５※画像なし

ラーマーヌジャ（１０１７〜１１３７）　ラーマーヌジャ派教祖※画像なし

 

エーリク３世（１０９０〜１１３７）　デンマーク王　在位１１３４〜１１３７

耶律大石（１０８７〜１１４３）　西遼初代王　在位１１２４〜１１４３ ※画像なし
 
クヌーズ５世（１１２９〜１１５７）　デンマーク王　在位１１４６〜１１５７

耶律夷列（？〜１１６３）　西遼第２代王　在位１１５１〜１１６３

 

アレクサンダー３世（１２４１〜１２８６）　ダンケルド朝スコットランド王　在位１２４９〜

１２８６※最後の王

段祥興（？〜１２５１）　大理国第２１代王　在位１２３８〜１２５１※画像なし



段興智（？〜１２５３）　大理国第２２代王　在位１２５１〜１２５３※画像なし、最後の王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 

ロバート１世（１２７４〜１３２９）　ブルース朝スコットランド王　在位１３０６〜１３２９

ラドゥ・ネグル（１２６９〜１３１０）　初代ワラキア公　在位１２９０〜１３１０

 
※ダーナ神族は新たにワラキアを植民地に加えた。

 

デビッド２世（１３２４〜１３７１）　ブルース朝スコットランド王　在位１３２９〜１３７１

※最後の王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
ラドゥ・ネグルの子

 
・ダン１世（１３５４〜１３８６）　初代ダネスティ家ワラキア公　在位１３８３〜１３８６

・ヴラド１世（？〜１３９７）　第２代ダネスティ家ワラキア公　在位１３９４〜１３９７

 



ダン２世（？〜１４３２）　第３代ダネスティ家ワラキア公　在位１４２０〜１４３１

 

モイス（？〜１５３０）　ダネスティ家ワラキア公　在位１５２９〜１５３０※ダネスティ家最

後の公

 
※ダネスティ家はワラキア公の座を諦めるとイングランドに渡った。彼らはダンスターを称した

。ダンスターの由来はダネスティである。

 

ペーター（１５４７〜１５６９）　ドラクル家ワラキア公　在位１５５９〜１５６８

ロバート・ブラウン（１５５０〜１６３３）　会衆派教祖、ピルグリム・ファーザーズ

ジョン・グリーンウッド（１５５６〜１５９３）　清教徒分離派、ピルグリム・ファーザーズ



ヘンリー・バロウ（１５５０〜１５９３）　清教徒分離派、ピルグリム・ファーザーズ

 

※画像はピルグリム・ファーザーズの集い。ダネスティ家ヴラド１世の末裔ワラキア公ペーター

は２２歳で死んだことにしてワラキアを離れ、ブリテン島に移住した。彼は、ロバート・ブラウ

ンとして会衆派を指揮し、影武者を動員してピルグリム・ファーザーズを演じ、信者を率いてア

メリカに移住した。ピルグリム・ファーザーズはタナトスの一族なので、助けてくれたインディ

アンの恩を容易に仇で返した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
ロバート・ブラウンの９人の内の子

 

ヘンリー・ダンスター（１６０９〜１６５８）　ハーバード大学初代学長

ヴィットーリオ・アメデーオ１世（１５８７〜１６３７）　サヴォイア公※画像なし

 
※ヘンリー・ダンスターは、タナトス一族の子女に権威を与えるためだけにハーバードを設立し

たと考えられる。ハーバード設立の目的は、タナトス一族の発言力増大と影響力の拡大である。

ハーバード卒という権威を得たタナトス一族の子女は、エリートとして司法、議会、マスメデ

ィア、経済界に送り込まれ、影響力を誇った。また、ダンスターはサルディーニャ王国に進出し

、サヴォイア公の座を手中にした。ダンスター（ヴィットーリオ・アメデーオ１世）の家系から



アメリカ初代大統領ジョージ・ワシントンの一族、統一イタリア王家が輩出されている。

 

カルロ・エマヌエーレ２世（１６３４〜１６７５）　サヴォイア公※ヴィットーリオ・アメデー

オ１世の子

ジョン・ワシントン（１６３１〜１６７７）※画像なし

 

ヴィットーリオ・アメデーオ２世（１６６６〜１７３２）　初代サルデーニャ王　在位１７２０

〜１７３０

ローレンス・ワシントン（１６５９〜１６９８）　アグスティン・ワシントン父※画像なし

 
※サヴォイア公カルロ・エマヌエーレ２世の子である。

 

ヴィットーリオ・アメデーオ・ディ・サヴォイア（１６９９〜１７１５）



アグスティン・ワシントン（１６９４〜１７４３）　ローレンス・ワシントンの子※画像なし

 
※サルディーニャ王ヴィットーリオ・アメデーオ２世の子である。影武者のアグスティン・ワシ

ントンはジョージ・ワシントンを儲ける。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
第２代サルディーニャ王カルロ・エマヌエーレ３世の子

 

ヴィットーリオ・アメデーオ３世（１７２６〜１７９６）　第３代サルデーニャ王　在位１７７

３〜１７９６

ジョージ・ワシントン（１７３２〜１７９９）　アメリカ初代大統領

ルイージ・ヴィットーリオ・ディ・サヴォイア＝カリニャーノ（１７２１〜１７７８）※画像な

し

マルティネス・ド・パスカーリ（１７２７〜１７７４）　秘密結社マルティニスト会代表※画像

なし

 
※ワシントンの正体はサルデーニャ王アメデーオ３世であり、ローレンス・ワシントン（ヘ

ンリー・ダンスター）の孫。ワシントンはインディアン政策に関してインディアンの皆殺しを指

示した。これはタナトスの一族の証拠である。第２代アメリカ大統領以後は、みなベンジャミン

・フランクリンの子であり、ダヴィデの一族に属していた。

 
ベネデット（１７４１〜１８０８）　シャブレー公

ヴィットーリオ・アメデーオ２世・ディ・サヴォイア＝カリニャーノ（１７４３〜１７８０）　

第５代カリニャーノ公

ルイ・クロード・ド・サンマルタン（１７４３〜１８０３）　秘密結社マルティニスト会代表※

画像なし

 



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
第３代サルディーニャ王ヴィットーリオ・アメデーオ３世の子

 

ヴィットーリオ・エマヌエーレ１世（１７５９〜１８２４）　第５代サルデーニャ王　在位１８

０２〜１８２１

フィリッポ・ブオナローティ（１７６１〜１８３７）　カルボナリ会員

フランソワ・ノエル・バブーフ（１７６０〜１７９７）　秘密結社パンテオン・クラブ代表

 
※ヴィットーリオ・エマヌエーレ１世はサルディーニャ王でありながら、同時にブオナローティ

を演じ、秘密結社カルボナリを指揮していた。タナトスの組織は常にそうだが、カルボナリの指

揮者も、みな兄弟や甥で固められており、家族経営だった。

 

マリー・テレーズ（１７８３）　マリーア・テレーザの子※画像なし

George Washington Parke Custis（１７８１〜１８５７）　ジョージ・ワシントン孫
フランチェスコ１世（１７７７〜１８３０）　第２代両シチリア王　在位１８２５〜１８３０

 
※マリー・テレーズは第３代サルディーニャ王ヴィットーリオ・アメデーオ３世の孫である。敵

の目を欺くために女子として生まれたマリー・テレーズは早世したことにされ、男子に戻っ



てParke Custisとして育てられた。また、Parke Custisはフランチェスコ１世として両シチリア王
に即位した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
■秘密結社カルボナリ指揮者名簿（第３代サルディーニャ王ヴィットーリオ・アメデーオ３世の

子と孫）

 
・カルロ・エマヌエーレ４世（１７５１〜１８１９）　第４代サルディーニャ王

・マウリツィオ・ジュゼッペ・マリーア（１７６２〜１７９９）　モンフェッラート公※画像な

し

・カルロ・フェリーチェ（１７６５〜１８３１）　第６代サルディーニャ王

・ジュゼッペ・ベネデット（１７６６〜１８０２）　モリアーナ伯

 
※カルボナリの活動期間は１８０６年から１８３２年までである。カルボナリの首領の名は知ら

れていないが、ヴィットーリオ・アメデーオ３世の子と孫が指揮を務めていたと考えられる。マ

ウリツィオ・ジュゼッペ・マリーアは３７歳で死んだことにして、ジュゼッペ・ベネデットは３

６歳で死んだことにして潜伏し、カルボナリの指揮官として活動した。

 
・ルイ・アントワーヌ（１７７５〜１８４４）　マリー・テレーズ・ド・サルデーニュの子

・ソフィー（１７７６〜１７８３）　マリー・テレーズ・ド・サルデーニュの子

・シャルル・フェルディナン（１７７８〜１８２０）　マリー・テレーズ・ド・サルデーニュの

子

・マリー・テレーズ（１７８３）　マリー・テレーズ・ド・サルデーニュの子

・マリーア・アデライーデ（１７９４〜１８０２）　ヴィットーリオ・エマヌエーレ１世の子

・カルロ・エマヌエーレ（１７９６〜１７９９）　ヴィットーリオ・エマヌエーレ１世の子

 
※早世したことになっている男子は、カルボナリの活動に専念するために死んだことにして潜伏

していた。敵の目を欺くために女子として生まれたマリー・テレーズとソフィーは、早世したこ

とにしてカルボナリに参加していた。カルボナリ後期の指揮者は３歳で死んだはずのカルロ・エ

マヌアーレ（サルディーニャ王カルロ・アルベルト・ディ・サヴォイア）だった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
サルディーニャ王ヴィットーリオ・エマヌエーレ１世の子

 



カルロ・エマヌエーレ（１７９６〜１７９９）※画像なし

カルロ・アルベルト・ディ・サヴォイア（１７９８〜１８４９）　第７代サルデーニャ王　在位

１８３１〜１８４９

アントニオ・パニッツィ（１７９７〜１８７９）　大英博物館第６代館長、カルボナリ会員※画

像なし

ピエトロ・マロンチェッリ（１７９５〜１８４６）　カルボナリ会員※画像なし

フランクリン・ピアース（１８０４〜１８６９）　アメリカ第１４代大統領

ジュゼッペ・マッツィーニ（１８０５〜１８７２）　イタリア統一の三傑

 
※ピアースは、ワシントンの孫パーク・カーチスの４人の子の内の１人と考えられる。パーク

・カーチスの子は娘のメアリー・アナ以外は早世したとされているが、１人は死んだことにして

潜伏し、ピアースとして登場した。片手を胸に入れているのはフリーメイソン会員のアピールで

ある。

 

女子（１８００〜１８０１）※画像なし

メアリー・アナ・カーチス・リー（１８０７〜１８７３）　ロバート・Ｅ・リー妻

 



マリーア・テレーザ・ディ・サヴォイア（１８０３〜１８７９）　ヴィットーリオ・エマヌエー

レ１世の子※画像なし

ヘンリー・シーウェル（１８０７〜１８７９）　初代ニュージーランド首相

 

マリーア・クリスティーナ・ディ・サヴォイア（１８１２〜１８３６）　ヴィットーリオ・エマ

ヌエーレ１世の子※画像なし

ウィリアム・フォックス（１８１２〜１８９３）　第２代ニュージーランド首相

アルフレッド・ドーメット（１８１１〜１８８７）　第４代ニュージーランド首相

フレデリック・ウィテカー（１８１２〜１８９１）　第５代ニュージーランド首相

ダニエル・ポーレン（１８１３〜１８９６）　第９代ニュージーランド首相

ジョージ・グレイ（１８１２〜１８９８）　第１１代ニュージーランド首相

 



※ニュージーランドの由来は「新しいシェラント（デンマーク領の島）」だと考えられる。 つ
まり、ニュージーランドの統治者はデーン人の子孫であることを暗に告げている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
第２代両シチリア王フランチェスコ１世（George Washington Parke Custis）の子
 

フェルディナンド２世（１８１０〜１８５９）　第３代両シチリア王　在位１８３０〜１８５９

ロバート・Ｅ・リー（１８０７〜１８７０） 　南部連合軍総司令官
ジュゼッペ・ガリバルディ（１８０７〜１８８２）　イタリア統一の三傑

ナポレオン３世（１８０８〜１８７３）　フランス第二帝政初代皇帝

 
※フェルディナンド２世の影武者たちはアメリカ南部の支配を逃したが、イタリア、フランスを

掌中にしていた。

 



カルロ・フェルディナンド（１８１１〜１８６２）※画像なし

ジェファーソン・デイヴィス（１８０８〜１８８９）　アメリカ連合国初代大統領

カミッロ・カヴール（１８１０〜１８６１）　サルデーニャ王国・イタリア王国首相、イタリア

統一の三傑

 
※南軍ロバート・Ｅ・リーもジェファーソン・デイヴィスも、じつは死んだとされているはず

のパーク・カーチスの子の可能性がある。パーク・カーチスの頭の中には祖父ワシントンの栄光

の再興、そのためのアメリカ連合国創設があった。万全を帰すため、パーク・カーチスは子ども

たちを死んだことにして潜伏させ、反合衆国の思想を叩き込み、育てたのだろう。

しかし、南北戦争に敗北し、アメリカ連合国が滅亡すると、ピアースたちはアメリカを諦めてサ

ルデーニャ王国に渡り、イタリア統一の三傑に変身してイタリア王国統一を実現させている。カ

ルボナリ会員もみな、サルデーニャ家の人々など家族で構成されていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
サルディーニャ王カルロ・アルベルト・ディ・サヴォイアの子

 



ヴィットーリオ・エマヌエーレ２世（１８２０〜１８７８）　イタリア王国初代王　在位１８４

９〜１８６１

ヨハネ・ボスコ（１８１５〜１８８８）　サレジオ会教祖

ジョン・Ａ・マクドナルド（１８１５〜１８９１）　初代カナダ首相

 
※カナダの由来はクヌード（クヌード海上帝国の王）と考えられる。つまり、カナダの統治者

はデーン人の子孫であることを暗に告げている。

 

ヴィットーリオ・エマヌエーレ（１８５５〜？）　ジェノヴァ伯爵※画像なし

ロバート・ボーデン（１８５４〜１９３７）　第８代カナダ首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
イタリア王ウンベルト１世の子

 

ヴィットーリオ・エマヌエーレ３世（１８６９〜１９４７）　イタリア王国第３代王

リチャード・ベッドフォード・ベネット（１８７０〜１９４７）　第１５代カナダ首相

ウィリアム・ライアン・マッケンジー・キング（１８７４〜１９５０）　第１２、１４、１６代



カナダ首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
イタリア王ヴィットーリオ・エマヌエーレ３世の孫

 

ジョルジョ・カルヴィ・ディ・ベルゴーロ（１９２５）　イオランダ・マルゲリータ・ディ・

サヴォイアの子※画像なし

桐山靖雄（１９２１〜２０１６）　阿含宗管長

 
※そういえば教祖の桐山氏は、顔がなんとなく白人ぽい。

 

レミ（１９４２）　マリーア・フランチェスカ・ディ・サヴォイアの子※画像なし

ライオネル・ゲンドロン（１９４３）　カナダ・カトリック会議司教

 
※数十万のカナダ人カトリック信者を自由自在に操ることができる。カナダのラジコンマスター

。

 
 
 



アブラハムの一族〜シュメール文明、エフライム族、バアル、アフラマズダー、ゾロア
スター教、マケドニア王国、聖徳太子、ピサ共和国、奥州藤原氏、フランシスコ・ピ
サロ、ヴァーサ朝、フィンランド共和国

アベラム族（４万年前）

 
※ニューギニアの部族であるアベラム族は、エピアルテースとクリュメネーの合体部族である。

エピアルテース＋クリュメネー＝エピアリュメ＝アベラムとなる。その後、アベラム族はダニ族

に簒奪されたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
「シュメール人の大航海時代」（ＢＣ４０世紀）

 
※この「シュメール人の大航海時代」により、ダニ族が約１万年ぶりに海外に進出を果たした。

ニューギニアに寄ったシュメール人は、モニ族（メネストー）だけを招待したはずだが、モニ族

の中には、ダニ族（ペガサス）、カウレ族（クリュサオル）の神官が紛れ込んでいた（アベラム

族も参加していた）。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
■チムー王国の王（シュメール文明の首長）

 
・ポング・マッサ（？〜？）　チムー王国新王朝初代王　在位ＢＣ４０世紀

・パエス・マッサ（？〜？）　チムー王国新王朝第２代王　在位ＢＣ４０世紀

・オシャ（？〜？）　チムー王国新王朝第３代王　在位ＢＣ４０世紀

・イェム・ピサン（？〜？）　チムー王国新王朝第４代王　在位ＢＣ４０世紀

 
※名前をトラッキングすると、シュメール人はメソポタミアではなく、現ポメラニア〜ラップラ

ンド付近で生まれている。シュメールの由来はセム（サーミ人）とエウリュトス（アイルランド

の神エールまたは科学の種族エラド）の組み合わせである。セム＋エウリュトス＝セムエウリュ

＝シュメールとなる。フォモールも、ハム（ハミ族）とエウリュトス（科学の種族エラド）の組

み合わせで生まれた。

その後、シュメール人は「シュメール人の大航海時代」に乗って古代アンデスに入植し、「チム

ー王国」を築いた。このときに本格的にシュメール文明が育まれた。シュメール文明はバルト海

で生まれ、アンデス山脈で育まれたのだ。チムーの由来はセムである。

 
旧王朝の最後の王フェム・パエクは、チョトのニャム・パシヤエクの祭壇を盗もうとして彼を誘



惑したある美しい婦人の呪縛に陥った。この冒涜の行為が、３０日続く洪水と不作と飢えの年を

もたらした。神官たちはこの報復にフェムパエクの手を括って海に投げ込んだ。旧王朝が滅ん

だ後、チムーの征服が行われた。「アンデス文明（Ｌ・Ｇ・ルンブレラス著）」より

 
※北欧を発ったシュメール人が、地中海、紅海、インド洋を越えてニューギニアに立ち寄り、モ

ニ族（メネストー）を南米への旅路に誘うと、ダニ族やカウレ族がこそこそと隠れてこれに参加

した。これにより、ダニ族、カウレ族は古代ペルー〜古代チリ（ナスカ砂漠〜アタカマ砂漠）に

移住した。

ダニ族は、創造神アイ・アパエク崇拝、月の女神シ・アン崇拝の神官を装い、邪教によって大量

の弱者を確保し、数で圧倒する形でチムー王国の優れた指導者を上記の如く退けた。タナトス特

有の「敵が悪であれば殺しても良い」という手法が踏襲されているのが分かる。上記にリストア

ップした歴代チムー王は、人身御供を主催する邪教の神官も兼ねていただろう。

 
チムー人の間では、神殿への不敬と民法の違反は生き埋めにより罰された。盗賊を見つけるのに

助けてもらうため、月とオリオン座に生贄が捧げられた。犯人が捕まると、両親や兄弟たちも被

害者に引き渡され、処刑された。

呪医と妖術師の間には、はっきりした区別があった。前者は国家に養われ、薬草を使ってその職

業活動を行ったが、後者は蔑まれるか恐れられるかした。男女の妖術師が集まって人肉を食い、

性の乱交が行われた。「アンデス文明（Ｌ・Ｇ・ルンブレラス著）」より

 
※ダニ族神官は、人身御供を導入して優れた人々を公的に排除し、カニバリズムを持ち込むこ

とで、人類の美徳を廃した。男女の妖術師が集まって乱交とカニバリズムの饗宴に浸る部分は、

現在のディープステートがやっていることと全く変わらない。

 
主要な人物は籐の敷き床の上に仰向けに寝かされ、欠けた所がなかった。しかしその上に乗った

遺体は首を斬られ、手と首がなかった。第３の人物の頭蓋と長い骨はあとの二人の周りに散乱し

ていた。首を斬られた人物は明らかに中心の人物が埋葬されたとき、生贄に捧げられたもので

ある。「アンデス文明（Ｌ・Ｇ・ルンブレラス著）」より

 
※タナトスの一族にとって、人身御供とは公的に了承された敵の排除であるし、同時に、公的に

許可された、人肉を調達する最良の手段でもある。アンデスで生贄にされた少女のミイラが発見

されているが、一般的には、なぜそのような少女が生贄に処されたのかは不明だ。しかし彼女は

、「誰でも好きになるような人物」だったと考えられる。

「誰でも好きになるような人物」は存在する。全ての人類にとって、人生の中でそのような人物

に巡り合うことは至上の喜びだろう。タナトスはそのような人物を最も警戒・敵視する。なぜ

なら、そのような人物は説明が不要だからだ。目があれば、その人物が優れていることは誰にで



もわかるのだ（例え、言語を介しない赤ちゃんや犬でも）。そのような人物は、タナトスの僧侶

のように、見せかけの肩書きを掲げ、役に立たない能書きを垂れる必要も無い。それ故、タナト

スはそのような人物を危険視する。

そのような人物は、特に何もしなくとも、存在するだけでタナトスのウソを暴いてしまう。そ

して、誰も彼らの命令に耳を貸さなくなる。タナトスはそれを一番恐れている。発言力と城壁を

失うことを非常に恐れている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アブラム（ＢＣ３５世紀）

 
※聖書の人物アブラムは、現ペルーの古代アンデス山脈で生まれたと考えられる。アブラムの由

来はアベラムである。アブラムは、息子とされているイサクを神に捧げようとしたことから人身

御供の神官だったことがわかる。アブラムを長とする神官一族の拠点はアプリマック川流域にあ

った。アプリマックの由来はアベラムとリマック（リマの古名）の組み合わせである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

「サムエルの大航海時代」（ＢＣ３５世紀）

 
※ウソしかつかない、汚らわしいダニ族を嫌った優れた人々は、出羽国に住んでいた科学の種

族に、ダニ族の始末を嘆願した。科学の種族はこれを当然の如く承諾し、数千発の核兵器をダニ

族の領土にお見舞いした。そのため、ダニ族と共に大量の信者や彼らが簒奪した都市は砂漠と化

した（ナスカ砂漠など）。

「サムエルの大航海時代」を企画したシュメール人は出羽国を目指してペルーを脱出した。し

かし、サバイバルを遂げた一部ダニ族は、この船団にも忍び込んで出羽国にまでやってきた。シ



ュメール人がペルーから出羽国に移住したときにイスラエル王国の伝説が始まった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
エフライム族（ＢＣ３５世紀）

 
※尾張国を建て、「エフライム」と呼ばれたアブラムは、その後、カナン（夏時代の中国）に渡

った。エフライムの由来はアベラムである。アベラム＝アベライム＝エフライムとなる。この頃

にアブラムからイブラヒーム、アブラハムなどと呼ばれるようになったと考えられる。

尾張国は、シリアにあった都市国家エブラと同一だと考えられる。また、アフラマズダーの名は

まだ無かったが、尾張国はアフラマズダーと同義だったと考えられる。つまり、アフラマズダー

と対立していたダエーワとは、科学の種族トバルカインが住む出羽国のことである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

・稲妻の神バアル（ＢＣ３５世紀）

・勝利の女神アナト（ＢＣ３５世紀）※画像なし

 
※「モーゼスの大移動時代」に参加したエフライム族はカナン（夏時代の中国）に、バアルとア

ナトを生んだ。バアルの由来はエピアルテースであり、アナトの由来はＴＡＮＡＴＯＳ（タナ

トス）の反対ＳＯＴＡＮＡＴである。ＳＯＴＡＮＡＴ＝ＡＮＡＴ＝アナトとなる。バアルとアナ

トは常にセットであり、夫婦、或いは兄妹とされている。

 



・サルゴン（生没年不詳）　アッカド帝国初代王　在位ＢＣ２３３４〜ＢＣ２２７９

・シュ＝トゥルル（生没年不詳）　アッカド帝国最後の王　在位ＢＣ２１６８〜ＢＣ２１５４※

画像なし

 
※アッカド帝国はメソポタミアにあったとされているが、実際にはヤクート族の領域（東シベ

リア）に存在したと考えられる。アッカド＝ヤクート。アッカド王（ヤクート首長）には代々、

アブラハムの一族が即位した。

年代もＢＣ２４世紀に設定されているが、実際にはサウル朝・ソロモン朝（モンゴル）、ダヴィ

デ朝（チベット）が生まれたＢＣ３５世紀頃にアッカド帝国（ヤクートの国）は誕生し、イスラ

エル王国の王朝と隣り合わせていたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

・ブラフマン/梵天（ＢＣ３０世紀）
・アフラマズダー（ＢＣ３０世紀）※画像なし

・ゾロアスター（ＢＣ３０世紀）※画像なし

・ヴァイシュラヴァナ/毘沙門天（ＢＣ３０世紀）
 
※ＢＣ３０世紀に「黙示録アルマゲドン」が発生。大量の核兵器によってモンゴル〜チベットは



壊滅し、放射能によって砂漠化した。アルマゲドンを機に、エフライム族は古代イランに落ち延

びていた。当時のイランはズルヴァーンと呼ばれていたが、彼らはイランを「エフライムスタン

」と呼んだ。このエフライムスタンが、後に「アフラマズダー」へと変遷が加えられた。ブラフ

マンとアブラハムは同義であるが、ブラフマンはこのときに生まれた。

ディオーネーの一族であるため、ティールタンカラとは血筋が異なるが、このときに交流した

ため、影響を受けたようだ。その上でヴァイシュラヴァナの名が生まれた。ヴァイシュラヴァナ

の由来は２４のティールタンカラに属するヴァースプージャとズルヴァーンの組み合わせである

。ヴァースプージャ＋ズルヴァーン＝ヴァースルヴァーン＝ヴァースルヴァーナ＝ヴァイシュ

ラヴァナとなる。

一方、エフライム族はイランを「シュレースタン」とも呼んだ。シュレースタンの由来は２４

のティールタンカラに属するシュレーサーンサである。このシュレースタンはやがて変遷が加え

られ、「ゾロアスター」となる。

 

・クーベラ（ＢＣ１２世紀）※画像なし

・ラーヴァナ（ＢＣ１２世紀）

 
※ヴァイシュラヴァナはカブールを拠点にしていたため「クベーラ」と呼ばれた。また、ラーヴ

ァナと呼ばれ、アルバ・ロンガ王国（アラビア半島〜スリランカ）とラクシャサ（エジプトのヒ

クソス）を支配下に置いていた。ラーヴァナは、古代アラビア半島にあったローマ王国（ラーマ

王子）と戦い、敗北した。

 
・アラマ（生没年不詳）　ウラルトゥ初代王　在位ＢＣ８５８〜ＢＣ８４４

・ルサ１世（生没年不詳）　ウラルトゥ最後の王　在位ＢＣ７３５〜ＢＣ７１４

 
※「マハーバーラタ戦争」の後、アブラハムの一族はインド周辺から古代メソポタミアに移住し

、ウラルトゥ王国を築いた。ウラルトゥの由来はモンゴルの神々エルリクとテングリの組み合わ

せである。エルリク＋テングリ＝エルリテ＝ウラルトゥとなる。シュメール文明、アッカド帝国



の情報もこの時に初めてメソポタミアにもたらされた。

ウラルトゥ王国が滅ぶと、ウラルトゥ人はアドリア海に移住し、イリュリア王国とダルダニア王

国を築いた。イリュリアという名はエルリクに因み、もともとシベリア〜モンゴルのことを意味

していたと考えられる。イリュリア王国とダルダニア王国は名前は違えど同じ国である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー 
 
・Sirras（？〜ＢＣ３９０）　初代イリュリア王　在位ＢＣ４３７〜ＢＣ３９０
・バルディリス（ＢＣ４４８〜ＢＣ３５８）　第２代イリュリア王、ダルダニア王国初代王　在

位ＢＣ３９３〜ＢＣ３５８

 
※マケドニア王国にアレクサンドル大王が出現すると、マケドニア人はダルダニア王国を築き、

マケドニア王国を攻撃した。ダルダニアの由来はティールタンカラである。ティールタンカラ

＝ティールタン＝ダルダニアとなる。初代王バルディリスの名はペルディッカスと被っている

ため、同一人物と考えて良い。

 
・Gentius（？〜ＢＣ１６７）　イリュリア最後の王　在位ＢＣ１８１〜ＢＣ１６８
・天種子命

・大田田根子

 
※Gentiusと一族は、ローマ属領化を機にアドリア海を脱出した。彼らは種子島に移住した。彼
らは、「タナトスの子」を由来にタネコを称し、「種子」の漢字を当て字した。彼らは、その無

人島を「種子島」と命名した。また、同時に中臣氏の祖と呼ばれた「天種子命」が誕生した。

種子島を発ち、大和国に入植したイリュリア人は、大物主神を祀っていたタナトス一族と連合

し「大田田根子」を生んだ。大田田根子の名の由来はＯＴＡＮと種子の組み合わせである。ＯＴ

ＡＮ＋種子＝ＯＴＡ＋田根子＝大田田根子となる。

 
・国栖族（ＢＣ２世紀？）

・土蜘蛛（ＢＣ２世紀？）

 
※種子島から来たイリュリア人が「土蜘蛛」「国栖族（クズ）」を結成した。土蜘蛛の名の由来

はギリシャ語「ドグマ（組織）」である。ドグマに漢字「土蜘蛛（どぐも）」を当て字したも

のを、後世の人々が訓読みで「ツチクモ」と呼ぶようになった。国栖族（クズ）の名の由来はフ

ォキスだと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 



カンディク（生没年不詳）　アヴァール王国初代カガン　在位５５４〜５５９

蘇我稲目（５０６〜５７０）

 
※土蜘蛛と国栖族が日本武尊に打倒されると、彼らは日本を離れて故郷であるアドリア海に帰還

した。そこから内陸部に入り、パンノニアに根付いた彼らは「アヴァール人」を称した。アヴァ

ールの由来はアブラハムである。初代カガンのカンディクは蘇我稲目に変身し、早速、日本に戻

って拠点を得るべく動いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蘇我稲目の子

 
・蘇我堅塩媛（？〜？）

・蘇我馬子（５５１〜６２６）

・蘇我小姉君（？〜？）

 
※柔然（ローラン）がアヴァール王国を掌握すると、正統なアヴァール王カンディクはカティア

ナとジョアンの姉妹、その子供たちを率いてシルクロードを渡り、満州に辿り着き、日本に上陸

した。カティアナは「蘇我堅塩媛」を称し、ウーマックは「馬子」を称し、ジョアンナは「小

姉君」を称した。

カティアナは自身の名に堅塩（かたえん）と当て字し、ジョアンナは小姉（しょうあね）と当て

字した。蘇我堅塩媛は欽明天皇と結婚したが子供たちは欽明天皇の血を引いてはいない。額田部

皇女（アガタの当て字）を含めた全員がアヴァールからの連れ子である（つまり、白人の顔をし

ていた）。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蘇我堅塩媛の子

 



額田部皇女/推古天皇（５５４〜６２８）　第３３代天皇
 

橘豊日皇子/用明天皇（？〜５８７）　第３１代天皇
 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蘇我小姉君の子

 
・穴穂部間人皇女（？〜６２２）

・泊瀬部皇子/崇峻天皇（５５３〜５９２）　第３１代天皇
 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
穴穂部間人皇女の子

 

厩戸皇子/聖徳太子（５７４〜６２２）
 
※アンナは「穴穂部間人皇女」を称した。穴（あな）の名の由来はアンナであり、穂部（ほべ）

の名の由来はアヴァールである。穴穂部間人皇女は従兄弟の用明天皇（大兄皇子＝オーウェン）

と結婚している。ＡＤ６０４年には聖徳太子が「十七条憲法」を制定し、推古天皇と共に奈良時

代の日本に君臨した。故地から逃亡したアヴァール人の王統が、奈良時代の日本で、この世の春



を謳歌していたのだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
聖徳太子の子

 
山背大兄王（？〜６４３）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
山背大兄王の子（難波麻呂古王、麻呂古王、弓削王、甲可王、尾治王）

 
山背大兄王孫（？〜？）

パオロ・ルチオ・アナフェスト（？〜７１７）　ヴェネツィア共和国初代ドージェ　在位６９７

〜７１７

 
※ヴェネツィアの由来はウェネト族（ガリア人）、ウェネトの由来はアナト。アナト＝ウェネト

＝ウェネティ＝ヴェネツィアとなる。

 

安禄山（７０５〜７５７）　ソグド軍人※山背大兄王の孫？

ゴーパーラ１世（？〜７８０）　パーラ朝初代王　在位７５０〜７８０※画像なし

ナーガパタ１世（？〜７８０）　プラティパーラ朝初代王　在位７５０〜７８０※画像なし

ダンティドゥルガ（？〜７５６）　ラーシュトラクータ朝初代王　在位７３５〜７５６※画像な

し

クリシュナ１世（？〜７７４）　ラーシュトラクータ朝第２代王　在位７５６〜７７４※画像な

し

ゴーヴィンダ２世（？〜７８０）　ラーシュトラクータ朝第３代王　在位７７４〜７８０※画像

なし

テオダート・イパト（？〜７５５）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位７４２〜７５５※画像



なし

ガラ・ガウロ（？〜７５６）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位７５５〜７５６※画像なし

※蘇我入鹿はティールタンカラの一族の血を引いていたため、アブラハムの一族である山背大兄

王を襲撃した。山背大兄王は、蘇我入鹿に襲撃されて自害して果てたと言われているが、実際に

はインドに逃亡した可能性がある。山背大兄王は、兄弟の財王、日置王、白髪部王、長谷王、三

枝王、伊止志古王、麻呂古王と子息の難波麻呂古王、麻呂古王、弓削王、甲可王、尾治王を伴っ

て日本を脱出し、インドに移住した。

山背大兄王の孫と思われる安禄山は、ソグド人の軍人として唐に仕えていたが、反旗を翻した後

に成敗された。そのため、インドに移り、７５０年頃に「パーラ朝」「プラティハーラ朝」を開

いた。ゴーパーラ１世とナーガパタ１世は在位が同じであるため同一人物である。パーラの名の

由来はアヴァールであり、プラティハーラの名の由来は２４のティールタンカラに属するヴァル

ダマーナとパーラの組み合わせである。アヴァール＝アパール＝パーラとなり、ヴァルダマーナ

＋パーラ＝ヴァルダパーラ＝プラティハーラとなる。

更に、安禄山はラーシュトラクータ朝も開いたと考えられる。ラーシュトラクータの由来はツゥ

アラストラ（ゾロアスター）と百済（くだら）の組み合わせである。ツァラストラ＋クダラ＝ラ

ストラクダ＝ラーシュトラクータとなる。

 
アモーガヴァルシャ１世（８０１〜８７８）　ラーシュトラクータ朝第６代王　在位８１４〜８

７８

ボニファス１世（？〜８２３）　初代トスカーナ候、ピサ共和国元首　在位８１２〜８２３

オルソ１世（？〜８８１）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位８６４〜８８１

 
マヒーパーラ１世（？〜１０４３）　パーラ朝第１０代王　在位９９５〜１０４３

ヌリパ・カーマ（？〜１０４７）　ホイサラ朝初代王　在位１０２２〜１０４７

ドメニコ・フラバニコ（？〜１０４３）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１０３２〜１０４

３

安倍忠良（？〜？）　安倍頼時の父

 
※マヒーパーラ１世の時に、「ホイサラ朝」を開いている。ホイサラの由来はヴァイシュラヴァ

ナである。ヴァイシュラヴァナ＝ヴァイシュラ＝ホイサラとなる。また、蝦夷で安倍忠良を演じ

ているが、安倍の由来はアブラハムである。

 
ナヤパーラ（？〜１０５８）　パーラ朝第１１代王　在位１０４３〜１０５８

安倍頼時（？〜１０５７）　陸奥国奥六郡俘囚長

藤原経清（？〜１０６２）　陸奥国亘理郡豪族

 



クマーラパーラ（？〜１１２９）　パーラ朝第１６代王　在位１１２４〜１１２９※画像なし

藤原清衡（１０５６〜１１２８）　奥州藤原氏初代当主

コンラド（？〜？）　トスカーナ侯、ピサ共和国元首　在位１１２０〜１１２９※画像なし

ドメニコ・ミケーレ（？〜１１３０）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１１１７〜１１３０

 

ゴーパーラ３世（？〜１１４３）　パーラ朝第１７代王　在位１１２９〜１１４３※画像なし

ヴィシュヌヴァルダナ（？〜１１５２）　ホイサラ朝第５代王　在位１１１０〜１１５２

ドメニコ・モロシーニ（？〜１１５６）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１１４８〜１１５

６

藤原基衡（１１０５〜１１５７）　奥州藤原氏第２代当主

 

マダナパーラ（？〜１１６２）　パーラ朝第１８代王　在位１１４３〜１１６２※画像なし



藤原秀衡（１１２２〜１１８７）　奥州藤原氏第３代当主

ヴェルフ６世（１１１５〜１１９１）　トスカーナ候、ピサ共和国元首　在位１１５２〜１１６

２

 
ゴーヴィンダパーラ（？〜１１７４）　パーラ朝第１９代王　在位１１６２〜１１７４

藤原泰衡（１１５５〜１１８９）　奥州藤原氏第４代当主

源義円（１１５５〜１１８１）

ヴェルフ６世（１１１５〜１１９１）　トスカーナ候、ピサ共和国元首　在位１１６７〜１１７

３

ヴィタル２世（？〜１１７２）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１１５６〜１１７２

 

藤原国衡（？〜１１８９）

源義経（１１５９〜１１８９）　源義円同母兄弟

オリオ・マストロピエロ（？〜１１９２）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１１７８〜１１

９２

 
※謎が多い奥州藤原氏の正体はインド王であり、聖徳太子の末裔だった。そして、これまた謎が

多い源義経は、奥州藤原氏、藤原秀衡の子であった。そのため、義経は奥州に逃げたのだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

ツチ族（８２４頃）

 
※多禰国の廃止を機に、種子島に居住していたマケドニア人の子孫が種子島を発ってインド洋を

横断し、異邦の地アフリカ大陸に上陸した。まず、エチオピアに根城を得た彼らは、「ツチ族」

を称した。ツチの名の由来は種子（しゅし）である。シュシ＝チュチ＝ツチとなる。

 



海西女直（１１７０頃）

 
※イスラム教のヌビアへの侵入を機にアビシニアを出たツチ族は、２手に分かれて南東に移住

した。東方組は、満州にいる兄弟建州女直を頼って満州に移住した。アフリカ人の顔をした彼

らは、満州人と混合して「海西女直」を築いた。

彼らは、「ナラ」「ウラ」「ハダ」「ホイファ」「イエヘ」「エホ」の部族を海西女直の中に新

規に加えた。ナラの名の由来はポントスとガイアの子「ネーレウス」であり、ウラの名の由来は

ガイアの子「ウラヌス」であり、ハダの名の由来はクロノスの子「ハデス」であり、ホイファの

名の由来はウラヌスとガイアの子「ポイベー」であり、イエヘの名の由来はウラヌスとガイアの

子「イーアペトス」であり、エホの名の由来はウラヌスとガイアの子ヒュペリオーンの子「エー

オス」である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
リヴォニア帯剣騎士団（１２９２〜１２３７）

 
バッラーラ２世（？〜１２２０）　ホイサラ朝第７代王　在位１１７３〜１２２０

ウェンノ（？〜１２０９）　リヴォニア帯剣騎士団団長　任期１２０４〜１２０９

エンリコ・ダンドロ（？〜１２０５）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１１９２〜１２０５

 
ナラシンハ２世（？〜１２３８）　ホイサラ朝第８代王　在位１２２０〜１２３８

ヴォルクィン（？〜１２３６）　リヴォニア帯剣騎士団団長　任期１２０９〜１２３６

 
※リヴォニアの由来はヴァイシュラヴァナ、或いはラーヴァナである。ラーヴァナ＝ラーヴァニ

ア＝リヴォニアとなる。
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バッラーラ４世（？〜１３４６）　ホイサラ朝第１２代王　在位１３４２〜１３４６※最後の王

＆画像なし

バサラブ１世（？〜１３５２）　バサラブ家ワラキア公　在位１３１０〜１３５２

バルトロメオ・グラデニゴ（？〜１３４２）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１３３９〜１

３４２

アンドレア・ダンドロ（？〜１３５４）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１３４２〜１３５

４

 

ミカエル１世（？〜１４２０）　バサラブ家ワラキア公　在位１４１７〜１４２０

マソ・デグリ・アルビッジ（？〜１４１７）　フィレンツェ候　在位１３８２〜１４１７※画像

なし

ミケーレ・ステーノ（？〜１４１３）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１４００〜１４１３ 



トマッソ・マケニゴ（？〜１４２３）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１４１３〜１４２３

 
アレクサンドル１世（１３９７〜１４３６）　バサラブ家ワラキア公　在位１４３１〜１４３６

ヴラド２世（１３９５〜１４４７）　ドラクル家ワラキア公　在位１４３６〜１４４２

リナルド・デグリ・アルビッジ（１３７０〜１４４２）　フィレンツェ候　在位１４１７〜１４

３４

 
※バサラブの由来はヴァイシュラヴァナである。ヴァイシュラヴァナ＝ヴァイシュラヴァ＝バサ

ラブとなる。ヴラドの由来は２４のティールタンカラに属するヴァルダマーナである。
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ピエロ・ソデリーニ（１４５０〜１５２２）　フィレンツェ共和国トスカーナ候　在位１５０２

〜１５１２

アンドレア・グリッティ（１４５５〜１５３８）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１５２３

〜１５３８

ヨハン・クリスティエンソン・ヴァーサ（？〜？）　グスタフ１世祖父※画像なし

 



フランシスコ・ピサロ（１４７０〜１５４１）　コンキスタドール

エリク・ヨハンソン・ヴァーサ（１４７０〜１５２０）　グスタフ１世父

 

ラドゥー７世（１５００〜？）　ドラクル家ワラキア公　在位１５３５〜１５３６※画像なし

ゴンサロ・ピサロ（１５０２〜１５４８）　コンキスタドール

グスタフ１世（１４９６〜１５６０）　ヴァーサ朝初代スウェーデン王　在位１５２３〜１５６

０

 
※ピサロとヴァーサの名の由来はバサラブ、或いはヴァイシュラヴァナである。

 



カール９世（１５５０〜１６１１）　ヴァーサ朝第５代スウェーデン王　在位１５９９〜１６１

１

アントニオ・プリウリ（１５４８〜１６２３）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１６１８〜

１６２３

上杉景勝（１５５６〜１６２３）　米沢藩初代藩主

 

ジギスムント（１５６６〜１６３２）　ヴァーサ朝第４代スウェーデン王　在位１５９２〜１５

９９

フランチェスコ・エリッツィオ（１５６６〜１６４６）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１

６３１〜１６４６

加藤嘉明（１５６３〜１６３１）　陸奥会津藩初代藩主

 



ルドヴィコ・マニン（１７２５〜１８０２）　ヴェネツィア共和国ドージェ　在位１７８９〜１

７９７

松平容貞（１７２４〜１７５０）　会津松平家第４代

 

レオポルド２世（１７９７〜１８７０）　トスカーナ大公　在位１８２４〜１８５９

松平義建（１８００〜１８６２）　美濃高須藩第１０代藩主

土方隼人（？〜？）※画像なし
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松平義建の子

 



徳川慶勝（１８２４〜１８８３）　尾張藩１４代藩主※松平義建の子

日向内記（１８２６〜１８８５）　白虎隊隊長※画像なし

 

フェルディナンド４世（１８３５〜１９０８）　トスカーナ大公※レオポルド２世の子　在位１

８５９〜１８６０

松平容保（１８３６〜１８９３）　会津藩第９代藩主※松平義建の子

土方歳三（１８３５〜１８６９）　新撰組※土方隼人の子

近衛忠房（１８３８〜１８７３）　近衛家２８代当主

フレドリク・イデスタム（１８３８〜１９１６）　ノキア創業



 
※レオポルド２世は日本に進出し、土方隼人を称し、土方歳三を儲けた。土方は残酷な面を持っ

ていたが、それはタナトスの一族の証しだろう。土方の名の由来はヴィジゴート（西ゴート王国

）である。ヴィジゴートの地から来たことを示している。

 

近衛篤麿（１８６３〜１９０４）　※近衛忠房の子

松平義勇（１８５９〜１８９１）　美濃高須藩第１３代藩主、松平義建の子※画像なし

ペール・スヴィンヒュー（１８６１〜１９４４）　フィンランド第３代大統領
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松平容保の子

 

松平容大（１８６９〜１９１０）　会津松平家１１代陸奥斗南藩主

津軽英麿（１８７２〜１９１９）　※近衛忠房の子

カールロ・ユホ・ストールベリ（１８６５〜１９５２）　フィンランド初代大統領

ユホ・クスティ・パーシキヴィ（１８７０〜１９５６）　フィンランド第７代大統領

 



松平保男（１８７８〜１９４４）　会津松平家１２代目当主

ラウリ・クリスティアン・レランデル（１８８３〜１９４２）　フィンランド第２代大統領

松平慶民（１８８２〜１９４８）　松平慶民の子、初代宮内府長官※画像無し

 
※会津藩松平家はフィンランド共和国を築いた。フィンの由来はヴェネツィアだと考えられる。

日露戦争で日本（本願寺の帝国）が勝利（真の勝利ではないが）した時、フィンランド人が喜ん

だのはそのせいだろう。
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松平慶民の孫

 

松平永芳（１９１５〜２００５）　靖国神社第６代宮司

ヨハンネス・ヴィロライネン（１９１４〜２０００）　フィンランド第４４代首相

 
※松平永芳は、Ａ級戦犯の合祀を実施したことでしられている。
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松平容保の孫

  

松平保定（１９２６〜２０１１）　会津松平家１３代目当主※画像無し

マウノ・コイヴィスト（１９２３〜２０１７）　フィンランド第９代大統領

卜部亮吾（１９２４〜２００２）　昭和天皇侍従※画像無し

 

松平保久（１９５４）　会津松平家１４代当主、松平容保曾孫※画像無し

エスコ・アホ（１９５４）　第５８代フィンランド共和国首相、ノキア重役

 
 
 



預言者ナタンの一族〜ラピタ文化、ダン族、ソロモン王、ミディアン人、ストーンヘ
ンジ、アテーナイ王国、ヒクソス、アマルナ宗教改革、ケント王国、最澄、空海、源氏
・平氏、マフディー国家

「サムエルの大航海時代」（ＢＣ３５世紀）

 
※ウソしかつかない、汚らわしいダニ族を嫌った優れた人々は、出羽国に住んでいた科学の種

族に、ダニ族の始末を嘆願した。科学の種族はこれを当然の如く承諾し、数千発の核兵器をダニ

族の領土にお見舞いした。そのため、ダニ族と共に大量の信者や彼らが簒奪した都市は砂漠と化

した。

「サムエルの大航海時代」を企画したシュメール人は出羽国を目指してペルーを脱出した。し

かし、サバイバルを遂げた一部ダニ族は、この船団にも忍び込んで出羽国にまでやってきた。シ

ュメール人がペルーから出羽国に移住したときにイスラエル王国の伝説が始まった。
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・ダン族（ＢＣ３５世紀）

・能登半島（ＢＣ３５世紀）

 
※日本に到着後、ダニ族は単独で出羽国から「能登半島」に移住した。能登の名の由来はタナト

スである。タナトス＝タノトス＝能登となる。「聖書」に記されたダン族の国とは、ダニ族の

国「能登」のことである。シュメール人、サンガリオスの連合体である「サムソン」は能登に侵

攻し、ダン族が操る反自然の種族であるペリシテ人と何度と無く戦った。

このペリシテ人はベーシュタード王国のペリシテ人とは異なり、ポリュポーテースとパシトエー

のできそこないたちが生んだ反自然の種族である。メラネシアに居住していたペリシテ人は、イ

スラエル王国〜エジプト王国時代の日本（八代湾、伊勢、武蔵、出羽）に進出しては海賊行為を

働いていた。能登は「ノドの地」とも呼ばれた。
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※小牧野遺跡（青森県青森市）

 

※音江環状列石（北海道深川市）

 

※大湯環状列石（秋田県鹿角市）

 



※忍路環状列石（北海道小樽市）

 
※石を育てる魔法使いが最初に出現したのはＢＣ３５世紀頃の日本である。その魔法使いの正体

は能登からきたダン族だった。ダン族は宇宙人（科学の種族トバルカイン）が統治する出羽国の

勢力圏に侵入し、巨石信仰の信者を獲得し、宇宙人に対抗しようと画策していたようだ。いずれ

も石は小さい段階で放置されている。ストーンサークルの様式が完成するのはヨーロッパでのこ

とだ。
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・アシェル　アシアー＋ルハンガ（葦原中津国）

・イッサカル　イサク＋シェクレシュ（厳島）

・エフライム　アブラハム（尾張）

・ガド　ピクト（ピュグマエイ）（熊野国）

・シメオン　セム＋ディオーネー（志摩）

・ゼブルン　カゾオバ＋トバルカイン（ツバル諸島）

・ダン　タナトス（能登）

・ナフタリ　ナワトル（ノア＋タルタロス）（那覇）0
・ベニヤミン　ブヌン＋アミ＋イマナ（台湾）

・マナセ　メネストー（美濃）

・ユダ　エウドーラー（ユタ州）

・ルーベン　ルハンガ（中国/盤古）
・レビ　ルハンガ（中国/盤古）
 
※イスラエルの１３支族（レビ族含む）は、みな古代日本（イスラエル〜エジプト）、或いは古

代中国（カナン）で生まれた。上記は名前の由来である。
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卑南文化（台湾）

 

※フィジーのメンヒル

 

※グアムのメンヒル

 



※ダン族の太平洋拠点本場パラオのメンヒル

 
※パラオを本拠地としていたダン族は太平洋中の島々にも巨石文化を残した。小規模で中途半端

なものがインドやオーストラリアにも残されているが、日本、台湾、太平洋諸島、オーストラ

リア、インドの広範囲に渡って石を育てる魔法使いは、その勢力を誇っていたようだ。日本に築

かれた初期メンヒルと異なり、扱われる石が巨大化している。
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ファラオ（ＢＣ３５世紀）

 
※能登時代のダン族は、アンモン人（アンダマン諸島）、ペリシテ人（マハラエル＋メネストー

）など、反自然の種族に属する海賊を統治して太平洋をも制圧した。太平洋時代、ダン族はパラ

オ諸島に拠点を置いた。パラオの由来はマハラエルである。マハラエル＝ハラエ＝パラオとなる

。

当時の日本はイスラエル、またはエジプトと呼ばれた。オリジナル人類エスが統治する葦原中津

国と台湾（高天原）のロア族（ブリアレオース）が連合することでイスラエルが生まれ、トバル

イカインとティカル人が築いた十和田と葦原中津国が連合することでエジプトが生まれた。

エス＋ブリアレオース＝エスリアレ＝イスラエルとなり、エス＋トバルカイン＋ティカル＝エス

バティ＝エジプトとなる。エジプトの名の由来はアシアーとトバルカイン、ティカルの組み合わ



せである。アシアー＋トバルカイン＋ティカル＝アシバティ＝エジプトとなる。

パラオを出撃したダン族は、イスラエル〜エジプト（日本全土）にも頻繁に進撃し、日本を征服

すると暴力と欺瞞によって圧政を敷いた。全国の縄文人は、平気でウソをつく人喰い人種の支配

に苦しんだ。ダン族の王はパラオの首長を意味する「ファラオ」と呼ばれた。「聖書」に記さ

れた、ヨセフ（伊勢）やモーゼス（武蔵）の説話はこの縄文時代の日本に生まれた。

 

真理と正義の女神マアト（ＢＣ３５世紀）

 
※ティアマトが支配する大和国に首都を据えたファラオは、「真理と正義の女神マアト」を祀り

、大和人を統治した。マアトの名の由来はティアマトである。ティアマト＝ティアマアト＝マア

トとなる。ファラオはマアトを操り、エジプト（日本列島）における常識、道徳、秩序、裁判を

牛耳り、異分子を排除しながら縄文人の弱体化を謀った。これは、自分に都合が良い体制の構築

が目的である。つまり、権威を支配し、悪の代弁しかしない後続を育てることで、自在にウソを

つくことが出来る環境を得るのだ。

ファラオは、神の名の下に善良な民衆を大量に殺害した。勇気、思慮深さ、親切心を持つ人間を

悪と呼び習わし、有罪判決しか出さない裁判に召喚して死刑判決を下した。人間の美徳を否定し

続けたマアトは。実のところ、死神、鬼神である。

 
しかし、「真理と正義の女神」と銘打っていたため、マアトを弾劾・攻撃する者は、真理と正義

の敵ということで合法的に社会から抹殺された。
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サウル（ＢＣ３５世紀）　イスラエル初代王

 
※武蔵国の首長（モーゼス）は、縄文人たちを率いて夏時代の古代中国に移った。夏時代の中国

は「カナン」と呼ばれていた。「第一次北極海ルート」で古代中国に移住したカナンが、神

農（シェンノン）を生み、中国に夏（キア）を築いたのだ。そのため、夏はカナンとも呼ばれた

。

「モーゼスの大移動時代」に参加したカウレ族は、現モンゴルに入植して「サウル」となり、イ

スラエル初代王に即位した。サウルの由来はガラクサウラーである。ガラクサウラー＝サウラー

＝サウルとなる。サウルは優れたダヴィデ王を何度も亡き者にしようとした。
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ナタン（ＢＣ３５世紀）　預言者（※画像はダヴィデを責めるナタン）

 
※「モーゼスの大移動時代」に参加したダン族は、ナータ族と連合して「ナタン」を生んだ。ナ

タンの由来はナータとダンの組み合わせである。ナータ＋ダン＝ナーダン＝ナタンとなる。預言

者ナタンは、優れた王であるダヴィデを弱体化するため、常にダヴィデ王の身近に潜み、行動・

性癖を観察した。次に、ナタンは得られた情報を投入して、罪悪感を植えつけるため、ダヴィデ

に悪事を手引きした。罪悪感は強ければ強いほど良い。

ダヴィデの場合は、バト・シェバとの姦通とバト・シェバの夫ウリヤの殺害未遂である。これ

らは、すべてナタンが仕込んだ作り事である。つまり、虚構であるが、ダヴィデ王にとっては現



実でしかなかった。

植えつけた罪悪感を刺激することで、ナタンはダヴィデ王の内面を自在にコントロールした。ナ

タンは「罪悪感は人生の足枷」であることを知っていた。罪悪感が強ければ強いほど、その人物

は罪（作られた罪）を許してもらうために命令者の言うことは何でも聞くのだ。ダヴィデ王も、

できそこないでしかないナタンの言葉に耳を傾けざるを得なかった。
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ナタンの子

 

ソロモン　イスラエル第３代王

ツァドク（ＢＣ３５世紀）　祭司

ベナヤ（ＢＣ３５世紀）　ダヴィデ親衛隊

 
※ニューギニアの部族カウレ族（ガラクサウラー）とモニ族（メネストー）が、モンゴルに「ソ

ロモン朝」を築いた。ソロモンとモンゴルの由来はガラクサウラーとメネストーの組み合わせで

ある。ガラクサウラー＋メネストー＝サウラメネ＝ソロモンとなり、メネストー＋ガラクサウラ

ー＝メネガラ＝モンゴルとなる。つまり、「ソロモン」と「モンゴル」は同じものである。一方

、十和田の縄文人はチベットにダヴィデ朝を築いた。ダヴィデとトボット（チベット）の由来は

十和田である。

 



大宛/ミディアン（ＢＣ３５世紀）
 
※「モーゼスの大移動時代」に参加したダン族は、現在の新疆に移って「大宛（ダーユァン）」

を築き、「ミディアン人」を称した。ダーユァンの由来はミディアンであり、ミディアンの由来

は大和とダニの組み合わせである。ヤマト＋ダニ＝マダニ＝ミディアンとなり、ミディアン

＝ディーアン＝ダーユァンとなる。「ミディアン」とは「大宛」のことだ。
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アイギュプトス/デウスの時代（ＢＣ３３世紀）
 

・ヘジュー・ホル（？〜？）　下エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３２００頃

・ニー・ホル（？〜？）　下エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３２００〜ＢＣ３１７５

 
※「黙示録アルマゲドン」が発生すると、ペリシテ人とナタンの一族は放射能によって荒廃した

故地を捨て、ヨーロッパに移った。ペリシテ人は現パンノニアに入植し、ナタンの一族は西ヨ

ーロッパに入植した。ペリシテ人からは「ベーロス」が生まれ、ベーロスが「アイギュプトス」

を儲けた。アイギュプトスの由来はエジプト（縄文時代の日本列島）である。つまり、ファラオ

として新しいエジプトをパンノニアに築こうとしたのだろう。パンノニアにはゲピード族がい

たが、ゲピードの名はアイギュプトスの名残りである。



神話では、アイギュプトスはダナオスと双子だとされている。ダナオスとはディオーネーが主導

するタナトスである。一方、アイギュプトスはクリュテイオスが主導するタナトスである。両者

は勢力圏を重複させた形で共存していたが、その後、ダナオスの５０人の娘と結婚したアイギュ

プトスの息子たちは、処夜の晩にダナオスの娘たちによって寝首を掻かれている。最終的に、両

者は激しく対立していたようだ。

一方、ナタンの一族はクリュテイオスを由来に「デウス」を名乗り、巨石の種族を徴用してメン

ヒル、ストーンサークルなどを建造させた。アイギュプトスの一族は、上記のダナオスとの対立

を機にパンノニアを離れ、デウスが治めるヨーロッパに移り、ナタンの一族と共存し、ファラオ

の系譜を儲けた。

できそこないであるタナトスは必ず「何かすごいもの」に乗っかる性質がある。仏教ではそれは

豪華な寺や仏像であるし、キリスト教でもそれは同じである。神が偶像崇拝を憎悪するのはそれ

がためである。偶像崇拝は、できそこないが王になるための手段のひとつである。真の王はそれ

らを必要としない。ストーンヘンジは、タナトスがすごいものに乗っかる先駆であった。

ヘジュー・ホルに始まる伝説のファラオたちは、この時代のヨーロッパを治めたアイギュプトス

の王族である。

 
メンヒルとは、朽ちることがない「聖なる樹木」であり、ストーンサークルは「聖なる林」で

ある。ファラオは、巨石を樹木のように大きく育てることで強大な魔法使いとして、無知な信者

を威圧し、恐怖で支配した。実際には、信者たちが見ていない間に巨石建造の種族が小さい石を

大きな石にだんだんと変えていくのだ。

当時、アイギュプトスの一族は信者たちに年に一度の聖地参拝を義務付けていたと考えられる。

日本の初詣のようなものだ。メンヒル、ストーンサークルが建てられている地域は聖域として指

定され、普段は立ち入り禁止である。もちろん聖地参拝以外の期間に聖域に立ち入った者は発見

しだい殺された。

そして、年に一度、信者たちが参拝に来るまでの期間、巨石建造の種族はせっせと小さい石を大

きな石に変えていく。こうして、信者たちは年々大きく成長していく聖なる樹木（巨石）を毎年

拝んでいたのだ。それがストーンサークルの秘密である。巨石は、最高で高さ５ｍ、重量６ｔ

だが、それ以上の大きさの石を扱うことは不可能だったらしい。魔法使いは、石をそれ以上巨大

に育てることが出来なかった。つまり、限界がある魔法使いだった。

 



キャッスルリッグ建設（ＢＣ３２００）

 
※キャッスルリッグの場合、小さい石が多いが、これは魔法使いが石を育てる途中で何らかの理

由により断念し、放置したものだろう。

 

ステンネス建設（ＢＣ３２００）

 
・ワズネル（？〜？）　下エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３１００頃

・ナト・ホル（？〜？）　下エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３２００頃

 
※ステンネスの石は良く育っている。ワズネル、ナト・ホルなどのファラオが建設を指揮したと

考えられる。
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スコルピオ１世（ＢＣ３１５０〜？）　上エジプト王国ファラオ　在位
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・イリ・ホル（？〜？）　古エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３１５０頃

・カー（？〜？）　古エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３１５０頃

 



スコルピオ２世（？〜？）　古エジプト王国ファラオ　在位ＢＣ３１５０頃
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・メネス（？〜？）　エジプト第１王朝初代ファラオ　在位ＢＣ３１２５〜ＢＣ３０６２

・ホル・アハ（？〜？）　エジプト第１王朝第２代ファラオ　在位ＢＣ３０６２〜ＢＣ３０００

 

リング・オブ・ブロッガー建設（ＢＣ３０００）

 



カルナック列石群（ＢＣ３０００）

 
・ジェル（？〜？）　エジプト第１王朝第３代ファラオ　在位ＢＣ３０００〜ＢＣ２９９９

・ジェト（？〜？）　エジプト第１王朝第４代ファラオ　在位ＢＣ２９９９〜ＢＣ２９７７

・デン（？〜？）　エジプト第１王朝第５代ファラオ　在位ＢＣ２９７７〜ＢＣ２９５１

・アネジイブ（？〜？）　エジプト第１王朝第６代ファラオ　在位ＢＣ２９５１〜ＢＣ２９２５

・セメルケト（？〜？）　エジプト第１王朝第７代ファラオ　在位ＢＣ２９２５〜ＢＣ２９１６

・カア（？〜？）　エジプト第１王朝第８代ファラオ　在位ＢＣ２９１６〜ＢＣ２８９０

 
※初代ファラオのメネスは、現エジプトではなく、アイギュプトス（エジプト）と呼ばれていた

古代ヨーロッパを治めていた。イベリア半島、ユトランド半島、ブリテン島に至るまで、メンヒ

ルやストーンサークルが建てられた土地はエジプト王国が統治していることを示していたが、カ

ルナックの場合、小さい石が多い。これは石を育てる魔法使い（ファラオ）が何らかの理由によ

り断念し、放置したものだろう。

 
・ヘテプセケメイ（？〜？）　エジプト第２王朝初代ファラオ　在位ＢＣ２８９０〜ＢＣ２８４

７

・ラネブ（？〜？）　エジプト第２王朝第２代ファラオ　在位ＢＣ２８４７〜ＢＣ２８０８

・ニネチェル（？〜？）　エジプト第２王朝第３代ファラオ　在位ＢＣ２８０８〜ＢＣ２７６１
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・セネド（？〜？）　エジプト第２王朝第４代ファラオ　在位ＢＣ２７５３〜ＢＣ２７３３

・セト・ペルイブセン（？〜？）　エジプト第２王朝第５代ファラオ　在位ＢＣ２７３３〜ＢＣ

２７１６

 

ストーンヘンジ建設（ＢＣ２７５０）



 
※ストーンヘンジは、セネドとセト・ペルイブセンなどのファラオが指揮し、建設したと考えら

れる。

 
カセケムイ（？〜？）　エジプト第２王朝第６代ファラオ　在位ＢＣ２７１６〜ＢＣ２６８６

 
※ストーンヘンジ建設後、カセケムイの時代にアイギュプトスの一族は現エジプトに初めて移

住し、エジプト王国を建てたと考えられる。この後、メンヒルやストーンサークルは一切建てら

れていない。
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・サナクト（？〜？）　エジプト第３王朝初代ファラオ　在位ＢＣ２６８６〜ＢＣ２６６８

・ジェセル（？〜？）　エジプト第３王朝第２代ファラオ　在位ＢＣ２６６８〜ＢＣ２６４９

・セケムケト（？〜？）　エジプト第３王朝第３代ファラオ　在位ＢＣ２６４９〜ＢＣ２６４３

・カーバー（？〜？）　エジプト第３王朝第４代ファラオ　在位ＢＣ２６４０〜ＢＣ２６３７

・フニ（？〜？）　エジプト第３王朝第５代ファラオ　在位ＢＣ２６３７〜ＢＣ２６１３

 
バカ/バウエフラー　エジプト第４王朝第５代ファラオ　在位ＢＣ２５３２
無名王（？〜？）　エラム王国第３代王　在位ＢＣ２５８０〜？

 
※第３王朝の末期に、大航海時代とピラミッド建造の実験を終えたティカル人が古代エジプトの

地にやってきた。ティカル人（ピラミッド派）の首長は、アイギュプトスの一族が掌握してい

たファラオの座を簒奪し、第４王朝の初代ファラオ、スネフェルとなった。この王朝のファラオ

はみな、ファラオでありながら同時に一流のピラミッド建造技師だった。ピラミッドの建造目

的は、常に、先祖である地球の王チュクウのための記念碑の建設である。

途中、バカ、或いはバウエフラーと呼ばれたファラオが世の中を乱すが、この正体はエジプト王

国の奪還を目指したアイギュプトスの一族の残党だろう。その後、バカはエラム王国を築いたと

考えられる。初代と２代目、３代目のエラム王は名前が不明である。
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・クル・イシシャク（？〜？）　エラム王国第５代王　在位？〜ＢＣ２５５０

・ペル（？〜？）　エラム王国第６代王　在位ＢＣ２５００〜？

 
・ルフ・イシシャン（？〜？）　エラム王国第１４代王　在位？〜ＢＣ２３２５

・ヒシェプ・ラテプ２世（？〜？）　エラム王国第１５代王　在位ＢＣ２３２５〜？



・エマアシニ（？〜？）　エラム王国第１６代王　在位ＢＣ２３１５〜ＢＣ２３１１
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・ヒタ（？〜？）　エラム王国第１８代王　在位ＢＣ２２７０

・サルゴン（？〜？）　アッカド帝国初代王　在位ＢＣ２３３４〜ＢＣ２２７９

 
※ティカル人（ピラミッド派）にエジプト王国を奪われたタナトスの一族は、故地であるモンゴ

ルに向かい、強い民族を捜し求め、ツングースにヤクート族を見つけた。邪教によってヤクート

族を飼いならしたタナトスの一族は、彼らを率いてシュメール文明が花開いていた古代メソポタ

ミアになだれ込んだ。サルゴンを名乗ったタナトスの一族の首長は、ヤクートの名前を採ってア

ッカド帝国を築いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シュ・トゥルル（？〜？）　アッカド帝国第７代王　在位ＢＣ２１６８〜ＢＣ２１５４

パンバ（？〜？）　ヒッタイト帝国初代王　在位ＢＣ２２世紀頃

 
イビ・シン（？〜？）　アッカド帝国最後の王　在位ＢＣ２０３０〜ＢＣ２０２２

イシュピ・エッ（？〜？）　バビロニア帝国初代王　在位ＢＣ２０１７〜ＢＣ１９８５

 
※国（権威）がなければ誰もタナトスの一族のようなできそこないの言葉に耳を傾けない。つ

まり、あらゆる古代帝国はタナトスの一族のものである。ダヴィデの一族は国を必要としない。

国がなくても人々は彼ら、真の帝王の言葉に耳を傾けるからだ。ただ、人々を守るためにここ３

０００年くらいはダヴィデの一族も帝国を作ることをはじめた。

アッカド帝国、ヒッタイト帝国とバビロニア帝国もタナトスの一族が築いたと考えられる。ヒッ

タイトには製鉄技術が存在したため、タナトスとしては何としても掌握したい、絶対必須のアイ

テム国だった。ということで、エジプトをティカル人に奪われたタナトスの一族は、アナトリア

半島とメソポタミアに落ち延びた。アッカド帝国のシュ・トゥルルとヒッタイト帝国初代王パ

ンバ、アッカド帝国のイビ・シンとバビロニア帝国初代王イシュピ・エッは同一人物と考えら

れる。

ヒッタイト帝国とバビロニア帝国はタナトスの一族が築いたが、人々を悪から解放するために、

その都度、ダヴィデの一族がヒッタイト王位、バビロニア王位を掌握し、人々を正しく導いた。

ヒッタイトとバビロニアが滅ぶまで、数千年もの間、タナトスの一族とダヴィデの一族の攻防は

続いただろう。

 
アンミ・ツァドゥカ（？〜？）　バビロニア帝王　在位ＢＣ１６４６〜ＢＣ１６２６



シェシ（？〜？）　ヒクソス朝初代ファラオ　在位ＢＣ１６５２〜ＢＣ１６３８

ヤコブヘル（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位ＢＣ１６３８〜ＢＣ１６３０

 
※バビロニア帝王アンミ・ツァドゥカは、大宛に住んでいたミディアン人を引き連れてエジプト

に侵攻し、ヒクソス初代ファラオに即位し、ヒクソス朝を開いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アンミ・ツァドゥカ（？〜？）　バビロニア帝王　在位ＢＣ１６４６〜ＢＣ１６２６

シェシ（？〜？）　ヒクソス朝初代ファラオ　在位ＢＣ１６５２〜ＢＣ１６３８

ヤコブヘル（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位ＢＣ１６３８〜ＢＣ１６３０

・キアン（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位ＢＣ１６３０〜ＢＣ１５８０

・アペピ１世（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位ＢＣ１６１０〜ＢＣ１５４０

アペピ２世（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位？〜？

ヴィプラチッティ（？〜？）　ダーナヴァの王

 
※古代ヨーロッパを支配していたタナトスの一族はインドに移ってデウスを由来に「ダーサ族」

となり、アーリア人の軍団に参加した。一方、彼らは故郷にも戻り、大宛を復興させた。この時

、大宛はミタンニ王国と呼ばれた。彼らは、ソロモン朝時代（モンゴル）に発明・駆使していた

騎馬戦車を甦らせ、ヒクソスとしてエジプトに侵攻した。

ヒクソスの由来はペガサスである。ペガサスとは古代ニューギニアの呼称であり、ペガサスの由

来はオリジナル人類であるアブクとムシシの組み合わせである。アブク＋ムシシ＝ブクシシ＝ペ

ガサス＝ヘカサス＝ヒクソスとなる。

ヒクソスは現エジプトではなく、ヨーロッパ（アイギュプトス）に拠点を置き、その上で現エジ

プトに侵攻した。ヨーロッパのヒクソスは「ヤクシャ（夜叉）」と呼ばれ、エジプトに侵攻した

ヒクソスは「ラクシャサ（羅刹）」と呼ばれた。ヤクシャの由来はペガサスであり、ラクシャサ

の由来は太陽神ラーとヒクソスの組み合わせである。ペガサス＝エガサス＝エカサ＝ヤクシャと

なり、ラー＋ヒクソス＝ラークソス＝ラクシャサとなる。

当時、ディオーネーのタナトスがソマリアに入植し、ヴァイシュラーヴァナと呼ばれた。ヴァ



イシュラーヴァナの由来はアシアーとルハンガの組み合わせである。なぜアシアーとルハンガの

名を組み合わせているのか不明だが、アシアー＋ルハンガ＝アシアルハン＝アイシャルーハナ

＝ヴァイシュラーヴァナとなる。また、ヴァイシュラーヴァナの名残りがソマリアの部族アシ

ェラーフ族の名である。ヴァイシュラーヴァナ＝アイシュラーヴァ＝アシェラーフとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

 
カムディ（？〜？）　ヒクソス朝ファラオ　在位ＢＣ１５７０〜ＢＣ１５３５

ケクロプス（？〜？）　アテーナイ初代王　在位ＢＣ１５５６〜ＢＣ１５０６

アメンホテプ１世（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１５５１〜１５２４

マヤースラ（？〜？）　ダーナヴァ王（三界制覇）

 
※深緑まぶしい豊かな土地、古代アラビア半島にはラーマ皇子のローマ王国、マガン王国（ミケ

ーネ）、アルバ・ロンガ王国（アラビア〜ランカー）が林立していた。ヒクソス最後の王カムデ

ィは、ケクロプスとなってアラビア半島に「アテーナイ王国」を築き、アメンホテプ１世として

第２代ファラオに即位し、エジプト第１８王朝の王位を簒奪した。

アテーナイの名の由来はタナトス（ＴＡＮＡＴＯＳ）の反対ＳＯＴＡＮＡＴのＯＴＡＮＡである

。ＯＴＡＮＡ＝オータナ＝オターナイ＝アテーナイとなる。インダスに巣食っていたとされる女

神ダヌはじつはアテーナイと同義である。ＴＡＮＡＴＯＳの反対ＳＯＴＡＮＡＴのＴＡＮに由来

している。つまり、ダーナヴァやラクシャサ、ヤクシャの類はアラビア半島にいた。彼らの拠

点は、現在のアデン周辺に存在していたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
クラナウス（？〜？）　アテーナイ第２代王　在位ＢＣ１５０６〜１４９７

キルタ（？〜？）　ミタンニ王国初代王　在位ＢＣ１５００〜ＢＣ１４９０



ウリシャバルヴァン（？〜？）　ダーナヴァ王

 
※アテーナイ第２代王クラナウスは、キルタとしてミタンニ初代王の座に就き、アラビア半島

を発って故郷大宛にミタンニ王国を築いた。このとき、大宛からヨーロッパに至る地域はキルタ

を由来に「ケルト」と呼ばれ、ドルイド教の前身が築かれ、やドルイド教の神々が儲けられた可

能性がある。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アムフィクティオン（？〜？）　アテーナイ第３代王　在位ＢＣ１４９７〜ＢＣ１４８７※画像

なし

ハトシェプスト（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１４９８〜ＢＣ１４８３

 
・エリクトニウス（？〜？）　アテーナイ第４代王　在位ＢＣ１４８７〜ＢＣ１４３７

・パンディオン１世（？〜？）　アテーナイ第５代王　在位ＢＣ１４３７〜ＢＣ１３９７

 

エレクティウス（？〜？）　アテーナイ第６代王　在位ＢＣ１３９７〜ＢＣ１３３７※画像なし

アメンホテプ４世（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１３７７〜ＢＣ１３５８

スダース（？〜？）　クル王国初代王　在位ＢＣ１４世紀※画像なし

ヴァシシュタ（？〜？）　クル王国司祭長※画像なし



 
※アテーナイ第６代王エレクティウスはバーラタ族を統治し、スタス王として、現バルト三国付

近に「クル王国」を建てた（インドではない）。北欧十字軍の時代に十字軍と戦ったクール人は

クル王国の名残りだ。そして、バルト海の由来はバーラタ族である。バーラタの由来はアルバ・

ロンガとラテンの組み合わせである。アルバ＋ラテン＝アルバラーテ＝バーラタとなる。

北欧のクル王国の隣国には、カスピ海〜アラル海付近に渡る広範囲を統べた「ラテン王国」が存

在した。ラテン王国はイタリアに存在したとされているが、それは間違っている。ラテン王国だ

けでなく、ローマ王国、アルバロンガもそうだ。これら、アラビア半島に存在した幻の古代王

国（アルバ・ロンガ王国、ローマ王国、エトルリア王国、アテーナイ王国、マガン王国）はみな

、善神デーヴァの核攻撃によって滅んだ。バーラタの名前からもわかるように、彼らは同盟を結

んでいたため、生存者は集団でイタリア半島や古代ギリシアに移住し、古代王国の伝説を現地で

語り継いだのだ。

バーラタ族は、トリツ族を率いて北欧を出撃し、古代インドを統治するアーリア人に挑戦した。

アーリア人の軍団にはダーサ族（デウス）がいたが、彼らはバーラタ族とは家族である。バーラ

タ族は外から攻撃し、ダーサ族は内部から侵食を開始した。ここに「十王戦争」が始まった。

 

ケクロプス２世（？〜？）　アテーナイ第７代王　在位ＢＣ１３４７〜ＢＣ１３０７※画像なし

スメンクカーラー（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１３３６〜ＢＣ１３３４

ツタンカーメン（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１３３４〜ＢＣ１３２５

アイ（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１３２５〜ＢＣ１３２１※画像なし

 



パンディオン２世（？〜？）　アテーナイ第８代王　在位ＢＣ１３０７〜ＢＣ１２８２※画像な

し

ホルエムヘブ（？〜？）　エジプト第１８王朝ファラオ　在位ＢＣ１３２１〜ＢＣ１２９３

 
アエギウス（？〜？）　アテーナイ第９代王　在位ＢＣ１２８２〜ＢＣ１２３４

シャットゥアラ２世（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１２８０〜ＢＣ１２７０

シャルマネセル１世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１２７４〜ＢＣ１２４５

 
※上下エジプトでは「太陽神アメン」が強い影響力を誇っていた。そこに別の「太陽神アテン」

を持っていっても勝てないと悟ったアテーナイ人は太陽神アメンの簒奪に乗り出した。そのため

、第１９王朝は混乱の内に幕を閉じることになる。そして、遂にアテーナイ人は太陽神アメンを

奪い取り、「アメン大司祭国家」を築くことになる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

・シュッタルナ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４９０〜ＢＣ１４７０

・バラタルナ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４７０〜ＢＣ１４５０

・バルシャタタル（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４５０〜ＢＣ１４４０

・サウシュタル（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４４０〜ＢＣ１４１０

・アルタタマ１世（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４１０〜ＢＣ１４００

・シュッタルナ２世（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１４００〜ＢＣ１３８０

・アルタッシュマラ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１３８０

・トゥシュラッタ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１３８０〜ＢＣ１３５０

・アルタタマ２世（？〜？）　ミタンニ王　在位？〜？

・シュッタルナ３世（？〜？）　ミタンニ王　在位？〜？

・シャッティワザ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１３５０〜ＢＣ１３２０



・シャットゥアラ１世（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１３２０〜ＢＣ１３００

・ヴァシャサッタ（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１３００〜ＢＣ１２８０

 
テセウス（？〜？）　アテーナイ第１０代王　在位ＢＣ１２３４〜ＢＣ１２０５

 
メネステウス（？〜？）　アテーナイ第１１代王　在位ＢＣ１２０５〜１１８３

イルス（？〜ＢＣ１１９２）　アジア人首長

 
※アテーナイ１１代王メネステウスは、イルスを名乗り、第１９王朝滅亡後の空位時代のエジプ

トに、大宛のミディアン人を引き連れて侵攻し、エジプトに混乱をもたらしたという。しかし、

後に第２０王朝を開くアテーナイ１２代王デモフォンによって退けられている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

デモフォン（？〜？）　アテーナイ第１２代王　在位ＢＣ１１８３〜１１５０※画像なし

セトナクト（？〜？）　エジプト第２０王朝初代ファラオ　在位ＢＣ１１８５〜ＢＣ１１８２※

画像なし

ラムセス３世（？〜？）　エジプト第２０王朝第２代ファラオ　在位ＢＣ１１８２〜ＢＣ１１５

１

 
※ラムセス３世は、タナトスの一族（ディオーネー）で海の民と呼ばれたデニエン人、シェルデ

ン人と組み、地中海の古代王国を襲撃した。ミケーネ文明を滅ぼし、トロイアを滅ぼし、ヒッタ

イト帝国を滅ぼした。歴史ではラムセス３世は海の民を撃退したとされているが、ラムセス３世

が退けたのはトゥルシア人、チェケル人、ウェシュシュ人、ペリシテ人、シェクレシュ人などの

海の民と考えられる。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オクシンティス（？〜？）　アテーナイ第１３代王　在位ＢＣ１１５０〜ＢＣ１１３６

ラムセス４世（？〜？）　エジプト第２０王朝第３代ファラオ　在位ＢＣ１１５１〜ＢＣ１１４

５

ラムセス５世（？〜？）　エジプト第２０王朝第４代ファラオ　在位ＢＣ１１４５〜ＢＣ１１４

１

ラムセス６世（？〜？）　エジプト第２０王朝第５代ファラオ　在位ＢＣ１１４１〜ＢＣ１１３

３

 
アフェイダス（？〜？）　アテーナイ第１４代王　在位ＢＣ１１３６〜ＢＣ１１３５

ラムセス７世（？〜？）　エジプト第２０王朝第６代ファラオ　在位ＢＣ１１３３〜ＢＣ１１２

６

 
ティモエテス（？〜？）　アテーナイ第１５代王　在位ＢＣ１１３５〜ＢＣ１１２７

ラムセス８世（？〜？）　エジプト第２０王朝第７代ファラオ　在位ＢＣ１１３３〜ＢＣ１１２

６

 
・ラムセス９世（？〜？）　エジプト第２０王朝第８代ファラオ　在位ＢＣ１１２６〜ＢＣ１１

０８

・ラムセス１０世（？〜？）　エジプト第２０王朝第９代ファラオ　在位ＢＣ１１０８〜ＢＣ１

０９８

 
ラムセス１１世（？〜？）　エジプト第２０王朝第１０代ファラオ　在位ＢＣ１０９８〜ＢＣ１

０７０

ヘムネチェルテピエンアメン・ヘリホル（？〜？）　エジプト第２１王朝初代ファラオ　在位Ｂ

Ｃ１０８０〜ＢＣ１０７４

 
・ピアンキ（？〜？）　エジプト第２１王朝第２代ファラオ　在位ＢＣ１０７４〜ＢＣ１０７０

・カーケペルラー＝セテプエンアメン・パネジェム１世　（？〜？）　エジプト第２１王朝第２

３ファラオ　在位ＢＣ１０７０〜ＢＣ１０３２

・マサハルタ（？〜？）　エジプト第２１王朝第４代ファラオ　在位ＢＣ１０５４〜ＢＣ１０４

６

・ヘムネチェルテピエンアメン・メンケペルラー（？〜？）　エジプト第２１王朝第５代ファラ

オ　在位ＢＣ１０４５〜ＢＣ９９２

 
スメンデス２世（？〜？）　エジプト第２１王朝第６代ファラオ　在位ＢＣ９９２〜ＢＣ９９０



アビバアル（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ９９３〜ＢＣ９８１

パリクシット（？〜？）　クル王　在位ＢＣ１０００頃

 
カーケペルラー＝セテプエンアメン・パネジェム２世（？〜？）　エジプト第２１王朝第７代フ

ァラオ　在位ＢＣ９９０〜ＢＣ９６９

プスセンネス３世（？〜？）　エジプト第２１王朝第８代ファラオ　在位ＢＣ９６９〜ＢＣ９４

５

ハイラム１世（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ９８０〜ＢＣ９４７

ジャーナメジャヤ（？〜？）　クル王　在位ＢＣ９５０頃

 
※ＢＣ１０９８年頃にアラビア半島は、善神デーヴァ（科学の種族トバルカイン）による大規模

な核攻撃により、森林は死滅し、河川は干からびた。人が住めない土地となったのを機に、アテ

ーナイ人はギリシアに移り、太陽神アメンの簒奪に熱意を傾けていたアテーナイ人は神官都市テ

ーベを掌握する。太陽神アメンの簒奪に成功したラムセス１１世は、ヘムネチェルテピエンア

メン・ヘリホルに名を変え、「アメン大司祭国家」を神官都市テーベに築いた。しかし、周王の

一族がサイス朝（リビア人王朝）を築くと、アメン神官団はエジプトから去り、ヌビアに避難

した。このときに、クシュ王国が建設されている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・シャバカ（？〜ＢＣ６９０）　エジプト第２５王朝初代ファラオ　在位ＢＣ７０５〜ＢＣ６９

０

・バカラー・タヌトアメン（？〜ＢＣ６５６）　エジプト第２５王朝第１０代ファラオ　在位Ｂ

Ｃ６６４〜ＢＣ６５６

 
メロエ王国（？〜３５０頃）　※歴代王の系譜不明

 
※クシュ王国はエジプトに侵攻してヌビア王朝（エジプト第２５王朝）を築くが、アッシリア帝

国軍の侵略に敗北すると、ヌビアに帰還し、メロエ王国を築いた。３５０年、メロエ王国はアク

スム王国によって滅亡している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブガンダ王国（４００〜１４００頃）　※歴代王の系譜不明

 
※メロエ王国が滅ぶと、メロエの王族は湖水地方に移住してブガンダ王国を築いたと考えられる

。それと同時にブルグント族としてゲルマニアに出現し、ブルグント王国を建設した。



 
ゲビッカ（？〜４０７）　ブルグント王国初代王

 

グンダハール（？〜４３７）　ブルグント王国第２代王

 
※グンダハール（gunther）の名はガンダーラ（gandhara）に由来していると考えられる。この名
がブルグント、カンタブリア、カンタベリー、ブガンダなどの名の由来ともなった。クロタール

１世がメロヴィング朝フランク王国を築くと、ブルグント族はヨーロッパを離れ、ブリテン島

に渡った。

ブルグント、カンタブリアの由来はガンダーラとイベリアの組み合わせである。イベリア＋ガ

ンダーラ＝ベリガンダ＝ブルグントとなり、ガンダーラ＋イベリア＝ガンダベリア＝カンタブリ

アとなる。カンタベリーの由来はカンタブリアであり、ケント王国の時に持ち込まれた。

 
ゴドマール１世（？〜４８６）　ブルグント王国第？代王　在位４７３年〜４８６年

ヘンギスト（？〜４８８）　ケント王国初代王　在位４５５〜４８８

 
Ecgberht II（？〜７７９）　ケント王国第２７代王
光仁天皇（７０９〜７８２）　第４９代天皇

多治比長野（７０６〜７９０）　多治比真宗父

 



Cuthred（？〜８０７）　ケント王国最後の王※画像なし
桓武天皇（７３７〜８０６）　第５０代天皇

 
※ケント王国が滅ぶと、ケントの王族はイギリスを離れて日本に渡り、cuthredは桓武天皇とな
った。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
桓武天皇の子

 

多治比真宗（７６９〜８２３）　葛原親王母※画像なし

最澄（７６６〜８２０）　天台宗教祖

 
日本の天台宗の開祖であり、伝教大師として広く知られる。近江国（現在の滋賀県）滋賀郡古市

郷（現在の大津市）もしくは生源寺（現在の大津市坂本）の地に生れ、俗名は三津首広野（みつ

のおびとひろの）。生年に関しては天平神護2年（766年）説も存在する。 中国に渡って仏教を
学び、帰国後、比叡山延暦寺を建てて天台宗の開祖となった。wikiより
 
※最澄は女だった。最澄の正体は多治比真宗であり、桓武天皇とは夫婦でありながら異母兄弟の

妹という間柄である。また空海とは異母兄弟の姉という間柄である。そういえば心なしか、肖像

画も女っぽい。

 



平城天皇（７７４〜８２４）　第５１代天皇※画像なし

空海（７７４〜８３５）　真言宗教祖

 
平安時代初期の僧。弘法大師（こうぼうだいし）の諡号で知られる真言宗の開祖である。俗名は

佐伯 眞魚（さえき の まお）日本天台宗の開祖最澄と共に、日本仏教の大勢が、今日称される奈良
仏教から平安仏教へと、転換していく流れの劈頭 （へきとう）に位置し、中国より真言密教をも
たらした。能書家としても知られ、嵯峨天皇・橘逸勢と共に三筆のひとりに数えられている。wiki
より

 
※空海の名の由来は天空神バアル（空）と海神ダゴン（海）の組み合わせである。

 

葛原親王（７８６〜８５３）　桓武平氏

嵯峨天皇（７８６〜８４２）※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
葛原親王の子

 



平高棟（８０４〜８６７）桓武平氏の祖、葛原親王の子

源信（８１０〜８６９）　嵯峨源氏の祖、嵯峨天皇の子※画像なし

仁明天皇（８１０〜８５０）　嵯峨天皇の子※画像なし

菅原是善（８１２〜８８０）　菅原道真父

 
源融（８２３〜８９５）　嵯峨天皇の子※画像なし

文徳天皇（８２７〜８５８）　仁明天皇の子※画像なし

光孝天皇（８３０〜８８７）　仁明天皇の子※画像なし

 
※源氏・平氏の由来はガンダーラである。ガンダーラ＝ガン＋ダーラ＝げん＋たいら＝源氏＋平

氏となる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
仁明天皇の子

 

本康親王（？〜９０２）　仁明天皇第五皇子※画像なし

菅原道真（８４５〜９０３）

清和天皇（８５０〜８８１）　第５６代天皇、文徳天皇の子※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
光孝天皇の子

 
宇多天皇（８６７〜９３１）　第５９代天皇

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
清和天皇の子

 
 

源経基（？〜９６１）　清和源氏、源頼朝の先祖

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
宇多天皇の子

 
雅明親王（９２０〜９２９）

村上天皇（９２６〜９６７）　第６２代天皇、醍醐天皇の子

源雅信（９２０〜９９３）　宇多源氏

源重信（９２２〜９９５）　宇多源氏

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
村上天皇の子

 
第八皇子（９６２）

具平親王（９６４〜１００９）



 
源師房（１００８〜１０７７）　具平親王の子、村上源氏

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

源頼朝（１１４９〜１１９９）

比企能員（？〜１２０３）※画像なし

梶原景時（１１４０〜１２００）※画像なし

 
平安時代末期から鎌倉時代初期の武将、政治家。鎌倉幕府の初代征夷大将軍。 河内源氏の源義朝
の三男として生まれ、父・義朝が平治の乱で敗れると伊豆国へ流される。伊豆で以仁王の令旨を

受けると北条時政、北条義時などの坂東武士らと平家打倒の兵を挙げ、鎌倉を本拠として関東を

制圧する。弟たちを代官として源義仲や平家を倒し、戦功のあった末弟・源義経を追放の後、諸

国に守護と地頭を配して力を強め、奥州合戦で奥州藤原氏を滅ぼす。建久3年（1192年）に征夷大
将軍に任じられた。源頼朝wikiより
 
比企尼の縁から鎌倉幕府二代将軍・源頼家の乳母父となり、娘の若狭局が頼家の側室となって嫡

子一幡を産んだ事から権勢を強めたが、能員の台頭を恐れた北条時政との対立により比企能員の

変（比企の乱）が起こり、比企一族は滅亡した。比企能員wikiより
 
石橋山の戦いで源頼朝を救ったことから重用され侍所所司、厩別当となる。教養があり、和歌を

好み、「武家百人一首」にも選出されている。頼朝の信任厚く、都の貴族からは「一ノ郎党」「

鎌倉ノ本体ノ武士」と称されていた。一方で、源義経と対立し頼朝に讒言して死に追いやった「

大悪人」とも評せられ評価が二分する。鎌倉幕府では頼朝の寵臣として権勢を振るったが、頼朝

の死後に追放され一族とともに滅ぼされた（梶原景時の変）。梶原景時wikiより
 
※縄文時代〜平安時代、そして頼朝の時代も日本はタナトスが支配していた。頼朝自身が預言者

ナタンの一族であるが、平清盛はティールタンカラの一族であり、北条政子はクリュニー大主教



アイマールの一族であり、奥州藤原氏と源義経はアブラハムの一族であり、土肥実平などもクリ

ュニー大主教ベルノの一族だった。鎌倉幕府はタナトスの一族が血で血を洗う日本争奪戦であ

った。勝利者は北条氏（クリュニー大主教アイマールの一族）だった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
源頼朝の子

 
・千鶴丸（生没年不詳）

・源頼家（１１８２〜１２０４）

・源貞暁（１１８６〜１２３１）

・源三幡（１１８６〜１１９９）

・源実朝（１１９２〜１２１９）

 
比企能員の子

 
・比企余一兵衛門（生没年不詳）

・比企宗員（？〜１２０３）

・比企時員（？〜１２０３）

・比企五郎（生没年不詳）

・比企熊本（１２０２〜１２８６）

・河原田次郎（生没年不詳）

 
梶原景時の子

 
・梶原景季（１１６２〜１２００）

・梶原景高（１１６５〜１２００）

・梶原景茂（１１６７〜１２００）

・梶原景義（？〜１５８２）

・梶原景宗（生没年不詳）

・梶原景則（生没年不詳）

・梶原景連（生没年不詳）

 
※頼朝は１１９９年以後も、梶原景時、比企能員としてしばらく生きており、権威の復興を考え

ていたが、それを北条氏にかぎつけられ、梶原景時の変、比企能員の変により、一族郎党が皆殺

しにされた。と、歴史上はそういうことになってはいるが、実際には頼朝の一族は日本を脱出し

、アフリカ湖水地方にまで移住した。そこでブガンダ王国を築いた。ブガンダの由来はブルグン



トと同じでガンダーラとイベリアの組み合わせである。イベリア＋ガンダーラ＝ベガンダ＝ブガ

ンダとなる。ウガンダの場合はイベリア＋ガンダーラ＝アガンダ＝ウガンダとなる。

 
kato kintu（１４世紀）　ブガンダ王国初代王
 

Muteesa I（１８３７〜１８８４）　ブガンダ王国第３０代王
ムハンマド・アフマド（１８４４〜１８８５）　マフディー国家初代君主

アブダラヒ・イブン・ムハンマド（１８４６〜１８９９）　マフディー国家第２代君主※画像な

し

 
ゴードンが籠城したハルツームは非常に堅固だった。市の北方と東方は青ナイル川であり、西方

は白ナイル川、そして南方には古代の要塞があり広大な砂漠が広がっていた。ゴードンには6カ月
分の食糧があり、数百万発の弾の備蓄と週に5万発の自製ができ、7000人のエジプト兵を有して
いた。しかしながら、市外にはマフディーが約50,000人のダルヴィーシュ（マフディー軍の兵士
）を集結させ、時が経つにつれて突破できるチャンスはわずかとなっていった。

結局、英軍の救援なしにゴードンが助かる見込みはなくなり、英国は世論に押されてサー・ガ

ーネット・ウルズリー将軍指揮の遠征軍が派遣された。

だが、冬季に白ナイルの水位が下がり、城壁基部に泥の「砂浜」が露わになる。城内には飢餓と

コレラが広まり、エジプト兵の士気はひどく低下し、ゴードンは持ちこたえられなくなり、1885
年1月25日、313日の包囲戦の末にハルツームは陥落した。
ウルズリーの救援軍はアブクレアの戦いでマフディー軍を撃破したが、救援軍がハルツームをそ

の目で見た時には既に手遅れだった。町は二日前に陥落し、ゴードンと守備隊は虐殺されてしま

っていた。この出来事によって、英国とエジプトのスーダンへの関与は一時的に終わり、スーダ

ンは完全にマフディーが支配するものとなる。 マフディー戦争wikiより
 
 



Daudi Cwa II（１８９６〜１９３９）　ブガンダ王国第３４代王
イスマイール・アル＝アズハリー（１９００〜１９６９）　初代スーダン首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Daudi Chwa IIの子
 

Eva Irini Alice Zalwango（１９１５〜？）※画像無し
ムハンマド・アフマド・マフジューブ（１９０８〜１９７６）　第５代スーダン首相

アデン・アブドラ・ウスマン（１９０８〜２００７）　ソマリア共和国初代大頭領

 



George William Mawanda（１９１９〜？）※画像無し
資延敏雄（１９２２〜２０１４）　第４１１代総本山金剛峯寺座主※画像なし

サー・アル・カティム・アル・カリファ（１９１９〜２００６）　第４代スーダン首相

ハッサン・グレド・アプティドン（１９１６〜２００６）　ジブチ初代大頭領

フランソワ・トンバルバイ（１９１８〜１９７５）　チャド初代大統領

 

ブガンダ王ムテサ２世（１９２４〜１９６９）　初代ウガンダ大統領

イディ・アミン（１９２５〜２００３）　第３代ウガンダ大統領

 
やがて独裁化が進むとともに約10万から50万人と推計される国民を大量虐殺したとして「黒いヒ
トラー」、「アフリカで最も血にまみれた独裁者」と称された。少数民族、宗教指導者、ジャー

ナリスト、芸術家、官僚、裁判官、弁護士、学生、知識人、外国人など様々な人間が次々に殺害

された。ほぼ同時期に大量虐殺を起こして同様に隣国に打倒されたカンボジアの独裁者ポル・ポ

トとも比較された。

また、アジア人追放事件（ほとんどは植民地時代に入植したグジャラート州などの出身の印僑で

あり、これに伴いイギリスのみならず、インドともウガンダは国交断絶した）を起こしてアミン

はアジア人やヨーロッパ人の所有する事業を自分の支持者に与えるも杜撰な経営で産業は崩壊



した。経済は荒廃し、賃金と給料は9割も低下した。
アミンは右腕のアイザック・マリヤムング（英語版）など彼自身の部族であるカクワ族出身者

をスーダン人、ヌビア人と共に重用した。1977年までに、これらの3つの民族グループは高級軍人
の60％と閣僚の75％を構成し、人口の5％にすぎないイスラム教徒はこれらの80％と87.5％を構成
した。これはアミンが8回ものクーデターを切り抜けた理由ともされる。
アミンの支配した8年のうちにウガンダの自然環境や生態系は密輸業者とウガンダ軍兵士によって
行われた広範囲にわたる密猟と森林伐採にさらされた。ウガンダでは、ゾウの75％、サイの98％
、ワニの80％、ライオンとヒョウの80％などが失われた。イディアミンwikiより
 

Alexander Ssimbwa（１９３４）※画像無し
松長有慶（１９２９）　第４１２代総本山金剛峯寺座主※画像なし

フェリックス・マルーム（１９３２〜２００９）　第２代チャド大統領※画像なし

サーディク・アル＝マフディー（１９３５）　第６代スーダン首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブガンダ王Muteesa IIの子
 



 
Prince Kiweewa Luswata（１９４？）※画像無し
オマル・アル＝バシール（１９４４）　スーダン共和国第８代大統領

ヨウェリ・ムセベニ（１９４４）　第７代ウガンダ大統領

イッセン・ハブレ（１９４２）　第６代チャド大統領

 
1989年にクーデターによって軍事政権を成立させて政権を掌握。30年にわたり同国大統領として
政権の座を維持してきたが、2019年4月に国防軍にクーデターを起こされ失脚した（2019年スー
ダンクーデター)。また、与党国民会議の議長（党首）も務めた。2003年から続くダルフール紛争
での集団虐殺に関与にしたとして国際刑事裁判所から逮捕状が出されている。日本国内のメディ

アでは「バシル大統領」と表記・呼称されることが多い。オマル・アル＝バシールwikiより
 

Kabaka Ronald Muwenda Mutebi II（１９５５）※画像なし
イドリス・デビ（１９５２）　第７代チャド大統領
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ブガンダ王Muwenda Mutebi IIの子
 



Prince (Kiweewa) Jjunju Suuna（１９８６）※画像無し
イルハン・オマル（１９８２）　民主党

 
 
 



アッシュール・ダン１世の一族〜魔神アスラ、北イスラエル王国、アルメニア王国、
グノーシス主義、非カルケドン派正教会、聖コルンバ、アルシング議会、千家家・北
島家、オルデンブルグ伯爵、アイスランド共和国

アエギウス（？〜？）　アテーナイ第９代王　在位ＢＣ１２８２〜ＢＣ１２３４

シャットゥアラ２世（？〜？）　ミタンニ王　在位ＢＣ１２８０〜ＢＣ１２７０

シャルマネセル１世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１２７４〜ＢＣ１２４５

魔神アスラ（？〜？）

 
トゥクルティ・ニヌルタ１世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１２４４〜ＢＣ１２０

８

シャムパラ（？〜？）　強大なアスラ王

 
アッシュール・ダン１世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１１７９〜ＢＣ１１３４　

※画像なし

ナラカ（？〜？）　有力なアスラ王※画像なし

 
ティグラト・ピレセル１世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１１１５〜ＢＣ１０７６

マヒシャースラ（？〜？）　アスラ王（三界制覇）

 
アッシュール・ベル・カラ（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ１０７４〜ＢＣ１０５６

ブローマン（？〜？）　アスラ王

 
※征服王と呼ばれたシャルマネセル１世の時代にアッシリア人は「魔神アスラ」と呼ばれた。ア

スラの由来はアッシリアである。魔神アスラ（アッシリア人）の敵は、善神デーヴァとアーリア

人だった。魔神アスラは、事前に嘘つきの天分を発揮して善神デーヴァに取り入り、デーヴァの

科学力を利用してラピュタの如き戦闘用空中要塞を建設していた。



シャルマネセル１世の時代はバビロニアに勝利し、アッシリア帝国の拡大に歯止めが効かなかっ

た（魔神アスラの始祖）。トゥクルティ・ニヌルタ１世は、父シャルマネセル１世の拡大路線を

引継ぎ、中アッシリア王国時代を代表する征服王として君臨した（強大なアスラ王シャムパラに

比する）。アッシュール・ダン１世は治世が長いことで知られる（有力アスラ王ナラカに比

する）。ティグラト・ピレセル１世はユーフラテス川を越えて地中海に進撃し、「４２の国の征

服者」と呼ばれた（三界制覇達成アスラ王マヒシャースラに比する）。アッシュール・ベル・カ

ラはウラルトゥに遠征した（アスラ王ブローマンに比する）。

更に、魔神アスラはプント王国とシバ王国を邪教によって乗っ取り、両国の信者をパーンダヴァ

族として統一し、テーバイ王国に侵攻させた。これにより「マハーバーラタ戦争」が開始された

。しかし、マハーバーラタ戦争で善神デーヴァに敗北すると、魔神アスラはエジプトに逃亡し、

タニス朝を開いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・スメンデス１世（？〜？）　タニス朝初代ファラオ　在位ＢＣ１０６９〜ＢＣ１０４３

・ネフェルケレス（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ１０４３〜ＢＣ１０３９

・プスセンネス１世（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ１０３９〜ＢＣ９９１

・アメノフティス（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ９９１〜ＢＣ９８４

・オソコル（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ９８４〜ＢＣ９７８

プシナケス（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ９７８〜ＢＣ９５９

ナブー・ムキン・アプリ（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ９７８〜ＢＣ９

４３

プスセンネス２世（？〜？）　タニス朝ファラオ　在位ＢＣ９５９〜ＢＣ９４５

ニヌルタ・クドゥリ・ウツル２世（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ９４３

 
※タニス朝が滅ぶと、タニス朝のファラオの一族は古巣のアッシリアに逃亡し、アッシュール・

ダン２世を生んだ。アッシュール・ダン２世は北イスラエル王国を築いた。
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アッシュール・ダン２世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ９３４〜ＢＣ９１２　※画



像なし

ヤロブアム１世（？〜？）　北イスラエル初代王　在位ＢＣ９３１〜ＢＣ９１０

 

ナダブ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ９０９

 

バシャ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ９０９〜ＢＣ８８６

ダレアスタルトゥス（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ９００〜ＢＣ８８９

 

エラ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８８５

 



ジムリ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８８５

 

オムリ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８８５〜ＢＣ８７４

アスタリムス（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ８８８〜ＢＣ８８０

フェレス（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ８７９

 

アハブ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８７４〜ＢＣ８５３

イトバアル（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ８７８〜ＢＣ８４７

 



アハズヤ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８５３〜ＢＣ８５２

 

ヨラム（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ８５２〜ＢＣ８４１

マルドゥク・ザキル・シュミ１世（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ８５５

〜ＢＣ８１９

バアル・エセル２世（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ８４６〜ＢＣ８４１

 

イゼベル（？〜？）　シリア王女　バアル崇拝

 
※アッシュール・ダン２世は、アッシリア帝国を治めながらヤロブアム１世として北イスラエル

王国も同時に統治していた。しかしタナトスと無関係なダヴィデの一族イエフ王が北イスラエル

王ヨラムとバアル崇拝の後援者イゼベルを殺害した。イエフと子ヨアハズが２代でＢＣ８４１〜

ＢＣ７９７の間、イスラエルを統治した。だが、邪教信者の妨害がひどく、結局、イエフらはタ

ナトスのことを知らないため、善の王は倒れることになる。
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・マルドゥク・バラッス・イクビ（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ８１９

〜ＢＣ８１３

・ババ・アハ・イディナ（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ８１２〜？

 
※イエフによって一時的にイスラエル王国に平和が訪れたが、実際には死んだことにしてヨアブ

はバビロニアに避難していた。また、邪教信者は檻の扉が開いていても自分から閉めるような人

々である。つまり、ヨラムは排除されたが、ヨラムの脳を持つ邪教信者たちは解放を喜んでい

なかった。しかし、英雄に弱いイスラエル王家は一時的にバビロニアに避難し、バビロニア王を

歴任した。だが余りに短命であったため、バビロニアでも空位時代が訪れた。
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ニヌルタ・アプラ・Ｘ（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ８００〜ＢＣ７９

０※画像なし

ヨアシュ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７９７〜ＢＣ７８２

 

アッシュール・ダン３世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ７７２〜ＢＣ７５５※画像

なし

ヤロブアム２世（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７８２〜ＢＣ７４７

マルドゥク・アプラ・ウツル（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７８０〜Ｂ



Ｃ７６９※画像なし

エリバ・マルドゥク（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７６９〜ＢＣ７６１

※画像なし

ナブー・シュマ・イシュクン（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７６１〜Ｂ

Ｃ７４８※画像なし

 

ナボナッサル（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７４７〜ＢＣ７３０※画像

なし

ゼカリヤ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７４７

シャルム（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７４７※画像なし

メナハム（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７４７〜７４２※画像なし

バッキス（？〜？）　バッキアード家祖、コリントス初代王

 
※コリントスの由来はクロノスとタナトスの組み合わせである。クロノス＋タナトス＝クロノト

ス＝コリントスとなる。ＢＣ７４７年、バッキアード家を興したナボナッサルが革命を指揮し、

コリントスを掌握した。

 

ペカフヤ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７４２〜７４０

ペカ（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７４０〜７３１

 
ナブー・ナディン・ゼリ（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７３３〜ＢＣ７

３２



ナブー・シュマ・ウキン２世（？〜？）　バビロン第８王朝バビロニア王　在位ＢＣ７３２

ナブー・ムキン・ゼリ（？〜？）　バビロン第９王朝バビロニア王　在位ＢＣ７３１〜ＢＣ７２

９

ティグラト・ピレセル３世（？〜？）　バビロン第９王朝バビロニア王　在位ＢＣ７２８〜ＢＣ

７２７

シャルマネセル５世（？〜？）　バビロン第９王朝バビロニア王　在位ＢＣ７２７〜ＢＣ７２２

ホシュア（？〜？）　北イスラエル王　在位ＢＣ７３１〜７２２

 
※バビロニア王ニヌルタ・アプラ・Ｘがイエフの子として、イスラエル王位を簒奪し返した。そ

の後、アッシュール・ダン３世がヤロブアム２世として北イスラエル王の座に就き、イスラエル

をタナトスの手に戻すが、ＢＣ７４０年頃、ネブカドネザル２世に世って、イエフ朝の王族はア

ッシリア帝国に捕囚された。
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アッシュール・ナディン・シュミ（？〜？）　バビロン第９王朝バビロニア王　在位ＢＣ６９９

〜ＢＣ６９４

デイオケス（？〜？）　メディア王国初代王　在位ＢＣ７００〜ＢＣ６４７

 
スキタイ王マデュエス（？〜？）　メディア王国第３代王　在位ＢＣ６２４〜ＢＣ５９７

ナポポラッサル（？〜？）　カルデア王国初代王　在位ＢＣ６２５〜ＢＣ６０５

 
ネブカドネザル２世（ＢＣ６３４〜ＢＣ５６２）　バビロン第９王朝バビロニア王　在位ＢＣ６

０５〜ＢＣ５６２

キュアクサレス２世（？〜？）　メディア王国第４代王　在位ＢＣ６２４〜ＢＣ５８５

アルバケス（？〜？）　メディア王国第５代王　在位ＢＣ５８５

 
アステュアゲス（？〜？）　メディア王国第６代王　在位ＢＣ５８５〜ＢＣ５４９

エビル・メロダク（？〜？）　カルデア王国第３代王　在位ＢＣ５６１〜ＢＣ５６０

ネリグリッサル（？〜？）　カルデア王国第４代王　在位ＢＣ５５９〜ＢＣ５５６

ラバシ・マルドゥク（？〜？）　カルデア王国第５代王　在位ＢＣ５５６

 
ナポニドゥス（？〜？）　カルデア王国第６代王　在位ＢＣ５５５〜ＢＣ５３９

キュロス２世（？〜ＢＣ５２９）　第４代アンシャン王　在位ＢＣ５５９〜ＢＣ５２９

アルケタス１世（？〜？）　アルゲアス朝マケドニア王　在位ＢＣ５７６〜ＢＣ５４７

 
※バビロニア王アッシュール・ナディン・シュミは、大宛で王に即位し、イランではなく、新彊



に「メディア王国」を築いた。また、クレタ島に侵攻して全島を掌握し、クレタ王に即位した。

クレタ島は、「カルデア王国」と呼ばれた。彼らが支配した新バビロニア王国は、クレタの植民

地だった。

クレタ島の歴史は記録が皆無であり闇に包まれているが、じつはカルデア王の系譜がクレタ王の

系譜である。カルデア王国の歴史を知ることで、クレタ島の歴史を知ることが出来るのだ。メデ

ィアの由来はミディアン、カルデアの由来はクリュテイオスである。クリュテイオス＝クリュテ

イオ＝カルデアとなる。また、ナポニドゥスはペルシア王国とマケドニア王国両方の簒奪を狙い

、不正な手段で王座を奪取している。
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ペルディッカス３世（？〜ＢＣ３５９）　アルゲアス朝マケドニア王　在位ＢＣ３６８〜ＢＣ３

５９

アルタクセルクセス２世（ＢＣ４３０〜ＢＣ３５８）　アケメネス朝第７代ペルシア皇帝、ミト

ラ教教祖

 

ペルセウス（ＢＣ２１２〜ＢＣ１６８）　アンティゴノス朝マケドニア王　在位ＢＣ１７９〜Ｂ

Ｃ１６８※画像なし

アルタクシアス１世（ＢＣ２３０〜ＢＣ１６０）　アルメニア王国初代王

 
※ペルシア皇帝アルタクセルクセス２世は、ミトラ教の教祖だった可能性がある。その後のアル

メニア王は、全員がミトラ教祭司を兼務し、ローマに進出したと考えられる。
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ヴォロガセス３世（？〜１４７）　アルサケス朝第５代アルメニア王　在位１０５〜１４７

バシレイデース（８５〜１４５）　グノーシス主義バシレイデース派

 
ソハエムス（？〜１６１）　アルサケス朝第６代アルメニア王　在位１４４〜１６１

ウァレンティノス（１００〜１６０）　グノーシス主義ウォレンティヌス派

マルキオン（１００〜１６０）　グノーシス主義マルキオン派



 
※グノーシスの由来はクノッソスである。クノッソス＝クノーソス＝グノーシスとなる。つまり

、グノーシス主義はクレタ島で生まれた。バシレイデースの由来はヴァイシュラーヴァナとクリ

ュテイオスの組み合わせであり、ウォレンティノスの由来はオリンポスとディオニュソスの組み

合わせである。

ヴァイシュラーヴァナ＋クリュテイオス＝ヴァイシュラーテイオス＝バシレイデースとなり、オ

リンポス＋ディオニュソス＝オリンディオニュソ＝ウォリンデオヌソ＝ウォレンティノスとなる

。ウォレンティノスの名はオリエントの由来になったと考えられる。

 

ティリダテス３世（２５０〜３３０）　アルサケス朝第１３代アルメニア王

啓蒙者グレゴリウス（ ２５７〜３３１）　アルメニア教会教祖
 

アルサケス３世（３７１〜３９０）　アルサケス朝第１９代アルメニア王※画像なし

エチオピアのフルメンティ（？〜３８３）　エチオピア教会教祖

 



ヴラムシャプー（３４０〜４１４）　アルサケス朝第２１代アルメニア王※画像なし

聖ヒエロニムス（３４７〜４２０）

 

アルタクシアス４世（４０４〜？）　アルサケス朝第２２代アルメニア王（最後の王）※画像な

し

聖アウグスティヌス（３５４〜４３０）

ERC（？〜４７４）　ダルリアタ王※画像なし
 

ＬＯＥＧＡＩＲＥ ＭＡＣ ＮＥＩＬＬ（？〜４５８）　第１２代アイルランド・ハイキング※画像
なし

ＬＯＡＲＮ（？〜？）　ダルリアタ王※画像なし

ディオスコロス（？〜４５４）　コプト教教祖

 
ＴＵＡＴＨＡＬ ＭＡＥＬＧＡＲＢ（？〜５４４）　第１７代アイルランド・ハイキング



ＣＯＭＧＡＬＬ（？〜５４０）　ダルリアタ王

聖フィニアン（４７０〜５４９）　クロナード修道院創立

 
※クロナードの由来はカルヌーテースである。カルヌーテース＝カルヌーテ＝クロナードとなる

。

 
ＣＯＮＡＬＬ（？〜５７４）　ダルリアタ王

聖ヤコブ・バラデイウス（５００〜５７８）　ヤコブ教会教祖

 

ＡＥＤ ＭＡＣ ＡＩＮＭＵＩＲＥＣＨ（？〜５９８）　第１８代アイルランド・ハイキング※画像
なし

ＡＥＤＡＮ（？〜６０６）　ダルリアタ王※画像なし

聖コルンバ（５２１〜５９７）　アイルランド・カトリック教祖

カンタベリーのアウグスティヌス（？〜６０４）　初代カンタベリー大主教※画像なし

 
ＡＥＤ ＵＡＲＩＤＮＡＣＨ（？〜６１２）　第１９代アイルランド・ハイキング
ＥＯＣＨＡＩＤ ＢＵＩＤＥ（？〜６２９）　ダルリアタ王
ＣＯＮＮＡＤ ＣＥＲＲ（？〜６２９）　ダルリアタ王
聖コルンバヌス（５４３〜６１５）

ラウレンティウス（？〜６１９）　第２代カンタベリー大主教

 
※アイルランド・ハイキングはダルリアダ王を兼任し、アイルランド・カトリックの神官として

布教に努めたが、聖コルンバヌスの時代にマヤに移住している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジャソウ・チャン・カウィール１世（？〜７３４）　ティカル初代君主　在位６８２〜７３４

 



無名のティカル君主（？〜８６９）　ティカル君主　在位不明

ＡＭＬＡＩＢ ＣＯＮＵＮＧ（？〜８７４）　ダブリン王国初代王　在位８５３〜８７１
 

ジャソウ・チャン・カウィール２世（？〜８８９）　ティカル君主　在位８６９〜８９９※画像

なし

パパル（？〜？）　アイルランド人僧侶※画像なし

インゴールヴル・アルナルソン（？〜？）　ノルウェー・アイスランド首領

ハーラル１世（８５０〜９３０）　ユングリング朝ノルウェー初代王　在位８７２〜９３０※画

像なし

 
ＢＬＡＣＡＩＲＥ ＭＡＣ ＧＯＦＲＡＩＤ（？〜９４８）　ダブリン王国第１５代王　在位９４１
〜９４５

トルスタイン・インゴルフソン（？〜？）　初代アルスヘルジャルゴジ　任期９３０〜９４５

 

オーラヴ１世（９６０年代〜１０００年代）　ユングリング朝第６代ノルウェー王※画像無し

レイフ・エリクソン（９７０〜１０２０）

千家孝宗（生没年不詳）　千家家第５５代出雲国造

北島貞孝（生没年不詳）　北島家第５５代出雲国造

 
※千家の由来は、Chirtiansen、Johansenなどデンマーク特有の名前からSENを採った「SENの家
」であり、北島の由来はアイスランドである。つまり、千家家、北島家はヴァイキングの子孫と

いうことになる。ただ、出雲国造には途中から東本願寺門主従如の一族（８０代千家尊福）、ロ



ーマ教皇レオ１世の一族（８２代千家尊統）などの血が入ってくる。

 
ＢＲＯＤＡＲ ＭＡＣ ＴＯＲＣＡＩＬＬ（？〜１１６０）　ダブリン王国第４６代王　在位？〜１
１６０

ＧＵＤＭＵＮＤＲ ＧＲＩＳＳ ＡＭＵＮＤＡＳＯＮ（？〜？）　第６代アルスヘルジャルゴジ　任
期１１６０

インゲ１世（？〜１１６１）　シュル朝ノルウェー王　在位１１３６〜１１６１

マグヌス２世（？〜１１６１）　エストリズセン朝スウェーデン王　在位１１２５〜３０、１１

６０〜６１

 
マグヌス・ゴジ・ゴジムンダルソン（？〜？）　第８代アルスヘルジャルゴジ　任期１１９７〜

１２３４

ホーコン３世（？〜１２０４）　シュル朝ノルウェー王　在位１２０２〜１２０４

グットルム・シグルツソン（？〜１２０４）　シュル朝ノルウェー王　在位１２０４

インゲ２世（？〜１２１７）　シュル朝ノルウェー王　在位１２０４〜１２１７

Maurice（１１４５〜１２１１）　オルデンブルグ伯爵
 
※アイルランド・ハイキングはティカル（マヤ）の君主としてティカルを統治した。その後、ヴ

ァイキング時代になると、ティカルの君主はアイルランドに帰還し、ヴァイキングに紛れてダブ

リン王国を建設し、アイスランドを領土化した。世界最古の民主議会アルシングを設立し、デ

ンマークにもオルデンブルグ伯爵領を設けた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オルデンブルグ伯Maurice、９世代目の子孫
 

クリスチャン１世（１４２６〜１４８１）　オルデンブルグ朝初代デンマーク王

 



フレゼリク１世（１４７１〜１５３３）　オルデンブルグ朝第２代デンマーク王

 

 
クリスチャン３世（１５０３〜１５５９）　オルデンブルク朝第５代デンマーク王

グレゴリウス１３世（１５０２〜１５８５）　ローマ教皇　在位１５７２〜１５８５

ピウス５世（１５０４〜１５７２）　ローマ教皇　在位１５６６〜１５７２

 
デンマーク：カルマル同盟再編（１５３７）

フランス：ユグノー５万人虐殺（１５７２）

 
※デンマーク王クリスチャン３世、ローマ教皇グレゴリウス１３世とピウス５世は同一人物で

ある。

 



クリスチャン４世（１５７７〜１６４８）　オルデンブルク朝第７代デンマーク王

 
デンマーク：スウェーデン・デンマーク戦争（１６１１〜１３）

 

フレゼリク３世（１６０９〜１６７０）　オルデンブルク朝第８代デンマーク王

 
デンマーク：スウェーデン・デンマーク戦争（１６４３〜４５）

 



クリスチャン５世（１６４６〜１６９９）　オルデンブルク朝第９代デンマーク王

 

フレゼリク４世（１６７１〜１７３０）　オルデンブルク朝第１０代デンマーク王

 
デンマーク：デンマーク・ロシア・ポーランド三国同盟

デンマーク：北方戦争

デンマーク：ガデブッシュの戦いに敗北

 
※本願寺の血を継ぐ歴代のデンマーク王は、ダヴィデの一族に属するヴァーサ朝を敵視してい

たが、フレゼリク４世の時に敗北した。

 



クリスチャン６世（１６９９〜１７４６）　オルデンブルク朝第１１代デンマーク王

 

フレゼリク５世（１７２３〜１７６６）　オルデンブルク朝第１２代デンマーク王

 
※フレゼリク５世の後は、イギリス王室の血が入ることになるので、デンマーク王家に巣食い、

カルマル同盟によって北欧を支配した本願寺の血筋はここで終わる。１８０７年にイギリス海軍

がデンマーク艦隊を撃破し、デンマーク本土を砲撃したが、これは西本願寺門主文如の子ウィリ

アム・ピット政権がイギリス王室（ダヴィデの一族）の血を継ぐデンマーク王国を攻撃したも

のだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
王子フレゼリクの子（デンマーク王フレゼリク５世の孫）

 



クリスチャン８世（１７８６〜１８４８）　デンマーク王　在位

 
※アッシュール・ダン１世の一族は、この時に２世代ぶりにイギリス王室（ダヴィデの一族）か

らデンマーク王位を取り戻している。

 

フレデリク７世（１８０８〜１８６３）　デンマーク王　在位１８４８〜１８６３

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
王子フレゼリクの玄孫（デンマーク王フレゼリク５世の子孫）

 



マクシミリアン（１８７１〜１９０４）　バティルディスの子※画像なし

スヴェイン・ビョルンソン（１８８１〜１９５２）　アイスランド初代大統領

Pope Macarius III（１８７２〜１９４５）　コプト教会アレキサンドリア総主教
Joseph II（１８７５〜１９５６）　コプト教会アレキサンドリア総主教※画像無し
 
※絵だが、マカリウスはスヴェインに良く似ている。どうやらオルデンブルグ伯の一族が　代々

のアイスランドの大統領、首相に就任し、その上で先祖の遺産であるコプト教、エチオピア教会

、アルメニア教会を指揮しているようだ。

 

アルフレート（１９２４〜２０１３）　ジギスムント・フォン・プロイセンの子

ステイングリムル・ヘルマンソン（１９２８〜２０１０）　アイスランド第１８代首相

シェヌーダ３世（１９２３〜２０１２）　コプト教会アレクサンドリア総主教

 



ヨハン・フリードリヒ・アドルフ（１９４０）　ニコラウス・フォン・オルデンブルクの子

オラフル・ラグナル・グリムソン（１９４３）　アイスランド第５代大統領

アブネ・マティアス（１９４１）　エチオピア教会総主教

 

クリスティアン・ニコラウス・ウード・ペーター（１９５５）　アントン・ギュンター・フォン

・オルデンブルクの子

ゲイル・ホルデ（１９５１）　アイスランド第２１代首相

ガレギン２世（１９５１）　アルメニア教会総主教

 



Prince Christian of Schaumburg-Lippe（１９７１）　Prince Wilhelm of Schaumburg-Lippeの子
グズニ・ヨハンネソン（１９６８）　アイスランド共和国第６代大統領

 
 
 



ガリアのドルイド司祭（東本願寺）の一族〜アテネ民主制、ローマ執政官、ソピテース
、デマゴーグ、ヘロデ大王、ローマ帝国、フィリキ・エテリア、青年トルコ革命、アル
メニア人大虐殺、クルディスタン労働者党

メランタス（？〜？）　アテーナイ王　在位ＢＣ１１２６〜ＢＣ１０８９

ラムセス９世（？〜？）　エジプト第２０王朝第８代ファラオ　在位ＢＣ１１２６〜ＢＣ１１０

８

ラムセス１０世（？〜？）　エジプト第２０王朝第９代ファラオ　在位ＢＣ１１０８〜ＢＣ１０

９８

 
コドルス（？〜？）　アテーナイ王　在位ＢＣ１０８９〜ＢＣ１０６８

ラムセス１１世（？〜？）　エジプト第２０王朝第１０代ファラオ　在位ＢＣ１０９８〜ＢＣ１

０７０

ヘムネチェルテピエンアメン・ヘリホル（？〜？）　エジプト第２１王朝初代ファラオ　在位Ｂ

Ｃ１０８０〜ＢＣ１０７４

 
※マハーバーラタ戦争を機に、アラビア半島のアテーナイ王国は拠点を古代ギリシアに移転した

。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
メドン（？〜？）　アテーナイ初代アーコン　在位ＢＣ１０６８〜ＢＣ１０４８

スメンデス１世（？〜？）　タニス朝初代ファラオ　在位ＢＣ１０６９〜ＢＣ１０４３

カーケペルラー＝セテプエンアメン・パネジェム１世　（？〜？）　エジプト第２１王朝第２

３ファラオ　在位ＢＣ１０７０〜ＢＣ１０３２

 
・アカスタス（？〜？）　アテーナイ第２代アーコン　在位ＢＣ１０４８〜ＢＣ１０１２

・アルチッパス（？〜？）　アテーナイ第３代アーコン　在位ＢＣ１０１２〜ＢＣ９９３

 
テルシッパス（？〜？）　アテーナイ第４代アーコン　在位ＢＣ９９３〜ＢＣ９５２

スメンデス２世（？〜？）　エジプト第２１王朝第６代ファラオ　在位ＢＣ９９２〜ＢＣ９９０

カーケペルラー＝セテプエンアメン・パネジェム２世（？〜？）　エジプト第２１王朝第７代フ

ァラオ　在位ＢＣ９９０〜ＢＣ９６９

 
フォルバス（？〜？）　アテーナイ第５代アーコン　在位ＢＣ９５２〜ＢＣ９２２

プスセンネス３世（？〜？）　エジプト第２１王朝第８代ファラオ　在位ＢＣ９６９〜ＢＣ９４

５

 



メガクレス（？〜？）　アテーナイ第６代アーコン　在位ＢＣ９２２〜ＢＣ８９２

アッシュール・ダン２世（？〜？）　アッシリア帝国皇帝　在位ＢＣ９３４〜ＢＣ９１２

ヤロブアム１世（？〜？）　北イスラエル初代王　在位ＢＣ９３１〜ＢＣ９１０

 
・ディオグネタス（？〜？）　アテーナイ第７代アーコン　在位ＢＣ８９２〜ＢＣ８６４

・ペレクレス（？〜？）　アテーナイ第８代アーコン　在位ＢＣ８６４〜ＢＣ８４５

 
アリフロン（？〜？）　アテーナイ第９代アーコン　在位ＢＣ８４５〜ＢＣ８２５

マッタン１世（？〜？）　ティール王　在位ＢＣ８４０〜ＢＣ８３２

 
テスピウス（？〜？）　アテーナイ第１０代アーコン　在位ＢＣ８２４〜ＢＣ７９７

プロカス（？〜？）　アルバ・ロンガ王　在位ＢＣ８１７〜ＢＣ７９４　※ロムルスの父

 
アガメストール（？〜？）　アテーナイ第１１代アーコン　在位ＢＣ７９６〜ＢＣ７７８

エスキラス（？〜？）　アテーナイ第１２代アーコン　在位ＢＣ７７８〜ＢＣ７５５

 
アルクメオン（？〜？）　アテーナイ第１３代アーコン　在位ＢＣ７５５〜ＢＣ７５３

ヌミトル（？〜？）　アルバ・ロンガ王　在位ＢＣ７５２　※ロムルスの祖父

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・ディドー（？〜ＢＣ７５９）　カルタゴ初代女王　在位ＢＣ８３９〜ＢＣ８３１

・ピグマリオン（？〜ＢＣ７８５）　カルタゴ王　在位ＢＣ８３１〜７８５

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ロムルス（ＢＣ７７１〜ＢＣ７１７）　初代ローマ王　在位ＢＣ７５３〜ＢＣ７１７

 



※ロムルスはローマ王国の初代王とされているが、実際にはエトルリア人の可能性がある。つ

まり、アテーナイ人の末裔だ。ロムルスの父と祖父はアルバ・ロンガ王だが、これはつまり、彼

らはアラビア半島から来たことを示している。ローマ共和制以前の公式なエトルリアの記録は皆

無だが、このロムルスの伝説が、じつはエトルリアの歴史なのかもしれない。

 

ヌマ・ポンピリウス（ＢＣ７５０〜ＢＣ６７３）　第２代ローマ王　在位ＢＣ７１６〜ＢＣ６７

３

 

トゥッルス・ホスティリウス（ＢＣ７１０〜ＢＣ６４１）　第３代ローマ王　在位ＢＣ６７３〜

ＢＣ６４１

 

アンクス・マルキウス（ＢＣ６７５〜ＢＣ６１６）　第４代ローマ王　在位ＢＣ６４１〜ＢＣ６

１６

メガクレス（？〜？）　アルクメオン家※画像なし

 



タルクィニウス・プリスクス（？〜ＢＣ５７９）　第５代ローマ王　在位ＢＣ６１６〜ＢＣ５７

９

 

セルウィウス・トゥッリウス（？〜ＢＣ５３５）　第６代ローマ王　在位ＢＣ５７８〜ＢＣ５３

５

 

タルクィニウス・スペルブス（？〜ＢＣ４９５）　第７代ローマ王　在位ＢＣ５３５〜ＢＣ５０

９　※画像なし

クレイステネス（ＢＣ５７０〜ＢＣ６世紀前半）　アルクメオン家、アテネ民主制

ルキウス・ユニウス・ブルトゥス（？〜ＢＣ５０９）　初代ローマ執政官

 
※第７代ローマ王スペルブスは、クレイステネスに変身し、下層民の暴動を正当化するために民



主主義を開発し、数で圧倒する形でギリシアを乗っ取ろうとした。だが、彼らは優れた人間たち

に敗北し、撤退を余儀なくされた。敗因は、バカが少ないことである。

ドルイド僧は「もっとバカを増やさねばならない。バカが少ないと勝てない。脅したら何でも言

うことを聞くバカを大量に育てねばならない」と悟った。クレイステネスの民主制はバカが少な

いために頓挫した。現在は、異常なほどバカが多いので民主主義は世界の隅々にまで浸透して

いる。

一方、スペルブスは、自分たちのウソを真実に変える装置として、ブルトゥスに変身し、アテー

ナイのアーコン、ローマの王に続いて、ローマ元老院とローマ執政官という権威を作った。ガリ

アに於けるドルイド教による人身御供も、カルタゴの魔神バアル・ハンモンの人身御供も、すべ

てアテーナイ人の末裔が務めるローマ執政官が指揮していた。つまり、ドルイド教はある意味、

幻想のようなものだった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ティトゥス・クィンクティウス・カピトリヌス・バルバトゥス（ＢＣ５１３〜ＢＣ４２３）　ロ

ーマ執政官※画像なし

プロタゴラス（ＢＣ５００〜ＢＣ４２０）　ソピテース

クレオン（？〜ＢＣ４２２）　デマゴーグ扇動者※画像なし

ソグディアノス（？〜ＢＣ４２３）　アケメネス朝第５代ペルシア皇帝　在位ＢＣ４２３※画像

なし

 
※生没年から判断すると、バルバドゥスはプロタゴラスに相違ない。つまり、ローマ共和国で執

政武官が影響力を強めると、これに敗北し、ブルトゥスの末裔であるローマ執政官バルバドゥス

らはギリシアに落ち延び、ソピテース（ソフィスト）として活動した。ドルイド司祭と同様、ソ

ピテースの正体はローマ執政官だった。

それだけではない。アテネの栄光を貶めたデマゴーグの正体もローマ執政官だった。悪名高いク

レオンの正体は、これまた悪名高いソピテースのプロタゴラスである。生年は不詳だが、没年は

非常に近いことから判断した。また、バルバトゥスはペルシア帝国の掌握を考えてソグディアノ



スとしてペルシア皇帝の座を一時的に掌握している。

 

マルクス・ゲガニウス・マケリヌス（？〜？）　ローマ執政官

ゴルギアス（ＢＣ４８４〜ＢＣ３７５）　ソピテース

 
※ゴルギアスにとってプロタゴラスは兄貴分であり、執政官時代にはマケリヌスの兄貴分はバル

バドゥスだった。つまり、生没年は不詳だがマケリヌスはゴルギアスに相違ないだろう。

 
ガイウス・ユリウス・ユッルス（？〜？）　ローマ執政官

ヒッピアス（ＢＣ４６０〜ＢＣ４００）　ソピテース

アルキビアデス（ＢＣ４５０〜ＢＣ４０４）　デマゴーグ

小キュロス（？〜ＢＣ４０１）

オスタネス（？〜？）

クリティアス（ＢＣ４６０〜ＢＣ４０３）　三十人僭主指導者

テラメネス（？〜ＢＣ４０４）　三十人僭主

 
※バルバドゥスの頃からペルシア帝国の掌握が始まったが、その第二弾としてローマ執政官ユッ

ルスが小キュロス、オスタネスに変身してペルシア皇帝の座を狙い、即位したばかりの兄アルタ

クセルクセス２世に対して蜂起した。詳細は明らかではないが、たぶん、すぐに鎮圧され、小キ

ュロスとオスタネスは殺害されたのだろう。しかし、殺されたのは影武者だろう。

ということでユッルスはアテネに入り、クリティアとして武力と保護を背景に三十人少数党派の

独裁政権を樹立した。彼は、次々に反対派を死刑や国外追放に処し、ソクラテスに「次々に牛を

減じて質を悪化させた牛飼い」と皮肉られる。これを受けクリティアスは、ソクラテスに３０歳

以下の若者との会話を禁じた（悪者扱いした上で影響力を殺いでいる）。

 



プロディコス（ＢＣ４６５〜ＢＣ４１５）　ソピテース※画像なし

ニキアス（ＢＣ４７０〜ＢＣ４１３）　デマゴーグ

 
※天敵である哲人ソクラテスに死刑宣告をしたにもかかわらず、ソクラテスは死んだことにして

逃亡した。これを機に、ソフィストもカルタゴに移って「１０人の元老院議員」を結成し、カル

タゴの生贄の儀式を取り仕切った。ポエニ戦争直前には、名家の子弟５００人を生贄に処し、焚

殺している。これはタナトスが統治するローマ軍がカルタゴ軍に勝つための事前工作である。

なまけものであるタナトスは、自らが戦うことを好まない。しかし、勝ちたい。戦わずに勝ち

たい。そのためには敵側の、優れた指導者となる素質がある青年を殺さなければならないのだ。

敵が弱ければ簡単に勝てる。ということで「偉大な神バアルハンモンが優れた青少年を生贄に欲

している」とウソぶき、将来、指導者として大成したはずの青少年たちを焼き殺した。青少年を

ただ殺すのではなく、生贄として神に捧げれば、自分たちが青少年を殺したように見えない。こ

れが殺さずに殺す方法である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ウェル・サクレムの時代（ＢＣ３９０頃）

 
・ルキウス・フリウス・メダリヌス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１３

・アウルス・コルネリウス・コッサス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１３

・カイウス・フリウス・パシルス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１２

・クィンタス・ファビウス・アンバスタス・ヴィブラヌス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ

４２１

・スプリウス・ナウティウス・ルティルス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１１

・マルクス・パピリウス・ムギッラヌス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１１

・マニウス・アエミリウス・マメルキヌス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４１０



・カイウス・ヴァレリウス・ポティトゥス・ウォルスス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４

１０

・クナエウス・コルネリウス・コッスス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ４０９

・ルキウス・ウァレリウス・ポティトゥス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ３９３

・パブリウス・コルネリウス・マルギネンシス（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ３９７

・マルクス・マンリウス・カピトリヌス（？〜ＢＣ３８４）　ローマ執政官　任期ＢＣ３９２

 
※ガリアでは、ドルイド僧に変身したローマ執政官が粗暴なケルト人を飼いならし、ローマに台

頭しつつあった執政武官を排除しようと考えていた。ローマ人武官は強い、そして自分たちは

弱い。なので自ら武官に手出しできない。そのため、ローマ執政官は自分たちの手足の代わりと

して屈強なケルト戦士を掌握することに決めた。ドルイドの名の由来はデルポイとアテネの組み

合わせである。つまり、自分たちは「アテーナイから来た聖地デルポイの神官だ」というアピー

ルだろう。デルポイ＋アテネ＝デルアテ＝ドルイドとなる。

その第一弾が、ローマに対する「聖なる移住（ウェルサクレム）」として結実するが、上記に記

したローマ執政官たちが凶暴なケルト人を操って「聖なる移住」を指揮した。これは、大谷の祖

であるドルイド司祭による「一向一揆」の原型である。「数で優れた者を圧倒する」という戦

法が、既に古代ローマ相手に実施されていたのだ。多数の弱者を指揮して少数の強者を数で圧倒

する。

これは、確かに自然の摂理に適った賢い方法ではあるが、強者が多数である時、この方法は機能

しない。ドルイド教が指揮した「ウェル・サクレム」は、それを教えてくれる。ローマには優れ

た強者が大勢いたのだ。この時、ドルイド教は「強い敵と戦う前には、強者たちを弱体化しなけ

ればならない」ということを学んだ（そして、その研究と実践は「魔女狩り」として中世ヨーロ

ッパで、近代になってからはアメリカ合衆国、日本で発揮されることになる）。ドルイド教の新

しい敵はローマ共和国である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
プブリウス・デキウス・ムス（？〜ＢＣ３４０）　ローマ執政官　任期ＢＣ３４０

バゴアス（？〜ＢＣ３３６）　ペルシア帝国宦官

アルセス（？〜ＢＣ３３６）　ペルシア帝国第９代皇帝

 
※ローマ執政官ムスの時代にようやくペルシア帝国を落とすことが出来た。宦官であるバゴアス

がアルタクセルクセス３世とその子息を全員毒殺した上でアルセスを名乗り、ペルシア皇帝の座

に就いたのだ。しかし、バゴアス自身毒殺され、正統なアケメネス家の一員ダレイオス３世がペ

ルシア皇帝の座を取り戻した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
マニウス・クリウス・デンタトゥス（ＢＣ３３０〜ＢＣ２７０）　ローマ執政官　任期ＢＣ２７

５

ゼラルセン（ＢＣ３４４〜ＢＣ２７４）　マッシリ王国初代王

 
※ローマ執政官デンタトゥスの時代、彼らはローマ国内の屈強な軍人の台頭を危惧し、ローマ軍

を仮想敵としてロックオンし、強力な援軍の育成のために地中海対岸のマッシリ王国に進出して

いる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マルクス・アエミリウス・レピドゥス（？〜ＢＣ２１６）　ローマ執政官　任期ＢＣ２３２

ハミルカル・バルカ（ＢＣ２７５〜ＢＣ２２８）

ハスバルドル（ＢＣ２７０〜ＢＣ２２１）

マルクス・ポルキウス（？〜？）　マルクス・ポルキウス・カト・ケンソリウスの父

ガラ（ＢＣ２７５〜ＢＣ２０７）　マッシリ王国第２代王

 
※ローマ執政官レピドゥスの時代、彼らはマッシリアに足場を得て、次にカルタゴ内部に深く入

り込んだ。目的は強国カルタゴの掌握とローマへの進軍である。一方で、カルタゴ国内の英雄を

一掃した。つまり、弱体化政策を推し進めたに、邪教バアル・ハンモン崇拝を確立した。ハミル

カル・バルカなどは、子女を生贄にするための魔神バアル・ハンモン崇拝の神官だったと考えら

れる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ハミルカル・バルカの子

 



ハンニバル・バルカ（ＢＣ２４７〜ＢＣ１８２）

クィントゥス・ミヌキウス・テルムス（？〜ＢＣ１８８）　ローマ執政官　任期ＢＣ１９３　※

画像なし

 
ハスドルバル・バルカ（ＢＣ２４５〜ＢＣ２０７）

マルクス・クラウディウス・マルケッルス（ＢＣ２６８〜ＢＣ２０８）　ローマ執政官　任期Ｂ

Ｃ２０８

ティトゥス・クィンクティウス・クリスピヌス（？〜ＢＣ２０８）　ローマ執政官　任期ＢＣ２

０８

 
ハズバルドル・ギスコ（？〜ＢＣ２０２）

マゴ・バルカ（ＢＣ２４３〜ＢＣ２０３）

マルクス・コルネリウス・ケテグス（？〜ＢＣ１９６）　ローマ執政官　任期ＢＣ２０４

 
※ハンニバルは強国カルタゴの兵を指揮し、ローマに進軍した。おもしろいことに、ハンニバル

・バルカはローマ執政官（ドルイド司祭）でもあった。ローマ執政官の思惑としては、「ポエニ

戦争」はスキピオ将軍などの屈強なローマ人英雄を一掃するための戦争だったが、ハンニバルは

敗北し、カルタゴには塩が撒かれた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マルクス・ポルキウスの子

 

マルクス・ポルキウス・カト・ケンソリウス（ＢＣ２３４〜ＢＣ１４９）

バガス（？〜？）　マウレタニア王　在位ＢＣ２２５※画像なし

マシニッサ１世（ＢＣ２０２〜ＢＣ１４８）　ヌミディア王国初代王



 
マルクス・ポルキウス・カト・サロニアヌス（ＢＣ１５４〜？）

ミキプサ（ＢＣ１４８〜ＢＣ１１８）　ヌミディア王国第２代王

グルッサ（ＢＣ１４８〜ＢＣ１４５）　ヌミディア王国第３代王

マスタナバル（ＢＣ１４８〜ＢＣ１４？）　ヌミディア王国第４代王

 
マルクス・ポルキウス・カト（？〜？）

ヒェンプサル１世（ＢＣ１１８〜ＢＣ１１７）　ヌミディア王国第５代王

アドヘルバル（ＢＣ１１８〜ＢＣ１１２）　ヌミディア王国第６代王

ジュグルタ（ＢＣ１１８〜ＢＣ１０５）　ヌミディア王国第７代王

 

マルクス・ポルキウス・カト・ウティケンシス（ＢＣ９５〜ＢＣ４６）

マスタネソスス（？〜？）　マウレタニア王　在位ＢＣ８０〜ＢＣ４９

 
マルクス・ポルキウス・カト（ＢＣ７３〜ＢＣ４２）

バッカス２世（？〜？）　マウレタニア王　在位ＢＣ４９〜ＢＣ３３

ボグド（？〜？）　マウレタニア王　在位ＢＣ４９〜ＢＣ３８

 
※カト・ケンソリウスの一族が、ヌミディア王とマウレタニア王の座を戴いたのは宿敵カエサル

などの英雄の挟み撃ちを想定していたからだ。敵を仲間で囲めば何とかなると考えていたのだ

ろう。だが、次代のマウレタニア王ユバ２世からは、ダヴィデの一族がマウレタニアの王座に就

いている。そしてユバ２世から洗礼者ヨハネ、イエス・キリストが生まれている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
プブリウス・コルネリウス・スキピオ・ナシカ・セラピオ（ＢＣ１８３〜ＢＣ１３２）　ローマ

執政官　在位ＢＣ１３８

エウヌス（？〜ＢＣ１３２）　アタルガティス教

クレオン（？〜ＢＣ１３２）　アタルガティス教

 
※セラピオは有能なグラックス兄弟を敵視し、暗殺に加担した。しかしその後、アジアに逃亡し



ている。そしてセラピオは再びローマ軍の前に姿を現した。「第１次シチリア奴隷戦争」である

。指揮者であるはずの彼は自身をアタルガティス教の「信者」と偽り、戦争を指揮した。

三頭政治を実施したカエサルのような強い英雄が出てきたことで、ドルイド教は、カエサルに勝

つために数で圧倒する術策を採った。それが奴隷戦争である。これは一向一揆の前身ようなも

のだ。名目上、彼らは自由を勝ち取るために戦った。大名の横暴と戦うことを理由に蜂起した一

向一揆と全く同じであるし、民主主義やマイノリティのために戦うアメリカ民主党も一向一揆と

同じものである。要は、第三者の目を意識し、敵（英雄）に対する悪意を隠すことで、自分たち

は悪ではないと主張している。そう主張することで「自分たちは悪ではないのだから敵が悪な

のだ」という主張を同時に行っている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マルクス・リウィウス・ドルスス（？〜ＢＣ１０８）　ローマ執政官　任期ＢＣ１１２

ボイオリクス（？〜ＢＣ１０１）　ガリアのドルイド教司祭

 
※キンブリ族、テウトニ族を邪教で飼いならしたローマ執政官（ドルイド司祭）は、蛮族を指

揮し、ローマに侵攻した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
クィントゥス・セルウィリウス・カエピオ（？〜？）　ローマ執政官　任期ＢＣ１０６

サルウィウス（？〜ＢＣ１００）　アタルガティス教

トゥリフォン（？）　アタルガティス教

アテニオン（？）　アタルガティス教

 
※カエピオはキンブリ・テウトニ戦争で意図的にローマ軍を大敗に導き、８万の兵と４万の属州

兵を無駄死にさせた。そのため、ローマ市民に批判され、弾劾されるとアジアに逃亡した。そ

の後、カエピオは「第２次シチリア奴隷戦争」の指導者としてローマ軍の前に再び出現した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マルクス・アエミリウス・レピドゥス（ＢＣ１２０〜ＢＣ７７）　ローマ執政官　任期ＢＣ７８

スパルタクス（？〜ＢＣ７１）　アタルガティス教

クレクスス（？〜ＢＣ７２）　アタルガティス教

 
※ローマ執政官レピドゥスが、スパルタクスなどの第３次シチリア奴隷戦争の指導者たちを演

じた。



 

 
マスタエバル（ＢＣ８８〜ＢＣ８１）　西ヌミディア王国初代王※画像なし

マルクス・ユニウス・ブルトゥス（ＢＣ８５〜ＢＣ４２）　カエサル暗殺

 

マシニッサ２世（ＢＣ８１〜ＢＣ４６）　西ヌミディア王国第２代王※画像なし

ウェルキンゲトリクス（ＢＣ７２〜ＢＣ４６）　ヘルウェティイ族首長

ヘロデ大王（ＢＣ７３〜ＢＣ４）　ヘロデ朝初代イスラエル王

 
※アウグストゥスら、ダヴィデの一族の勇者たちに退けられ、ローマ執政官の一味はヌミディア

に拠点を移していたが、一時的にガリアに落ち延び、その後、イスラエルにヘロデ朝を築いた。

ヘルウェティイの首長ウェルキンゲトリクスはイスラエルではヘロデ王となり、ヘロデ朝を開い

たが、ヘロデの由来はヘルウェティイである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヘロデ大王の孫

 



サロメ（１４〜６２）

ブーディカ（？〜６１）　イケニ族女首長

 
※サロメはブリテン島を支配するためにヘロデ朝から送り込まれたようだ。ブリテン島は、ネロ

の治世にローマ軍の襲撃を受けたが、皇帝ネロはブーディカとは家族であるため、退いてくれた

。それでブーディカの軍がローマ軍に勝ったように見えたが、ローマ軍の将軍たちがネロの命令

に耳を貸さないと、ブリテン人はすぐに負けた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヘロデ朝イスラエル王アグリッパ１世の曾孫

 

アリストブロス（？〜７２）　カルキス君主　在位５４〜７２※画像なし

パウロ/サウル（？〜６７）　伝道師
 
※ヘロデ朝イスラエル王アグリッパ１世の子アリストブロスは、伝道師パウロに化けて、キリス

ト教の簒奪を試みたが、ダヴィデの一族に属するシモン・ペトロの妨害に合い、対立した。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヘロデ大王の曾孫

 

アグリッパ２世（２７〜１００）　ヘロデ朝第４代イスラエル王※画像なし

マルクス・トラヤヌス（３０〜１００）　トラヤヌス皇帝の父※画像なし

ネロ（３７〜６８）　ローマ執政官　任期５５〜６０　ローマ帝国第５代皇帝　在位５４〜６８

ドミティアヌス（５１〜９６）　ローマ執政官　任期８２〜１００　ローマ帝国第１１代皇帝　

在位８１〜９６

 

トラヤヌス（５３〜１１７）　ローマ執政官　任期１００〜１１２　ネルウァ＝アントニウス朝

第２代皇帝　在位９８〜１１７

プブリウス・アエリウス・ハドリアヌス・アフェル（？〜？）　ハドリアヌス皇帝の父※画像な

し



 

ハドリアヌス（７６〜１３８）　ローマ執政官　任期１１８〜１１９　ネルウァ＝アントニウス

朝第３代皇帝　在位１１７〜１３８

ミトラダテス４世（？〜１４０）　パルティア王　在位１２８〜１４０※画像なし

 
※上記のローマ皇帝はローマ執政官を兼任していた。つまり、ドルイド司祭でもあるため、キリ

スト教を弾圧し、キリスト教徒を虐殺している。しかし、ダヴィデの一族に属する三国志の中心

人物たちである諸葛氏の一族がローマを訪れて軍人皇帝時代を開始すると、ローマ執政官（ドル

イド司祭）はイランに逃亡し、パルティア王の座を簒奪した。

最初の王はミトラダテス４世だが、この時代のパルティア王国は東西に分裂したため、分裂時代

と呼ばれている。この後、１４０年から２０１年までの約６０年間、ローマ執政官（ドルイド

司祭）はパルティア王国にいた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アルタバノス４世（？〜２２４）　パルティア王　在位２１３〜２２４

ユリウス・マリヌス（？〜？）　ピリップス・アラブス皇帝の父

 

ピリップス・アラブス（２０４〜２４９）　軍人皇帝時代ローマ皇帝　在位２４４〜２４９



デキウス（２０１〜２５１）　ローマ執政官　任期２５０〜２５１　ローマ皇帝　在位２４９〜

２５１

ウァレリアヌス（２００〜２６４）　軍人皇帝時代ローマ皇帝　在位２５３〜２６０　ガッリエ

ヌスの父※画像なし

 

ガッリエヌス（２１８〜２６８）　軍人皇帝時代ローマ皇帝　在位２５３〜２６８　サロニヌス

とマリニアヌスの父

 

プブリウス・リキニウス・コルネリウス・サロニヌス（２４２〜２６０）　ローマ皇帝　在位２

６０

ディオクレティアヌス（２４４〜３１１）　ローマ執政官　任期２９３〜３０８　ローマ皇帝　

在位２８４〜３０５

 



プブリウス・リキニウス・イグナティウス・マリニアヌス（２４９〜２６８）　※画像なし

マクシミアヌス（２５０〜３１０）　西ローマ皇帝　在位２８６〜３１０※画像なし

コンスタンティウス・クロルス（２５０〜３０６）　ローマ皇帝　在位３０５〜３０６

 
※上記のローマ皇帝はローマ執政官を兼任していた。つまり、ドルイド司祭でもあるため、キリ

スト教を弾圧し、キリスト教徒を虐殺している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

コンスタンティヌス１世（２７０〜３３７）　ローマ皇帝　在位３０６〜３３７

フラヴィウス・オプタトゥス（？〜３３７）　ローマ執政官　任期３３４

アリウス（２５０〜３３６）　アリウス派教祖

 
※コンスタンティヌス１世はキリスト教を公認した。これは、キリスト教の勝利を意味しない。

これは、ローマ執政官（ドルイド司祭）たちがドナトゥス派をつくり、キリスト教の簒奪を開始

したことと機を一にしている。遂に、キリスト教が便利な支配ツールだということにローマ執政



官（ドルイド司祭）たちは気付いたのだ。コンスタンティヌス１世自身は、アリウス派を築き、

ゴート族を支配下に置いた。

 

コンスタンティウス２世（３１７〜３６１）　ローマ皇帝　在位３３７〜３６１

アタナシウス（２９８〜３７３）　アタナシウス派教祖

大テオドシウス（？〜３７５）　テオドシウス１世の父

 
※コンスタンティス２世自身はアタナシウス派を築き、フランク族を支配下に置いた。生没年が

バラバラだが、コンスタンティヌス１世の子ということで、その関連で関係付けてみた。

 

コンスタンス（３２０〜３５０）　ローマ執政官　任期３３９〜３４６　ローマ皇帝　在位３４

７〜３４８

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
大テオドシウスの子

 



テオドシウス１世（３４７〜３９５）　ローマ皇帝　在位３７９〜３９５

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
テオドシウス１世の孫

 

テオドシウス２世（４０１〜４５０）　ローマ皇帝　在位４０８〜４５０

ネストリウス（３８１〜４５１）　ネストリウス派教祖

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
テオドシウス１世の玄孫

 
プラキディア（４３９〜４７２）　オリブリオスの妻

オリブリオス（４３０〜４７２）　西ローマ皇帝　在位４７２

ティウディミル（？〜４７４）　テオドリックの父

 



テオドリック（４５４〜５２６） 　東ゴート王国初代王
 
※東ゴート王国はランゴバルト族によって滅ぼされる。その後、東ゴート族はネストリウス派の

伝道者となり、唐の時代の中国に進出する。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
・牟羽可汗（？〜７７９）　回鶻可汗国第３代ハーン

・合骨咄禄毘伽可汗（？〜７８９）　回鶻可汗国第４代ハーン

 
・烏介可汗（？〜８４６）　回鶻可汗国第１４代ハーン

・遏捻可汗（？〜８４８）　回鶻可汗国第１５代ハーン

 
※ネストリウス派の末裔と考えられる阿羅本という人物が「景教」を中国に伝えている。それと

機を一にし、ウイグル汗国ではマニ教を伝道し、国教にまで高めた。牟羽可汗の時代にマニ教は

国教となったが、牟羽可汗は、ネストリウス派の末裔でありマニ教の神官だったのだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
英義可汗（？〜９２４）　甘州ウイグル王国初代ハーン

耶律阿保機（８７２〜９２６）　契丹初代皇帝　在位９０７〜９２６

 
※回鶻可汗国が８４８年に滅ぶと、残党は甘州ウイグル王国を築いたが、甘州ウイグル初代王は

契丹の初代皇帝も兼任した。

 
耶律阮（９１９〜９５１）　契丹第３代皇帝　在位９４７〜９５１

Theodoric I（９２０〜９７５）　ヴェッティン家始祖
 



※耶律阮はテオドリック１世に変身し、ヨーロッパ最古の貴族の家柄と言われるヴェッティン家

の始祖となった。

 
耶律査剌（１０３２〜１１０１）　契丹第８代皇帝　在位１０５５〜１１０１

Dedi II（？〜１０６９）　Margrave of Lusatia
 
耶律濬（１０５８〜１０７７）　耶律査剌の子

耶律淳（１０６２〜１１２２）　北遼初代皇帝　在位１１２２

 
耶律雅里（１０９３〜１１２３）　北遼第３代皇帝　在位１１２３

耶律大石（１０９４〜１１４３）　西遼初代皇帝　在位１１２４〜１１４３

 
※非常に分かりやすい例だと思うが、耶律雅里は１１２３年に死んだことにして耶律大石に生ま

れ変わり、心機一転して西遼を築いて１１２４年に西遼初代皇帝に即位している。

 

耶律夷列（１１３４〜１１６３）　第２代西遼皇帝　在位１１５０〜１１６３※画像なし

ボレスワフ１世ヴィソキ（１１２７〜１２０１）　ヴロツワフ公　在位１１６３〜１２０１

 
※第２代皇帝耶律夷列も、初代皇帝耶律大石と同じように１１６３年に死んだことにしてボレス

ワフに生まれ変わり、１１６３年にヴロツワフ公に就任している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ボレスワフ１世ヴィソキの子（ヴェッティン家始祖Theodoric I、９世代目の子孫）
 



ヘンリク１世（１１６３〜１２３８）　ポーランド大公　在位１２３２〜１２３８

屈出律（？〜１２１８）　西遼最後の王※画像なし

ジョチ・カサル（１１６４〜１２１３）　チンギスの弟※画像なし

 
※東欧に拠点を移した後も、ヘンリク１世は最後の西遼皇帝としてウイグルを統治し、覇王チン

ギスの強さを見抜いた上で、監視の意味も込めて弟の座に収まったりしている。

 

ヴワディスワフ（１１８０〜１１９９）※画像なし

オゴタイ（１１８６〜１２４１）　モンゴル帝国第２代皇帝　在位１２２９〜１３４１

 
※チャガタイ、オゴタイ、トルイはチンギスの子ではなく、チンギスの弟ジョチ・カサルの子だ

った可能性がある。オゴタイの正体はボレスワフ１世ヴィソキの子ヴワディスワフだったようだ

。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Anna of Saganの子（ヘンリク１世１０世代目の子孫）
 
Henry II（１５０７〜１５４８）　Duke of Münsterberg-Oels
サンペット１世（１５０９〜１５９０）　アユタヤ王朝第１９代王（スコータイ王家）　在位１



５６９〜１５９０

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Anna of Saganの孫
 

Anna Maria（１５２６〜１５８９）　Hedwigの子
ピヨートル（１５２５〜１５７３）　ユニテリアン主義・ポーランド兄弟団※画像なし

レリオ・ソッツィーニ（１５２５〜１５６２）　ユニテリアン主義・ソッツィーニ派※画像なし

 
Anna（１５３９〜１５６８）　Henry IIの子
シモン・ブドニ（１５３３〜１５９３）　ユニテリアン主義

ヤン・シェニエンスキ（？〜１５９９）　ユニテリアン主義、ポーランド貴族

 

Henry III（１５４２〜１５８７）　Henry IIの子※画像なし
ファウスト・ソッツィーニ（１５３９〜１６０４）　ユニテリアン主義

 
※契丹・遼（ヴェッティン家）の王族はユニテリアン主義を生んだ。ユニテリアンの由来はアナ

トリアである。アナトリア＝アナトリアン＝ユニテリアンとなる。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Karl IIの子（Henry IIの孫）
 

Henry Wenceslaus（１５９２〜１６３９）　Duke of Oels-Bernstadt
ヤクブ・シェニエンスキ（？〜１６３９）　ユニテリアン主義、ラコヴィアン学院院長

 

George III of Brieg（１６１１〜１６６４）
ボーロマラーチャー２世（１６１３〜１６２９）　アユタヤ王朝第２５代王（スコータイ王家）

　在位１６２８〜２９

ジョン・ビドル（１６１５〜１６６２）　ヤクブ・シェニエンスキの子、ユニテリアン教会

 



※ゲオルギ３世の代で、アユタヤ帝国の支配は終焉を迎えた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Christian Ulrich IIの子（Karl IIの玄孫の子）
 

Charles Christian Erdmann（１７１６〜１７９２）　Duke of Württemberg-Oels
カール１世（１７１３〜１７８０）　ブラウンシュヴァイク＝ヴォルフェンビュッテル公

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブラウンシュヴァイク＝ヴォルフェンビュッテル公カール１世の子孫

 

Maximilian Jules Leopold（１７５２〜１７８５）　カール１世の子
リガス・ヴェレスティンリス・フェレオス（１７５７〜１７９８）　フィリキ・エテリア創設

 



フリードリヒ・ヴィルヘルム（１７７１〜１８１５）　カール・ヴィルヘルム・フェルディナン

トの子

エマニュエル・クサントス（１７７２〜１８５２）　フィリキ・エテリア創設

イオアニス・コレティス（１７７３〜１８４７）　ギリシア王国首相

 

ヴィルヘルム１世（１７８１〜１８６４）　アウグステ・カロリーネの子

トゥドル・ウラジミレスク（１７８０〜１８２１）　ワラキア蜂起

ニコラオス・スクファス（１７７９〜１８１８）　フィリキ・エテリア創設

 



パウル（１７８５〜１８５２）　アウグステ・カロリーネの子

アレクサンドル・イプシランティ（１７９２〜１８２８）　フィリキ・エテリア指導者

アタナシス・ツァカロフ（１７９０〜１８５１）　フィリキ・エテリア創設

アレクサンドロス・マヴロコルダトス（１７９１〜１８６５）　第一共和制初代ギリシア首相※

画像なし

アンドレア・ザイミス（１７９１〜１８４０）　第一共和制第４代ギリシア首相※画像なし

 
※ギリシア独立を掲げて秘密結社フィリキ・エテリアが作られた。フィリキ・エテリアの由来は

フリギア（アナトリア）とうイタリアの組み合わせと考えられる。彼らはアテネのアーコンの末

裔だろう。

 

カール・フリードリヒ・アレクサンダー（１８２３〜１８９１）　ヴィルヘルム１世の子

トラシヴロス・ザイミス（１８２２〜１８８０）　グリュックスブルク朝ギリシア王国首相

 



エルンスト・カール・ヴィルヘルム（１８５９〜１９０９）　アウグステ・フォン・ヴュルテン

ベルクの子※画像なし

ペトロス・プロトパパダキス（１８６０〜１９２２）　グリュックスブルク朝ギリシア王国首相

アーメト・リザ（１８５８〜１９３０）　青年トルコ人※画像なし

マフムート・シェヴケト・パシャ（１８５６〜１９１３）　青年トルコ人

ギド・フォン・ウーゼドム（１８５４〜１９２５）　ドイツ海軍提督※画像なし

 

フリードリヒ（１８６５〜１９４６）　ヘレーネ・フォン・ナッサウの子

エレフテリオス・ヴェニゼロス（１８６４〜１９３６）　グリュックスブルク朝ギリシア王国、

第二共和制ギリシア首相

ヴィルヘルム・スーション（１８６４〜１９４６）　ドイツ海軍提督※画像なし

フーベルト・フォン・レボイル＝パシュヴィツ（１８６３〜１９３３）　ドイツ海軍提督

 
※三頭政治を執る下記のタラート、ジェマル、エンヴェルは、上記の家族であるドイツ人提督た

ちに、オスマン・トルコ帝国海軍を委ねた。



 

エリーザベト（１８７３〜１９６１）　ヘレーネ・フォン・ナッサウの子

ゲオルギオス・カファンタリス（１８７３〜１９４６）　グリュックスブルク朝ギリシア王国首

相※画像なし

ベハエディン・シャキール（１８７４〜１９２２）　青年トルコ人

アフメト・ニヤーズィ（１８７３〜１９１３）　青年トルコ人

タラート・パシャ（１８７４〜１９２１）　統一と進歩委員会、青年トルコ人

ジェマル・パシャ（１８７２〜１９２２）　統一と進歩委員会、青年トルコ人

 
※タラート、ジェマル、下記のエンヴェルは三頭政治を執り、アルメニア人大虐殺などを指揮

した。ヨーロッパのタナトスは、このアルメニア人大虐殺を口実に常にトルコ共和国の台頭を阻

止し、ヨーロッパへの進出を邪魔してきた。

 



カール・エドゥアルト（１８８４〜１９５２）　ヘレーネ・フリーデリケ・アウグスタ・フォン

・ヴァルデックの子

エンヴェル・パシャ（１８８１〜１９２２）　統一と進歩委員会、青年トルコ人

エマヌエル・ツデロス（１８８２〜１９５６）　ギリシア王国首相

ムスタファ・ケマル・アタチュルク（１８８１〜１９３８）　トルコ共和国初代大統領

 

ヨシアス・ゲオルク・ヴィルヘルム・アドルフ（１８９６〜１９６７）　ヴァルデック侯フリー

ドリヒの子

ソフォクリス・ヴェニゼロス（１８９４〜１９６４）　ギリシャ首相

ジェマル・ギュルセル（１８９５〜１９６６）　トルコ共和国第４代大統領　任期１９６０〜１



９６６

 
※ヨシアスはギュルセルに変身し、クーデターによってトルコ政権を掌握。映画作家ユルマズ

・ギュネイを最初に投獄した（１９６０〜１９６２）。

 

マクシミリアン・ヴィルヘルム・グスタフ・ヘルマン（１８９８〜１９８１）　フリードリヒの

子※画像なし

ジェヴデト・スナイ（１８９９〜１９８２）　トルコ共和国第５代大統領　任期１９６６〜１９

７３

 
※映画作家ユルマズ・ギュネイ、２回目の投獄（１９７２）。

 

ヨハン・レオポルト（１９０６〜１９７２）　カール・エドゥアルトの子※画像なし

ファフリ・コルテュルク（１９０３〜１９８７）　トルコ共和国第６代大統領　任期１９７３〜

１９８０

ゲオルギオス・ゾイタキス（１９１０〜１９９６）　ギリシャ軍事政権初代大統領　任期１９６

７〜１９７２

 
※映画作家ユルマズ・ギュネイ、禁固１９年を言い渡される。３回目の投獄（１９７６）。



 

フリードリヒ・ヨシアス（１９１８〜１９９８）　カール・エドゥアルトの子※画像なし

ケナン・エヴレン（１９１７〜２０１７）　トルコ共和国第７代大統領　任期１９８２〜１９８

９

ゲオルギオス・パパドプロス（１９１９〜１９９９）　ギリシャ軍事政権大統領　任期１９７２

〜１９７３

フェドン・キジキス（１９１７〜１９９９）　ギリシャ第３共和制初代大統領　任期１９７３〜

１９７４

 
※映画作家ユルマズ・ギュネイ、１９８１年に刑務所を脱獄し、フランスに亡命。１９８４年、

亡命先で癌死（暗殺）。パパドブロスとキジキスは同一人物にしか見えない。

 

アレクサンドラ（１９２４〜２００９）　ヨシアス・ツー・ヴァルデック＝ピルモントの子※画

像なし

スュレイマン・デミレル（１９２４〜２０１５）　トルコ共和国第９代大統領　任期１９９３〜

２０００

ディミトリオス・イオアニディス（１９２３〜２０１０）　ギリシャ軍事治安警察（ＥＳＡ）長

官

 



 
アンドレアス（１９４３）　フリードリヒ・ヨシアスの子※画像なし

パナギオティス・ピクラメノス（１９４５）　ギリシア首相

ルーカス・パパデモス（１９４７）　ギリシア首相

アブドゥラ・オジャラン（１９４６）　クルディスタン労働者党首領

 
※アンドレアスは、現（２０１９年）ザクセン＝コーブルク＝ゴータ公家家長である。アンドレ

アスは影武者を使ってギリシアを支配し、ギリシアを足場にクルディスタンの独立を狙っている

のだろうか。

 

Christian（１９５５）　Anton-Güntherの子※画像なし
プロコピス・パヴロプロス（１９５０）　ギリシア大統領



アントニス・サマラス（１９５１）　ギリシア首相

ゲオルギオス・アンドレアス・パパンドレウ（１９５２）　ギリシア首相

ムラト・カラユラン（１９５４）　クルディスタン労働者党首領

 

Paul-Wladimir（１９６９）　Duke Friedrich August of Oldenburgの子※画像なし
Thomas Pappas（１９６７？）　アブグレイブ刑務所における捕虜虐待加害者
 
 
 



聖ドナトゥスの一族〜渤海王、ブワイ朝、テンプル騎士団、ジンバブエ王国、ダホメー
王国、ハイチ帝国、トンガ王国、リベリア共和国、ブータン王国、黒人地位向上協会、
バハーイー教

ドナトゥス・マグヌス（？〜？）　ドナトゥス司教　ドナトゥス司教　在位３１３〜３５５

マヨリヌス（？〜？）　ドナトゥス司教　在位３１１〜３１３※画像なし

エウセビウス（？〜３１０）　第３１ローマ教皇　在位３１０

ミルティアデス（？〜３１４）　第３２代ローマ教皇　在位３１１〜３１４

シルウェステル１世（？〜３３５）　第３３代ローマ教皇　在位３１４〜３３５

マルクス（？〜３３６）　第３４代ローマ教皇　在位３３６

ユリウス１世（？〜３５２）　第３５代ローマ教皇　在位３３７〜３５２

 
※切り替えの早いドルイド教は、ミラノ勅令が出る直前にドルイド教を捨て、散々攻撃していた

キリスト教にあっさりと鞍替えした。タナトスを由来にしたドナトゥス派としてキリスト教の歴

史に登場した。タナトス＝ダナトス＝ドナトゥスとなる。

もともとドルイド司祭だったドナトゥス・マグヌスは、初代司教マヨリヌスでもあったが、ド

ナトゥスは３５５年に死んだことにしてカルタゴを発ち、古代にダヴィデの一族が築いた交易路

を東に進み、紅海、インド洋、東南アジアから太平洋にまで赴いた。その時にドナトゥスはバヌ

アツを発見した。バヌアツの由来はヨハネスである。ヨハネス＝ヨハヌエス＝ハヌエス＝バヌア

ツとなる。



その後、ポリネシア人の漕ぎ手をを奴隷のように酷使して新たな新天地を求めて北上し、偶然に

もハワイを発見したと考えられる。ハワイの由来はヤハウェである。ヤハウェ＝ヤハワイ＝ハワ

イとなる。ハワイを新たなキリスト教（ドナトゥス派）の拠点として設け、いつの日か、オリエ

ントに錦を飾るための基地として使おうと考えていたかもしれない。その後、太平洋航路を開発

しながらハワイのドナトゥス派は中国に辿りつき、渤海湾（ボハイ）にハワイの名を残している

。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
●渤海王からブワイフ朝に繋がる系譜

 
※バヌアツ諸島、ハワイ諸島を離れた聖ドナトゥスの一族は中国を訪れ、上陸したポイントを渤

海湾（ボハイ）と命名した。その後満州に移り、渤海国（ボハイ）を築くことになる。ボハイ（

渤海）の由来はハワイである。ハワイ＝バハイ＝ボハイとなる。

渤海国は、日本にいた家族日本仏教と交流するべく、渤海使を送っていた。これは日本を訪問し

た渤海人の使節である。７２８年から９２２年までの間に３４回の使節が記録に残っている。 こ
の間に渤海人は日本仏教を学んだ。

 

大祚栄（？〜？）　渤海国初代王　在位６８９〜７１９

 
ダエ・インソン（？〜９２６）　渤海国最後の王　在位９０６〜９２６

イマード・ウッダウラ（８９１〜９４９）　ブワイフ朝初代シャー　在位９３２〜９４９

 
※９２６年、渤海国が滅亡すると、最後の王はイランに移住し、９３２年にブワイフ朝を開いた

。彼らは６年でイランに新しい王朝を築いたことになる。たぶん、家族であるマズダク教の人々

が新しい王朝の準備に協力したのだろう。ブワイフ（ブワイ）の名の由来はボハイ、或いはハワ

イである。ハワイ＝バワイ＝ブワイ（ブワイフ）となる。



 
フーラード・ストゥーン（？〜１０６２）　ブワイフ朝最後のシャー

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ユーグ・ド・パイヤン（１０７０〜１１３６）　テンプル騎士団創設　フーラード・ストゥーン

の子

ペドロ１世（１０６８〜１１０４）　ヒメネス朝ナバラ王

ルイ６世（１０８０〜１１３７）　カペー朝第５代フランス王

 
※１０６２年にブワイフ朝が滅ぶと、ブワイフの王族の残党と考えられるユーグ・ド・パイヤン

はフランスに渡り、家族であるシトー会の協力を得て「テンプル騎士団」を結成した。

また、テンプル騎士団は「ボーサン」と呼ばれる旗を作り、この旗の下に集う度に「ボーサン！

」と鬨の声を上げたという。冗談ではなく、ボーサンの名の由来は日本語「坊さん」だろう。こ

れは、渤海国時代に彼らが渤海使を日本に送って日本仏教を学んでいた影響である。そして、テ

ンプル騎士団はキリスト教の騎士であるにも拘らず、独自に「バフォメット」なる神を祀った。

ここにも渤海使の影響が出ている。バフォメットの名の由来は渤海（ボハイ）と大和の組み合わ

せなのだ。ボハイ＋ヤマト＝ボハマト＝バフォメットとなる。

 



ピエール２世（１１５５〜１２１９）　ラテン帝国第２代皇帝、ルイ６世の孫

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ジンバブエ王国（１２２０〜１４５０）※歴代王の系譜は不明

 
※１２１２年の児童十字軍に同行したテンプル騎士団は児童たちを連れてジンバブエに入植した

。児童十字軍は、奴隷用の児童も多数連行していたが、大多数はドルイド司祭の血を引く子ども

たちだった。つまり、これはドルイド司祭がケルト人を指揮した「聖なる移住（ウェルサク

レム）」と同様の意味を持つものだった。

次代の悪の種を撒くつもりでイスラム圏を目指したものの、それが困難だとわかると、児童十字

軍は更に南下してジンバブエにまで到達した。このときにジンバブエ王国が建てられた。プロの

建築家は同行していなかったと考えられるので、グレートジンバブエの建築は素人裸足ながら、

なんとか建てた要塞だといえる。ジンバブエの由来は新渤海（シンボハイ）である。シンボハイ

＝ジンボバイ＝ジンバブエとなる。

ジンバブエ王国の記録や歴代の王の情報は存在しないが、タナトスの一族が支配していたことで

、どのような国が成立していたか分かるだろう。東西本願寺の末裔の集合体「民主党」などは、

アメリカ人が作り上げたアメリカ合衆国を簒奪した。タナトスの一族は、通常はそのように強い

国家に寄生し、すべてを簒奪する。ところが、イチから国を作り始めると、タナトスはこういう

、ジンバブエ王国のような国しか作れないということが良く分かる。

 
■カネム・ボルヌ帝国後期、マプングプエ王国、ジンバブエ王国の王は代々、ヒメノ朝ナバラ王



・アラゴン王やカペー朝フランス王が兼任していた。

 
・ヒメノ朝ナバラ王

 
・ペドロ１世（１０９４〜１１０４）　アラゴン王ペドロ１世

・アルフォンソ１世（１１０４〜１１３４）　アラゴン王アルフォンソ１世

・ガルシア・ラミレス（１１３４〜１１５０）

・サンチョ６世（１１５０〜１１９４）

・サンチョ７世（１１９４〜１２３４）

 
・ヒメノ朝アラゴン王

 
・ラミロ２世（１１３４〜１１３７）

・ペトロニラ（１１３７〜１１６４）

 
・カペー朝フランス王

 
・ルイ６世（１１０８〜１１３７）

・ルイ７世（１１３７〜１１８０）

・フィリップ２世（１１８０〜１２２３）

・ルイ８世（１２２３〜１２２６）

・ルイ９世（１２２６〜１２７０）

・フィリップ３世（１２７０〜１２８５）

・フィリップ４世（１２８５〜１３１４）

・ルイ１０世（１３１４〜１３１６）

・ジャン１世（１３１６）

・フィリップ５世（１３１６〜１３２２）

・シャルル４世（１３２２〜１３２８）
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■ジンバブエ王国後期の王

 
・アラー・ウッディーン・バフマン・シャー（？〜？）　初代バフマニー朝シャー　在位１３４

７〜１３５８

・ムハンマド・シャー１世（？〜１３５８）　第２代バフマニー朝シャー　在位１３５８〜１３

７５



・アラー・ウッディーン・ムジャーヒド・シャー（？〜？）　第３代バフマニー朝シャー

・ダーウード・シャー（？〜？）　第４代バフマニー朝シャー

・ムハンマド・シャー２世（？〜１３９７）　第５代バフマニー朝君主　在位１３７８〜１３９

７

 
※ジンバブエの王の系譜は不明だが、後期はバフマニー朝のシャーがジンバブエ王を兼ねていた

と考えられる。バフマニー王族は、古来から続く風習サティー（事実上の人身御供）を取り仕切

っていたと考えられる。サティーが禁止された１８３０年の直後、１８４４年にバーブ教が創設

されていることから、謎の新宗教バーブ教とバハーイー教は実質的な人身御供サティーの指揮者

ということができる。女性（未亡人）を魔神サトゥルヌスに捧げるため、サティーと命名された

。

本来、サティーには、美しい女性に子を生ませる、性奴隷にする、食べる、夫の財産を収奪する

などの目的があった。未亡人は夫に殉じなければならないという設定のため、標的女性の夫を意

図的に殺して女性を得ることも行われた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アラー・ウッディーン・アフマド・シャー２世（？〜？）　第１０代バフマニー朝シャー　在位

１４３６〜１４５８

ニャツィンバ・ムトタ（？〜？）　ムタパ王国初代王　在位１４３０〜１４５０

※ジンバブエ王はインドに進出し、ボハイマン（ボハイの人）を意味する「バフマニー朝」を開

いた。その後、バフマニー朝君主アラー・ウッディーン・アフマド・シャー２世の時代、この第

１０代シャーはジンバブエに帰還してムタパ王国を築いた。つまり、その後のバフマニー朝シャ

ーはみなムタパ王を兼ねていた。ムタパの由来は東北地方から来た陸奥安倍氏であり、ムタパの

庶民は陸奥安倍氏の子孫だが、ムタパの王族はタナトスの血統であった。

 
チクヨ・チサマレング（？〜？）　ムタパ王国第６代王　在位１４９４〜１５３０

シハーブッティーン・ムハンマド・シャー（？〜？）　第１４代バフマニー朝シャー　在位１４

８２〜１５１８

アフマド・シャー４世（？〜？）　第１５代バフマニー朝シャー　在位１５１８〜１５２０

アラー・ウッディーン・シャー（？〜？）　第１６代バフマニー朝シャー　在位１５２０〜１５

２３

ワリー・ウッラー・シャー（？〜？）　第１７代バフマニー朝シャー　在位１５２３〜１５２５

カリームッラー・シャー（？〜１５２７）　第１８代バフマニー朝シャー　在位１５２５〜１５

２７



※ムタパ王国第６代王は最後のバフマニー朝シャー５人を演じた。バフマニー朝が滅ぶと残党は

一旦故地であるジンバブエに戻ると、そこからジンバブエ王国の残党と共に、陸路で現ベナンを

目指した。バフマニー朝の残党はそこにダホメー王国を築いた。
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・ホエグバジャ（生没年不詳）　ダホメー初代王　在位１６４５〜１６８５　※画像なし

・アカバ（生没年不詳）　ダホメー第２代王　在位１６８５〜１７１６　※画像なし

 
※ジンバブエ王国が１６００年頃に滅ぶと、渤海国、ブワイ朝、テンプル騎士団。どの血を継ぐ

ものか不明だが、ジンバブエの残党は西方に北上して西アフリカに入植した。アジャ人と呼ばれ

た彼らはここにダホメー王国を築き、この王国は１９００年まで続いた。ダホメーの由来はテー

ベとアメンの組み合わせである。テーベ＋アメン＝テーベメン＝テヘメ＝ダホメーとなる。

その後、第３代ダホメー王のハングベが大西洋を渡ってハイチに入植する。神官でもあったハン

グベは、ヴードゥー教を掲げて現地の奴隷を信者として大量に獲得し、数で圧倒する形で植民地

支配をするフランス人を劣勢に追い込んだ。これが「ハイチ革命」である。ハイチの由来はヤペ

テと考えられる。ヤペテ＝ヤペイティ＝ペイティ＝ハイチとなる。ヤペテの子を称することで自

分たちは白人だったことを示している。

 

ハングベ（生没年不詳）　ダホメー第３代王　在位１７１６〜１７１８　※画像なし

デュティ・ブークマン（？〜１７１９）　ヴードゥー教神官

 



ゲーゾー（？〜１８５８）　ダホメー第９代王　在位１８１８〜１８５８

フォスティン・ソーローキュー（１７８２〜１８６７）　第２ハイチ帝国皇帝　在位１８４９〜

１８５９
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デュティ・ブークマン（バングベ）の子

 

トゥーサン・ルーヴェルチュール（１７３９〜１８０３）　ハイチ独立運動指導者

 



ジャン＝ジャック・デサリーヌ（１７５８〜１８０６）　ハイチ皇帝

 

アンリ・クリストフ（１７６７〜１８２０）　ハイチ王

デンマーク・ウィージー（１７６７〜１８２２）　デンマーク・ウィージーの暴動指揮者

 
※アンリ・クリストフは自殺したことにしてアメリカに渡り、デンマーク・ウィージーと名を

変え、アメリカ合衆国征服を信条にヴードゥーの神官として黒人（ヴードゥー教信者）暴動を指

揮した。
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ハイチ王アンリ・クリストフ王太子の子

 



ジャック＝ヴィクトル・アンリ（１８０４〜１８２０）※画像なし

ジョセフ・ジェンキンス・ロバーツ（１８０９〜１８７６）　リベリア初代大統領

ナット・ターナー（１８００〜１８３１）　ナット・ターナーの乱指揮者

 

フランソワ＝フェルディナン・クリストフ（１７９４〜１８０５）※画像なし

ジョージ・トゥポウ１世（１７９７〜１８９３）　初代トンガ王　在位１８４５〜１８９３

 
※ナット・ターナーは、顔の類似と年代を考慮にいれると、デンマーク・ウィージーの子と考え

てよい。ナットはヴードゥー神官として、父と同じように黒人（ヴードゥー教信者）暴動を指揮

した。このヴードゥー教信者による暴動を阻止するためにＫＫＫが結成された。ＫＫＫはヴ

ードゥー教の神官、そして有力信者を狩り、リンチして殺し、見せしめとして吊るした。普通の

黒人は標的にはなっていない。

また、ナット・ターナーは死んだことにすると、その足でアメリカを離れ、新天地としてトンガ

を選んだ。ターナーはここでジョージ・トゥポウ１世となり、トンガ王国初代王となる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



 
スティーブン・アレン・ベンソン（１８１６〜１８８５）　リベリア第２代大統領

エドワード・ジェイムズ・ロイ（１８１６〜１８７２）　リベリア第５代大統領

 
※ベンソンとロイは明らかに同一人物である。左手を挙げたロイは、なぜかヴードゥー神官の如

き妖しいオーラを放っている。

 

ジェイムズ・スプリッグス・ペイン（１８１９〜１８８２）　リベリア第４代大統領

セイイェド・アリー・モハンマド（１８１９〜１８５０）　バーブ教教祖

バハー・ウッラー（１８１９〜１８９２）　バハーイー教教祖

Jigme Namgyal（１８２５〜１８８１）　ウゲン・ワンチュク父※画像なし

※ペインは、影武者を引き連れてリベリアから故地のひとつであるイランに向かった。影武者の

一人がセイイェド・アリー・モハンマドを称し、「バーブ教」の教祖となるが、イランのカ

ージャール朝とオスマン・トルコ帝国の双方から弾圧され、処刑された。

その後、ペインの影武者だったバハー・ウッラーが「バハーイー教」の教祖となり、世界的な宗

教（邪教）にまで育て上げた。バーブの由来はジンバブエであり、バハーイーの由来は渤海（ボ

ハイ）である。ジンバブエ＝ジンバーブエ＝バーブとなり、ボハイ＝ボハーイー＝バハーイーと



なる。バハーイー教はすぐに世界中に認められ巨大化したが、それも大谷の家族である証拠だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョージ・トゥポウ１世の子

 

テヴィタ・ウンガ（１８２４〜１８７９）　トンガ初代首相

ジェイムズ・スキーヴリング・スミス（１８２５〜１８９２）　リベリア第６代大統領

 

ヴナ・タキタキマロヒ（１８４４〜１８６２）※画像なし

ジョセフ・ジェイムズ・チーズマン（１８４３〜１８９６）　リベリア第代１２大統領

ウィリアム・Ｄ・コールマン（１８４２〜１９０８）　リベリア第１３代大統領

Siaosi Tuʻi Pelehake（１８４２〜１９１２）　ジョージ・トゥポウ２世父
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Siaosi Tuʻi Pelehakeの子
 



ジョージ・トゥポウ２世（１８７４〜１９１８）　第２代トンガ王　在位１８９３〜１９１８

ウィリアム・ジョセフ・シーモア（１８７８〜１９２２）　ペンテコステ派指導者

チャールズ・Ｄ・Ｂ・キング（１８７５〜１９６１）　リベリア第１７代大統領

Ｗ・Ｅ・Ｂ・デュボイス（１８６８〜１９６３）　黒人地位向上協会創立

 
※ハイチから自分の意志でアメリカに来たデュボイスは被害者を装い、白人のアメリカに切り込

んだ。差別批判を武器にしてヴードゥー神官は富を蓄えた。ヴードゥー神官は黒い肌を盾に財を

成し、普通の黒人は黒い肌のために不遇を余儀なくされている。

ジョージ・トゥポウ２世は１８９３年に王位を返還し、アメリカに渡ってデュボイスを名乗っ

たが、写真のデュボイスは影武者だろう。また、トゥポウはチャールズ・Ｄ・Ｂ・キングを名

乗り、リベリア大統領にも就任したが、キングの名はシャレだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
バハー・ウッラー（Jigme Namgyal）の子
 



Díyá'u'lláh（１８６４〜１８９８）
ウゲン・ワンチュク（１８６２〜１９２６）　ブータン王国初代雷龍王　在位１９０７〜１９２

６

 

Mirza Badi'u'llah Effendí（１８７１〜１９５０）
ムハンマド・アリー・ジンナー（１８７６〜１９４８）　初代パキスタン総督

 
※ジンナーは、バハーイー教教祖バハーウッラーの息子である可能性が高い。顔も良く似ている

。例えジンナーが影武者でも異母兄弟であることは確かだ。パキスタンには大谷の素地があるの

だろう。ことあるごとにディープステートに味方してきた歴史がある。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
初代雷龍王ウゲン・ワンチュクの子

 



ジグミ・ワンチュク（１９０５〜１９５２）　ブータン王国第２代雷龍王

リヤーカト・アリー・ハーン（１８９５〜１９５１）　パキスタン初代首相

チョコルダ・グデ・ラカ・スカワティ（１８９９〜１９６７）　東インドネシア初代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
第２代雷龍王ジグミ・ワンチュクの子

 

ジグミ・ドルジ・ワンチュク（１９２９〜１９７２）　ブータン王国第３代雷龍王

ズルフィカール・アリー・ブットー（１９２８〜１９７９）　パキスタン第９代首相、第４代大

統領

ムハンマド・ラフィーク・ターラル（１９２９）　パキスタン第９代大統領※画像なし

 



Ashi Namzay Kumutha（１９４？）
マヌムーン・フセイン（１９４０）　パキスタン第１２代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
第３代雷龍王ジグミ・ドルジ・ワンチュクの子

 

Sonam Choden Wangchuck（１９４？）※画像なし
アリフ・アルヴィ（１９４９）　パキスタン第１３代大統領

 



Dechen Wangmo Wangchuck（１９５？）
イムラン・カーン（１９５２）　パキスタン第２３代首相

 
 

ジグミ・シンゲ・ワンチュク（１９５５）　ブータン王国第４代雷龍王

シャーヒド・ハーカーン・アッバースィー（１９５８）　パキスタン第２２代首相

アースィフ・アリー・ザルダーリー（１９５５）　パキスタン第１１代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョージ・トゥポウ２世の子

 



サローテ・トゥポウ３世（１９００〜１９６５）　第３代トンガ女王　在位１９１８〜１９６５

イブラヒム・アブード（１９００〜１９８３）　スーダン初代首相

クリストファ・ソグロ（１９０６〜１９８３）　ベナン共和国大統領

 
※女王の影武者として生まれた異母兄弟がスーダンとベナンに送り込まれた。民衆十字軍や児童

十字軍の子孫である「黒いタナトス」もうひとつの故地であるベナン奪還に挑戦している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
トンガ女王サローテ・トゥポウ３世の子

 

タウファアハウ・トゥポウ４世（１９１８〜２００６）　第４代トンガ王　在位１９６５〜２０

０６

ウィリアム・トルバート（１９１３〜１９８０）　リベリア第２０代大統領

 



ファターフェーヒ・ツ・イペレケ（１９２２〜１９９９）　

ミルトン・オボテ（１９２４〜２００５）　ウガンダ大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フランス女性Gilberte Vincentとチョコルダ・グデ・ラカ・スカワティの子
 

Gilberte Vincentとチョコルダ・グデ・ラカ・スカワティの子（１９３？）※画像なし
ジェイムス・ベヴェル（１９３６〜２００８）　公民権運動指導者

カナーン・バナナ（１９３６〜２００３）　ジンバブエ大統領

ベニー・ディー・ワーナー（１９３５）　リベリア共和国副大統領

 
※ジェイムス・ベヴェル。彼を、現代を代表するヴードゥー司祭と呼んで良かろう。彼がマーテ

ィン・ルーサー・キングＪｒの暗殺に関与している。ジェイムス・ベヴェルはキング牧師と共闘

を約束して行動を共にしていたが、これがよくなかった。タナトスの一族は常に敵のそばに張り

付き、自然なタイミングを計らって暗殺を実施する性質があるからだ。薩長同盟や現在の野党共

闘も同じである。キング牧師は等しく黒人の平等な権利を求めたが、ヴードゥー教の司祭である

バヴェルは、他の黒人はどうでもよく、仲間である「黒いタナトス」のことしか頭になかった。

彼ら、ヴードゥー教司祭やヴードゥー教信者は黒い肌を武器にし、敵を退けたり、莫大な富を得



るが、普通の黒人はその黒い肌により未だに差別され、貧しい暮らしを余儀なくされている。Ｋ

ＫＫは昔からヴードゥー教司祭や熱心な黒人信者を狙ってきた。何もしない黒人を狩ることは

なかった。更に、ベヴェルは故地であるジンバブエではバナナ大統領を演じた。写真のバナナ

やワーナーはあまりベヴェルに似ていないが異母兄弟であり、影武者であることは間違いない。

 

Gilberte Vincentとチョコルダ・グデ・ラカ・スカワティの子（１９３？）※画像なし
エレン・ジョンソン・サーリーフ（１９３８）　リベリア第２４代大統領

マクシーン・ウォータース（１９３８）　民主党上院議員

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
タウファアハウ・トゥポウ４世の子

 



ジョージ・トゥポウ５世（１９４８〜２０１２）　第５代トンガ王　在位２００６〜２０１２

チャールズ・テイラー（１９４８）　リベリア第２２代大統領

ギフト・タンダレ（１９４？〜２００７）　ジンバブエ人権活動家

サルバ・キール・マヤルディ（１９５１）　南スーダン共和国初代大統領

 
※テイラー、タンダレは優性遺伝子ブリーダーで生まれたベヴェルの子と考えられる。顔が良く

似ている。タンダレは人権活動家だがムガベ大統領に暗殺された。現在ジンバブエで起きている

ことは彼が計画したのだろう。故地ジンバブエ奪還を起草している。

 

Salote Mafileʻo Pilolevu Tuita（１９５１）※画像なし
グレース・ムガベ（１９６５）　ムガベ大統領夫人

 
 
 



ローマ教皇レオ１世の一族〜ランゴバルト王国、メロヴィング朝、マズダク教、ウイグ
ル可汗、浄土教、曹洞宗、ノルマン人、カルマル同盟、出雲大社、コーザ・ノストラ、
オーストラリア、バチカン市国委員会

・ペルマリアン（？〜？）　ドナトゥス司教　在位３５５〜３９１

・カルタゴのプリミアン（？〜？）　ドナトゥス司教　在位３９１〜３９３

・マクシミアヌス（？〜？）　ドナトゥス司教　在位３９３〜３９４

 

カルタゴのプリミアン（？〜？）　ドナトゥス司教　在位３９４〜４００※画像なし

ルーア（？〜４３４）　フン族の王※画像なし

レオ１世（？〜４６１）　第４５代ローマ教皇　在位４４０〜４６１

メロヴィクス（４１１〜４５８）　フランク族首長（メロヴィングの由来）※画像なし

 
※ドナトゥス派最後の司教プリミアンは、３９３年から一年間、パンノニアでフン族に接触した

。その後、ドナトゥス派に戻って６年間司教を務めたが、それから再度、パンノニアに赴き、ル

ーア王としてフン族を統治。東ゴート王国をカモにしていた。だが、アッチラが登場する直前

にルーア王は突如として消え去った（ルーアの名は親鸞の名の由来となった）。

彼はどこに消えたのだろうか？彼はローマ法皇としてカトリックの頂点にいた。大教皇と呼ばれ

たレオ１世である。ローマ法皇で大教皇と呼ばれたのはレオ１世とグレゴリウス１世の２人だけ

だが、残念ながら２人ともタナトスである。更に、フン族の王としてフン族を統治していた時代

、ルーアは同時にフランク族をも掌握し、メロヴィクスとしてフランク族を統治した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



キルデリク１世（４４０〜４８１）※画像なし

ヒラルス（？〜？）　第４６代ローマ教皇　在位４６１〜４６８

シンプリキウス（？〜？）　第４７代ローマ教皇　在位４６８〜４８３

 

クロヴィス１世（４６６〜５１１）　メロヴィング朝初代フランク王

フェリクス３世（？〜？）　第４８代ローマ教皇　在位４８３〜４９２

オドアケル（４３３〜４９３）　イタリア領主・イタリア王

ゲラシウス１世（？〜？）　第４９代ローマ教皇　在位４９２〜４９６

ラウレンティウス（？〜？）　対立教皇　在位４９８〜５０６



タトー（？〜５１０）　ランゴバルド王　在位？〜５１０※画像なし

 
※オドアケルは、西ローマ帝国の傭兵隊長を経てローマ帝国のイタリア領主となったが出自は不

明で、ヘルール族の王であったとか、テューリンゲン族の出身であるとか、あるいは東ゲルマン

族のスキリア族出身であるなどとされた。しかし、イタリアの領主となった出自不明のオドアケ

ルの正体は、じつはローマ教皇フェリクス３世だった。その後もゲラシウス１世などのローマ教

皇を演じ続けているが、元を辿ればクロヴィス１世である。

更に、ゲラシウス１世は対立教皇ラウレンティウスに変身するが、ローマ法皇シンマクスに敗北

したあと、ゲルマニアに逃亡して地母神ネルトゥスの崇拝をはじめ、ランゴバルト族を支配下に

置いた。ラウレンティスはランゴバルド王タトーとしてすぐ東方のフェルドと呼ばれる平原に移

動した。この地でヘルール人の支配に反抗し、勝利を収めて独立勢力となった。

ということで、クロヴィス１世は即位後、すぐにイタリアを掌握しようと新勢力ランゴバルト族

の支配に奮戦し、フランク王国を留守にしたため、４７年間もの間、フランク王位は空位になっ

ている。更にその後、ダヴィデの一族にフランク王位を奪われたのだが、クロヴィス１世の子孫

であるランゴバルト族はフランク王国と敵対することになり、最終的に宰相ピピンとしてフラン

ク王国に返り咲くことになる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ワコー（？〜？）　ランゴバルド王　在位５１０〜５３９※画像なし

ヨハネス１世　第５３代ローマ教皇　在位５２３〜５２６

マズダク（？〜５２４）　マズダク教教祖※画像なし

 



ワルタリ（？〜？）　ランゴバルド王　在位５３９〜５４６※画像なし

フェリクス４世（？〜５３０）　第５４代ローマ教皇　在位５２６〜５３０※画像なし

カワード１世（４７３〜５３１）　サーサーン朝皇帝　在位４８８〜４９６、４９８〜５３１

 
※この時期は、ローマ教皇となったガリアのドルイド司祭たちがイタリアを支配しながらイラン

を何とかしようとして画策していた時期である。フェリクス４世はサーサーン皇帝カワード１世

に化け、仲間のヨハネス１世が化けたマズダクが築いた邪教マズダク教を保護し、拡大に努めた

。まだイスラム教が登場する前夜だったため、ガリアのドルイド司祭はマズダク教を築き、イラ

ンに広めることでオリエント地域の征服を企画した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
クロヴィス１世の子

 

グントラム（５３２〜５９２）　オルレアン王※画像なし

アルボイン（５２６〜５７２）　ランゴバルト王国初代王　在位５６８〜５７３※画像なし



グレゴリウス１世　ローマ市長官　在位５７２〜５７４　第６４代ローマ教皇　在位５９０〜６

０４

 
※ランゴバルト初代王アルボインは、死んだと見せかけて二年間ローマ市長官を務め、それから

グレゴリウス１世としてローマ法皇に就任した。ローマ市長官になったり、ローマ法皇になっ

たり、次々に重要職に就くことができるのは、ドルイド教やドナトゥス派時代に獲得した大勢の

信者がいるからこそだ。数百人の信者たちは命令されてタナトスの人物を「すごい、すごい」と

褒め称える。彼らがグルだと知らない第三者は、それを見て「何かすごい人物が現れた！」と認

識する。そしてドルイド教は、彼らのウソを信じない者たちを闇から闇へと消していく。こうし

て「すごい人物」が完成するのだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アウタリ（？〜？）　ランゴバルト王　在位５８４〜５９１　アルボインの子※画像なし

ペラギウス２世（？〜５９０）　第６３代ローマ教皇　在位５７９〜５９０

智顗（５３８〜５９８）　天台宗

アギルルフ（？〜？）　ランゴバルト王　在位５９０〜６１６　アルボインの子

ボニファティウス４世（？〜６１５）　第６７代ローマ教皇　在位６０８〜６１５

 



アダロアルド（？〜？）　ランゴバルト王　在位６１６〜６２６※画像なし

ボニファティウス５世（？〜６２５）　第６９代ローマ教皇　在位６１９〜６２５

吉蔵（５４９〜６２３）　三論宗

 

ロタリ（？〜？）　ランゴバルト王　在位６３６〜６５２※画像なし

マルティヌス１世（？〜６５５）　第７４代ローマ教皇　在位６４９〜６５３

道綽（５６２〜６４５）　浄土教

ピピン１世（５８０〜６４０）　メロヴィング朝宮宰　在位６２３〜６２９、６３９〜６４０　

※画像なし

 

アリベルト１世（？〜？）　ランゴバルト王　在位６５３〜６６１※画像なし

エウゲニウス１世（？〜６５７）　第７５代ローマ教皇　在位６５４〜６５７

玄奘三蔵（６０２〜６６４）　四大翻訳家

グリモアルド１世（６１５〜６６２）　メロヴィング朝宮宰　在位６４３〜６５６※画像なし

 



グリムヴァルド（？〜？）　ランゴバルト王　在位６６２〜６７２※画像なし

ウィタリアヌス（？〜６７２）　第７６代ローマ教皇　在位６５７〜６７２

 

ベルクタリット（？〜？）　ランゴバルト王　在位６７２〜６８６※画像なし

ベネディクトゥス２世（？〜６８５）　第８１代ローマ教皇　在位６８４〜６８５

善導（６１３〜６８１）　浄土教

 

アリベルト（？〜？）　ランゴバルト王　在位７０１〜７１２※画像なし

コンスタンティヌス（？〜７１５）　第８８代ローマ教皇　在位７０８〜７１５

 
※ほとんどのランゴバルト王は、中国とイタリアを往来し、仏教の僧として活動した。さすがに

強い征服本能をもっているだけあり、当時からグローバルな視点を持っていた。そのためか、浄



土思想はキリスト教に本質的に似ている。イエズス会のフロイスが、浄土崇拝を「キリスト教に

似ている」と述べたくらいだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

リウトブラント（？〜？）　ランゴバルト王　在位７１２〜７４４※画像なし

グレゴリウス２世（？〜？）　第８９代ローマ教皇　在位７１５〜７３１※画像なし

グレゴリウス３世（？〜？）　第９０代ローマ教皇　在位７３１〜７４１

カール・マルテル（６８６〜７４１）　メロヴィング朝宮宰　在位７１５〜７４１、在位７１８

〜７４１

 
※ランゴバルト王リウトプラントは、在位の年月が符合することから、ランゴバルト王国を統治

しながらローマ法皇グレゴリウス２世を演じた。更にその後、２世が死んだことにすると、すぐ

にグレゴリウス３世を演じ続けたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ラトキス（？〜？）　ランゴバルト王　在位７４４〜７４９※画像なし



ザカリアス（？〜７５２）　第９１代ローマ教皇　在位７４１〜７５２

キョル・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗国初代カガン　在位７４４〜７４７※画像なし

 
アイストゥルフ（？〜？）　ランゴバルト王　在位７４９〜７５６

ステファヌス３世 （？〜７５７）　第９２代ローマ教皇　在位７５２〜７５７
カールマン（７０６〜７５４）　メロヴィング朝宮宰　在位７４１〜７５４

 

ピピン３世（７１４〜７６８）　カロリング朝フランク王　在位７５２〜７６８

パウルス１世（？〜７６７）　第９３代ローマ教皇　在位７５７〜７６７

テングリデ・ポルミシュ・イル・イトミシュ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在位７

４７〜７５９※画像なし

 

デシデリウス（？〜７８６）　ランゴバルト王　在位７５６〜７７６※画像なし

ステファヌス４世（？〜７７２）　第９４代ローマ教皇　在位７６８〜７７２※画像なし

カールマン１世（７５１〜７７１）　カロリング朝フランク王　在位７６８〜７７１

テングリデ・クト・ポルミシュ・イル・トゥトミシュ・アルプ・キュリグ・ビルゲ（？〜？）　

ウイグル可汗カガン　在位７５９〜７７９※画像なし

 
※ランゴバルト王国、最後の３人の王は大宛に帰還し、ウイグル可汗国を建設した。３人は、ラ

ンゴバルト王国を統治しながらウイグルカガンも同時に兼任していた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



・アルプ・クトゥルグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在位７８０〜７８９

・テングリデ・ポルミシュ・キュリュグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在位７８９

〜７９０

・クトゥルグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在位７９０〜７９５

・テングリデ・ウルグ・ポルミシュ・アルプ・クトゥルグ・キュリュグ・ビルゲ（？〜？）　ウ

イグル可汗カガン　在位７９５〜８０５

・テングリデ・アルプ・キュリュグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在位８０５〜８

０８

・アイ・テングリデ・クト・ポルミシュ・アルプ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在

位８０８〜８２１

・キュン・テングリデ・ウルグ・ポルミシュ・キュチュリュグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可

汗カガン　在位８２１〜８２４

・アイ・テングリデ・クト・ポルミシュ・アルプ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可汗カガン　在

位８２４〜８３２

・アイ・テングリデ・クト・ポルミシュ・アルプ・キュリュグ・ビルゲ（？〜？）　ウイグル可

汗カガン　在位８３２〜８３９

 
※ウイグル可汗国が滅ぶと、残党はヴァイキングとなってバルト海に出現する。托跋部がヴァイ

キングに、ナイマン族がノルマン人になった。ヴァイキングの由来は托跋部が築いた「魏の

王（ウェイキング）」である。ナルクシュ・タヤン・カンと弟のイナンチャ・カンがナイマン王

国を築いたが、詳細は不明。たぶん、ウイグルカガンにナイマン王の本体がいるはずだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



ウルグ・テングリデ・クトゥ・ボルミシュ・アルプ・キュリュグ・ビルゲ（？〜？）　天山ウイ

グル初代カガン　在位？〜８５６※画像なし

洞山良价（８０７〜８６９）　曹洞宗

ロタール１世（７９５〜８５５）　中フランク初代王

 
※天山ウイグル初代カガンは、中国に侵入し、洞山良价を称して「曹洞宗」を築いた。洞山（ド

ンシャン）の名の由来は天山（ティエンシャン）である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ロタール１世の子

 

ロドヴィコ２世（８２５〜８７５）　中フランク第２代王

シャルル１世（８２３〜８７７）　西フランク初代王※画像なし

 



ロタール２世（８３５〜８６９）　中フランク第３代王

シャルル２世（８３９〜８８８）　西フランク第４代王

 

シャルル（８４５〜８６３）　中フランク第４代王※画像なし

ルイ２世（８４６〜８７９）　西フランク第２代王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Lanfranc Iの子（中フランク王ロタール２世の玄孫の子）
 
Giselbert II（９９３〜１０１０）　ベルガモ伯
タンクレード・ド・オートヴィル（９９０〜１０４１）　オートヴィル家祖

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
タンクレード・ド・オートヴィルの子孫

 
ルッジェーロ２世（１０９５〜１１５４）　オートヴィル朝初代シチリア王※画像なし

 



グリエルモ３世（１１８５〜１１９８）　オートヴィル朝第５代シチリア王

ホーコン３世（１１８０〜１２０４）　シュル朝ノルウェー王※画像なし

 
マーガレット（１２８３〜１２９０）　スコットランド女王※エイリーク２世の子

エリク・マグヌソン（１２８２〜１３１８）

 
マグヌス４世・７世（１３１６〜１３７４）　スウェーデン＝ノルウェー連合王※ホーコン５世

の子

ヴァルデマー４世（１３２０〜１３７５）　デンマーク王

 

マルグレーテ１世（１３５３〜１４１２）　カルマル同盟締結※ヴァルデマー４世の子

 
※マルグレーテ１世が北欧連合王国実質支配者といわれているが、実際には父ヴァルデマー４世

が最初の北欧連合王国実質支配者であった。なぜなら、デンマーク王ヴァルデマー４世は、マグ

ヌス４世としてスウェーデン王とノルウェー王に即位していたからだ。

 
オーロフ２世（１３７０〜１３８７）　デンマーク王※マルグレーテ１世の子

Dietrich（１３９８〜１４４０）　Count of Oldenburg



 
※オーロフ１世は敵（ダヴィデの一族）の目をごまかすために１７歳で死んだことにして潜伏し

、およそ１０年後にDietrichとして復活し、デンマーク王クリスチャン１世を儲けた。孫にはデ
ンマーク・ノルウェー・スウェーデンの王となったハンスがいる。

 
ハンス（１４５５〜１５１３）　デンマーク・ノルウェー・スウェーデン王※Dietrichの孫
アレクサンダー（１４６２〜１５１４）　プファルツ＝ツヴァイブリュッケン公

 
※ハンスはアレクサンダーに変身してプファルツ＝ツヴァイブリュッケン公の座を得て、プファ

ルツ朝スウェーデン王国の礎を築いた。

 
・Louis II（１５０２〜１５３２）　Count Palatine of Zweibrücken
・ヴォルフガング（１５２６〜１５６９）　プファルツ＝ツヴァイブリュッケン公

・ヨハン１世（１５５０〜１６０４）　プファルツ＝ツヴァイブリュッケン公

・ヨハン・カジミール（１５８９〜１６５２）　プファルツ＝クレーブルク公

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

カール１０世（１６２２〜１６６０）　プファルツ朝初代スウェーデン王※ヨハン・カジミール

の子

 



カール１１世（１６５５〜１６９７）　プファルツ朝第２代スウェーデン王

カール（１６５４〜１７３０）　ヘッセン＝カッセル方伯

 

フレドリク１世（１６７６〜１７５１）　ヘッセン朝初代スウェーデン王

クリスティアン・アウグスト・フォン・シュレースヴィヒ＝ホルシュタイン＝ゴットルプ（１６

７３〜１７２６）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



ペーター・フリードリヒ・ヴィルヘルム（１７５４〜１８２３）　クリスティアン・アウグスト

の孫※画像なし

フェルディナンド１世（１７５１〜１８２５）　初代両シチリア王

 

フェルディナンド２世（１８１０〜１８５９）　第３代両シチリア王

 

フランチェスコ２世（１８３６〜１８９４）　第４代両シチリア王

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
第３代両シチリア王フェルディナンド２世の子

 

ガエターノ（１８４６〜１８７１）

ジョージ・リード（１８４５〜１９１８）　第４代オーストラリア首相

 

ジェンナーロ（１８５７〜１８６７）

アルフレッド・ディーキン（１８５６〜１９１９）　第２代オーストラリア首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェルディナンド２世の孫

 



ヴィンチェンツォ（１８５１〜１８５４）※画像なし

エドモンド・バートン（１８４９〜１９２０）　初代オーストラリア首相

 
※オーストラリアの由来はオーストリア（フランク王国時代に因んでいる）とイタリア（ランゴ

バルト王国時代に因んでいる）の組み合わせである。オーストリア＋イタリア＝オーストリリア

＝オーストラリアとなる。

 

マリア・テレジア・フォン・エスターライヒ＝トスカーナ（１８６２〜１９３３）

津田梅子（１８６４〜１９２９）　津田塾大学創始者

 



フェルディナンド・ピオ（１８６９〜１９６０）　カラブリア公※画像なし

クリス・ワトソン（１８６７〜１９４１）　第３代オーストラリア首相

ヴィト・カッショ・フェロ（１８６２〜１９４３）　シチリア・マフィア

 
※このレオ１世の一族は、シチリア王室に席を置きながら、オーストラリアの首相を演じ、同時

にマフィアも演じていた。タナトスの治める世は、公的機関も犯罪組織も同じものだということ

が良く分かる。

 
マリア・クリスティーナ・ピア（１８６９〜１８７０）　フランチェスコ２世の子

ニコラ・カナーリ（１８７４〜１９６１）　バチカン市国委員会初代議長

 

ジュゼッペ（１８７５〜１９５０）　パルマ公家家長※画像なし

カロジェロ・ヴィッツィーニ（１８７７〜１９５４）　シチリア・マフィア首領

アレイスター・クロウリー（１８７５〜１９４７）　東方聖堂騎士団マスター

 



ジェンナーロ（１８８２〜１９４４）※画像なし

ジョニー・トーリオ（１８８２〜１９５７）　シカゴ・アウトフィット首領

 

フィリッポ（１８８５〜１９４９）

ジョー・マッセリア（１８８６〜１９３１）　コーザ・ノストラ首領

 

フランチェスコ・ダッシジ（１８８８〜１９１４）※画像なし

千家尊統（１８８６〜１９６８）　第８２代出雲国造



サルヴァトーレ・マランツァーノ（１８８６〜１９３１）　コーザ・ノストラ首領

 
※ダッジジはなぜか出雲大社で神官に就任した。確かに、千家尊統は白人のような顔立ちである

。

 

ボリス３世（１８９４〜１９４３）　サクスコブルクゴツキ朝第２代ブルガリア王※フェルディ

ナンド２世曾孫

ジョゼッペ・ジェンコ・ルッソ（１８９３〜１９７６）　シチリア・マフィア大物

 

ガブリエーレ（１８９７〜１９７５）

ラッキー・ルチアーノ（１８９７〜１９６２）　コーサ・ノストラ最高幹部

アル・カポネ（１８９９〜１９４７）　シカゴマフィアボス

 
※フェルディナンド２世の孫であるガブリエーレの影武者にはラッキー・ルチアーノとアル・カ

ポネがいた。両者は、マフィアとして犯罪を基盤にアメリカに拠点を築こうとしていた。

 



カルロ（１９０５〜１９１２）※画像なし

カルロ・ガンビーノ（１９０２〜１９７６）　マフィアの大ボス

ミケーレ・ナヴァーラ（１９０５〜１９５８）　コルレオーネ村ボス

 
アメリカのイタリア系マフィア（コーサ・ノストラ）のボス。ニューヨークの五大ファミリーの

1つ、ガンビーノファミリーのボスとして、1960年代から1970年代にかけてマフィア社会に絶大
な影響力をもった。ボス外交や策略に長け、五大ファミリーをリードした。マフィアの全国委員

会の議長をつとめた。シチリア島パレルモ出身。 カルロ・ガンビーノｗｉｋｉより
 

カルロス（１９０８〜１９３６）

サム・ジアンカーナ（１９０８〜１９７５）　シカゴ・アウトフィット首領

 

マリア・クリスティーナ（１９２５〜２００９）※画像なし

ミケーレ・グレコ（１９２４〜２００８）　法王と呼ばれたボス

エドムンド・カシミール・ショーカ（１９２７〜２０１４）　バチカン市国委員会第７代議長

 



※ミケーレ・グレコの影武者が実際にバチカン市国に勤務していたため、グレコは法王と呼ばれ

ていたのだろう。

 

ジャン・マリー・カジミール（１９３３〜２０００）　フェルディナンド２世曾孫※画像なし

ジョヴァンニ・ラヨロ（１９３５）　バチカン市国委員会第８代議長

 

カルロス・デ・ボルボン＝ドス・シシリアス（１９３８〜２０１５）　フェルディナンド２世玄

孫の孫※画像なし

ジュゼッペ・ベルテッロ（１９４２）　バチカン市国委員会第９代議長

 

ルイス（１９７０）　フェルディナンド２世玄孫※画像なし

スコット・モリソン（１９６８）　ヤープ・デ・ホープ・スヘッフェルの子（オーストラリア

首相）



アンドリュー・マッケイブ（１９６８）　ヤープ・デ・ホープ・スヘッフェルの子（ＦＢＩ副

長官）

 
※モリソンはＴＰＰを批准し、マッケイブはトランプ大統領を貶めようと画策した。

 
 
 



ローマ教皇アレクサンドル３世の一族〜メリナ王国、カンボジア王国、カリブ族、四季
協会、ゴーストダンス、マウマウ団、ドラヴィダ進歩党、カーゴカルト、パプアニュー
ギニア、クメール・ルージュ

アレクサンドル３世（？〜１１８１）　第１７０代ローマ教皇　在位１１５９〜１１８１

ルイ７世（１１２０〜１１８０）　カペー朝第６代フランス王、ルイ６世の子

 
※１０９５年、ローマ教皇に破門を通告された正にその年にフィリップ１世（クリュテイオスの

タナトス）は隠者ピエールに変身し、第一次十字軍に先駆けて民衆十字軍を発進させた。フィリ

ップ１世の目的は、アンチ１世がアフリカに築いた王国に移住することだったようだ。

ルイ７世（ディオーネーのタナトス）は、フィリップ１世の後を追い、第二回十字軍に参加し、

オリエントに下った。ルイ７世の一族は十字軍の残党と共に東南アフリカにまで至り、マプング

プエ王国を築き、ジンバブエ王国の建設にも携わった。

 
■カネム・ボルヌ帝国後期、マプングプエ王国、ジンバブエ王国の王は代々、ヒメノ朝ナバラ王

・アラゴン王やカペー朝フランス王が兼任していた。

 
・ヒメノ朝ナバラ王

 
・ペドロ１世（１０９４〜１１０４）　アラゴン王ペドロ１世

・アルフォンソ１世（１１０４〜１１３４）　アラゴン王アルフォンソ１世

・ガルシア・ラミレス（１１３４〜１１５０）

・サンチョ６世（１１５０〜１１９４）

・サンチョ７世（１１９４〜１２３４）

 
・ヒメノ朝アラゴン王

 



・ラミロ２世（１１３４〜１１３７）

・ペトロニラ（１１３７〜１１６４）

 
・カペー朝フランス王

 
・ルイ６世（１１０８〜１１３７）

・ルイ７世（１１３７〜１１８０）

・フィリップ２世（１１８０〜１２２３）

・ルイ８世（１２２３〜１２２６）

・ルイ９世（１２２６〜１２７０）

・フィリップ３世（１２７０〜１２８５）

・フィリップ４世（１２８５〜１３１４）

・ルイ１０世（１３１４〜１３１６）

・ジャン１世（１３１６）

・フィリップ５世（１３１６〜１３２２）

・シャルル４世（１３２２〜１３２８）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

アンドリアナリネリナ（１５世紀）　メリナ王国初代マダガスカル王

ポニャー・ヤット（１４３４〜１４６２）　初代カンボジア王

※ジンバブエ王国が滅ぶと、十字軍の末裔は３つに分かれて新天地を目指した。一部は海を越え

てマダガスカル島に入植し、メリナ王国を築いた。メリナの名の由来はルイ７世の娘マリーとア

ニエスの組み合わせと考えられる。更に、その足でインドシナ半島に入植し、カンボジア王国を

建てている。カンボジアの由来は２４のティールタンカラに属するクントゥとヴァースプージャ

の組み合わせである。

その後、アンドリアナナムポイメリナの時代に一時的にタギーの血が入り、ラダマ１世が生まれ

ている。メリナ王族のラナヴァローナ１世がラダマ１世と結婚して王位を取り戻している。

 



カリブ族（１５世紀）

※マダガスカル島に移住した人々は一部が東アフリカを出て更に大西洋を横断し、カリブ海に進

出した。彼らはドミニカ島を住処にした。彼らは「カリブ」を称したがカリブの由来はマダガス

カルのサカラバ族である。サカラバ＝サカリブ＝カリブとなる。これはジンバブエ人がサカラバ

の土地から来たことを旨にサカラバの名を借りた形であるが、人喰い人種であった彼らカリブの

名は「カンニバル」の由来となった。

 
・トーマス・インディアン・ワーナー（？〜？）　カリブ族初代首長　任期１６６７〜１６７４

・プチ・フランソワ（？〜？）　カリブ族首長　任期１８世紀前半

・ワカニク（？〜？）　カリブ族首長　任期１８世紀半ば

・ジョセフ（？〜？）　カリブ族首長　任期１８５０〜１８７５

・アーヴィンス・オーガスティー（？〜？）　カリブ族首長　任期１９８４〜１９９４

・ガーネット・ジョセフ（？〜？）　カリブ族首長　任期１９９８〜２００４、２００９〜２０

１４

・チャールズ・ウィリアムス（？〜？）　カリブ族首長　任期２００４〜２００９、２０１４〜

 



ジャラワ族（１５世紀）

 
※カリブ族は中米を横断し、太平洋を横断してアンダマン諸島にまで達した。この時に、カリブ

族は「ジャラワ族」を残した。ジャラワ族は凶暴な人食い族として知られている。また、彼らは

アフリカ人にしか見えない容姿をしているため、しばしば彼らがどこから来たのか議論の的にな

っている。彼らはテンプル騎士団の血が流れているジンバブエ人だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ラナヴァローナ１世（１７７８〜１８６１）　メリナ王国マダガスカル女王

アンエン（１７７３〜１７９６）　カンボジア王

※ラナヴァローナ１世は非常に残虐な女王として知られている。女王は人間がワニに喰い殺され

るのを鑑賞するのが趣味であり、その趣味のせいで１万人は殺されたとされている。女王は女性



を演じていた男性の可能性もある。その場合、女王はカンボジアでアンエンを演じていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ラナヴァローナ１世の子

 

ラダマ１世（１７９３〜１８２８）　メリナ王国初代マダガスカル王

ジェローム＝アドルフ・ブランキ（１７９８〜１８５４）　ルイ・オーギュスト・ブランキ兄

アン・ドゥオン（１７９６〜１８６０）　カンボジア王※画像なし

 

ルイ・オーギュスト・ブランキ（１８０５〜１８８１）　季節協会首領

 
※メリナ女王ラナヴァローナ１世の子と考えられるブランキは、カペー朝ルイ７世の子孫である

ため、故国への帰還を夢見た。それが四季協会創設の目的だった。フランスに於けるほとんどの

革命に参加している。

 



ラダマ２世（１８２９〜１８６３）　メリナ王国第３代マダガスカル王

ノロドム１世（１８３４〜１９０４）　カンボジア王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アン・ドゥオンの子

 

シソワット１世（１８４０〜１９２７）　カンボジア王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ラダマ２世の子

 



ジョン（１８５４〜１８６３）　※画像なし

ウォヴォカ（１８５６〜１９３２）　ゴーストダンス指導者

キンジキテレ・ングワレ（？？〜１９０５）　マジマジ指導者

テ・ウァ・ハウメネ（？〜？）　パイ・マリレ指導者

※写真があるとは思っていなかったがこうして並べてみると、この３人は同一人物ということが

分かる。新鮮な驚きである。ということで、残虐な女王ラナヴァローナ１世の孫であるジョンは

世界の海を駆け巡り、北アメリカ、東アフリカ、ニュージーランドで現地人を統率した大規模な

一揆を指揮した。北アメリカとジンバブエとお互いが遠く隔てられているにも関わらず、マジマ

ジとゴーストダンスは内容が全く同じであるのがその証拠だ。

ジョンは北アメリカではウォヴォカと称し、スー族に「ゴースト・シャツ」なるものを手渡し、

「これを着ていれば弾丸を通さない」とウソをつき、無理にアメリカ軍と戦わせた。同様に、ン

グワレを称したジョンはタンザニアでも同じようにマトゥンビ族をだました。彼らは、ただの水

を持ち出してきて「この薬用の水（マジ）を飲めば撃たれても死なない」とウソをつき、タンザ

ニア人をだまして近代装備で固めたドイツ陸軍と戦わせた。

ニュージーランドではマオリ族を指揮し「ハパ、ハパ、パイマリレ、ハウ」と叫びながら大英帝

国陸軍に突進させた。彼らは手を高く上げ、手のひらを前に向けて前進した。そうすれば銃弾を

避けられると教えられたのだ。しかし、それは「ゴーストシャツ」や「マジ（薬用の水）」同様

、ただのウソである。マオリ族は殺した白人兵の首を持ち歩き、宣教師を惨殺したことから恐怖

の対象となった。タナトスの戦術は、ガリアのドルイド教時代と変わっていない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



ラナヴァローナ３世（１８６１〜１９１７）　メリナ王国マダガスカル女王

ジョハンナ・オモロ（？〜？）　ノミア・ルオ・ミッション教祖

※ラナヴァロナ３世はケニアに進出し、ジョハンナ・オロモに化けてノミア・ルオ・ミッション

を指揮した。ケニア初のキリスト教系教会であり、すぐに８０万もの人を集めたという。この８

０万人は実際には十字軍の子孫だと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ノロドム・スラマリット（１８９６〜１９６０）　カンボジア王



ベン・ヌート（１９０６〜１９８５）　カンボジア国家元首

アユーブ・カーン（１９０７〜１９７４）　パキスタン・イスラム連盟創設

Ｃ・Ｎ・アナドゥライ（１９０９〜１９６９）　ドラヴィダ進歩党創設メンバー

タガネイト（生没年不詳）　ダニ族首長、カーゴ・カルト指導者※画像なし

※カンボジア王スラマリットは、タナトスの故地であるニューギニアに渡り、タガネイトとして

先祖の部族であるダニ族を統率した。この時に彼は１９４５年に大戦争を起こし、男たちを殺し

、女を奪った。東方遥かにバリウム谷の西の地方を攻撃し、１００人以上を殺した。こういう僻

地まで治めずにいられないという、タナトスの非常に強い征服本能を窺うことができる。

 

※カーゴ・カルト

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

シソワット・モニポン（１９１２〜１９５６）　シソワット・モニヴォンの子※画像無し

ロン・ノル（１９１３〜１９８５）　クメール共和国大統領

ジョン・ガイズ（１９１４〜１９９１）　初代パプアニューギニア総督　任期１９７５〜１９７

７※画像なし

フィリベール・ツィラナナ（１９１２〜１９７４）　マダガスカル初代大統領

 



Lon Non（１９３０〜１９７５）　ロン・ノル弟※画像無し
トレ・ロコロコ（１９３０〜２０１３）　第２代パプアニューギニア総督※画像なし

ポルポト（１９２８〜１９９８）　クメール・ルージュ指導者

キングスフォード・ディベラ（１９３２〜２００２）　第３代パプアニューギニア総督※画像な

し

キュー・サムファン（１９３１）　カンボジア国家元首

 
※アメリカ合衆国（ディープステート）が、クメール・ルージュを支援したのは当然の成り行

きだ。ソ連が支援するベトナム共和国に負けたアメリカ（ディープステート）は、それでも故地

ダナーンの奪還を諦めることが出来ず、クメール・ルージュに夢を託したという形である。ダナ

ーン族の血を引くカンボジア人は、ポルポトの指揮により、ＡＤ１９７６年にプノンペンを占領

し「民主カンプチア」を成立した。民主と称しているが、タナトスがそういう美語を持ち出す

時は、何かを破壊しようとしている時である。そういうわけで、ダナーン族は、旧政権関係者、

富裕層、各種専門家、知識人、親べトナム派党員、ベトナム系住民を殺戮した。

この時、上記の被害者と人工的な飢饉の被害者も含めて３３０万人が殺害されたとされている。

また、ダナーン族の直系で固められたカンボジア軍の兵士は、独自の判断で、喰人のために殺人

を犯した。「九一特別部隊」は、人の臓物をフライにして食べたいばかりに、無実の住民に親ベ

トナムの濡れ衣を着せて処刑していたという。

１９７５年　カンボジア政府軍兵士は儀式的な喰人を頻繁に実施した。ダナーン族は、クメール

・ルージュによる民主カンボジア政府の権威を傘に着て、儀式的な殺人と喰人を頻繁に繰り返



した。またＡＤ１９９４年、カンボジア北西部で民間人数十人がクメール・ルージュに共鳴して

いると非難され、軍事責任者と兵士によって処刑された。この私刑に携わった九一特別部隊、陸

軍情報局に属する大隊は、ダナーン族で構成されていたと考えられる。彼らは、処刑した死体を

解体し、臓物を揚げ物にして食べたという。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ノロドム・スラマリットの子

 

ノロドム・シヌハーク（１９２２〜２０１２）　カンボジア王

スハルト（１９２１〜２００８）　第２代インドネシア大統領

デダン・キマジ・ワキウリ（１９２０〜１９５７）　マウマウ団指導者

Ｋ・アンバザガン（１９２２）　ドラヴィダ進歩党創設メンバー※画像なし

 
1950年代の議会制民主主義体制（1950年憲法体制）を葬り去ったスカルノは、大統領に強大な権
力を付与した1945年憲法を復活させ、「指導される民主主義」を宣言した。スカルノは、勢力を
拡大しつつあったインドネシア共産党をみずからの支持基盤として、外交的にも徐々に親共路線

を強めていった。国軍内にも親共派の影響が広がり、スハルトら国軍主流派は危機感を抱いて

いた。

そのような状況下で、1965年9月30日、大統領親衛隊長ウントゥン中佐が率いる左派系軍人が、陸
軍参謀長ら6将軍を殺害するというクーデター（9月30日事件）が発生した。事件の詳細な経緯は
いまなお明らかにはなっていないが（スハルトは事前にこのクーデター計画を察知していたとい

う説やスハルトによる陰謀説もある）、スハルトは、スカルノから事態の収拾に当たるための権

限を与えられ、速やかにこれを鎮圧した。同年10月16日、陸軍大臣兼陸軍参謀総長に就任したス
ハルトは、事件にかかわった共産党の指導者・一般党員・共産党との関係を疑われた一般住民を

大虐殺し、党組織を物理的に解体した。20世紀最大の虐殺の一つとも言われ、50万人前後かとも
言われるその総数はいまなお不明。

従来の親共路線の責任を問われたスカルノは、翌1966年2月21日に新内閣を発表して、なおも政権



を維持しようとしたが、陸軍、イスラーム系諸団体、学生団体などによるスカルノ糾弾の街頭行

動が活発となり、辞任要求の圧力を抑えることができなかった。同年3月11日、スカルノは秩序回
復のための一切の権限をスハルトに与える「3月11日命令書」にサインし（させられ）、その実権
をスハルトに譲った。スハルトは、1967年3月に大統領代行に、そして1968年3月には第2代大統
領に就任した。スハルトｗｉｋｉより

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シハヌークの子

 

ノロドム・ラナリット（１９４１）　復興カンボジア王国初代首相

イグナティウス・キラゲ（１９４１〜１９８９）　第４代パプアニューギニア総督※画像なし

セレイ・エリ（１９３６〜１９９３）　第５代パプアニューギニア総督※画像なし

デニス・ヤング（１９３６）　第６代パプアニューギニア総督※画像なし

マイケル・ソマレ（１９３６）　初代パプアニューギニア首相

ドゥライ・ムルガン（１９３８）　ドラヴィダ進歩党創設メンバー※画像なし

ジョージ・ソコアヌ（１９３７）　バヌアツ初代大統領

ヘン・サムリン（１９３４）　カンボジア王国第３代国民議会議長

 



ノロドム・シハモニ（１９５３）※画像なし

Ｍ・Ｋ・スターリン（１９５３）　ドラヴィダ進歩党創設メンバー

ジョー・ナトウマン（１９５２）　バヌアツ第１９代首相、ジョン・フラム信仰教祖、フィリッ

プ王配信仰教祖

※Ｍ・Ｋ・スターリンはインドからバヌアツに入植してナトウマン首相とモーゼス大統領を演じ

たが、同時に「ジョン・フラム信仰」や「フィリップ王配信仰」を指揮して全島民を邪教の信者

として獲得し、土地を支配して島を掌握するのではなく、住人を支配することで島を掌握した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

Princess Sisowath Ponnirath（１９５６〜１９７５）　シソワット・モニポンの子※画像無し
タリス・オベド・モーゼス（１９５４）　バヌアツ第９代大統領

ボブ・ダダエ（１９６１）　第１０代パプアニューギニア総督※画像なし

 
 



 



ローマ教皇インノケンティウス３世の一族〜ドイツ騎士団、白蓮教、小西行長と弥助、
マラッカ王国、ブルネイ帝国、ベネズエラ共和国、リンガトゥ教、呪術師スビキロ、バ
ラク・オバマ、フアン・グアイド

インノケンティウス３世（１１６０〜１２１６）　第１７６代ローマ教皇　在位１１９８〜１２

１６

フィリップ２世（１１６５〜１２２３）　カペー朝フランス王　在位１１８０〜１２２３

ヘルマン・フォン・ザルツァ（１１６５〜１２３９）　ドイツ騎士団総長

 
西欧：クレメンス３世、第３次十字軍（１１８９〜１１９２）

北欧：北の十字軍公認（１１９８）

北欧：リヴォニア十字軍派遣（１１９９）

西欧：インノケンティウス３世、第４次十字軍（１２０２〜１２０４）

西欧：インノケンティウス３世、アルビジョワ十字軍（１２０８）

西欧：インノケンティウス３世、児童十字軍（１２１２）

 
※フィリップ２世は、自身の庶子を集めて１２１２年に児童十字軍を指揮し、父ルイ７世や祖父

ルイ６世の子息たちを率いてアフリカに移住した。もちろん渡航費の足しとして、奴隷として売



るための少年少女も大量に連れていた。生きた銭である。彼らは曽祖父フィリップ１世が築いた

、カネム帝国とマプングプエ王国を目指した。フィリップ２世の一族が「フィリピン」の命名者

である可能性がある。

一方、フィリップ２世の影武者として生まれたヘルマン・フォン・ザルツァは、ドイツ騎士団を

組織し、初代総長として騎士修道会のプロイセン地方への東方植民を監督した。フィリップ２

世は、イングランド王家で欠地王ジョン王のフランス南部に広大な領地を有するプランタジネッ

ト家との抗争に勝利し、その大陸領土の大部分をフランス王領に併合した他、アルビジョア十字

軍を利用して、王権をトゥールーズ、オーヴェルニュ、プロヴァンスといったフランス南東部か

ら神聖ローマ帝国領にまで及ぼした。

この結果、フランス王権は大いに強まり、フランスはヨーロッパ一の強国となった。 というこ
とで、征服本能に火が付いたフィリップ２世は、更に北方の僻地をも治めんと、影武者ザルツァ

に指示してドイツ騎士団を指揮させ、ドイツ騎士団領を掌握する。アフリカ十字軍国家建設も、

北方十字軍国家建設も、どちらも、フィリップ２世がフランス支配の権限を失ったことがきっか

けとなっている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ドイツ騎士団領（１２１０〜１５２５）

 
モスリムのサラーフッディーンに抵抗し聖地をキリスト教で保持するよう教皇の命令を受け、第4
代騎士修道会総長ヘルマン・フォン・ザルツァ時代(1209–1239年) に、医療奉仕団から騎士修道
会となった。騎士団は、神聖ローマ帝国（現ドイツ、イタリア）、ギリシャの領土、エルサレム

王国の土地を寄付された。 ドイツ騎士団領ｗｉｋｉより
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ボルヌ帝国（１３８０〜１８９３）※歴代王の系譜は不明

 
※ボルヌ帝国は歴代の王が不明とされているが、ボルヌ帝国とはブルネイ帝国のことである。つ

まり、ブルネイ帝国の皇帝がボルヌ帝国の王でもあるわけだ。ボルヌ帝国の初代王はブルネイ帝

国初代皇帝ムハンマド・シャーであり、ボルヌ帝国最後の王はブルネイ第２５代皇帝ハシム・ジ

ョリル・アラム・アクァマディンである。

ボルヌ帝国はブルネイ帝国のアフリカ領であり、マラッカ王国はブルネイ帝国のマレー領と考え

ればよい。また、後述しているように、彼らは中国支配をも狙って白蓮教を支配下に置き、紅巾

賊（本願寺門主覚如の一族）と連合した。

 



ムハンマド・シャー（？〜？）　ブルネイ帝国初代皇帝　在位１３６３〜１４０２※画像なし

パラメスワラ（１３４４〜１４１４）　マラッカ王国初代スルターン

韓山童（？〜１３５１）　白蓮教教祖※画像なし

 
※ジンバブエ王国が滅ぶと、十字軍の末裔は３つに分かれて新天地を目指した。ジンバブエを発

った一団は北上する時に伝説のニョロ帝国を通過したのだが、この時に「フラニ族」を称した。

フラニ族はインド洋商業航路に沿ってインドネシアに移り、首長がムハンマド・シャーを称し「

ブルネイ帝国」を築いた。この時に東南アジアにイスラム教が伝えられ、ボルネオが初めて「ボ

ルネオ」と呼ばれるようになった。フラニ、ボルネオ、ブルネイなどの名の由来はヴァナラシで

ある。

 

韓林児（？〜１３６６）　白蓮教教祖

内藤道勝（生没年不詳）　内藤氏の祖※画像なし

・内藤之貞（生没年不詳）

・内藤元貞（生没年不詳）

・内藤久清（生没年不詳）

・小西行正（生１５００頃？〜？）　小西氏の祖

・小西隆佐（？〜１５９２）



※朱元璋に弾圧された韓林児は日本に移住して内藤氏を生み、日本を拠点にマレー半島にマラッ

カ王国を築いた。内藤の名の由来は十字軍に因んでナイト（ＫＮＩＧＨＴ）から採られたと考え

られる。更に内藤氏からは小西氏が生まれたが、小西の由来はラテン語読みのキニーズ（中国）

と考えられる。キニーズ＝キニス＝小西となる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

イドリース・アルーマ（？〜？）　ボルヌ帝国皇帝　在位１５７０〜１６０３※画像なし

小西行長（１５５８〜１６００）

弥助（生没年不詳）　織田信長御用達小間使い※画像なし

※小西行長はボルヌ帝国の皇帝であり、織田信長に仕えていた弥助でもあった。つまりアフリカ

の黒人だった。インド洋商業航路に乗って日本に来たボルヌ帝国皇帝は弥助として最大の敵であ

る信長に張り付き、小西行長として紅巾の乱のときの先祖である韓林児の雪辱を果たさんと、本

願寺門主顕如の一族宇喜多秀家と共に明に乗り込んだ。信長に止めを刺し、討ち取ったのは弥助

の可能性もある。小西行長はキリシタン大名であったが、それは十字軍の末裔が築いたボルヌ帝

国にいた時からであった。先祖は十字軍なのだから。
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アラーウッディーン・リアヤト・シャー（？〜？）　マラッカ王国第７代スルターン　在位１４

７７〜１４８８

マフムード・シャー（？〜？）　マラッカ王国第８代スルターン　在位１４８８〜１５１１

アブー・アブド・アラー・アル＝シーク・ムハンマド・イブン・ヤハヤ（？〜？）　ワッタース

朝初代スルターン　在位１４７２〜１５０４



※マラッカ王アラーウッディーン・リアヤト・シャーは、引き続きマフムード・シャーを演じた

。また、アラーウッディーン・リアヤト・シャーはモロッコに進出してワッタース朝を開いた。

この時に初めてモロッコの名がもたらされた。モロッコの由来はマラッカである。ワッタース朝

は１５５４年まで続いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アーマド・シャー（？〜１５１３）　マラッカ王国第９代スルターン　在位１５１１〜１５１３

　※画像なし

アルブレヒト（１４９０〜１５６８）　初代プロイセン公、ドイツ騎士団総長

 
※アルブレヒトの正体は、マラッカ王国最後の王アーマド・シャーであるため、顔はマレー人

ぽく、普通の白人に見えない。彼がドイツ騎士団総長に就任していた時代にドイツ騎士団領は消

滅した。
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アブドゥル・ジャリルール・アクバル（？〜？）　ブルネイ帝国第１０代皇帝　在位１５９８〜

１６５９

サンペット５世（１６００〜１６５６）　タイ王国アユタヤ王　在位１６２９〜１６５６

サンペット６世（？〜１６５６）　タイ王国アユタヤ王　在位１６５６

サンペット７世（？〜１６５６）　タイ王国アユタヤ王　在位１６５６

※サンペット５世〜７世まで３人の名があるが全てひとりの人物が演じ分けていると考えられる

。ブルネイ・ボルヌ帝国の一族がタイ征服に乗り出したが、運営の機運に乗るまで１人で道筋を

つけようとしたのだろう。サンペット５世の時代、アユタヤ王朝はオランダ東インド会社と連

合し、日本人町の焼き討ちや山田長政の暗殺を実施した。



 
ラーマーティボーディー３世（１６３３〜１６８８）　タイ王国アユタヤ王　在位１６５６〜１

６８８

アブドゥル・ジャリルール・ジャバール（？〜？）　ブルネイ帝国第１１代皇帝　在位１６５９

〜１６６０

ムハマンド・アリ（？〜？）　ブルネイ帝国第１２代皇帝　在位１６６０〜１６６１

アブドゥルハクール・ムビン（？〜？）　ブルネイ帝国第１３代皇帝　在位１６６０〜１６７３

ムヒーッディン（？〜？）　ブルネイ帝国第１４代皇帝　在位１６７３〜１６９０

※今度は逆に、アユタヤ王が４人のブルネイ皇帝を演じている。しかし、アユタヤ朝の簒奪は長

く続かず、ラーマーティボーディー３世の時代で終焉を迎える。アユタヤを短期間支配した残党

はブルネイに帰還した。
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ムハンマド・カンズル・アラム（？〜１８２９）　ブルネイ第２１代皇帝　在位１８０７〜１８

２９※画像なし

Cristóbal Mendoza（１７７２〜１８２９）　ベネズエラ初代大統領　任期１８１１〜１８１２
 
※このときにブルネイ帝国は、ベネズエラを一時的に植民地として掌握した。その子孫たちが

現在、「チャベス大統領やマドゥロ大統領は悪だ」とウソをついてベネズエラで騒いでいるよ

うだ。

 



ハシム・ジョリル・アラム・アクァマディン（１８２５〜１９０６）　ブルネイ第２５代皇帝　

在位１８８５〜１９０５※画像なし

テ・クーティ（１８３２〜１８９３）　リンガトゥ教教祖

ネハンダ・ニャカシカナ/スビキロ（呪術師集団）　チムレンガ指導者
ホセ・クリソストモ・ファルコン（１８２０〜１８７０）　第１１代ベネズエラ大統領

マヌエル・エセキエル・ブルズアル（１８３２〜１８６８）　第１２代ベネズエラ大統領

エルモゲネス・ロペス（１８３０〜１８９８）　第２２代ベネズエラ大統領

※ブルネイ皇帝アクァマディンはニュージーランドとジンバブエの支配を目論み、現地に飛んで

邪教集団を形成し、白人列強に対して抵抗した。これはマオリ族を守るための戦いではなかった

。アクァマディンは、ただ単に奴隷を使って領土を得たいという思惑しかなかった。

ジンバブエ、ニュージーランドなどの僻地の支配を諦めると、ハシムはさっさとブルネイ帝国植

民地ベネズエラに帰還し、名前を変えながらベネズエラ大統領として君臨し続けた。
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ムハマド・ジャマルル・アラム２世（１８８９〜１９２４）　ブルネイ帝国第２６代皇帝　在位

１９０５〜１９２４

トゥンク・アブドゥル・ラーマン（１８９５〜１９６０）　初代マレーシア国王

ロムロ・ガジェゴス・フレイレ（１８８４〜１９６９）　第３２代ベネズエラ大統領

 



アマド・タジュディン（１９１３〜１９５０）　ブルネイ帝国第２７代皇帝　在位１９２４〜１

９５０※画像なし

Diego Cisneros（１９１１〜１９８０）　巨大メディアシスネロス・グループ創設
Eduardo Mendoza Goiticoa（１９１７〜２００９）　ベネズエラ農相
ラモン・ホセ・ベラスケス（１９１６〜２０１４）　第４４代ベネズエラ大統領

ラファエルカルデラ（１９１６〜２００９）　第３９代ベネズエラ大統領

ジャック・マーシャル（１９１２〜１９８８）　第２８代ニュージーランド首相

 
※シスメロスグループ総帥diegoとラファエル大統領は同一人物の可能性が高い。顔が良く似て
いる。これだけ似ていて良くベネズエラ国民は誰ひとり気付かないものだ。
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第２６代ブルネイ王ムハマド・ジャマルル・アラム２世の子

 



PENGIRAN MUDA LAILA GAMBAR（１９２４）※画像なし
サイイド・ハルン・プトラ（１９２０〜２０００）　第３代マレーシア国王

カルロス・アンドレス・ペレス（１９２２〜２０１０）　第４０代ベネズエラ大統領

ルイス・エレラ・カンピンス（１９２５〜２００７）　第４１代ベネズエラ大統領

ハイメ・ルシンチ（１９２４〜２０１４）　第４２代ベネズエラ大統領

ノーマン・カーク（１９２３〜１９７４）　第２９代ニュージーランド首相
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第２７代ブルネイ王アマド・タジュディンの子

 

ベラバブ・バサール（１９２８〜２０１３）　※画像なし

アズラン・シャー（１９２８〜２０１４）　ペラ王国スルターン、第９代マレーシア王

ビル・ローリング（１９２７〜１９９５）　第３０代ニュージーランド首相



 
※この２人は全く似ていないが、ベラバブ・バサールの影武者として生まれた。影武者であるは

ずのアズラン・シャーは出世し、バラク・オバマ、ジョコ・ウィドド、フアン・グアイドなどの

悪を生んだ。

 

ラジャ・ヨング・ソフィア（１９６１）　ぺラ王アズラン・シャーの娘※画像なし

バラク・オバマ（１９６１）　アメリカ大統領

ジョコ・ウィドド（１９６１）　インドネシア大統領

 
※オバマはアズラン・シャーの庶子として生まれ、異母兄弟ソフィアの幼少時の影武者として生

まれた。そのため、オバマはゲイになった。オバマは若い頃のアズラン・シャーに良く似ている

。影武者として生まれたジョコ・ウィドドも良く似ている。

 

大統領就任直後の2009年1月23日、オバマはパキスタンのイスラム武装勢力に対するミサイル攻撃
を指示した。その後もパキスタンに対する越境攻撃を繰り返し行ったため、現地では多数の死傷

者が出るなど被害が拡大している。上院の審議にて、国防長官ロバート・ゲーツは政府高官とし

て初めて越境攻撃の事実を認めたが、今後も攻撃を継続すると証言した。

2011年、リビア内戦が発生したため、3月12日、アラブ連盟は国際連合安全保障理事会にリビア飛
行禁止空域を設定するよう要請した。この要請は通り、結果を受けてアメリカはイタリア、デ

ンマーク、ノルウェーと共にオデッセイの夜明け作戦を実施、リビア国内へ空爆を行った。wikiよ
り

 
※上記のことがあるため、筆者はノーベル平和賞受賞者であるオバマ大統領をOH BOMBERと呼
んでいる。カザフィー大佐もチャウシェスク大統領と同じように大谷の邪教信者によって惨殺さ



れた。カザフィー大佐を集団でリンチして殺害した後に民衆は携帯で写真を撮っていたが、この

ような人道的な倫理を持ち合わせない民衆は守る必要がない。どちらかといえば、積極的に死滅

させてもかまわないような連中だ。死滅するべき連中だ。

しかし、オバマはこのような民衆を守るためと称しリビアを爆撃した。これは実に大谷の血なら

ではの所業ではあるが。カザフィー大佐が民衆に惨殺された写真も見たがこれは許すことは出来

ない。できそこないが優れた人物を殺害することは反自然的なことだからだ。
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第９代マレーシア王アズラン・シャーの子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 

レオポルド・ロペス（１９７１）　ベネズエラ政治家

 
※ロペスはアズラン・シャーにそっくりである。グアイドとは伯父と甥の関係である。
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バラク・オバマの子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 

フアン・グアイド（１９８３）　ベネズエラ外相

 



※どう見てもオバマ。優性遺伝子ブリーダーで生まれたのだろう。２０１９年１月。ベネズエラ

でクーデターを引き起こしている。マドゥロ大統領の暗殺未遂もこの男の指揮だろう。民主党の

切り札らしいが、小物でしかない。トランプ大統領は何か企んでいるのだろう。静観するのみだ

。

 

ＪＡＭＥＬ ＢＥＴＴＡＩＥＢ（１９８？）　アラブの春指導者
 

※オバマ大統領は、優性遺伝子ブリーダーによって生まれた息子をチュニジアからホワイトハウ

スに迎えて讃えたが、あまり話題にならなかったようだ。
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第２８代ブルネイ皇帝オマル・アリ・サイフディン３世の子

 



ハサナル・ボルキア（１９４６）　ブルネイ帝国第２９代皇帝　在位１９６７〜現在

 

ジェフリ・ボルキア（１９５４）

ジェリー・マテパラエ（１９５４）　ニュージーランド総督

 

６人の娘のうちの一人

ハリマ・ヤコブ（１９５４）　シンガポール第８代大統領

 
※ＴＰＰを批准。オマル・アリ・サイフディン３世の何人かいる娘だと考えられる（生年が不明

なので確かなことはいえない）。
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ハサナル・ボルキアの娘



 

ハジャー・ラシダー・サッアダトゥル・ボルキア（１９６９）※画像なし

ラトゥ・アトゥット・チョシヤ（１９６２）　バンテン州知事

 
スハルト独裁体制を支え、ゴルカル党と深い関係を築き、バンテン州設立運動の中心人物でもあ

る名士の一族に、今回の事件で初めて捜査のメスが入った。来年の総選挙を控え、同党は一連の

党関係者の汚職事件の悪影響を懸念し、党大会を延期するなど動揺が広がっている。ジャカルタ

新聞より

 

マジーダ・ボルキア（１９７６）※画像なし

フーマ・アベディン（１９７６）　ヒラリー・クリントン第一秘書

 
※アベディンの正体はマジーダ・ボルキアと考えられる。ヒラリーと共に子供を殺し、血を飲ん

だとされている。

 

ハジャー・ハフィザー・スルルル・ボルキア（１９８０）※画像なし



ジャシンダ・アーダーン（１９８０）　ニュージーランド首相

タワックル・カルマン（１９７９）　束縛のない女性ジャーナリスト設立、ノーベル平和賞

 
※ハジャー・ハフィザーの画像がないので何とも言えないが、アーダーンやカルマンのどちらか

がハジャーハフィザーの可能性もあるし、或いはどちらも異母兄弟の庶子であり、影武者という

可能性も考えられる。ジャシンダ・アーダーンはTPPを批准した。カルマンはウソをつくための
権威である。実質、テロリスト。ノーベル平和賞が彼女が悪であることを証明している。テロリ

ストに見えないテロリストが一番厄介だ。

 
 
 



親鸞の一族〜浄土真宗、時宗、一向宗、世界初の精神病院ベドラム、ブルゴーニュ朝・
アヴィス朝ポルトガル王国、コンキスタドール、メキシコ帝国、麻薬カルテル

親鸞（１１７３〜１２６２）　

インノケンティウス４世（？〜１２５４）　ローマ教皇　在位１２４３〜１２５４

アルフォンス２世（１１７４〜１２０９）　プロヴァンス伯、アルフォンソ２世の子※画像なし

ペドロ２世（１１７４〜１２１３）　バルセロナ朝アラゴン王

聖ドミニコ（１１７０〜１２２１）　ドミニコ会教祖

アルフォンソ９世 （１１７１〜１２３０）　レオン王　在位１１８８〜１２３０※画像なし
ジョフロワ（生没年不詳）　ベツレヘム大司教　在位１２２４〜１２４７※画像なし

テレサ（１１７６〜１２５０）　アルフォンソ９世妻

 
※親鸞は、日本は庶子を投入した影武者に一任し、主に高麗で仏教信者を統率して暴動を指揮し

ている。一方、ヨーロッパ情勢にも気を配り、現地に赴いてインノケンティウス４世としてロー

マ法皇にも就任している。イギリスには、ベツレヘム大司教ジョフロワとして邪教信者を保護し

、敵を精神病扱いするために世界初の病院という名の監獄、精神病院を設立している。



「精神病患者の言うことには誰も耳を傾けない」。ここに目をつけた親鸞は、敵を孤立させるた

めに精神病扱いすることを決定した。そのために大勢の信者に命令し、集団で敵個人に嫌がらせ

をした。

ここで敵が激怒したり、加害者である邪教信者に手を挙げた場合、彼らは敵を「おれたちは何も

してないのに暴力振るった」「狂ってる」「精神病だ」として精神病院に強制収用し、世間から

遠ざけた。敵は個人に限定された。個人であれば、イヤガラセによる被害の主張も主観でしか

ない。主観であるということは、被害者は共感を得られないということだ。クリュニー会は、こ

うして世界中の敵（優れた人、善人、強い人）を減らしていった。

 

アフォンソ２世（１１８５〜１２２３）　ブルゴーニュ朝ポルトガル王※テレサの弟

ルイ８世（１１８７〜１２２６）　カペー朝フランス王　在位１２２３〜１２２６

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフォンソ２世（ルイ８世）の子

 

アフォンソ３世（１２１０〜１２７９）　ブルゴーニュ朝ポルトガル王※画像なし



グレゴリウス１０世（１２１０〜１２７６）　ローマ教皇　在位１２７１〜１２７６

ルイ９世（１２１４〜１２７０）　カペー朝フランス王　在位１２２６〜１２７０

ロベール１世（１２１６〜１２５０）　アルトワ伯

ハイメ１世（１２０８〜１２７６）　バルセロナ朝アラゴン王※画像なし

 
西欧：グレゴリウス１０世、第７次十字軍（１２７０）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
親鸞（アルフォンソ９世）の子

 

フェルナンド３世（１２０１〜１２５２）　レオン王、カスティーリャ王

テオパルド１世（１２０１〜１２５３）　シャンパーニュ朝ナバラ王※画像なし

ムハンマド１世（１１９５〜１２７２）　グラナダ王国初代王※画像なし

アルベルトゥス・マグヌス（１２００〜１２８０）　ドミニコ会士

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェルナンド３世の子

 



レオナール（１２２７〜？）　フェルナンド３世の子※画像なし

覚信尼（１２２４〜１２８３）　親鸞の娘

顕智（１２２６〜１３１０）　親鸞の弟子

カルロ１世（１２２７〜１２８５）　アンジュー＝ナポリ朝シチリア初代王※画像なし

ウィレム２世（１２２７〜１２５６）　ホラント伯※画像なし

トマス・アクィナス（１２２５〜１２７４）　ドミニコ会士

 
※親鸞のような悪党を尊敬する人間などいるはずが無い。つまり、弟子と呼ばれる者は、みな親

鸞の子だ。子である顕智は親鸞の娘を演じ、大谷廟堂をひとりで建てた。大谷の由来

はTANATOS（タナトス）の反対SOTANATのOTANAである。OTANA＝大谷となる。悪党でしか
ない顕智は、常に強い武士に成敗される危険性があったため、逃げるときのために覚信尼の存在

を準備した。彼は狙われていると知るとすぐに覚信尼に化け、潜伏した。

 



フェルナンド（１２３９〜１２６０）　フェルナンド３世の子、オマール伯※画像なし

一偏（１２３９〜１２８９）　時宗祖

一向（１２３９〜１２８７）　一向宗祖※画像なし

ペドロ３世（１２４０〜１２８５）　バルセロナ朝アラゴン王

テオパルド２世（１２３８〜１２７０）　シャンパーニュ朝ナバラ王※画像なし

ムハンマド２世（１２３５〜１３０２）　グラナダ王国第２代王※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
カルロ１世の子（アンジュー＝ナポリ朝シチリア王）

 

カルロ２世（１２４８〜１３０９）　アンジュー＝ナポリ朝シチリア第２代王

 



ロベルト１世（１２７７〜１３４３）　アンジュー＝ナポリ朝シチリア第３代王

 

ジョヴァンナ１世（１３２７〜１３８７）　アンジュー＝ナポリ朝シチリア第４代女王

 
エルサレム女王、シチリア女王、アカイア公、プロヴァンス伯、フォルカルキエ伯の称号を有

した。ｗｉｋｉより

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフォンソ３世の子（ブルゴーニュ朝ポルトガル王）

 



ディニス１世（１２６１〜１３２５）　ブルゴーニュ朝第６代ポルトガル王

ムハンマド３世（１２５７〜１３０９）　グラナダ王国第３代王※画像なし

アルフォンソ３世（１２６５〜１２９１）　バルセロナ朝アラゴン王

 

アフォンソ４世（１２９１〜１３５７）　ブルゴーニュ朝第７代ポルトガル王

ムハンマド５世（？〜１３５９）　グラナダ王国第８代王※画像なし

 



ペドロ１世（１３２０〜１３６７）　ブルゴーニュ朝第８代ポルトガル王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ペドロ１世の子

 

フェルナンド１世（１３４５〜１３８３）　ブルゴーニュ朝第９代ポルトガル王

 
※フェルナンド１世は娘しかいなかったために家は断絶。しかし、異母弟のジョアン１世がアヴ

ィス朝を創始する。

 

ジョアン１世（１３５７〜１４３３）　アヴィス朝初代王　在位１３８５〜１４３３

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフォンソ５世の子（ジョアン１世の玄孫）

 
ジョアン（１４５１）



マルティン・コルテス（１４４９〜？）

 
※ジョアン１世の玄孫となるジョアンは早世したことにして潜伏してマルティン・コルテスとし

て育ち、エルナン・コルテスの父となる。コルテスの由来はドルイド教司祭の一族カルヌーテー

スである。カルヌーテース＝カルテース＝コルテスとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
コンキスタドール・リスト（アヴィス朝ポルトガル王室の一族）

 
※ポルトガル王国は、ハプスブルグ家（ダヴィデの一族）が支配していたスペイン王国のアメリ

カ利権をも掌中にすることを考え、自身の子息をスペイン国内に送り込んだ。つまり、コンキス

タドールは全員ポルトガル王室の一員である。スペイン人であるはずのコンキスタドールがハプ

スブルグ家に反抗したのはそういう経緯からだ。コンキスタドールの働きにより、スペイン直轄

の植民地をも支配下に置いていたポルトガル王国は、当時、ほぼ地球全体を支配していたことに

なる。

 

シモン（１４６７）※画像なし

フランシスコ・エルナンデス・デ・コルドバ（１４６７〜１５１７）

 
※シモンはポルトガル王ドゥアルテ１世の孫であり、ヴィゼウ公フェルナンドの子である。シモ

ンは早世したことにして潜伏し、フランシスコ・エルナンデス・デ・コルドバとして育てられた

。

 



アフォンソ（１４７５〜１４９１）※画像なし

バスコ・ヌーニェス・デ・バルボア（１４７５〜１５１９）

 
※ポルトガル王ジョアン２世の子アフォンソはバスコ・ヌーニェス・デ・バルボアとしてコンキ

スタドールの尖兵となった。

 

Jorge de Lencastre（１４８１〜１５５０）　コインブラ公
ディエゴ・デ・アルマグロ（１４７９〜１５３８）

パンフィロ・デ・ナルバエス（１４７８〜１５２８）

フランシスコ・デ・モンテーホ（１４７９〜１５５３）※画像なし

 
※Jorge de Lencastreはポルトガル王ジョアン２世の子であり、上記のアフォンソ（バルボア）と
は兄弟である。

 



エルナン・コルテス（１４８５〜１５４７）　ヌエヴァ・イスパーニャ初代知事

バルトロメ・デ・ラス・カサス（１４８４〜１５６６）　ドミニコ会士

ペドロ・デ・アルバラード（１４８５〜１５４１）　コルテス右腕

フアン・デ・グリハルバ（１４８９〜１５２７）

アルバル・ヌニェス・カベサ・デ・バカ（１４９０〜１５５９）

 
※ポルトガル王ジョアン１世の玄孫ジョアン（マルティン・コルテス）の子である。タナトスは

嫌われ者の上、誰も信用できないので「右腕」さえ自身で演じざるを得なかった。コルテスにと

ってはそれがアルバラードであった。もしどちらかに危険が迫ればどちらかに化けて潜伏すると

いう手段も可能であった。更にドミニコ会士ラス・カサスを演じていたコルテスは、植民地から

得られる利益をすべて独占したいがために、敵（ハプスブルグ家）を退ける目的で「インディア

擁護論」を著した。

彼は自分でもインディオを虐待していたが、それはすべて棚に上げ、さも「敵だけ」がインディ

オを虐待している内容の本を書いた。それが悪の名著「インディアスの破壊についての簡潔な

報告」である。この著作は魔女狩り関連の著作と並ぶ人類史上最悪の悪の名著である。

彼らの発想としては、敵が悪であれば排除して良いのだ。だが、もし敵が悪でないなら、敵が悪



である証拠を探すのではなく、作るのだ。例えウソでも権威の口から出れば、そして、そのただ

のウソを大量の人間が信じるならば、そのウソは真実となる（そのための大量の邪教信者獲得で

ある）。カサスは「インディアンの保護者」と呼ばれたが、添削の上、修正させていただくと「

インディアン関連権益の保護者」となる。彼らは常に意図的に「ひと言」足りない。

 

Miguel da Paz（１４９８〜１５００）※画像なし
エルナンド・デ・ソト（１４９６〜１５４２）

ベルナル・ディアス・デル・カスティリョ（１４９６〜１５８４）

マルコス・デ・ニサ（１４９５〜１５５８）　フランチェスコ会士※画像なし

Íñigo López de Mendoza（１４９３〜１５６６）　4th Duke of the Infantado ※画像なし
 
※Miguel da Pazはポルトガル王マヌエル１世の子である。Miguelは早世したことにし、エルナ
ンド・ソトとして成長した。また、ソトはカスティリョ、ニサなども演じた。

 

ジョアン３世（１５０２〜１５５７）

ペドロ・デ・バルディビア（１５００〜１５５４）

ミゲル・ロペス・デ・レガスピ（１５０２〜１５７２）※画像なし

 
※ポルトガル王ジョアン３世はポルトガル王マヌエル１世の子である。彼はポルトガル王であり



ながら、バルビディア、レガスピなどのコンキスタドールを演じた。

 

Afonso（１５０９〜１５４０）　ポルトガル枢機卿
フランシスコ・バスケス・デ・コロナド（１５１０〜１５５４）

 
※Afonsoはポルトガル王マヌエル１世の子である。彼は枢機卿でありながら、コンキスタドール
のコロナドを演じた。

 

Duarte（１５４１〜１５７６）※画像なし
ドン・カルロス（１５４５〜１５６８）　スペイン王フェリペ２世の子

エリザベート・ド・ヴァロワ（１５４５〜１５６８）　フランス王アンリ２世の子

フアン・デ・サルセード（１５４９〜１５７６）



 
※Duarteはポルトガル王マヌエル１世の孫であり、ギマランイス公ドゥアルテの子である。彼は
、サルセードを演じた。この後、コンキスタドールたちはヌエバ・イスパーニャ総督としてアメ

リカ植民地に君臨し続ける。

一方、Duarteの影武者ドン・カルロスが異母妹エリザベートと交わり、子を成した。この時の子
は父フェリペ２世の子ということにされた。カルロスの時に親鸞の一族はスペイン・ハプスブル

グ家に侵入した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マリア・アマーリア・ダズブルゴの子（ドン・カルロスの１０世代目子孫）

 

ルドヴィーコ（１７７３〜１８０３）※画像なし

フェルディナント（１７６９〜１８２４）　マリア・ルドヴィカ・フォン・シュパーニエンの子

フランシスコ・ノヴェラ・アザバル・ペレス（１７６９〜１８２２）　ヌエヴァ・イスパーニャ

総督（最後から二番目）



シモン・ロドリゲス（１７６９〜１８５４）　家庭教師

 

ルイーザ・マリーア（１７８７〜１７８９）※画像なし

カルロス・マリア・イシドロ・デ・ボルボーン（１７８８〜１８５５）　スペイン王カルロス４

世の子

シモン・ボリバル（１７８３〜１８３０）　初代コロンビア大統領、初代ボリビア大統領

アグスティン・デ・イトゥルビデ（１７８３〜１８２４）　メキシコ立憲皇帝

ペドロ・バリエール（？〜１８２７）　初代エルサルバドル大統領※画像なし

マリアーノ・デ・アイシネナ・イ・ピニョール（１７８９〜１８５５）　第２代グアテマラ大統

領※画像なし

フアン・モーラ・フェルナンデス（１７８４〜１８５４）　初代コスタリカ大統領※画像なし

ディオニシオ・デエレーラ（１７８１〜１８５０）　第５代ニカラグア大統領、初代ホンジュラ

ス大統領

トマス・デ・エレーラ（１８０４〜１８５４）　初代パナマ大統領※画像なし



ビセンテロ・カフエルテ（１７８３〜１８４７）　第２代エクアドル大統領

フルクトゥオソ・リベーラ（１７８４〜１８５４）　初代ウルグアイ大統領※画像なし

ミゲル・イスタニスラオ・ソレル（１７８３〜１８４９）　第６代ブエノスアイレス州知事（ア

ルゼンチン大統領）※画像なし

ホセ・ミゲル・カレーラ（１７８５〜１８２１）　第６代チリ大統領

カルロス・アントニオ・ロペス（１７９０〜１８６２）　初代パラグアイ大統領※画像なし

ホセ・マリア・バルガス（１７８６〜１８５４）　初代ベネズエラ大統領※画像なし

ホセ・デ・ラ・リバ・アグエロ（１７８３〜１８５８）　第４代ペルー大統領※画像なし

 
※ヌエバ・エスパーニャ総督の子シモン・ボリバルは、中南米の大統領に就任しまくり、ブラジ

ル以外の中南米の支配者となった。実質、中南米の支配者であるが、メキシコでは皇帝を称した

。全員、生没年がほぼ同じなのが中南米の大統領が同一人物だという証拠である。初代パナマ大

統領エレーラは没年だけが同じである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スペイン王カルロス４世の孫

 

フェルナンド（１８２４〜１８６１）　カルロス・マリア・イシドロ・デ・ボルボーンの子

アゴスティン・コスメ（１８２４？〜？）　アグスティン・デ・イトゥルビデの子※画像なし

ガブリエル・ガルシア・モレノ（１８２１〜１８７５）　第７代エクアドル大統領※画像なし

ホセ・マリア・メディナ（１８２６〜１８７８）　第７代ホンジュラス大統領※画像なし

 
フェルナンド・マリア（１８３２〜１８５４）　フランシスコ・デ・パウラ・デ・ボルボンの子

ポルフィリオ・ディアス（１８３０〜１９１５）　第２９代メキシコ大統領、独裁者　任期１８

７６〜１９１１



サルヴァドール・ホヴェラノス（１８３３〜１８８１）　第５代パラグアイ大統領※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

アルフォンス（１８６２〜１９３３）　アマリア・デル・ピラール・デ・ボルボーンの子※画像

なし

ベヌスティアーノ・カランサ（１８５９〜１９２０）　第３７代メキシコ大統領

ホセ・ミゲル・ゴメス（１８５８〜１９２１）　キューバ大統領

ウィリアム・タフト（１８５７〜１９３０）　第２７代アメリカ大統領

ピオ・ロメロ・ボスク（１８６０〜１９３５）　第４４代エルサルバドル大統領

マヌエル・ホセ・エストラーダ・カブレーラ（１８５７〜１９２３）　第１２代グアテマラ大統

領※画像なし

クレト・ゴンザレス・ヴィケス（１８５８〜１９３７）　第２２代コスタリカ大統領

カルロス・ホセ・ソロルザーノ（１８６０〜１９３６）　第１６代ニカラグア大統領※画像なし

ベリサリオポラス・バラホナ（１８５６〜１９４２）　第３代パナマ大統領※画像なし

フアン・ビセンテ・ゴメス（１８５７〜１９３５）　第３８代ベネズエラ大統領※画像なし

 



ヨーゼフ・クレメンス（１９０２〜１９９０）　アルフォンス・フォン・バイエルンの子※画像

なし

ミゲル・アレマン（１９００〜１９８３）　第４６代メキシコ大統領

フルヘンシオ・バティスタ（１９０１〜１９７３）　キューバ共和国第１４、１７代大統領

フェリペ・モラス・ロペス（１９０１〜１９５４）　第５７代パラグアイ大統領

ユーゴ・バリヴィアン（１９０１〜１９９３）　第５０代ボリビア大統領

ラモン・エルネスト・クルス・ウクレス（１９０３〜１９８５）　第２８代ホンジュラス大統領

※画像なし

アルヌルフォ・アリアス（１９０１〜１９８８）　第２５代パナマ大統領※画像なし

ロレンツォ・グエッロ（１９００〜１９８１）　第２８代ニカラグア大統領※画像なし

ラファエル＝アンヘル・カルデロン＝グアルディア（１９００〜１９７０）　第３０代コスタリ

カ大統領

フアン・ホセ・アレヴァロ（１９０４〜１９９０）　第２６代グアテマラ大統領

ウスビオ・ロドルフォ・コルドン・ケア（１８９９〜１９６６）　第５７代エルサルバドル大統

領※画像なし

 
※このように、親鸞の一族は中南米の大統領の座をコレクションしていることがある。ベヌステ



ィアーノ・カランサの場合はアメリカ大統領の座も入手している。カランサの由来はクロノスで

ある。

 

Don Alvaro-Jaime de Orléans-Borbón（１９４７）　Infante Álvaroの子※画像なし
アルマンド・カルデロン・ソル（１９４９〜２０１７）　第６６代エルサルバドル大統領

アルバロ・ウリベ（１９５２）　第６１代コロンビア大統領

イスマエル・サンバダ・ガルシア（１９４８）　シナロア・カルテル

イグナシオ・コロネル・ビジャレアル（１９５４）　シナロア・カルテル

 

メキシコ検察当局の発表によれば、2011年9月までのおよそ5年間に麻薬組織による犯罪や抗争に
巻き込まれるなどして4万7515人が殺害されている。 wikiより
 



Prince François（１９６１〜２０１７）　Henri, Count of Parisの子※画像なし
Ignacio Diego（１９６０）　カンタブリア大統領
ホアキン・グスマン（１９５７）　シナロア・カルテル

キース・レイニエ（１９６０）　ＮＸＩＶＭ創始者

 
※シナロア・カルテルのリーダーは、中南米の大統領などの要職に就く者の影武者として生まれ

ている。犯罪者の本体は常に王や大統領に化けている。キース・レイニエはタナトス一族を救う

ため、捨て駒として極悪セックスカルト教祖を演じているが、タナトスを知った今、いまさらア

ニキたちを騙せるはずもない。キース・レイニエ逮捕劇がトカゲの尻尾切りでしかないことは承

知だ。

 

Carla d'Orléans-Borbón（１９６７）　Infante Álvaroの孫※画像なし
ヘアニネ・アニェス（１９６７）　ボリビア大統領代行

 
 
 



如信の一族〜魔女狩り解禁、異端審問、伊勢大社、カペー朝フランス王、ボルボン朝ス
ペイン王、スペイン共和国

如信（１２３５〜１３００）

度会行忠（１２３６〜１３０６）　伊勢大社宮司※画像なし

エドワード１世（１２３９〜１３０７）　プランタジネット朝イングランド王

 
外交は近隣諸国との戦争に明け暮れ、ウェールズやスコットランドに侵攻して併合したり、ア

キテーヌを巡ってフランスと戦争するなどした。しかしスコットランド支配は激しい抵抗運動を

招いて最終的には破綻し、フランスとの戦争はやがて百年戦争へと繋がっていく。エドワード

１世 ｗｉｋｉより
 
※渡会（わたらい）の名の由来はアテルイである。アテルイ＝ワテルイ＝度会（わたらい）と

なる、そして漢字表記の由来はサドカイ派である。サドカイ＝ドカイ＝度会（どかい）となる。

また、アテルイの名由来はアッティラであり、アッティラの由来はアティラである。すべての名

の由来はサトゥルヌスである。

アテルイはモレを部下に東北地方を治めていたが、ＡＤ８０２年に坂上田村麻呂に成敗されると

相棒のモレと共に日本を脱出し、太平洋を越えてメキシコに渡った。その後、一部はマヤに移住

した。彼らはマヤ人と混合して「雨の神チャクモール」を祀った。チャクモールの名の由来はト

ラロックと同じである。アテルイの先祖「釈迦」とモレクの組み合わせである。釈迦＋モレク

＝シャカモーレ＝チャクモールとなる。人身御供の種族である彼らは、雨乞いの儀式と称して優

秀な者を選んで生贄としてチャクモールに捧げた。つまり、雨乞いの儀式の目的は、雨乞いでは

ない。彼らがマヤで実施した雨乞いの儀式の目的は、殺人である。下にいる如信の影武者だっ

たジャック・ド・モレーは、モレの子孫である。

 



エドマンド（１２４５〜１２９６）　エドワード１世の弟

ヨハネス２２世（１２４４〜１３３４）　ローマ教皇　在位１３１６〜１３３４

ジャック・ド・モレー（１２４４〜１３１４）　テンプル騎士団総長

フィリップ３世（１２４５〜１２８５）　カペー朝第１０代フランス王

エンリケ１世（１２４４〜１２７４）　シャンパーニュ朝ナバラ王※画像なし

カルロ２世（１２４８〜１３０９）　アンジュー家ナポリ王※画像なし

 
西欧：シチリア島民の大反乱（１２８２）

西欧：ヨハネス２２世、魔女狩り解禁（１３１８）

西欧：トゥールーズ、魔女４００人が焼かれる（１３２０〜１３５０）

 
※上の写真を見ると、ヨハネス２２世とフィリップ３世は良く似ている。この２人は同一人物で

ある。また、ジャック・ド・モレーはイングランド王、フランス王、ローマ教皇の影武者として

生まれた男だった。しかし、影武者の立場を超えて権威を主張したため、仲間に排除された。

本体である如信は、日本に留まることはなかったようだ。彼は日本を離れ、故郷であるヨーロッ

パに活動の場を移した。若く見えたためか、年を１１歳偽り、ヨハネス２２世としてローマ教皇

に就任し、１人でイングランド王やフランス王もかけ持ちした。非常に強い征服本能を窺うこと

が出来る。

また如信の影武者であったヨハネス２２世は、大規模な魔女狩りを指揮した。大谷は、「敵は悪

でなければならない」としている。敵が悪であれば「攻撃」は「征伐」として正当化されるのだ

。「攻撃」というものは、敵が悪でなければ悪党になるが、敵が悪であれば正義の味方となると

いう特徴を持つ。そのためにヨーロッパ中の善人（悪の敵）は魔女でなくてはならなかった。ヨ

ハネス２２世は魔女なんかいないことを知っていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
フィリップ３世（エドマンド）の子

 

ルイ（１２６６〜１２７６）※画像なし

ベルナール・ギー（１２６１〜１３３１）　ドミニコ会士

ギヨーム・ド・ノガレ（１２６０〜１３１３）　カペー朝フランス王フィリップ４世の政治顧問

※画像なし

クレメンス５世（１２６４〜１３１４）　ローマ教皇　在位１３０５〜１３１４※画像なし

フィリップ４世（１２６８〜１３１４）　カペー朝第１１代フランス王

 
※ルイは、１０歳で死んだことにし、ベルナール・ギー、ギヨーム・ド・ノガレ、クレメンス５

世と錚々たる悪党を演じ分けた。ギヨームとクレメンス５世はテンプル騎士団の壊滅に関係して

いる。

異端審問官として熱狂的に働いたベルナール・ギーは、１５年間に１０００人を惨殺した。彼が

殺したのは善人だけだ。つまり、彼は殺人鬼であるが、善人たちは公では魔女とされているので

、第三者の目から見て、ベルナール・ギーは悪を成敗する正義の味方であった。彼が殺人の罪に

問われないのは、魔女しか殺していないからだ。ここにタナトスの知恵が働いている。

タナトスは、敵を攻撃するとき、または殺すとき、必ず汚名を着せる。敵が悪であるなら、自分

は正義の味方だからだ。ベルナール・ギーはヨハネス２２世、つまり父に著書を献呈したとい

うが、とんだ猿芝居だ。

影武者でしかないジャック・ド・モレーが、その立場を離れて権利を主張したため、本体である

如信（ヨハネス２２世）の子息ギヨーム・ド・ノガレ（及びクレメンス５世）、フィリップ４世

によって排除された。子息たちとしては「きさまは父の影武者のくせにどういうつもりだ？」と

いうところだろう。処刑の際にモレーは呪いの言葉を吐いたというが、フィリップ４世やクレメ

ンス５世が急死したのは、モレーの残党が陰謀によって復讐のつもりで２人を暗殺したものだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
アンジュー家ナポリ王カルロ２世の子

 

トリスタノ（１２８４〜？）※画像なし

ルイ１０世（１２８９〜１３１６）　カペー朝第１２代フランス王

フェルナンド４世（１２８５〜１３１２）　ヒメネス朝レオン王

エドワード２世（１２８４〜１３２７）　プランタジネット朝イングランド王エドワード１世の

子

 

ピエトロ（１２９１〜１３１５）※画像なし

フィリップ５世（１２９２〜１３２２）　カペー朝第１３代フランス王

 



ジョヴァンニ（１２９４〜１３３６）※画像なし

シャルル４世（１２９４〜１３２８）　カペー朝第１４代フランス王

 
※シャルル４世の時に子を儲けることが出来ずに断絶。これを以て、如信の血筋は絶えることに

なる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ルイージ（１３４３〜１３４４）　カルロ・ディ・ドゥラッツォの子※画像なし

カルロ３世（１３４５〜１３８６）　アンジュー＝ドラッツォ家ナポリ王

ルイ１世ダンジュー（１３３９〜１３８４）　ヴァロワ・アンジュー家ナポリ王※画像なし

 



ルイ２世ダンジュー（１３７７〜１４１７）　ヴァロワ・アンジュー家ナポリ王

 
・ルネ・ダンジュー（１４０９〜１４８０）　ルイ２世ダンジューの子

・ジャン２世（１４２５〜１４７０）　ロレーヌ公

・ニコラ１世（１４４８〜１４７３）　ロレーヌ公

・ルネ２世（１４５１〜１５０８）　ロレーヌ公

・アントワーヌ（１４８９〜１５４４）　ロレーヌ公

・フランソワ１世（１５１７〜１５４５）　ロレーヌ公

・シャルル３世（１５４３〜１６０８）　ロレーヌ公

・アンリ２世（１５６３〜１６２４）　ロレーヌ公

・クロード・フランソワーズ・ド・ロレーヌ（１６１２〜１６４８）　ロレーヌ公妃

 

シャルル５世（１６４３〜１６９０）　ロレーヌ公※クロード・フランソワーズ・ド・ロレーヌ

の子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



 

シャルル・フェルディナン（１６８３〜１６８５）　シャルル５世の子※画像なし

ホアン・アントニオ（１６８２〜１７４７）　ヌエヴァ・イスパーニャ第３８代総督

フェリペ５世（１６８３〜１７４６）　ボルボン朝初代スペイン王　在位１７００〜１７２４

 
※ヌエバ・エスパーニャ総督に就任していたホアン・アントニオは、ロレーヌ公シャルル５世の

子で早世したことにして名前を変え、潜伏していた。彼はスペインでボルボン朝を開き、初代王

に即位した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スペイン王フェリペ５世の子

 

カルロス３世（１７１６〜１７８８）　ボルボン朝第５代スペイン王　在位１７５９〜１７８８

マティアス・デ・ガルベス（１７１７〜１７８４）　ヌエヴァ・イスパーニャ第４８代総督

 



※カルロス３世は逆に、スペイン王に就きながらヌエバ・エスパーニャ総督に就任していた。斜

視のところが似ている。同一人物だろう。スペインとヌエバ・エスパーニャの統治は如信の一族

にとって命題だったのだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スペイン王カルロス３世の子

 

フランシスコ・ハビエル（１７５７〜１７７１）

ホアン・オドノジュ（１７６２〜１８２１）　ヌエヴァ・イスパーニャ第７８代総督　任期１８

２１※最後の総督

 
※ヌエバ・エスパーニャ総督は廃止され、スペイン統治一本に絞られた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スペイン王カルロス４世の子

 



フェルナンド７世（１７８４〜１８３３）　ボルボン朝第７代スペイン王　在位１８０８

ラファエル・デル・リエゴ（１７８４〜１８２３）　スペイン将軍、自由政治家

 
※影武者として生まれたリエゴは本体であるフェルナンド７世に蜂起した。リエゴは善戦したも

のの、最終的には本体によって処刑されている。稀有だが、テンプル騎士団壊滅と同じで、本体

と影武者の戦いである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
スペイン王カルロス３世の曾孫

 

フランツィスカ・マリア（１８２０）※画像なし

フランシスコ・デ・アシース・デ・ボルボーン（１８２２〜１９０２）

エスタニスラオ・フィゲラス（１８１９〜１８８２）　スペイン第一共和政初代大統領、及び初

代首相

 
※女子フランツィスカとして生まれたが早世したことにされて、潜伏して育った。ゲイと呼ばれ



たが、優性遺伝子ブリーダーの手によって子どもたちは生まれたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フランシスコ・デ・アシース・デ・ボルボーンの子

 

アルフォンソ１２世（１８５７〜１８８５）　ボルボン朝第二次復古初代スペイン王

ホセ・フィゲロア・アルコルタ （１８６０〜１９３１）　アルゼンチオン大統領　在位１９０６
〜１９１０

 

エマヌエーレ・フィリベルト・ディ・サヴォイア＝アオスタ（１８６９〜１９３１）※画像無し

ミゲル・プリモ・デ・リベラ（１８７０〜１９３０）　スペイン独裁者　在位１９２３〜１９３

０

ニセート・アルカラ＝サモーラ（１８７７〜１９４９）　第二共和制スペイン初代首相

 
※ミゲルはエマヌアーレの影武者として生まれたが、独裁者としてスペインを統治した。家族で

ある当時のスペイン王に「スペインのムッソリーニ」と批判されたが、これは猿芝居である。そ



ういう風に言っておけば家族ではないと見せかけることが可能であり、一時的だが、ミゲルの独

裁に批判的な人々を黙らせることが出来る。

 

アメデーオ・ディ・サヴォイア＝アオスタ（１８９８〜１９４２）　第３代アオスタ公

エドゥアルド・ロナルディ（１８９６〜１９５６）　アルゼンチン大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

フアン（１９１３〜１９９３）　バルセロナ伯

カルロス・アリアス・ナバーロ（１９０８〜１９８９）　スペイン首相

 



フアン・カルロス１世（１９３８）　ボルボン朝第三復古初代スペイン王

アドルフォ・スアレス（１９３２）　スペイン首相

 

フェリペ６世（１９６８）　ボルボン朝第三復古第２代スペイン王　在位２０１４〜

 
 
 



覚如の一族〜紅巾の乱、華僑、百年戦争、殺人集団タギー、琉球王国、アチェ王国、黎
朝ベトナム帝国、白蓮教、シンガポール、日清食品、社会民主党、全能神

覚如（１２７０〜１３５１）

シャルル・ド・ヴァロワ（１２７０〜１３２５）　ヴァロワ伯※画像なし

ジョン・ストラトフォード（１２７５〜１３４８）　カンタベリー大主教

フアナ１世（１２７１〜１３０５）　シャンパーニュ朝ナバラ女王※画像なし

ハイメ２世（１２６７〜１３２７）　バルセロナ朝アラゴン王

ヴェルナー・シュタウファッハ（生没年不詳）

 
スイス：原初同盟（１２９１）

フランス：アヴィニョン捕囚（１３０９）

高麗：済州の民反乱（１３１８）

西欧：黒死病（１３４７）

モルガルテンの戦いは、1315年11月15日に起こった。原初同盟の1500名の軍隊は スイスのモル



ガルテン峠近くの エーゲリ湖の湖畔で神聖ローマ帝国のオーストリア公国軍兵士の一団を待ち伏
せした。オーストリア軍を破ったスイス軍は ヴェルナー・シュタウファッハに率いられており、
オーストリア軍はレオポルト1世公に指揮されていた。スイスの勝利は現在のスイスの中核を形成
する永続的な永久盟約を固めることとなった。 ｗｉｋｉより
 
※覚如は、自らイングランドに赴き、ジョン・ストラトフォードとして黒死病を現場で指揮した

。イギリスは、黒死病の被害が極端に少なかったという点が興味深い。それは、イングランドに

陰謀の首謀者がいたことを示している。黒死病は、百年戦争と同じでヨーロッパにいる善の心を

持つ人々の掃討を目的としていた。大谷は、魔女狩り、黒死病、百年戦争の３点セットでヨーロ

ッパ中の善人に挑んだ。善人が減り、ちょっと脅せば、自分の生活の保障のために悪にも容易に

服従するような愚か者が増えれば統治が楽になるのだ。黒死病は、古代からタナトスが得意とし

た生物兵器によるテロである。黒死病のテロには２通りの手法があった。

ひとつめ。覚如は、間者にペストに犯された死者の身体の一部を井戸に投げ込むことを指示した

。この時、間者たちはジプシーと連絡し、ジプシーの芸を見に集まって空っぽになった村に忍び

込み、井戸に死者の身体の一部を投げ込み、井戸の水を汚染した。この方法は、自分の信者がい

ない、敵（善人、異教徒）だらけの村を全滅させる時に実施した。ふたつめ。覚如は、全ヨーロ

ッパの医者を自分の血筋の者で固め、自分の信者が多い地域ではピンポイントで敵にだけ黒死病

のウソの診断を下し、毒を盛ることで確実に敵を仕留めた。黒死病がウソであるポイントは、コ

ントロールが容易であり、加害側に危険が一切ないことである。本物のペスト患者の死体は加害

側にとって危険であり、取り扱いには慎重を要する。

また当時、黒死病は不治の病とされていた。不治の病であるということは、「治らない」或い

は「治さなくて良い」または「死んでも良い」もっといえば「殺しても良い」のだ。黒死病の患

者は、毒殺しても黒死病で死んだことになる。一旦、黒死病と診断されれば、例え毒殺でも「こ

れは殺人ではないか？」と怪しむ者は皆無だった。実質、黒死病の死者のほとんどはタナトスの

医者によって毒殺された。それでも尚、タナトスは誰も殺していない。

また、覚如はヴァロワ伯シャルルでもあった。覚如は、フランスでの足場を固めるためにヴァロ

ワ伯の称号を簒奪した。覚如は、庶子の異母兄弟で構成された影武者部隊を指揮し、イギリスと

フランス、そして日本を往来した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヴァロワ伯シャルル（覚如）の子

 



フィリップ６世（１２９３〜１３５０）　ヴァロワ朝初代フランス王

 
※シャルル（覚如）の子であるヴァロワ朝フランス王フィリップ６世は、下に記載している、同

じく覚如の子であるフランドル伯ルイ１世を援助しているが、それは異母兄弟だったからだ。

 

ルイ１世（１３０４〜１３４６）　フランドル伯

郭子興（１３０２〜１３５５）　紅巾軍指揮

 
郭子興の長男は戦死し、次男の郭天叙、三男の郭天爵は禍を恐れた朱元璋によって、謀殺された

といわれる。娘の郭恵妃は朱元璋の側室となり、蜀献王・朱椿、代簡王・朱桂、谷王・朱橞らを

産んだ。 ｗｉｋｉより
 



イザベル（１３１３〜１３８８）　ピエール１世と結婚※画像なし

ピエール１世（１３１１〜１３５６）　ブルボン公

エドワード３世（１３１２〜１３７７）　プランタジネット朝イングランド王　在位１３２７〜

１３７７

劉基（１３１１〜１３７５）　朱元璋の部下

徐寿輝（１３１０〜１３６０）　紅巾軍指揮

アルフォンソ１１世（１３１１〜１３５０）　ヒメネス朝レオン王※画像なし

フアナ２世（１３１２〜１３４９）　カペー朝ナバラ女王※画像なし

 
イングランド：百年戦争（１３３７〜１４５３）

イングランド：ガーター騎士団創設（１３４８）

中国：紅巾の乱（１３５１〜１３６６）

中国：胡党の獄（１３８３）

 
※ヴァロワ伯シャルルの娘であるイザベルは、じつは男子であり、敵の目を欺くために女子とし

て育てられた。その後、成人するとイザベルはピエール１世を名乗り、イザベルと結婚したこと



にしていろいろな女性と子を儲けた。また、ピエール１世はイングランド王エドワード３世にも

早代わりした。フィリップ６世とエドワード３世は異母兄弟となるため、結局、イングランド対

フランスの「百年戦争」も家族経営だったということだ。

また、朱元璋を補佐した劉基は、「百年戦争」をはじめたエドワード３世でもあった。劉基は、

庶子の異母兄弟を投入して影武者部隊を編み、イギリス、中国、日本に配置したのだ。これに

より、各地で同時期に活躍することが可能だった。百年戦争は、王族や騎士の中にいる反乱分

子（善人）を淘汰するために始められた。イギリスとフランスの敵はお互い、国内にいる善の心

を持つ人々であった。イギリス軍はカンタベリー大司教が指揮し、フランス軍はクリュニー会が

指揮した。

劉基は、死んだことにしてイングランドに帰還し、エドワード３世として２年の余生を過ごした

。だが、劉基の子たちは劉基のフェイク死を利用して反乱分子に対する粛清をはじめた。自分た

ちに反逆する意志があるかないかは関係ない。反逆したら手強いと考えられた人々は全員殺害さ

れた。これは魔女狩りに似たもので、「胡党だ」と呼ばれた者は誰でも逮捕された。この粛清で

刑死したものは３万人といわれている。１３８６年には、モンゴル討伐に勲を立てた藍玉一族ら

が１万５千人も殺害された。わかりやすく例えれば、大谷は「おまえを殺す」とは絶対に言わ

ない。そういうふうにいえば加害者、或いは悪党でしかないからだ。代わりに、大谷は「おまえ

は子供を殺した悪いやつだから殺す」という。そうすれば正義の味方になるのだ。「百年戦争」

や「胡党の獄」だけでなく、魔女狩り、生類憐みの令もみな、骨子は同じである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
エドワード３世の子

 

エドワード黒太子（１３３０〜１４７６）

 
※プランタジネット朝。

 



ジョン・オブ・ゴーント（１３４０〜１４９９）

 
※ランカスター朝の祖。

 

エドマンド・オブ・ラングリー（１３４１〜１４０２）

 
※ヨーク朝の祖。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
エドワード黒太子の子（エドワード３世の孫）

 



リチャード２世（１３６７〜１４００）　プランタジネット朝イングランド王

 
幼少で即位したため治世初期は貴族達の補佐を受け、成長してからは専制のため側近を重用した

ことが周囲の反発を招き1度挫折した。やがて反対派貴族を排除して再び専制に乗り出したことが
一層の反感を買い、従弟のヘンリー・ボリングブルック（後のヘンリー4世）ら貴族層のクーデタ
ーによって王位から追放・幽閉された末に死去、プランタジネット朝は断絶した。 ｗｉｋｉより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョン・オブ・ゴーントの子（エドワード３世の孫）　ランカスター朝

 

ヘンリー４世（１３６７〜１４１３）

 



ヘンリー５世（１３８７〜１４２２）

 

ヘンリー６世（１４２１〜１４７１）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
エドマンド・オブ・ラングリーの子（エドワード３世の孫）　ヨーク朝

 



リチャード・オブ・コニスバラ（１３８５〜１４１５）　ケンブリッジ伯※画像なし

黎利（１３８５〜１４３３）　後黎朝大越国初代皇帝

 

エドワード４世（１４４２〜１４８３）　ヨーク朝イングランド初代王

アリ・アブ１世（？〜１４８２）　グラナダ王※画像なし

 
薔薇戦争（1455年 – 1485年/1487年）の第一次内乱に勝利したことにより、ランカスター家のヘ
ンリー6世を廃位して、ヨーク朝を開いた。ウォリック伯リチャード・ネヴィルの反乱（第二次
内乱）により短期間だが王位を追われて、ヘンリー6世の復位を許すが、反撃に成功して王位を取
り戻している。 ｗｉｋｉより
 



エドワード５世（１４７０〜１４８３）　ヨーク朝イングランド第２代王

ムハンマド１２世（？〜１４８３）　グラナダ王※画像なし

 

リチャード３世（１４５２〜１４８５）　ヨーク朝イングランド第３代王

ムハンマド１３世（？〜１４８６）　グラナダ王※画像なし

 
1485年8月、ランカスター派のリッチモンド伯ヘンリー・テューダー（後のヘンリー7世）がフラ
ンスから侵入し、ボズワースの戦いで国王自ら軍を率いて決戦する。この戦いでリチャード3世は
味方の裏切りに遭い、自ら斧を振るって奮戦したが戦死した。遺体は、当時の習慣に従って、丸

裸にされ晒された。 ｗｉｋｉより
 
※中世イングランド王室に巣食った本願寺門主覚如の血筋は、ここで断たれる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヴァロワ伯シャルル（覚如）の子



 

 
ブランシュ（１３１７〜１３４８）※画像なし

カール４世（１３１６〜１３７８）　ルクセンブルク朝神聖ローマ皇帝※画像なし

ニコラス・エイメリコ（１３１６〜１３９９）　ドミニコ会士・魔女狩り

方国珍（１３１９〜１３７４）　反乱指揮者※画像なし

 
※ブランシュは男子だったが、女子として育てられた。その後、カール４世と結婚したことにな

っているが、カール４世は男子に戻ったブランシュであり、儲けた子供はカール４世が他の女性

と作った子である。カール４世は同時にエイメリコを演じ、魔女狩りに情熱を傾けた。また、カ

ール４世（ブランシュ）は、兄のルイ１世、ピエール１世（イザベル）や弟のルイと共に中国

に渡って方国珍として元の崩壊に寄与した。

 

ルイ（１３１８〜１３２８）※画像なし

張士誠（１３２１〜１３６７）　張呉王

劉福通（１３２１〜１３６３）　紅巾軍指揮※画像なし

陳友諒（１３２０〜１３６３）　陳漢初代皇帝※画像なし



ジョン・ホークウッド（１３２０〜１３９４）　イギリス軍隊長

※ルイは１０歳で死んだことにし、中国へ渡り、張士誠、劉福通として元に蜂起する。このとき

、ルイは兄のカール４世（ブランシュ）、ルイ１世、ピエール１世（イザベル）と共に中国に渡

って元の崩壊に寄与した。また、ルイは残虐極まりないジョン・ホークウッドにも変身した。

 

中国：紅巾の乱（１３５１〜１３６８）

 



インド：殺人集団タギー（１４世紀）

 
※一方、方国珍は５５歳で死んだことにして劉基と共にイングランドに向かった。イギリスでジ

ョン・ホークウッドを称した彼は、庶子の異母兄弟で編んだ影武者軍団や紅巾の乱の部隊をその

まま同行させ、イングランドで「白軍団」という職業軍人集団を築き、傭兵隊長に収まった。彼

らは、イタリアに侵攻した際、財宝を強奪し、家畜を殺害し、若い女性を縛り、輪姦した。その

後は、女性の乳房を切り落としたり、性器に剣を突き刺したりした。ホークウッドの部隊は、こ

の時に２５００人もの住民を惨殺した。また、部下２人がひとりの修道女を巡って争っていると

、ホークウッドは剣で修道女を真っ二つに叩き斬り「ほら、２人で分けろ」と述べた。

その後、白軍団はインドに移住した。この時に「殺人集団タギー」が生まれた。タギーの名の由

来はホラズム・シャー朝の初代王テギーンである。タギーはカーリーへの供物として、信者全員

に毎年１人以上の殺人を義務付けていた。タギーは富裕な商人、旅行者などを狙い、蓄えた富で

組織を維持し、更に組織の安全を謀るために各地の有力者に裏金を贈ったとされる。優性遺伝子

ブリーダーによってタギーは瞬く間に増えた。彼らは政治とも結びつき、勢力を伸張した。年間

２０００人は殺していたようだ。タギーの特徴はバンダナだが、これは紅巾賊の頃の名残ではな

いか？

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
陳友諒の弟

 
名前不明（生没年不明）

ハヤム・ウルク（１３３４〜１３８９）　マジャパヒト王国第４代王　在位１３５０〜１３８９

 
ギリンドラワルダーナ（？〜１４８９）　マジャパヒト王国第１３代王　在位１４７８〜１４８

９



プラブ・ウダラ（？〜１５１７）　マジャパヒト王国第１４代王　在位１４８９〜１５１7
ラデン・パター（？〜１５１８）　ドゥマク王国初代王　在位１４７５〜１５１８

アリ・ムハヤット・シャー （？〜１５２８）　アチェ王国初代王　在位１４９６〜１５２８
 
ジャマル・ウル＝アラム・バドル・ウル＝ムニール（？〜１７３６）　アチェ王国第２０代王　

在位１７０３〜１７２６

ジェイラム・シヴジ（１８００年前後に活躍した人物）　印僑の始祖、ザンジバル帝国富豪

※ジャマル王はインドネシアを離れて印僑のハシリ、ジェイラム・シヴジとしてスワヒリに登

場し、大きな影響力を残した。シヴジはザンジバル・スルターン国で巨大な財力を握り、国政を

左右する影響力を保持したため、ザンジバルへのインド人（タギー）の移住も進んだ。

 

アラウッディン・ムハマド・シャー（１７６０〜１７９５）　アチェ王国第２８代王　在位１７

８１〜１７９５※画像なし

ベーラム（１７６５〜１８４０）　殺人集団タギー首領

 
※シャーは、３５歳で死んだことにしてアチェ王国からインドに赴き、首領としてタギーを指揮

した。しかし、彼は歴代首領の中で初めて逮捕・処刑された首領となった。

 



アラウッディン・ムハマド・ダウード・シャー１世（１８０２〜１８３８）　アチェ第３１代王

　在位１８２３〜３８※画像なし

ポタタウ（１８００〜１８６０）　初代マオリ王

※シャー１世は３６歳で死んだことにして、アチェ王国からイギリス統治下のニュージーランド

に移ってポタタウとしてマオリ族の初代王となった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
陳友諒の子

 
陳理（？〜１４０８）　陳漢第２代皇帝

陳祖義（？〜１４０７）　ジャワ華僑首領、海賊

尚思紹王（１３５４〜１４２１）　在位１４０６〜１４２１

 
尚巴志王（１３７２〜１４３９）　琉球王国第一尚氏王統初代王　在位１４２９〜１４３９

黎利（１３８５〜１４３３）　前期黎朝初代ベトナム皇帝　在位１４２８〜１４３３

 
尚永王（１５５９〜１５８９）　琉球王国第二尚氏王統第６代王　在位１５７３〜１５８８

黎維潭（１５６７〜１５９９）　後期黎朝第４代ベトナム皇帝　在位１５７３〜１５９９

林鳳（？〜？）　倭寇首領

潘和五（？〜？）　華僑首領

 
※尚永王（黎維潭）は、倭寇首領林鳳を演じていた。林は台湾入植を考えていたが、マニラ発の

船舶の積荷を見て突如、フィリピン攻略を思いついた。１５７４年、船舶１０隻、６０００人の

部下を連れてフィリピンに上陸し、フィリピン人に同化した。

１５９３年になると、尚永王（黎維潭）は潘和五を演じ、華僑の部下を総動員してスペイン人総

督を殺害し、スペイン艦隊を乗っ取った。歴史上、この乗っ取られた艦はベトナムに漂着したと



いうが、実際にはベトナムに持ち帰られたということができる。

 
尚寧王（１５６４〜１６２０）　琉球王国第二尚氏王統第７代王　在位１５８９〜１６２０

黎維新（１５８８〜１６１９）　後期黎朝第５代ベトナム皇帝　在位１６００〜１６１９

黄江（？〜？）　華僑首領

 
※尚寧王（黎維新）は華僑の首領黄江を演じていた。黄江はスペイン人に対する蜂起を計画して

いたが、当局にバレ、２万人の華僑が虐殺されたという。だが、数年の内に１万人規模に戻った

ということから２万人の虐殺はウソだったと考えられる。

 
尚豊王（１５９０〜１６４０）　琉球王国第二尚氏王統第８代王　在位１６２１〜１６４０

黎維祺（１６０７〜１６６２）　後期黎朝第６代ベトナム皇帝　在位１６１９〜１６４３

 
※尚豊王（黎維祺）は再び華僑の首領を演じ、大量の農民を操ってマニラでスペイン人に対する

暴動を指揮した。このときはカトリック司祭２と役人数人を殺害した。このときも２万人の華僑

が虐殺されたという。

 
尚貞王（１６４６〜１７０９）　琉球第二尚氏王朝第１１代王　在位１６６９〜１７０９

黎維祫（１６６３〜１７１６）　後期黎朝第１１代ベトナム皇帝　在位

丁弋（？〜？）　華僑首領

 
黎顯宗（１７１７〜１７８６）　後期黎朝第２８代ベトナム皇帝

王倫（？〜１７７４）　白蓮教の乱指揮者

 
黎維祁（１７６５〜１７９３）　後期黎朝第２９代ベトナム皇帝

林清（１７７０〜１８１３）　天理教の乱指揮者

 
王聡児（１７７７〜１７９８）　一貫道指揮者

 
姚之富（？〜１７９８）　一貫道指揮者

 
王覚一（１８２１〜１８８４）　一貫道指揮者

 



 
路中一（１８４９〜１９２５）　一貫道※画像なし

黄遵憲（１８４８〜１９０５）　清国外交官

育徳帝（１８５２〜１８８３）　阮朝ベトナム第５代皇帝※画像なし

協和帝（１８４７〜１８８３）　阮朝ベトナム第６代皇帝※画像なし

 

維新帝（１９００〜１９４５）　

張天然（１８９９〜１９４７）　一貫道※画像なし

孫慧明（１８９５〜１９７５）　一貫道※画像なし

周仏海（１８９７〜１９８４）　一貫道※画像なし

 
※黎朝のベトナム人が中国で白蓮教の乱や天理教の乱を指揮していた。数々の蜂起が失敗に終わ

ると、やがて黎朝の残党は阮朝統治下のベトナムに戻り、阮朝の王室に侵入し、挙句に簒奪した

。後期阮朝の皇帝は、みな中国で一貫道の僧侶として活動していた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



コロキ・マフタ（１９０６〜１９６６）　第５代マオリ王

安藤百福（１９１０〜２００７）　日清食品代表取締役社長

 
※安藤百福は華僑というから中国人ぽい顔を想像していたが、なかなかどうして。若い頃はポリ

ネシア感が強い。現在の日清食品、特にインスタントラーメン、カップメンは化学毒の別称に成

り果てている。遺伝子組み換え菜種油のために、食べ続けるとみぞおちに激痛が降臨する仕組み

になっている。天国の安藤は泣いているだろうか？或いは笑っているだろうか？

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
阮朝第１０代ベトナム皇帝成泰帝の子（子は５０人）

 

アルマンド・ヴィアーレ（１９１９？〜？）※画像なし

ウィー・チョン・ジン（１９１５〜２００５）　シンガポール大統領代行（華僑）

ウィー・キム・ウィー（１９１５〜２００５）　シンガポール第４代大統領（華僑）

ヨー・ギム・セン（１９１８〜１９９３）　シンガポール大統領代行（華僑）

 



５０人の子の内のひとり（生没年不詳）

リー・クアンユー（１９２３〜２０１５）　シンガポール元首

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
阮朝第１１代ベトナム皇帝維新帝の子

 

ソランジュ（早世）※画像なし

コラソン・アキノ（１９３３〜２００９）　第１１代フィリピン大統領（華僑）

土井たか子（１９２８〜２０１４）

 
※２人共存命ではないが、似ている。前から似ていると思っていたが、それ以上踏み込むことは

毛頭考えていなかった。まあ、社民党も筆者の集団ストーカーの訴えを無視したので悪の側だろ

うとは考えていたが、やはりそうだったか。だいたい、たかこは浄土真宗が建てた龍谷大学の卒

業生なのだから。

 



グエン・フク・バオ・ゴク（１９３２）

ベニグノ・アキノＪｒ（１９３２〜１９８３）

司徒華（１９３１〜２０１１）　天安門事件指導者

 
※アキノも悪者だった。マルコス大統領はダヴィデの一族の出身だからタナトスの侵入を阻止す

るために暗殺したようだ。もっとやっていいのにね。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
保大帝の子（阮朝最後の皇帝）

 

バオ・ロン（１９３６〜２００７）※画像なし

オン・テンチョン（１９３６〜２００２）　シンガポール第５代大統領（華僑）

 



バオ・タン（１９４３〜２０１７）

ゴー・チョクトン（１９４１）　シンガポール上級相

トニー・タン・ケン・ヤム（１９４０）　シンガポール第７代大統領（華僑）

神埼武法（１９４３）　公明党代表

朱耀明（１９４４）　香港反政府デモ指導者

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
リー・クアンユーの子

 



リー・シェンロン（１９５２）　シンガポール共和国第３代首相

趙維山（１９５１）　全能神教祖

張永明（１９５５〜２０１３）　喰人シリアルキラー（男性２０人）

 
中国・雲南省の昆明市晋寧県で、２０人の男性 (１２歳〜８０歳) が失踪している事件が発生して
いた。 当初は５人とされていた不明者は実は１７人に及んでいた。 １２歳の少年１人を除き、い
ずれも１６歳以上で、最高齢は８０歳であった。 失踪現場はかなり人通りのある場所だった為、
犯人の特定は難しかったが、実は張の家の近所であった。張永明「世界の猟奇殺人者」より

 
※シェンロンと趙はどう見ても同一人物だ。シンガポールの首相が中国を侵略するカルトの教祖

とはね。陳は顔が似ていないので影武者だろう。張永明もリー・シェンロンに顔が似ているが影

武者として生まれたのではないかと考えられる。

更に、１９７９年にシンガポールで起きた「ゲイラン・バル兄弟殺人事件」。４人の幼い兄妹た

ちが犠牲になっているが、これは当時２７歳だったリー・シェンロンが真犯人だと考えられる。

 

リー・ウェイリン（１９５５？）　国立脳神経科学院※画像なし

福島瑞穂（１９５５）　社民党



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
コラソン・アキノの子

 

ベニグノ・アキノ３世（１９６０）　第１５代フィリピン大統領

 

クリス・アキノ（１９７１）　コラソン・アキノの娘

楊向彬（１９７３）　全能神教祖妻

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ベニグノ・アキノ３世の子

 



プリシラ・チャン姉妹

 
※プリシラ・チャンはフェイスブック創業者ザッカーバーグの伴侶だが、たくましい体つきをし

ており、オバマ夫人のミシェル同様に性転換男性ではないかと疑われる。この場合、かよわそう

なザッカーバーグが彫られているのだろうか（性転換しているんだっけなｗ）。そのプリシラ

・チャンの妹が、カリフォルニアで「カンニバル・クラブ（人肉クラブ）」という恐ろしい名前

のレストランを経営しているという。この姉妹（？）の家系は、アキノ家だと考えられる。プリ

シラチャンは３世に似ているし、右側の人がコラソンに似ている。もしベニグノ・アキノ３世の

子なら、優性遺伝子ブリーダーの仕事だろう。

 
 
 



善如の一族〜倭寇、恭愍王、足利義満、日野富子、三浦倭館、東林党、魏忠賢、フラン
シス・ドレイク、バッカニア海賊、カタール首長

善如（１３３３〜１３８９）

明玉珍（１３３１〜１３６６）　農民反乱指揮者・夏王朝初代皇帝※画像なし

恭愍王（１３３０〜１３７４）　高麗王※画像なし

エンリケ２世（１３３４〜１３７９）　トラスタマラ朝レオン王

カルロス２世（１３３２〜１３８７）　エヴルー朝ナバラ王

 
中国：紅巾の乱（１３５１〜１３６８）

中国・高麗：倭寇大規模略奪（１３５８）

 
※高麗王を演じていた善如は、北九州〜福建の倭寇を指揮し、ガリア人の「聖なる移住（ウェル

サクレム）」の要領で、数で押す形で大陸沿岸部を侵食していた。もちろん、時の高麗王恭愍王

は意図的に何の対策も講じず、苦しんでいる人々と倭寇のあらくれぶりを放置していた。そのた

めの王である。

高麗では１３５８年から倭寇による大規模な略奪が起きた。これを指揮していた、名前も知られ

ていない倭寇の首領は、東本願寺門主善如であった。そして高麗沿岸部の被害は、高麗王恭愍

王（善如）がじきじきに指揮していた。

善如は中国本土では明玉珍を名乗り、仏教信者を指揮して農民一揆を発生させていた。また、ア

フリカから来た劉氏の子孫、韓林児（フォン族）や覚如の子たち（方国珍、張士誠、陳友諒）と

組み、紅巾の乱を指揮した。しかし、リトアニア帰りの朱元璋の登場により、大谷の中国支配は

頓挫した。だが、このときに築かれた白蓮教の指揮系統は今でも生きており、法輪功で利用され

ている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
明玉珍の子

 

明昇（１３５６〜？）　夏王朝第２代皇帝　在位１３６６〜１３７１※画像なし

定宗（１３５７〜１４１９）　李氏朝鮮第２代国王

足利義満（１３５８〜１４０８）　室町幕府第３代征夷大将軍

マルティン１世（１３５６〜１４１０）　バルセロナ朝アラゴン王※画像なし

フアン１世（１３５８〜１３９０）　トラスタマラ朝カスティーリャ王

 
※李氏朝鮮の簒奪は失敗したが、日本に移り、室町幕府の簒奪に成功した。足利氏はもともとマ

ヤにいたタナトス（河伯）の子孫であり、マヤの神イシュキックに由来する。イシュキック＝イ



スキク＝足利となる。マヤの神イシュチュルを由来にした五辻氏からは後醍醐天皇が排出されて

いる。大谷の血統がマヤのタナトスの遺伝子を取り込んだ形だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
定宗の子

 
高城翁主（生没年不詳）

日野重子（１４１１〜１４６３）

 

日野富子（１４４０〜１４９６）

 
※悪女として有名な日野富子も大谷の一族だった。その正体は李氏朝鮮の王、定宗の孫である。

定宗の娘に生没年が不詳の高城翁主がいるが、彼女が日本に移り、日野重子になったと考えら

れる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
朱椿（１３７１〜１４２３）　朱元璋の子

太宗李芳遠（１３６７〜１４２２）　李氏朝鮮第３代国王

ヤドゥ・ラーヤ（１３７１〜１４２３）　マイソール王国初代王　在位１３９９〜１４２３

 
※太宗李芳遠は朝鮮半島からインドに赴き、マイソール王国を築いている。オデヤ（ウォディヤ

ール）家の名の由来は朝鮮語「オディヤ？（どこだ？）」であり、マイソールの由来は「ムイ、

ソウル（ソウルじゃない）」である。

 



イ・ジョン（１４０７〜１４５３）　太宗の子

足利義量（１４０７〜１４２５）　室町幕府第５代征夷大将軍

 
※ダヴィデの一族の王朝である明の皇帝は、朝鮮や日本にも進出することを狙っていた。朱元璋

の子朱椿は李氏朝鮮では太宗に変身し、朝鮮半島を治めた。その後、太宗の子イ・ジョンが日本

に進出し、足利義量として征夷大将軍に即位した。しかし、異分子の侵入を察知した善如の一族

は義量を亡き者にしようと画策し、これに気付いた義量は１８歳で死んだことにしていち早く日

本を脱出し、李氏朝鮮に帰還した。彼は４６歳まで生きた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
足利義満の子

 

足利義持（１３８６〜１４２８）　室町幕府第４代征夷大将軍

 



足利義教（１３９４〜１４４１）　室町幕府第６代征夷大将軍

アルフォンソ５世（１３９６〜１４５８）　トラスタマラ朝アラゴン王

 
※善如の一族は、他の本願寺の一族のように世界進出を試みてはいたが、足利義量の件以来、善

如の一族は誰かに狙われていることに気付き、それどころではなかったようだ。

 

足利義政（１４３６〜１４９０）　室町幕府第７代征夷大将軍

 



足利義稙（１４６６〜１５２３）　室町幕府第１０代征夷大将軍

宗義盛（？〜？）　三浦の乱指揮者

 
※李氏朝鮮の王室が日本の侵略を試みていることを察した善如の一族は朝鮮攻略のために釜山に

倭館を築いた。義稙は宗義盛に化けて「三浦の乱」を指揮し、李氏朝鮮に蜂起したが退けられた

。

 

小田政治（１４９２〜１５４８）　第１１代将軍足利義澄の子

ウィリアム・ホーキンス（１４９０〜１５５４）　ジョン・ホーキンス父※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

足利義晴（１５１１〜１５５０）　室町幕府第１２代征夷大将軍



王直（？〜１５６０）　倭寇・福建海賊首領※画像なし

 
徽州歙県（きしゅう きゅうけん、現在の安徽省黄山市）に生まれる。任侠の徒であったと言われ
、青年の時に塩商を手がけるが失敗。明が海禁政策を行うなか葉宗満らと禁制品を商う密貿易に

従事した。双嶼（リャンポー、浙江省寧波の沖合い）港を本拠地に活動していた許棟、李光頭の

配下として東南アジアや日本の諸港と密貿易を行い、博多商人と交易して日本人との信任を

得る。1548年、密貿易を取り締まった朱紈らが双嶼を攻撃すると逃れて海賊集団を組織し、浙江
省舟山諸島の烈港を本拠に徽王と称し、徐海と並ぶ倭寇の頭目となった。王直 ｗｉｋｉより
 
※明第１２代皇帝嘉靖帝は工作員として日本に潜入し、足利義晴の子として足利義輝を生んだ。

しかし、義輝は従兄弟である義栄に正体を知られたため、執拗なまでに狙われ続けた。１５６

５年、義輝は三好三人衆に殺害されたことにして父の故地中国に渡り、１５６７年に隆慶帝に即

位した。

彼はなぜそんなにすぐに明の皇帝になれたのか？それは、義輝（隆慶帝）が嘉靖帝（ダヴィデの

一族）の子だったからだ。一方、そんな騒ぎをよそに、足利義晴は福建に赴き、王直に変身して

倭寇を取り仕切った。

 

ジョン・ホーキンス（１５３２〜１５９５）　イギリス海賊

十河一存（１５３２〜１５６１）　三好三人衆父※画像なし

有馬則頼（１５３３〜１６０２）

 
※第１１代将軍足利義澄の子孫であるジョン・ホーキンスがイギリスから日本にやってきた。彼

は有馬氏を乗っ取り、数々の有名な海賊を生み出した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



 

足利義栄（１５３８〜１５６８）　室町幕府第１４代征夷大将軍

三好宗渭/三好三人衆（？〜１５６９）※画像なし
ヘンリー・モーガン（１５３５〜１６８８）　バッカニア海賊

 
※倭寇の首領でもあった義栄は、イギリスに赴いて海賊ヘンリー・モーガンに化け、バッカニア

として知られた。彼はいとこである義輝と対立していた。なぜなら義輝は明皇帝の子であり、日

本打倒のために侵入して嘉靖帝（ダヴィデの一族）が儲けた子だからだ。義栄は三好宗渭（三好

三人衆）と足利義昭に化け、義栄の弟義助が三好長逸（三好三人衆）と松永久通に化け、義栄の

弟義任が三好義継と岩成友通（三好三人衆）に化けて足利義輝の殺害を試みた。

しかし、義栄たちは義輝を逃したため、中国にまで追いかけ、東林党を設けて明皇帝となった義

輝と対立した。明朝と東林党の対立は足利義輝と足利義栄の一族の対立だった。歴史上、義輝は

足利義晴の子であり、義栄は足利義維の子であるが、義晴と義維は足利義澄の子で兄弟である。

つまり、表向き、義輝と義栄の対立はいとこ同士の対立であった。更に、義栄は中国で東林党党

首を演じながら日本で足利義昭として、織田信長と戦い、戦国時代を生きた。

 



足利義助（１５４１〜１５９２）　義栄の弟※画像なし

三好長逸/三好三人衆（？〜？）※画像なし
松永久通（１５４３〜１５７７）※画像なし

池田勝正（１５３９〜１５７８）

三好義興（１５４２〜１５６３）

フランシス・ドレイク（１５４０頃〜１５９６）　イギリス海賊

 
※倭寇を統率していた義栄と義助は義輝（隆慶帝）を討つことを諦めるとイギリスに向かい、海

賊として鳴らした。義助はフランシス・ドレイクとしてイギリス海軍を率い、倭寇仕込の戦術で

スペイン無敵艦隊を撃破した。

 
足利義任（？〜？）

三好義継（１５４９〜１５７３）

岩成友通/三好三人衆（？〜１５７３）
顧憲成（１５５０〜１６１２）　東林党党首

 
※義任はイギリスには行かず、明に直行して隆慶帝、万暦帝の打倒を胸に「東林党」を結成した

。自分たちに有利な世論、敵に不利な世論を形成するためである。しかし、東林党は足利義輝の

一族に簒奪され、義栄の一族に属する魏忠賢によって激しく弾圧された。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
隆慶帝（足利義輝）の子

 



朱翊釴（１５５５〜１５５９）

顧允成（１５５４〜１６０７）　顧憲成弟

ジョン・ウォード（１５５３〜１６２２）　バルバリア海賊

 

朱翊鏐（１５６８〜１６１４）

顧大章（１５６７〜１６２５）　東林六君子

魏忠賢（１５６８〜１６２７）　明朝宦官

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
有馬則頼（ジョン・ホーキンス）の孫

 

有馬則故（１６３５〜１７１３）

フランソワ・ロロネー（１６３５〜１６６７）　バッカニア海賊

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
有馬則頼（ジョン・ホーキンス）の玄孫

 



有馬頼利（１６５２〜１６６８）※画像なし

ウィリアム・キッド（１６５５〜１７０１）　イギリス海賊

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
有馬頼利の弟

 

有馬頼元（１６５４〜１７０５）

ヘンリー・エイヴァリー（１６５９〜？）　イギリス海賊

 



有馬則維（１６７４〜１７３８）　有馬則故の子

アマロ・ロドリゲス・フェリペ（１６７８〜１７４７）　スペイン海賊

エドワード・ティーチ（１６８０〜１７１８）　イギリス海賊

チャールズ・ヴェイン（１６８０〜１７２０）　イギリス海賊※画像なし

エドワード・イングランド（１６８０〜１７２１）　イギリス海賊※画像なし

 

有馬頼旨（１６８５〜１７０６）　有馬頼元の子※画像なし

バーソロミュー・ロバーツ（１６８２〜１７２２）　イギリス海賊

ジョン・ラカム（１６８２〜１７２０）　イギリス海賊※画像なし

 



酒井忠音（１６９１〜１７３５）　有馬頼旨妹夫（実際には有馬頼旨の異母兄弟と考えられる）

※画像なし

エドワード・ロウ（１６９０〜１７２４）　バッカニア海賊

サミュエル・ベラミー（１６８９〜１７１７）　イギリス海賊

スティード・ボネット（１６８８〜１７１８）　イギリス海賊※画像なし

 

有馬頼貴（１７４６〜１８１２）　有馬頼旨の子

ジョン・ポール・ジョーンズ（１７４７〜１７９２）　イギリス海軍提督

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
有馬頼貴の子

 



有馬頼善（１７７９〜１８１６）　※画像なし

ジャン・ラフィット（１７８０〜１８２６）　最後のバッカニア海賊

 
有馬頼久（１７８？〜？）

シャイフ・ムハンマド・ビン・サーニー（１７８８〜１８７８）　初代カタール元首

 
※流浪の民と化していた善如の一族は、バッカニアという海賊の国を作ったこともあったが、

カタールに落ち着いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Mohammed bin Jassim Al Thaniの子
 

ハリーファ・ビン・ハマド・アール＝サーニー（１９３２〜２０１６）　カタール元首※画像無

し

アブドゥラヒ・ユスフ（１９３４〜２０１２）　第６代ソマリア大統領　任期２００４〜２００

８

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ハリーファ・ビン・ハマド・アール＝サーニーの子

 



ハマド・ビン・ハリーファ・アール＝サーニー（１９５２）　カタール元首

アダン・モハメド・ヌール・マドベ（１９５５）　ソマリア大統領代理　任期２００８〜２００

９

タイシール・アッルーニー（１９５５）　アルジャジーラ記者

 
※ハマド・ビン・ハリーファ・アール＝サーニーがアルジャジーラを創設した。ＢＢＣの影響下

にある。安倍首相の出身であるモロッコ王家の一族もアルジャジーラの記者として働き、世界有

数のフェイクメディアのひとつに数えられる。シリア、イランに汚名を着せるために働いている

。

 

ジャーシム（１９６？）　※画像無し

シェイク・シャリフ・シェイク・アフマド（１９６４）　第７代ソマリア大統領　任期２００９

〜２０１２

 



シャイフ・タミーム・ビン・ハマド・アール＝サーニー（１９８０）　カタール元首

 

※ソマリア海賊の画像：彼らが活発に活動したのは、２００５年〜２０１０年の間で、上のソマ

リア大統領の任期に符合している。倭寇の時代の再来である。倭寇の時代も、倭寇をじきじきに

指揮していたのは室町幕府征夷大将軍や高麗王族である。ソマリア海賊のメンバーは、カタール

首長ハリーファ・ビン・ハマド・アール＝サーニーと息子たちの庶子たちで構成されていると考

えられる。

 
 
 



綽如の一族〜ヴァロワ＝ブルゴーニュ公、ブルボン公、能登守、ハプスブルグ朝スペイ
ン王国、デュポン財閥、ケベック解放戦線

綽如（１３５０〜１３９３）

畠山基国（１３５２〜１４０６）　能登守※画像なし

フィリップ２世（１３４２〜１４０４）　ブルゴーニュ公

ボニファティウス９世（１３５０〜１４０４）　ローマ教皇　在位１３８９〜１４０４※画像な

し

 
スペイン：カスティーリャ、ユダヤ人虐殺（１３９２）

スペイン：マホルカ農民一揆（１３９２）

 
※綽如は、畠山氏を生み、タナトスの故郷である能登守として能登を守護した。更に、綽如はフ

ランスに赴き、フィリップ２世としてヴァロワ＝ブルゴーニュ家の祖となる。また、綽如はロー

マ教皇ボニファティウス９世としてスペインでユダヤ人虐殺などを指揮している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
畠山基国の子

 



畠山満家（１３７２〜１４３３）　畠山持国の父※画像なし

ジャン１世（１３７１〜１４１９）　ブルゴーニュ公

 
畠山満慶（？〜１４３２）　能登守

 

畠山持国（１３９８〜１４５５）　畠山義就の父※画像なし

フィリップ３世（１３９６〜１４６７）　ブルゴーニュ公

フアン２世（１３９７〜１４７９）　トラスタマラ朝ナバラ王

グレート・ピースメーカー（１５世紀の人物）　イロコイ連邦首長

 
※畠山満家はジャン１世であり、息子の畠山持国はフィリップ３世だった。満家と持国は日本で

も親子だったが、フランスでも親子だったわけだ。

更に、フアン２世は現カナダに渡り、イドロイ連邦を掌握して「グレートピースメーカー」を

名乗った。このグレートピースメーカーが名前に違い、カニバリズムをイロコイ連邦に持ち込ん

だと考えられる。イロコイの由来はチェロキーである。チェロキー＝エロケイ＝イロコイとなる

。つまり、イロコイ族はチェロキー族の後身である。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブルゴーニュ公ジャン１世の娘

 
アニェス（１４０７〜１４７６）　ブルボン公シャルル１世と結婚

 

ジャン２世（１４２６〜１４８８）　ブルボン公

レオノール（１４２６〜１４７９）　トラスタマラ朝ナバラ女王※画像なし

 

シャルル２世（１４３４〜１４８８）　ブルボン公

 



ピエール２世（１４３８〜１５０３）　ブルボン公

ジルベール（１４４３〜１４９６）　モンパンシエ伯

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジルベールの子

 

シャルル３世（１４９０〜１５２７）　ブルボン公

ジャック・カルティエ（１４９１〜１５５７）　ヌーヴェル・フランス総督

 
フランス・ブルターニュ地方サン・マロ出身のブルトン人探検家・北米への侵略者。セントロー

レンス湾とセントローレンス川岸にヨーロッパ出身者として初めて到達し、イロコイ族の言葉か

らその周辺の土地を「カナダ」と名付け記述したことで知られる。 北米大陸へ3度の探検を行い、
プリンス・エドワード島やセントローレンス河口に到達、現在のケベックに上陸し、後のフラン

スによるカナダ領有の基礎を築いた。 ｗｉｋｉより
 
※ジャック・カルティエの正体はブルボン公シャルル３世であった。この時に現ケベック州の前

身が作られた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
歴代能登守

 
畠山義忠（？〜１４６３）　能登守

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 

シャルル（１４７６〜１４９８）　クレルモン伯　ピエール２世の子※画像なし

ルイーズ・ド・サヴォワ（１４７６〜１５３１）　ブルボン女公

畠山義統（？〜１４９７）　能登守※画像なし

 
※クレルモン伯だったシャルルは、身の安全を考えてルイーズ・ド・サヴォワを演じ、ブルボン

女公としてコニャック同盟戦争を終結させている。シャルルは、義統として能登守も務めたが、

１４９７年に死んだことにし、その後はルイーズ・ド・サヴォワ一本で生きた。ルイーズには子

どもがいるが、シャルルがどこかの女に産ませた子だろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ルイーズ・ド・サヴォワの子

 

フランソワ１世（１４９４〜１５４７）　ヴァロワ朝第９代フランス王

 



アンリ２世（１５１９〜１５５９）　ヴァロワ朝第１０代フランス王

アントニオ（１５１８〜１５６２）　ブルボン朝ナバラ王

 

フランソワ２世（１５４４〜１５６０）　ヴァロワ朝第１１代フランス王

 



シャルル９世（１５５０〜１５７４）　ヴァロワ朝第１２代フランス王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

シャルル・ダングレーム（１５２２〜１５４５）　ブルボン公

フェリペ２世（１５２７〜１５９８）　ハプスブルグ朝スペイン王　在位１５５６〜１５９８

畠山義総（１４９１〜１５４５）　能登守※画像なし

 
※シャルルは能登は影武者に一任し、同時にフェリペ２世としてハプスブルグ家に侵入し、スペ

イン王の座に就いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヴァロワ朝第１０代フランス王アンリ２世の子

 



アンリ３世（１５５１〜１５８９）　ブルボン公・ヴァロワ朝第１３代フランス王・ポーランド

最初の選挙王

畠山義隆（１５５６〜１５７６）　能登守※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ハプスブルグ朝スペイン王フェリペ２世の子

 

フェリペ３世（１５７８〜１６２１）　ハプスブルグ朝スペイン王

サミュエル・デ・シャンプラン（１５７４〜１６３５）　ヌーヴェル・フランス初代総督※画像

なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ハプスブルグ朝スペイン王フェリペ３世の子

 
マリア（１６０３）

シャルル・ド・モンマーニュ（１５９９〜１６５４）　ヌーヴェル・フランス第２代総督



 
アルフォンソ（１６１１）

ルイ・デ・アユブース・ド・クーロンニュ（１６１２〜１６６０）　ヌーヴェル・フランス第３

代総督

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ハプスブルグ朝スペイン王フェリペ４世の子

 
マリア・エウヘニア（１６２５〜１６２７）

ダニエル・ド・レミー・ド・クールセイユ（１６２６〜１６９８）　ヌーヴェル・フランス第８

代総督

大岡忠高（１６３３〜１７０１）　大岡忠相父

 

マリア・テレサ（１６３８〜１６８３）　フランス王ルイ１４世王妃

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フランス王妃マリー・テレーズ・ドートリッシュの子

 
フィリップ・シャルル（１６６８〜１６７１）

ル・マルキ・ド・ボーハルモア（１６７１〜１７４９）　ヌーヴェル・フランス第１４代総督

大岡忠相（１６７７〜１７５２）　能登守

 
※綽如の一族であるヌーヴェルフランス総督たちは、１４代総督の時に大岡忠相として故郷であ

る能登に戻った。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブルゴーニュ公ルイ（１６８２〜１７１２）の子

 
ルイ（１７０４〜１７０５）　ブルターニュ公

ル・マルキ・ド・ヴォードレイユ・カヴァニャル（１６９６〜１７７８）　ヌーヴェル・フラン

ス第１８代総督

大岡忠宜（１７０９〜１７６６）　大岡忠宜子

※ヌーヴェル・フランス第１８代総督の後に悪名高い西本願寺門主良如の一族ジェフリー・ア

ムハーストが来る。その後、ヌーヴェル・フランス総督の座は永らく奪われたままになる。どっ

ちにしてもケベック州が独立を主張できるのはタナトスの一族だからだ。

 

テレーズ（１７３６〜１７４４）　フランス王ルイ１５世の子※画像なし

ピエール＝サミュエル・デュ・ポン・ド・ヌムール（１７３９〜１８１７）　デュポン家祖

 
※ユダヤ人（１７３１）の一族の血を継ぐ三男エリュテール・イレネーが化学企業デュポンを創

業する。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ピエール＝サミュエル・デュ・ポン・ド・ヌムールの玄孫

 



R. R. M. Carpenter Jr.（１９１５〜１９９０）※画像なし
ジュール・レジェ（１９１３〜１９８０）　カナダ第６４代総督

ノルマン・ロワ（１９１４〜１９９６）　ケベック解放戦線メンバー

 
※民族テロ組織ケベック解放戦線は、綽如の一族（ヴァロワ朝フランス、ブルボン公）の末裔と

考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Lammot du Pont IIの子
 

Reynolds du Pont（１９２？〜？）※画像なし
ジャンヌ・サウーヴ（１９２２〜１９９３）　カナダ第６６代総督※画像なし

ピエール・ラポルト（１９２１〜１９７０）　ケベック解放戦線メンバー

ジョン・ターナー（１９２９）　第２３代カナダ首相

 



David Flett du Pont（１９３４〜１９５５）※画像なし
Pete du Pont（１９３５）
ロメオ・ルブラン（１９２８〜２００９）　カナダ第６８代総督

ロベール・コモ（１９３？〜？）　ケベック解放戦線メンバー

ミシェル・ランベール（１９３？〜？）　ケベック解放戦線メンバー※画像なし

ジョー・クラーク（１９３９）　第２１代カナダ首相

ジョルジュ・シューテルス（１９３０〜１９９４）　ケベック解放戦線メンバー

ジャン・クレティエン（１９３４）　第２６代カナダ首相

 
※上の３人は顔がよく似ている。クレティエンはどちらかというと、同一人物かと思うくらいに

下記のデイヴィッド・ロイド・ジョンストンに良く似ている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
William du Pont Jr.の子
 



John du Pont（１９３８〜２０１０）
デイヴィッド・ロイド・ジョンストン（１９４１）　カナダ第７１代総督

ピエール・ヴァリエール（１９３８〜１９９８）　ケベック解放戦線メンバー※画像なし

ブライアン・マルルーニー（１９３９）　第２４代カナダ首相

 

Evelyn du Pont（１９４？）
キム・キャンベル（１９４７）　第２５代カナダ首相

 



William du Pont III（１９４９？）※画像なし
本吉達也（１９５２）　羽咋市市長

高野誠鮮（１９５５）　日蓮宗僧侶

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Pete du Pontの子
 

Ben duPont（１９６４）
ジュリー・ペイエット（１９６３）　カナダ第７２代総督

 
 
 



巧如の一族〜ジル・ド・レ、ヴァロワ朝フランス、マルタ騎士団、マラーター族、アフ
ガニスタン王国、オマーン王国、ザンジバル帝国、ソコト帝国、マルタ共和国

巧如（１３７６〜１４４０）

マルティヌス５世（１３６８〜１４３１）　ローマ教皇　在位１４１７〜１４３１※画像なし

シャルル６世（１３６８〜１４２２）　ヴァロワ朝第４代フランス王

ジョルジュ・ド・ラ・トレモイユ（１３８２〜１４４６）　フランス王室侍従長※画像なし

 
ドイツ：ヤン・フス処刑（１４１５）

日本：近江馬借一揆（１４２６）

 
※巧如は、日本は影武者に任せ、自分は百年戦争の現場でフランス軍を指揮していた。巧如はマ

ルティヌス５世を名乗り、工作員としてヨーロッパに暗躍した。彼はまず、敵であるヤン・フス

を異端と呼んで処刑している。その後、フス派が登場してフス戦争に発展するが、これは手下に

一任し、自分は百年戦争の現場に戻った。巧如はフランス王シャルル６世と同時にシャルル７世

を助けた宰相ジョルジュ・ド・ラ・トレモイユを名乗り、フランス軍を指揮した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シャルル６世（巧如）の子

 



シャルル７世（１４０３〜１４６１）　ヴァロワ朝第５代フランス王

ジル・ド・レ（１４０５〜１４４０）

 
フランス：聖少女ジャンヌ・ダルク出現（１４２９）

 
※シャルル６世（巧如）の子であるシャルル７世はフランス王でありながら、一方でジル・ド・

レを名乗った。ジル・ド・レは両親さえ不明な謎の人物であったが、財産はヨーロッパでも１、

２を争う規模を誇っていた。それらは大谷がドルイド教の時代から集めていた財産の一部なのだ

ろう。ジル・ド・レ（シャルル７世）は、妹であるジャンヌ・ド・フランスの９歳で死んだ娘マ

ルグリットを参考にし、聖少女ジャンヌ・ダルクを生み出した。マルグリットの生年月日はジャ

ンヌ・ダルクと同じだが、ジャンヌは１７歳の時に登場したが、マルグリットも生きていたらち

ょうど１７歳である。

ジル・ド・レは、神に保護された少女という触れ込みで、尻込みするフランス軍の戦意を高揚さ

せるという陰謀を駆使した。このジル・ド・レの陰謀をまやかしの妖術と呼んだジョン・オブ・

ランカスターは、だが、存在しないジャンヌ・ダルクを処刑するという手段に出た。

存在しないジャンヌを処刑するにはどうしたらよいだろうか？答えは簡単だ。権威、この場合は

イギリス政府が「ジャンヌを処刑した」とウソをつけば事足りる。そして、そのウソを大勢の人

間が信じれば、存在しないはずのジャンヌは処刑されたことになるのだ。

ジル・ド・レは、敵にもキレ者がいることを喜んだ。だが、ジョン・オブ・ランカスターが放っ

た間者の偵察によって、ジル・ド・レが少年を拉致して拷問の挙句惨殺する趣味に興じていたこ

とを暴露されると、逮捕され、過酷な拷問によって変態殺人鬼であることを認めた。これが青髭

の物語の原型である。

だが、アルバート・フィッシュやテッド・バンディの例があるように、残虐な拷問の果てに処刑

されて死んだのは身代わりの者である。真のジル・ド・レことシャルル７世は、その後もフラン

ス王として５８歳まで生きた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 



シャルル６世（巧如）の子

 

ジャンヌ・ド・フランス（１３９１〜１４３３）　ブルターニュ公ジャン５世と結婚

 

マルグリット（１４１２〜１４２１）　ジャンヌ・ド・フランスの娘

ジャンヌ・ダルク（１４１２〜１４３１）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シャルル７世の子

 



ルイ１１世（１４２３〜１４８３）　ヴァロワ朝第６代フランス王

 

シャルル８世（１４７０〜１４９８）　ヴァロワ朝第７代フランス王

フランシスコ１世（１４６９〜１４８３）　フォワ朝ナバラ王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シャルル６世（巧如）の弟ルイ・ド・ヴァロワの子

 



ルイ１２世（１４６２〜１５１５）　ヴァロワ朝第８代フランス王

フィリップ・ヴィリエ・ド・リラダン（１４６４〜１５３４）　聖ヨハネ騎士団総長※画像なし

 
ロドス島における騎士団最後の総長で、オスマン帝国との間でのロドス包囲戦を指揮し、その敗

北後も騎士団を率いてマルタ島への移転を行った。  ｗｉｋｉより
 

シャルル＝オルラン・ド・フランス（１４９２〜１４９５）　シャルル８世の子※画像なし

ジャン・ド・ヴァレット（１４９４〜１５６８）　聖ヨハネ騎士団総長

 
1565年にオスマン帝国がマルタ騎士団（聖ヨハネ騎士団）が治める地中海のマルタ島へ行った包
囲戦である。最終的にマルタ騎士団が包囲軍の撃退に成功した。 ｗｉｋｉより
 
※マルタ包囲戦を機に、マルタ騎士団はインドに移り、「マラーター族」として異国の地で新た

に出直している。マラーターの名の由来はマルタである。マルタ＝マルーター＝マラーターと

なる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

 
ラージャーラーム（１６７０〜１７００）　第３代マラーター王



ミールワイス・ホータキ（１６７３〜１７１５）　ホータキー朝初代首長

 
※琢如の一族がマラーター王国の王位を簒奪すると、巧如の一族はコールハープル藩王国を築

いた。さらに、アフガニスタンにホータキ朝を開いた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ティムール・シャー・ドゥッラーニー（？〜１７９３）　サドーザイ朝第２代シャー　在位１７

７３〜１７９３

Hamad bin Said（？〜１７９２）　オマーン初代スルターン　在位１７８３〜１７９２
シヴァージー３世（１７５６〜１８１３）　第３代コールハープル藩王

ウスマン・ダン・フォディオ（１７５４〜１８１７）　ソコト帝国初代皇帝

 
※ティムールはアラビア半島に拠点を移し、オマーンの初代スルターンに就任している。さらに

南下して西アフリカに進出し、ウスマン・ダン・フォディオを称してソコト帝国を築いた。ソコ

トの由来はソグド、ソグディアナと考えられる。つまり彼らがアフガニスタンから来たことを示

している。

 

Said bin Sultan（１７９１〜１８５６）　オマーン第４代スルターン　在位１８０６〜１８５６
ドースト・ムハンマド・ハーン（１７９３〜１８６３）　バーラクザイ朝初代アミール　在位１

８２６〜１８６３

サンバージー３世（１８０１〜１８２１）　第４代コールハープル藩王※画像なし

シャハージー（１８０２〜１８３８）　第６代コールハープル藩王※画像なし

アブドゥサラミ・ダン・サリー・アリミ（？〜？）　イロリン首長国初代首長　在位１８２４〜

１８４２※画像なし

オルエウ（？〜？）　オヨ帝国皇帝　在位１８３３〜１８３５※画像なし

 
※ドーストの時代、彼は西アフリカの侵略を試み、イロリン首長国、オヨ帝国を築いている。



 

Thuwaini bin Said（１８２１〜１８６６）　オマーン第５代スルターン　在位１８５６〜１８６
６※画像なし

シール・アリー・ハーン（１８２５〜１８７９）　バーラクザイ朝第２代アミール　在位１８６

３〜１８７８

シヴァージー４世（１８１６〜１８２２）　第５代コールハープル藩王※画像なし

 

Faisal bin Turki（１８６４〜１９１３）　オマーン第９代スルターン　在位１８８８〜１９１３
※画像なし

Khalifa bin Harub（１８７９〜１９６０）　ザンジバル第９代スルターン　在位１９１１〜１９６
０

ハビーブッラー・ハーン（１８７２〜１９１９）　バーラクザイ朝第１１代アミール　在位１９

０１〜１９１９

シャーフー（１８７４〜１９２２）　第１０代コールハープル藩王

フランシスコ・ブアージャール（１８７６〜１９３４）　第２代マルタ首相※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オマーン王国スルターンFaisal bin Turkiの子



 

Taimur bin Feisal（１８８６〜１９６５）　オマーン第１０代スルターン　在位１９１３〜１９
３２

Ali bin Hamud（１８８４〜１９１８）　ザンジバル第８代スルターン　在位１９０２〜１９１１
ムハンマド・ナーディル・シャー（１８８３〜１９３３）　アフガニスタン第３代国王

アウグスト・バルトロ（１８８３〜１９３７）　マルタ首相代行※画像なし

アブドゥルカディール・ダン・バワ（？〜？）　イロリン首長国第８代首長　在位１９２０〜１

９５９

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフガニスタン王ハビーブッラー・ハーンの子

 



イナーヤトゥッラー・シャー（１８８８〜１９４６）　アフガニスタン第２代国王

ハビーブッラー・カラカーニー（１８９１〜１９２９）　アミール

ウゴ・ミフスッド（１８８９〜１９４２）　第３代マルタ首相※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフガニスタン王ムハンマド・ナーディル・シャーの子

 



Said bin Taimur（１９１０〜１９７２）　オマーン第１２代スルターン　在位１９３２〜１９７
０

Abdullah bin Khalifa（１９１０〜１９６３）　ザンジバル第１０代スルターン　在位１９６０〜
１９６３※画像なし

ザーヒル・シャー（１９１４〜２００７）　アフガニスタン第４代国王

シャハージー２世（１９１０〜１９８３）　第１３代コールハープル藩王

ムハンマド・ダーウード（１９０９〜１９７８）　アフガニスタン共和国初代大統領

ベンジャミン・ヘンリー・シアーズ（１９０７〜１９８１）　シンガポール第２代大統領（印僑

）

アンソニー・マモ（１９０９〜２００８）　初代マルタ大統領

ユソフ・ビン・イサーク（１９１０〜１９７０）　シンガポール初代大統領（印僑）

アントン・ブティギーグ（１９１２〜１９８３）　第２代マルタ大統領

 
※当時のオマーンスルターンは、ザンジバル、アフガニスタン、コールハープル藩王国、シン

ガポール、マルタを支配していた。彼の一族は、マルタ大統領に代々就任した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アフガニスタン王ザーヒル・シャーの子



 

ムハンマド・アクバル・ハーン（１９３３〜１９４２）※画像なし

Ｊ・Ｙ・ピレー（１９３４）　シンガポール大統領代行（印僑）

ジョン・マレケラ（１９３４）　第６代タンザニア首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ザンジバル帝国スルターンAbdullah bin Khalifaの子
 



Jamshid bin Abdullah（１９２９）　ザンジバル第１１代スルターン　在位１９６３〜１９６４
※画像なし

イブラヒム・ダスキ（１９２３〜２０１６）　ソコト帝国第１７代皇帝※画像なし

Ｃ・Ｖ・デヴァン・ナイール（１９２３〜２００５）　シンガポール第３代大統領（印僑）

ジュリウス・ニェレレ（１９２２〜１９９９）　タンザニア初代大統領

アマン・アンドム（１９２４〜１９７４）　初代エチオピア臨時軍事評議会議長

ムハンマド・マッシード（１９２６〜２００６）　ソコト帝国第１８代皇帝※画像なし

Ｓ・Ｒ・ナザン（１９２４〜２０１８）　シンガポール第６代大統領（印僑）

ラシディ・カワワ（１９２４〜２００９）　初代タンザニア首相

 
※ザンジバル革命が起きると、ザンジバル帝国のスルターンは素早くタンザニアの初代大統領と

初代首相の座に就いた。さらにソコト王位を継承し、新規にエチオピアにも進出した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ザンジバル帝国スルターンJamshid bin Abdullahの子
 

Ali bin Jamshid Al Said（１９５６）※画像無し
サアド・アブバカール（１９５６）　ソコト帝国第１９代皇帝

コンラッド・マレー（１９５３）　マイケル・ジャクソン専属医師

 
※コンラッド・マレーは、世界的スーパースター、マイケル・ジャクソンの暗殺に関与している

と考えられる。マイケルは同じ黒人だから信用できると考えていたかもしれないが、実際には黒

人にもタナトスは大勢いる。マレーは、ソコト帝国の皇帝サアドの影武者、或いは本人と考えら

れる。

 



Sayyid Gharib bin Jamshid Al Said（１９７５）※画像無し
ラシンダ・トライブ（１９７６）　民主党

 
※ラシンダは頑丈そうに見えることから民主党で今流行の性転換者だと考えられる。

 
 
 



存如の一族〜応仁の乱、アラゴン王国、アヴィス朝・ブラガンサ朝ポルトガル王国、ポ
ルトガル共和国、アルバニア共和国、マザー・テレサ、神の愛の宣教者会

存如（１３９６〜１４５７）

経覚（１３９５〜１４７３）※画像なし

アルフォンソ５世（１３９６〜１４５８）　トラスタマラ朝アラゴン王

朝倉家景（１４０２〜１４５１）　６代当主※画像なし

 
日本：嘉吉の変（１４４１）

日本：山城西岡の徳政一揆（１４４７）

朝鮮：李澄玉の乱（１４５３）

日本：奈良の徳政一揆（１４５４）

朝鮮：癸酉靖難（１４５５）

日本：応仁の乱（１４６７）

 
※存如は、山名宗全を敵視していた。山名宗全が強く、賢く、善人だったからだ。そのため、彼

を倒すためだけに「応仁の乱」を製作した。大内政弘以外は、細川勝元率いる東軍だけでなく、

仲間であるはずの西軍（蓮如の子畠山義就）もじつは山名宗全を狙う敵だった。存如は経覚で

あり、経覚は足利義政であった。彼は、功如の子でありながら足利義政として生誕し、経覚とし

て生きながら同時に存如を名乗っていたようだ。不利な時に、いずれかの顔を選んで生きていた

。当時だからこそ可能なことであるが、じつは、細川勝元の正体も蓮如の子、尋尊であった。結

局「応仁の乱」も、大谷の家族経営であった。存如は、自身の子であり、天下の極悪人と呼ばれ

た朝倉孝景を徴用したし、宗全の息子といわれる是豊も蓮如の子であるため、当然のように宗全

に反旗を翻した。新しい幕府の将軍となるべき男、山名宗全は敵に囲まれていた。存如の目的は

足利政権、及び、室町幕府の存続であった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



存如の子

 

朝倉孝景（１４２８〜１４８１）　応仁の乱　７代当主

トマス・トルケマダ（１４２０〜１４９８）　ドミニコ会士

 
※トルケマダは、日本語「獲るか、まだ？」に由来するのだろうか？彼は、スペイン全土を支配

する「全スペイン異端審問本部」の初代長官に就任している。トルケマダの、異端者に対する大

規模な迫害は、マドリードをナチスのアウシュヴィッツたらしめた。１９６０年頃、マドリード

で道路改修工事のために業者が地面を掘り起こした際、深い地層が広い範囲に渡って人骨と毛髪

によって埋め尽くされ、堆積していた。「これは、トルケマダに処刑された異端者の遺骸ではな

いか」と、当時の新聞に報じられた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
朝倉孝景（存如）の子

 

朝倉氏景（１４４９〜１４８６）　８代当主※画像なし

フェルナンド２世（１４５２〜１５１６）　トラスタマラ朝アラゴン王



 
朝倉貞景（１４７３〜１５１２）　９代当主

アフォンソ（１４７５〜１４９１）　ポルトガル王子・ジョアン２世の子

 
朝倉孝景（１４９３〜１５４８）　１０代当主

 

朝倉時景（生没年不詳）　氏景の子※画像なし

パウルス３世（１４６８〜１５４９）　ローマ教皇　在位１５３４〜１５４９

マヌエル１世（１４６９〜１５２１）　アヴィス朝ポルトガル王

 

朝倉景儀（生没年不詳）　氏景の子※画像なし

パウルス４世（１４７６〜１５５９）　ローマ教皇　在位１５５５〜１５５９

 



朝倉景群（生没年不詳）　貞景の子※画像なし

ジョアン３世（１５０２〜１５５７）　アヴィス朝ポルトガル王

 

朝倉道教（生没年不詳）　貞景の子※画像なし

エンリケ１世（１５１２〜１５８０）　アヴィス朝ポルトガル王

 
朝倉義景（１５３３〜１５７３）　１１代当主

 

セバスティアン１世 （１５５４〜１５７８）　アヴィス朝ポルトガル王・ジョアン３世の孫
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
マヌエル１世の曾孫（ブラガンサ朝ポルトガル王）

 

マヌエル・デ・ポルトゥガル（１５６８〜１６３８）　アヴィス朝ポルトガル王マヌエル１世の

曾孫

 

ローデウェイク・ウィレム・クリストフェル（１６０４〜１６６０）　マヌエル・デ・ポルトゥ

ガルの子※画像なし

ジョアン４世（１６０４〜１６５６）　ブラガンサ朝初代ポルトガル王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



フェルナンド２世（１８１６〜１８８５）　ブラガンサ朝ポルトガル王　在位１８３７〜１８５

３

 

ルイス１世（１８３８〜１８８９）　ブラガンサ朝ポルトガル王　在位１８６１〜１８８９

マヌエル・デ・アリアガ（１８４０〜１９１７）　ポルトガル初代大統領

テオフィロ・ブラガ（１８４３〜１９２４）　ポルトガル第２代大統領

 

カルロス１世（１８６３〜１９０８） 　ブラガンサ朝ポルトガル王　在位１８８９〜１９０８
ジョアン・ド・カント・エ・カストロ（１８６２〜１９３４）　ポルトガル第８代大統領

マヌエル・ゴメス・ダ・コスタ（１８６３〜１９２９）　ポルトガル第１４代大統領※画像無し



 

ルイス・フィリペ（１８８７〜１９０８）　ブラガンサ公

ジョゼ・メンデス・カベサダス（１８８３〜１９６５）　ポルトガル第１２代大統領

 

マヌエル２世（１８８９〜１９３２）　ブラガンサ朝ポルトガル王

アントニオ・サラザール（１８８９〜１９７０）　ポルトガル第１８代大統領

 
※ブラガンサ朝は１６４０年から１９１０年まで続いたが、マヌエル２世を最後に本願寺門主存

如の血筋は公的には尽きる。だが、実際には優性遺伝子ブリーダーによって多くの庶子を残して

いると考えられる。また、マヌエル２世は自身がアントニオ・サラザールとしてポルトガル首相

や大統領に就任した。 
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マリア・ヨーゼファ・フォン・ザクセンの子

 



カール１世（１８８７〜１９２２）　オーストリア皇帝

オマール・ニシャーニ（１８８７〜１９５４）　アルバニア社会主義人民共和国第初代人民議会

幹部会議長※画像無し

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マリア・アナ・デ・ブラガンサとゲオルクの子（ブラガンサ朝ポルトガル王フェルナンド２世

の孫）

 

マリー・ヨハンナ（１８６０〜１８６１）※画像無し

ゾグー１世（１８６０〜１９１１）　アルバニア共和国初代大統領

 
※ゾグー１世は、敵の目を欺くために女子として生まれたが、マリー・ヨハンナは早世したこと

にしてゾグー１世として育ち、アルバニア共和国の初代大統領となった。その後、ゾグー１世の

本体は、フランシスコ・フランコ将軍（シャルル・ド・ゴール）の影武者に乗っ取られている。

 



アルブレヒト（１８７５〜１９００）※画像無し

Nikollë Bojaxhiu（１８７４〜１９１９）　マザー・テレサ父
 

アンナ・フォン・ザクセン（１９０３〜１９７６）　フリードリヒ・アウグスト３世の子

マザー・テレサ（１９１０〜１９９７）　神の愛の宣教者会１代目総長

 
※マザー・テレサの正体はザクセン王ゲオルクの娘アンナ・フォン・ザクセンだったようだ。一

方は若き日の写真であり、一方は老年期の写真だが、年月を超えて鼻と口がそっくりである。

マザー・テレサは志し高く、貧しい人々を救おうとしてインドの極貧地帯を訪れたものの、誰に

も相手にされず、路頭に迷っているところを逆に明日をも知れぬ極貧に喘ぐ女性に救われたと

いう。その時に胸を打たれた彼女は「人を救おうという考えは奢りだったことに気付いた」と、

述べたことがある。

その言葉を聞き、筆者は永らくマザー・テレサをホンモノと信じてきたが、生没年がこうしてタ

ナトスの王家と符合すると疑念が生じてしまう。しかも、神の愛の宣教者会の２代目総長、３代

目総長の生没年はマザー・テレサの本体であるアンナの娘たちの生没年に符合している。

彼女が本拠地としたゴアも、アヴィス朝〜ブラガンサ朝ポルトガル王国時代の植民地である。さ

らに陰謀論では、今年（２０１９年）辺りから、マザー・テレサは乳児の人身売買に手を染めて

いたという話を聞いた。どう考えても善にしか見えないマザー・テレサだが、その、どう考えて

も善にしか見えない佇まいは、悪事を行うのには絶好の隠れ蓑である。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アンナ・フォン・ザクセンの子

 

ヨーゼフ・アールパード（１９３３〜２０１７）

アルフレッド・モイシウ（１９２９）　第４代アルバニア大統領

 

イシュトヴァーン（１９３４〜２０１１）※画像無し

アントニオ・エアネス（１９３５）　ポルトガル第２４代大統領

イタマール・フランコ（１９３０〜２０１１）　第３３代ブラジル大統領

 



マリア・キンガ（１９３８）※画像無し

シスター・ニルマラ・ジョシー（１９３４〜２０１５）　神の愛の宣教者会２代目総長

 
※実質的にマザー・テレサ（アンナ・フォン・ザクセン）の子である。

 

ゲーザ（１９４０）※画像無し

ジョルジェ・サンパイオ（１９３９）　ポルトガル第２６代大統領

 
※最近のポルトガルでは、東本願寺門主大谷光暢の一族、西本願寺門主大谷光尊の一族、キッシ

ンジャーの一族などが大統領を務めている。しかし、タナトスは家族を贔屓するため、サンパイ

オは現在でも国連事務総長結核撲滅担当特使、「文明間の同盟」国連高等代表などの国際的な要

職を務めている。

 



ミヒャエル（１９４２）※画像無し

サリ・ベリシャ（１９４４）　第４代アルバニア大統領

マルセロ・レベロ・デ・ソウザ（１９４８）　第２０代ポルトガル大統領

 

Archduchess Milona（１９５８）　ヨーゼフ・アールパードの子（アンナ・フォン・ザクセン
の孫）※画像無し

シスター・メアリー・プレマ（１９５３）　神の愛の宣教者会３代目総長

 
※実質的にマザー・テレサ（アンナ・フォン・ザクセン）の孫である。 
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マリア・ヨーゼファ・フォン・ザクセンの孫

 

オットー・フォン・ハプスブルク（１９１２〜２０１１）　カール１世の子



エンヴェル・ホッジャ（１９０８〜１９８５）　アルバニア人民共和国首相

 
※マザー・テレサは、エンヴェル・ホッジャ政権を支持していたとして批判されることがあるが

、彼女が独裁者ホッジャを支持したのは家族だからというに他ならない。

 

ローベルト（１９１５〜１９９６）　カール１世の子

ハジ・レシ（１９１３〜１９９８）　アルバニア社会主義人民共和国第２代人民議会幹部会議長

※画像無し

 

ハインリヒ（１９２５〜２０１４）　マクシミリアン・オイゲンの子※画像無し

ラミズ・アリア（１９２５〜２０１１）　アルバニア共和国初代大統領※画像無し

マリオ・ソアレス（１９２４〜２０１７）　ポルトガル第１７代大統領

ロバート・マクスウェル（１９２３〜１９９１）　アメリカのメディア王

 
※マクスウェルは、ルパート・マードックと肩を並べるほどのメディア帝国を築いたという。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オットー・フォン・ハプスブルクの子（ザクセン王カール１世の孫）

 



カール・ハプスブルク＝ロートリンゲン（１９６１）

アントニオ・コスタ（１９６１）　第１１９代ポルトガル首相

 

ゲオルク・ハプスブルク＝ロートリンゲン（１９６４）

ブヤル・ニシャニ（１９６６）　第６代アルバニア大統領

イリール・メタ（１９６９）　第７代アルバニア大統領

ペドロ・パッソス・コエーリョ（１９６４）　第１２０代ポルトガル首相

 
※イリール・メタ大統領は、どう考えてもゲオルク本人だと考えられる。似すぎている。

 
 
 



蓮如の一族〜スイス連邦参事会、魔女狩り、パッツィ家、ロレーヌ公、一向一揆、秘密
委員会、ベルギー王国

蓮如（１４１５〜１４９９）

シクストゥス４世（１４１４〜１４８４）　ローマ教皇　在位１４７１〜１４８４

山名是豊（生没年不詳）　応仁の乱※山名宗全の子ではない

 
日本：応仁の乱（１４６７〜７７）

日本：加賀一向一揆（１４７３）

日本：一向一揆、富樫氏滅亡（１４８８）

日本：京都大和一揆（１４９０）

 
※当初、蓮如は出来るだけ早く滅ぼすべき敵として山名宗全をマークしていた。そして宗全を滅

ぼす陰謀の一環として、自らが息子として山名是豊を演じた。また、一向一揆を駆使して武士を

苦しめた蓮如は、応仁の乱の後にスイスに赴き、ヨーロッパに於いてもシクストゥス４世として

農民軍を指揮し、中世騎士軍を敗北させている。ムルデンとナンシーの戦である。１４８４年ま

でヨーロッパにいた蓮如は、シクストゥス４世が死んだことにすると日本に帰還し、１４８８年

に一向一揆によって富樫氏を滅ぼし、京都に大和一揆を指揮している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蓮如の子

 



アドリアン・フォン・ブーベンベルク（１４３４〜１４７９）　ベルヌ市長・騎士

ハンス・ヴァルドマン（１４３５〜１４８９）　チューリッヒ市長・旧スイス南部連合軍指揮者

ヤーコプ・シュプレンゲル（１４３６〜１４９５）　ドミニコ会士（魔女狩り）

畠山義就（１４３７〜１４９１）　応仁の乱※畠山持国の子ではない

 
西欧：ムルデンの戦（１４７６）

西欧：ナンシーの戦（１４７７）

 
※応仁の乱後、畠山義就は父蓮如と共にスイスに移り、旧スイス南部連合軍に参加し、ムルデン

の戦とナンシーの戦に参加した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蓮如（山名是豊）の子

 



山名頼忠（生没年不詳）※画像なし

ハインリヒ・クラーメル（？〜１５０５）　ドミニコ会士（魔女狩り）

インノケンティウス８世（１４３２〜１４９２）　ローマ教皇　在位１４８４〜１４９２

ハンス・フォン・ハルウィル（１４３３〜１５０４）　旧スイス南部連合

ユリウス２世（生没年不詳）　ローマ教皇/バチカン枢機卿
 
インノケンティウス８世は、回勅によって魔女狩りと異端審問を活発化させた。同時に聖職売買

、親族登用、派手な女性関係など、堕落した中世的な教皇の典型と見なされる。 ｗｉｋｉより
 
※上の４人は同一人物と考えられる。往々にして魔女狩りに力を入れていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蓮如の子

 



尋尊（１４３０〜１５０８）　応仁の乱

細川勝元（１４３０〜１４７３）

 
※尋尊は、細川勝元でもあったが、彼は、大谷の血を継ぐ他の家族と共に「応仁の乱」を演じた

。その後、勝元を死んだことにした尋尊は３５年の余生を謳歌し、７８歳まで生きた。

 

細川政元（１４６６〜１５０７）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
蓮如（山名是豊）の子

 



山名教豊（１４２４〜１４６７）　山名宗全の子ではない※画像なし

ジャコポ・デ・パッツィ（１４２３〜１４７８）　パッツイ家の陰謀

 

山名政豊（１４４１〜１４９９）　山名教豊の子※画像なし

フランチェスコ・デ・パッツィ（１４４４〜１４７８）　パッツイ家の陰謀

 
イタリア：パッツィ家の陰謀（１４７８）

 
※１４６７年、教豊は４４歳で死んだことにし、イタリアに渡った。息子の政豊は１４７５年に

イタリアに渡り、父親を援助した。親子はイタリアの実力者メディチ家を何とかするために「パ

ッツィ家の陰謀」を実施した。これは失敗し、教豊（ジャコポ）は処刑されたが、政豊（フラ

ンチェスコ）は影武者が処刑されただけで、本人は無事に日本に帰還した。

その後、文明11年（1479年）から文明13年（1481年）にかけて赤松政則の支援で頻発した分家の
領国の反乱鎮圧のため山陰地方に下向、因幡守護山名豊時と伯耆守護山名政之を助けて因幡国人

毛利貞元と山名政実、山名元之を排斥、領国を安定させた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



蓮如（山名是豊）の子

 

山名豊久（１４５３〜１５２２）　山名宗全の子ではない※画像なし

ルネ２世（１４５１〜１５０８）　ロレーヌ公

 
※豊久は宗全の子ではなく、是豊（蓮如）の子である。細川政元が生まれ、廃嫡を機に豊久は１

３歳の時にヨーロッパに渡った。そしてルネ２世となり、ロレーヌ公となった。

 

アントワーヌ・ド・ロレーヌ（１４８９〜１５４４）　ロレーヌ公

 

フランソワ１世（１５１７〜１５４５）　ロレーヌ公

 



シャルル３世（１５４３〜１６０８）　ロレーヌ公

 

アンリ２世（１５６３〜１６２４）　ロレーヌ公

 

ニコル・ド・ロレーヌ（１６０８〜１６５７）　ロレーヌ公

 



フランソワ２世（１５７２〜１６３２）　ロレーヌ公

 

シャルル４世（１６０４〜１６７５）　ロレーヌ公

 

ニコラ２世（１６１２〜１６７０）　ロレーヌ公

 



シャルル５世（１６４３〜１６９０）　ロレーヌ公

 
※シャルル５世の子レオポール・ジョセフからダヴィデの一族の血が入るため、シャルル５世で

蓮如が築いたロレーヌ公の血筋は終焉を告げる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シャルル４世の子

 

フランソワ（１６３７〜１６３８）※画像なし

イヴァン・マゼーパ（１６３９〜１７０９）　ヘーチマンコサック首長

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シャルル５世の子

 



レオポール・ジョセフ（１６７９〜１７２９）　ロレーヌ公

アウグスト２世（１６７０〜１７３３）　ポーランドリトアニア大公、ロレーヌ公

スタニスワフ・レシチニスキ（１６７７〜１７６６）　リトアニア公、ポーランド王

カジミェシュ・チャルトリスキ（１６７４〜１７４１）　リトアニア副大法官

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

スタニスワフ・レシチニスキの子

 



ミハウ・フリデリク・チャルトリスキ（１６９６〜１７７５）

アウグスト・アレクサンデル・チャルトリスキ（１６９７〜１７８２）

アウグスト３世（１６９６〜１７６３）　ポーランド王

フランツ・ヨシアス（１６９７〜１７６４）　ザクセン＝コーブルク＝ザールフェルト公

 

スタニスワフ２世アウグスト（１７３２〜１７９８）　エカチェリーナ２世の愛人

 
※東本願寺門主蓮如の末裔である彼は、西本願寺門主寂如の一族と連合するためにエカチェリー

ナ２世と不倫関係にいた。その後、パーヴェル１世が生まれた。パーヴェル１世は、東西本願寺

のロシアでの出会いである。

 



パーヴェル１世（１７５４〜１８０１）　ロシア皇帝

 
※母はエカチェリーナ２世だが、父は愛人だったスタニスワフ２世アウグストだった可能性が

ある。

 

ミハイル・パブロヴィチ（１７９８〜１８４９）　パーヴェル１世の子

ヨナス・フレール（１８０５〜１８６１）　スイス連邦参事会初代議長

 
※ロシアを拠点にスイスに移動して、スイスを掌握するためにスイス連邦参事会を創設し、初代

議長に就任している。髪型が同じなので、２人は同一人物だということが分かる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アウグスト・アレクサンデル・チャルトリスキ（フランツ・ヨシアス）の子

クリスティアン・フランツ（１７３０〜１７９７）　フランツ・ヨシアスの子※画像無し

アダム・カジミェシュ・チャルトリスキ（１７３４〜１８２３）

 



フランツ（１７５０〜１８０６）　ザクセン＝コーブルク＝ザールフェルト公

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アダム・カジミェシュ・チャルトリスキ＋フランツの子（優性遺伝子ブリーダー、自力の両方）

 

マリア・アンナ・チャルトリスカ（１７６８〜１８５４）

ニコライ・ノヴォシリツェフ（１７６１〜１８３６）　秘密委員会

ヴィクトル・コチュベイ（１７６８〜１８３４）　秘密委員会

 
※マリア・アンナの影武者として生まれた男子が独立し、ノヴォシリツェフとコチュベイを同時

に演じていた。彼は、蓮如の一族の代表として一族を取り仕切り、西本願寺門主寂如の一族との

連携を図った。それが「秘密委員会」の設置である。西本願寺が王家を、東本願寺が秘密警察を

請け負う形だ。

 



アダム・イエジィ・チャルトリスキ（１７７０〜１８６１）　秘密委員会

ミハイル・スペランスキー（１７７２〜１８３９）　秘密委員会

 

コンスタンティ・アダム・チャルトリスキ（１７７３〜１８６０）

パーヴェル・ストロガノフ（１７７４〜１８１７）　秘密委員会

 

ゾフィー・フリーデリケ・カロリーネ・ルイーゼ（１７７８〜１８３５）　フランツの子※画像

なし

ゾフィア・チャルトリスカ（１７７８〜１８３７）



ジャン・マルク・ムーソン（１７７６〜１８６１）　スイス連邦事務総長※画像なし

 
※ゾフィアの影武者として生まれたムーソンは独立し、同じ蓮如の一族であるヨナス・フレール

と組んでスイス連邦参事会を設立し、事務総長に就任した。この一族の目標はロシアとスイスの

掌握だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フランツの子

レオポルド１世（１７９０〜１８６５）　ベルギー王国初代王

アルベルト・ヨセフ・ゴブレット・ディ＝アルヴィエラ（１７９０〜１８７３）　ベルギー王国

初代首相　任期１８３１〜１８３１

エティエンヌ・デ・サウヴェージ（１７８９〜１８６７）　ベルギー王国第２代首相　任期１８

３１〜１８３１

 



 

フランツ・マクシミリアン・ルートヴィヒ（１７９２〜１７９３）　レオポルド１世の父フラン

ツの孫※画像無し

フェリックス・デ・ムエレナエレ（１７９３〜１８６２）　ベルギー王国第３代首相　任期１８

３１〜１８３２

 

アレクサンダー・フォン・ヴュルテンベルク（１８０４〜１８８１）　レオポルド１世の父フラ

ンツの孫

シャルル・ロジェ（１８０６〜１８８５）　ベルギー王国第４代首相　任期１８３２〜１８３４

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
レオポルド１世の子

 



ルイ・フィリップ（１８３３〜１８３４）　レオポルド１世の子※画像無し

オーギュスト・ベールナールト（１８２９〜１９１２）　ベルギー首相　任期１８８４〜１８９

４

 
※ルイフィリップは早世したことにして潜伏し、オーギュストとして育てられた。オーギュスト

は長じてベルギー首相に就任するが、その任期は、弟であるレオポルド２世のコンゴ自由国の支

配期間に符合している。

 

レオポルド２世（１８３５〜１９０９）　ベルギー王国第２代王

パウル・デ・スメット・デ・ニーヤール（１８４３〜１９１３）　ベルギー王国第２４代首相　

任期１８９９〜１９０７

 
即位前から植民地獲得に強い関心を持ち、他の列強の支配が及んでいないコンゴに目を付け、コ

ンゴ国際協会を創設して探検を支援。先住民の部族長と条約を結ぶなどコンゴ支配の既成事実化

を進めた。1884年のベルリン会議においてコンゴを私有地として統治することを列強から認めら
れた（コンゴ自由国）。

コンゴにおける治世の初期は鉄道敷設や、アラブ人奴隷商人による奴隷狩りから黒人を守るなど



、コンゴの近代化にも努める面もあったが、先住民を酷使して天然ゴムの生産増を図り、イギリ

ス人などから先住民に対する残虐行為を批判され、1908年にはコンゴをベルギー国家へ委譲する
事を余儀なくされた（王の私領からベルギー植民地への転換）。 レオポルド2世ｗｉｋｉより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

レオポルド・ド・ベルジック（１８５９〜１８６９）　レオポルド２世の子

シャルル・ド・ブロクヴィル（１８６０〜１９４０）　ベルギー王国第２７代首相　任期１９１

１〜１９１８

 

レオポルト・クレメンス・フォン・ザクセン＝コーブルク・ウント・ゴータ（１８７８〜１９

１６）　レオポルド２世の孫

ユベール・ピエルロ（１８８３〜１９６３）　ベルギー王国第４１代首相　任期１９３９〜１９

４５

 
※この後、ベルギー首相職は人食い人種の本能が蘇った西本願寺門主法如の一族によってバケモ

ノ屋敷と化す。蓮如の一族なら良いというわけでは決してないが。ピエルロ以降のベルギー首相

は世界中を行脚し、人殺しを楽しみ、被害者を食べまくった。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ベルギー王レオポルド３世の子

 

ジョゼフィーヌ＝シャルロット・ド・ベルジック（１９２７〜２００５）　ルクセンブルク大

公ジャン妃

 

アルベール２世（１９３４）　ベルギー王国第６代王



ウィルフリート・マルテンス（１９３６〜２０１３）　ベルギー王国第６２代首相　任期１９８

１〜１９９２

アンドレイ・チカチーロ（１９３６〜１９９４）　幼児性愛シリアルキラー（少年少女５５人）

ヘンリー・リー・ルーカス（１９３６〜２００１）　異常性愛シリアルキラー（男女２００人）

 
※異形のマルテンスはアルベール２世の影武者として生まれた。チカチーロ、ルーカスの異常な

犯罪にはアルベール２世かマルテンスのどちらかが必ず同行していた。特にマルテンスが殺人と

人喰いを好んだようで、異形の顔を持つ。総勢２６５人を殺害している。

う〜む。さすがのチカチーロやルーカスも顔で負けている。マルテンス氏の前ではチカチーロ

もルーカスも舎弟にしか見えない。マルテンス氏に食われてる。チカチーロの画像にアテレコで

ひとこと「この人にゃ勝てねえよお」

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ベルギー王アルベール２世の子

 

フィリップ（１９６０）　ベルギー王国第７代王

イヴ・ルテルム（１９６０）　ベルギー王国第６５、６７代首相　任期２００８、２００９〜２



０１１

ロベルト・スッコ（１９６２）　大量殺人（５人）

ジョセフ・ダンクス（１９６１）　同性愛シリアルキラー（７人）※画像なし

ウェストリー・ダッド（１９６１〜１９９３）　幼児性愛シリアルキラー（３人）

 
※フィリップとルテルムは同一人物にしか見えないが。これはどういうことか？ルテルムはハン

ナの影武者として生まれた。ルテルムはスッコ、ダンクス、ダッドの事件の真犯人でもある。総

勢１５人を殺害している。画像のフィリップの笑顔は不気味なのでとりあえず真犯人ではないか

？ダンクスとダッドは哀れだが、ただの冤罪要員だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョゼフィーヌ＝シャルロット・ド・ベルジックの子

 

ギヨーム（１９８１）　ルクセンブルク大公世子※画像なし

シャルル・ミシェル（１９７５）　ベルギー王国第６９代首相　任期２０１４〜

ジェイムス・リチー（１９７６）　異常性愛シリアルキラー（女性５人）

 
 
 



実如の一族〜毛利元就、オルデンブルク朝デンマーク、モロッコ王国、フランコ将軍、
パレスチナ解放機構、トントンマクート、岸信介、佐藤栄作、安倍晋三、統一協会

実如（１４５８〜１５２５）

成宗（１４５７〜１４９５）　李氏朝鮮王※画像なし

ハンス（１４５５〜１５１３）　オルデンブルク朝第２代デンマーク王

アブー・アブドゥッラー・アル=カーイム（１４６０〜１５１７）　サアド朝初代スルターン※画
像なし

アフマド・カサーニー（１４６４〜１５４２）　ナクシュバンディー教団指導者、カシュガル

・ホージャ家祖※画像なし

 
中国：安化王の乱（１５１０）

朝鮮：朴文永の乱（１５１３）

 
※実如もほとんど日本には留まらず、朝鮮を拠点に朝鮮国内、中国制覇を見据えていた。彼は、

イスラム帰りのタナトスが築いた朝鮮儒教士林派（サリムパ）を登用した。サリムの由来はイス

ラムである。イスラム＝イサリム＝サリムとなる。この時、朝鮮儒教にイスラム風の礼拝作法が

持ち込まれた。

また、成宗が早死にしたと見せかけてヨーロッパに向かった彼は、優性遺伝子ブリーダーにより

、デンマーク、イギリス、ローマに多くの子を儲けた。中でも大成したのが、「ストックホルム

の血浴」で有名なデンマーク王クリスチャン２世、「ユグノー虐殺」で知られるピウス５世で

ある。この２人は、特に残虐なことで知られているが、父である実如自身は中国、朝鮮で小規模

な蜂起を指揮するに留まった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
ハンス（実如）の子

 

クリスチャン２世（１４８１〜１５５９）　オルデンブルク朝第３代デンマーク王

アーマド・アル＝アラジ（１４８６〜１５５７）　サアド朝第２代スルターン

 
スウェーデン：ストックホルムの血浴（１５２０）

 
※クリスチャン２世はデンマークを統治しながら、モロッコにまで渡り、父が築いたサアド朝の

王も兼任した。上の画像を見ると良く似ているのが分かる。

 

フランス（１４９７〜１５１１）※画像なし

毛利元就（１４９７〜１５７１）

クロード（１４９６〜１５５０）　ギーズ公

レジナルド・ポール（１５００〜１５５８）　カンタベリー大主教

 
※毛利氏は、もともとマウリヤ朝の血統で、マオリ族が築いた家だが、そこに実如の血を引くフ

ランスが潜入し、元就に化けて毛利氏を掌握した。

 



フレゼリク１世（１４７１〜１５３３）　オルデンブルク朝第４代デンマーク王

 

 
クリスチャン３世（１５０３〜１５５９）　オルデンブルク朝第５代デンマーク王

グレゴリウス１３世（１５０２〜１５８５）　ローマ教皇　在位１５７２〜１５８５

ピウス５世（１５０４〜１５７２）　ローマ教皇　在位１５６６〜１５７２

 
デンマーク：カルマル同盟再編（１５３７）

フランス：ユグノー５万人虐殺（１５７２）

 
※デンマーク王クリスチャン３世、ローマ教皇グレゴリウス１３世とピウス５世は同一人物で

ある。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
レジナルド・ポールの子

 



メアリー１世（１５１６〜１５５８）　チューダー朝イングランド女王

アブダラー・アル＝カリブ（１５１７〜１５７４）　サアド朝第４代スルターン※画像なし

 
※ヘンリー８世は父親ではないため、易々と宗教改革を覆し、プロテスタントを迫害した。メ

アリー１世は、女子供を含む３００人を処刑したため、ブラディ・メアリーと呼ばれた。カンタ

ベルー大主教トマス・クランマーなども処刑された。メアリーは、じつは女性として生きた男性

の可能性がある。男子を守るために女子として育てることはままあったからだ。男子と仮定す

れば、メアリーは処刑されたことにしてモロッコに渡り、サアド朝の王を務めた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
毛利元就の子

 

吉川元春（１５３０〜１５８６）　毛利元就の子

フレゼリク２世（１５３４〜１５８８）　オルデンブルク朝第６代デンマーク王

 
※吉川元春は毛利元就の養子とされているが、実際には元就の実子である。昔は、よそに作った



子どもを養子として家に迎え入れることは多かった。王族の場合の養子は、ほとんどがそうで

ある。画像を見ると全然似ていないが、２人は同一人物と考えられる。元就の顔を見ても面長な

ので、画像の元春は影武者の可能性がある。

 

吉川元長（１５４８〜１５８７）　吉川元春の子※画像なし

アフマド・マンスール・ザハビー（１５４９〜１６０３）　サアド朝第７代スルターン

 
※ザハビーの時代にソンガイ帝国に遠征し、滅亡させている。トランス＝サハラ貿易の利権がこ

ろがっていたのだ。

 

毛利元氏（１５５６〜１６３１）　吉川元春の子※画像なし

アブドゥルワーヒド・ブン・マスウード（１５５８〜？）

 
アフマド・マンスール・ザハビーの外交政策の基調はスペイン及びポルトガルへの対抗であった

。ある手紙には、アンダルス（イスラーム文化圏から見たイベリア半島の呼び名）に攻め入って

、同地をキリスト教国スペインからムスリムの手に奪い返すと書いている。また、そのためにキ



リスト教国と手を結ぶこともいとわず、イギリスとフランスに友好的であった。アフマドは、

1600年に腹心のアブドゥルワーヒド・ブン・マスウードをイングランドのエリザベス1世女王の宮
廷に派遣し、スペインへの対抗を目的とする同盟交渉に及んだ。前出のフランス人医師たちは、

いずれも母国に帰るとコレージュ・ド・フランスでアラビア語を教え、また、サアド朝モロッコ

との外交に携わった。 ｗｉｋｉより
 

吉川松寿丸（？〜１５７８）　吉川元春の子※画像なし

クリスチャン４世（１５７７〜１６４８）　オルデンブルク朝第７代デンマーク王

 
デンマーク：スウェーデン・デンマーク戦争（１６１１〜１３）

 

毛利就泰（１６２７〜１６８９）　阿川毛利家４代当主※画像なし

ムーレイ・アル＝ラシード（１６３１〜１６７２）　アラウィー朝初代スルターン

 



毛利綱元（１６５１〜１７０９）　長門長府藩第３代藩主※画像なし

ムーレイ・イスマーイール（１６４５〜１７２７）　アラウィー朝第２代スルターン

 
※ムーレイの名の由来は毛利である。毛利＝モウリ＝モウレイ＝ムーレイとなる。アラウィーの

由来は不明である。この頃から毛利氏はムーレイ家として代々モロッコ王の座に就いた。そうし

て毛利氏は、長州藩とモロッコを同時に治めていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オルデンブルグ朝デンマーク王

 

毛利春直（？〜１６６５）　吉川元春の玄孫※画像なし

フレゼリク３世（１６０９〜１６７０）　オルデンブルク朝第８代デンマーク王

 
デンマーク：スウェーデン・デンマーク戦争（１６４３〜４５）

 



クリスチャン５世（１６４６〜１６９９）　オルデンブルク朝第９代デンマーク王

 

フレゼリク４世（１６７１〜１７３０）　オルデンブルク朝第１０代デンマーク王

 
デンマーク：デンマーク・ロシア・ポーランド三国同盟

デンマーク：北方戦争

デンマーク：ガデブッシュの戦いに敗北

 
※本願寺の血を継ぐ歴代のデンマーク王は、ダヴィデの一族に属するヴァーサ朝を敵視してい

たが、フレゼリク４世の時に敗北した。

 



クリスチャン６世（１６９９〜１７４６）　オルデンブルク朝第１１代デンマーク王

 

フレゼリク５世（１７２３〜１７６６）　オルデンブルク朝第１２代デンマーク王

 
※フレゼリク５世の後は、イギリス王室の血が入ることになるので、デンマーク王家に巣食い、

カルマル同盟によって北欧を支配した本願寺の血筋はここで終わる。１８０７年にイギリス海軍

がデンマーク艦隊を撃破し、デンマーク本土を砲撃したが、これは西本願寺門主文如の子ウィリ

アム・ピット政権がイギリス王室（ダヴィデの一族）の血を継ぐデンマーク王国を攻撃したも

のだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



毛利親彦（１８３０〜１８７３）　阿川毛利家１４代当主※画像なし

ハサン１世（１８３６〜１８９４）　アラウィー朝第１５代スルターン

エリー・デュコマン（１８３３〜１９０６）　国際平和ビューロー初代事務局長

 

毛利重輔（１８４８〜１９０１）　吉敷毛利家１６代当主※画像なし

ポントゥス・アルノルドソン（１８４４〜１９１６）　スウェーデン平和と仲裁協会初代会長

ムハンマド・ターヒル・フサイニー（１８４２〜１９０８）　エルサレム大ムフティー※画像な

し

トビアス・アッセル（１８３８〜１９１３）　国際常設仲裁裁判所創設

 



毛利親直（１８５２〜１８７７）　吉敷毛利家１４代当主※画像なし

フサイン・イブン・アリー（１８５３〜１９３１）　ヒジャーズ王　在位１９１６〜１９２４

アンリ・ラ・フォンテーヌ（１８５４〜１９４３）　国際平和ビューロー事務局長

 
※この頃から、不必要に垂れ下がったいやらしい目じりがこの一族の特徴となる。

 

毛利元忠（１８６５〜１９１３）　清末家第９代当主※画像なし

カーミル・フサイニー（１８６７〜１９２１）　エルサレム大ムフティー※ムハンマド・ター

ヒル・フサイニーの子

佐藤秀助（生没年不詳）　岸信介・佐藤栄作父※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



ムーレイ・アブドゥルアズィーズ４世（１８７８〜１９４３）　アラウィー朝第１５代スルター

ン※ハサン１世の子

ファイサル１世（１８８３〜１９３３）　シリア国王、イラク国王

レオン・ジュオー（１８７９〜１９５４）　国際労働機関・世界労働組合連盟設立

 
※各毛利氏のお家断絶により、毛利氏は本格的に長州藩からモロッコに拠点を移した。

 

ムーレイ・ユースフ（１８８２〜１９２７）　アラウィー朝第１７代スルターン

アブドゥッラー１世（１８８２〜１９５１）　トランス・ヨルダン首長、ヨルダン国王

土肥原賢二（１８８３〜１９４８）

 
※影武者の土肥原は、極東国際軍事裁判（東京裁判）でA級戦犯となり死刑判決を受け処刑され、
アブドゥッラー１世はエルサレム訪問中に暗殺された。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ムーレイ・アブドゥルアズィーズ４世の子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 

フランシスコ・フランコ（１８９２〜１９７５）　スペイン国初代総統

シャルル・ド・ゴール（１８９０〜１９７０）　フランス第１８代大統領

アフメト・ゾグー（１８９５〜１９６１）　アルバニア国王

 
※３０年もの間、スペインでファシズムを貫いた総統フランシスコ・フランコ将軍は、当初は下

のアミーン・フサイニーの影武者として生まれたと考えられる。安倍晋三に良く似ている。くり

そつ。激似。父が生粋のファシストなら安倍がファシズムに開眼するのも無理はない（？）。１

９３７年、フランコはゲルニカ爆撃を実施したことで悪名を轟かせている。ピカソやダリにも嫌

われていた。

 

アミーン・フサイニー（１８９５〜１９７４）　エルサレム大ムフティー

岸信介（１８９６〜１９８７）　内閣総理大臣



 
※両者とも、顔が異母兄弟ムーレイ・アブドゥルアズィーズ４世に良く似ている。岸信介は若い

頃はやたら背が高かったが、そこも似ている。エルサレム大ムフティーの方が格が上のため、岸

信介はフサイニーの影武者として生まれたと考えられる。岸信介は大谷光勝の血が強いと考えら

れるため、大谷光勝の項で光勝の一族として紹介している。

 

佐藤栄作（１９０１〜１９７５）　内閣総理大臣

 
※兄同様に、ムーレイ・アブドゥルアズィーズ４世に良く似ている。長州の佐藤家の由来はサア

ドである。毛利とムーレイ＝佐藤とサアド＝長州とモロッコということで、両者がつながってい

ることがわかる。岸信介と佐藤栄作は、アラウィー朝の遺伝子を欲した母親茂世（大谷光勝の娘

）によって生まれた。

栄作と父は血のつながりがない。しかし、長州佐藤家やムーレイ家自体、もともとがサアド朝の

末裔であるため、関係ない。佐藤栄作は、アラウィー朝の血が強いと考えられるため、実如の一

族としてこちらで紹介している次第だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヨルダン王アブドゥッラー１世の子

 



タラール１世（１９０９〜１９７２）

陸定一（１９０６〜１９９６）　反革命集団

フランソワ・デュヴァリエ（１９０７〜１９７１）　ハイチ大統領、トントン・マクート創設

 
トントン・マクートはハイチ大統領フランソワ・デュヴァリエが、独裁色を強めるなかで１９５

８年に前身の秘密警察を拡大し結成し、１９６２年に国家治安義勇隊と改称された。彼らは都市

の黒人貧困層・地方地主の傭兵から募集され、その活動には自動的に恩赦が与えられ、給料はな

く犯罪と略奪により生活した。またブードゥー教の祭司者や秘密結社のメンバーなどでも構成さ

れ隊員たちは黒いサングラスを着け、大抵は火器を所持していたが、遺体の見た目の凄惨さから

、マシェーテや刀を使うことを好み、時にブードゥー教の悪魔や神などに扮してマシェーテを

振い、見せしめのために被害者の遺体を広場に晒すなどして反体制派を弾圧した。その振る舞

いは、国民を恐怖に陥れ、デュバリエ父子への表向きの忠誠を醸成した。拷問も敵に対する警告

として日常的に行われた。小作農から土地を奪うなどしたため都市の貧困層を増大させる要因

となった。wikiより
 

ムニラ（１９１５〜１９８７）

江青（１９１４〜１９９１）　四人組

 
プロレタリア独裁・文化革命を隠れ蓑にして極端な政策を実行、反対派を徹底的に弾圧し、迫害

して殺害したが毛沢東の死後に失脚し、特別法廷で死刑や終身刑などの判決を受けた。wikiより
 
※江青は毛沢東に取り入り、女であることを武器にし、騙し続けながら中国の簒奪を考えていた

。毛沢東が見ていないところでは江青は大谷の本領を発揮し、文化大革命の際は隠れて有用な人

物の虐殺を指揮した。ソ連は本願寺の台頭を察知したので一時期中国と対立した。ソ連と中国の



対立は江青のせいだったのだ。この発想に行き着くまで、筆者はフルシチョフが悪人だと勘違い

していた。
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佐藤栄作の子

 

ハサン２世（１９２９〜１９９９）　アラウィー朝第２０代スルターン

ヤーセル・アラファート（１９２９〜２００４）　パレスチナ自治政府大統領、パレスチナ解放

機構執行委員会議長

エフライン・リオス・モント（１９２６〜２０１８）　グアテマラ軍事政権大統領

モクタル・ウルド・ダッダ（１９２４〜２００３）　モーリタニア初代大統領

 
※日本で内閣総理大臣として成功した佐藤栄作の遺伝子を欲した母親がハサン２世を生んだ。ハ

サン２世は日本人のような顔をしている。エフライン・リオス・モントはハサン２世の影武者用

に生まれた。アラファト議長とは顔が似ているので同一人物の可能性もある。イスラエルの敵パ

レスチナの指導者はイスラエルの家族であるため、何も進展しない。敵が味方であるなら敵のコ



ントロールも思いのままという典型。自民党と野党と同じ構造である。

 

※グアテマラ市民虐殺現場

 
政治手法は、親米路線を採り外国からの軍事援助を引き出しつつ、グアテマラ国民連合などの反

政府勢力への弾圧を強めた。軍部や民間自衛パトロールを動員、反政府勢力はもとよりマヤ系の

先住民も襲撃対象となり、多数の村が丸ごと焼き払わられるなどの虐殺が行われた。グアテマラ

内戦は、30年近く断続的に続いていたが、約20万人と推測される死者・行方不明者数の半分近
くが、エフライン・リオス・モントが政権を握っていた1年あまりの時期に集中する。
２１紀に入ると、グアテマラ内戦時代を通じた虐殺や弾圧事件が国内の裁判所において裁かれる

ようになり、エフライン・リオス・モントも例外ではなかった。2013年5月、大統領時代に発生し
たキチェ県のイシル族を中心に、軍部が15件1,771人を虐殺した事件を知りながら放置したとして
、ジェノサイドと人道に対する罪で禁錮80年の刑が言い渡され、86歳の高齢ながら収監されて
いる。 「エフライン・リオス・モント」wikiより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
モロッコ王ムハンマド５世の子

 

ムーレイ・アブドラ（１９３５〜１９８３）



佐藤信二（１９３２〜２０１６）　自民党議員※佐藤栄作の子

 

設楽統（１９７３）　バナナマン※佐藤信二の子

日村勇紀（１９７２）　バナナマン※Princess Lalla Aminaの子（ムハンマド５世の孫）
 
※２人は野中英次のマンガ「ドリーム職人」の人形バナナマンからチーム名を決めたが、なぜお

もしろくないギャグを選んだのか不明である。日村は伯父のハサン２世に良く似ている。
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ヨルダン王タラール１世の子

 

フセイン１世（１９３５〜１９９９）　第３代ヨルダン国王

河野洋平（１９３７）　自民党議員

アブデルアジズ・ブーテフリカ（１９３７）　アルジェリア第９代大統領

 
※河野洋平はフセイン１世の影武者として生まれた。彼はモロッコ王ユーセフに顔が似ている。

 



ハッサン（１９４７）※画像なし

ホアン・アントニオ・マルチネス・カミノ（１９５３）　マドリード・メトロポリタン主教

 
※ハッサンの影武者として生まれた。数十万のスペイン人カトリック信者を自由自在に操ること

ができる。スペインのラジコンマスター。
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フランシスコ・フランコ総統の子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 

バーニー・サンダース（１９４１）　民主党大統領候補

 
※サンダースは弟のデニーに良く似ている。彼は２０２０年アメリカ大統領候補だが、選挙戦に

出る前にアメリカ軍によって処刑されるだろう（２０１９.１１.１５付け）。
 

シーリーン・エバーディー（１９４７）　イラン初女性裁判官

 



安倍晋三（１９５４）　内閣総理大臣

加計孝太郎（１９５１）　加計学園園長

斉藤博久（１９５３？）　日本アレルギー学会理事長

甘利明（１９４９）　安倍政権

 
※安倍晋三の顔は、フランシスコ・フランコ総統譲りである。彼は総理就任後から卓越したシラ

のきり方、意表をつくウソのつき方を披露してみせた。言い分けの巨匠である。彼の技術は、禅

問答、ソフィストの問答を踏襲している。古代、哲人ソクラテスに負けそうになったソフィス

トは、急に長い思い出話をし、ソクラテスを退けた。

安倍の異母兄弟である斉藤氏はウソをつくための権威であるが、何よりも安倍晋三の影武者で

ある。安倍政権が遺伝子組み換え食品や残留農薬基準値の大幅緩和などの化学テロを推進してい

るのはこの影武者の力も大きく影響しているだろう。

食物アレルギーは実質的には化学アレルギーである。農薬の乱用やあからさまな化学テロである

遺伝子組み換え食品によって人々は化学アレルギーによって苦しんでいる。しかし、日本アレ

ルギー学会の理事長が大谷家なので、ウソしかつかない。加計と甘利は安倍の影武者と考えら

れる。尤も、安倍には晋一、晋二という一卵性の影武者がいる。昔なら影武者は似ていなくても

良かったが、映像や画像が世界の隅々にまでいきわたっている現在ではそうはいかないのだ。そ

ういうわけで、名前に数字が入っている人物は一卵性の影武者がいる。晋一、或いは晋二はメガ

ネをかける。

甘利明。甘利氏を見るたびに吉田戦車の漫画を思い出してしまう。背を高くみせるならシークレ

ットシューズじゃなくて、断然、シークレットヘッドですよね。そして加計孝太郎。ご存知、家



系問題、失礼、加計問題の中心人物。タナトス譲りのスカな言い分けと大胆なシラのきり方に

より、本願寺の一族がウソをついているところを見たことがない良識ある人々を唖然とさせた。

 

 
フランシスコ・フランコ２世（１９５４）※画像なし

玉城デニー（１９５９）　沖縄知事

 
※フランコ将軍の子フランコ２世が玉城デニーを名乗り、異母兄弟安倍の応援のためスペインか

ら駆けつけた。安倍に負けるために翁長知事を殺して沖縄知事になり、見事に負けて見せた。ト

ランプ大統領がデニーを無視したのはデニーが安倍の弟だと言うことを知っていたからだ。トラ

ンプ大統領に言わせれば「ふざけるな」というところだろう。

 

前原誠司（１９６２）

マイケル・コーエン（１９６６）　トランプ大統領元弁護士

 
※人のよさそうなフリをして敵の内部にもぐりこみ、内部から敵を撹乱させるワザを得意とする

。味方のフリをしながら敵を分断する力を持つ。最近は野党もみな大谷の子ではないかと勘ぐっ

たが、前原氏や枝野氏が野党側にいるということは、敵（善）はまだ存在していす。だから、議

員が全員大谷の子ということにはまだなっていない。

そしてマイケル・コーエン。彼は母が白人なのでフランコに良く似ている。前原の影武者として

生まれてきた。悲しい人生だ。それ以上に、ウソだとバレていてもウソをつき続けるしか術が



ない。まさに「死んで初めて役に立つ」人間の見本。彼はまだ役に立っていない。

 

滝川クリステル（１９７７）

 
※東京オリンピック招致では「おもてなし」という言葉を口にした。これは、正しくは「表無し

」である。表無し、つまり言い換えれば「裏ばかり」であるが、これは「陰謀を駆使すること」

のアピールであり、安倍政権の日本人に対する宣戦布告である。
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安倍晋三の子

 

文恵進（１９６３〜１９６３）

林眞須美（１９６１）

 
※安倍が９歳の時の子となる。安倍は、岸信介、佐藤栄作の血筋から、本願寺のことを何も知ら

ない文鮮明に将来を期待されていたのだろう。だから、文鮮明は娘（たぶん４０年代、５０年代

に生まれた庶子）に安倍の子を生むことを許した。そして自分の子とした。林眞須美。「和歌山

毒物カレー事件」の主人公である。それにしても、本願寺の血筋の人物がなぜ逮捕されたのか謎

である。通常、本願寺の血筋の人物たちは全力で地域の信者たちに守られているからだ。

 



文興進（１９６６〜１９８４）

越智啓太（１９６５）　犯罪心理学者

 
※安倍晋三が１２歳の時の子である。父晋三に見込まれたため、文興進は１７歳で死んだこと

にし、越智啓太として日本に移住した。ウソをつくための権威。優勢遺伝子ブリーダーによって

生まれた安倍晋三の子供である。越智啓太は父親のために異常犯罪のシナリオを執筆し、フェイ

クニュースの製作を手がけている。記憶に新しいのが富田林逃亡犯の事件である。基本的に法輪

功の信者を中国から呼び寄せ、役者（クライシス・アクター）として起用し、事件を製作して

いる。

 

文顕進（１９６９）　

孫毅（１９６？）　法輪功幹部

 
※孫毅は文顕進の影武者として生まれた。被害者を演じ、中国政府を攻撃しようと試みている。

安倍晋三の子供であるだけにウソも言い分けもうまそうだ。笑

 



文國進（１９７０）

ユ・ヨンチョル（１９７０）　喰人シリアルキラー（高齢者・風俗嬢２０人）

 
2003年9月24日、ソウル特別市江南区新沙洞で大学名誉教授夫妻が殺害された。その後、2004年7
月に犯人が逮捕されるまで、主に富裕層の高齢者や風俗嬢の合計20人が殺害された。 wikiより
 

文亨進（１９７９）　第２代統一協会指導者

 
※文鮮明の娘、文誉進と安倍晋三の子である。文鮮明は優性遺伝子ブリーダーによって生まれた

、西太后の子、大島義昌の息子である。一方、大島義昌の孫娘が、安倍晋三の父方の祖母である

ため、文鮮明は安倍が大谷の子ということも知らず（というか大谷がタナトスということを知

らず）、娘が安倍と付き合うのを許したのだろう。それで１９歳の時に文亨進が生まれた。

安倍は１９７７年に渡米し、南カリフォルニア大学に留学したという。たぶん、そのときに文誉

進とデキたのだろう。１９７９年には安倍は日本に帰国している。因みに、文鮮明が儲けた男子

で有力な者はみな死んでいる。当然、統一協会を乗っ取るための本願寺の陰謀だろう。

 



白石隆浩（１９９１）　座間９遺体事件容疑者

 
※白石は文鮮明の孫と考えられる。wikiにも詳細な情報はないので断言できないが、文鮮明の子は
みな安倍の子なので、ありうることだ。白石は、父晋三のために一役買って出た形だ。おまわり

さんは優しいし、死刑になることもないし、安心。
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アブドゥッラー２世（１９６２）　第４代ヨルダン国王

アンソニー・ウィーナー（１９６４）　民主党議員※エフライン・リオス・モントの子

 
※性的スキャンダルで逮捕、罰金刑に処された。子どもの血を飲んだブルネイ王室（カペー王フ

ィリップ２世の一族）に属するフーマ・アベディンと結婚していた。

 
 
 



証如の一族〜明智光秀、魔女狩り、戦国時代、オランダ王国、近衛家、クウェート王国
、イギリス東インド会社、南アフリカ連邦、ジャム・カシミールのムジャヒディーン、
湾岸戦争

証如（１５１６〜１５５４）

フランソワ（１５１９〜１５６３）　ギーズ公

ジョン・ノックス（１５１０〜１５７２）　長老派教祖

アントワーヌ・ド・グランヴェル（１５１７〜１５８６）　枢機卿

 
日本：一向一揆、朝倉教景滅亡（１５３１）

西欧：ネーデルラント市民蜂起（１５６６）

西欧：ネーデルラント自由戦争（１５６８〜１６４８）

フランス：ユグノー５万人虐殺（１５７２）

西欧：オランダ独立宣言（１５８１）

 
※証如は、朝倉教景を討つことで、子の朝倉義景を援助した。その後、自分の国を欲した証如は

、５０歳でヨーロッパに移り、ギーズ公フランソワを称し、異母兄弟であるローマ教皇ピウス５

世と共にユグノー虐殺も指揮した。これによってユグノーを簒奪し、カルヴァンの改修派を息子



である朝倉義景（ウィレム１世）が築いた国オランダの国教とした。

また、証如はジョン・ノックスにも変身し、「長老派」を築いてスコットランドに根付かせた。

ノックスは魔女狩りの拷問に工夫を加え、眠らせないなどの拷問を加えた。身体に傷をつけない

ことで悪意を消そうとした。

更に、アントワーヌ・ド・グランヴェルに化けてスペイン・ハプスブルク家に仕え、当時のヨ

ーロッパ諸国政治家の中で有力者となった。そして、プロテスタントをネーデルラントで弾圧し

たことが知られている。アントワーヌ・ド・グランヴェルはシャルル・ド・ロレーヌと密接な関

係だったという。それはそうだろう。親子なんだから。
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ギーズ公フランソワの兄弟（証如の子）

 

ルネ（１５２２〜１６０２）　ランス聖ペテロ修道院長※画像なし

三好長慶（１５２２〜１５６４）　三好三人衆

陶晴賢（１５２１〜１５５５）※画像なし

武田信玄（１５２１〜１５７３）

 
日本：川中島の合戦（１５５３〜１５６４）

 
※ルネは、三好長慶として畿内・阿波国の掌握を狙い、陶晴賢として中国地方の掌握を狙った。

更に、武田信玄として父であるはずの武田信虎に蜂起し、退けた末に甲斐国をも掌握した。一般

人は、なぜ息子が父を？と驚くが、実際に血はつながっていないし、もとより、大谷の血筋なの

で関係ない。武田信玄は、フランスから来たギーズ公フランソワの兄弟（証如の子）なのだから

。

実如は、懸念勢力である武田氏の弱体化を目論み、自分の血統を打ち立てた。武田家に生まれた

信玄は「甲州法度次第」を作って、家の中にいる反乱分子を抑え込んだ。大谷の血を引く武田信

玄は、当然のように武田信虎を追放し、信虎が築いた甲斐の国をただ同然で手に入れた。また、



信玄は懸念勢力である上杉謙信を排除するための使命を与えられたが、敗北したために、結局、

大谷の医者が毒を盛り上杉謙信を暗殺した。病死であるなら仇討ちの心配はない。これが病死で

敵を殺す際のポイントである。

 

シャルル・ド・ロレーヌ（１５２４〜１５７４）

長井道利（？〜１５７１）　斎藤氏家臣※画像なし

 
※顔が明智光秀に似ている。当然だろう。兄弟だから。シャルルは日本では長井道利となり、弟

のルイ・ド・ロレーヌが扮する斎藤義龍と共謀した。２人の使命は美濃国の掌握だった。

 

 
クロード（１５２６〜１５７３）　オマール公※画像なし

長尾政景（１５２６〜１５６４）

 
※クロード（長尾政景）は、兄であるルネ（武田信玄）と共に上杉謙信に敵対した。上越国の掌

握が目的だった。

 



ルイ・ド・ロレーヌ（１５２７〜１５７８）

斎藤義龍（１５２７〜１５６１）

 
※義龍は弟の孫四郎・喜平次ら（斎藤道三の子）をおびき出して日根野弘就に殺害させた。その

ため、仰天した道三は大桑城に落ち延びた。弘治２年（１５５６年）、義龍は長良川にて道三と

対峙、道三を支持する勢力は少なく、旧土岐氏の勢力に支えられて道三を討ち果たした（長良川

の戦い）。

 

フィリップ（１５２９）※画像なし

明智光秀（１５２８〜１５８２）

ジャン・ボダン（１５３０〜１５９６）　魔女狩り

 
西欧：ジャン・ボダン「悪魔崇拝」発表（１５８０）

日本：本能寺の変（１５８２）

 
※光秀の青年期の履歴は不明な点が多いといわれる。それはそうだ。彼はフランスから来たのだ

から。光秀はギーズ公クロードの子フィリップである。実際には、フィリップは兄フランソワ（



から。光秀はギーズ公クロードの子フィリップである。実際には、フィリップは兄フランソワ（

証如）の子として生まれたが、早世したことにして潜伏し、ジャン・ボダンやニコラス・レミー

として生き、終生、魔女狩りに熱意を傾けた（つまり善人の殺人）。だが、後に他の兄弟と共に

日本に進出した。それが明智光秀と朝倉義景、荒木村重、浅井長政、斎藤義龍、武田信玄、長尾

政景、長井道利、三好長慶の連合軍である。これは、フランスに生まれた証如が家族総出で日本

を征服しにかかっていると考えることが出来る。

４人は当時の日本を治めていた顕如と組み、浄土真宗最大の敵である織田信長の至近距離に配置

され、英雄が油断する日を待って虎視眈々と待機していた。その後、あまりに狡猾な顕如と教如

の芝居に騙された信長は、光秀によって本能寺の変で討たれた。最大の邪魔者の排除は成功した

ものの、秀吉らに狙われるようになった明智光秀は、日本を離れてヨーロッパに帰還し、魔女狩

りを再開した。

 

ピエール（１５３０）※画像なし

ニコラス・レミー（１５３０〜１６１６）　魔女狩り

 
西欧：ニコラス・レミー「悪魔礼拝」発表（１５９５）

 
※ピエールは早世したことにして潜伏し、ニコラス・レミーとして育った。兄のフィリップ（ジ

ャン・ボダン）と共に魔女狩りにまい進した。悪夢の魔女狩り兄弟である。

 

フランソワ（１５３４〜１５６３）　聖ヨハネ騎士団総長※画像なし

朝倉義景（１５３３〜１５７３）

ウィレム１世（１５３３〜１５８４）　オランダ初代総督



 
※朝倉義景はウィレム１世としてオランダ王国を築いた。「沈黙公」として知られているが、こ

れは彼が日本人である証拠といえる。 オランダ語をしゃべれなかったのだ。朝倉は、さすがに信
長を相手に戦国時代を生きただけあり、簡単にオランダを掌握した。それだけ、戦国時代の戦争

はレベルが高かったといえる。或いは、覇王織田信長と魔王本願寺門主顕如の戦いというべきか

。

 

ルネ２世（１５３６〜１５６６）　エルブフ侯※画像なし

近衛前久（１５３６〜１６１２）　近衛家１７代当主※画像なし

明智秀満（１５３６〜１５８２）　※画像なし

荒木村重（１５３５〜１５８６）

 
※荒木村重は、本願寺や足利義昭（証如の子）と親交があり、大谷の血族に属していることが分

かる。荒木は、信長攻めの第一段として蜂起したが、不利になると自分だけこそこそと逃亡した

。信長は、歴史で知られているように荒木の家の者を惨殺したりはしなかった。惨殺したと報じ

たのは荒木を誘き寄せる手段だったが、隠れたままの荒木に愛想が尽きた信長は逆に荒木の家の

者を哀れに思っただろう。

その後、荒木は近衛前久に化けて本願寺と信長の間を取り持っている。これは単なる猿芝居だっ

たが、本能寺の変のあとには荒木は茶人として復活した。そして、千利休に接近し、この謎の多

い人物の動向を探った。
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ギーズ公フランソワ（証如）の子

 



アンリ１世（１５５０〜１５８８）　カトリック同盟指導者

アンリ・ボゲ（１５５０〜１６１９）　魔女狩り※画像なし

浅井長政（１５４５〜１５７３）

筒井順慶（１５４９〜１５８４）　明智光秀の弟

 
西欧：アンリ・ボゲ「魔女論」発表（１６０２）

 
※浅井長政は、朝倉義景と同じく信長包囲網の一員だった。長政は、信長を油断させるため、ま

たは人質として妹のお市と結婚したのだ。とにかく、１５７３年に浅井長政は自分を死んだこと

にし、無事に抜け出してフランスに帰還した。このときにアンリ１世として「カトリック同盟」

を指揮し、ユグノーの大虐殺を実施した。このとき、人食いも行われていたようだ。

 



マクシミリアン（１５６５〜１５６７）※画像なし

森蘭丸（１５６５〜１５８２）

 
※本能寺の変で主君と２人の弟と共に討死した。 とされているが、実際には信長が逃げられない
ように、止めを刺す役割だったと考えられる。平静から信長は敵に囲まれていたのだ。
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ルネ２世の子

 

シャルル１世（１５５６〜１６０５）※画像なし

ジョン・ワッツ（１５５４〜１６１６）　イギリス東インド会社創業※画像なし

トーマス・スミス（１５５８〜１６２５）　イギリス東インド会社初代知事

 
イギリス：イギリス東インド会社創立（１６００）

 



近衛基熙（１６４８〜１７２２）　近衛前久（ルネ２世）の玄孫

ジョージ・ホワイト（１６４８〜１７０７）　イギリス東インド会社※画像なし

 
※ルネ２世はイギリス東インド会社を創設した中心人物を設けたが、ルネ２世は日本では近衛前

久を名乗っていたことから前久の玄孫がイギリスに渡り、ジョージ・ホワイトとしてイギリス東

インド会社に貢献した。

 

近衛経熙（１７６１〜１７９９）　近衛家２５代当主※画像無し

津軽寧親（１７６５〜１８３３）　交代寄合陸奥黒石領第６代当主、陸奥弘前藩第９代藩主

松平信明（１７６３〜１８１７）　三河国吉田藩３代藩主、江戸幕府老中・老中首座、松平伊豆

守系大河内松平家７代※画像無し

 
夢月院（１６９９）※近衛熙子の子、近衛基熙の孫

サバーハ・ビン・ジャービル・アッ＝サバーハ（１７００〜１７６４）　サバーハ家当主、

クウェート首長

ロバート・ブートル（１６９４〜１７５８）　イギリス東インド会社主席　任期１７４１〜１７

５５

 
※母は近衛熙子、父は徳川家宣（東本願寺門主真如）である。夢月院は早世したことにして

クウェートに送られ、サバーハ・ビン・ジャービル・アッ＝サバーハとして育てられた。夢月院

はクウェートの初代首長となる。
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サバーハ２世アッ＝サバーハ（１７８４〜１８６６）　クウェート第４代目首長※画像無し

ジェイムズ・ホッグ（１７９０〜１８７６）　イギリス東インド会社主席　任期１８３９〜１８

５８

クラーブ・シング（１７９２〜１８５７）　ジャンムーカシュミール藩王国初代君主　在位１８

４６〜１８５６

 
※クウェート４代目首長サバーハ２世はイギリス東インド会社主席ホッグとして活動したが、自

身の国を欲し、ジャンムーカシミール地方を掌握した。これがセポイの乱やムジャヒディーンの

前身となる。

 



津軽信順（１８００〜１８６２）　陸奥弘前藩第１０代藩主

津軽順承（１８００〜１８６５）　陸奥黒石藩２代藩主、陸奥弘前藩１１代藩主

ロス・ドネリー・マングルス（１８０１〜１８７７）　イギリス東インド会社主席　任期１８５

７

フレデリック・カリー（１７９９〜１８７５）　イギリス東インド会社主席　任期１８５８

 
※津軽信順は津軽寧親の子だが、父津軽寧親の正体は近衛経熙である。津軽信順は事実上の祖父

近衛経熙の子となる近衛基前の娘（近衛経熙の孫）と結婚した。しかも、津軽寧親は松平信明で

もあった。おもしろいことに津軽信順は、同い年で、しかも異母兄弟である松平信明の子（津軽

順承）を養子として迎えている。津軽信順は弘前藩を治めながら、自身の影武者（父とタナトス

系白人女性の子）であるマングルスとカリーはイギリス東インド会社の主席としてインドで活動

した。

２人は生年が近いことから同一人物の可能性もある。証如の末裔であるが、もとより、イギリス

東インド会社は東本願寺門主証如の家族のみが参加でき、それ以外の血統はお断りだった。この

２人が「セポイの乱」を指揮した。西本願寺門主法如の一族が大英帝国を掌握していたため、そ

れに反抗した形だ。

 



サーリム・アル＝ムバーラク・アッ＝サバーハ（１８６４〜１９２１）　クウェート第９代目首

長※画像無し

ジェームズ・バリー・ミューニック・ヘルツォーク（１８６６〜１９４２）　南アフリカ連邦国

民党創設

 
※イギリス東インド会社主席マングルスかカリーの子と考えられる。セポイの乱で敗北すると、

イギリス東インド会社の残党は南アフリカに落ち延びた。ヘルツォークは南アフリカ連邦国民党

を創設した。

 

アブドゥッラー３世アッ＝サバーハ（１８９５〜１９６５）　クウェート第１１代目首長

ハリ・シング（１８９５〜１９６１）　ジャンムーカシュミール藩王国第４代君主

 

サバーハ３世アッ＝サバーハ（１９１３〜１９７７）　クウェート第１２代目首長※画像無し

イアン・スミス（１９１９〜２００７）　ローデシア共和国初代首相

 
※１９６１年にローデシア戦線党を結成し１９６４年４月１３日から南ローデシア植民地政府首

相を務め黒人の抵抗運動を徹底的に弾圧した。あくまで少数の白人支配の存続を望み１９６５年



１１月１１日に、南ローデシアの白人政権は英国から一方的な独立宣言を行い、英国から派遣さ

れていた総督も追放しローデシア共和国と名乗った。
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アフマド＝ビン＝ジャービル・アッ＝サバーハの子

 

ジャービル・アル＝アフマド・アッ＝サバーハ（１９２６〜２００６）　クウェート第１３代目

首長

Amanullah Khan（１９３４〜２０１６）　ジャム・カシミールのムジャヒディーン創設
 
※ジャービルは湾岸戦争の協力者である。彼は、西本願寺門主大谷光瑞の一族であるジョージ・H
・W・ブッシュと共謀して湾岸戦争を指揮した。基本的には、イラク軍に潜んでいる仲間に指揮し
、クウェートに侵攻するように指示した。これでイラクの悪者化は完了である。あとはブッシュ

率いるアメリカ軍がイラク軍を叩けば、ブッシュは正義の味方となる。

 



Nawaf Al-Ahmad Al-Jaber Al-Sabah（１９３７）
Maqbool Bhat（１９３８〜１９８４）　ジャム・カシミールのムジャヒディーン創設
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジャービル・アル＝アフマド・アッ＝サバーハの子

 

ムバラク（１９４５）　

サイード・サラフディーン（１９４６）　ヒズブル・ムジャヒディーン最高指導者

アブドゥル・ジャバル・サビト（１９４６）　アフガニスタンのムジャヒディーン

 

ファハド（生没年不詳）



Hashim Qureshi（１９５３）　ジャム・カシミールのムジャヒディーン
 

アマール（生没年不詳）※画像無し

Yasin Malik（１９６６）　ジャム・カシミールのムジャヒディーン
アブー・アイユーブ・アル＝マスリー（１９６８〜２０１０）　ムジャーヒディーン評議会指導

者

 

マーラブ（生没年不詳）※画像無し

アブドゥル・ハク（１９７１）　ムジャーヒディーン司令官

 
 
 



顕如の一族〜万暦の三征、魔女狩り、オランダ東インド会社、スチュアート朝、老論派
、バプティスト教会、メソジスト教会、ヴァンダービルト財閥、パール・ジャム、
KORN

顕如（１５４３〜１５９２）

千少庵（１５４６〜１６１４）　裏千家

伏見宮貞康親王（１５４７〜１５６８）※画像無し

ヨハン・ファン・オルデンバルネフェルト（１５４７〜１６１９）　オランダ東インド会社創立

ピエール・ド・ランクル（１５５３〜１６３１）　魔女狩り※画像無し

 
朝鮮：呉連石の乱（１５５７）

朝鮮：林巨正の乱（１５５８）

日本：伊勢長島一向一揆（１５７３）

日本：石山戦争（１５）

日本：本能寺の変（１５８２）

朝鮮：鄭汝立の乱（１５８９）

中国：文禄の役（１５９２）



オランダ：オランダ東インド会社創立（１６０２）

 
600人以上の魔女という数字はランクル自身の妄想か誇張とされている。 ランクルが魔女狩りに精
を出した理由は厚い信仰心によるものと、抑圧された性欲により拷問と称して少女達を痛めつけ

ることで欲望を発散させていたという説もあり、拷問もほとんどランクルの独断で行われていた

ことから女性をレイプし、口封じの為に拷問して獄中死させ、殺害していたというのが真相のよ

うである。 ｗｉｋｉより
 
※顕如は伏見宮貞康親王を同時に演じていた。これにより、自分の身に危険が迫るとすぐに伏見

宮貞康親王に化けて公家の中に身を隠した。狡猾である。その狡猾な顕如は、忍者を騙すという

新機軸により、偉大な武将、織田信長を油断させて討ち取った。顕如と教如の親子は、信長を油

断させるという目的で、信長が放った間者が見ていることを前提に、長期間、仲違いの芝居を

した。当時、忍者の情報は一種の権威であった。武将の中で、忍者の情報を疑うものは誰一人

なかった。そもそも、忍者を信用していないなら用いることはないわけで。とにかく、顕如はそ

の認識を逆手に取ったのだ。顕如と教如が芝居を演じていた証拠に、本能寺の変から数日も経

つと、顕如と教如はあっさりと和解している。

また、一方で中国制覇の機会を狙っていた顕如は、優性遺伝子ブリーダーによって中国に何人も

の子を儲けた。中でも力を持ったのがボハイや楊応龍であった。顕如は、自分の子である宇喜多

秀家に指示し、文禄の役を指揮させ、同時に自分の子であるボハイや楊応龍にも蜂起を指示した

。これが「万暦の三征」である。秀吉の意向はどこにもない。

信長を相手に石山戦争を戦うが、上記のように見事な謀略によって信長（影武者）を討ち取ると

、顕如は自分を４９歳で死んだことにし、その後はフランスに移り、ピエール・ド・ランクルと

してフランスで魔女狩りを行った。また、同時にオルデンバルネフェルトとして「オランダ東イ

ンド会社」をも設立している。この旺盛な征服本能は、歴代の大谷家の誰にも負けないといえ

よう。

ランクル時代、日本人だった顕如の目にはヨーロッパ人の子女が美しく見えたのだろう。顕如は

、白人少女を拷問し、陵辱し、惨たらしく殺害することで快楽を得ていたようだ。ランクルは６

００人以上を惨殺したことに対し誇りをもっていたという。その後、顕如はピエール・ド・ラン

クルとして８８歳まで生きた。ランクルの名の由来は、日本語「乱れ狂う」かもしれない。乱れ

狂う＝乱狂（らんくる）＝ランクルとなる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
千少庵（顕如）の子

 



千宗旦（１５７８〜１６５８）　三千家※画像なし

徳川秀忠（１５７９〜１６３２）　徳川幕府第２代征夷大将軍

 
※狡猾な顕如の血を継ぐ秀忠は、一方では徳川幕府を簒奪し、もう一方では茶道をも簒奪しよう

としている。

 

千宗拙（１５９２〜１６５２）※画像なし

ホンタイジ（１５９２〜１６４３）　後金第２代皇帝

 
※自分の流派を残さなかった千宗拙は、じつは満州でホンタイジを称し、満州族を率いて中国を

侵略していた。

 
千宗守（生没年不詳）　武者小路千家

千宗左（生没年不詳）　表千家

千宗室（生没年不詳）　裏千家

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
徳川秀忠の子

 

千姫（１５９７〜１６４５）

朱常瀛（１５９７〜１６６６）※画像なし

 
※千姫は女子として育てられた男子だった可能性もある。そうでなければ中国で皇帝になるのは

難しい。千姫は結婚し、子どもも儲けたが、陰謀集団にとって偽装結婚など容易いことだ。

 

徳川忠長（１６０６〜１６３４）

弘光帝（１６０７〜１６４６）　南明初代皇帝※画像なし

 
※異母兄弟のホンタイジが満州の皇帝になったことに刺激を受け、自らも中国に渡っている。忠

長は弘光帝を称し、南明初代の皇帝に即位した。どさくさに紛れて明の正統な後継を謳ったもの

である。

 



初姫（１６０２〜１６３０）※画像なし

隆武帝（１６０２〜１６４６）　南明第２代皇帝

 
※暗殺を防止するために女子として育てられたが、初姫は２８歳で死んだことにし、その後は、

中国に渡って隆武帝として南明の皇帝に即位した。

 

徳川和子（１６０７〜１６７８）

紹武帝（１６０５〜１６４７）　南明第３代皇帝※画像なし

 
※徳川和子は女子として育てられた男子だった可能性もある。そうでなければ中国で皇帝になる

のは難しい。和子は結婚し、子どもも儲けたが、陰謀集団にとって偽装結婚など容易いことだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
千姫の子

 
幸千代（生没年不詳）

永暦帝（１６２３〜１６６２）　南明第４第皇帝



 
※幸千代は女子として育てられた男子だった可能性もある。そうでなければ中国で皇帝になるの

は難しい。幸千代は結婚し、子どもも儲けたが、陰謀集団にとって偽装結婚など容易いことだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ヘンリー・スチュアート（顕如）の子

 

本多正純（１５６５〜１６３７）

ジェームズ１世（１５６６〜１６２５）　スチュアート朝イングランド初代王　在位１６０３〜

１６２５

ロバート・セシル（１５６３〜１６１２）　初代ソールズベリー伯

ジョン・スマイス（１５７０〜１６１２）　バプティスト創設

 
※本多正純は、三井高俊（デウスの一族）と共にイギリスに渡り、ジェームズ１世としてイング

ランド王に即位した。大阪の陣のあと、本多正純の影武者たちは一旦、ジェームズ１世を支援す

るためにスコットランドに馳せ参じた。影武者のひとりがロバート・セシルに化け、エリザベス

１世に化けていたフランシス・ウォルシンガムを排除し、スコットランドとイングランドを合同

統治した。更に、ジェームズ１世はジョン・スマイスに化けてバプティストを築き、聖公会の影



統治した。更に、ジェームズ１世はジョン・スマイスに化けてバプティストを築き、聖公会の影

響力の排除に取り掛かる。

１６１０年、ソールズベリー伯ロバート・セシルが財政再建策として大契約を議会に提出した。

議会は１度は同意したが、議会側は国王が絶対王政に走るのではないかとの疑いから、廃案とな

った。これを機に、ジェームズ１世は日本に帰還し、本多正純に戻って大坂の陣を準備した。狡

猾な本多正純は、豊臣側に「国家安泰」と書かせて「これは家康の首を斬ろうとする暗示だ。謀

反の証拠だ」と無理のある解釈をし、豊臣氏攻撃の口実を作った。本多は、大阪城の内堀を埋め

ることも提案した。

 

本多政重（１５８０〜１６４７）　本多正純弟

宇喜多秀家（１５７２〜１６５５）　文禄の役総大将

ボハイ（？〜？）　ボハイの乱指揮者※画像なし

楊応龍（？〜？）　播州の乱指揮者※画像なし

 
中国：ボハイの乱（１５９２）

中国：文禄の役（１５９２）

中国：播州の乱（１５９７）

日本：大阪の陣（１６１５）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オルデンバルネフェルトの子

 



ヤン・ピーテルスゾーン・クーン（１５８７〜１６２９）　第４代オランダ東インド会社総督

マルチン・ゲルリッツエン・フリース（１５８９〜１６４７）　オランダ東インド会社

ヨハネス・アモス・コメニウス（１５９２〜１６７０）　モラヴィア兄弟団監督

 
1643年、オランダ東インド会社に所属するマルチン・ゲルリッツエン・フリースは、東インド総
督の命を受けて日本の東方沖にあるとされた金銀島探検のために結成された第2回太平洋探検隊の
司令官として太平洋を北上し、ヨーロッパ人で初めて択捉島と得撫島を発見した。そして、それ

ぞれスターテン・ラント(オランダ国の土地)とコンパニース・ラント(オランダ東インド会社の土地
)と命名して領土宣言をした。 ｗｉｋｉより
 



※クーンが指示したアンボイナ事件の様子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
宇喜多秀家の子

 

宇喜多太兵衛（？〜？）※画像なし

李自成（１６０６〜１６４５）　新順王

張献忠（１６０６〜１６４７）　大西皇帝※画像なし



宋時烈（１６０７〜１６８９）　老論派の祖

 
中国：李自成の乱（１６３１）

 
※宇喜多太兵衛は日本を離れて中国に潜伏し、李自成と張献忠を同時に称した。李自成と張献忠

のコンビは、じつは２人で１人だった。張献忠は農民６０万人を率いて四川を制し、大西皇帝を

称した。彼は、イエズス会士２人を人質にし、四川で「屠蜀」と呼ばれた大虐殺を行っている。

四川の人口は著しく減少し、人質としてすべてを目撃したイエズス会士は、四川の人口が３１０

万が２万弱にまで減ったと報告している。

張献忠の時代にタナトスの血が甦ったのか、張献忠は部下１万３千人を「間違った思想の持ち主

」という汚名を着せて全員を斬首し、何もすることがなかった夜には妻、妾数十人、子供まで殺

害したという。子供の殺害法は「貫戯」と呼ばれ、子供たちを秀取り囲んであぶり殺しにしたと

いう。尚、張献忠は交戦中に射殺されたとされているが、実際には生き延びて李氏朝鮮に潜伏

した。彼は、朝鮮儒教老論派を築く宋時烈として新たに出現した。老論派は、李氏朝鮮の政権に

関与した。李自成と宋時烈の肖像画を見比べると非常に良く似ている。他人とは思えない。これ

は偶然なのか？それとも双方の画家が確かな腕を持っていたということなのか？

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジェームズ１世（スチュアート朝）の子

 

チャールズ１世（１６００〜１６４９）　スチュアート朝イングランド第２代王　在位１６２５

〜１６４９

 
イギリス：船舶税施行（１６３４）

イギリス：第二船舶税（１６３５）

イギリス：船舶税反対運動（１６３７）

イギリス：スコットランド教会監督制度廃止（１６３８）



イギリス：第一次司教戦争（１６３９）

イギリス：清教徒革命（１６４２）

 
宗教弾圧、スコットランド・アイルランドの反乱発生など数々の失政で議会の反発を生み清教徒

革命（イングランド内戦）が勃発、敗れて処刑された。 ｗｉｋｉより
 

チャールズ２世（１６３０〜１６８５）　スチュアート朝イングランド第３代王　在位１６６０

〜１６８５

コーネリウス・スペルマン（１６２８〜１６８４）　オランダ軍提督

 
イギリス：第二次英蘭戦争（１６６５〜６７）

イギリス：第一秘密集会禁止法（１６６５）

イギリス：ロンドン大火（１６６６）

イギリス：第二秘密集会禁止法（１６７０）

 
ピューリタン革命の危険が高まったため、1646年に母たちとフランスに亡命し、1648年に義弟
のウィレム2世を頼ってオランダのハーグに住んだ。同年に父方の従兄のカンバーランド公ルパー
トと共にオランダから艦隊に乗り込み出航したが、具体的な目的が定まらないまま撤退、翌1649
年1月30日、イングランドを離れなかった父は処刑され、イングランドは護国卿オリヴァー・クロ
ムウェルらが指導する共和国となった。ｗｉｋｉより

 
1660年よりオランダ東インド会社は、スラウェシ島のマカッサル西海岸でゴワ王国との戦争に突
入し、1669年にスペルマン提督が、スルタンのハサヌディンに、オランダ東インド会社のスラウ
ェシ島支配に関するボンガヤ条約を署名させた。1665年から1667年にかけての第二次英蘭戦争で
、バンダ諸島（東インド諸島モルッカ諸島）にあるラン島（香辛料貿易）とニューアムステルダ

ム（毛皮貿易）の自治権と交換して獲得し、香辛料貿易（ナツメグ、クローブ等）の独占を図

った。イギリスは既に種子を持ち出しており、1815年頃からモーリシャスやグレナダなどでプラ
ンテーションを開始すると、香辛料はありふれた商品となってバンダ諸島の価値は相対的に下が



っていくことになった。 ｗｉｋｉより
 
※チャールズ２世はイギリス統治を影武者に一任し、自身はオランダ軍提督としてインドネシア

を侵略することに余念がなかった。チャールズ２世扮するスペルマンは、以下のようなタナトス

の要領でインドネシアを３３０年間支配した。

 
１．原住民を文盲のまま放置し、土候を使って間接統治

２．キリスト教に改宗したものは優遇して警察官や軍人に登用

３．オランダとインドネシアの混血児童を中間階級として使用し、民族の分断を謀る

４．社会の流通経済は華僑にやらせ、経済搾取によるインドネシア人の憤慨とｊ憎悪を華僑に集

中させる

５．一切の集会や団体行動を禁止する

６．全国各地で用いられていた３２０の部族語をそのままにして1つの標準語にまとめ企てを禁止
する

 

ジェームズ２世（１６３３〜１７０１）　スチュアート朝イングランド第４代王　在位１６８５

〜１６８８

 
イギリス：邪教信者に命じ、アイザック・ニュートンに集団ストーカーを実施

 
ウィリアム・メアリーでなくジェームズこそ正統なる王であるという人々はジャコバイトとよ

ばれ、ジャコバイト運動はたびたび名誉革命体制イングランドを脅かした。ジェームズの死後、

ジャコバイトはジェームズの息子ジェームズ老僭王を推戴して活動を続けた。 ｗｉｋｉより
 



メアリー２世（１６６２〜１６７４）　スチュアート朝イングランド第５代王

 
※夫のウィリアム3世の共同統治者として共に王位に即いていた。
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
チャールズ２世（スチュアート朝）の子

 

チャールズ・レノックス（１７０１〜１７５０）　 第２代リッチモンド公爵
ジョン・ウェスレー（１７０３〜１７９１）　メソジスト教祖

ジョナサン・エドワーズ（１７０３〜１７５８）　大覚醒運動リバイバル指導者



ニコラウス・フォン・ツィンツェンドルフ（１７００〜１７６０）　モラヴィア兄弟団指導者

 
※聖公会の影響力の排除を目的としてレノックスがウェスレーに化けてメソジスト教会を築いた

。ウェスレーはチャールズ２世の影武者をしていたコーネリウス・スペルマンに良く似ている。

 

チャールズ・ウェスレー（１７０７〜１７８８）　ジョン弟

ジョージ・ホウィットフィールド（１７１４〜１７７０）　メソジスト信仰復興指導者

ジョン・ラッセル（１７１０〜１７７１）　第４代ベッドフォード公

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョン・ラッセル（第４代ベッドフォード公）の子

 

フランシス・ラッセル（１７３９〜１７６７）　タヴィストック侯爵

ジョン・キャロル（１７３５〜１８１５）　カトリック

 



フランシス・ラッセル（１７６５〜１８０２）　第５代ベッドフォード公※画像なし

トマス・キャンベル（１７６３〜１８４５）　復古運動

 
アイルランドおよびアメリカの牧師、伝道師、農場経営者である。ディサイプルス教会の指導者

として、アメリカで起こった第二次大覚醒において高名な改革者となった。 ｗｉｋｉより
 

ジョン・ラッセル（１７６６〜１８３９）　第６代ベッドフォード公

 

ウィリアム・ラッセル（１７６７〜１８４０）　フランシス・ラッセルの子※画像なし

バートン・Ｗ・ストーン（１７７２〜１８４４）　長老派

 
バートン・ストーンは、19世紀初めのアメリカで起こった第二次大覚醒において、重要な指導者
・牧師である。彼は当初、長老派教会にて聖職者となり、1801年にはケンタッキー州にてケー



ンリッジ・リバイバルを導いた。 しかしストーンは長老派教会の教理、特にウェストミンスター
信仰告白に関する疑問・論争をきっかけに長老派教会から分離すると、1803年に他の4名とともに
スプリングフィールド長老会を創設した。 ｗｉｋｉより
 

フランシス・ラッセル（１７８８〜１８６１）　第７代ベッドフォード公

ウィリアム・チャニング（１７８０〜１８４２）　ユニテリアン・ユニヴァーサリスト

 

ジョン・ラッセル（１７９２〜１８７８）　第３２代イギリス首相、初代ラッセル伯爵



コーネリアス・ヴァンダービルト（１７９４〜１８７７）　ヴァンダービルト財閥祖

チャールズ・フィニー（１７９２〜１８７５）　第二次大覚醒指導者

アレクサンダー・キャンベル（１７８８〜１８６６）　復古運動

 
1艘のボートによる海運業から身を起こし、蒸気船で事業を拡大、米英戦争では政府の御用商人
となった。その後、鉄道事業に進出し、ニューヨーク・セントラル鉄道やニッケル・プレート鉄

道を支配下に置き、「鉄道王」と呼ばれた。アメリカ合衆国の鉄道史を語る上で欠かせない人物

である。 コーネリアス・ヴァンダービルトwikiより
 
※ジョン・ラッセルは、影武者をアメリカに送り込みコーネリアス・ヴァンダービルトを演じさ

せた。ヴァンダービルトは第二次大覚醒を指導したフィニーとよく似ているが、同一人物だろう

。

 

ウィリアム・ラッセル（１８０９〜１８７２）　第８代ベッドフォード公※画像なし

ブリガム・ヤング（１８０１〜１８７７）　モルモン教指導者

 
アメリカ合衆国の宗教家、政治家。1847年から末日聖徒イエス・キリスト教会の大管長をつとめ
、ソルトレイクシティを設立し、1850年から1858年までユタ準州初代知事をつとめていた。また
、末日聖徒イエス・キリスト教会の十二使徒定員会の大管長を1838年から1847年までつとめた。
ブリガム・ヤング大学はその栄誉を称えて名付けられた。 ｗｉｋｉより
 
※モルモン教創立者ジョセフ・スミス・ジュニア兄弟の殺害を指示し、モルモン教を簒奪したと

考えられる。ジェームズ・ブキャナン大統領率いるアメリカ陸軍に対し、ユタ戦争を戦った。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
コーネリアス・ヴァンダービルトの子

 



William Henry Vanderbilt（１８２１〜１８８５）
フランシス・ラッセル（１８１９〜１８９１）　第９代ベッドフォード公※画像なし

ベンジャミン・タイタス・ロバーツ（１８２３〜１８９３）　自由メソジスト教会創立

ラザフォード・ヘイズ（１８２２〜１８９３）　第１９代アメリカ大統領

ジョージ・バウトウェル（１８１８〜１９０５）　初代国税庁長官、アメリカ反帝国主義連盟

 

コーネリアス・ジェレミア・ヴァンダービルト（１８３０〜１８８２）※画像なし

Edward Atkinson（１８２７〜１９０５）　アメリカ反帝国主義連盟創設
Edwin Lawrence Godkin（１８３１〜１９０２）　The Nation誌設立、アメリカ反帝国主義連盟
カール・シュルツ（１８２９〜１９０６）　革命家、政治家、改革者、アメリカ陸軍将軍、著

作家、新聞編集者、ジャーナリスト、アメリカ反帝国主義連盟

 
※コーネリアスの影武者エドワード・アトキンソンが「アメリカ反帝国主義連盟」を結成した。

この組織に参加した人々は例によってみな名前が違う家族だった。

 



ジョージ・ワシントン・ヴァンダービルト（１８３２〜１８３６）

グロバー・クリーブランド（１８３７〜１９０８）　第２４代アメリカ大統領、アメリカ反帝国

主義連盟

アンドリュー・カーネギー（１８３５〜１９１９）　カーネギー鉄鋼会社創業、アメリカ反帝国

主義連盟

チャールズ・フランシス・アダムズ（１８３５〜１９１５）　ユニオン・パシフィック鉄道社長

、アメリカ反帝国主義連盟

William Dean Howells（１８３７〜１９２０）　編集者、アメリカ反帝国主義連盟
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
William Henry Vanderbiltの子
 



コーネリアス・ヴァンダービルト２世（１８４３〜１８９９）

アンブローズ・ビアス（１８４２〜？）　作家、アメリカ反帝国主義連盟

ヘンリー・ジェイムズ（１８４３〜１９１６）　作家、アメリカ反帝国主義連盟

ウィリアム・ジェームズ（１８４２〜１９１０）　哲学者・心理学者、アメリカ反帝国主義連盟

ウィリアム・グラハム・サムナー（１８４０〜１９１０）　イエール大学教授、アメリカ反帝国

主義連盟

 

マーガレット・ルイーザ・ヴァンダービルト（１８４５〜１９２４）※画像なし

Josephine Shaw Lowell（１８４３〜１９０５）　改革者、アメリカ反帝国主義連盟
 



ウィリアム・キッサム・ヴァンダービルト（１８４９〜１９２０）

Moorfield Storey（１８４５〜１９２９）　法律家、アメリカ反帝国主義連盟
サミュエル・ゴンパーズ（１８５０〜１９２４）　労働運動指導者、アメリカ反帝国主義連盟

デイビッド・スター・ジョーダン（１８５１〜１９３１）　大学学長、アメリカ反帝国主義連盟

 

フレデリック・ウィリアム・ヴァンダービルト（１８５６〜１９３８）※画像なし

ジョン・デューイ（１８５９〜１９５２）　プラグマティズム思想家、アメリカ反帝国主義連盟

 



エリーザ・オスグッド・ヴァンダービルト（１８６０〜１９３６）

ジェーン・アダムズ（１８６０〜１９３５）　ソーシャルワーク先駆者、アメリカ反帝国主義連

盟

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Cornelius Vanderbilt IIの子
 



ウィリアム・ヘンリー・ヴァンダービルト２世（１８７０〜１８９２）

Edgar Lee Masters（１８６８〜１９５０）　詩人、アメリカ反帝国主義連盟
William Vaughn Moody（１８６９〜１９１０）　詩人、アメリカ反帝国主義連盟
Oswald Garrison Villard（１８７２〜１９４９）　ニューヨークイブニングポスト編集、アメリカ
反帝国主義連盟

Finley Peter Dunne（１８６７〜１９３６）　ユーモアリスト、アメリカ反帝国主義連盟
 

Alfred Gwynne Vanderbilt（１８７７〜１９１５）※画像なし
クロード・ラッセル（１８７１〜１９５９）　第６代ベッドフォード公ジョン・ラッセル曾孫※

画像なし



ベン・Ｍ・ボガード（１８６８〜１９５１）　アメリカ・バプティスト連盟創立※画像なし

チャールズ・パーハム（１８７３〜１９２９）　ペンテコステ派初代指導者

ウォレン・ハーディング（１８６５〜１９２３）　第２９代アメリカ大統領

スタンリー・ボールドウィン（１８６７〜１９４７）　第５５、５７、５９代イギリス首相

ラムゼイ・マクドナルド（１８６６〜１９３７）　第５６、５８代イギリス首相

ネヴィル・チェンバレン（１８６９〜１９４０）　第６０代イギリス首相

 

レジナルド・クレイプール・ヴァンダービルト（１８８０〜１９２５）

ハーバート・フーヴァー（１８７４〜１９６４）　第３１代アメリカ大統領

クレメント・アトリー（１８８３〜１９６７）　第６２代イギリス首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
William Henry Vanderbiltの孫
 

George Washington Vanderbilt III（１９１４〜１９６１）　Alfred Gwynne Vanderbiltの子
ジェラルド・Ｒ・フォード（１９１３〜２００６）　第３８代アメリカ大統領

 
※ フォードはジョージとは同一人物の可能性が高い。
 



Gloria Laura Vanderbilt（１９２４〜２０１９）　レジナルド・クレイプール・ヴァンダービル
トの子

マーティン・バジル・ポール・ラッセル（１９１８〜？）　第６代ベッドフォード公ジョン・ラ

ッセル玄孫※画像なし

ビリー・グラハム（１９１８〜２０１８）　リバイバル運動指導者、テレビ伝道師

ジミー・カーター（１９２４）　第３９代アメリカ大統領

 
※グラハムとカーターはグロリアの影武者（レジナルド・クレイプール・ヴァンダービルトの

庶子）として生まれた。カーターとグラハムは確かに似ている。そういえば、カーターはディー

プステートの連中ともよく会い、写真にも納まっている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョン・スペンサー＝チャーチル第１０代マールバラ公の曾孫

 



Consuelo Sarah Russell（１９４６）※画像なし
マイケル・グリーン（１９４７）　経済学者

 

チャールズ・スペンサー＝チャーチル（１９５５）　第１２代マールバラ公

Eldon Hoke（１９５８〜１９９７）　El Duceヴォーカル
 

※画像はEl Duceのカセット・カバー。見て分かるように、Eldon Hokeは売れないゴミみたいなロ
ックバンドEl Duceのヴォーカルである。彼が初めて脚光を浴びたのは、「オレがカートを殺した
」と名乗り出たときだ。それでも尚不発でしかなかったが、この告白はどうやら本当だったよ

うで、１９９７年に不審死を遂げている。スベったうえに殺されるとは。カートは、寝ている間

にレイプを提供するサービスがあることを「レイプ・ミー」で歌っていたが、そのために殺さ

れた。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Gloria Laura Vanderbiltの子（レジナルド・クレイプール・ヴァンダービルトの孫）
 

カーター・ヴァンダービルト・クーパー（１９６５〜１９８８）

エディ・ヴェダー（１９６４）　パールジャムヴォーカル

 

※画像はアルバム「ヴァイタロジー」のジャケ。当時のコピー「これは音の記録ではなく、１冊

の本である」。いやCDだろ、とか思いましたけど。そのヘンなコピーを裏切ることなく内容も何
かヘンでした。ただ、聴いている内に聴けるようにはなったものの、ニルヴァーナのようにガッ

シリと心を掴まれることはなかった。

カーターは２３歳で自殺したことにして潜伏し、エディ・ヴェダーに変身してロック界に再登場

した。１９８８年、ちょうどグランジ爆発前夜（１９９１年）でした。なぜかパールジャムの音

楽に共感することは不可能なのだが、さもありなん。タナトスに人の心を打つものは作れない。

カート・コバーンの思惑は当たっていた。エディは死んだカートのアイディアを流用し、作られ

た反抗を演じている。

 



アンダーソン・クーパー（１９６７）　ＣＮＮリポーター

 
※ゲイだといわれているが、確かに爬虫類ぽい雰囲気がある。フェイクニュースの尖兵。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アルフレッド・グウェン・ヴァンダービルト三世の子（Alfred Gwynne Vanderbiltの曾孫）
 

ジェームズ・ヴァンダービルト（１９７５）　ハリウッド脚本家

ジョナサン・デイヴィス（１９７１）　ＫＯＲＮヴォーカル

 



※画像はKORNの１ｓｔアルバムのジャケ。KORNの名前は遺伝子組み換えコーンに準えたのでし
ょうか？それにしても、ジェームズとジョナサンの顔はくりそつだ。同一人物か？ＫＯＲＮの音

楽は、昔からＣＩＡの軽音楽部かと思ってたくらい無意味だ。父親に性的虐待された件は「そう

すればウケるだろ」くらいの気持ちでしかない。本体ジェームズは誤誘導のつもりか、フィ

ンチャー監督「ゾディアック」の脚本を書いている。

 
 
 



教如の一族〜織田信雄、東山天皇、仁孝天皇、孝明天皇、カメハメハ大王、ハワイ王国
、トンガ王国、サモア独立国、フィジー共和国、エチオピア連邦民主共和国

教如（１５５８〜１６１４）

織田信雄（１５５８〜１６３０）

藤堂高虎（１５５６〜１６３０）※画像なし

 
中国：慶長の役（１５９７）

日本：関ヶ原の合戦（１６００）

 
※顕如は、偉大な武将、織田信長対策として、証如の子（荒木村重、明智光秀）を投入して信長

の周囲に配置したが、顕如の子、教如も織田信雄に化けて秀吉や家康の至近距離にスタンバって

いた。大谷は有利な方に付き、味方を演じながら、頃合を見計らって裏切り、すべてを簒奪する

ことがある。信雄が教如である証拠に、本能寺の変の際、近江国まで進軍したものの、戦わない

まま撤退している。信雄は「伊賀忍者が不穏な動きをしていた。兵数が２５００では心もとない

」と無理がある言い訳を残している。伊賀の乱ではわざと負けて信長に「親子の縁を切る」と叱

責されながら、本能寺の変直後には失火で安土城を焼いている。教如による意図的な陰謀だとし

か考えられない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
織田信雄（教如）の子

 
織田信良（１５８４〜１６２６）

 



織田高長（１５９０〜１６７４）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
織田信良の子

 
稲葉信通正室（生没年不詳）

 
稲葉知通（１６５２〜１７０６）　稲葉信通正室の子

 
稲葉恒通（１６９０〜１７２０）　稲葉知通の子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
織田高長の子

 
織田長頼（１６２０〜１６８９）

 
織田信武（１６５５〜１６９４）　織田長頼の子

 



織田信休（１６７８〜１７２３）　織田信武の子※画像なし

東山天皇（１６７５〜１７１０）　第１１３代天皇

 

中御門天皇（１７０２〜１７３７）　第１１４代天皇・東山天皇第五皇子

閑院宮直仁親王（１７０４〜１７５３）　東山天皇第六皇子

 



桜町天皇（１７２０〜１７５０）　第１１５代天皇・中御門天皇の子

一条道香（１７２２〜１７６９）　公卿・江戸幕府関白※画像なし

九条尚実（１７１７〜１７８７）　公卿・江戸幕府関白※画像なし

 
※一条道香と九条尚実は、宝暦事件で尊王論者を弾圧した。宝暦事件を指揮していたのは竹内敬

持（乾隆帝）だった。

 

後桜町天皇（１７４０〜１８１３）　第１１７代天皇・桜町天皇の子

桃園天皇（１７４１〜１７６２）　第１１６代天皇・桜町天皇の子

鷹司輔平（１７３９〜１８１３）　公家・江戸幕府関白※画像なし

 
※鷹司輔平は、宝暦事件で尊王論者を弾圧した。宝暦事件を指揮していたのは竹内敬持（乾隆帝

）だった。

 



後桃園天皇（１７５８〜１７７９）　第１１８代天皇※桃園天皇の子

カメハメハ１世（１７５８〜１８１９）　ハワイ王国初代王　在位１７９５〜１８１９

 

※画像はハワイ原住民によるクック船長惨殺事件

 
※カメハメハ大王の正体は後桃園天皇だった。カメハメハの由来は後桃園天皇の後桃の部分の可

能性がある。後桃＝コムオムオ＝コムホムホ＝カメハメハとなる。一般的には「カメ、ハメハ」

と読んでいるが、「ドラゴンボール」の影響もあり、「カメハメ、ハ」と読んでいる人もいるだ

ろう。だが実際は「カ、メハメハ」と読むのかもしれない。

後桃園天皇は１７７９年に死んだとされているが、実際には日本を離れてハワイに移った。まさ

にこの年に、ジェームズ・クック船長がハワイの住民に惨殺されて食べられたという事件が起

きた。じつは、この事件はハワイに到着したばかりの後桃園天皇が指揮したものである。

後桃園天皇はタナトスの一族としてハワイの領土を守らなくてはならなかった。そのためにはち

ょくちょくハワイに来るクック船長を殺さねばならない。しかし、ただ殺したら反撃する口実を

与えてしまう。そこで、タナトス伝統の奥義として、「敵を怒らせる」という、現代でも集団

ストーカーで使われている手が使用された。

まず、クック船長を怒らせるために後桃園天皇はハワイの住民にカッターボートを盗むことを指

示した。原住民が白人の所有物を失敬することは多々あり、たいていの場合は穏便に済むはずが



示した。原住民が白人の所有物を失敬することは多々あり、たいていの場合は穏便に済むはずが

、この時ばかりは穏便にコトは運ばず、小競り合いが起きた。住民が引かなかったのは後桃園天

皇の指示であり、クック船長を殺すのが目的だからだ。どうしても怒らせたかった。所有物を盗

まれた上に小競り合いが起きたため、イライラしたクック船長は思わず「塵ひとつに至るまで返

還せよ！」と激怒した。

船長が激怒するのを待っていた住民は、これをきっかけにクック船長を惨殺した。「自分たちは

何もしていないのに勝手に船長が激怒した。怖かった。だから殺される前に殺した（という発言

があったと推測）」。これは集団ストーカーでも加害者がよく取る態度である。集団ストーカー

の場合は「自分たちは何もしていないのに標的が勝手に激怒した。怖かった。だから警察を呼

んだ」ということになるが、これにより船長は殺され、食べられた。肉を食べたのは他の乗員に

対する威嚇という思惑も後桃園天皇側にはあっただろう。

 

近衛維子（１７６０〜１７８３）　後桃園天皇後宮夫人※画像なし

カアフマヌ（１７６８〜１８３２）　カメハメハ１世王妃

 
※カメハメハ１世の死後、副王としてカメハメハ２世、およびカメハメハ３世のクヒナ・ヌイ（

摂政）を務めた。カメハメハ１世の王妃カアフマヌの正体が後桃園天皇の後宮夫人だというのは

興味深いことだ。

 



光格天皇（１７７１〜１８４０）　第１１９代天皇※東山天皇の曾孫

 
※同じ織田信雄の子孫である勧修寺経逸女の娘ただ子と結婚して仁孝天皇（カメハメハ２世）を

儲けている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
光格天皇の子

 

仁孝天皇（１８００〜１８４６）　第１２０代天皇※勧修寺ただ子の子

三条実万（１８０２〜１８５９）　幕末の公卿

鷹司輔煕（１８０７〜１８７８）　※画像なし

近衛忠煕（１８０８〜１８９８）　孝明天皇養育係※画像なし

堀田正睦（１８１０〜１８６４）　下総佐倉藩第５代藩主・江戸幕府老中首座

カメハメハ２世（１７９７〜１８２４）　ハワイ王国第２代王　在位１８１９〜１８２４

 



猗宮（１８１５〜１８１９）※画像無し

カメハメハ３世（１８１３〜１８５４）　ハワイ王国第３代王　在位１８２５〜１８５４

セル・エペニサ・ザコンバウ（１８１５〜１８８３）　フィジー王　在位１８７１〜１８７４

 
※仁孝天皇の子である猗宮は早世したことにして潜伏し、ハワイに移住した。猗宮はカメハメハ

３世としてハワイ王に即位したが、彼の時代にはフィジーなどへの植民が行われた。カメハメハ

３世はフィジーでザコンバウに変身し、フィジー王に即位した。

カメハメハ３世は、家族（西本願寺の一族）でありながらライバルである大英帝国を追放する

ため、必要以上に人喰いの風習を見せ付けた。以下はブライアン・マリナー著「カニバリズム」

からの抜粋である：

 
・「あらかじめ人が殺され、様式に従って料理されます。酋長も普通の人も女も子供たちもが恐

るべき歓喜に浮かれて宴会を待つのです。信頼できる筋からの話によると、こういった宴会で２

００人がむさぼり食われたこともあったそうです。」若い宣教師記（１８３６年）

 
・「犠牲者はしばらくの間生かされ、太るように食物をふんだんに与えられる。生贄にする時は

、犠牲者を正座させ、両手を前に付かせる。それから四肢や関節を動かせないように縛る。この

格好のまま犠牲者を熱した石の上に載せ、上から葉や土を被せ、生きたまま焼いてしまう」デビ

ッド・カーギル牧師記（１８３８年）

 
・「１８３９年１０月３１日、木曜日。今朝我々はショッキングな光景を目撃した。男女、子供

たちの死体２０体がタノアから贈り物としてレワに運ばれてきた。死体は料理して食べるよう

に人々に配られた。死体は海の中や浜辺を引き回された。子どもたちは少女の死体を弄び、手足

を切断したりして遊んだ。男女が集まり、白髪の老人と若い女性の死体を解体した。人の内臓が

布教所の前の川を流れてきた」デビッド・カーギル牧師記（１８３９年）

 
・カーギルは庭で人の首を見つけた。「頭は我々を不快にさせ、ショックを与えるために夜の内



にわざと庭に投げ入れられたものに違いない」 デビッド・カーギル牧師記（１８３９年）
 

※画像はハワイでの喰人の様子。カーギル牧師は、フィジー人の残虐行為が自分たちに対する威

嚇だと、ある程度認識している。この威嚇を指示したのはカメハメハ３世（ザコンバウ）だと考

えられる。
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仁孝天皇の子

 
安仁親王（１８２０〜１８２１）

阿部正弘（１８１９〜１８５７）　備後福山藩第７代藩主・江戸幕府老中首座

 
※阿部正弘は安政の改革を断行した。

 

孝明天皇（１８３１〜１８６７）　第１２１代天皇

カメハメハ５世（１８３０〜１８７２）　ハワイ王国第５代王　在位１８６３〜１８７２

 



節仁親王（１８３３〜１８３６）※画像なし

カメハメハ４世（１８３４〜１８６３）　ハワイ王国第４代王　在位１８５４〜１８６３

 
当時のハワイ王国は、急増するアメリカ系移民から政治的・経済的に多くの圧力を受けるよう

になっていた。カメハメハ4世はアメリカがハワイを征服するのではないかと恐れ、通商・貿易に
おけるアメリカへの依存を低めるよう努め、またイギリスを初めとするヨーロッパの国々との取

引を模索した。しかし彼の在位期間は、十分な効果を上げられるほど続かなかった。 カメハメハ
４世wikiより
 

経宮（１８３６）※画像無し

ルナリロ（１８３５〜１８７４）　ハワイ王国第６代王　在位１８７３〜１８７４

カラカウア（１８３６〜１８９１）　ハワイ王国第７代王　在位１８７４〜１８９１

 
※初の外国元首の来日となった日本では、明治天皇と会見しカイウラニ王女と山階宮定磨王（の

ちの東伏見宮依仁親王）の政略結婚を要請した。これはハワイ王室が後桃園天皇と仁孝天皇の後

継だということを示している。

 



恭宮（１８３７〜１８３８）※画像無し

リリウオカラニ（１８３８〜１９１７）　ハワイ女王　在位１８９１〜１８９３

 
※リリウオカラニ女王の時代にハワイはアメリカに併合されたが、東本願寺門主大谷光勝や大谷

光榮の子が治める大日本帝国は当然、東本願寺門主教如の末裔であるハワイ王国の独立を支持し

、ハワイ女王も大日本帝国に救援を要請していた。このような助け合いは、先祖を同じくするも

の同士ならではである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
孝明天皇の子

 

閑院宮載仁親王（１８６５〜１９４５）　日本赤十字社総裁

David Kawānanakoa（１８６８〜１９０８）　カラカウア２世父
 



東伏見宮依仁親王（１８６７〜１９２２）

 
※孝明天皇の養子であるが、１８８５年（明治１８年）、ハワイ王カラカウアが来日した。外国

元首の初来日であった。カラカウア王は赤坂離宮で明治天皇と会談した際、幾つか提案をした。

その一つが姪のカイウラニ王女（当時５歳）と依仁親王（当時１３歳）との縁談だった。国力増

強に努めている明治新政府にはそこまでの余力はないとして断った。
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閑院宮載仁親王の子

 
篤仁王（１８９４）

アポロシ・ナワイ（１８８５〜１９４６）　ヴィチ・カンバニ運動指揮者

 

季子女王（１８９８〜１９１４）

アビゲイル・カピオラニ・カワナナコア（１９０３〜１９６１）　David Kawānanakoaの子



 
※季子女王は、１６歳で死んだことにしてハワイに移住し、アビゲイルとして生きた。ハワイ王

は廃位されたが、子孫であるカワナナコア家がハワイ王位を継承し続けた。

 

寛子女王（１９０６〜１９２３）※画像なし

カラカウア２世（１９０４〜１９５３）　カワナナコア朝初代王※David Kawānanakoaの子
トゥプア・タマセセ・メアッオレ（１９０５〜１９６３）　サモア初代国家元首

 
※この時代に、教如の一族カラカウア２世はサモアに進出して初代国家元首に就任している。
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安藤信和（１９２０〜２０１４）　孝明天皇の曾孫※画像なし

エドワード・Ａ・カワナナコア（１９２４〜１９９７）　カワナナコア朝ハワイ王※アビゲイル

の子

カミセセ・マラ（１９２０〜２００４）　フィジー初代首相

ギルマ・ウォルドギオルギス（１９２４〜２０１８）　エチオピア連邦民主共和国第２代大統領

　任期２００１〜２０１３

Fatafehi Tuʻipelehake（１９２２〜１９９９）　トンが女王サローテ・トゥポウ３世の子
ジョージ・アリヨシ（１９２６）　第３代ハワイ州知事　任期１９７４〜１９８６

 
※この当時、教如の一族はフィジー、トンガに進出し、エチオピアにまで進出している。更に、

アリヨシがハワイ州知事に就任したことで、ハワイ領土が東本願寺門主教如の一族の手に戻った

ということができる。エチオピア帝国はダヴィデの一族が築いた国だが、今ではタナトスの一族

に簒奪されているようだ。

 

朝宏王（１９４４）　孝明天皇の玄孫※画像なし



ベン・カエタノ（１９３９）　第５代ハワイ州知事　任期１９９４〜２００２

高見山大五郎（１９４４）　高砂部屋元関脇

トゥイマレアリッイファノ・スアラウヴィ２世（１９４７）　第３代サモア国家元首

ネガソ・ギダダ（１９４３）　エチオピア連邦民主共和国初代大統領※画像なし

ジョン・ワイヘエ（１９４６）　第４代ハワイ州知事　任期１９８６〜１９９４※画像なし

 
※朝宏王の画像は確認できないが、ベン・カエタノは日本人ぽいので朝宏王本人の可能性がある

。
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Fatafehi Tuʻipelehakeの子
 

ʻElisiva Fusipala Vahaʻi（１９４９〜２０１４）※画像なし
イサイアス・アフェウェルキ（１９４６）　エリトリア初代大統領　任期１９９３〜現在

 
※教如の一族はエチオピアを足がかりにエリトリアを築いた。教如の一族は、エリトリアを拠点

にアフリカ大陸内陸部への、或いは北アフリカ、またはアラブ地域への進出を狙っているのだろ

うか？

 

Nikotimasi Fatafehi Laufilitonga Kakau Vahaʻi （１９７１）　elisivaの子※画像なし



アビィ・アハメド（１９７６）　第４代エチオピア首相　任期２０１８〜現在

 
※アハメド首相は、上記のイサイアス大統領とは親子の関係である。そのおかげで、エリトリア

との和平が実現した（つまり冷戦終結と同じで単なる芝居）。その長年終結しなかったエリトリ

アとの和平を実現したことが評価され、ノーベル平和賞を受賞したが、その後、エチオピア国内

で暴動が発生し、１０月の終わりまでに６７人が死亡している。しかし、ノーベル賞受賞は当然

の如くイカサマだが、この暴動もフェイクのようだ。
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タウファアハウ・トゥポウ４世の子

 

サローテ・マフィロ・ピロレヴ・トゥイタ（１９５１）

リンダ・リングル（１９５３）　第６代ハワイ州知事　任期２００２〜２０１０

サーレワーク・ゼウデ（１９５０）　エチオピア連邦民主共和国第７代大統領　任期２０１８〜

現在

 

トゥポウ６世（１９５９）　トンガ王　在位２０１２〜現在



ムラトゥ・テショメ（１９５６）　エチオピア連邦民主共和国第６代大統領　任期２０１３〜２

０１８

デービッド・イゲ（１９５７）　第８代ハワイ州知事　任期２０１０〜現在
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トゥポウ６世の子

 

Princess Lātūfuipeka Tukuʻaho（１９８３）
トゥルシー・ギャバード（１９８５）　民主党議員

 
※トゥルシー・ギャバードは、にわかに民主党次期大統領候補として登場した。仲間の民主党と

も不和の状態にあるという。氏が真にアメリカのためを考えているならいいが、どうも、れいわ

新撰組と同じように、タナトスの生き残りを賭けているようにしか見えない（気のせいというこ

ともあるが）。滑り止めを成立させるために、敵を欺くためのパフォーマンスはタナトスがよく

やることだ。彼らは罪悪感がないのでウソを言っているように見えないところが怖い。それで小

沢氏のように騙されることが多い。

 

Tupoutoʻa ʻUlukalala（１９８５）
ジャワル・モハメド（１９８６）　オロモ・メディア・ネットワーク創設

 



 
※ジャワルは、トゥポウ６世の子の影武者として生まれた。彼は、自分たちに有利な世論作りの

ためにエチオピア国内にフェイクメディアを創設し、家族であるアハメド首相と対立している芝

居をしながら裏で連携している。ジャワルはアハメド首相の失言を口実に暴動を指揮しているが

、この暴動の目的は敵の排除である。表向きの敵（アハメド首相）と戦うフリをしながら、影で

ほんとうの敵を討つのだ。今までに６７人が死んでいるが、彼らは、知らない間にタナトスの敵

に認定された人々（知的、正直、勇敢、影響力が強い人々）だと考えられる。

 
 
 



宣如の一族〜ハプスブルグ家、ブルボン家、プファルツ朝スウェーデン王、フルベ聖戦
、フランス共和国、イスラーム・マグリブ諸国のアル＝カーイダ機構

宣如（１６０２〜１６５８）

アレクサンデル７世（１５９９〜１６６７）　ローマ教皇　在位１６５５〜１６６７

フェリペ４世（１６０５〜１６６５）　ハプスブルグ朝スペイン王　在位１６２１〜１６６５

相良頼寛（１６０１〜１６６７）　肥後人吉藩の第２代藩主

 
イギリス：土地囲い込みに対する農民の反抗（１６０７）

スペイン：ユダヤ人迫害（１６０９）

中国：山東白蓮教徒の乱（１６２２）

朝鮮：李カツの乱（１６２４）

朝鮮：劉興治の乱（１６３０）

フランス：ノルマンディー農民の反乱（１６３９）

西欧：蓋然説、イエズス会非難（１６６６）

 
※宣如は、浄土真宗を邪教として禁じている薩摩藩に潜入するべく、相良氏の血筋を簒奪し、人

吉藩を掌握した。宣如は人吉藩を基地に、隣の薩摩藩に「隠れ念仏」の土壌を形成した。この土

壌形成が、後の薩摩戦争・薩長同盟・西南戦争に於いて奏功することになる。



壌形成が、後の薩摩戦争・薩長同盟・西南戦争に於いて奏功することになる。

また、一方ではイギリス、ノルマンディーで農民の反乱が起きているが、農民の反乱の背後には

必ず大谷がいる。宣如はアレクサンデル７世としてローマ教皇を務めながら、影で大量の信者に

指示し、農民の反乱を指揮していたのだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェリペ４世の子

 

マリア・マルガリータ（１６２１）※画像なし

カール１０世（１６２２〜１６６０）　プファルツ朝初代スウェーデン王

 

マリア・アンブロシア（１６５５）※画像なし

カール１１世（１６５５〜１６９７）　プファルツ朝第２代スウェーデン王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェリペ４世の子



 

マリア・エウヘニア（１６２５〜１６２７）　※画像なし

クリスティーナ（１６２６〜１６８９）　ヴァーサ朝スウェーデン女王　在位１６３２〜１６５

４

 
※マリア・エウヘニアは２歳で死んだことにして、敵であるダヴィデの一族が統治するヴァーサ

朝に養子として送られた。そして、宣如の一族の思惑通り、クリスティーナは子を残さずにヴァ

ーサ朝最後の女王としてヴァーサ朝をつぶした。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェリペ４世の子

 

マリア・アナ・アントニア（１６３６）　※画像なし



マリアナ・デ・アウストリア（１６３４〜１６９６）　フェリペ４世の妃

 
※マリアアナは、早世したことにして敵であるダヴィデの一族が治めるハプスブルグ朝神聖ロー

マ皇帝フェルディナント３世のもとに養子として送り込まれた。その後、父であるフェリペ４

世（宣如）と結婚している。

 

カルロス２世（１６６１〜１７００）　ハプスブルグ朝スペイン王・マリアナ・デ・アウストリ

アの子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
フェリペ４世の子

 

マリー・テレーズ・ドートリッシュ（１６３８〜１６８３）　フェリペ４世の子・ルイ１４世の

妃

 



ルイ・グラン・ドーファン（１６６１〜１７１１）　マリー・テレーズ・ドートリッシュの子

 

ルイ（１６８２〜１７１２）　ルイ・グラン・ドーファンの子

 

ルイ１５世（１７１０〜１７７４）　ブルボン朝第４代フランス王

 



ルイ・フェルディナン（１７２９〜１７６５）　フランス王太子・ルイ１５世の子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ルイ・フェルディナンの子

 

マリー＝テレーズ（１７４６〜１７４８）　※画像なし

カール１３世（１７４５〜１８１８）　ホルシュタイン＝ゴットルプ朝スウェーデン王

 
※当初、保身のために女子として育てられた。

 



エリザベート・フィリッピーヌ・ド・フランス（１７６４〜１７９４）　※画像なし

カール１４世ヨハン（１７６３〜１８４４）　ベルナドッテ朝初代スウェーデン王

 
※保身のために当初は女子として育てられた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ルイ・フェルディナンの子

 

ルイ１６世（１７５４〜１７９３）　ブルボン朝第５代フランス王

ウスマン・ダン・フォディオ（１７５４〜１８１７）　ソコト帝国初代皇帝※画像なし

 
※マリー・アントワネットは確実に処刑されたが、ルイ１６世は宣如の一族であるため、身代わ

りが処刑され、本体はアフリカに逃亡した。逃亡先のハウサ諸国にて、ウスマン・ダン・フォデ

ィオを名乗り、ソコト帝国を築いた。ルイ１６世はアフリカ人イスラム教徒を指揮して「フルベ

の聖戦」を実施したが、フルベの由来はブルボンである。ブルボン＝フルボン＝フルベとなる。

 



ルイ１８世（１７５５〜１８２４）　王政復古期フランス王

 

シャルル１０世（１７５７〜１８３６）　王政復古期フランス王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ルイ・アントワーヌ（１７７５〜１８４４）　アングレーム公・シャルル１０世の子

セク・アマドゥ（１７７６〜１８４５）　マッシーナ帝国※画像なし

 



※ルイ・アントワーヌは、ロンドンに逃亡したが、ルイ１６世が逃亡したアフリカにも赴き、

セク・アマドゥを名乗ってマッシーナ帝国を築いた。ルイとセクの生没年が一年違いなのが興味

を引くところである。明らかに同一人物である。

 

ルイ１７世（１７８５〜１７９５）　ルイ１６世の子

ウマール・タル（１７９４〜１８６４）　トゥクロール帝国皇帝※画像なし

アブー・セッキン・モハマド４世（？〜１８７０）　ケンガ朝バギルミ王　在位１８５８〜１８

７０※画像なし

アリ・イブン・ムハマド（？〜１８７４）　アッバシ朝ワダイ王　在位１８５８〜１８７４※画

像なし

フランソワ・アラゴ（１７８６〜１８５３）　第２５代フランス首相

 
※ルイ１７世は、１０歳で死んだことにし、潜伏・逃亡し、アフリカで成人した。ルイ１７世は

成人してからウマール・タルを名乗り、トゥクロール部族を指揮下に置いてトゥクロール帝国、

バギルミ帝国、ワダイ帝国を築いた。その後、フランソワ・アラゴとしてフランスに帰還し、首

相に就任している。１８５３年、彼は再度死んだことにし、アフリカに帰還してその後の２０年

をトゥクロール皇帝、ワダイ王として過ごしている。

 

エマニュエル・アラゴ（１８１２〜１８９６）　フランソワ・アラゴの子

パトリス・ド・マクマオン （１８０８〜１８９３）　フランス第３代大統領
 



エマニュエル・ド・マクマオン（１８５９〜１９３０）　パトリス・ド・マクマオン子※画像無

し

アレクサンドル・ミルラン（１８５９〜１９４３）　第１２代フランス大統領

ジャック・アントワン・オリオール（１８５５〜１９３３）　ヴァンサン・オリオール父※画像

無し

 

ヴァンサン・オリオール（１８８４〜１９６６）　フランス第１６代大統領

ジョセフ・ミッテラン（生没年不詳）　フランソワ・ミッテラン父※画像無し

 

ジャン・ミルラン（１８９９〜１９７２）　アレクサンドル・ミルランの子※画像無し

ジョルジュ・ビドー（１８９９〜１９８３）　フランス首相

ジャン・エドムンド・ルシアン・ジスカール・デスタン（１８９４〜１９８２）　ヴァレリー・

ジスカール・デスタン父※画像無し

 



ジャック・ミルラン（１９０４〜１９７９）　アレクサンドル・ミルランの子※画像無し

イーヴ・ゴダール（１９１１〜１９７５）　秘密軍事組織ＯＡＳ指導者

ジョルジュ・ポンピドゥー（１９１１〜１９７４）　フランス第１９代大統領

 

フランソワ・ミッテラン（１９１６〜１９９６）　フランス第２１代大統領

ロベルト・ジュペ（１９１５〜１９９８）　アラン・ジュペ父※画像無し

 

ヴァレリー・ジスカール・デスタン（１９２６）　フランス第２０代大統領



Mohamed Ben Ahmed Abdelghani（１９２７〜１９９６）　アルジェリア第２代首相※画像無し
Pál István Ernő Sárközy de Nagy-Bócsa（１９２５〜２０１７）　サルコジ父
ハビエル・ド・ヴィルパン（１９２６〜２０１４）　ドヴィルパン父

Houari Boumédiène（１９３２〜１９７８）　アルジェリア第２代大統領
Ali Kafi（１９２８〜２０１２）　アルジェリア国家最高委員会議長※画像無し
 

アラン・ジュペ（１９４５）　フランス第１５代首相

リアミーヌ・ゼルーアル（１９４１）　第４代アルジェリア元首

 

アンリ・ジスカール・デスタン（１９５６）　ヴァレリー・ジスカール・デスタンの子※画像無

し

ドミニク・ド・ビルパン（１９５３）　フランス第１８代首相

ニコラ・サルコジ（１９５５）　フランス第２３代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
アラン・ジュペの子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 



ローラン・ジュペ（１９６７）※画像無し

ハサン・ハッターブ（１９６７）　イスラーム・マグリブ諸国のアル＝カーイダ機構指導者

 
※時の政府がテロリストを指揮することを考えれば、アラン・ジュペ（リアミーヌ・ゼルーアル

）の子と考えられる。顔も良く似ている。

 

氏名生年不詳の子

アブデルマレク・ドルゥークデル（１９７０）　イスラーム・マグリブ諸国のアル＝カーイダ機

構指導者

モフタール・ベルモフタール（１９７２）　イスラム聖戦士血盟団指導者

 
※時の政府がテロリストを指揮することを考えれば、２人（同一人物？）イッセン・ハブレの子

と考えられる。顔も良く似ている。イスラーム・マグリブ諸国のアル＝カーイダ機構が、チュニ

ジアの「ジャスミン革命」とリビアのカザフィー大佐の虐殺を指揮した。イスラーム・マグリブ

諸国のアル＝カーイダ機構はフルベの聖戦の残党と考えられる。ベルモフタールはアブデルマレ

クの影武者と考えられるが、独立してイスラム聖戦士血盟団を結成している。だが、彼の顔は気



持ち悪いので人間の肉を食べていると考えられる。

 
 
 



琢如の一族〜英蘭戦争、マラーター王国、ベンガル太守、アワミ連盟、バングラデシュ
、タミル・イーラム解放の虎、ジャマート＝ウル＝ムジャーヒディーン

琢如（１６２５〜１６７１）

ウィレム２世（１６２６〜１６５０）　オランダ総督

シヴァージー（１６２７〜１６８０）　初代マラーター王

 
イギリス：第一次英蘭戦争（１６５２〜５４）

日本：江戸明暦の大火（１６５７）

イギリス：第二次英蘭戦争（１６６５〜６７）

イギリス：第１次秘密集会禁止法（１６６５）

イギリス：ロンドン大火（１６６６）

朝鮮：全国大飢饉（１６７１）

 
※琢如は、証如が築いたものを継承し、ウィレム２世として生きた。彼の人生の目的はイングラ

ンドを掌中に治めることだった。ウィレム２世は、イングランド国内のカンタベリー大主教（

クリュニー会）と結んでいた。両者の共通の敵は、第一次の時はクロムウェルであり、第二次と



第三次の時はスチュアート朝である。クリュニー会は、ロンドンに火をつけたりイギリス国内に

黒死病を撒き散らしたりした。

しかし、かしこく、力があり、善人であるデ・ウィット兄弟がオランダに出現すると、ウィレム

２世は、すぐに死んだことにして潜伏し、隠れながらデ・ウィット兄弟を監視し、襲撃の機会

を狙っていた。ウィレム２世は早速、デ・ウィット兄弟がウィレム３世の暗殺を企てているとい

う嫌疑をデッチあげて逮捕した。コルネリウス・デ・ウイットは無罪を主張したが、この時にウ

ィレム２世は偽証の疑いをかけ、拷問に及んだ。コルネリウスは拷問に耐えて自白を阻んだため

、反逆罪については嫌疑不十分となったが、偽証罪で追放処分を受けた。この時、ウィレム２世

は大量の信者たちに指示し、デ・ウィット兄弟がいるハーグ監獄博物館を取り囲むことを指示

した。デウイット兄弟を殺すようにとウィレム２世に操られた民衆は、看守の制止を振り切って

兄弟を引き釣り出して殺害したという。ウィレム２世はうまく不祥事に見せかけているが、これ

は巧妙に仕組まれた、殺人を目的にした工作事案である。これが大谷の殺し方だ。

その後、潜伏していたウィレム２世はインドに赴いてシヴァージーとしてマラーター王国を築き

、イングランドではジョージ・フォックスに化けてクェーカー教を築いた。フォックスの名の由

来は稲荷神社の狐である。こういうことが可能なのも異母兄弟の庶子を影武者として動員してい

るからだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ウィレム２世（琢如）の子

 

ヘンドリック・ファン・ナッサウ＝アウウェルケルク（１６４０〜１７０８）

アントニー・ヘインシウス（１６４１〜１７２０）

 
※ホラント州の法律顧問であり、オランダ東インド会社のデルフト会議所の委員に就任していた

ヘインシウスは息子であるウィレム３世を支えた。また、ヘインシウスは同時にアウウェルケル

クをも演じていたが、アウウェルケルクの時にも軍人として息子であるウィレム３世を支えた。

 



ヘンリー・デ・マシュー（１６４８〜１７２０）

ウィリアム・ベンティンク（１６４９〜１７０９）

ジョン・チャーチル（１６５０〜１７２２）　初代マールバラ公

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シヴァージー（琢如）の子

 

サンバージー（１６５７〜１６８９）　第２代マラーター王

ムルシド・クリー・ハーン（１６６５〜１７２７）　初代ベンガル太守

 
シュジャー・ウッディーン・ムハンマド・ハーン（１６７０〜１７３９）　第２代ベンガル太守

アリーヴァルディー・ハーン（１６７１〜１７５６）　第４代ベンガル太守

ナラサー・ラージャ２世（１６７２〜１７１４）　第１５代マイソール王

 



シヴァージー２世（１６９６〜１７２６）　第３代マラーター王

ミール・ジャアファル（１６９１〜１７６５）　第６代ベンガル太守

 
シャーフー（１６８２〜１７４９）　第４代マラーター王

 

ラージャーラーム２世（１７２６〜１７７７）　第５代マラーター王※画像なし

シラージュ・ウッダウラ（１７２８〜１７５７）　第５代ベンガル太守

クリシュナ・ラージャ２世（１７２８〜１７６６）　第１８代マイソール王※画像なし

 
※ウッダウラがじきじきに「ブラックホール事件」を指揮した。彼が、家族であるミール・ジャ

アファルと敵対関係を演じていたのは、フランスを騙すのが目的だった。大谷の一族であるベン

ガルとイギリスは、敵であるフランスを戦争に引きずり込みたかった。そのためには、まずベン

ガルがイギリスと戦争をしなければならなかった。そうなればベンガルと同盟関係を結んでいる

フランスは参戦しなければならない。

その口実として、イギリスとベンガルは共謀し、何の罪もないイギリスの一般市民を南国の狭い

牢獄に２００人も閉じ込め、全員が死ぬまで放置した。そして、イギリス政府は、「我々の家族



を無残に殺した非道なベンガル人を許すわけにいかない！」とイギリス国民に訴え、フランスと

の戦争にこぎつけた。これが「ブラックホール事件」である。

 
シャーフー２世（１７６３〜１８０８）　第６代マラーター王

 

プラタープ・シング（１７９３〜１８４７）　第７代マラーター王

ザイヌッディーン・アリー・ハーン（１７９１〜１８２１）　第１４代ベンガル太守

アフマド・アリー・ハーン（１７９５〜１８２４）　第１５代ベンガル太守

 

シャハージー（１８０２〜１８４８）　サーターラ藩主

ムバーラク・アリー・ハーン２世（１８１０〜１８３８）　第１６代ベンガル太守

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



ベンガル太守ムバーラク・アリー・ハーン２世の子

 

マンスール・アリー・ハーン（１８３０〜１８８４）　ベンガル太守

 

ハサン・アリー・ミールザー・ハーン（１８４６〜１９０６）　マンスール・アリー・ハーンの

子（ベンガル太守）

 

マンスール・アリー・ハーンの子（生没年不詳）※画像なし



ジョージ・クルゾン（１８５９〜１９２５）

 
※東ベンガルとアッサムの創設を開始した。マンスール・アリー・ハーンは４１人の子を儲けた

がクルゾンはその中の一人である可能性が高い。

 

Waris Ali Mirza（１９０１〜１９６９）　ワーシフ・アリー・ミールザー・ハーンの子※画像なし
フセイン・シャヒード・シュラワルディー（１８９２〜１９６３）　アワミ連盟初代党首

Sheikh Lutfar Rahman（生没年不詳）　ムジブル・ラフマン父※画像なし
ラーマスワーミ・ヴェンカタラマン（１９１０〜２００９）　第８代インド大統領　任期１９８

７〜１９９２

 
※ ワリス・アリ・ミルザはヴェンカタラマンに変身してインド大統領に就任している。彼は任期
中の１９８９年に息子が指揮した「ストーンマン事件」を甦らせ、大統領任期中の１９９０年ま

で続けた。更に任期中の１９９１年にはラシーブ・ガンディー元インド首相を暗殺している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Sheikh Lutfar Rahman（Waris Ali Mirza）の子
 



Sayyid Wakif Ali Mirza Bahadur （１９２３〜？）※画像なし
ムジブル・ラフマン（１９２０〜１９７５）　アワミ連盟・バングラデシュ初代大統領

ギャーニー・ジャイル・シン（１９１６〜１９９４）　第７代インド大統領　任期１９８２〜１

９８７

シャンカルダヤール・シャルマー（１９１８〜１９９９）　第９代インド大統領　任期１９９２

〜１９９７

MA Wadud（１９２５〜１９８３）　Dipu Moni父※画像無し
 
※バングラデシュ大統領ラフマンとインド大統領ギャーニーとシャルマーはくりそつである。

多分、同一人物だろう。１９７５年に５５歳で死んだことにしたラフマンは、インドでギャーニ

ーに変身して第７代大統領に、シャルマーに変身して第９代大統領に就任した。ギャーニー大統

領任期中の１９８４年、ラフマンはインディラ・ガンディーの暗殺を指示したと考えられる。

更に、ギャーニー大統領任期中の１９８５年にムンバイで「ストーンマン事件」と呼ばれる猟奇

連続殺人事件が起きている。これはギャーニー大統領が指揮していたと考えられる。ストーンマ

ン事件とは、物乞い、ホームレスの頭を石で砕いて殺すという連続殺人事件である。ギャーニー

の大統領任期最後の年８７年、事件は１２人目の被害者を最後に一旦収束している。

 

Sahibzadi Shajar Ara Begum（１９２６〜２０００）※画像なし



Sheikh Fazilatunnesa Mujib（１９３０〜１９７５）　ムジブル・ラフマン妻※画像無し
ジルル・ラーマン（１９２９〜２０１３）　アワミ連盟・バングラデシュ第１７代大統領

プラティバ・パティル（１９３４）　第１２代インド大統領　任期２００７〜２０１２

 
※ジルルはパティルに変身してインド大統領に就任している。彼女は任期中の２００９年、例

の「ストーンマン事件」を再開した。これは趣味なのか、或いは問題を隠すために作られた問題

なのかは不明だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Sheikh Lutfar Rahman（Waris Ali Mirza）の孫
 

Nargis Jahan Begum（１９４７）　Sayyid Wakif Ali Mirza Bahadurの子※画像なし
ヴェルピライ・プラバカラン（１９５４〜２００９）　タミル・イーラム解放の虎指導者

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ムジブル・ラフマンの子

 



シェイク・ハシナ（１９４７）　アワミ連盟党首・バングラデシュ第１８代外務大臣

 

Sheikh Kamal（１９４９〜１９７５）
アブドゥル・ハーミド（１９４４）　アワミ連盟・バングラデシュ第１６代大統領

Anisul Islam Mahmud（１９４７）　バングラデシュ第８代外務大臣※画像無し
Abul Hassan Mahmood Ali（１９４３）　バングラデシュ第１９代外務大臣
AK Abdul Momen（１９４７）　バングラデシュ第２０代外務大臣
ラーム・ナート・コーヴィンド（１９４５）　第１２代インド大統領　任期２０１７〜現在

 

Sheikh Russel（１９６４〜１９７５）※画像無し
Ilyas Kashmiri（１９６４〜２０１１）　ハルカト＝ウル＝ジハード・アル＝イスラーミー首領
 
※２０１６年のダッカ・レストラン襲撃人質テロ事件を指揮した。９１１だけでなく、テロが発

生する時、それは時の政府がテロを指揮しているということがよく分かる。

 

Dipu Moni（１９６５）　バングラデシュ第１６代外務大臣・MA Wadud娘
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
シェイク・ハシナの子

 

Sajeeb Wazed（１９７１）
Bangla Bhai（１９７０〜２００７）　ジャマート＝ウル＝ムジャーヒディーン首領
 
※２０１６年のダッカ・レストラン襲撃人質テロ事件を指揮した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
Dipu Moniの子
 

Tawquir Rashaad Nawaz（生年不詳）
ワ・ロン（１９８６）

チョー・ソウ・ウー（１９９０）

 
※東本願寺門主琢如の一族に属するワ・ロンとチョー・ソウ・ウーは中国政府を悪者扱いするた

めに、ミャンマー政府と共謀している。アウンサン・スーチーは西本願寺門主大谷光尊の一族（

イギリス王室）であり、テインセインは西本願寺門主広如の一族である。

 
 



常如の一族〜後金時代、李氏朝鮮末期、琉球第二尚氏王統、東学党、ゴ・ディン・ジ
エム、大韓民団、戸塚ヨットスクール、ベトナム社会主義共和国、国民民主党、自由朝
鮮

常如（１６４１〜１６９４）

徳川家綱（１６４１〜１６８０）

呉世ハン（？〜１６８１）　周第２代皇帝※画像なし

順治帝（１６３８〜１６６１）　清第３代皇帝

顕宗（１６４１〜１６７４）　李氏朝鮮第１８代国王※画像なし

 
中国：三藩の乱（１６７３）

日本：京都大火（１６９２）

 
※常如は、まず徳川家綱として優性遺伝子ブリーダーによって生まれた。常如は、徳川幕府の将

軍を演じながら、同時に中国に潜入し、呉三桂の周を引継いだ。しかし、ヌルハチ率いる満州人

が勢いに乗っていることを確認すると、愛新覚羅家の簒奪に乗り出し、順治帝として第３代皇帝

に即位した。家綱は、呉世ハンを死んだことにして日本に帰還すると、翌年には常如として京都

に火をつけている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
順治帝（常如）の子

 

康熙帝（１６５４〜１７２２）　清第４代皇帝

尚純（１６６０〜１７０７）※画像なし

 
※中国から沖縄に移った康熙帝は、自分を尚貞王の子息に設定し沖縄の掌握にまい進した。

 

雍正帝（１６７８〜１７３５）　清第５代皇帝

尚益王（１６７８〜１７１２）　琉球第二尚氏王統第１２代国王※画像なし

蔡温（１６８２〜１７６２）　三司官

 
※雍正帝は康熙帝の子であり、尚益王は尚純の子でもある。雍正帝は中国と琉球を同時に支配し

、尚益王を３４歳で死んだことにすると、最後までの５０年は蔡温として生きた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 



顕宗（常如）の子と孫

 
・粛宗（１６６１〜１７２０）　李氏朝鮮第１９代国王 
・景宗（１６８８〜１７２４）　李氏朝鮮第２０代国王

 

英祖（１６９４〜１７７６）　李氏朝鮮第２１代国王・顕宗の孫

 
※常如が李氏朝鮮第１９代国王粛宗を儲けたことで、東本願寺門主が李氏朝鮮の王統を簒奪した

。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
琉球第二尚氏王統第１２代国王尚益王の子

 

尚敬王（１７００〜１７５１）　琉球第２尚氏王朝第１３代国王

 

尚穆王（１７３９〜１７９４）　琉球第２尚氏王朝第１４代国王

 
尚温王（１７８４〜１８０２）　琉球第２尚氏王朝第１５代国王

全渓大院君（１７８５〜１８４１）　正祖弟恩彦君庶子

 

尚コウ王（１７８７〜１８３４）　琉球第２尚氏王朝第１７代国王

鍋島直道（１７８９〜１８２０）　肥前国佐賀藩第９代藩主鍋島斉直の弟※画像なし

 
※尚コウ王はこのときから日本本土への新劇を考えていたようだ。藩主の弟を模して家に侵入し

、優性遺伝子ブリーダーを用いて自分の子を藩主の子として納めた。そうすることで鍋島家を簒

奪することが出来た。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
琉球王尚コウ王の子

 

尚育王（１８１３〜１８４７）　琉球第２尚氏王朝第１８代国王

鍋島直正（１８１５〜１８７１）　第１０代肥前国佐賀藩主、佐賀七賢人

 

義村王子朝章（１８２２？〜？）※画像なし

佐野常民（１８２２〜１９０２）　博愛社創設（日本赤十字社前身）、佐賀七賢人



 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
全渓大院君（尚温王）の子

 
李明（１８２７〜１８４４）　第一皇子

崔済愚（１８２４〜１８６４）　東学党教祖

 
哲宗（１８３１〜１８６４）　李氏朝鮮第２５代国王

 
※東学党は、東本願寺門主大谷光勝が化けていた興宣大院君の朝鮮征服に対抗するために築か

れた。つまり、東本願寺の一族同士の朝鮮半島を巡る戦いだった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
李氏朝鮮第２５代国王哲宗の子

 
無名皇子（１８５４〜？）

全ボン準（１８５４〜１８９５）　東学党主要メンバー

 

無名翁主（１８５０〜？）※画像なし

閔妃（１８５１〜１８９５）　第２６代王高宗妃明成皇后

 
※常如の一族は朝鮮半島の利権を死守するべく東学党を築いたり、閔妃を興宣大院君（大谷光勝

）の子高宗のもとに送り込んだ。その正体は第２５代国王哲宗の娘であった。

 

無名翁主（１８５３〜？）※画像なし

純献皇貴妃（１８５４〜１９１１）　第２６代王高宗妃、大韓民国最後の皇太子李垠の母

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
琉球王尚育王の子

 

尚濬（１８３２〜１８４４）※画像なし

板垣退助（１８３７〜１９１９）　

 

尚泰王（１８４３〜１９０１）　琉球第２尚氏王朝第１９代国王



鍋島直彬（１８４４〜１９１５）　肥前鹿島藩第１３代藩主

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
琉球王尚泰王の子孫

 

尚典（１８６４〜１９２０）　

太田朝敷（１８６５〜１９３８）

 
※尚典は太田朝敷を演じ、琉球新報の社長になり、沖縄諸島地域の言論統制を進めた。

 

尚順（１８７３〜１９４５）

李コウ（１８７７〜１９５５）　朝鮮第２６代国王・大韓帝国初代皇帝高宗五男

 

暢（１８９９〜？）　尚典の子※画像なし

大田政作（１９０４〜１９９９）　琉球政府行政主席、自民党沖縄県連初代会長

ゴ・ディン・ジエム（１９０１〜１９６３）　ベトナム共和国初代大統領

朴烈（１９０２〜１９７４）　在日本大韓民国民団初代団長

 
※大田政作は１９５９年〜１９６４年まで琉球政府行政主席を務めていた。しかし当時、アメリ

カ占領下にあった沖縄にいた彼が、本願寺門主の血を引いているということでゴ・ディン・ジエ

ムを演じることを指示されたようだ。少なくともゴ・ディン・ジエムは１９５４年からベトナム

で暗躍しているがハリウッドのライターによる創作だろう。彼は幻の人だから。

ゴ・ディン・ジエム自身の写真もないが、兄弟が５人もいるのにひとりも写真がないのも妙だ。

リンチされて殺されたゴ・ディン・ジエムの死体の写真をネットで見たが顔がズタズタで誰だか

分からない。その後、１９６３年にリンチされて死んだことにされた大田政作は、沖縄に帰還し

、１９６４年から政治活動を始めたという筋書きだろう。

ホー・チ・ミンの頃と異なり、ベトナムはＴＰＰに批准したり、ディープステート寄りの国にな

ってしまった。つまり、最近の首相はみな沖縄出身の傀儡の可能性がある。大韓民団を設立した

朴烈だけ似ていないが、影武者専用の異母兄弟として生まれたと考えられる。いわゆる在日も本

願寺によって操作されていることが分かる。

 

井伊文子（１９１７〜２００４）　尚昌の子※画像なし

福田三枝（１９１２〜２０１３）　福田康夫母

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 



朝鮮国王高宗の子孫

 

李健（１９０９〜１９９１）　李コウの子※画像なし

チュオン・チン（１９０７〜１９８８）　ベトナム社会主義共和国国会議長、国家評議会議長

ゴ・ディン・ヌー（１９１０〜１９６３）　ベトナム共和国大統領顧問※画像なし

権逸（１９１１〜２００１）　在日本大韓民国民団第２代団長※画像なし

 

李玖（１９３１〜２００５）　李垠の子※画像なし

ダン・ズアン・キ（１９３１〜２０１０）

全斗煥（１９３１）　大韓民国大統領

久保木修己（１９３１〜１９９８）　統一協会日本支部初代会長

盧泰愚（１９３２）　大韓民国大統領※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
福田三枝（尚典の孫）の子

 

福田康夫（１９３７）　内閣総理大臣※福田三枝の子

金宰淑（１９３４）　在日本大韓民国民団第５代団長

河丙鈺（１９３５）　在日本大韓民国民団第６代団長※画像なし

鄭進（１９３７）　在日本大韓民国民団第７代団長※画像なし

小林宏晨（１９３７）　日本大学名誉教授、改憲支持派

 

福田征夫（１９３９）　福田赳夫養子※画像なし

グエン・フー・チョン（１９４４）　ベトナム国家主席※福田三枝の子

百地章（１９４６）　日本大学名誉教授、改憲支持派※福田三枝の子

 
※グエン・フー・チョンは安倍政権が主導するＴＰＰを批准。百地は康夫にクリソツである。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

李清（１９３６）　李鉀の子（李コウの孫）※画像なし

呉公太（１９４６）　在日本大韓民国民団第８代団長※画像なし

戸塚宏（１９４０）　戸塚ヨットスクール校長

桜田義孝（１９４９）　安倍政権国務大臣

 
※戸塚、桜田は顔が良く似ている。完全に異母兄弟だろう。



 

錠（１９４７）　李コウの子

グエン・タン・ズン（１９４９）　ベトナム首相※画像なし

西銘恒三郎（１９５４）　自民党沖縄県連議員

照屋守之（１９５６）　自民党沖縄県連会長

山本有二（１９５２）　安倍政権農林水産大臣

北村滋（１９５６）　安倍内閣情報官

グエン・スアン・フック（１９５４）　ベトナム首相

梶山弘志（１９５５）　安倍政権内閣府特命担当大臣

鈴木人司（１９５４）　日本銀行

リチャード・コシミズ（１９５６）　ネットジャーナリスト※画像なし

 
※西銘、照屋、山本、北村の４人はよく似ている。グエン・スアン・フックと梶山に至ってはク

リソツである。鈴木人司は口座維持手数料なるものの導入を掲げているが、安倍総統の死去に

伴い、日本人弱体化政策を急いでいるようだ。

 

昌恵（１９５４）　李コウの子※画像なし

西銘啓史郎（１９５８）　自民党沖縄県連議員

陳健民（１９５９）　香港反政府デモ指導者

中村格（１９６３）　警視庁長官官房長

王偉中（１９６２）　深セン市市委書記

山本順三（１９５４）　安倍政権国家公安委員会委員長

 

李源（１９６２）　李鉀の子（李コウの孫）※画像なし

佐喜眞淳（１９６４）　自民党沖縄県連議員

山下貴司（１９６５）　安倍政権法務大臣

吉川元（１９６６）　社民党幹事長

玉木雄一郎（１９６９）　国民民主党党首

 
※佐喜眞氏、吉川氏、山下氏は良く似ている。同一人物のようだが、異母兄弟だろう。この場合

、佐喜眞氏が本体であり、吉川氏、山下氏が影武者として生まれた。佐喜眞氏は本願寺の一族と

して安倍政権に追従したが、沖縄知事選で野党推薦のデニー玉城に敗北した。

 

李コウの孫（氏名生年不詳）

エイドリアン・ホン（生年不詳）　自由朝鮮代表

 



李泓（１９７４）　李錫長女※画像なし

石井英俊（１９７６）　国際戦略家自由インド太平洋連盟副会長

 
※真のテロリストは自分をテロリストと呼ばない。人民の解放者を自称するものだ。

 
 
 



一如の一族〜名誉革命、ジャコバイト、オラニエ＝ナッサウ王家、南アフリカ連邦、オ
レンジ革命

一如（１６４９〜１７００）

ウィレム３世（１６５０〜１７０２）　オランダ総督・イングランド王

ジェイムズ・スコット（１６４９〜１６８５）　イングランド軍人

ジョン・ダルリンプル（１６４８〜１７０７）　初代ステア伯爵

ジョン・グラハム（１６４８〜１６８９）　スコットランド軍人

 
イギリス：第三次英蘭戦争（１６７２〜７４）

西欧：ナント勅令廃止（１６８５）

イギリス：名誉革命（１６８８）

イギリス：信教自由令（１６８９）

スコットランド：グレンコーの虐殺（１６９２）

 
※一如は最初から日本にいなかった。一如は最初からウィレム３世として生きた。彼の人生の目

的は琢如と同じくイングランドを掌中に治めることだった。ウィレム３世も、イングランド国内

のカンタベリー大主教（クリュニー会）と結んでいた。両者の共通の敵は、スチュアート朝で

ある。ウィレム３世は、名誉革命でイングランドを掌中にした。オラニエ家はイングランドに移

ったので、本国オランダは衰退した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョン・ダルリンプル（一如）の子

 

ジョン・ダルリンプル（１６７３〜１７４７）　第２代ステア伯爵

 

早世した子（生没年不詳）※画像なし

ジェームズ・フランシス・エドワード・ステュアート（１６８８〜１７６６）　ジャコバイト王

ヨハン・ウィレム・フリーゾ（１６８７〜１７１１）　オラニエ公

 

ウィレム４世（１７１１〜１７５１）　オラニエ公

 

チャールズ・エドワード・ステュアート（１７２０〜１７８８）　ジャコバイト王

 
父は名誉革命によってイングランドを逐われ、チャールズは教皇インノケンティウス13世時代



のローマで生まれた。教皇の庇護をうけ、少年時代をローマおよびボローニャで過ごした。父の

影響もあって必然的にカトリック信仰に入ったことが、チャールズの王位奪還運動を困難にする

ことになった。 ｗｉｋｉより
 

ヘンリー・ベネディクト・ステュアート（１７２５〜１８０７）　ジャコバイト王

 
父ジェームズ老僭王や兄チャールズ若僭王と異なり、王位奪還のための活動を行なわなかった。

教皇領でカトリック教会の聖職者（枢機卿）として一生を終えた。 ｗｉｋｉより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ウィレム５世（１７４８〜１８０６）　オランダ総督・ウィレム４世の子

 

ウィレム１世（１７７２〜１８４３）　初代オランダ国王・ウィレム５世の子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ウィレム１世の子

 

ウィレム２世（１７９２〜１８４９）　第２代オランダ国王

フロリス・アドリアン・ファン・ハル（１７９１〜１８６６）　第４代オランダ首相

 

フレデリック・ファン・オラニエ＝ナッサウ（１７９７〜１８８１）　

ゲリット・スヒンメルペニンク（１７９４〜１８６３）　初代オランダ首相

ジェイコブ・デ・ケンペナール（１７９３〜１８８１）　第２代オランダ首相

ヨハン・ルドルフ・トルベッケ（１７９８〜１８７２）　第３代オランダ首相

ヤン・ジェイコブ・ロシュセン（１７９７〜１８８１）　第６代オランダ首相

 

パウリーナ・ファン・オラニエ＝ナッサウ（１８００〜１８０６）　ウィレム１世の子

ユスティヌス・ファン・デル・ブルッヘン（１８０４〜１８６３）　第５代オランダ首相

シェルト・ファン・ヘームストラ（１８０７〜１８６４）　第８代オランダ首相

ヤコブ・グローエネンダール（１８０５〜１８６０）　オレンジ自由国初代大統領

ヨシアス・フィリップ・ホフマン（１８０７〜１８７９）　オレンジ自由国第２代大統領※画像

なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー



 
ウィレム２世の子

 

ウィレム３世（１８１７〜１８９０）　第３代オランダ国王

ヤコブ・ファン・ザイレン・ファン・ナイフェルト（１７１６〜１８９０）　第７代オランダ首

相

ゲリット・デ・フルース（１８１８〜１９００）　第１３代オランダ首相

アドルフ（１８１７〜１９０５）　ルクセンブルク大公

 

アレクサンダー・ファン・オラニエ＝ナッサウ（１８１８〜１８４８）

ユリウス・ファン・ザイレン・ファン・ナイフェルト（１８１９〜１８９４）　第１０代オラン

ダ首相

マルティヌス・ウェッセル・プレトリウス（１８１９〜１９０１）　トランスヴァール共和国初

代大統領

 

エルンスト・カシミール・ファン・オラニエ＝ナッサウ（１８２２）※画像なし

イサーク・ディグナス・フランセン・ファン・デ・プッテ（１８２２〜１９０２）　第９代オラ

ンダ首相

 

フランツ（１８５９〜１８７５）　ルクセンブルク大公アドルフの子※画像なし

ルイス・ボータ（１８６２〜１９１９）　南アフリカ連邦初代首相

 

クラウス・フェリックス・フォン・アムスベルク（１８９０〜１９５３）　オランダ王配

ウィム・スヘルメルホルン（１８９４〜１９７７）　オランダ首相

 
※ルイス・ボータの子。ボータには子がいなかったが、優性遺伝子ブリーダーによって生まれた

と考えられる。

 

クラウス・フォン・アムスベルク（１９２６〜２００２）　オランダ王配

 
※ルイス・ボータの子。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オラニエ＝ナッサウ王家

 



ウィルヘミナ（１８８０〜１９６２）　第５代オランダ女王

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
女王ウィルヘミナの子

 

チャールズ・ロバーツ・スワート（１８９４〜１９８２）　南アフリカ共和国初代大統領

 
※ウィルヘミナが１４歳の時の子と考えられる。そのため、里子に出された。

 

ピート・デ・ヨング（１９１５〜２０１６）

ピーター・ウィレム・ボータ（１９１６〜２００６）　南アフリカ共和国大統領

 
第二次世界大戦中、ボータは、ナチス・ドイツを支持していたとされ、ブルームフォンテーンの

右翼組織・牛車の番人に入党する。しかし連合国が勝利するとキリスト教ナショナリズムに転向

、ファシズムを批判し、古巣であった牛車の番人団を国政の妨害者と非難した。

1948年、国民党から国会議員に立候補し当選する（地盤はケープ州東部）。この選挙で国民党を
中心とするダニエル・フランソワ・マラン四党連立政権は、アパルトヘイト政策を本格的に推進

することとなる。ｗｉｋｉより

 
※ウィルヘミナが第一世界大戦の時に産んだ子で後に里子に出された。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
オラニエ＝ナッサウ王家

 

ユリアナ（１９０９〜２００４）　第６代オランダ女王

 

ベアトリクス（１９３８）　第７代オランダ女王

 
※クラウス・フォン・アムスベルクと結婚した。大日本帝国がオランダ植民地のインドネシア

を奪ったことについて村山首相に謝罪を要求した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
女王ユリアナの子

 



レフ・ヴァウェンサ（１９４３）　ポーランド共和国第２代大統領

 
※第６代女王ユリアナが３４歳の時の子と考えられる。ちょうど戦時下でイギリスに亡命中だっ

た時期である。祖母の第５代女王ウィルヘミナに良く似ている。父はピーター・ウィレム・ボー

タと考えられる。

 

ボグダン・ヴァウェンサ（１９７０）　レフ・ヴァウェンサの子※画像なし

スヴャトスラフ・シェヴチュク（１９７０）　ウクライナ東方カトリック教会第７代大主教

 
※ウクライナ東方カトリック教会は、戦後になり、浄土真宗とタッグを組んでカリフォルニアを

領土化している。しかし、それが原因で２０１８年、カリフォルニアに大規模な山火事が起きた

。カリフォルニアでは毎年山火事は起きていたが、２０１８年のそれはいつもと様子が違って

いた。ウクライナ東方カトリック教会のギリシア拠点アテネでも異常な山火事が起きた。激しい

火炎が、まるで生き物のように信者たちを襲ったのだ。

これらはインチキ宗教を憎悪する宇宙人（科学の種族）が信者の生活を奪うために発生させたも

のだ。宇宙人は火炎を操り、信者たちを襲った。信者たちは「脅されたから仕方ない」だとか言

い分けするが、生活の保障のために悪に従うこともまた悪なのだ。宇宙人はそれを教えてくれて

いる。

 

スラウォミル・ヴァウェンサ（１９７２）　レフ・ヴァウェンサの子※画像なし

アンジェイ・ドゥダ（１９７２）　ポーランド大統領

 
※祖父ボータに顔が良く似ている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
女王ベアトリクスの子

 

ヤン・ペーター・バルケネンデ（１９５６）　オランダ首相

ヴィクトル・ユシチェンコ（１９５４）　ウクライナ大統領

 
※ユシチェンコはベアトリクスが１６歳の時に産んだ子である。そのため、里子に出されたよ

うだ。彼がオラニエ王家の一員だということはオレンジ革命のネーミングでわかる。

オレンジ革命は、２００４年ウクライナ大統領選挙の結果に対しての抗議運動と、それに関する

政治運動などの一連の事件である。 選挙結果に対して抗議運動を行った野党支持者がオレンジを
シンボルカラーとして、リボン、「ユシチェンコにイエス！」と書かれた旗、マフラーなどオレ

ンジ色の物を使用したことからオレンジ革命と呼ばれる。 オレンジの由来はオレンジ自由国と同



じでオラニエである。

 

ユーリヤ・ティモシェンコ（１９６０）　ウクライナ大統領

 
※公称ではベアトリクスは３人の息子がいるが、ティモシェンコはベアトリクスが結婚する前の

２２歳の時の子である。ユーリヤの名の由来は祖母ユリアナである。上記のユシチェンコとは異

父兄妹、或いは父親が同じであるなら普通に兄妹である。

 

マルク・ルッテ（１９６７）　オランダ首相

 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー

 
クラウス・フォン・アムスベルクの子

 

ウィレム＝アレクサンダー（１９６７）　第８代オランダ国王

リナト・アフメトフ（１９６６）　オリガリヒ・ウクライナ最大の富豪

 
※アフメトフはウィレムの影武者として生まれた。しかし、ウクライナ最大の富豪として成り

上がった。ウィレムはユシチェンコとは異父兄弟となるため顔が似ている。

 
 
 



真如の一族〜イエズス会弾圧、ムガール皇帝、マラーター同盟、タタ財閥、デカン・
ムジャヒディーン

真如（１６６２〜１７４４）

徳川家宣（１６６２〜１７１２）

松平清武（１６６３〜１７２４）　上野館林藩藩主・家宣の弟※画像なし

ジャハーンダール・シャー（１６６１〜１７１３）　ムガール帝国第８代皇帝

 
中国：李天極の乱（１７０６）

朝鮮：全羅道農民の蜂起（１７１０）

中国：福建でキリスト教徒迫害（１７２３）

朝鮮：全羅道沿海流民の暴動（１７３３）

朝鮮：平安道人民蜂起（１７３８）

中国：福建、イエズス会士布教禁止（１７４６）

中国：キリスト教布教厳禁（１７４７）

 
※当初、真如は徳川家宣として優性遺伝子ブリーダーによって生まれたが、５０歳で死んだこと

にして真如として活動した。真如はたびたび仏教信者を動員して中国に於ける反乱を指揮し、清

に揺さぶりをかけている。一方では、敵勢力になりそうな福建のキリスト教徒を弾圧し、李氏朝

鮮でも同じことをしている。来る敵国の征服の時のために、大谷は敵国内の新規勢力の台頭を許

さないのだ。清や李氏朝鮮はキリスト教徒の弾圧に一切関与していないだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
●真如の異母兄弟

 

間部詮房（１６６６〜１７２０）　江戸幕府老中※画像なし

サイイド・アブドゥッラー・ハーン（１６６６〜１７２２）

 

間部詮貞（生没年不詳）　間部詮房の弟※画像なし

サイイド・フサイン・アリー・ハーン（１６６８〜１７２０）　アブドゥッラー・ハーンの弟

ジャハーン・シャー（１６７３〜１７１２）　ムハンマド・シャー父

カマルッディーン・ハーン（１６７１〜１７４８）　ニザーム藩国初代王　在位１７２４〜１７

２８

ベネディクトゥス１４世（１６７５〜１７５８）　第２４７代ローマ教皇　在位１７４０〜１７

５８

 



彼らは国政に大きな影響力を持ち、第8代皇帝ジャハーンダール・シャー、第9代皇帝ファッルフ
シヤル、第10代皇帝ラフィー・ウッダラジャート、第11代皇帝ラフィー・ウッダウラ、第12代皇
帝ムハンマド・シャーの5人の擁立・廃立に関与したため、キング・メーカーとしても知られて
いる。

貴族らもまた、サイイド兄弟の恐怖政治に怯えており、皇帝の殺害は彼らを震え上がらせた。貴

族らの間には皇帝すら殺されるのであれば、貴族でしかない我が身は一体どうなるのか、という

考えが広まっていた。また、サイイド兄弟は民衆の支持も失っていた。彼らは民衆から一宿一飯

の恩を忘れた人物とみなされていた。 ｗｉｋｉより
 
※間部詮貞はローマ教皇ベネディクトゥス１４世に変身し、甥のローマ教皇クレメンス１３世と

共に父家宣（真如）の指揮でイエズス会を解散に追い込んだ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
徳川家宣（真如）の子

 

豊姫（１６８１）※画像なし

ファッルフシヤル（１６８５〜１７１９）　ムガール帝国第９代皇帝

 

夢月院（１６９９）※画像なし

クレメンス１３世（１６９３〜１７６９）　第２４８代ローマ教皇　在位１７５８〜１７５９

ラフィー・ウッダウラ（１６９６〜１７１９）　ムガール帝国第１０代皇帝

 
※夢月院は実際には男子だが、女子として生まれたことにされた。家宣は夢月院を誕生同日に死

亡したことにし、イタリアに送られて育てられた。長じてローマ教皇クレメンス１３世となる。

クレメンス１３世は父家宣（真如）の指揮でイエズス会を解散に追い込んだ。

 

徳川家継（１７０９〜１７１６）

クレメンス１４世（１７０５〜１７７４）　第２４９代ローマ教皇　在位１７５９〜１７７４

 
ポルトガル：イエズス会追放（１７５９）

フランス：イエズス会士追放（１７６０）

スペイン：イエズス会追放（１７６７）

ローマ：イエズス会解散命令（１７７３）

 
※真如は、福建に於けるイエズス会の活動を懸念し、手下の仏教信者にキリスト教徒を迫害する

ことを命じたが、おもしろいことに、同時期のヨーロッパでも同じことが起きていた。真如の子



であるローマ教皇たちが３代続けてイエズス会に対して批判を繰り返し、遂には解散させたのだ

。徳川家継は７歳で死んだことにして、ヨーロッパで成長し、長じてクレメンス１４世としてロ

ーマ教皇の座に就いている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ムハンマド・シャー（１７０２〜１７４８）　ムガール帝国第１１代皇帝※ジャハーン・シャー

の子

バージー・ラーオ（１７００〜１７４０）　マラーター同盟宰相

 

アフマド・シャー（１７２５〜１７７５）　ムガール帝国第１３代皇帝

バーラージー・バージー・ラーオ（１７２０〜１７６１）　マラーター同盟宰相

アマルサナー（１７２３〜１７５７）　オイラート王子

 
アクバル２世（１７６０〜１８３７）　ムガール帝国第１６代皇帝

ブルハーン・アッディーン（？〜１７５９）　ナクシュバンディー教団指導者

ホージャ・ジャハーン（？〜１７５９）　ブルハーン・アッディーン弟

 

バハードゥル・シャー２世（１７７５〜１８６２）　ムガール帝国第１７代皇帝

バージー・ラーオ２世（１７７５〜１８５１）　マラーター同盟第８代宰相

ホージャ・サリムサク（？〜１８２０）　ブルハーン・アッディーン子※画像なし

 
※イギリスはバハードゥル・シャー２世をビルマのラングーンへと追放し、これによってムガル

帝国は終焉を迎えた。廃帝は追放先のラングーンで一族と余生を過ごし、失意のうちに死亡した

。とされているが、実際には真如のムガール一族はインドを諦め切れなかった。そのため、前途

が要望と見て取ったマラーター同盟に接近し、宰相としてマラーター王国を掌握した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ムガール皇帝バハードゥル・シャー２世の子

 
ミールザー・ダーラー・バフト（１７９０〜１８４９）

ジャハーンギール・ホージャ（１７８８〜１８２８）　ホージャ・サリムサク子

 

ミールザー・アブー・バクル（１８３７〜１８５７）※画像なし

ジャムシェトジー・タタ（１８３８〜１９０４）　タタ財閥創始者

 



※タタはティタン神族の名を受け継ぐ家だが、東本願寺門主真如の血を継ぐムガール皇帝の子

がジャムシェトジー・タタとなり、タタ財閥を築いたと考えられる。

 

ミールザー・スライマーン・シャー（生没年不詳）※画像なし

ラタンジ・ダーダーバイ・タタ（１８５６〜１９２６）　ジャムシェトジー・タタ従兄弟※画像

なし

ドラブジー・タタ（１８５９〜１９３２）　タタ・グループ２代会長

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ウスマーン・アリー・ハーン（１８８６〜１９６７）　第１０代ニザーム

ラージェーンドラ・プラサード（１８８４〜１９６３）　インド初代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ニザーム王ウスマーン・アリー・ハーンの子

 

モアッザーム・ジャー（１９０７〜１９８７）

アーザム・ジャー（１９０７〜１９７０）

ジャハンギール・ラタンジ・ダーダーバーイ・タタ（１９０４〜１９９３）　タタ・グループ４

代会長

ナヴァル・タタ（１９０４〜１９８９）　ラタン・タタ父

ナトラム・ゴドセ（１９１０〜１９４９）　民族義勇団※画像なし

 
※モアッザーム・シャーの影武者であるナトラム・ゴトセがマハトマ・ガンジーを暗殺した。

 

ウスマーン・アリー・ハーン２８人の息子のひとり※画像無し

ナラシンハ・ラーオ（１９２１〜２００４）　第１２代インド首相

アタル・ビハーリー・ヴァージペーイー（１９２４〜２０１８）　第１３代、第１６代インド首

相

ムハンマド・ジア＝ウル＝ハク（１９２４〜１９８８）　パキスタン第６代大統領

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ニザーム王ウスマーン・アリー・ハーンの孫

 

Mukarram Jah（１９３４）



パロンジ・ミストリー（１９２９）　シャプールジ・パロンジ・グループ総裁

ラタン・タタ（１９３７）　タタ・グループ５代、７代会長

ディルバイ・アンバニ（１９３２〜２００２）　リライアンス財閥創業者

 
※ラタン・タタは最大の企業グループであるタタ・グループの会長である。また、ラタンは、

タタ・スチール、タタ・モーターズ、タタ・コンサルタンシー・サービシズ、タージ・ホテルズ

・リゾーツ＆パレスなど、タタ・グループ主要企業でも社長・会長を務めている。

一方、インド産代財閥のひとつに数えられるリライアンス財閥創業者アンバニは、ラタン・タタ

の影武者として生まれた可能性がある。しかし才能を発揮したアンバニは影武者の立場を脱し、

一代でリライアンス財閥創業者として成り上がった。しかし、本体ラタン・タタが影武者の成功

を疎み、病死に見せかけて影武者を殺したと考えられる。その後、優性遺伝子ブリーダーによっ

て生まれたラタン・タタの子と考えられるムケシュとアニルは、リライアンス財閥を父（アン

バニ）から引き継ぐという形で簒奪した。

 

Ijaz-ul-Haq（１９５２）　パキスタン・ムスリム同盟指導者※ムハンマド・ジア＝ウル＝ハクの
子

Hafiz Saeed（１９５０）　デカン・ムジャヒディーン首領
 
※ハフィズ・サイードは、２００８年のムンバイ同時多発テロを指揮した。１７２人が死亡した

。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 

ムケシュ・アンバニ（１９５７）　ディルバイ・アンバニの子

ノエル・タタ（１９５７）　ラタン・タタ息子

ダーウード・イブラヒーム（１９５５）　Ｄカンパニー創設

 
※影武者のダーウードは２００８年のムンバイ同時多発テロに参加している。

 

アニル・アンバニ（１９５９）　ディルバイ・アンバニの子

 
※ムケシュとアニルの兄弟は遺産を巡って争ったが兄は世界長者番付で５番目であり、アニルは

６番目である。２人の資産を併せると世界長者番付で１番となるようだ。ムケシュは実際にはラ

タン・タタの子で、アニルはアンバニの子と考えられる。そのために影武者の子同士で対立して

いる。

 

サイラス・パロンジ・ミストリー（１９６８）　タタ・グループ会長



Abdul Subhan Qureshi（１９７２）　インディアン・ムジャヒディーン首領
 
※パロンジ・ミストリーの子だが、タタ・グループ会長に就任したのは実際には彼がラタン・タ

タの子だからかもしれない。パロンジもラタンも、どちらもウスマーン・アリー・ハーンの孫の

影武者である。サイラスの影武者アブドゥルは２００８年のムンバイ同時多発テロに参加して

いる。

 
 
 



従如の一族〜田沼意次、徳川家重、松平定信、井伊直弼、水野忠邦、徳川慶喜、静岡県
知事

従如（１７２０〜１７６０）

田沼意次（１７１９〜１７８８）　江戸幕府老中

 
中国：金川の乱（１７４７）

日本：会津藩大一揆（１７４９）

朝鮮：尹志等の乱（１７５５）

 
※従如は真如の意志を継いで中国や李氏朝鮮で同じことを繰り返している。また、日本では初期

に年長の異母兄弟に大岡忠光、松平武元などの老中や将軍徳川家重を演じさせ、後期は本体であ

る従如を死んだことにして田沼意次一本で活動し、悪の道にまい進した。老中を演じることで、

他人の意見を退け、自分だけの意見をすべて通すことができた。

現在の安倍政権を地で行く田沼による幕政改革の時代、善と偽り、悪法を次々にキメたせいで贈

収賄が横行し、農民が都市部に流れたことで農村は荒廃し、天明の飢饉が発生した。また、江戸

商人など豪商に対して権益を図りすぎたことで批判が集中した。安倍晋三は日本人を弱体化する

ために、まさに田沼意次と同じことをやってのけていることがわかる。

 
従如の年長異母兄弟

松平武元（１７１４〜１７７９）　江戸幕府老中※画像なし

徳川家重（１７１２〜１７６１）　徳川幕府第９代征夷大将軍

大岡忠光（１７１２〜１７６０）　徳川家重側近※画像なし

 
※家重はアホみたいな顔に描かれているが、じつは、これは敵の目をごまかすために意図された

ものである。家重は同時に松平武元や大岡忠光を演じた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
徳川家重（従如）の子

 

徳川家治（１７３７〜１７８６）　徳川幕府第１０代征夷大将軍

 
※父である田沼意次（徳川家重）を老中に迎えた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



田沼意次（従如）の子

 
 
勇次郎（１７５１？）　田沼意次２男※画像なし

徳川治済（１７５１〜１８２７）　一橋徳川家第２代当主

 

勝助（１７５６？）　田沼意次３男※画像なし

戸田氏教（１７５６〜１８０６）　江戸幕府老中

 

田沼意正（１７５９〜１８３６）　田沼意次４男※画像なし

松平定信（１７５９〜１８２９）　江戸幕府老中首座

 
※田沼意次の４男、田沼意正は松平定信を演じた。甥の徳川家斉と組んで、改善したように見せ

て改善しないという陰謀を実施した。悪評が高すぎる田沼意次を罷免したものの、田沼意次の子

が老中に就くため、何も変わらない。松平定信の名前は田沼ではないため、誰も気付かなかった

のだろう。

 

土方雄貞（１７６３〜１７８２）　田沼意次６男※画像なし

松平信明（１７６３〜１８１７）　江戸幕府老中首座

水野忠成（１７６３〜１８３４）　江戸幕府老中

 
※田沼意次の６男、土方雄貞は兄に倣い、松平信明を演じた。

 

九鬼隆棋（１７６５〜１７８７）　田沼意次７男※画像なし

林忠英（１７６５〜１８４５）　若年寄

 
※実質上の甥である徳川家斉の時代に側近政治を実施した。

 

田沼意明（１７７３〜１７９６）　田沼意次の孫（田沼意知の子）※画像なし

徳川家斉（１７７３〜１８４１）　徳川幕府第１１代征夷大将軍

 
※祖父である田沼意次（徳川家重）はあまりに悪評がたったために罷免したが、代わりに田沼意

次の４男である松平定信（田沼意正）を老中に迎えた。田沼意次を罷免してもその４男を迎えて

いるため、何も改善されていない。改善するように見せかけて改善しない。これには、反対派を

黙らせる効果がある。加えて、家斉自身が田沼意次の孫であった。

 
雄之助（１７７８？）　田沼意次の孫（徳川治済の子）



筒井政憲（１７７８〜１８５９）　江戸時代末期旗本

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
徳川家斉（田沼意明）の子

 

瓊岸院（１７９０）※画像なし

土井利位（１７８９〜１８４８）　江戸幕府老中首座

 
※誕生時は安全のために家斉の娘とされたが、すぐに早世したことにし、土井家に預けられ、土

井利位として育てられた。

 

徳川家慶（１７９３〜１８５３）　徳川幕府第１２代征夷大将軍

 

端正院（１７９４）※画像なし

水野忠邦（１７９４〜１８５１）　江戸幕府老中

 
※家慶は弟である水野忠邦（端正院）を老中に選び、自分の意見を誰にも邪魔させず、通し続

けた。更に、家慶は自分の子、３人を征夷大将軍の座に送り込み、後期の徳川幕府を掌握した。

 
敬之助（１７９５〜１７９７）

松平乗全（１７９５〜１８７０）　江戸幕府老中

 
豊三郎（１７９８）

太田資始（１７９９〜１８６７）　江戸幕府老中

 

徳川斉順（１８０１〜１８４６）　清水徳川家第３代当主※画像なし

川路聖謨（１８０１〜１８６８）　旗本

ヘンリー・ジョーンズ（生没年不詳）　１８４３年、ブナイ・ブリス創設

 

徳川斉荘（１８１０〜１８４５）

水野忠徳（１８１０〜１８６８）　旗本・幕臣

 

信之進（１８１７）※画像なし

永井尚志（１８１６〜１８９１）　旗本

 



松平斉善（１８２０〜１８３８）　福井藩１５代藩主※画像なし

安藤信正（１８２０〜１８７１）　若年寄・老中

徳大寺公純（１８２１〜１８８３）　幕末期の公卿※画像なし

 
 

松平斉省（１８２３〜１８４１）※画像なし

松平信発（１８２４〜１８９０）　上野吉井藩第９代藩主

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
徳川家慶の子

 
竹千代（１８１３〜１８１４）

酒井忠義（１８１３〜１８７３）　若狭国小浜藩主

松平忠固（１８１２〜１８５９）　信濃上田藩第６代藩主・老中

 
※家慶は竹千代を早世したことにして酒井忠義として育てた。酒井は松平忠固をも演じていたが

、兄弟である井伊直弼と組んで安政の大獄を指揮した。

 

儔姫（１８１５）※画像なし

井伊直弼（１８１５〜１８６０）　江戸幕府老中

水野忠央（１８１４〜１８６５）　紀州藩家老

 
※家慶は儔姫を早世したことにし、井伊直弼として育てた。直弼は同時に水野忠央を演じてい

たが、桜田門外の変際は影武者がやられたため、水野忠央に化けて潜伏を決め込んだが、隠居を

命じられた上、幽閉された。

 

徳川慶昌（１８２５〜１８３８）※画像なし

徳川家定（１８２４〜１８５８）　徳川幕府第１３代征夷大将軍

 
※徳川家慶の子慶昌は１３歳で死んだことにし、家定として第１３代征夷大将軍に即位した。

 

悦五郎（１８２８〜１８２９）※画像なし

松平春嶽（１８２８〜１８９０）　田安徳川家第３代当主

大迫貞清（１８２５〜１８９６）　初代静岡県令※画像なし

 
※徳川家慶は子の悦五郎を早世したことにし、松平春嶽として育てた。



 

亀五郎（１８３８〜１８３９）※画像なし

徳川慶喜（１８３７〜１９１３）　徳川幕府第１５代征夷大将軍

池田慶徳（１８３７〜１８７７）　因幡国鳥取藩１２代藩主

黒田清隆（１８４０〜１９００）　内閣総理大臣

関口隆吉（１８３６〜１８８９）　初代静岡県知事

渋沢栄一（１８４０〜１９３１）

 
※徳川家慶は子の亀五郎を早世したことにし、慶喜として第１５代征夷大将軍に即位させた。明

治維新のあと、慶喜は初代静岡県知事に就任し、黒田清隆として内閣総理大臣にも就任している

。関口は慶喜に良く似ているため、同一人物と考えてよいだろう。黒田は顔は全然似ていないが

間違いなく異母兄弟であり、将軍時代の慶喜の影武者を務めていたと考えられる。

 

田鶴若（１８４５〜１８４６）※画像なし

徳川家茂（１８４６〜１８６６）　徳川幕府第１４代征夷大将軍

千家尊福（１８４５〜１９１８）　第４代静岡県知事

山田春三（１８４６〜１９２１）　第８代静岡県知事

正田作次郎（１８４６〜１８７１）　正田貞一郎父

 
※徳川家慶は子の田鶴若を早世したことにし、家茂として第１４代征夷大将軍に即位させた。

 

※徳川家茂の猶子華頂宮博経親王（１８５１〜１８７６）と若き日の西園寺公望の画像。顔も似

ているし、足の組み方まで似ている。

 

斉信院（１８４９）※画像なし

西園寺公望（１８４９〜１９４０）　内閣総理大臣

小松原英太郎（１８５２〜１９１９）　第３代静岡県知事

小野田元熈（１８４８〜１９１９）　第６代静岡県知事

志波三九郎（１８５０〜１９０３）　第７代静岡県知事

 

長吉郎（１８５２〜１８５３）※画像なし

松平喜徳（１８５５〜１８９１）　徳川慶喜弟

中野二郎三郎（１８５３〜１９１８）　静岡事件首謀者※画像なし

 
中心人物は、中野二郎三郎、山岡音高らである。目標は政府顛覆であった。日本各地での一斉蜂

起が当初の目的であったが、政府による鎮圧が相次いだことから挙兵を断念し、少数の者による

大臣などの要人の暗殺に方針を転じた。



彼らは資金確保と組織の強化を目的とした銀行強盗を引き起こした。東京での要人暗殺計画は未

然に発覚し、関わったメンバーは逮捕された。司法当局は政治犯ではなく強盗犯として扱い、

1887年7月に被告25人に対し、最高で徒刑15年の判決が言い渡された。 静岡事件wikiより
 

池田輝知（１８６１〜１８９０）　池田慶徳次男

鈴木音高（１８６２〜１９２４）　静岡事件首謀者※画像なし

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
徳川慶喜の子

 

敬事（１８７１〜１８７２）※画像なし

正田貞一郎（１８７０〜１９６１）　日清製粉創業

 

池田仲博（１８７７〜１９４８）

米内光政（１８８０〜１８４８）　内閣総理大臣

小磯邦昭（１８８０〜１９５０）　内閣総理大臣

赤池濃（１８７９〜１９４５）　第１６代静岡県知事・警視総監

 
※顔は全く似ていないが、全員異母兄弟である。米内と小磯は慶喜の庶子だと考えられる。赤池

は米内と顔が似ているが同一人物ではないか。

 

徳川慶久（１８８４〜１９２２）　貴族院議員、第一銀行取締役、華族世襲財産審議会議長

石橋湛山（１８８４〜１９７３）　内閣総理大臣

伊東喜八郎（１８８２〜１９７７）　第２０代静岡県知事・警察官僚

長谷川久一（１８８４〜１９４５）　第２２代静岡県知事・第３６代警視総監

白根竹介（１８８３〜１９５７）　第２３代静岡県知事

阿部嘉七（１８８５〜１９５２）　第２６代静岡県知事

 
※いやいや慶久、喜八郎、白根、阿部は同じ顔ですよね。昔は現代に比べて写真技術や情報網が

未発達だったとはいえ、大胆としかいいようがない。名前を変えただけの全くの同一人物である

。ついでに長谷川と石橋は似ている。

 

徳川誠（１８８７〜１９６８）

芦田均（１８８７〜１９５９）　内閣総理大臣

鵜沢憲（１８８６〜？）　第２４代静岡県知事・警察官僚※画像なし



田中広太郎（１８８８〜１９６８）　第２５代静岡県知事

斎藤樹（１８８８〜１９５１）　第２７代静岡県知事

 
※誠は芦田均に良く似ている。斉藤と田中は似ているが、同一人物の可能性もある。一時期、徳

川慶久と徳川誠の兄弟が名前を変えて不正に静岡県知事を歴任していたことがわかる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
博恭王妃経子の子（徳川慶久の孫）

 

華頂博信（１９０５〜１９７０）

蜂須賀正氏（１９０３〜１９５３）　徳川慶喜４女蜂須賀筆子の子

正田英三郎（１９０３〜１９９９）　上皇后美智子父

 

伏見博英（１９１２〜１９４３）

竹山祐太郎（１９０１〜１９８２）　静岡県知事　任期１９６７〜１９７４※画像なし

紅林麻雄（１９０６〜１９６３）　静岡県警警部

山本敬三郎（１９１３〜２００６）　第４４〜４６代静岡県知事　任期１９７４〜１９８６※画

像なし

 
その一方で自身が担当した幸浦事件（死刑判決の後、無罪）・二俣事件（死刑判決の後、無罪）

・小島事件（無期懲役判決の後、無罪）・島田事件（死刑判決の後、無罪）の各事件で無実の者

から拷問で自白を引き出し、証拠を捏造して数々の冤罪を作ったと批判された。 紅林麻雄ｗｉｋ
ｉより

 
※伏見博英は紅林麻雄とくりそつである。たぶん、同一人物と見て間違いない。wikiを見て分かる
とおり、紅林麻雄は拷問を駆使した警部として悪名高い。その残忍な紅林麻雄の影武者である山

本敬三郎は、筆者が父の赴任先であるアメリカから日本に帰国（１９７７）してから、対人恐怖

になる１９８０〜１９８３年、そして高校二年生になるまで県知事を務めていた。

 
徳川慶光（１９１３〜１９９３）　徳川慶久の子

斉藤滋与史（１９１８〜２０１８）　第４７、４８代静岡県知事　任期１９８６〜１９９３

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
朝融王妃知子女王の子（徳川慶喜の曾孫）

 



久邇邦昭（１９２９）※画像なし

金嬉老（１９２８〜２０１０）　金嬉老事件首謀者

 
金が籠城する様子はテレビやラジオで実況中継され、関連していたとされる警察官がテレビに出

演するなどもした。連日各テレビ局のワイドショーは、人質被害者の安否や被害者家族の意向な

どお構いなしにスタジオから「ふじみや旅館」に独自に生電話を入れて視聴率を稼いだ。

一部のメディアは、銃を持って戸外を警戒している金に対し「金さん、ライフルを空に向けて射

ってくれませんか」と要望を出し、金が空に向かって数発、ライフルを乱射しているところをカ

メラで映して演出までした（のちに金本人が法廷陳述で一連のマスコミ報道の裏を暴露して不満

を表明している）。また金の本国である韓国でも大々的に報道され、金は殺人及び監禁犯である

にも拘らず「差別と戦った民族の英雄」として祭り上げられた。金嬉老事件wikiより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
田安徳川家第１０代当主徳川達成の孫

 

徳川雅子（１９３？）　田安徳川家第１１代当主徳川宗英の子※画像なし

上皇后美智子（１９３４）

 

松平宗紀（１９４０）　田安徳川家第１１代当主徳川宗英の子※画像なし

石川嘉延（１９４０）　第４９〜５２代静岡県知事　任期１９９３〜２００９

宋相現（１９４３）　国際刑事裁判所所長

袴田巌（１９３６）※画像なし

 
「有限会社王こがね味噌橋本藤作商店」（「株式会社王こがね味噌」を経て1972年から株式会社
富士見物産）専務の自宅が放火された。焼跡から専務（41歳）、妻（38歳）、次女（17歳）、長
男（14歳）の計4人の他殺死体が発見される。一家の中では別棟に寝ていた19歳の長女（一家から
勘当されて家を出ていたが、当日は久しぶりに家に戻っていた）が唯一生き残った。袴田事件wiki
より

 
※袴田事件の真犯人は、松平宗紀か影武者の石川氏、或いは両者が協力して事件を起こした可能

性がある。タナトスは、立派な大人になるための儀式として１０代の内に人間狩りを執り行う。

その際、冤罪要員として年齢が近い人間を選出する。哀れなことに、袴田氏は冤罪要員に選ばれ

たに過ぎない。石川嘉延氏は、筆者が大阪から静岡に帰郷（２０００）してから母を殺害（２０

０８）されるまでの間、県知事を務めていた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
越前松平家第２０代当主松平宗紀の子

 

松平照康（１９６？）※画像なし

令和天皇（１９６１）　第１２６代天皇

 

松平承昌（１９６？）※画像なし

秋篠宮文仁親王（１９６５）

 

松平聡子（１９７？）※画像なし

紀宮清子内親王（１９６９）　伊勢神宮宮司

細野豪志（１９７１）

 
※細野氏は女性の影武者を勤めていたため、ゲイなのだろう。タナトスの世界では良くあること

である。

 
 
 



乗如の一族〜フランス革命、ベトナム植民地、ブラジル帝国、ＹＭＣＡ、セブンスデー
・アドベンチスト教会、国際赤十字社、花粉症、ＡＩＤＳ

乗如（１７４４〜１７９２）

ペドロ３世（１７１７〜１７８６）　ブラガンサ朝第７代ポルトガル王

ジャン＝フランソワ・ルーベル（１７４７〜１８０７）　総裁政府総裁

 
日本：農民２０万人、関東で一揆（１７６５）

中国：山東、白蓮教の首領王倫の乱（１７７４）

日本：江戸の大火（１７８１）

フランス：マリー・アントワネット首飾り事件（１７８５）

日本：天明の打ちこわし（１７８７）

フランス：バスティーユ襲撃（１７８９）

中国：貴州、苗族の乱（１７９５）

中国：白蓮教の乱（１７９６）

 
※乗如は庶子の異母兄弟を動員し、影武者部隊を作って日本、ポルトガル、フランスに設置した

。乗如はポルトガルでは２７歳も逆にサバを読み、ペドロ３世を称した。その後、フランスに

赴き、ジャン＝フランソワ・ルーベルとなった。ジャコバン派に参加したエベールは、大谷ら

しく、下層民を指揮してバスティーユ襲撃を指揮した。

だが、総裁政府を築いたジャン＝フランソワ・ルーベルたちがロベスピエールらを処刑し、フラ

ンスを掌中にした。だが、英雄ナポレオンの登場で様子は一変する。これを見ていたウィリアム

・ピットは首相を退いていたにもかかわらず、ナポレオン皇帝誕生の５年後に第２次ピット内閣

を編成した。ナポレオンの勢いを何とか食い止めるためである。トラファルガーの海戦で勝利し

たものの、ウルムの戦い、アウステルリッツの戦いで大敗すると第三同盟は崩壊した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
※乗如の異母兄弟（影武者）

 

ルイ＝マリー・ド・ラ・ルヴェリエール＝レポー（１７５３〜１８２４）　総裁政府総裁

 

ポール・バラス（１７５５〜１８２９）　総裁政府メンバー

 
テルミドールのクーデターの首謀者の1人で総裁政府のリーダー格だった。その腐敗ぶりから「悪
徳の士」とよばれた。 ｗｉｋｉより
 



ジャック＝ルネ・エベール（１７５７〜１７９４）

 
※エベールはイヤなタナトスの一面を発揮し、マリー・アントワネットに近親相姦の汚名を着せ

、有罪判決と処刑を求め、恐怖政治の強化を主張した。しかし、仲間のロベスピエールやダント

ンはエベールをイヤなやつと考えていたようだ。エベールもロベスピエールやダントンを排除す

べく、同志に蜂起を呼びかけたが失敗している。一方、ダントン派のスポークスマンは、貧民の

味方として富裕層を攻撃していたエベールが、実際にはパリ在住の外国人銀行家と密な交流が

あり、「デュシェーヌ親父」を軍に大量購読させて巨額の利益を得ていたということを暴露す

ると、窮地に陥ったエベールは革命裁判にかけられ、ギロチン台の露と化した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ペドロ３世の子

 

ジョゼ（１７６１〜１７８８）

ジョゼフ・フーシェ（１７５９〜１８２０）　秘密警察・警察大臣

 
近代警察の原型となった警察機構の組織者で、特に秘密警察を駆使して政権中枢を渡り歩いた謀

略家として知られる。権力者に取り入りながら常に一定の距離を保って激動の時代を生き抜いた

人物であったとされ、「カメレオン（変幻自在の冷血動物）」の異名を持つ。ｗｉｋｉより

 

ジョアン６世（１７６７〜１８２６）

ジョルジュ・ムートン（１７７０〜１８３８）　七月王政指揮官

 
マリア・アナ・ヴィトリア・デ・ブラガンサ（１７６８〜１７８８）

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
マリア・アナ・ヴィトリア・デ・ブラガンサの子

 
 
ペドロ・カルロス・デ・ボルボーン（１７８６〜１８１２）※画像なし

ルイ・マチュー・モール（１７８１〜１８５５）　７月王政首相　任期１８３０、１８３６〜１

８３９

ウィリアム・ミラー（１７８２〜１８４９）　セブンスデー・アドベンチスト教会教祖

 
※ツーランに停泊、「ダナーンの戦い」を指揮。アメリカにも拠点を得るためにセブンスデー・



アドベンチスト教会を設けた。

 

カルロス・ホセ（１７８８）※画像なし

ヴィクトール・デ・ブログリー（１７８５〜１８７０）　７月王政首相　任期１８３５〜３６、

１８４７〜１８４８

アンリ・デュフール（１７８７〜１８７５）　国際赤十字社創設

ジョセフ・ベイツ（１７９２〜１８７２）　セブンスデー・アドベンチスト教会教祖

 
※フランス艦隊ツーラン港砲撃、「ダナーンの戦い」を指揮。また、デュフールに化けて家族で

あるデュナンたちと国際赤十字社を築いた。ブログリーとデュフールは良く似ている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョアン６世の子

 

ペドロ４世（１７９８〜１８３４）　ブラガンサ朝ポルトガル王・ブラジル帝国初代皇帝

レオナール・シャルネール（１７９７〜１８６９）　フランス海軍大将・コーチシナ総督

 
※シャルネールは「コーチシナ戦争」を指揮した。一方、ペドロ４世としてブラジル帝国の初代

皇帝に即位している。外部の血筋だったため、ブラガンサ家と衝突し、ブラジルを自分の手にし

たかったのだろう。

 

ミゲル１世（１８０２〜１８６６）

ルイ・アドルフ・ボナール（１８０５〜１８６７）　コーチシナ総督

テオドール・モノアール（１８０６〜１８６９）　国際赤十字社創設

 

マリア・ダ・アスンサン（１８０５〜１８３４）※画像なし

シャルル・レゴール（１８０７〜１８７３）　フランス海軍大将

テオジニー・フランソワ・ペイジ（１８０７〜１８６７）　コーチシナ総督　任期１８６０〜１

８６１

 
※レゴールはマリアの影武者として生まれた。その後独立し、フランス海軍大将として「コーチ

シナ戦争」を指揮し、ベトナムを侵略した。一方、モノアールに化けて家族たちと国際赤十字社

を創設した。

 

アナ・デ・ジェズス・マリア・デ・ブラガンサ（１８０６〜１８５７）

ジュール・グレヴィ（１８０７〜１８９１）　フランス大統領　任期１８７９〜１８８７



マルタン・デュモラール（１８１０〜１８６２）　異常性愛シリアルキラー（少女・女性１２人

）

 
※グレヴィはアナの影武者として生まれた。その後独立すると、「トンキン戦争」「清仏戦争」

を指揮、任期中にベトナムをフランス領にし、植民地化した。フランスがインドシナ半島を侵略

したといわれるが、侵略したのはグレヴィという東本願寺門主乗如の子孫である。侵略者なだけ

に顔が怖い。乗如も顔が怖いが、隔世遺伝かもしれない。

しかし、顔が怖いのもそのはず。彼の正体は少女や女性を狩ってきた異常性愛シリアルキラー、

マルタン・デュモラールだからだ。一見、顔は恐ろしく見えるが、恐らくデュモラールはただの

無学な農夫で冤罪だろう。顔の怖さに於いては、どう考えてもグレヴィの方が勝っている。

デュモラールのケースはグレヴィが首相に就任する２０年近くも前の１８６１年に終焉を迎えて

いるが、グレヴィの顔からすると、どうも世に知られていないだけで、首相時代にも隠れて少女

や女性を殺していたと考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブラジル皇帝ペドロ１世の子

 

マリア２世（１８１９〜１８５３）※画像なし

ルイ・アッピア（１８１８〜１８９８）　国際赤十字社創設

ジョージ・ウィリアムズ（１８２１〜１９０５）　キリスト教青年会（ＹＭＣＡ）創設

ジェームズ・ホワイト（１８２１〜１８８１）　セブンスデー・アドベンチスト教会教祖

 
※ＹＭＣＡは赤十字社を築いた異母兄弟たちとは連合し、ウィリアムズはルイ・アッピアに化け

て国際赤十字社の創設に協力している。赤十字とは「血塗れの十字架」である。

 

ペドロ２世（１８２５〜１８９１）　ブラジル帝国第２代皇帝

アンリ・デュナン（１８２８〜１９１０）　国際赤十字社創設

Ｊ・Ｎ・アンドリュース（１８２９〜１８８３）　セブンスデー・アドベンチスト教会教祖

 
糖尿病に冒されたペドロ2世は次第に統治能力を失った。外遊中に、国民に不人気であったが摂政
を務めていた長女イザベルが、奴隷解放令に署名したために地主の支持を完全に失い、戦争で力

をつけた軍部のクーデターにより、1889年にペドロ2世は廃位された。 ｗｉｋｉより
 
※コーチシナ総督シャルネールの子であるデュナンの名の由来はダナーン（ベトナム）である。

ダナーン＝デュナーン＝デュナンとなる。東本願寺門主乗如の子孫が国際赤十字社を築いたとい

うことは、赤十字社は悪の巣窟である。



９１１や地下鉄サリンの時でもそうだったが、彼らは、被災者を救うフリをして殺している。９

１１や地下鉄サリンの時は、被害者の数次第で敵（イスラム教、オウム真理教）を悪党呼ばわり

することが出来るので、助かる人もわざわざ殺し、被害者数を人工的に増やした。

治療のフリをして殺す。救助活動、医療活動は第三者の目から見て殺人には見えない。というこ

とは、人を殺したいのなら救助のふりや医療のふりが一番だということになる。本願寺の一族は

、人殺しに見えない名前、容姿、発言を非常に重視している。誰が見ても善としかいいようがな

い装いをしていれば、悪党呼ばわりするものを逆にキチガイ扱いして公的に退けることが出来る

のだ。国連もそうだが、赤十字はまさにその権化だ。

 

ペドロ・デ・アルカンターラ・ブラジレイロ（１８２５）※画像なし

デオドロ・ダ・フォンセカ（１８２７〜１８９２）　ブラジル初代大統領

ギュスターヴ・モワニエ（１８２６〜１９１０）　国際赤十字社創設

ウィリアム・ブース（１８２９〜１９１２）　救世軍創設

 
※ペドロ１世の子ペドロ・デ・アルカンタラとして生まれたが、早世したことにしてフォンセカ

として育った。成長したフォンセカは、異母兄弟であるペドロ２世を廃位してブラジル初代大統

領就任した。フォンセカの影武者であるモワニエはペドロ２世の影武者であるデュナンと組んで

赤十字社を創設した。また、フォンセカはウィリアム・ブースに化けて救世軍を築いた。４人と

も顔が良く似ている。

 

マリア・イザベル・デ・アルカンターラ・ブラジレイロ（１８２７〜１８２８）※画像なし

エレン・Ｇ・ホワイト（１８２７〜１９１５）　セブンスデー・アドベンチスト教会教祖

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ブラジル皇帝ペドロ２世の子孫（極悪カルト「血塗れの十字架」の末裔）

 

ペドロ（１８４８〜１８５０）　ペドロ２世の子※画像なし

北里柴三郎（１８５３〜１９３１）　医学博士

ジョン・フランシス・クイーニー（１８５９〜１９３３）　モンサント社創業

 
※ペドロ２世の遺伝子を欲した日本人女性が優性遺伝子ブリーダーによって北里を生んだ。モン

サント創業者クイーニーとは異母兄弟となる。

 

ペーター・アウグスト（１８６６〜１９３４）　ペドロ２世の孫（レオポルディナの子）

ドミトリー・イワノフスキー（１８６４〜１９２０）　インフルエンザウィルス発見

 



※イワノフスキー博士はインフルエンザウィルスを作った。作ったといっても細菌兵器を作った

わけではなく、名前と設定を作っただけである。彼が作った設定がさまざまに踏襲され、亜流を

作り続けている。

 

ペドロ・ダ・アルカンタラ（１８７５〜１９４０）　ペドロ２世の孫（イザベルの子）※画像な

し

野口英世（１８７６〜１９２８）　医師、細菌学者

 
※ペドロ２世の遺伝子を欲した日本人女性が優性遺伝子ブリーダーによって野口を生んだ。野口

英世の伝記を小さい頃に読んだが、全部ウソなのだろう。貧乏な農家の出という生い立ちは、出

自を隠すためのウソである。

 

ペドロ・エンリケ（１９０９〜１９８１）　ペドロ２世の曾孫（ルイス・マリアの子）※画像な

し

アンリ（１９０８〜１９９９）　パリ伯

 

ヨゼフィーネ（１９１１〜１９９７）　ペドロ２世の曾孫（ルートヴィヒ・ガストンの子）※画

像なし

ピエール・プランタール（１９２０〜２０００）　シオン修道会総長

フィリップ・ド・シェリセイ（１９２３〜１９８５）　シオン修道会※画像なし

 
※シオン修道会には１９９３年当時の首相エドゥアール・バラデューも関与していた。そのた

めミッテラン大統領が捜査に乗り出した。これは故国フランスに勢力圏を拡大したい東本願寺門

主乗如の一族（シオン修道会）と東本願寺門主宣如の一族（フランス大統領）の勢力争いだった

。

 

アンリ・フィリップ・ピエール・マリー（１９３３）　ペドロ２世曾孫（パリ伯アンリの子）

リュック・モンタニエ（１９３２）　エイズウィルス発見

斎藤洋三（１９３３）　スギ花粉症発見

エドゥアール・バラデュール（１９２９）　第１４代フランス首相

 
※モンタニエ博士は、下のギャロと共にエイズウィルスを作った。「エイズを作った」といって

も名前と設定を考えたのみである。ＳＦマンガの原作者、ＳＦ映画の脚本家のようなものだ。斎

藤洋三はスギ花粉症発見者である。つまり、花粉症の創作者であり、設定と名称を考えた。

マツザイセンチュウを殺すために撒いている殺虫剤が花粉症の正体である。それを証明するよ

うに、農薬散布用マスクをしていると花粉症にならない。斎藤洋三の母親はブラジル皇帝ペドロ

２世の末裔の遺伝子を所望し、優性遺伝子ブリーダーに世って斎藤を儲けた。



 

アンヌ・マルグリット・ブリジッタ・マリー（１９３８）　ペドロ２世曾孫（パリ伯アンリ

の子）※画像なし

ロバート・ギャロ（１９３７）　エイズウィルス発見

 
※エイズで死んだ患者は、みな恐ろしい化学薬品投与で死んでいるに過ぎない。それでもエイズ

と診断されていれば、エイズで死んだように見えるものだ。うっ、ギャロ博士の肩に霊が・・・

 

チボー・ルイ・ドニ・ウンベール・マリー（１９４８〜１９８３）　ペドロ２世曾孫（パリ伯ア

ンリの子）※画像なし

ピーター・ピオット（１９４９）　エボラウィルス発見

 
※ピオット博士は「エボラウィルス」を作った。エボラを作ったといっても細菌兵器を作ったわ

けではなく、ネーミングと設定を考えただけである。実際にそんなウィルスを作ることはもとも

と不可能だが。存在しないものを存在するとウソをつくことは、すべての局面を容易にコントロ

ール下に置くことが出来るということなのだ。エボラに纏わるエピソードはすべて、ただのウソ

である。

エボラの症状で死んだ人々は、実際には危険な化学薬品投与で死んでいる。一旦エボラ感染を宣

告されれば毒を盛って殺してもエボラで死んだことになる。例え、殴り殺してもエボラで死んだ

ことになるものだ。不治の病の名前と設定は、人を殺すのに非常に便利なものだ。

 
 
 



達如の一族〜復古神道、尊皇攘夷、天理教、金光教、神社本庁、日本社会党、講談社、
日本会議、ヒカルランド

達如（１７８０〜１８８５）

平田篤胤（１７７６〜１８４３）

会沢正志斎（１７８２〜１８６３）　水戸学藤田派

有栖川宮韶仁親王（１７８５〜１８４５）　有栖川宮第７代当主（有栖川宮織仁親王の子）

 
朝鮮：疫病大流行（１７９９）

朝鮮：辛酉の獄（１８０１）

朝鮮：平壌大火（１８０３）

日本：豊後百姓一揆（１８１２）

中国：天理教徒の乱（１８１３）

朝鮮：済州の乱（１８１３）

朝鮮：疫病大流行（１８１５）

朝鮮：疫病流行数万人死亡（１８２１）

日本：長州藩天保の大一揆（１８３１）

中国：福建・台湾の乱（１８３２）

中国：四川、蕃匪の乱（１８３３）

朝鮮：疫病流行（１８３４）

日本：佐渡農民一揆（１８３８）

朝鮮：己亥の獄（１８３９）

朝鮮：晋州の農民暴動（１８６２）

朝鮮：丙寅の邪獄（１８６６）

朝鮮：全羅道の農民武装蜂起（１８６９）

朝鮮：忠清道農民の蜂起（１８７８）

朝鮮：農民暴動拡大（１８８３）

 
※達如も、白人列強に獲られる前にと、乗如のやったことを踏襲し、悪党を総動員して中国や李

氏朝鮮で疫病、一揆を繰り返し指揮している。日本国内でも頻繁に農民一揆を指揮し、一方では

、平田篤胤として神道を研究。後の大谷光勝による明治維新、大日本帝国建国を成功に導くため

の下地慣らしを実施した。篤胤に扮していた頃、達如は天狗にさらわれた後に家に帰ってきた寅

吉に面会し、神隠しの最中、何が起きたのか詳細に聞き、書き記している。宇宙人（科学の種族

）を知っている大谷は、最大の敵である彼らの情報を得るべく寅吉に会いに行ったと考えられる

。寅吉の情報を得るあたりは、大谷の情報網の規模の大きさ、底の深さ、厚みを感じる。浄土真

宗信者とは大谷の操り人形であり、城壁でありながら、目でもあり、耳でもあるのだ。達如は、

他にも会沢正志斎に化けていた。



 
※平田篤胤の異母兄弟（影武者）

 

舜仁法親王（１７８９〜１８３１）　有栖川宮織仁親王の子※画像なし

井上正鐵（１７９０〜１８４９）　禊教教祖

 

尊超入道親王（１８０２〜１８５２）

碧川好尚（１８０７〜？）　国学者※画像なし

生田万（１８０１〜１８３７）　国学者※画像なし

大原重徳（１８０１〜１８７９）　公家

 
※「生田万の乱」を指揮して桑名藩を襲撃した。実際には一向一揆と同じもので「大塩平八郎

の乱」のように正義のためのものではなかった。桑名藩に浄土真宗になびかない者がいたので排

除することが主な目的である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
平田篤胤（有栖川宮韶仁親王）の子

 

平田鐵胤（１７９９〜１８８０）※画像なし

羽田野敬雄（１７９９〜１８８２）

 

有栖川宮幟仁親王（１８１２〜１８８６）　神道事務局総裁

平山省斎（１８１５〜１８９０）　神道大成教教祖

香取源七/赤沢文治/金光大神（１８１４〜１８８３）　金光教教祖兄
 

西園寺公潔（１８１８〜１８３６）※画像なし

本田親徳（１８２２〜１８８９）　本田霊学

枝吉神陽（１８２２〜１８６２）　義祭同盟盟主

島義勇（１８２２〜１８７４）　義祭同盟メンバー

香取繁右衛門（１８２３〜１８８９）　金光教教祖※画像なし

 
※枝吉と本田と島は同一人物だった可能性が高い。危険が迫ると他人に偽装し、潜伏して難を逃

れた。鮮明な写真がない時代だからこそ可能なことでもあった。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 



喬子女王の子（有栖川宮韶仁親王の孫）

 

徳川慶昌（１８２５〜１８３８）※画像なし

久邇宮朝彦親王（１８２４〜１８９１）　公家

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
平田篤胤（有栖川宮韶仁親王）の孫、気吹舎門人はみな平田篤胤の孫

 

平田延胤（１８２８〜１８７２）※画像なし

藤田東湖（１８２６〜１８５５）　水戸学藤田派

岩下方平（１８２７〜１９００）　神道事務局副総裁

伊藤六郎兵衛（１８２９〜１８９４）　丸山教教祖

 

師岡正胤（１８２９〜１８９９）　気吹舎門人・国学者※画像なし

副島種臣（１８２８〜１９０５）　副総理大臣・義祭同盟メンバー

新田那光（１８２９〜１９０２）　神道修成派教祖

島崎正樹（１８３１〜１８８６）　気吹舎門人・国学者、島崎藤村の父※画像なし

 
※副島と新田は同一人物である。

 

角田忠行（１８３４〜１９１８）　気吹舎門人・国学者、神官※画像なし

大木喬任（１８３２〜１８９９）　枢密院議長・義祭同盟メンバー

江藤新平（１８３４〜１８７４）　義祭同盟メンバー

飯降伊蔵（１８３４〜１９０７）　天理教教祖側近

 
※江藤の朝臣としての正式な名のりは平胤雄（たいら の たねお）であるが、これは先祖である平
田篤胤に因んでいる。江藤は大木喬任の影武者でもあった。或いは同一人物か。鼻と口が良く似

ている。

 

大原重実（１８３３〜１８７７）　公家※画像なし

佐野経彦（１８３４〜１９０６）　神理教教祖

稲葉正邦（１８３４〜１８９８）　神道大教教祖

 
※佐野と稲葉は同一人物の可能性が高い。

 

相楽総三（１８３９〜１８６８）　気吹舎門人・国学者、赤報隊隊長※画像なし



久米邦武（１８３９〜１９３１）　佐賀藩士・義祭同盟メンバー

芳村正秉（１８３９〜１９１５）　神習教教祖

 
※久米と芳村は同一人物である。

 
稲垣千穎（１８４５〜１９１３）　気吹舎門人・国学者

金光萩雄（１８４９〜１９１９）　金光教初代管長

 

貞愛親王妃利子女王（１８５８〜１９２７）※画像なし

尾崎行雄（１８５８〜１９５４）　世界連邦建設同盟（現、世界連邦運動協会）初代会長

川面凡児（１８６２〜１９２９）　神道家

佐藤範雄（１８５６〜１９４２）　金光教学院創立者※画像なし

 
※貞愛親王妃利子女王の影武者として生まれた尾崎はその後、独立して神道家の川面凡児を演じ

ていた。尾崎と川面は同一人物と考えられる。尾崎は、当選回数・議員勤続年数・最高齢議員記

録と複数の日本記録を有することから「憲政の神様」「議会政治の父」と呼ばれている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
久邇宮朝彦親王の子

 

賀陽宮邦憲王（１８６７〜１９０９）

島崎友弥（１８６８〜１９１１）　島崎藤村三兄※画像なし

廣池千九郎（１８６６〜１９３８）　公益財団法人モラロジー研究所

中田重治（１８７０〜１９３９）　日本ホーリネス教会教祖

 

久邇宮邦彦王（１８７３〜１９２９）

島崎藤村（１８７２〜１９４３）　小説家

浅野和三郎（１８７４〜１９３７）　日本心霊科学協会教祖※画像なし

竹内巨麿（１８７５〜１９６５）　竹内文書、皇祖皇太神宮天津教教祖

高野岩三郎（１８７１〜１９４９）　日本社会党起草委員

酒井勝軍（１８７４〜１９４０）　キリスト教伝道者、日ユ同祖論者

 
※作家島崎藤村は久邇宮邦彦王の影武者として生まれた。謎の「竹内文書」は、神道に憧れてい

た島崎藤村の創作ではなかったか。

 

懐子女王（１８７９〜１８８０）　第７王女



鬼倉足日公（１８７９〜１９６０）　すめら教教祖

金光攝胤（１８８０〜１９６３）　金光教三世管長※画像なし

 
※当初、男子として生まれたが女子にした。だが、結局早世したことにして潜伏しながら育て、

懐子女王は鬼倉足日公として成長し、すめら教教祖となった。

 

織田純子（１８８５〜１９１２）※画像なし

長沼妙佼（１８８９〜１９５７）　立正佼成会脇祖

 

東久邇宮稔彦王（１８８７〜１９９０）　内閣総理大臣

賀川豊彦（１８８８〜１９６０）　農協創設・イエス団教祖

友清歓真（１８８８〜１９５２）　神道天行居教祖

森戸辰男（１８８８〜１９８４）　日本社会党起草委員

金光家邦（１８８８〜１９８８）　金光教二世管長※画像なし

 
※上の３人はすめら教教祖鬼倉足日公の子である。賀川と友清は東久邇宮稔彦王の影武者として

生まれたが、影武者の地位を飛び出して新宗教の教祖となった。

 

朝香宮鳩彦王（１８８７〜１９８１）

片山哲（１８８７〜１９７８）　内閣総理大臣

西尾末広（１８９１〜１９８１）　日本社会党

 
※朝香宮鳩彦王は、南京大虐殺に関わったとされている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
賀陽宮邦憲王の子

 

由紀子女王（１８９５〜１９４６）

 
※娘の佐和子がのちに講談社に侵入し、講談社を乗っ取る。

 

賀陽宮恒憲王（１９００〜１９７８）

庭野日敬（１９０６〜１９９９）　立正佼成会教祖

吉岡太十郎（１９０５〜１９８７）　祖神道教団教祖※画像なし

正井頎益（１９０７〜１９７０）　古神道仙法教教祖※画像なし

力久辰斎（１９０６〜１９７７）　善隣教教祖



 

武彦王妃佐紀子女王（１９０３〜１９２３）

保積史子（１９０８〜２００３）　大和教団教祖

 

町尻登喜子（１９１７）　由紀子女王の長女※画像無し

安西愛子（１９１７〜２０１７）　歌手・ミニ政党「太陽の会」創設、日本福祉党顧問、日本会

議副会長

　

ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
久邇宮邦彦王の子

 

東伏見慈洽（１９１０〜２０１４）

成田知巳（１９１２〜１９７９）　日本社会党最高幹部

金光鑑太郎（１９０９〜１９９１）　金光教四世管長※画像なし

野間省一（１９１１〜１９８４）　講談社第４代社長

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
東久邇宮稔彦王（影武者友清歓真）の子

 

朝比奈宗源（１８９１〜１９７９）　臨済宗円覚寺派貫主・日本会議

谷口雅春（１８９３〜１９８５）　生長の家教祖・日本会議

丸山敏雄（１８９２〜１９５１）　倫理研究所教祖※画像なし

 
※上の朝比奈と谷口は神道天行居教祖友清歓真の子で間違いない。優性遺伝子ブリーダーによっ

て儲けられた。顔が良く似ている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
東久邇宮稔彦王の子

 

盛厚王（１９１６〜１９６９）　第一王子

谷口清超（１９１９〜２００８）　生長の家二代目総裁

村山富市（１９２４）　社会民主党党首、内閣総理大臣

清水馨八郎（１９１９）　地理学者、理学博士「侵略の世界史」著者



 
※谷口清超、村山富市は盛厚王の影武者である。村山は盛厚王本人ではないか？また、清超は眉

毛が普通なだけで、顔自体が２人によく似ている。清水は、３人とは顔は似ていないが影武者と

して生まれた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
久邇宮朝融王の子（久邇宮邦彦王の孫）

 
通子女王（１９３３）

橘カオル（１９３４）　ワールドメイト開祖

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
盛厚王の子（東久邇宮稔彦王の孫）

 

東久邇信彦（１９４５〜２０１９）※画像無し

福永法源（１９４５）　法の華教祖、よろこび家族の和＝天華の救済教祖

又市征治（１９４４）　社会民主党党首

長尾一紘（１９４２）　中央大学名誉教授、改憲支持派

 
※福永氏と又市氏は顔が非常に良く似ている。同一人物のようだが、たぶん、異母兄弟だろう。

福永氏が本体で、又市氏は影武者として生まれた。

 

東久邇秀彦（１９４９）

深見東州（１９５１）　ワールドメイト教祖

 

東久邇真彦（１９５３）

吉田忠智（１９５６）　社会民主党党首

MASAYA（１９５７）　レムリアアイランドレコード教祖
八木秀次（１９６２）　法学者、麗澤大学経済学部教授、改憲支持派

 
※MASAYAはXジャパンのtoshiを洗脳したことで話題を撒いた。本職はヒーリングミュージック
のプロデューサーだというが、そこはまさにヒカルランドと繋がっている。

 

寺尾厚彦（１９６６）

張勝植（１９６６）　ヒカルランド系の作家、陰謀論者



 
※満州王族の末裔だとか、フリン氏お墨付きのQアーミージャパンだとか、先方が黙っているから
何とか成立している弱いウソを披露している。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
賀陽宮邦憲王の孫

 
賀陽章憲（１９２９〜１９９４）

小松神擁（１９２８）　神命愛心会教祖

 

賀陽宗憲（１９３５〜２０１７）※画像なし

高橋弘二（１９３８〜２０１５）　ライフスペース教祖

渕上貞雄（１９３７）　社会民主党幹事長

野間惟道（１９３７〜１９８７）　講談社第５代社長※画像無し

西修（１９４０）　駒澤大学名誉教授、改憲支持派

 

賀陽健憲（１９４２〜２０１７）※画像なし

江田五月（１９４１）　立憲民主党

田中恆清（１９４４）　神社本庁総長・日本会議副議長

板垣英憲（１９４６）　ジャーナリスト

 
※兄弟だけに、高橋弘二と田中恆清は良く似ている。板垣は陰謀論者としてガセネタばかり流し

、陰謀マニアをぬか喜びさせることでダメージを与えている。また、板垣は野間省伸の実父の可

能性がある。

 

野間佐和子（１９４３〜２０１１）　講談社第６代社長

 
※早くして亡くなっているのでそれほど悪い人ではないようだ。出版業界では、無名の新人の作

品をパクるのは日常茶飯事だが、講談社の一部では、漫画家を目指す才能ある人物が寝ている間

に催眠術をかけ、寝ている間に漫画などを描かせている。そうすることで、アガリを作者に渡

さず、全部自分の懐に入れるという人道を無視した所業を展開している。例え、寝ている間にヒ

ット作をモノにしている才能ある人物が、覚醒している時に持ち込みで講談社を訪れても門前払

いである。恐ろしいことだ。これがほんとの寄生獣だ。佐和子氏はその大いなる腐敗にメスを入

れようとし、消された可能性も高い。

 

野間省伸（１９６９）　講談社第７代社長



阿部渉（１９６７）　ＮＨＫアナウンサー

 
※この人物に関しては多くは語るまい。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
多羅間俊彦の子（東久邇宮稔彦王の孫）

 

多羅間稔彦（１９５９？）※画像無し

石井健資（１９５９？）　株式会社ヒカルランド代表取締役社長

 
※大谷光淳先生の影武者である２ちゃん首領西村博之と共にＱアーミージャパンの指揮者の一人

と考えられる。Ｑアーミージャパンのストーリーはヒカルランドが好むテーマである。２ちゃん

を管理する本願寺の血筋の工作員やヒカルランドに参加している本願寺の血筋の小粒な作家たち

がＱアーミージャパンの正体だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
東久邇信彦の子（盛厚王の孫）

 

東久邇征彦（１９７３）※画像無し

関暁夫（１９７５）　都市伝説芸人

 
※こうして整理して並べてみると、いかがわしい人間はみな達如の一族だということが分かる。

 
 
 



大谷光勝の一族〜興宣大院君、明治天皇、吉田茂、ビアフラ共和国、ソンミ村虐殺、
CONVIVR、ジョン・レノン暗殺、コリン・パウエル、コンドリーザ・ライス、トニー
・ブレア

大谷光勝（１８１７〜１８９４）　第２１代東本願寺門主

興宣大院君（１８２０〜１８９８）

吉田東洋（１８１６〜１８６２）

 

※丙寅洋擾（１８６６）キリスト教徒の惨殺現場。興宣大院君が指揮した。

 
朝鮮：晋州の農民暴動（１８６２）

日本：生麦事件（１８６２）島地黙雷と影武者（大隈重信、山縣有朋）が従事

朝鮮：丙寅教獄（１８６６）

朝鮮：ジェネラル・シャーマン号事件（１８６６）

朝鮮：丙寅洋擾（１８６６）

日本：ええじゃないか（１８６７）

日本：明治維新（１８６８）

朝鮮：全羅道の農民武装蜂起（１８６９）

朝鮮：辛未洋擾（１８７１）

朝鮮：閔升鎬邸宅火災（１８７４）

朝鮮：閔升鎬一家爆殺（１８７４）

日本：高橋お伝による殺人事件（１８７６）

日本：西南の役（１８７７）

日本：天理教弾圧、教祖中山みき拘留・拷問（１８８７）

日本：大日本帝国憲法・皇室典範発布（１８８９）

朝鮮：日本軍、漢城に入る（１８９３）

 
※明治の苗字必須により、東本願寺では大谷光勝のときから「大谷」の名を名乗り始めた。大谷

の名の由来はTANATOS（タナトス）の反対SOTANATのOTANAである。OTANA＝オータナ＝大



谷となる。

東本願寺第二十一代門首。光勝は、李氏朝鮮の皇帝高宗の父、興宣大院君でもあった。庶子の異

母兄弟が影武者として投入されていたため、顔が良く似ている。興宣大院君は、宿敵イエズス会

の志を継承している朝鮮人キリスト教徒を根絶やしにするため、丙寅教獄を指揮した。これに

より、８０００人のキリスト教信者が処刑された。

光勝は、日本でも江戸時代当時に近畿、四国、東海地方の日本人を操り「ええじゃないか」を指

揮した。ええじゃないかは、現在の浄土真宗信者たちの安倍政権支持と似ている。大勢の人間、

日本仏教の信者のように１億人近い人々が、良くないものを「良い」といえば良く見えるものだ

。光勝は、当時でさえ、約数千万人の信者を自由自在に操ることができた。日本のラジコンマ

スターである。

更に、光勝は尊皇攘夷の勢力を統一すべく、土佐に乗り込んで吉田東洋として土佐勤皇党を支配

下に置こうと試行錯誤したが、道皇帝の子である武市半平太の指示によって暗殺された。と、さ

れているが、実際に死んだのは影武者だ。光勝本体はその後、３０年も生きた。

 
「ええじゃないか」は、日本の江戸時代末期の慶応3年（1867年）8月から12月にかけて、近畿、
四国、東海地方などで発生した騒動。「天から御札（神符）が降ってくる、これは慶事の前触

れだ。」という話が広まるとともに、民衆が仮装するなどして囃子言葉の「ええじゃないか」等

を連呼しながら集団で町々を巡って熱狂的に踊った。

伊勢神宮に御札が降るおかげ参りと違い、ええじゃないかの御札は地域で信仰されている社寺の

御札が降ったため、現地で祭祀が行われる事が多かった。降札があると、藩に届け出た上で屏風

を置く、笹竹で家を飾る、酒や肴を供えるなどして町全体で札を祀った。名古屋の場合、降札後

の祭事は7日間に及び、その間は日常生活が麻痺した。ええじゃないかwikiより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
興宣大院君の子

 

李載冕（１８４５〜１９１２）※画像無し

吉田健三（１８４９〜１８８８）

陸奥宗光（１８４４〜１８９７）　伊藤博文内閣外務大臣

 
1866年にイギリス軍艦でイギリスへ密航し、2年間、同国に滞在して西洋の新知識を習得した。
1868年に帰国。一時新潟に居住するが、のち横浜に移って英国商社・ジャーディン・マセソン商
会横浜支店（英一番館）の支店長に就任し、日本政府を相手に軍艦や武器、生糸の売買でめざま

しい業績をあげる。3年後には同社を退いて起業し、慰労金1万円を元手に様々な事業を展開する
。英学塾を皮切りに、翌1872年には東京日日新聞の経営に参画。さらには醤油の醸造業や電灯会
社の設立、ビールやトタン、フランネルの輸入など、実業家としての頭角を顕して横浜有数の富



豪に成長した。 吉田健三wikiより
 

高宗（１８５２〜１９１９）　初代大韓帝国皇帝

明治天皇（１８５２〜１９１２）　孝明天皇養子

吉田正春（１８５２〜１９２１）　吉田東洋の子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
理宮（１８６１〜１８６２）　孝明天皇第四皇女

大谷梭子（１８６１〜？）　大谷光勝の子

佐藤茂世（１８６４〜？）　佐藤一郎妻

 
※茂世は１４歳のときに吉田健三の子、茂を産んだ。「茂」の由来は母親の「茂世」である。２

９歳の吉田健三は、１４歳の異母妹を妊娠させたわけだが、そこに竹内綱が助け舟を出し、茂を

養子にすることでスキャンダルを回避させた。

歴史上、茂は竹内綱がどこかの芸者に産ませた子だとされている。だが、実際にはややこしいこ

とに、実父の竹内綱がじつは茂の養父であり、養父とされている吉田健三が実父なのだ。昔は、

位の高い男がどこかの女に生ませた実の子供を、養子という形で家に迎えることも多かった。茂

世はのちに佐藤一郎と結婚し、岸信介と佐藤栄作を生んでいる。つまり、吉田茂、岸信介、佐藤

栄作は異父兄弟である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
明治天皇の子

 

建宮敬仁親王（１８７７〜１８７８）　明治天皇第二皇子

大谷勝信（１８７８〜？）　大谷光勝の子※画像無し

吉田茂（１８７８〜１９６７）　吉田健三と佐藤茂世の子（内閣総理大臣）

 
※上の写真は、両方とも吉田茂の写真だが、同一人物に見えない。恐らく、影武者（左）が死ん

だため、本体（右）がじきじきに出てきたのだろう。タナトスの未来を明るく照らす悪の首領と

して、没落の危機にあった世界中のタナトス一族に尊敬された茂は、優性遺伝子ブリーダーによ

って多くの子孫を世界に残し、世界の人々に迷惑をかけている。

 

満宮輝仁親王（１８９３〜１８９４）　明治天皇第五皇子※画像なし

大谷高（１８９９〜？）　大谷光勝の孫※画像なし

ジョン・スナイダー（１８９５〜１９８５）　ハリー・トルーマン内閣



 
※黒い悪魔コリン・パウエルの父

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
吉田茂の子

 

吉田健一（１９１２〜１９７７）　

鈴木善幸（１９１１〜２００４）　内閣総理大臣

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
成久王妃房子内親王の子（明治天皇の孫）

 

多恵子女王（１９２０〜１９５４）

ジャン＝ベデル・ボカサ（１９２１〜１９９６）　中央アフリカ共和国大統領

 
１９６５年12月、ダッコ大統領の従兄弟で当時国軍の参謀総長だったジャン＝ベデル・ボカサ中
佐による軍事クーデターが起こり、ダッコ政権が転覆。１９６６６年1月、ボカサ中佐が大統領に
就任し独裁政治を始めた。１９７０年10月、ジャン＝ベデル・ボカサ大学開校。１９７２年にボ
カサ大統領が終身大統領を宣言し１９７６年12月、ボカサ大統領により中央アフリカ共和国に帝
政を敷くことが決定された（中央アフリカ帝国）。１９７７年12月4日、贅を尽くしたフランス風
の戴冠式を行い中央アフリカ帝国初代皇帝ボカサ一世を称する。（「黒いナポレオン」）。ボカ

サwikiより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
李垠の子

 

李晋（１９２１〜１９２２）※画像無し

都井睦雄（１９１７〜１９３８）　津山３０人殺し

ハシブ・ベン・アマル（１９２４〜２００８）　チュニジア人権擁護連盟

 
※ハシブ・ベン・アマルは都井睦雄にくりそつである。どうやら、都井は津山３０人殺しで顔と

名前を貸しただけで、死んだことにして潜伏し、日本を離れてチュニジアに渡っていたようだ。

津山３０人殺しで自殺したとされている都井の遺体だが、これは他人（誰？）なのだろう。

 



李玖（１９３１〜２００５）※画像無し

オスカル・ウンベルト・メヒア・ビクトレス（１９３０〜２０１６）　グアテマラ軍事政権大統

領

姚文元（１９３１〜２００５）　四人組

チュクエメカ・オジュク（１９３３〜２０１１）　ビアフラ共和国大統領

ジョナス・ザウィンビ（１９３４〜２００２）　アンゴラ全面独立民族同盟

 
※ビクトレスはエフライン・リオス・モントの後を継ぎ、グアテマラに軍事政権を敷いた。オジ

ュクとザウィンビの２人は同一人物と考えられる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
北白川宮永久王の子（明治天皇曾孫）

 

北白川道久（１９３７〜２０１８）　

亀井静香（１９３６）　菅内閣総理補佐官

原中勝征（１９４０）　日本医師会会長

 
※笑顔で親しげに話しかけてくる人間を人はなかなか「敵だ」と認識できない。疑うことさえで

きないものだ。それが敗北を呼び込む一陣の風となる。亀井氏は現在、本願寺の負けを肌で感じ

取り、イチ早く抜け出そうと自然エネルギーの分野に足場を固めようとしている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジョン・スナイダー（満宮輝仁親王）の子

 

Edith Cook "Drucie" Snyder（１９２５〜１９９９）※画像なし
コリン・パウエル（１９３７）　ブッシュ政権閣僚

コフィ・アナン（１９３８）　国連事務総長

ジャック・ディオウフ（１９３８）　国際連合食糧農業機関代表

 

※イラク戦争関連の写真。パウエルの指揮で村の人々が虐殺されている。

 
ジョージ・H・W・ブッシュ政権下の1989年に、アフリカ系アメリカ人初のアメリカ軍制服組トッ
プである統合参謀本部議長（1989年 - 1993年）に就任し、パナマ侵攻や湾岸戦争の指揮を執った
。コリン・パウエルwikiより
 



※ウソをつくための権威。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
朝香孚彦の子（明治天皇曾孫）

 

鈴木冨久子（１９４１〜２００９）※画像なし

ゲイル・オムヴェット（１９４１）　インド人権活動家

 

誠彦王（１９４３）※画像なし

ベルナール・クシュネル（１９３９）　国教なき医師団、世界の医療団設立

ウィリアム・カリー（１９４３）　アメリカ陸軍将校、ソンミ村虐殺指揮

サルバドール・サンチェス・セレン（１９４４）　エルサルバドル大統領

 

1968年3月16日に、南ベトナムに展開するアメリカ陸軍のうち第23歩兵師団第11軽歩兵旅団・バ
ーカー機動部隊隷下、第20歩兵連隊第1大隊C中隊（機動部隊には他に第1歩兵連隊第3大隊所属の
A中隊と第3歩兵連隊第4大隊所属のB中隊、そして砲兵部隊があった）の、“意地悪カリー”ウィリ
アム・カリー中尉率いる第1小隊が、南ベトナム・クアンガイ省ソン・ティン県にあるソンミ村の
ミライ集落（省都クアンガイの北東13km、人口507人）を襲撃し、無抵抗の村民504人（男149人
、妊婦を含む女183人、乳幼児を含む子供173人）を無差別射撃などで虐殺した。集落は壊滅状態
となった（3人が奇跡的に難を逃れ、2018年現在も生存している。最高齢者は事件当時43歳）。
ウィリアム・カリーwikiより
 
※上の写真はソンミ村虐殺事件。一部の女性、子供（乳児も？）は服を剥がされ死姦されている

。これは人類の本性ではない。人類の心の闇はかくも深いと嘆くべきではない。これは我々と似

て非なる、異なる人類 タナトスの本性である。タナトスのやることは人類とは区別して考えるべ
きだ。本願寺は権威に就いている人物が多いが、それはウソをつくためである。ソンミ村虐殺事

件が本願寺の真の姿である。

 

美仍子女王（１９４５）※画像なし

大谷禎男（１９４５）　裁判官

スパチャイ・パニチャパック（１９４６）　国際連合貿易開発会議事務局長

セサル・アウグスト・ガビリア（１９４７）　コロンビア大統領、ＣＯＮＶＩＶＲ創設

 
CONVIVRは、1994年2月11日にコロンビア国防省令によって創設された住民の相互監視組織の国
家プログラム。 コミュニティに治安をもたらし軍に情報調整をもたらすという成果が得られたと
主張されていたが、しかし実際には厳密なそれら組織や作戦への監督もなされず、多くの構成員



が民間人への暴力に関与していた。 セサル・アウグスト・ガビリアwikiより
 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
盛厚王の子（明治天皇曾孫）母方

 

東久邇信彦（１９４５〜２０１９）※画像なし

舛添要一（１９４８）　安倍政権閣僚、東京都知事

鄭義（１９４７）　反体制作家、天安門事件

佐川一政（１９４９）　作家※画像無し

中村修二（１９５４）　青色発光ダイオード開発、ノーベル物理学賞

 
※この場合の東久邇信彦は母方となる。中村修二氏はただただ、人殺しのような顔をしている。

青色発光ダイオードの開発も、他人から盗んだものではないか？と思わせるほどの悪い人相だ。

図らずも、ノーベル賞が悪であることを証明している。

舛添先生は学生時代から大切に保護されている感が強いので、鄭義の方が影武者として生まれた

のだろう。鄭義はウソばかり書いて中国の治世を乱す無法者である。佐川一政氏のことについて

は多くは語るまい。

 

文子女王（１９４６）※画像なし

マーガレット・チャン（１９４７）　ＷＨＯ事務総長

 
※マーガレット・チャンはＷＨＯの権力を傘に、中国共産党に対して「鳥インフル」などのパン

デミック攻撃を仕掛けた。これは、基本的にタナトスの医者がウソをついているに過ぎない。つ

まり、ウソをついている医者をみな殺せば「鳥インフル」は容易に沈静化する。

 

東久邇真彦（１９５３）※画像なし

ジェイムズ・メリット（１９５３）　南部バプティスト会議議長

トニー・ブレア（１９５３）　イギリス首相

ジョン・ヒンクリー（１９５５）　レーガン大統領狙撃犯

マーク・チャップマン（１９５５）　ジョン・レノン暗殺犯

アーサー・オクス・ザルツバーガーＪｒ（１９５１）　ニューヨークタイムス編集長

 

※異母兄弟とはいえ、ブレアは上のジェイムズ・メリットに非常に良く似ている。それどころか

、ヒンクリー、チャップマンに至っては同一人物としか思えない。２人はメリットの影武者、或

いは本人ではないのか？レーガン元大統領狙撃事件はフェイクであるが、タナトスがなぜあの劇

を製作したのか不明である。



可能性としては、ジョン・レノンの死を悼む人々が絶えないため、ジョンの死を悲しむ人々に対

するイヤミとして、ブッシュ副大統領が陣頭指揮を執ってレーガン元大統領狙撃事件を製作した

可能性がある。レーガンの言葉を聞けばそう思わざるを得ない。

レーガンは手術の際、医者たちに「諸君がみんな共和党員だといいんだがね」、「何が起こっ

たの？」と心配する妻に「ぼくは避けるのを忘れていたよ」と述べた。これらの言葉は、リーダ

ーとして「危機のときにもユーモアを忘れない」としてメディアでは賞賛されたが、実際には

違う。前者はジョンが共和党（或いはレーガン）を嫌っていたことのイヤミであり、後者はジョ

ンが撃たれたことのイヤミである。しかし、レーガン狙撃最大のイヤミは、犯人がジョン・レノ

ン暗殺犯と同じ顔だということだ。大谷光勝によく似たイヤな顔だ。

チャップマンを憎んでいたジョンの家族、友人、ファンたちがヒンクリーの顔を見たとき、いっ

たいどう思ったことだろう？ブッシュ副大統領は、そんなことを考えながらほくそ笑んでいたは

ずだ。ジョン・レノンは人類最高の知性のひとりであるため、タナトスの天敵だった。活動を再

開したジョンは、タナトスにとって最高の脅威だった。

メリットはアメリカのバプティスト信者約１億人を自由自在に操ることができる。アメリカのラ

ジコンマスター。反トランプ派のデモは彼が指揮している。アーサーはＮＹタイムスをフェイ

クニュースで重度に汚した。

 

東優子（１９５４）※画像なし

上川陽子（１９５３）　安倍政権閣僚

コンドリーザ・ライス（１９５４）　ブッシュ政権閣僚

 

※コンドリーザ・ライスは、父パウエルと共にブッシュ政権を通し、「イラクは大量破壊兵器を

隠し持っている」と世界規模でウソをつき続けた。彼らは、イラクを爆撃する口実が欲しかった

だけだ。この時に、大量の善良な人々が虐殺された。家を破壊され、家族を殺されて泣くイラク

の男たちを大勢見たが、普通、大の男があんなふうに子供みたいに泣くことはない。

 

寺尾厚彦（１９６６）※画像なし

ラース・ロッケ・ラスムセン（１９６４）　デンマーク首相

柴山昌彦（１９６５）　安倍政権閣僚

 
※ウソをつくための権威。癌患者は治療によって死ぬ。

 

寺尾盛彦（１９６７）※画像なし

Ｊ・Ｄ・グリア（１９７３）　南部バプティスト会議議長

 
※アメリカのバプティスト信者約１億人を自由自在に操ることができる。アメリカのラジコンマ

スター。反トランプ派のデモは彼が指揮している。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
鈴木善幸の子

 

鈴木千賀子（１９５０）　麻生太郎妻※画像なし

石井彰（１９５３）　日本曹達代表取締役社長

国部毅（１９５３）　三井住友フィナンシャルグループＣＥＯ

サミュエル・ドウ（１９５１）　リベリア軍事政権大統領

モーガン・ツァンギライ（１９５２〜２０１８）　ジンバブエ民主変革運動

 
1990年に入ると戦火はリベリア全土に拡大。1月4日にドウ政権に批判的として知られていたロバ
ート・フィリップスがモンロビアで反逆罪に問われ酷刑に処される。さらにその後ニンバ郡でリ

ベリア国軍により、ギオ族とマノ族の住民500人が処刑され、またNPFLもブトゥオ村で200人を
虐殺した。 サミュエル・ドウwikiより
 

鈴木俊一（１９５３）　安倍政権閣僚

中釜斉（１９５６）　国立ガン研究センター理事長

ドナルド・リロイ・エヴァンス（１９５７〜１９９９）　シリアルキラー

森永卓郎（１９５７）　経済アナリスト

石井啓一（１９５８）　安倍政権閣僚

オーティス・ブロウリー（１９５９）　アメリカ癌研究権威

 
１９９１年７月某日、ウィスコンシン州ミルウォーキーで逮捕されたジェフリー・ダーマーが世間を騒がせていたちょう

どその頃、ミシシッピ州ビロクシでは、ドナルド・リロイ・エヴァンスが、１０歳の家出少女を誘拐、強姦の末に殺害し

た容疑で逮捕された。その取調べにおいてエヴァンスは、「俺はこれまでに少なくとも６０人は殺している」と大風呂

敷を広げた。殺人博物館より

 
※中釜とエヴァンスは異母兄弟だろう。しかし、ハゲ方まで似ているのでひょっとしたら同一人物の可能性もある。ウソ

をつくための権威。医者のウソを信じたため、死んでしまう。治療をしなければ死ぬことはない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ジャン＝ベデル・ボカサの子

 

Jean-Serge Bokassa（１９７１）※画像なし
テドロス・アダノム（１９６５）　ＷＨＯ事務総長

モーゼス・シトレ（１９６４）　南アフリカのシリアルキラー（女性被害者４０人強姦・３８人



殺害）

 
※南アフリカ史上、もっとも悪名高い連続殺人犯で、３８人以上の殺人に関わり、少なくとも４

０人以上の女性をレイプしたシトレは、ＷＨＯ事務総長アダノムの影武者だろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
麻生泰の子（吉田茂の曾孫）

 

麻生巌（１９７４）　

カンニング竹山（１９７１）　キレ芸人

 
※竹山のキレ芸は、曽祖父のかの「バカヤロー解散」をパクッている。芸能界の大御所である石

橋貴明や和田アキ子に接近し、順次潰している。タナトスを知らない人間は彼を全く疑わない。

疑うことを知らない人間を強引に信用させる力は凄い。キレ芸というのは何も、ギャグが絶妙な

キレを魅せるというわけではない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
朝香孚彦の孫

 

朝香孚彦の孫（１９７？）※画像なしMagan Ambuhl（１９７４）　アブグレイブ刑務所における
捕虜虐待加害者

 
※イヤな顔だが、メイガンはイラク捕虜に射精を強要したりしていたようだ。自分たちのバック

には、家族のコンドチーザ・ライスやコリン・パウエルがいるという強みがあったのだろう。

 

朝香孚彦の孫（１９７？）※画像なし

Jeremy Sivits（１９７９）　アブグレイブ刑務所における捕虜虐待加害者
 
※タナトスは自分より強い者には媚びへつらうが、弱い者の前では残虐な正体を隠さない。その

好例だ。しかもこの２人の場合、上司は家族（パウエル、ライス）だということもあって、悪事

を暴かれる不安さえなかったのだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
舛添要一の子



 

舛添氏愛人Ｂの子（１９９５）※画像無し

周庭（１９９６）　香港反政府デモ指導者

 
※愛人Ｂの子が周庭を演じている。日本語が話せるのも当然だ。舛添氏は愛人ＡＢＣＤに子供を

生ませているようだが、Ａの子は不具だという。しかし実際には妹と共に香港デモに加わってい

るかもしれない。

 
 
 



大谷光榮の一族〜大谷大学、大正天皇、昭和天皇、ハインリヒ・ヒムラー、軍産複合体
、パフラヴィー朝皇帝、アウグスト・ピノチェト、細川護煕、小泉純一郎、立憲民主党
、れいわ新撰組

大谷光瑩（１８５２〜１９２３）　第２２代東本願寺門主

岡崎邦輔（１８５４〜１９３６）　加藤高明内閣農林大臣

ジャヴァド・サアド・アル＝ダウレー（１８５６〜１９３０）　カジャール朝イラン首相

南条文雄（１８４９〜１９２７）　大谷大学第２代学長

村上専精（１８５１〜１９２９）　大谷大学第４代学長

柳原前光（１８５０〜１８９４）　柳原家２１代当主※画像なし

 
中国：日清戦争（１８９４）

中国：下関条約（１８９５）

日本：治安警察法公布（１９００）

日本：日英同盟（１９０２）

朝鮮：朝鮮侵略（１９１０）

西欧：第一次世界大戦（１９１４〜１９１８）

日本：東京・柳島自転車商一家殺人事件（１９１５）人間狩り（井上成美、岸信介、佐藤栄作、

東條英機、伊藤文吉、石井四郎、白洲次郎）

日本：夏目漱石殺害（１９１６）

日本：日英秘密協定（１９１７）

日本：第一次大本教弾圧（１９２１）

日本：第一次共産党検挙（１９２３）

 
※東本願寺第二十二代門首。大谷光瑩は、一方では岡崎邦輔に化けて加藤高明内閣で農林大臣の

要職に就いた。どう見ても同一人物である。岡崎は、その後もたびたび他の内閣にも顔を出して

いる。一方、大谷光榮が北海道に建設した「本願寺道路」は、宇宙人（科学の種族）の怒りによ

ってグチャグチャに破壊された（２０１８年の胆振大地震）。南条文雄、村上専精は大谷光瑩の



ってグチャグチャに破壊された（２０１８年の胆振大地震）。南条文雄、村上専精は大谷光瑩の

影武者として生まれた。

 

日野資秀（１８６３〜１９０３）　柳原前光弟※画像なし

清沢満之（１８６３〜１９０３）　大谷大学初代学長

ラシード・リダ（１８６５〜１９３５）　シリア・イスラム法学者

 

※ウソをつくための権威。現在のシリア反政府勢力の精神的支柱となっている。写真はシリア内

戦の様子

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
柳原前光（大谷光榮）の子

 

柳原義光（１８７６〜１９４６）

大正天皇（１８７９〜１９２６）　明治天皇第三皇子

レザー・パフラヴィー（１８７８〜１９４４）　パフラヴィー朝初代皇帝

 
※全く似ていないが異母兄弟だと考えられる。パフラヴィーの方が影武者だ。

 

大谷瑩誠（１８８７〜１９４８）　大谷大学第１３代学長※画像なし

モルテザ・クォリ・バヤト（１８９０〜１９５８）　パフラヴィー朝イラン首相

ヴァネヴァー・ブッシュ（１８９０〜１９７４）　アメリカ国立科学財団、軍需企業レイセオン

社創立

アール・Ｐ・ハリバートン（１８９２〜１９５７）　ハリバートン社創業

 
※大谷瑩誠の異母兄弟としてモルテザ・クォリ・バヤト、ヴァネヴァー・ブッシュ、アール・Ｐ

・ハリバートンが生まれた。ヴァネヴァーは軍産複合体の父であり、ハリバートンは軍需産業ハ

リバートン社を創業した。

 
「自衛隊が民間航空機を仮想の敵機として訓練することは今もあると安部氏は睨んでいる。『ぼ

くがいた時はしょっちゅうだった。米軍機だけだよやんないのは。他の国は日本を含めて予算が

無いから民間機を相手に訓練するんだよ』」 ｂｙ安部譲二「日本『怪死』事件史」より
 

※ヴァネヴァー・ブッシュはウソをつくための権威であり、科学者と軍を結びつけた軍産複合体

の父である。バミューダの魔の三角海域の話もブッシュが作り出したと考えられる。

バミューダ魔の三角海域は飛行機や船が消えることで有名だが、じつに約１００隻近い船舶が消

えたまま帰ってこないという。 世界中のオカルトマニアが、未知の力が働いているのじゃないか



、ＵＦＯ、宇宙人のせいじゃないか、とか騒いでいるが、バミューダで船や飛行機が消えるのは

、未知の力や異空間突入、プラズマ、ＵＦＯ、メタンハイドレートのせいではない。失踪直前の

パイロットが「白い闇だ！」という言葉も残したらしいが、後で誰かが付け加えたウソだろう。

軍産複合体の父ヴァネヴァー・ブッシュは、隠蔽したいことがあり、ウソをついている。オカル

ト作家や自称超能力者が事実隠蔽に加担しているだけ。ナゾなんかどこにもない。

 
一番有名なエピソードで、バミューダ魔の三角海域で数々の失踪事件の先鋒をきったのがアメリ

カ海軍第１９飛行小隊の失踪事件である。時は１９４５年１２月５日。フロリダのフォート・ロ

ーダーデール海軍基地を飛び立ったアベンジャー雷撃機（※）５機とその捜索に向かった飛行艇

一隻が忽然と姿を消した。午後２時１０分に飛び立った編隊は、午後７時過ぎの短い無線通信を

最後に完全に消息を絶ってしまった。

その後、乗員１３名を乗せたマーチン・マリナー飛行艇が救助に向かったが離陸数分後に無線連

絡をしたきりこちらも消えてしまったのだ。フライト１９の最後の通信は次のようなものだった

とされる。「現在位置がよく分からない。基地の北東２２５マイルいるはずとは思うが…、われ
われは白い水に突入していくみたいだ。完全に迷った…」
しかし実際の通信記録にはこのような台詞は見当たらず、後の著述家による創作らしい。

フライト１９の乗組員も熟練のパイロットなどではなくテイラー中尉ともう一人の乗員を除いて

全員が練習生だった。つまり訓練飛行だったのだが、訓練中に何か問題があったのだろうか？そ

んなことよりも、一番注目したいのが、消息を断った午後７時５０分頃には近くを航行していた

船が空中爆発を目撃していることだ。

じつは１９４５年当時は従来のプロペラ機に変わる次世代兵器、ジェット戦闘機の第一世代（１

９４４〜１９５３年）の開発・製造が行われていた時期と重なる。

・ロッキード・シューティングスターＦ－８０：１９４３年６月から開発を開始し、米軍最初の

実用ジェット戦闘機。それまでのプロペラ機とは比べ物にならない機動性を持ち備えていた。

・ベルＸＰ－８３：１９４５年２月２５日に初飛行している。

・リパブリックＦ８４サンダージェット：Ｆ８４の設計は１９４４年に始まり、幾度の改設計の

後空軍に採用され、１９４７年から部隊配備が開始された。

 
等、数々のジェット戦闘機が開発・製造されていた。筆者は、バミューダのナゾとアメリカ軍の

軍事訓練を結びつけました。軍産複合体の命により、新兵器の性能を確かめる目的で何も知らな

い訓練飛行中の海軍第１９飛行小隊相手の攻撃訓練が行われた可能性があるのではないか、と。

つまり、アメリカ海軍第１９飛行小隊は同胞のジェット戦闘機の攻撃により海の藻屑と化した。

不都合なことを隠す時にオカルトを持ち出すのは古今東西・世の支配者の常です。バミューダで

は今でも民間の旅客機や船舶が消滅しているが。これはアメリカ軍の継続的な民間機・船舶相手

の軍事訓練、新型兵器（ミサイルとか）の試験が原因の可能性がある。バミューダ魔の三角海域

とは、別名：アメリカ合衆国空軍海軍マル秘合同軍事訓練海域である。
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柳原義光の養子

 

柳原博光（１８８９）※画像なし

近衛文麿（１８９１〜１９４５）　内閣総理大臣

石原広一郎（１８９０〜１９７０）　石原産業創業者

山口益（１８９５〜１９７６）　大谷大学第１５代学長※画像なし

 
※石原は大正天皇の庶子であり、近衛文麿の異母兄弟と考えられる。当初は近衛の影武者として

生まれたが悪の才能を買われて影武者から独立し、農薬を基幹事業とする石原産業を創業した。

石原は四日市ぜんそくの被告であるが、会社自体が体質的に本願寺の血を継いでいるため、１９

６９年に四日市港に強酸性溶液を垂れ流していた「石原産業事件」、２００５年にはフェロシル

トの大量不法投棄問題を引き起こした

 

※写真は太平洋戦争で捕虜の首を斬る日本兵。１９３８年、国家総動員法が施行された。１９３

８年（昭和１３年）に第一次近衛内閣によって制定され、総力戦遂行のため国家のすべての人的

・物的資源を政府が統制運用できる旨を規定したものだ。 国家統制の対象とされたものは以下の
６点に大別できる。

・労働問題一般：　国民の徴用、総動員業務への服務協力、雇用・解雇・賃金等の労働条件、労

働争議の予防あるいは解消 
・物資統制：　物資の生産、配給、使用、消費、所持、移動 
・金融・資本統制：　会社の合併・分割、資本政策一般（増減資・配当）、社債募集、企業経理

、金融機関の余資運用 
カルテル：　協定の締結、産業団体・同業組合の結成、組合への強制加入 
・価格一般：　商品価格、運賃、賃貸料、保険料率 
・言論出版：　新聞・出版物の掲載制限 

これが４月１日のことだ。そしてこの約２ヵ月後の５月２１日にあの「津山３０人殺し事件」が

おこる。この大事件は単なる情報操作劇である。 国家総動員法に異議を唱える著名人、国民の声
をマスメディア上から一掃するために創作されたのだ。 被害者は都井睦男（２２）に殺されたわ
けではないだろう。殺したのは近衛文麿の命を受けた東西本願寺の一族の秘密部隊である。
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大正天皇の子

 

昭和天皇（１９０１〜１９８９）　

ハインリヒ・ヒムラー（１９００〜１９４５）　ナチス親衛隊全国指導者、秘密警察ゲシュタポ

李少奇（１８９８〜１９６９）　文化大革命粛清組

 

1939年9月のポーランド侵攻後、国家保安本部は占領下ポーランドやソ連占領地域にアインザッツ
グルッペン（特別行動部隊）を派遣してユダヤ人を含む反体制ポーランド住民を銃殺した。ユダ

ヤ人絶滅政策（ホロコースト）の決定はヒムラーではなくアドルフ・ヒトラーによるものと考え

られている。ヒトラーがホロコーストを決意したのは1941年夏であったと言われる。しかしヒ
トラーの命令を受けて実際にホロコーストを組織したのはヒムラーと親衛隊であった。ヒムラ

ーwikiより
 

秩父宮雍仁親王（１９０２〜１９５３）

小泉純也（１９０４〜１９６９）

 
※小泉純也はヒムラーに非常に良く似ているのでヒムラーの子としたが、考えてみたらヒムラー

とはいえ（？）、３歳で女を妊娠させることは不可能だ。顔を見る限り、純也はヒムラーの子で

ある事実は譲れない。ということで、ヒムラーは実際には１８９５年生まれの可能性がある。そ

う推測していることをここで断っておく。

 

光宮宣仁親王（１９０５〜１９８７）※画像なし

ネマトラー・ナッシリ（１９１１〜１９７９）　秘密警察ＳＡＶＡＫ長官

アウグスト・ピノチェト（１９１５〜２００６）　チリ軍事政権大統領

 

1974年6月27日には大統領に就任。アメリカ合衆国の政財界、チリ国内の保守層や軍部の支援を
受けながら、その後1990年3月までの16年間に亘って軍事政権を率いて強権政治を行い、「独裁者
」と呼ばれた。ピノチェト政権下では、多くの左派系の人々が誘拐され行方不明となった。2004
年のチリ政府公式報告書では、1973年から1990年までの死者・行方不明者は合計で3,196人だが
、国際的な推計によれば実際にはもっと多いのではないかともいわれる。また、誘拐・投獄に伴

う拷問も広く行われたとされ、新たに建設された強制収容所に送られたり、拷問を受けたりと何

らかの形で人権侵害を受けた人々は10万人とも推定され、政治的、経済的な理由での亡命者は当
時のチリ総人口の約10%の100万人に達した。 ピノチェトwikiより
 
※ピノチェトは大谷光榮の一族であり、キッシンジャーは西本願寺法如の一族であるため、家族

である。家族が家族を助けるのは当然のことだ。しかし、こと本願寺の家族に関しては醜いとし

か言いようがない。



 

澄宮崇仁親王（１９１５〜２０１６）※画像なし

ピエール・トルドー（１９１９〜２０００）　第２０、２２代カナダ首相

アレクサンドル・ニコラエヴィチ・ヤコヴレフ（１９２３〜２００５）　ゴルバチョフ政権ナ

ンバー２

 
なお、ソ連の駐カナダ大使として赴任してきたアレクサンドル・ヤコブレフとは深い交友関係を

築き、トルドーはヤコブレフにちなんで自分の次男にアレクサンドル (Alexandre) と名付け、さら
にロシア語風のサーシャという愛称で呼ぶほどだった。 トルドーwikiより
 
※トルドーは、アレクサンドル・ヤコブレフと共に上のモハンマドの影武者として生まれた。そ

のため、トルドーとヤコヴレフは親交を深めた。
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昭和天皇の子

 

東久邇成子（１９２５〜１９６１）※画像なし

安倍晋太郎（１９２４〜１９９１）

ウォーレン・クリストファー（１９２５〜２０１１）

 
※ウソをつくための権威。

 

久宮祐子内親王（１９２７〜１９２８）※画像なし

相澤秀禎（１９３０〜２０１３）　サンミュージックプロダクション社長

堀威夫（１９３２）　ホリプロ創業者

 
※この２人は異母兄弟と考えられ、同時に芸能界の重鎮でもある。

 

常陸宮正仁親王（１９３５）※画像なし

山崎拓（１９３６）　自由民主党

ジョセフ・ナイ（１９３７）　クリントン政権

後藤舜吉（１９３６）　チッソ代表取締役会長

 
※２０１８年、水俣病救済終了を宣言したため物議を醸して自爆辞任。石原産業の創業者の子と

考えられる。

 



2008年12月、東京都内で日本の民主党幹部と会談を行い、「オバマ次期政権下で（日本の）民主
党が安全保障政策でインド洋での給油活動をやめ、日米地位協定などの見直しに動いたら反米と

受け止める」と発言を行った。ジョセフ・ナイwikiより
 

島津貴子（１９３９）※画像なし

田中真紀子（１９４４）　小泉政権閣僚

 
※文化大革命時に反革命集団として粛清された李少奇は、優性遺伝子ブリーダーによって田中真

紀子を生んでいる。大谷光瑩、李少奇、田中真紀子の３人は、顔がウリふたつである。ところで

、田中角栄も優性遺伝子ブリーダーによって生を受けている。彼は、台湾総督、明石元次郎の子

である。つまり、角栄には本願寺の血は流れていない。そのため、彼は本願寺の言葉を無視し、

自分の思い通りに動いた。だが、それが仇となり、日本国の王として上り詰めていた、その最中

に粛清された（ロッキード事件）。

ここで、本願寺の血が流れている田中真紀子は真の家族である本願寺に味方し、育ての父である

角栄を非情にも悪の手に売り渡した。幼少期を一緒に過ごしたはずの娘の裏切りにより、角栄の

晩年は悲惨なものとなった（タナトスの血族であれば病気になるはずがない）。更に真紀子と

いう、真の事情を知る者が角栄のそばにいながらシラをきっていたことが、角栄の絶望を決定的

なものにしたと言って良い。
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近衛温子の子（近衛文麿の孫）

 

細川護煕（１９３８）　内閣総理大臣

 

近藤忠照（１９３９）　日本赤十字社社長

笹川陽平（１９３９）　笹川平和財団名誉会長、公益財団法人日本財団会長

 

 ※東西本願寺門主の血を継ぐ人々が終結している図。家族の前でしか見せない笑顔だ。
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小泉純也の子

 

小泉純一郎（１９４２）　内閣総理大臣

林裕章（１９４２〜２００５）　吉本興業元社長



浅川嘉富（１９４１）　スピリチュアル・オカルト研究家

ディック・チェイニー（１９４１）　ブッシュ政権閣僚

エフード・バラック（１９４２）　イスラエル第１４代首相

ゲイリー・ヘイドニク（１９４３〜１９９９）　シリアルキラー

 
※小泉、林、浅川の３人はよく似ている。２０１９年８月２８日現在、小泉氏はアメリカ軍に拉

致され、グアンタナモ刑務所で拷問を受けているという。それもありえないことではない。小泉

氏は、あのテッド・バンディの本体G・W・ブッシュ元大統領とイラク戦争を推進したのだから。
合掌。

林氏は早死になのであまり悪い人ではないかもしれない。一方、浅川氏はアセンションなどの言

葉で無知なスピリチュアルマニアにアピールし、スピリチュアル界、オカルト界を誤誘導して

いる。彼の発言は意図的に誤っているだろう。タナトスが宇宙人やＵＦＯについて語ることは不

可能だ。「クラリオン星人」の著書も中古で購入後、すぐに売りました。

 
アメリカのハリバートン社の経営にも1995年-2000年までCEOとして参加していた。ハリバート
ンは世界最大の石油掘削機の販売会社であり、イラク戦争後のイラクの復興支援事業や、アメリ

カ軍関連の各種サービスも提供していることから、湾岸戦争とイラク戦争で巨額な利益を得た。

なおチェイニーは、この会社の最大の個人株主でもある。 ディック・チェイニーwikiより
 
アメリカ合衆国の連続殺人犯、強姦犯。ヘイドニック、ハイドニクとも表記される。異名はハ

ンバーガー司祭。 1986年11月から1987年3月にかけての5ヶ月間にわたって、黒人女性に「自分
の子供を産ませるため」にフィラデルフィア市内のスラムの自宅の地下室に6人の売春婦を監禁。
強姦、暴行、虐待などを加え、そのうちのふたりを殺害した。ゲイリー・ヘイドニクwikiより
 

小泉かよ子（１９５７）※画像なし

ポーラ・カーガー（１９５７）　ＰＢＳ社長

ジェームズ・ダイモン（１９５６）　ＪＰモルガン・チェース会長

ウェイン・ウィリアムス（１９５８）　シリアルキラー

 
ウェイン・ウィリアムズは１９５８年５月２７日、当時の黒人としてはかなり裕福な家庭に生まれた。両親はいずれも教

師である。４０代半ばにして初めて授かった一人っ子ということで、かなり甘やかされて育った。欲しい物は何でも買っ

てもらった。１６歳の時には親の資金的援助を得てラジオ局を開設。音楽プロデューサーになることを夢見ていた。だが

、才能はなかったようだ。虚言癖がある夢想家で、大風呂敷を広げては親の財産を蕩尽していた。また、黒人でありな

がら黒人を嫌い、ニガーと呼んで侮辱していたという。殺人博物館より
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東久邇成子の子（昭和天皇孫）



 

東久邇信彦（１９４５〜２０１９）※画像なし

中曽根弘文（１９４５）　麻生政権閣僚

黒田東彦（１９４４）　日銀総裁

 
※２０１９.１０.２９、黒田総裁は口座維持手数料を取ることを考えていると報道があった。とる
ものもとりあえず日本人の弱体の優先を決定しているようだ。安部総統も１０.２６に亡くなった
ので急いでいる印象がある。

 

東久邇秀彦（１９４９）

ベンジャミン・ネタニエフ（１９４９）　イスラエル第１３代首相

セルゲイ・スクリパリ（１９５１）　元ロシア情報機関職員

海江田万里（１９４９）　立憲民主党議員

 
ロシア連邦軍参謀本部情報総局大佐を務めた。イギリスのスパイとして活動していたことを理

由に、2006年にロシアで禁錮13年の判決を言い渡された。ロシアとアメリカ合衆国とのスパイ交
換により、2010年7月9日、ウィーンでアメリカ側に引き渡され、のちイギリスに亡命した。2018
年3月4日、ソールズベリーのショッピングセンター前のベンチに娘とともに倒れているのを発見
され、意識不明の重体となっている。同年5月18日、入院していた病院から退院したことが公表さ
れている。 セルゲイ・スクリパリwikiより
 

東久邇真彦（１９５３）※画像なし

アナス・フォー・ラスムセン（１９５３）　デンマーク首相、ＮＡＴＯ事務総長

アシュトン・カーター（１９５４）　オバマ政権閣僚

カイラシュ・サティアーティ（１９５４）　インドの子供の権利活動家、ノーベル平和賞

 
※ウソをつくための権威。実際にはインドの子供を拉致し、性奴隷、臓器移植を目的に人身売買

している可能性がある。もともと、ノーベル平和賞はそういう悪党を守るためのものだ。

 

※ウソをつくための権威。写真はＮＡＴＯ軍の速攻部隊

 

東優子（１９５４）※画像なし

茂木敏充（１９５５）　安倍政権

豊田章男（１９５６）　トヨタ自動車株式会社代表取締役社長兼執行役員社長

副島隆彦（１９５３）　著述家

 



※筆者がブログに「無知との遭遇」と書くと、すぐに副島氏の本のタイトルにパクられた。しか

も売れていないｗ
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相澤秀禎の子

 

相澤正久（１９５０）　サンミュージックプロダクション社長

 志賀俊之（１９５３）　日産取締役
神庭重信（１９５４）　日本精神神経医学会理事長

 
※ウソをつくための権威。内海聡医師によると自殺は医師が出す薬によって起きる。
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安倍晋太郎の子

 

岸信夫（１９５９）
今井尚哉（１９５８）　安倍政権内閣総理大臣秘書官

福山哲郎（１９６２）　立憲民主党

枝野幸男（１９６４）　立憲民主党党首

百田直樹（１９５６）　作家

ケヴィン・スペイシー（１９５９）　ハリウッド俳優

 
※枝野、百田、今井はくりそつである。良く似ている。異母兄弟だろう。立憲民主党は薩長同盟の長州藩の役回りを戴い

ている。敵である小沢氏、石破氏、大阪維新に協力する考えは毛頭ない（うっ）。小沢氏は味方の振りをしている敵に

囲まれている。本願寺は、長年かけて慎重にこのような環境を整備してきたため、簡単に覆すことは出来ない。

ケヴィン・スペイシーは年を重ねるごとに日本人ぽくなってきている。ケヴィン・スペイシーにも幼児性的虐待の疑惑が

かかっているが、本願寺の一族ならありえるだろう。映画「セブン」の悪役も素なのかもしれない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
堀威夫の子

 

堀義貴（１９６６）　ホリプロ代表取締役会長兼社長

草野マサムネ（１９６７）　スピッツ

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
相澤秀禎の子（優性遺伝子ブリーダーによる）



 

山本太郎（１９７４）　れいわ新撰組党首

 
※山本太郎のやっていることを信じたかったが、どう考えても相澤秀禎に似ている。小沢氏は騙されているのではないか

？どっちにしても結果は出ていない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
枝野幸男の子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 
羅冠聡（１９９３）　香港反政府デモ指導者

 
※黄之鋒（東本願寺門主大谷暢裕の子）、周永康（西本願寺門主大谷光淳の子）と周庭（東本願寺門主大谷光勝の一族、

鄭義の子）を併せて四人組の復活のようだ。

 
 
 



大谷光演の一族〜重慶爆撃、ＣＴスキャン、ダライ・ラマ１４世、ディズニー・カン
パニー、スティーブン・スピルバーグ、ジャニーズ、タイム・ワーナー社、ＹＯＵＴＵ
ＢＥ

大谷光演（１８７５〜１９４３）　第２３代東本願寺門主

山崎達之輔（１８８０〜１９４８）　東條英機内閣農相大臣

モハンマド・モサッデク（１８８２〜１９６７）　パフラヴィー朝首相

イスファンディヤル・ジュルジ・バハドゥール（１８７１〜１９１８）　イナク朝第１１代君主

　在位１９１０〜１９１８

佐々木月樵（１８７５〜１９２６）　大谷大学第３代学長※画像無し

曽我量深（１８７５〜１９７１）　大谷大学第１７代学長※画像無し

Elias Disney（１８５９〜１９４１）　ディズニー家の祖
 
日本：関東連続少女殺人事件（１９２４）人間狩り（白洲次郎、麻生太賀吉、大谷光暢、大谷

光照）、治安維持法発布隠し

日本：治安維持法発布（１９２５）

日本：芥川龍之介殺害（１９２７）

中国：日本軍、第一次山東出兵（１９２７）

日本：第二次共産党検挙（１９２８）

日本：特別高等警察設置（１９２８）

満州：張作霖獏殺事件（１９２８）

日本：第三次共産党検挙（１９２９）

日本：玉の井バラバラ殺人事件（１９３２）人間狩り（麻生太賀吉、大谷光暢、大谷光照）、５.



１５事件隠し

日本：５.１５事件（１９３２）
西欧：国際連盟脱退（１９３３）ルーズベルト大統領就任を受けて

日本：第二次大本教弾圧（１９３５）

日本：２.２６事件（１９３６）
日本：向島連続少女殺人事件（１９３６）人間狩り（麻生太賀吉、塩川正十郎、大谷光暢、大谷

光照）、２.２６事件隠し
日本：阿部定事件（１９３６）２.２６事件隠し
中国：盧溝橋事件〜日中戦争（１９３７〜１９４５）

中国：南京大虐殺（１９３７）

日本：国家総動員法発令（１９３８）

日本：津山３０人殺し事件（１９３８）人間狩り（麻生太賀吉、塩川正十郎、大谷光暢、大谷

光照）、国家総動員法発令隠し

日本：浜松連続殺人事件（１９４１）人間狩り、真珠湾攻撃隠し

日本：真珠湾攻撃（１９４１）

日本：創価学会弾圧、牧口常三郎逮捕・獄中死（１９４３）

 
※東本願寺第二十三代門首。光演は、日本では山崎達之輔に化けて東條英機内閣農相大臣に就任

している。また、イランではモハンマド・モサッデクに化けてパフラヴィー朝の首相としてイラ

ンを支配した。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Elias Disney（大谷光演）の子
 

Herbert Arthur Disney（１８８８〜１９６１）
井上成美（１８８９〜１９７５）　海軍将校、重慶爆撃を指揮

 

※重慶爆撃の写真。被害者の女性たちは下着を剥がされ死姦されている。不気味だ。日本兵（浄

土真宗信者）は被害者を同じ人間と全く考えていない。

 

Roy O Disney（１８９３〜１９７１）
 

Walt Disney（１９０１〜１９６６）
石田和外（１９０３〜１９７９）　最高裁判官、日本会議

野上俊静（１９０７〜１９９４）　大谷大学第１８代学長※画像無し

安藤俊雄（１９０９〜１９７３）　大谷大学第１９代学長※画像無し



松原祐善（１９０６〜１９９１）　大谷大学第２０代学長※画像無し

石原潔（１８９９〜１９５１）　石原慎太郎父※画像無し

 
※デ●ズニーアニメは、ミッキーマウスだけの時点では非常にかわいらしいのだが、世界中の童

話をアニメ化するようになると洗脳装置、愚鈍化装置の役割を果たすようになった。アニメを愛

していたため、ウォルトは家族に殺されたようだ。いわば、デ●ズニーランドは植民地だ。だが

、この植民地は少々変わっており、人々の頭の中にある。脳内植民地である。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Elias Disney（大谷光演）の孫
 

Dorothy Disney Puder（１９１５〜２００７）　Herbert Arthur Disneyの子※画像なし
デヴィッド・バーグ（１９１９〜１９９４）　新興宗教ファミリー教祖

ゴッドフリー・ハウンズフィールド（１９１９〜２００４）　ＣＴスキャン発明、生理学・医

学ノーベル賞

佐治敬三（１９１９〜１９９９）　ＡＣジャパン創設

Arnold Spielberg（１９１７）　スピルバーグ父※画像なし
 
※ノーベル賞授与により、CTスキャンは殺人機械ではなくなった。ＣＴスキャンは人類を白血病
にするための装置だ。佐治敬三はインチキな常識を日本に根付かせた悪の組織ACジャパンを創設
した。

 

Charles Elias Disney（１９２？）　Raymond Arnold Disneyの子※画像なし
千玄室（１９２３）　裏千家、日本会議

廣瀬杲（１９２４〜２０１１）　大谷大学第２１代学長※画像無し

北西弘（１９２５〜２０１９）　大谷大学第２２代学長※画像無し

ホルヘ・ラファエル・ビデラ（１９２５〜２０１３）　アルゼンチン軍事政権

寺川俊昭（１９２８）　大谷大学第２３代学長※画像無し

今井敬（１９２９）　第９代経団連会長

 
※千利休を殺し、利休が築いた「茶道」のすべての業績を簒奪した人物の子孫である。北西弘は

一向一揆の研究者であるが、真実の追究ではなく、主に隠蔽に務めている。

 

当初ビデラは、政治ならびに経済、社会的混乱が収まれば民政を復帰させるを公約していた。し

かし、国会機能を停止させ、左翼ゲリラ掃討を理由で多くの一般市民を逮捕した。これにより、1
万3千人から3万人以上が行方不明となり、後に「汚い戦争」と呼ばれることとなるこの弾圧は、



国内外から多くの非難を浴びることとなった。 ホルヘ・ラファエル・ビデラwikiより
 

Roy E Disney（１９３０〜２００９）　ウォルト・ディズニー・カンパニー社長
ジャニー喜多川（１９３１〜２０１９）　ジャニーズ事務所

ドナルド・ギャスキンズ（１９３３〜１９９１）　シリアルキラー

田久保忠衛（１９３３）　日本会議会長

ロバート・Ｋ・レスラー（１９３７〜２０１３）　ＦＢＩ捜査官、司法行動研究所所長

 
※プロファイリングというインチキ技術により、危険な異常心理殺人犯を速やかに区別し、逮捕

できるとした。殺人鬼になるかならないかは、親の教育や生育環境に左右されるとしているが、

ウソである。冤罪以外の真のシリアルキラーは、みな、タナトスの遺伝子を持っている。タナト

スの遺伝子がなければ笑いながら子供を殺すことはできない。どんなにひどい環境で育とうと、

タナトスでなければ子供を殺したり、人の肉を食べたいと思うことはない。

 
少なくとも１００人は殺したと豪語するギャスキンスは身長１６３ｃｍの小柄な男だった。故にピーウィー（ちび）と

呼ばれた。そして、ピーウィーであるが故に殺人者となった。少しでも己れを大きく見せるために殺さなければなら

なかったのだ。そして、殺した途端に己れを神だと錯覚した。つまり、己れの大きさを見誤ったのだ。１００人という

数もおそらくハッタリだろう。しかし、かなりの数を殺していることは間違いない。殺人博物館より

 

Diane Disney Miller（１９３３〜２０１３）※画像なし
ダライ・ラマ１４世（１９３５）

森喜朗（１９３７）　内閣総理大臣

日枝久（１９３７）　フジサンケイグループ代表

老川祥一（１９４１）　読売グループ最高顧問

小川一乗（１９３６）　大谷大学第２５代学長※画像なし

福島章（１９３６）　犯罪精神医学

 
※福島章は犯罪精神医学の権威だが、彼だけでなく、精神科医は犯罪を犯した政治家、エリート

などの精神分析をしない。これは差別ではないか？

 

※写真はチベット人虐殺。これは中国政府によって行われているとされているが、実際には警察

や軍に所属するダライ・ラマの信者がしていることだ。こうすることで中国政府に汚名を着せ、

攻撃することが出来る。ノーベル平和賞を盾に中国政府を攻撃する人物。ラビア・カーディルと

共に、現代を代表する西戎のひとり。数万のチベット人を自由自在に操ることができる。チベッ

トのラジコンマスター。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー



 
石原潔（Walt Disney）の子
 

石原慎太郎（１９３７）　東京都知事

アルベルト・フジモリ（１９３８）　ペルー大統領

 
※慎太郎はWaltの影武者を務めていた潔の子である。フジモリは慎太郎の影武者として生まれた
。影武者ながらペルー大統領にまで上り詰めたが、２００９年４月７日、フジモリは１９９１年

のバリオス・アルトス虐殺事件、１９９２年の軍によるビジネスマンとジャーナリストの誘拐な

どを含めた、計画殺人、誘拐、傷害罪で２５年の禁錮刑を宣告された。

 

※バリオス・アルトス虐殺事件

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
佐治敬三（Dorothy Disney）の子
 

佐治信忠（１９４５）※画像なし

本庶佑（１９４２）　ノーベル生理学・医学賞

唐沢祥人（１９４２）　日本医師会会長

モハメド・エルバラダイ（１９４２）　エジプト暫定副大統領

デニス・ニールセン（１９４５〜２０１８）　同性愛喰人シリアルキラー

上田良一（１９４３）　日本放送協会会長

イ・ホエスン（１９４５）　ＩＰＣＣ理事長

 
※エルバラダイとニールセンは影武者の佐治敬三と本体のDorothyが儲けた子である。２人は顔が良く似ている。同一人
物の可能性も高い。もしそうであるなら、同性愛殺人者として異常な趣味に興じながらIAEA事務局長などの要職に就い
ていることになる。

本庶は、毒薬として知られるオプジーボを売るためにノーベル賞を授与させた。おもしろいこ

とに、ノーベル賞をもらうと、危険な毒薬が安全な薬品に変わるのだ。

 
IAEA事務局長を2009年の任期切れを以て退任した後、2010年に母国であるエジプトに帰国し、同
年2月に政治団体「変革のための国民協会」を立ち上げて、エジプトの政治改革・民主化を提唱し
、ホスニー・ムバーラク大統領による長期独裁政権に反対していた若者層やリベラル派から支持

を得た。しかし、体制派のイスラム主義団体指導者が「エジプトのイスラム教徒を惑わそうとし

ている」などとしてエルバラダイの殺害を呼びかけるファトワを出したため、エジプトを出国

しヨーロッパに滞在した。2011年1月にチュニジアでジャスミン革命が成功すると、エルバラダイ



は1月24日発売のドイツ誌『デア・シュピーゲル』においてチュニジアを引き合いに出し、エジプ
ト国民も行動を起こすべきだと主張した。1月25日よりエジプト全土で大規模な反政府デモ（2011
年エジプト騒乱）が発生すると、エルバラダイは27日に滞在先のウィーンより帰国し、28日にカ
イロ市のデモに参加したが、治安部隊によって一時軟禁下に置かれた。 エルバラダイは1月30日に
もデモに参加し、カイロ中心部のタハリール広場で演説をした。 モハメド・エルバラダイwikiよ
り

 
この直後、ニルセンは最初の殺人を犯す。クリスマスをたった一人で過ごした彼は、せめて新年だけは誰かと一緒に迎

えようと夜の街に繰り出した。そして、１８歳のアイルランド人（氏名不詳）を自室に迎えた。１９７８年１２月３０日

のことである。ニルソンは新年もここで過ごすように勧めた。ところが、彼には別の予定があった。どのようにして殺し

たのかは憶えていない。とにかく、気がついたら彼は死んでいた。

 ニルセンはこの死体と年を越し、８月まで共に暮らした。切断して処分することも幾度となく考えたが、 「あの素晴ら
しい肉体を損ねるような真似は出来なかった」。死体を洗い浄めると、衣服を着せ、共にテレビを見て、夜になると添い

寝した。それから床下に隠し、そのまま８月まで放置したのである。さすがに腐臭が凄まじいので、庭に運び出して焼却

した。その際にゴムも一緒に焼いて臭いを誤魔化したというから、なかなか抜け目がないニルセンである。殺人博物館よ

り

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Arnold Spielberg（Dorothy Disney Puder）の子
 

スティーブン・スピルバーグ（１９４６）　映画監督

徳川康久（１９４８）　靖国神社宮司、日本会議

 
※スピルバーグは、ArnoldとDorothyという本体と影武者の子だと考えられる。「激突」「ヘキサ
ゴン」を撮っていた頃は優れた作家だった。「未知との遭遇」「ET」辺りも良好だった。しかし
、「プライベートライアン」「AI」以降は見たら脳が溶けるような映画を乱発している。現在の「
レディプレーヤー１」は映画である必要がない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Elias Disney（大谷光演）の曾孫
 

Christopher Miller（１９５４）※画像なし
大久保好男（１９５０）　日本テレビホールディングス代表取締役社長

有田芳生（１９５１）　ジャーナリスト、立憲民主党議員

田中伸男（１９５０）　元経産官僚前国際エネルギー機関（ＩＥＡ）事務局長

淡輪敏（１９５３）　三井化学会長

岸上克彦（１９５４）　アサヒ飲料代表取締役社長、カルピス代表取締役社長



 
※オウム真理教の背後にはソビエト政府、中国政府、北朝鮮政府がいたものと考えられる。つ

まり、正義の味方が浄土真宗に家畜化された日本人の解放をもくろんでいた。しかし、それを阻

止すべく、有田芳生が外部から、上祐が内部からオウム真理教を蝕んだ。基本的に汚名を着せる

のが使命だった。坂本弁護士事件も、実際にはオウムではなく、浄土真宗の仕業だろう。自分

でやっといて敵に濡れ衣を着せる。オウムをハメたり、個人を集団ストーカーする。規模の大小

は異なれど、これは浄土真宗の常套手段だ。

本願寺がアサヒ飲料とカルピスを掌握している。ということはアサヒとカルピスの製品を手にす

るべきではない。カルピスは乳酸菌をウリにしているが、最近の乳酸菌は遺伝子組み換えであり

、殺菌剤で育てられているので非常に危険だ。異常な下痢と腹痛から逃れることは出来ない。本

願寺はそれを知っているのでアサヒ飲料やカルピスは絶対に口にしない。淡輪は日本に農薬を撒

き散らす、化学テロの一環を担う男。

 

Abigail Disney（１９６０）
岡田美保子（１９５？）　日本医療情報学会会長

稲田朋美（１９５９）　安倍政権閣僚

 
※ウソをつくための権威。

 

Roy Patrick Disney（１９５７）※画像なし
タミル・パルド（１９５３）　イスラエル諜報特務庁モサド長官

ロイド・Ｃ・ブランクファイン（１９５４）　ゴールドマンサックス会長兼ＣＥＯ

ボビー・ジョー・ロング（１９５３）　シリアルキラー

 
※ブランクファインは、世界一の資金を持っているといわれている。また、影武者のボビー・ジョー
・ロングは９人の売春婦を殺害した容疑で有罪となり、死刑を宣告された。

 

※写真はモサドによる自動車爆破テロ

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
石原慎太郎の子

 

石原伸晃（１９５７）　安倍政権閣僚

吉田尚正（１９６０）　警視総監

東原敏昭（１９５５）　日立製作所取締役代表執行役社長

角南源五（１９５６）　テレビ朝日代表取締役社長



 

石原良純（１９６２）　
河野太郎（１９６３）　安倍政権閣僚

 
※太郎は良純の影武者として生まれた。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
Elias Disney（大谷光演）の曾孫
 

Roy Patrick Disney（１９５７）
御茶漬海苔（１９６０）　漫画家

ジョン・スタンキー（１９６３）　タイム・ワーナー社ＣＥＯ

 

Timothy "Tim" Disney（１９６１）
佐々木卓（１９６０）　ＴＢＳ代表取締役社長

三上丈晴（１９６６）　ムー編集長

 

Susan Disney Lord（１９６？）※画像なし
クリスティン・フォード（１９６６）　民主党員議員

スーザン・ウォシッキー（１９６８）　ユーチューブＣＥＯ

岩田明子（１９７０）　NHK解説委員
蓮舫（１９６７）　立憲民主党議員

杉田水脈（１９６７）　自民党議員

 
※クリスティン・フォードは、カバノー氏が最高裁判所判事に就任することが決まると、３０年

前にレイプされたと訴えた。彼女は「このことは絶対に忘れない」と言ったが、３０年もの間忘

れていたのはどういうわけだろうか？そもそもレイプの事実もないと考えられるため、単なる嘘

つきでしかない。

 

Brad Lund（１９７０）※画像なし
安田純平（１９７４）　フリージャーナリスト兼テロリスト

川田龍平（１９７６）　薬害エイズ事件被害者・立憲民主党

本村洋（１９７６）　光市母子殺害事件遺族

 
※安田氏は実際には、敵の目を欺くためにフリージャーナリストを演じながら、「テロリストに

捕まった」という劇を演じ、テロ組織に接触した。で、囚われの身を演じながら、安倍政権とア



ル＝ヌスラ戦線を繋ぐパイプ役となり、現場でテロリストを指揮していた可能性がある。人質を

演じながらリーダーとしてテロ組織を指揮するのは、いかにも第三者の目を意識する本願寺らし

いやり方だ。

しかし、シリアに於いてロシア軍とアサド政権が完全に勝利した。ということで、ロシア軍に逮

捕される前にシリアを逃亡したということができる。そう。アル＝ヌスラ戦線のリーダーが日本

に逃げたということはロシアとアサド政権の勝利を意味している。

「解放された人質」。このウソは、安田純平をロシア軍の逮捕から保護する効能があった。安倍

政権はどうしても彼を無事に帰還させる必要があった。なぜなら、安田がロシアに捕まったなら

、安倍政権が彼らを支援していたことがバレるからだ。本願寺のメディアが即席に用意した両親

と妻。両親は全く似ていないし、妻の涙もリアリティが無い。

それにしても、３年もテロ組織に囚われていたという証言も謎だ。アル＝ヌスラ戦線は３年も彼

を養わなければいけないのだ。なんとも、優しいやつらではないか。普通、人質なんて長くて数

ヶ月の命じゃないか？

 
追記：２０１９年、安田純平氏はテロリスト指揮のために再度外国に渡航しようとしていたが旅

券発給拒否を受け、阻止されたｗ　川田龍平氏と本村洋氏は良く似ている。多くは語るまい。

 
 
 



大谷光暢の一族〜市川團十郎、ラビア・カーディル、ブルース・リー親子暗殺、地下鉄
サリン事件、天安門事件、オウム地下鉄サリン事件、酒鬼薔薇聖斗、雨傘革命

大正天皇の子

 

秩父宮雍仁親王（１９０２〜１９５３）

大谷光暢（１９０３〜１９９３）　第２４代東本願寺門主

冨吉榮二（１８９９〜１９５４）　芦田内閣逓信大臣

榊原亨（１８９９〜１９９２）　心臓外科医、十全会榊原十全病院理事長

市川團十郎（１９０９〜１９６５）　十一代目市川團十郎

守田勘彌（１９０７〜１９７５）　十四代目守田勘彌

 

※写真は、原爆投下当時の様子の再現（映画からのひとこま）

 
日本：原爆投下（１９４５）

日本：和歌山一家８人殺害事件（１９４６）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、敗戦隠し

日本：東京片桐仁左衛門一家殺害事件（１９４６）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、敗戦隠し

日本：大分中津市朝鮮人一家殺害事件（１９４６）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、敗戦隠し

日本：帝銀事件（１９４８）第一次農地改革隠し

日本：太宰治殺害（１９４８）

日本：法隆寺金堂火災（１９４９）極東国際軍事裁判終了隠し

日本：下山事件（１９４９）極東国際軍事裁判終了隠し

日本：三鷹事件（１９４９）極東国際軍事裁判終了隠し

日本：小田原一家５人殺害事件（１９４９）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、極東国際軍事裁判

終了隠し

朝鮮：朝鮮戦争（１９５０）

日本：レッドパージ（１９５０）

日本：金閣寺焼失（１９５０）警察予備隊発足隠し

日本：築地八宝亭一家殺人事件（１９５１）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、警察予備隊発足隠

し

日本：荒川放水路バラバラ殺人事件（１９５２）人間狩り（赤崎勇、大谷暢顕）、警察予備隊が

保安組に改組隠し

日本：立正佼成会弾圧、蔵敷事件（１９５２）

日本：栃木雑貨商一家殺害事件（１９５３）人間狩り（大谷暢顕、麻生太郎、大谷光真）

日本：森永ヒ素ミルク中毒事件（１９５５）ビキニ諸島被爆隠し

日本：少年誘拐ホルマリン漬け事件（１９５７）東海村原子炉点火隠し

日本：荒川連続自転車通り魔殺傷事件（１９５９）人間狩り（麻生太郎、大谷光真、坂口力）



日本：岩槻一家７人殺害事件（１９５９）人間狩り（麻生太郎、大谷光真、坂口力）

日本：連続少年斬りつけ魔事件（１９５９）人間狩り（麻生太郎、大谷光真、坂口力）

日本：吉展ちゃん誘拐殺害事件（１９６３）朴政権誕生隠し

日本：狭山事件（１９６３）朴政権誕生隠し

日本：小津安二郎殺害（１９６３）

日本：黒澤明自殺未遂（１９６６）

日本：三億円事件（１９６８）学生運動リーダー狩り

日本：三島由紀夫殺害（１９７０）

日本：大久保清連続殺人事件（１９７１）人間狩り（麻生太郎、徳川康久、安倍晋三、菅義偉、

加計孝太郎、金田勝年、中村修二）、黒い霧事件隠し

日本：川端康成殺害（１９７２）

日本：上野消火器商一家殺人事件（１９７４）人間狩り（徳川康久、安倍晋三、加計孝太郎、菅

義偉、金田勝年、中村修二、山本一太）

日本：ロッキード事件（１９７６）

日本：福岡内妻一家４人殺害事件（１９７６）人間狩り

日本：花粉症顕在化（１９７８）

日本：大平正芳殺害（１９８０）

日本：佐賀女性７人連続殺人事件（１９８０〜１９８９発覚）人間狩り、リクルート事件隠し

日本：深川通り魔殺人事件（１９８１）人間狩り（安倍晋三、加計孝太郎、山本一太、石原伸晃

）

日本：練馬一家５人殺害事件（１９８３）人間狩り（安倍晋三、加計孝太郎、山本一太、石原

伸晃）

韓国：大韓航空機撃墜（１９８３）

日本：日光ジャンボ機撃墜（１９８５）

日本：杉並一家放火殺人事件（１９８６）人間狩り（山本一太、石原伸晃、上祐史裕、越智啓太

、野間易通）

日本：女子高生コンクリート詰め殺人事件（１９８８）人間狩り、リクルート事件隠し

日本：手塚治虫殺害（１９８９）

日本：宮崎勤連続幼児誘拐殺人事件（１９８９）人間狩り、リクルート事件隠し

日本：坂本弁護士一家拉致殺害遺棄事件（１９８９）人間狩り、リクルート事件隠し

日本：足利連続幼児誘拐殺人事件（１９９０）人間狩り、リクルート事件隠し

日本：市川一家４人殺害事件（１９９２）人間狩り（上祐史裕、村井秀夫、野間易通、安田純平

、将来の政治家）

日本：尾崎豊殺害（１９９２）

日本：金丸信起訴（１９９３）

 
※東本願寺第二十四代門首。大谷光暢は、本願寺の伝統の通り、要人に化けて日本政府に入り込



んでいた。冨吉榮二に化けた光榮は芦田内閣の時代に逓信大臣に就任した。内閣や政府内の敵を

かぎ分けるためだ。タナトスの王がじきじきに敵地に乗り込んでスパイ活動を行うのだ。

 

松本白鸚（１９１０〜１９８２）　初代松本白鸚

榊原仟（１９１０〜１９７９）　心臓外科医

尾上松緑（１９１３〜１９８９）　二代目尾上松緑

 

三笠宮崇仁親王（１９１５〜２０１６）

菅谷政雄（１９１４〜１９８１）　菅谷組組長※画像なし

張春橋（１９１７〜２００５）　四人組

塩川正十郎（１９２１〜２０１５）　小泉政権閣僚

ブトロス・ブトロス＝ガーリ（１９２２〜２０１６）　国連事務総長

 
※ウソをつくための権威。塩川氏は「しおじい」と呼ばれていたが、このネーミングが塩味のじ

じいを連想させ、気持ち悪くて嫌いだった。嫌いなやつはやっぱり本願寺の血筋だ。

 

中村雀右衛門（１９２０）　四代目中村雀右衛門

三好達（１９２７）　最高裁判官、日本会議

中西進（１９２９）　文学者

 
※中西進が非常に不吉な新元号「令和」を考案した。では「令和」の意味を考えよう。令は漢字

の偏と考えたい。「令」がつく漢字には良く知られているもので鈴、領、囹、怜、冷、零などが

ある。いずれも「和（日本）」と組み合わせることで不吉な意味を持つ元号となっている。

 
・「囹」は、囚人を捕らえて閉じこめておく所。牢屋 (ろうや) 。獄舎を意味する。令和は東西本
願寺と安倍政権の「日本を牢獄と化す」意志が隠されている。

・「鈴」には呼び鈴があるが、呼び鈴は合図や注意のために音を発する器具を意味する。令和は

東西本願寺と安倍政権が「日本に対する警鐘」を鳴らしていることを意味している。

・「怜」は、憐れむという意味がある。つまり令和は東西本願寺、安倍政権が「日本人を憐れん

でいる」ことを意味している。

・「領」には治める、統治するという意味がある。つまり令和には、東西本願寺門主と安倍首相

が「オレこそが日本を統治する者だ」という主張が隠されている。

・「零」には零細など、落ちぶれるという意味がある。令和は東西本願寺と安倍政権が「日本は

落ちぶれるだろう」と予言している（予定している）。

・「冷」にはさびしい、活気がないという意味がある。令和は東西本願寺と安倍政権が「日本は

さびしくなり、活気がなくなる」ということを予言している（予定している）。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
初代松本白鸚の子

 

松本白鸚（１９４２）　二代目松本白鸚

後藤忠政（１９４２）　後藤組組長※画像なし

木村宣彰（１９４３）　大谷大学第２５代学長※画像無し

 

中村吉右衛門（１９４４）　二代目中村吉右衛門

原田義昭（１９４４）　安倍政権閣僚

馬渕睦夫（１９４６）　歴史家、ユーチューバー

漆間巌（１９４５）　第２０代警察庁長官

 
※馬渕睦夫は、大谷光暢先生にクリソツである。それだけでもう信用できない。彼は、国民を誤

誘導しようと企んでいるようだ。彼が期待の新星の如くネットに出現したのは、逆集団ストーカ

ーのおかげである。集団ストーカーの機能のひとつに信者たちを脅してホンモノを無視すること

、ホンモノを大勢で批判し続けることでホンモノの印象を貶めることがある。すると何も知らな

い第三者たちはその様子を見て「この人みんなに嫌われてる。近づかない方がいいな」と勘違い

をする。ホンモノの無力化である。浄土真宗は優れた人物をみそっかすに変えることが出来る。

こういう人物が殺されることはない。彼らは、優れた人物を催眠術で奴隷化し、自分たちのため

に働かせるのだ。

だが、逆集団ストーカーはその逆で、脅された信者たちが無条件でゴミ（この場合は馬渕先生）

を褒め称える。すると、何も知らない第三者たちはその様子を見て「この人すごいな。話が聞き

たいな」と勘違いをする。そうしてゴミが力を得る。これが逆集団ストーカーである。浄土真宗

はただのゴミを人気者・実力者に変えることができる。

本願寺の一族はみなこの装置を利用している。そうでもしなければゴミが人の上に立つことはで

きない。もちろん、安倍もこの機能を利用している。そうでなければ支持率はゼロのはずだ。本

願寺はそうして、人気者・実力者を作るのだ。

漆間巌は、その任期中に市民パトロールとオレオレ詐欺を定着させた。市民パトロールは表に出

てきた集団ストーカーである。バカが作ったため、矛盾が多いが誰も気にしていない。市民パ

トロールの要員はほぼ引退した老人であるが、資格もなくて勤まるのか？研修は行っているのか

？もともと安全な場所をパトロールするのは無意味ではないか？犯罪者に遭遇した場合、老人は

犠牲者にしかならないのではないか？などである。

オレオレ詐欺も漆間氏が浄土真宗のために考えたお布施法である。お布施に反対する家族がいる

場合、オレオレ詐欺が起動する。お布施に大反対の家族も、お布施は反対だが、オレオレ詐欺で

とられたならしようがない。そういうことだ。経緯はどうあれ、金が浄土真宗に渡りさせすれば

いいのだ。陰謀の特徴は結果がじつは目的だったということだが、オレオレ詐欺はまさにそれに



当てはまる。おかしいのが、娘、孫娘、伯母、姑などを騙るアタシアタシ詐欺、舅、伯父などを

騙るワシワシ詐欺がないことだ。バカのやることはどこか抜けている。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
三笠宮崇仁親王の子

 

寛仁親王（１９４６〜２０１２）※画像なし

市川團十郎（１９４６〜２０１２）　十二代市川團十郎

尾上辰之助（１９４６〜１９８７）　初代尾上辰之助※画像なし

ラビア・カーディル（１９４７）　世界ウイグル会議

ベティ・ティン（１９４７）　香港女優

菅直人（１９４６）　内閣総理大臣

田北俊（１９４７）　香港自由党

ショブチョード・テムチルド（生年不詳）　世界南モンゴル会議議長

 
ラビアの活動は国際社会の注目を集め、投獄中の2004年にラフト人権基金の人権賞を受賞した
ほか、2006年にはノーベル平和賞の受賞候補の1人にも選ばれている。一方で中国政府は、ラビア
を「東トルキスタン・テロリスト勢力（东突恐怖势力）」「分離独立主義者」の一員であるとし

て批判を続けており、国際社会におけるこうした動きを牽制している。ラビア自身はダライ・ラ

マと会談した際に暴力的手段を用いず、高度な自治権を求めるとした。ラビア・カーディルwikiよ
り

 
※ラビア・カーディルは、現代の西戎として中国を攻撃している。ノーベル平和賞の候補になっ

たということは、悪であることの証明である。一方、性別を越えてよく似ている異母兄弟の田北

俊は、現代の南蛮として中国を攻撃している。上記の雨傘革命は田北俊が指揮していた。無知な

邪教信者が悪に脅され、踊らされ、無軌道に暴れる一向一揆の亜流に過ぎない。

ブルース・リーはベティ・ティンの家で倒れたとされているが、どう考えてもベティが一服盛っ

たのだろう。ウソつきで誰にも好かれないタナトス（本願寺）にとってブルース・リーのような

強いカリスマは非常に危険な人物だった。しかも、ブルースは自作の映画では常に「悪い日本人

」を敵にしていた。

菅氏は、鳩山氏、川勝氏など共にできるだけ「味方だよ」と臭わせることで筆者を黙らせること

に成功していたが、このたび、その魔法は宇宙人の口利きによって解かれた。由紀夫氏の場合、

愛新覚羅の一族に属する鳩山一郎の血を引いているという事実、そして川勝氏の川勝という名（

英雄秦河勝の子孫かと勘違いした）が盲点となった。菅氏は顔の形からうっかり愛新覚羅家の一

族かと思ったが、鼻が大谷光榮尊師にクリソツである。あの鼻で俺の目をごまかすことはでき

ない。良く見れば、菅は田北俊にも良く似ている。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
四代目中村雀右衛門の子

 

大谷友右衛門（１９４７）　八代目大谷友右衛門※画像なし

嘉山孝正（１９５０）　国立癌研究センター理事長

野田佳彦（１９５７）　内閣総理大臣

 
※ウソをつくための権威。医者はウソをつくために白衣を着ている。ウソを信じなければこんな

ことにはならない。野田氏は、「敵が味方であるならあらゆる局面で負けることがない」という

タナトスの秘儀を用いて、敵を演じながら味方である安倍晋三に負けてみせた。丸で、ショッカ

ーの戦闘員同士の戦いを見ているようだった。どっちにしてもダチョウ倶楽部に似ているという

だけでひっぱるのは無理があったようだ。そういえば歌舞伎顔だ。

 

中村雀右衛門（１９５５）　五代中村雀右衛門

劉暁波（１９５５〜２０１７）　天安門事件、ノーベル平和賞

村井秀夫（１９５８〜１９９５） オウム真理教幹部
唐沢俊一（１９５８）　と学会

坂口正芳（１９５７）　警察庁長官

吉田安志（１９５？）　特捜地検特捜部長

 
※立場が危うくなると、劉暁波は頭を剃った妻の姿をフェイクメディアを通じて披露した。「正

義のために戦っている俺たちはこんなに悲惨だ」という猿芝居をうったものの、世界の誰からも

同情を得ることはなかった。

影武者の村井は、上祐と共にオウム真理教に潜り込んでいたが、「村井が攻められるとヤバイ

」「あいつはしゃべるぞ」と踏んだ東西本願寺の一族側は、村井を公開処刑に処した。「ユダに

やられた」というのは仲間、つまり大谷に裏切られたということを意味している。

もうひとりの影武者唐沢はウソをつくための権威である。カウンターカルチャーのご意見番の座

に座ることで、ほかの正しい意見を排除するのだ。彼は、今は亡き村崎百郎氏と「社会派くんが

いく」という連載をやっていた。当時、筆者は押井守の「ビューティフルドリーマー」を見なが

ら寝ていた。良く寝れるのだ。唐沢はこれを本願寺から聞き、「社会派くんがいく」の連載上

で「押井の『ビューティフルドリーマー』ばかり見てるやつは過去を思い出すしか楽しみがない

、孤独なやつだ」という旨のことを述べ、筆者をバカにしていた。

唐沢氏は、とんでもない内容の本を探し、論評する使命を持つ「と学会」なる会に参加している

ようだが、本願寺が一番とんでもないということをここで述べておきたい。

 



ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
榊原仟の子

 

榊原敬（１９６２）　社会医療法人社団十全会理事長・院長

大谷義夫（１９６３）　池袋大谷クリニック院長

河添恵子（１９６３）　ノンフィクション作家、新しい歴史教科書をつくる会理事

 
※酒鬼薔薇聖斗は２人いた。酒鬼薔薇聖斗の名がそれを伝えている。つまり、榊原医師と生徒（

当時１４歳）のことである。彼はバレるはずがないと思って安心して本名を持ち出し、当て字し

ている。それももっともだ。警察も裁判官も家族なのだから。それより何よりも日本中にタナト

ス一族が統治する邪教信者がいる。彼がやることを非難する人間がどこにいるというのか？殴ら

れた被害者は聖斗（当時１４歳）の犯行であり、首を斬るなどの行為は榊原医師の犯行だ。以下

は榊原医師と１４歳の生徒が協力して書いた声名文：

 
この前ボクが出ている時にたまたま、テレビがついており、それを見ていたところ、報道人がボ

クの名を読み違えて「鬼薔薇」（オニバラ）と言っているのを聞いた。

人の名を読み違えるなどこの上なく愚弄な行為である。表の紙に書いた文字は、暗号でも、謎か

けでも当て字でもない。嘘偽りないボクの本名である（確かにその通りだろう：筆者談）。ボク

が存在した瞬間からその名がついており、やりたいこともちゃんと決まっていた。しかし悲しい

ことにぼくには国籍がない。今までに自分の名で人から呼ばれたこともない。もしボクが生まれ

た時からボクのままであれば、わざわざ切断した頭部を中学校の正門に放置するなどという行動

はとらないであろう。やろうと思えば誰にも気づかれずにひっそりと殺人を楽しむ事もできたの

である（自分は医者だということを暗にアピールしている：筆者談）。

ボクがわざわざ世間の注目を集めたのは、今までも、そしてこれからも透明な存在であり続ける

ボクを、せめてあなた達の空想の中でだけでも実在の人間として認めて頂きたいのである。それ

と同時に、透明な存在であるボクを造り出した義務教育と、義務教育を生み出した社会への復讐

も忘れてはいない。だが単に復讐するだけなら、今まで背負っていた重荷を下ろすだけで、何も

得ることができない。

そこでぼくは、世界でただ一人ぼくと同じ透明な存在である友人（もうひとりの１４歳の共犯者

のことだろう：筆者談）に相談してみたのである。すると彼は、「みじめでなく価値ある復讐を

したいのであれば、君の趣味でもあり存在理由でもありまた目的でもある殺人（医療行為：筆

者談）を交えて復讐をゲームとして楽しみ、君の趣味を殺人から復讐へと変えていけばいいので

すよ、そうすれば得るものも失うものもなく、それ以上でもなければそれ以下でもない君だけの

新しい世界を作っていけると思いますよ。」

その言葉につき動かされるようにしてボクは今回の殺人ゲームを開始した。しかし今となっても

何故ボクが殺しが好きなのかは分からない。持って生まれた自然の性（さが）としか言いようが



ないのである（自分がタナトスの一族であることをアピールしている：筆者談）。殺しをしてい

る時だけは日頃の憎悪から解放され、安らぎを得る事ができる。人の痛みのみが、ボクの痛みを

和らげる事ができるのである（タナトスの本音が聞ける：筆者談）。

最後に一言この紙に書いた文でおおよそ理解して頂けたとは思うが、ボクは自分自身の存在に対

して人並み以上の執着心を持っている。よって自分の名が読み違えられたり、自分の存在が汚さ

れる事には我慢ならないのである。今現在の警察の動きをうかがうと、どう見ても内心では面倒

臭がっているのに、わざとらしくそれを誤魔化しているようにしか思えないのである。

ボクの存在をもみ消そうとしているのではないのかね ボクはこのゲームに命をかけている。捕ま
ればおそらく吊るされるであろう。だから警察も命をかけろとまでは言わないが、もっと怒りと

執念を持ってぼくを追跡したまえ。今後一度でもボクの名を読み違えたり、またしらけさせるよ

うな事があれば一週間に三つの野菜を壊します。ボクが子供しか殺せない幼稚な犯罪者と思った

ら大間違いである。ボクには一人の人間を二度殺す能力が備わっている（確かにタナトスには人

を二度殺す能力がある。まず心を殺してから、身体を殺すのだ：筆者談）。

 
：　医者、特に外科医（癌関係）は人殺しである。常に人を殺しているのに、それを誰も知ら

ない。ということで「医者＝透明人間」という発想につながる。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
ラビア・カーディルの子

 

ラビア・カーディルの子（１９６６※画像無し

Bai Ling（１９６６）　アメリカ女優
 
※ラビア・カーディルの１１人いる子のうちのひとりと考えられる（その内娘は６人）。ブラン

ドン・リーの遺作「クロウ」で共演していた。ラビア・カーディルの影武者である女優ベティ

・ティンがブルース・リーを暗殺したと考えられるが、次に、本体ラビアの娘と考えられる女

優Bai Lingがブルースの子ブランドン・リーを暗殺したと考えられる。もちろん、「強くてカリス
マ性のある人間は危険な異分子だ」と考える東本願寺の命令だ。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
二代目松本白鸚の子

 

松本幸四郎（１９７３）　十代目松本幸四郎
ピエール瀧（１９６７）　電気グルーヴ

 
※ピエールは、麻薬事件の犯人を演じることでへぼい安倍政権の不祥事隠蔽に協力した。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
十一代目市川團十郎の子

 
市川海老蔵（１９７７）　十一代目市川海老蔵

小泉孝太郎（１９７８）　俳優
小泉進次郎（１９８１）　安倍政権環境相

 
※信じる？信じない？進次郎！パクられそうだなｗ　海老蔵という男は非常に犯罪臭が強い男だ。だが多くは語るまい。

海老蔵は大谷光暢先生の若き日にクリソツである。

 
 
 



大谷暢顕の一族〜TV局アナウンサー、宮崎勤事件、足利事件、オウム真理教、神戸連
続児童殺傷事件、学級崩壊、大阪池田小児童殺害事件、てるくはのる事件、SEALDｓ

大谷博子（１９１３〜？）　大谷榮亮の子（大谷光榮の孫）※画像無し

水の江瀧子（１９１５〜２００９）　女優

 
※大谷博子の影武者として生まれた瀧子は、４７歳になるまで、大谷暢顕先生の子を１０人も生

んだようだ。櫻井よしこ（１９４５生）から山中伸弥（１９６２生）までを儲けたと考えられる

。

 

大谷暢顕（１９３０）　第２５代東本願寺門主

谷川和穂（１９３０）　宇野内閣法務大臣

 

※写真は救助のフリをしながら被害者を殺している浄土真宗信者の救急隊員。ある程度の被害者

が出ないとオウムに汚名を着せることが出来ないのだ。

 
日本：井の頭公園バラバラ殺人事件（１９９４）人間狩り（野間易通、安田純平、大谷光淳、将

来の政治家）

日本：松本サリン事件（１９９４）松本市は麻原の本名に因んでいる

日本：大阪・愛知・岐阜連続リンチ殺人事件（１９９４）

日本：東京地下鉄サリン事件（１９９５）

日本：オウム真理教強制捜査（１９９５）

日本：警察庁長官狙撃事件（１９９５）

日本：八王子スーパー強盗殺人事件（１９９５）人間狩り（野間易通、安田純平、大谷光淳、将

来の政治家）

日本：藤本弘（藤子ｆ不二雄）殺害（１９９６）

日本：Ｏ１５７患者６０００人超す（１９９６）

日本：神戸連続児童殺傷事件（１９９７）人間狩り（野間易通、安田純平、大谷光淳、将来の政

治家）、日米防衛協力のための指針合意隠し

日本：学級崩壊問題（１９９７）



日本：堺市通り魔事件（１９９８）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）

日本：群馬一家３人殺害事件（１９９８）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）

日本：石森章太郎殺害（１９９８）

日本：ｈｉｄｅ殺害（１９９８）

日本：ねこぢる殺害（１９９８）

日本：光市母子殺害事件（１９９９）

日本：池袋通り魔殺人事件（１９９９）防衛指針法隠し

日本：下関通り魔殺人事件（１９９９）防衛指針法隠し

日本：てるくはのる事件（１９９９）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）、防衛指

針法隠し

日本：ひきこもり問題（１９９９）

日本：新潟少女監禁事件（２０００）米原潜衝突事故隠し

日本：西鉄バスジャック事件（２０００）米原潜衝突事故隠し

日本：雪印乳業全工場操業停止（２０００）

日本：仙台女児連続暴行事件（２０００）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）

日本：大分一家６人殺傷事件（２０００）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）

日本：世田谷一家殺害事件（２０００）人間狩り（安田純平、大谷光淳、将来の政治家）

日本：ルーシー・ブラックマンさん事件（２００１）恐牛病隠し

日本：レッサーパンダ帽男殺人事件（２００１）恐牛病隠し

日本：大阪池田小児童殺害事件（２００１）恐牛病隠し

日本：福岡一家４人殺害事件（２００３）人間狩り（大谷光淳、将来の政治家）

日本：東京山梨連続リンチ殺人事件（２００３）人間狩り（大谷光淳、将来の政治家）

日本：裁判員制度法成立（２００４）

日本：野沢尚殺害（２００４）

日本：堅川公園バラバラ殺人事件（２００４）人間狩り（大谷光淳、白石隆浩、将来の政

治家？）、陸上自衛隊イラク派遣隠し

日本：佐世保小６女児同級生殺害事件（２００４）陸上自衛隊イラク派遣隠し

日本：加古川７人殺害事件（２００４）人間狩り（大谷光淳、白石隆浩、将来の政治家？）、陸

上自衛隊イラク派遣隠し

日本：中津川一家６人殺傷事件（２００５）人間狩り（大谷光淳、白石隆浩、将来の政治家？）

日本：新宿渋谷エリートバラバラ殺人事件（２００７）人間狩り（大谷光淳、白石隆浩、将来の

政治家？）

日本：リンゼイ・アン・ホーカーさん殺害事件（２００７）公的年金保険料納付記録５０００万

件不明発覚隠し

日本：長崎市長射殺事件（２００７）

日本：秋葉原無差別通り魔事件（２００８）歩行者天国での政治的アジテーション絶滅作戦

日本：宮崎家族３人殺害事件（２０１０）人間狩り（白石隆浩、将来の政治家？）



日本：豊川市一家５人殺傷事件（２０１０）人間狩り（白石隆浩、将来の政治家？）

日本：東日本大震災（２０１１）道光帝の一族に対する宣戦布告

日本：安倍政権誕生（２０１２）

日本：特定秘密保護法安可決（２０１３）

 
※東本願寺第二十五代門首。真宗大谷派の首領。日本人の仏教信者約１億人を自由自在に操るこ

とができる。日本のラジコンマスター。大谷暢顕は、谷川和穂に化けて宇野内閣の時代に法務大

臣に就任していた。よく似ているので谷川和穂は影武者ではなく、本願寺門主大谷暢顕その人だ

ろう。彼は、内部から崩壊を仕掛け、正しい人たちが正しい判断を行わないよう、短命政権をプ

ロデュースした。

 

大谷須美子（１９３６）※画像なし

櫻井よしこ（１９４５）　アナウンサー、ジャーナリスト

 
※ウソをつくための権威。

 

大谷暢道（１９４５）※画像なし

三浦和義（１９４７〜２００８）　大谷暢顕と水の江瀧子の子

菅家利和（１９４６）

 
※東本願寺門主の遺伝子が欲しくて水の江瀧子が優性遺伝子ブリーダーによって儲けたと考えら

れる。東西本願寺の一族の子ということは、彼はまだどこかで生きているのだろう。裏の世界に

生きる決意をした者が死んだことにして潜伏することは日常茶飯事だ。

一方、和義は幼児性愛のケも持っていた可能性がある。タナトスは冤罪要員を選定する際、年齢

を重視する。つまり、冤罪が確定した菅谷氏が１９４６年生まれであるなら、真犯人も比較的年

齢が近いはずだ。和義は、その条件にピッタリ合う。

 

大谷光純（１９５？）

江川紹子（１９５８）　オウム専門ジャーナリスト

香山リカ（１９６０）　精神科医

 
※浄土真宗の危機を救うため、仲間の上祐（西本願寺門主大谷光真の一族）と共にオウム口撃の

急先鋒として活動した。上祐は内から、江川は有田と共に外から攻撃した。暗殺未遂事件などは

猿芝居でしかない。

香山リカはよく犯罪者の精神分析を行うが、なぜか政治家などの精神分析は行わない。そういう

わけで、香山リカの分析は聞くに足りない。江川紹子と香山リカはふたりとも顔の曲がり方が似

ている。呪いだろうか？



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
大谷暢慶の子（大谷光演の孫）

 

大谷暢裕（１９５１）

谷口雅宣（１９５１）　生長の家教祖、日本会議

塩崎恭久（１９５０）　安倍政権

宮川俊二（１９４７）　アナウンサー

大沼啓延（１９５０〜２０１８）　アナウンサー

古舘伊知郎（１９５４）　アナウンサー

 
※谷口、塩崎、宮川、大沼、古館は、デビッド・ロックフェラーの一族に属する大谷暢裕先生の

影武者として生まれた。影武者でありながら、谷口は生長の家の教祖として９０万もの日本人信

者を自由自在に操ることができる。日本のラジコンマスター。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
島津貴子の子（昭和天皇の孫）

 

島津禎久（１９６２）

山口壽一（１９５７）　読売グループ社長

杉原保史（１９６１）　京都大学臨床心理学者

長妻昭（１９６０）　立憲民主党議員

宮崎勤（１９６２〜２００８）

 
※長妻は非常にいい人に見える。道に迷っていた時、こんな顔をした人が通りかかれば誰でも道

を聞くことだろう。しかし、彼は不正解しか教えてくれない。大谷暢顕先生の子だから。

９０年代以降、杉原氏は和義の仕事（足利事件）を引き継いだようだ。杉原氏は宮崎勤事件、足

利事件など関東での一連の少女誘拐事件の真犯人と考えられる。９０年代以降だと、２００３年

のよしかわゆりさん事件、２０１４年のもりやまさくらさん事件、２０１９年のおぐらみさきさ

ん事件などがある。

筆者は１９９１年に東京郊外のラブホテルでバイトをしていたが、杉原氏に良く似た男が幼女を

連れてきていたのを目撃した。なぜかは不明だが、彼はわざわざ筆者にその子を見せようとして

いたようだ。さらに、筆者は彼らが泊まった部屋を掃除しなくてはならなかったが、妙な手紙が

置いてあった。「お誕生日おめでとう」と書かれてあったのだが、あの子は８月生まれなのだろ

うか？足利事件の被害者に８月生まれの子はいるだろうか？記者ではないので不明だが、もしか



したら、あの幼女は足利事件で死んだことにされた子かもしれない。被害少女は、しばらくは生

きていたと考えられるが、彼は飽きたら殺し、新しいおもちゃを探すのだろう。

タナトスは幼児をそばに置きたい場合、警察（浄土真宗信者）に命令して子供を死んだことに

する。なぜなら、死んだ子供を捜す親はいないからだ。子供が死んだと信じていれば、例え、死

んだはずの子供を目の前に連れて行っても、親はそれをわが子だとは思わない。杉原は心理学者

であることから催眠術の心得もあると思うが、催眠術を悪用し、寝ている間に忍び込んで児童に

性的なイヤガラセや和姦レイプを行っている可能性もある。

宮崎勤の家族は悲惨な末路を辿ったが、哀れなことに、勤はただの冤罪である。冤罪要員を選定

する際、重視されるのは年齢である。勤は杉原と１年違いであるため、冤罪要員に選ばれたに過

ぎない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
大谷光紹（久宮祐子内親王）の子

 

大谷光見（１９６５）※画像なし

山中伸弥（１９６２）　ノーベル生理学・医学賞

松尾剛（１９６７）　NHKアナウンサー
宅間守（１９６３）　附属池田小事件

徐裕行（１９６５）　村井秀夫刺殺

青山吉伸（１９６０）　オウム弁護士

遠藤誠一（１９６０〜２０１８）　オウム真理教幹部

野田成人（１９６６）　オウム真理教幹部

 
※昭和天皇の子久宮祐子内親王は早世したことにして大谷光紹として成長したと考えられる。光

紹の子は、みな大谷暢顕が儲けた子供である。優性遺伝子ブリーダーの常として、上記の７人は

里子として里家に出された。宅間などは、こういうときに使うため（冤罪要員）に生まれた。山

中は青山と似ており、宅間は徐に良く似ている。

 

大谷慈子（１９６９）※画像なし

丸川珠代（１９７１）　アナウンサー、安倍政権閣僚

田村智子（１９６５）　共産党議員

 

大谷紹爾（１９７３）※画像なし

登坂淳一（１９７１）　アナウンサー

 
※北朝鮮がミサイルを発射した際の報道時、不気味に笑っていたことが伝説化している。



 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
大谷暢順の子（大谷光暢の孫）

 

大谷光輪（１９７４）

近田雄一（１９７６）　アナウンサー

岡村浩昌（１９７８〜１９９９）　てるくはのる事件※画像なし

 
※岡村容疑者は、真犯人と生年が合うだけで冤罪用に選ばれたに過ぎない。「てるくはのる」の

由来は朝鮮語だと考えられる。ハノルは朝鮮語の神「ハヌル」だろう。「てるく」の部分は不

明だ。チュルク＝トルコだろうか？とするとキュベレー、アッティス、或いはディオニュソスの

ことかもしれない。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
谷口雅宣の子

 

谷口雅宣の子（生年不詳）

瀬田宙大（１９８３）　アナウンサー

酒鬼薔薇聖斗（１９８３）　神戸連続児童殺傷事件※画像なし

 
※少年Ａは真犯人と生年が合うだけで冤罪用に選ばれたに過ぎない。榊原敬医師が実際に指揮者

として活動していた可能性がある。

 

谷口雅宣の子（生年不詳）

守本奈実（１９８１）　NHKキャスター
小保方晴子（１９８３）　STAP細胞
 
※小保方女史はオウム弁護士にくりそつだが、兄妹か？或いは、考えたくないが、もしかして青

山弁護士が性転換したのか？これは怖い。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
丸川珠代の子（優性遺伝子ブリーダーによる）

 

奥田愛基（１９９２）　SEALDｓ代表



 
※SEALDｓなる集団はいわば劇団である。「民主主義は存在しない」という事実を隠すため、民
主主義を演じるために設けられた。丸川珠代は１９９３年にテレビ朝日に就職するが、この奥田

愛基はその前年、大学時代に生んだ子である。名前がトレンディぽい。

 
 
 



大谷暢裕の一族〜「集団ストーカー問題を克服する」、２０１４香港反中デモ、２０１
４香港反政府デモ、新幹線殺傷事件、２０１９逃亡犯条例改正案撤回デモ

デヴィッド・ロックフェラーの子

 

リチャード・ギルダー・ロックフェラー（１９４９）　国境なき医師団アドバイザー※画像なし

大谷暢裕（１９５１）　東本願寺第二十六代門首

草野顕之（１９５２）　大谷大学第２７代学長※画像無し

根本匠（１９５１）　安倍内閣厚生労働大臣

大谷直人（１９５２）　安倍政権最高裁判所長官

 
日本：淡路島５人殺害事件（２０１５）人間狩り（白石隆浩、将来の政治家？）

日本：相模原障害者施設殺傷事件（２０１６）マイナス金利導入隠し

日本：座間９遺体事件（２０１７）人間狩り（白石隆浩、将来の政治家？）、加計問題・森友問

題隠し

日本：宮崎一家殺人事件（２０１８）人間狩り（将来の政治家？）

 
※日本人の仏教信者役億人を自由自在に操ることができる。日本のラジコンマスター。安倍政権

支持派は彼が指揮している。東西の本願寺をそのままにしておくと、今現在、世界のどこかで育

ちつつある暢裕の悪の遺伝子を継いだ子供たちが、世界を蹂躙する日も来るだろう。

根本匠の正体は、東本願寺門主ではないかと考えられる。大谷暢裕先生の方が影武者だろう。根

本匠（大谷暢裕先生）がなぜマープ２１に貢献しているのかは不明だが、本願寺門主がじきじき

に内閣に入り込み、敵の全貌を確実に把握するために石破氏、林氏などをスパイしている。彼は

、２０１９年に発生した勤労統計不正という茶番で道化を演じているが、安倍と同様に何人も人

を殺している恐ろしい男だということを忘れてはならない。

 
※２０１７年、モリカケ問題で困っていた安倍政権は、２０１８年に家族の一員である大谷直人

を最高裁判所長官に任命した。安倍政権は、これでモリカケ問題で困ることはないと考えている

。

 

大谷光見（１９６５）

平田信（１９６５）　オウム真理教幹部

横山真人（１９６３〜２０１８）　オウム真理教幹部

 
※その顔から、平田信と横山直人は大谷暢裕先生の子と考えられる（優性遺伝子ブリーダーか自

力か）。大谷光見の本体は大谷暢顕の一族に属しているが、平田信と横山は大谷暢裕の一族から

影武者として参加していた。横山は２０１８年に処刑されたとされているが、たぶん、死んだこ



とにして潜伏し、生きているだろう。安倍総統のためのフェイクニュースなどを作っているので

はないか？

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
大谷暢裕の子

 

大谷裕（１９８５）※画像なし

川崎正典（１９８？）　「集団ストーカー問題を克服する」ブログ主

和田竜人（１９８５？）　松岡伸矢くん失踪事件

 
※川崎氏は大谷裕の影武者として生まれたようだ。彼は、集団ストーカーの加害者側でありな

がら、被害者をミスリードするために被害者を装っている。枯れのブログの特徴は被害談が少な

いことである。最近はQアーミージャパンと共謀して集団ストーカー被害者やスピリチュアル趣味
な人々を一網打尽にしようと考えているようだ。

松岡伸矢くん失踪事件の伸矢くん自身ではないかと記憶喪失の青年がTVに登場して話題を撒いた
。彼の顔を見ると大谷暢裕先生にしか見えない。つまり、伸矢くんは３８歳だった大谷暢裕先生

に拉致され、陵辱された上で殺されたと考えられる。その事件の尻拭いのために息子が一役買っ

て出たようだ。和田竜人だ、北澤尚だといろいろ名前を付けられているが実際には彼は大谷裕で

あり、通常は工作員として働いているのだろう。

 
ーーーーーーーーーーーーーーーー

 
リチャード・ギルダー・ロックフェラーの子

 

Clayton Rockefeller（生年不詳）※画像なし
林朗彦（１９９４）　香港反政府デモ指導者

 

Rebecca Rockefeller（生年不詳）※画像なし
黄之鋒（１９９６）　香港反政府デモ指導者

小島一朗（１９９５）　新幹線殺傷事件被告

 
※黄氏と小島一朗の顔は大谷暢裕先生にくりそつである。よくもこう似るものだ。一方は香港で

、一方は日本で犯罪行為に手を染めている。大谷暢裕先生はデヴィッド・ロックフェラーの一

族（西本願寺門主広如の一族）であるため、東本願寺は西本願寺に吸収されたと考えて良い。３

代前の東本願寺門主大谷光暢が、久邇宮邦彦王の三女で香淳皇后の妹にあたる智子女王と婚姻し

、タナトスの血が薄くなったため「お東騒動」のような問題が起きた。そのため、西本願寺はタ



ナトスの血筋を守るため、大谷暢顕以降の東本願寺のため、改善を図ったのだろう。

新幹線殺傷事件の小島一朗被告（２３）が初公判で発した言葉は「見事に殺しきりました」だ

った。２０１８年６月 神奈川県内を走行していた東海道新幹線「のぞみ」の車内で、女性客らが
刃物で襲われ、止めに入った会社員の梅田耕太郎さん（当時３８歳）が死亡した事件である。

２０１９年１１月２８日、法廷で犯行に使われたナタやナイフを見せられた小島被告は、新幹線

の車内で窓際の隣の席の女性と、通路をはさんで反対側に座っていた女性をナタで切りつけ殺害

しようとした殺人未遂と止めようとした梅田耕太郎さんの首などを突き刺し、殺害した罪などに

問われている。「私は窓際にいる人を殺そうとしましたが、残念にも殺しそこないました」「私

は止めに入った人を見事に殺しきりました」「ナイフはもういらないか？」と聞かれ「（ナイ

フは）曲がっておりますし、有期刑になってまた出所したら人を殺すハメになり、新しいものを

買うのでそれは要りません」と述べた。コケ脅しである。

 

※雨傘革命の画像。大規模なこけおどしでしかない。

 
 
 



あとがき

あとがき

 
 
歴史は生き物のようで、これで完成と思ったらあとからあとから情報が入ってきて処理に追われ

てしまう。きっと悪の追求は終わることはないのだろう。しかし、キリがないので、今回の書は

ここらへんで止めておこうと思う。

 
いろいろ調べる中、タナトスの一族は、悪の王に定められた者（本願寺で言えば門主）が子ども

をたくさん作ることがわかった。これは悪の王の特権だということができる。優れた悪の才能を

引き継いでいかなければならない。すべてはタナトスの繁栄のためである。

本体として生まれた以外の子どもの多くは影武者などに徴用される運命にある。だが、才能があ

る者は影武者から脱して本体を超える力を発揮することがある。テンプル騎士団の変は、フィリ

ップ４世の影武者だったジャック・ド・モレーが影武者から一歩踏み出そうとしたことが発端

となっている。しかし、フィリップ４世ら本体はそれを許さなかったというわけだ。

 
そして、タナトスの一族は複数の顔と名前を持つ。そうすることで、危機に瀕した時には別の名

前や顔を用いることで、危険をやり過ごすことが出来る。一番多い人物で、１４の名前を持って

いた。親鸞の末裔シモン・ボリバルである。

ボリバルは中南米の大統領の肩書きをすべてコレクションしていた。つまり、当時のボリバルは

中南米の帝王であった。ウソつきのタナトスであるが、生没年に関してはウソをついていない。

なので、彼らの足跡や正体もおのずと明らかになる。ボリバルの場合、中南米のすべての初代大

統領の生没年がほぼ一緒なのだ。これは誰が見ても同一人物としか考えられないだろう。

 
今回、タナトスの一族は５７種類に分類したが、特徴としてそれぞれの一族にはそれぞれの傾向

があることがわかった。大谷暢顕の一族はアナウンサーを輩出する傾向がある。准如の一族はロ

シアに固執している。寂如の一族はナチス、ＣＩＡ、ＦＢＩ、モサドを生んだ。湛如の一族は多

くの新興宗教を作り、傾向としては日蓮宗の簒奪がある。文如と法如の一族は人喰いの一族で

ある。達如の一族は神道にこだわる。大谷光演の一族はメディアの一族である。常如の一族は沖

縄と朝鮮半島に固執し、いわゆる在日を指揮している。教如の一族は江戸時代の天皇家を掌握し

、ハワイ王室を作った。覚如の一族は華僑を作り上げた。親鸞の一族はコンキスタドールを生み

、中南米の支配に固執している。などである。

 
一番ショックだったことは、古来からほとんどの国家はタナトスが作り上げてきたという事実だ

。彼らは「俺たちは常に王でなければならない」と考えている。一流の悪は悪に見えない装いを

心がける。そのためには宗教と共に国家が必要だ。国家の長は悪に見えない。ということで、世



界中の王の系譜を調べることでタナトスの足跡は浮き彫りになった。彼らの足跡を発見すること

は非常な喜びであった。純粋に学術的な喜びである。

更に、タナトスは善（宇宙人）が存在することを知っている。古代からタナトスは常に宇宙人（

科学の種族トバルカイン）に成敗されてきた。彼らと戦うには（戦っても勝てないが）強力な

軍隊、進んだ科学力が必要だ。そのためには義務教育、徴兵制度が必要となる。つまり、国家が

必要だ。

 
タナトスの一族の向こうを張るダヴィデの一族は力が強く、非常に優れているが、国家を作るこ

とに興味がない。彼らには人々を支配しようという本能がないのだ。国なんか作らなくても人々

は耳を傾け、自然と集まってくる。結局、タナトスが国家を欲するのは自分たちの言うことに耳

を傾けない人々を強制的に耳を傾けさせることにあるし、自分たちの周りに集まらない人々を強

制的に集める必要があるのだ。そのためには自分を有利な立場に置き、敵を不利な立場に置き

たい。

国家は法を必要とし、納税制度を設けなければならない。国民に税金を納めさせることで寝てい

ても金は入る。自分たちに有利な法律、敵に不利な法律を制定することができる。軍隊を作り、

敵が攻めてきたときには撃退することも出来る。できそこないには国家が必要なのだ。ダヴィデ

の一族のような優れた人々は元来、国は必要ない。だが、その弱さゆえに苦しんでいる弱者を助

けようとする本能が働くため、ダヴィデの一族はタナトス一族を倒すために国家を必要としてい

るに過ぎない。

 
そして、何よりも、人喰いはタナトスだけに限られた本能である。普通の人類はどんなに飢えて

も同じ人間を食べることは出来ない。古来から飢饉になると人々はお互いを食べ、時には自分の

子供を殺して食べたとされる。これは、人類の究極の姿ではない。これは飢饉によってタナトス

が本性を現したというに過ぎない。

スターリンの大粛清によってウクライナが大規模な飢饉に陥ると、自分の子供や家族を殺して肉

を売る者が続出した。しかし、彼らの正体はタナトスだ。飢饉によって本性を現さざるを得なか

ったのだ。どんなに飢えても、普通の人間が自分の子供を殺して肉を売るなんてことは不可能だ

。

 
タナトスの出現は人類の飽和状態と関係がある。タナトスが出現した３０万年前には既に人類は

地球上で数を増やしすぎ、飽和状態に達していたのだ。そのため、自然界のバランスを保つため

に地球がタナトスを生んだ。人類の天敵は人類でしかありえないのだ。タナトスが極度に罪悪感

を欠いた状態で生まれ、平気でウソをつき、笑いながら人を殺し、人肉を食べることが出来るの

は地球の思し召しだ。人類の飽和状態を改善すべく、地球が人類の天敵を生んだのだ。

ただ、今現在、タナトスは化学薬品を用いて人類だけでなく、他の種や自然界を汚染し、滅亡に

導いている。そこで、３０万年前にタナトスが生まれたときと同じように再度、地球がバランス

を考え、極度に優れた人類を生んだ。タナトスを退治するためである。地球は、今度はタナトス



の天敵を生んだのである。人類の歴史はこの繰り返しなのだろう。
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